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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロ
セスの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを
促進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護
および維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Cloud EPMの投資を最大限に活用することを支援し
ます

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られま
す。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エ
クセレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセ
レンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリ
ットおよび価値提案の確認。
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2
Oracle Enterprise Data Management Cloudについて

Oracle Enterprise Data Management Cloud は、様々なアプリケーション間でのエンタープラ
イズ・データの整合性を確保することによって、ビジネスの変化を管理します。
会社が成長し発展していくにつれ、分野ごとに分かれていたエンタープライズ・データ全体
の管理が必要になってきます。たとえば、会社を合併または買収する場合は、複数のドメイ
ンにわたるビジネス・エンティティを同期する必要があります。同様に、新しいイニシアチ
ブやレガシー・アプリケーションがビジネス・オペレーションの比較および矛盾のないパフ
ォーマンス測定を困難にしています。それでも、ビジネスの成功の鍵を握るのはデータの整
合性、正確さ、および品質です。
Oracle Enterprise Data Management Cloudは、様々なアプリケーション間でのエンタープラ
イズ・データの整合性を確保することによって、ビジネスの変化を管理するソリューション
を提供します。管理者は業務固有のビューを作成し、複数の異なる業務にわたる財務データ
および管理データの整合性を維持できます。財務レポートおよび管理レポートを単純化して
照合するため、標準階層、代替階層およびカスタム階層を定義できます。Oracle Enterprise
Data Management Cloudを使用すると、整合性が確保された正確なエンタープライズ・デー
タを迅速にインポート、管理し、複数の外部アプリケーションにエクスポートできます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Oracle Enterprise Data Management Cloudの
機能についてさらに学習します。  概要: Enterprise Data Management Cloud

のツアー

このガイドについて
この項では、ガイドの内容および構成について説明します。
このガイドは次の項で構成されています。
• Oracle Enterprise Data Management Cloudについて—Oracle Enterprise Data

Management Cloudの使用に関する概要情報および概要レベルのプロセス・フロー。
• データ管理—エンタープライズ・データ管理を行うユーザー向けのトピックおよびプロシ
ージャ。通常、ユーザーはビュー、ビューポイント、要求およびノードの更新を使用して
作業します。

• 管理—ユーザー、アプリケーション、およびエンタープライズ・データの設定を行う管理
者向けのトピックおよびプロシージャ。この項では、特定のビジネス・シナリオに対する
一定の成果を得るための概要レベルのプロシージャも提供します。管理者が実行するタ
スクには、次のものがあります。
– 外部アプリケーションの登録
– ディメンションのインポート
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– データ・チェーン・オブジェクトの作成
– ユーザーのプロビジョニング
– ビューの作成
– 外部アプリケーションへのエクスポート

• ビジネス・シナリオ—ビジネスで一定の成果を得るための概要レベルのプロシージ
ャ。

• 用語集—製品およびドキュメントで使用される用語および定義。

ホーム・ページの概要
ホーム・ページは、ビジネス・プロセス・タスクにアクセスする際の出発点です。
インタフェースにより、直感的なユーザー操作と、よく使用される機能へのクイック・
アクセスの概要が提供されます。たとえば、ユーザーは、ビューポイントと要求を使
用してアプリケーション・データを表示および管理できます。サービス管理者は、ビ
ジネス・プロセスの管理とカスタマイズ、ユーザー・グループの作成とロールのプロ
ビジョニング、アーティファクトの移行、およびお知らせを行うことができます。
グローバル・ヘッダー
グローバル・ヘッダーは、ユーザー・インタフェース最上部に広がる領域です。ここ
には、ナビゲーション・アイコンに加えて、「設定およびアクション」メニューへのア
クセスが含まれています。
 

 
グローバル・ヘッダーの要素(左から右):

グローバル・ヘッダーの要素 説明
 

 

「ナビゲータ」アイコンによって、ビジネス・
プロセスのサイトマップとして機能し、アクセ
ス権がある Oracle Enterprise Data
Management Cloudのすべての機能へのリン
クを提供する「ナビゲータ」メニューが開きま
す。

 

 

ビジネス・プロセスの他の場所で作業中に
Oracleロゴをクリックすると、ホーム・ペー
ジに戻ります。
ノート: サービス管理者はロゴをカスタマイズ
できます。ユーザーの表示形式のカスタマイ
ズを参照してください。

 

 

現在のビジネス・プロセスの名前です。
ノート: サービス管理者はビジネス・プロセス
名を非表示にすることができます。ユーザー
の表示形式のカスタマイズを参照してくださ
い。

 

 

ビジネス・プロセスの他の場所で作業している
ときに「ホーム」ボタンをクリックすると、ホ
ーム・ページに戻ります。
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グローバル・ヘッダーの要素 説明
 

 

ユーザー名をクリックして「設定およびアクシ
ョン」メニューにアクセスします。

カードおよびクラスタ
 

 
用語に関するノート
• カードは、Oracle Enterprise Data Management Cloudの機能(「要求」や「ビュー」など)
へのアクセスを提供するユーザー・インタフェース要素です。

• クラスタは、カードのグループが含まれている組織的要素です。クラスタ(「ツール」な
ど)をクリックすると、そのクラスタ内のカードが表示されます。

ホーム・ページのカードおよびクラスタ領域には、アクセス権があるビジネス・プロセスの
各機能領域にリンクする、カードと呼ばれるアイコンが表示されます。カード・ラベルの上
の 3つのドットは、クラスタと呼ばれるカードのグループを示します。上の例では、「情報モ
デル」クラスタが選択されており、それに含まれているカードが表示されています。
ようこそパネル
ようこそパネルには、ユーザー名とプロファイル・ピクチャ(設定されている場合)、サービス
管理者によって入力されたシステムに関するお知らせが表示され、自分のアクティビティの
追跡に役立ちます。
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• ようこそパネルの上部に表示するプロファイル・ピクチャを設定できます。プロフ
ァイル・ピクチャには、現在の不在ステータスも示されます。プリファレンスの設
定を参照してください。

• サービス管理者からのシステムに関するお知らせを表示するには、「お知らせ」を
クリックします。開始日でソートされた最新のお知らせが最上部に表示されます。
「お知らせを閉じる」 をクリックすると、「アクティビティ」パネルに戻りま
す。

• 自分に固有の要求アクティビティにアクセスするには、「要求アクティビティ」リ
ンクを使用します。ホーム・ページからの要求へのアクセスを参照してください。

プリファレンスの設定
プリファレンスを設定して、プロファイル・ピクチャをアップロード、タイム・ゾー
ンと表示言語を変更、および自分を不在としてマークできます。
プリファレンスを設定するには:
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1. 画面の右上に表示されるユーザー名をクリックして「ユーザー・プリファレンス」を選択
します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 次のプリファレンスを設定します。

• プロファイル・イメージ。「ファイルの選択」をクリックしてから.jpg、.pngまた
は.gifのいずれかのタイプのファイルを選択します。選択するファイルは 2 MB以
下である必要があります。
プロファイル・イメージを除去するには、「クリア」をクリックします。

• タイム・ゾーン。ドロップダウンからタイム・ゾーンを選択するか、デフォルトの
「クライアントのタイム・ゾーンの使用」のままにしてブラウザのロケールのタイム・
ゾーンを使用します。

ノート:

選択したタイム・ゾーンは、現在のロケールのデフォルトのタイム・ゾーン
を上書きして、Oracle Enterprise Data Management Cloud全体の日時の値
に反映されます。

• 言語。言語を選択しなかった場合は、ブラウザのロケールが使用されます。

ノート:

言語の変更を表示するには、ログアウトしてからログインします。ほとんど
の場所で、日付フォーマットはロケール・フォーマットを使用して表示され
ます。例:

– データ・オブジェクト(ビュー、アプリケーション、ノード・タイプ、
階層セット、ノード・セットなど)

– プロパティ
– トランザクション履歴の監査
– 要求

• 不在ステータス。「現在不在です」を選択して、次のように自分をワークフローから
退出させます:

– サブスクリプションで要求が自分に自動割当されなくなります。不在としてマー
クする前に行われたすべての割当は保持されます。サブスクリプション要求の割
当てを参照してください。

– 要求エスカレーション時にデッドロックを解除するために自分の承認が必要な場
合、不在から戻ったとマークするまで、その要求は自動的にデータ・マネージャ
に送信されます。
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ノート:

不在にマークすると、ユーザー・プロファイルが更新され、現在のステ
ータスを示すインジケータが表示されます。「ユーザー・プリファレン
ス」に戻り、ステータスを在社中に更新するには、インジケータをクリ
ックします。
 

 

4. 「保存」をクリックします。

プロセス・フロー
Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、このプロセス・フローを使用して、
複数のアプリケーションのビジネス・エンティティを一か所で管理できます。
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ノート:

サービス管理者はすべてのタスクを実行できます。ユーザーは、ロールと権限に基
づいてタスクを実行します。

次の表に、一般的なタスクの実行に最低限必要なロールと権限をリストします。権限および
データ・オブジェクトの詳細は、権限の操作を参照してください。

タスク ロール 権限 参照
外部アプリケーション
(Planningなど)を
Oracle Enterprise
Data Management
Cloudに統合

アプリケーショ
ン - 作成

アプリケーションの登録の理解

ビューの作成 ビュー - 作成 ビューの作成
ビューポイントの作成 ビューの所有者

およびディメン
ションのデータ・マネージャ
またはメタデータ・マネージャ

ビューポイントの作成

ビューおよびビューポ
イントの参照

ビューポイント
内のデータを表
示するためのビ
ューポイントの
データ・チェー
ン・オブジェク
トに対する参加者(読取り)

ビューの操作
ビューポイントの操作

データの管理 要求を使用して
変更を適用する
ためのデータ・
チェーン・オブ
ジェクトに対す
る参加者(書込み)

要求の理解
要求を使用する変更
ガバナンス・ワークフローおよび承認
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タスク ロール 権限 参照
アプリケーション間で
のデータの比較および
合理化

• ビューポイ
ントのデー
タを比較す
るには: 両
方のビュー
ポイントの
データ・オ
ブジェクト
に対する参加者(読取り)

• データへの
変更により
発生した問
題を解決す
るには: デ
ータ・オブ
ジェクトに
対する参加者(書込み)

ビューポイントの比較
比較結果を使用するノード差異の修正

データの検証 要求を使用して
変更を適用する
ためのデータ・
チェーン・オブ
ジェクトに対す
る参加者(書込み)

ビューポイントの検証

データの同期 サブスクリプシ
ョンを作成する
には:
• ソース・ビ
ューポイン
トのディメ
ンションに
対する参加者(読取り)
権限

• ターゲッ
ト・ビュー
ポイントの
ディメンシ
ョンに対す
るデータ・マネージャ
またはメタデータ・マネージャ権
限

• ターゲッ
ト・ビュー
の所有者

ビューポイントのサブスクライブ
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タスク ロール 権限 参照
外部アプリケーション
からのデータのインポ
ートおよびエクスポー
ト

インポート先ま
たはエクスポー
ト元のディメン
ションに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ

ディメンションのインポート ディメン
ションのエクスポート

データの登録とインポート
Planningなどの外部アプリケーションからデータをインポートするには、ウィザードを使用
します。ウィザードでは、Oracle Enterprise Data Management Cloudで管理するアプリケー
ションのディメンション、プロパティおよび接続を選択します。登録プロセスでは、Oracle
Enterprise Data Management Cloudデータ・チェーンのコンポーネントを作成します。
Oracle Enterprise Data Management Cloudでアプリケーションのデータの操作に必要なノ
ード・タイプ、階層セット、ノード・セット、ビューポイントおよびデフォルト・ビューを
作成します。インポート・プロセスでデータ・チェーンにノードが移入されます。
この図では、Planningアプリケーション・ディメンションの勘定科目およびエンティティ用
に、登録およびインポートのプロセスを示します。
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Planningの勘定科目およびエンティティ・ディメンションが作成され、Oracle
Enterprise Data Management Cloudにインポートされます。各ディメンションが、
Oracle Enterprise Data Management Cloudのビューポイント、ノード・セット、階層
セットおよびノード・タイプに示されます。ユーザーは勘定科目およびエンティティ
のビューポイントでデータを管理します。

データの管理
インポートされたデータには Oracle Enterprise Data Management Cloudのビューを
使用してアクセスし、要求を使用してデータを変更します。
• ビューの理解
• 要求の理解
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ビューの理解
ビューには、エンティティ・メンテナンスなどの特定のコンテキストまたはアクティビティ
のリストおよび/または階層のコレクションが用意されています。ビューは、データを更新で
きる 1つ以上のビューポイントで構成されています。
ビューポイントは操作するノードのサブセットを提供します。たとえば、ビューポイントが
異なるコスト・センターを表す場合があります。エンタープライズ・データに対する変更は
すべてビューポイント内で実行されます。
• ビューの操作
• ビューポイントの理解

要求の理解
要求は、データを更新するためのメカニズムです。データに対する変更は、要求アイテムに
編成されます。 要求アイテムは、特定のノードに対する変更アクションのグループです。
要求を使用すると、変更をコミットする前に変更をビジュアル化できます。
要求内で実行可能な変更アクションは、次のとおりです。
• ノードの追加、挿入、移動、除去および削除
• プロパティのコピーおよび更新
Oracle Enterprise Data Management Cloud内のデータを変更する方法には 3通りあります。
• 対話型(ビューポイントに対する手動変更)。たとえば、Oracle Enterprise Data

Management Cloudで、フロリダというノードを米国東南部の子ノードとして追加した
り、ジョージアというノードを親の米国南部から親の米国東南部に移動します。ユーザ
ー・インタフェースで行う変更ごとに、要求にアイテムが追加されます。

• ターゲット・ビューポイントをソース・ビューポイントにサブスクライブします。たとえ
ば、Planningアプリケーションのエンティティ・ビューポイントを一般会計アプリケー
ションのエンティティ・ビューポイントにサブスクライブします。一般会計アプリケーシ
ョンのエンティティ・ビューポイントにコスト・センターを追加すると、そのコスト・セ
ンターを Planningアプリケーションのエンティティ・ビューポイントに追加するための
要求が自動的に生成されます。ビューポイントのサブスクライブを参照してください。

• ファイルからロード。たとえば、新しい米国階層を作成しており、50の新しいノード(そ
れぞれが各州を表す)を追加する必要があるとします。ロード・ファイル内の各変更が、
要求内の個別アイテムになります。このシナリオでは、要求内に 50のアイテムが作成さ
れ、各アイテムが追加対象の各州ノードに対応しています。

対話型による変更、サブスクリプションを使用する変更、またはロード・ファイルを使用す
る変更のいずれの場合も、提案された変更はすべて、変更やファイルのロードを行うビュー
ポイントでビジュアル化されます。変更は一意の色およびアイコンで表示されるため、階層
またはリストのどの部分が変更されたか、および変更によってどの領域が影響を受ける可能
性があるかを確認できます。
ビューポイントへの変更の適用中、提案されている変更の妥当性を確認するために検証チェ
ックが実行されます。要求内のアイテムに検証の問題がある場合、失敗の理由を確認し、問
題を解決する方法を決定できます。
要求が送信されると、検証チェックが再実行され、変更がコミットされ、変更を使用してビ
ューポイントが更新されます。
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データの比較と合理化
Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用すると、複数の外部アプリケーショ
ンにわたるエンタープライズ・データを比較し、合理化できます。複数アプリケーシ
ョンにわたるディメンションの整合性を確保し、ノードを作成および更新し、データ
の変更をアプリケーション間で共有できます。
• アプリケーション間でのディメンションの整合性確保
• 新規ディメンションの作成
• アプリケーション間の変更の共有

アプリケーション間でのディメンションの整合性確保
Oracle Enterprise Data Management Cloudの重要なメリットとして、複数のアプリケ
ーション間でのディメンションの比較と整合性確保が可能になることがあげられま
す。同じディメンション情報を持つと想定される複数のアプリケーションを個別に管
理すると、アプリケーション間の不整合発生のリスクが高まります。
不整合は次のような原因で発生します。
• あるアプリケーションに存在する特定のノードが別のアプリケーションに存在し
ない

• 2つのアプリケーションに同じ名前のノードが存在するが目的が異なる。説明が
異なる、またはノードが階層内の異なる親にロールアップされているなどが例とし
てあげられます。

Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用すると、階層またはビューポイント
内のノードを比較して差異を解決し、2つのアプリケーションの整合性を確保できま
す。

第 2章
プロセス・フロー

2-12



この例では、GL勘定科目と計画勘定科目の 2つのビューポイントを勘定科目メンテナンス・
ビューで比較しています。ノードを 2つのビューポイントで比較し、解決の必要な差異が存
在するかどうかを確認しています。

ノート:

異なるノード・タイプのノードを 2つのビューポイント全体にわたって比較するに
は、ノード・タイプ・コンバータが必要です。

新規ディメンションの作成
トランザクション・データを共有しているアプリケーションはディメンション情報も共有し
ている場合があります。新しくアプリケーションを作成する場合、ディメンションに関して
は Oracle Enterprise Data Management Cloudで管理している他のアプリケーションの既存
のディメンションをモデルとして使用できます。
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たとえば、一般会計と Planningアプリケーションを使用しており、対応する勘定科目
ディメンションを Oracle Enterprise Data Management Cloudの勘定科目メンテナン
ス・ビューで管理しているとします。その後、Financial Consolidation and Closeを購
入して、勘定科目ディメンションを新しい Financial Consolidationアプリケーション向
けに作成する必要があります。
Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、既存の計画勘定科目ディメンション
を、Financial Consolidationアプリケーションの新規連結勘定科目ディメンションのベ
ースラインとして使用できます。勘定科目メンテナンス・ビューに新規ビューポイン
ト(連結勘定科目)を作成して新規ディメンションを作成します。これは新しいアプリ
ケーションであるため、ノード(新規ノード・タイプ)、関係(新規階層セット)およびプ
ロパティを含む新規データ・チェーンが新規連結勘定科目ディメンションに対して必
要になります。

アプリケーション間の変更の共有
ノード、プロパティおよび関係などのディメンション・コンテンツに対する更新を含
むディメンション更新を簡単にメンテナンスしたり、アプリケーション間で共有でき
ます。

目的 参照するビデオ
アプリケーション間でデータを共有する方法
について学習します。  アプリケーション間のデータの共有.
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この例は、新しい勘定科目が複数のビューポイント間で同期される方法を示しています。
勘定科目メンテナンス・ビューには 3つのビューポイントがあります。
• GL勘定科目
• 計画勘定科目
• 連結勘定科目
各ビューポイントには固有のノード・セットがあります。
• GL-勘定科目
• 計画-勘定科目
• 連結-勘定科目
各ノード・セットには、3つのビューポイントに共通で共有されるノード・タイプ(勘定科目)
があります。3つのノード・タイプ(ロールアップ、KPI、および連結勘定科目)は共通ではな
く、共有されません。
ロールアップまたは KPIノード・タイプは、GL勘定科目または計画勘定科目のビューポイン
トでそれぞれ直接変更できます。勘定科目ノード・タイプは共通であるため、勘定科目を追
加する場合は、3つのビューポイントすべてに対して勘定科目を追加し、ビューポイント間で
同期できるようにします。新しい勘定科目をいずれかのビューポイントに追加し、残り 2つ
のビューポイントにドラッグ・アンド・ドロップできます。新しい勘定科目を各ビューポイ
ントの階層の一意の位置に追加することもできます。

データのエクスポート
Oracle Enterprise Data Management Cloudでデータを変更後、更新したデータをエクスポー
トして外部のターゲット・アプリケーションと同期できます。
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• 変更のアプリケーションへのエクスポート
• ディメンションのエクスポート

変更のアプリケーションへのエクスポート
ビューポイントを使用して、ディメンションの変更を外部アプリケーションにエクス
ポートします。アプリケーション・ビューは、外部のターゲット・アプリケーション
でデータがどのように表示されるかを示します。これにより、データをそれぞれのビ
ューポイントで更新し、ターゲット・アプリケーションの対応するディメンションに
そのデータをロードして戻すことができます。

Oracle Enterprise Data Management Cloudで勘定科目およびエンティティに対して
変更されたディメンション・データは、Planningアプリケーションの勘定科目および
エンティティ・ディメンションにエクスポートされます。
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第 I部
データ管理

Oracle Enterprise Data Management Cloudには、データ管理と管理の 2つのカテゴリのタス
クがあります。このセクションでは、データ管理タスクについて説明します。データ管理タ
スクには、ビューポイントの作成と、ノードやプロパティなどのデータの更新が含まれます。
データ管理の開始を参照してください。
関連トピック: 管理の開始。



3
データ管理の開始

Oracle Enterprise Data Management Cloudで、ビューおよびビューポイントを操作してエン
タープライズ・データを参照および変更します。
ビューポイントには、リストまたは階層レイアウトでノードが表示されます。要求を使用し
て、ビューに対して提案された変更を作成およびビジュアル化します。変更は、ビュー内で
対話型で行うことも、ロード・ファイルを使用して行うこともできます。変更を実行した後、
ビューに変更を実装する要求を提出します。
次を実行できます。
• ノードの追加、移動、順序変更、除去および削除
• ビューポイント間でのドラッグ・アンド・ドロップによるノードの共有
• プロパティのコピーおよび更新
アプリケーション内およびアプリケーション間でビューポイントを比較し、差異を特定およ
び解決することもできます。ビューポイントを検証し、問題を解決し、更新されたディメン
ションを外部アプリケーションにエクスポートできます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ユーザー・インタフェースの使用開始に関して役
立つ情報をレビューします。  Enterprise Data Management Cloudユー

ザー・スタート・ガイド
詳細は、次を参照してください:

• Oracle Enterprise Data Management Cloudについて
• ビューの操作
• 要求の操作
• ユーザー・タスク
• ノードについて
• リストおよび階層の理解

ユーザー・タスク
次の表に、データを参照および管理するユーザーが実行できるタスクをリストします。記載
されている権限は、タスクを実行するために最低限必要なものです。
たとえば、オブジェクトを参照するにはデータ・チェーン・オブジェクトに対する参加者(読
取り)権限が必要ですが、参加者(書込み)権限には参加者(読取り)権限が含まれているため、こ
の権限を使用してオブジェクトを参照することもできます。権限の詳細は、権限の操作を参
照してください。
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タスク 権限 参照
データの参照 データ・チェーン・オブジェク

トに対する参加者(読取り)
ビューを開く
ビューの操作
ビューポイントの理解
ビューポイントの操作

データの管理 要求を使用して変更を適用す
るには、データ・チェーン・オ
ブジェクトに対する参加者(書込み)

要求について
要求を使用する変更
ガバナンス・ワークフローおよ
び承認

データの比較と合理化 • ビューポイントのデータ
を比較するには: 両方のビ
ューポイントのデータ・オ
ブジェクトに対する参加者(読取り)

• データへの変更により発
生した問題を解決するに
は: データ・オブジェクト
に対する参加者(書込み)

ビューポイントの比較
比較結果を使用するノード差
異の修正

データの検証 要求を使用して変更を適用す
るには、データ・チェーン・オ
ブジェクトに対する参加者(書込み)

ビューポイントの検証

データの同期 サブスクリプションを作成す
るには:
• ソース・ビューポイントの
ディメンションに対する参加者(読取り)権限

• ターゲット・ビューポイン
トのディメンションに対
するデータ・マネージャ権
限

• ターゲット・ビューの所有者

ビューポイントのサブスクラ
イブ

外部アプリケーションからの
ディメンションのインポート

インポート先のディメンショ
ンに対するデータ・マネージャ ディメンションのインポート

外部アプリケーションへのデ
ィメンションのエクスポート

エクスポート元のディメンシ
ョンに対するデータ・マネージャ

ディメンションのエクスポー
ト

ノードについて
エンタープライズ・データの記述、修飾または要約に使用されるマスター・データ・
レコードまたは参照データ・レコードは、Oracle Enterprise Data Management Cloud
内でノードとして管理されます。ノードは、リストまたは階層にグループ化できます。
たとえば、組織構造を表す階層内では、ノードは部門またはコスト・センターを表す
場合があります。
すべてのノードはノード・タイプに割り当てられます。ノード・タイプは、ノードで
使用可能なプロパティを定義します。詳細は、 ノード・タイプの操作を参照してくだ
さい。
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次の用語は、階層内のノードの位置および動作を定義します。例は、次の階層を参照してい
ます。

ノード 定義および例
親 他のノードが含まれるノード。FRAは 230および 410の親ノードです。
子 別のノード内に含まれるノード。230および 410は FRAの子ノードです。
兄弟 階層内で同じ親ノードを持つすべてのノード。CADおよび USAは兄弟ノードです。
リーフ 子を持たない最下位レベルのノード。230および 410は、リーフ・ノードです。
リム 子を持つノード。EMA、FRAおよび NAMはリム・ノードです。
最上位ノード 階層の開始ノード。1つのビューポイントが複数の最上位ノードを持つことができ

ます。Depts NAM Only GEOおよび GEOは最上位ノードです。
ルート・ノード 1つのノード・タイプの階層セット内の最高ノード。ルート・ノードは親を持ちま

せん。たとえば、階層セット内の最高ノードはルート・ノードです。

リストおよび階層の理解
リスト形式または階層構造でノードを表示するようビューポイントを構成できます。
リストは次で構成されています。
• 1つ以上のノード・タイプ(勘定科目や会社など)

• ノード・セット—リストのメンバーを表すノードのセット
• ビューポイント—ユーザーがノードをリスト形式で表示および管理することを可能にす
るノード・セットの最上位に適用されるインタフェース

階層は次で構成されています。
• 1つ以上のノード・タイプ(勘定科目や会社など)

• 階層セット—階層セット内のノード・タイプ間の関係はここで定義されます。たとえば、
どのノード・タイプを別のノード・タイプの子にできるかを定義できます。

• ノード・セット—階層のメンバーを表すノードのセット。ノード・セットには、特定の階
層セットの完全な階層セットまたは 1つ以上の分岐(最上位ノード)を含めることができ
ます。

• ビューポイント—ユーザーが階層構造内のノードを表示および管理することを可能にす
るノード・セットの最上位に適用されるインタフェース
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この例では、会社ビューポイントではリスト形式が使用されていますが、GL勘定科目
ビューポイントでは階層構造が使用されています。
リストの場合、会社ディメンションは会社ノード・タイプによって管理されます。会
社リストを表すノード・セットは、GL会社ノード・セット内にあります。GL会社ノ
ード・セットは、会社ビューポイントを使用して使用可能化および管理されます。
階層の場合、ロールアップ・ディメンションおよび勘定科目ディメンションはロール
アップ・ノード・タイプおよび勘定科目ノード・タイプによって管理されます。ロー
ルアップ・ノード・タイプと勘定科目ノード・タイプ間の関係は、GL勘定科目階層セ
ットで定義されます。たとえば、ロールアップ・ノード・タイプは勘定科目ノード・
タイプの子を持つよう構成でき、勘定科目ノード・タイプは子を許可するよう設定で
きます。ロールアップ・ノード・タイプと勘定科目ノード・タイプを表すノード・セ
ットと GL勘定科目階層セットを組み合せることにより、GL勘定科目ノード・セット
を作成します。GL勘定科目ノード・セットは、勘定科目ビューポイントを使用して使
用可能化および管理されます。

共有ノードの理解
共有ノードは、階層セットまたはビューポイント内の異なる親の下に存在するノード
です。異なる位置にある共有ノードも引き続き、名前、説明およびノード・タイプな
どの同じノード・レベルのプロパティが含まれる同じノードです。1つの共有ノード上
のノード・レベルのプロパティに対する変更は、そのすべての位置にあるその共有ノ
ードに影響します。
ビデオ

目的 参照するビデオ
共有ノードについてさらに学習します。

 概要: Enterprise Data Management
Cloudの共有ノード

関係プロパティ値は、階層セット内の特定の親子関係に対して一意であり、複数の共
有ノード全体にわたってそれらの位置に基づいてそれぞれ異なります。
共有ノードに対して実行可能なアクション:

• 既存のノードを挿入して共有ノードにします。
• 共有ノードを移動してその親を変更します。
• プロパティを更新します。
• 共有ノードを除去します。共有ノードを除去すると、特定の親から除去することに
なります。階層セット内のノードの他の関係は、除去の影響を受けません。
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• 共有ノードを削除します。共有ノードを削除すると、すべての階層内のすべての親から削
除することになります。ノードは、アプリケーションのノード・タイプからも削除されま
す。

• 共有ノードを検索します。ビューポイント内のノードを検索する場合、共有ノードのイン
スタンス間をナビゲートできます。

• 共有ノードを有効化または無効化します。デフォルトでは、共有ノードのサポートは有効
化されています。

共有ノードを構成(有効化および無効化)するには、階層セットの作成を参照してください。
暗黙共有ノード
暗黙共有ノードは、階層内の複数の場所で同じ親を持つノードです。
たとえば、次の図で、ノード Bは階層内の複数の場所に存在し、異なる親(Aおよび X)を持っ
ているため共有ノードです。ノード C、11および 12は、階層内の複数の場所に存在し、同じ
親(B)を持ち、異なる祖先(Aおよび X)を持っているため暗黙共有です。
 

 
暗黙共有ノードは関係も共有するため、階層の一部で関係を変更すると(ノードの追加、挿入、
移動、除去など)、その変更は階層内の暗黙共有ノードが存在するすべての場所で実行されま
す。たとえば、前述の図で、祖先 Aの下の親 Cから子ノード 11を除去すると、そのノードは
祖先 Xの下の親 Cからも除去されます。
暗黙共有ノードは同じ親を持つため、暗黙共有ノードの定義済関係レベルのプロパティ値は
すべての場所で同じです。1つの場所で定義済関係レベルのプロパティ値を変更した場合、そ
の値は他のすべての場所でも変更されます。
暗黙共有ノードの継承または派生の関係レベル・プロパティ値は、場所によって異なる場合
があります。プロパティ継承および共有ノードおよび派生プロパティを参照してください。

ノード・プロパティの操作
プロパティとは、名前、説明など、ノードに関する特性です。
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リストまたは階層ビューポイントでノードを選択する際、ノードのプロパティはビュ
ーポイント・ウィンドウの右側に表示されます。
 

 
要求を使用して、プロパティ値を更新できます。詳細は、ノード・プロパティの更新
を参照してください。
プロパティ詳細
ビューポイントのプロパティ・ペインで、プロパティ行にマウス・カーソルを合せる
と、プロパティ・ラベルの横に情報アイコンが表示されます。アイコンをクリックす
ると、名前、説明、プロパティのタイプ(デフォルト、定義、継承、派生、不明)、およ
びプロパティのカスタム手順など、プロパティに関する情報が表示されます。プロパ
ティ詳細ウィンドウから、プロパティ名をクリックしてインスペクタでプロパティを
開きます。プロパティの検査を参照してください。
情報ウィンドウからテキストを選択し、コピーできます。継承プロパティの場合、継
承プロパティを提供する祖先のリンクをクリックできます。プロパティ詳細ウィンド
ウの外部をクリックするとプロパティ詳細ウィンドウが閉じます。プロパティを表示
しているか編集しているかにかかわらず、プロパティ情報を使用できます。
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プロパティの発生元
プロパティの発生元によって、ノードのプロパティ値がどのように作成されたかを特定しま
す。プロパティ値の発生元は、次のとおりです:

• デフォルト: アプリケーションの登録または変更時のプロパティに設定されるデフォルト
値。

• 定義済: ユーザーによってファイルから入力またはロードされる格納値。
• 継承: 値は祖先から継承されます。
• 派生: 値は計算されます。例: 子の数
• 不明: 値の発生元を特定できません。
プロパティ継承の使用
プロパティ継承により、ノードのすべての子孫によって自動的に継承される、ノードのプロ
パティ値を定義できます。プロパティで値を継承できるようにすると、プロパティを保守す
る手作業が減少し、ノードの分岐全体での値の整合性が確保されます。プロパティの継承は、
階層内でのノードの位置に基づきます。ノードに継承プロパティがある場合、定義済のプロ
パティ値を持つ最初の祖先が見つかるまで祖先のツリーが検索されます。その定義済の値
が、子孫ノードによって継承される値です。
アプリケーションが登録または変更される際、汎用アプリケーションで使用されるプロパテ
ィを、継承を使用して構成できます。Planningの一部のプロパティは、継承によりデフォル
トで有効になります(Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの事前定義済プロパ
ティを参照)。
プロパティの検索
「プロパティ」ペインでは、選択したノードのプロパティをプロパティ・ラベルで検索できま
す。これにより、特定のプロパティまたは同様のラベルを持つ複数のプロパティを迅速に検
索できます。ノードに多数のプロパティがある場合、プロパティ・ラベルを検索できるため、
探しているプロパティが簡単に見つかります。
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プロパティ・ペインのサイズ変更および非表示
ビューポイント・ウィンドウのプロパティ・ペインは、ペインの枠線にスライダ・コ
ントロールが表示されるまでカーソルを置き、それからコントロールを左または右に
ドラッグすることでサイズ変更できます。
プロパティ・ペインを非表示にして、ノード・リストまたは階層を表示できるように
画面上のスペースを空けることもできます。
タブ・レイアウトでは、プロパティはビューポイントの右側に表示されます。右矢印
をクリックするとプロパティ・ペインが非表示になり、左矢印をクリックするとプロ
パティ・ペインが表示されます。
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左右並びのレイアウトでは、プロパティはビューポイントの下に表示されます。下矢印をク
リックするとプロパティ・ペインが非表示になり、上矢印をクリックするとプロパティ・ペ
インが表示されます。

ビューポイントのタブ・レイアウトおよび左右並びレイアウトの詳細は、ビューポイントの
ナビゲートを参照してください。

ノードの場所の表示
「場所」タブでは、階層ビューポイントで選択したノードのすべての場所が識別されます。同
じノードの複数の場所をまとめてビジュアル化して、ノードが存在する任意の場所にナビゲ
ートできます。場所は親別にグループ化され、縮小または展開形式で表示できます。各場所
のプロパティ値を表示して、場所全体で類似点または相違点を確認できます。

目的 参照するビデオ
階層内のノードの複数の場所の表示および移動に
ついて学習します。  Oracle Enterprise Data Management

Cloudでのノードの場所
階層ビューポイントの複数の場所に存在する共有ノードには、「場所」タブを使用すると、次
の操作が容易になります:

• ノードの完全な祖先を含めたすべての場所の特定
• データを参照または変更する任意の場所へのナビゲート
• 異なる場所にあるノードのプロパティの視覚的な比較
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ノート:

「場所」タブに表示されるプロパティは、ビューポイント・インスペクタ
で構成されます。詳細は、 「場所」タブのプロパティの構成を参照して
ください。

ヒント:

ノードが複数の場所に存在しない場合も、「場所」タブにはノードの祖先のリ
ストが表示されます。いずれかのノードの祖先にナビゲートするには、祖先
リストを展開します。

ノードの場所を表示するには:

1. ビューを開いて階層ビューポイントを選択します。
2. 階層を展開してノードを選択します。
3. 「場所」タブをクリックします。

 

 

4. 「場所」タブでナビゲートするには、次のようにします:

• 展開ボタンをクリックしてノードの祖先を表示します。
• 展開されたビューで、ノードの祖先のいずれかをクリックして、そのノードに
ナビゲートします。

• ナビゲート・ボタンをクリックして、ビューポイント内のノードの別の場所に
移動します。
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ノート:

縮小されたビューでは、ノードにのみナビゲートできます。縮小されたビュー
からノードの祖先にはナビゲートできません。展開されたビューでは、ノード
にナビゲートしたり、ノードの祖先に直接ナビゲートできます。

ノード・トランザクション履歴の表示
ビューポイントの個々のノードのトランザクション履歴を表示できます。現在のビューポイ
ント・タブのプロパティの横にあるタブとしてノード履歴を使用できます。ノードの履歴は、
ビューポイントのアクティブなビューで、およびビューポイントのドラフト要求を表示する
ときに使用できます。
ノード履歴を表示できるようにするには、選択したノードに対して少なくとも参加者(読取り)
権限が必要です。
各ノード履歴トランザクションには次が含まれます:

• 変更を行ったユーザー
• ノードで実行されたアクション(名前変更、更新、移動など)

• 変更の日時
• 変更が行われた要求へのリンク

ノート:

ビューポイントに対して非表示になっているプロパティのトランザクションは、ノ
ード履歴に表示されません。

ノードの履歴を表示するには:

1. ビューを開いてビューポイントを選択します。
2. 履歴を表示するノードを選択し、「履歴」タブを選択します。
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ノード履歴はドラフト要求に対しても使用可能です。
 

 

3. ノード履歴リストから次のことができます:

• リンクをクリックし、変更が行われた要求を検査します。
• 特定のテキストを検索して、リストをフィルタします。

a. をクリックし、検索文字列を入力します。
b. 異なる検索文字列を入力して別の検索を実行したり、 をクリックして
すべてのノード履歴を表示できます。

• ノード履歴リストまたはフィルタ済リストをファイルにダウンロードします。
a. をクリックします。
b. 必要に応じてファイル名を変更し、「保存」をクリックします。

第 3章
ノード・トランザクション履歴の表示

3-12



4
ビューの操作

ビューには、エンティティ・メンテナンスなどの特定のコンテキストまたはアクティビティ
のリストおよび/または階層のコレクションが用意されています。ビューは、データを更新で
きる 1つ以上のビューポイントで構成されています。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ビューおよびビューポイントの作成について学習
します。  ビューおよびビューポイントの作成

ビューを作成するには 2つの方法があります。
• アプリケーションを登録すると、そのアプリケーションのデータ・チェーン・オブジェク
トの関連セットを管理しやすいようにデフォルト・ビューが作成されます。たとえば、
Planningアプリケーションからインポートする場合、ビューには、インポート対象とし
て登録したすべての要素が含まれます。

• 複数の元帳全体にわたる勘定体系の同期化などの特定のビジネス目的に基づいてデータ
を管理するために、ビューを作成できます。

詳細は、次を参照してください:

• ビューポイントについて
• ビューの作成
• ビューの検査
• ビューの検索
• ビューを開く
• ビューポイントの操作
• ビューポイントの検査
• ビューポイントの比較
• ビューポイントのサブスクライブ

ビューポイントについて
ビューポイントは操作するノードのサブセットを提供します。たとえば、財務アプリケーシ
ョンと Planning and Budgeting Cloudアプリケーションなどの複数のアプリケーションにわ
たるメンテナンスが必要な複数のコスト・センターをビューポイントで表すことができます。
データの変更はすべてビューポイント内で行われます。ノードをリストまたは階層形式で表
示するようビューポイントを構成できます。
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各ビューポイントは単独のノード・セットをソースとして使用し、業務要件に応じて
1つ以上のノード・タイプを使用して構成できます。ビューポイントは業務目的を特定
のプロパティおよび検証に基づいてノード・セットに追加します。

この例では、複数のビューポイントが 1つのセグメントの値セットを表しています。
各ビューポイントがノード・セットおよびノード・タイプを参照します。階層で表示
する必要があるノードの場合は、階層セットも参照されます。
• 会社ビューポイントと会社間ビューポイントは同じ階層セット(会社)を共有する
ため、会社ノード・セットと会社間ノード・セットの両方で親子関係が一致しま
す。会社と会社間の両方の階層で親が同じ子を持つようになるため、レポートを確
実に照合できます。

• 勘定科目、貸借対照表および損益計算書階層は同じ階層セット(勘定科目)を共有し
ています。1つのセットの勘定科目階層で変更を行うと、対応する他の階層にも適
用されます。

• 勘定科目 V2のような独立した階層セットを作成すると、計画目的の階層を独立さ
せ、勘定科目階層セットにマッピングされるノード・セットに対する本番での変更
を分離できます。代替階層を使用すると、勘定科目階層セットのグローバル関係の
仮定を緩やかにでき、次の財務計画期間向けに個別の構造を作成できます。

• 事業部門値セットは階層に関連付けなくてもリストまたは値セットとして独立し
て管理できます。

ビューの検索
「ビュー」リストで検索を実行すると、ビュー名と説明のテキストが検索されます。検
索テキストを含む名前と説明が結果ウィンドウに太字のフォントで表示されます。ア
ーカイブされたビューを検索に含めることもできます。
「ビュー」リスト内を検索するには:

1. 「ビュー」から、 をクリックします。

2. (オプション)アーカイブ済のビューを検索に含める場合は、 をクリックし、「ア
ーカイブ済の表示」を選択します。

第 4章
ビューの検索

4-2



3. 検索するテキスト文字列を入力します。入力を終了すると検索が自動的に実行されます。
検索を終了するには、 をクリックします。

ビューを開く
ビューポイント内のデータを操作するには、ビューを開く必要があります。
「ビュー」から、ビューの名前をクリックするか、「アクション」列で をクリックして「開
く」を選択します。

ビューのアーカイブおよび削除
不要になった場合は、ビューをアーカイブまたは削除できます。
ビューのアーカイブ
ビューをアーカイブする前に、次のことを実行しておく必要があります。
• すべてのアクティブなビューポイントのアーカイブ。データ・チェーン・オブジェクトの
アーカイブおよびアーカイブ解除を参照してください

• ドラフト・ビューポイントの削除。ドラフト・ビューポイントの削除を参照してください
ビューをアーカイブするには:

1. 「ビュー」で、ビューを検査します。
2. 「全般」を選択し、「編集」をクリックします。
3. 「ステータス」で「アーカイブ済」を選択し、「保存」をクリックします。
このビューは「ビュー」リストに表示されなくなります。
詳細は、データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサイクルの理解を参照して
ください。
アーカイブ済ビューの表示
「ビュー」リストでは、アクティブなビューとアーカイブ済ビューの両方を表示できます。デ
フォルトでは、アーカイブ済ビューは表示されません。

「ビュー」で、 をクリックし、「アーカイブ済の表示」を選択します。このオプションを再
度選択すると、アクティブなビューのみを表示できます。
アーカイブ済ビューのリストア
一時的にアーカイブされたビューまたは誤ってアーカイブされたビューは、アクティブ・ス
テータスにリストアできます。
アーカイブ済ビューをリストアするには:

1. 「ビュー」で、ビューを検査します。
2. 「全般」を選択し、「編集」をクリックします。
3. 「ステータス」で「アクティブ」を選択し、「保存」をクリックします。

第 4章
ビューを開く

4-3



ビューの削除
ビューが必要なくなり、アーカイブする理由がない場合、ビューを削除できます。ビ
ューにビューポイントが含まれていない場合のみ、ビューを削除できます。たとえば、
ビューに対するすべてのアクティブなビューポイントをアーカイブして 削除してか
ら、そのビューを削除できます。
ビューを削除するには:

1. 「ビュー」から をクリックし、次に「削除」を選択します。
2. 「はい」をクリックして削除を確認します。

ノート:

ビューを削除するには、ビューにアクティブまたはアーカイブ済のビュ
ーポイントを含むことはできません。ビューを削除する前に、すべての
ビューポイントを削除する必要があります。

ビューは、「ビュー」リストから除去されています。

ビューの検査
ビュー・インスペクタから、ビューに関する情報を表示および編集できます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ビューの作成について学習

 ビューおよびビューポイントの作成.

ビューを検査するには:

1. 「ビュー」で、検査するビューを見つけます。
2. ビューの「アクション」列で、 をクリックしてから「検査」を選択します。
3. 次のタブで、使用可能なオプションから選択します。

• 全般: 「編集」をクリックしてこれらのビュー設定を変更します:

– サマリー: ビューの名前、説明またはステータスを変更します。データ・
オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサイクルの理解を参照して
ください。
* アクティブ—ビューが作成されると、ステータスは「アクティブ」に
設定されます。

* アーカイブ済—ビューが不要になったら、ステータスを「アーカイブ
済」に設定できます。ビューのアーカイブおよび削除を参照してくだ
さい。

– 表示: このビューを「ビュー」ページで表示できるユーザーを指定します。
「ビュー」リストでのビューの表示方法の構成を参照してください。
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– 要求: ビューに対して作成される特定の要求タイプの場合、要求の説明を手動で
入力する必要があるか(たとえば、要求のビジネス理由を取得するため)または自
動的に生成されるかを指定できます:

* デフォルト設定: すべての要求タイプの要求の説明は自動的に生成されます
が、オプションでユーザーが上書きできます。

* 必須: 自動送信できる要求タイプ(サブスクリプション、インポートおよびロ
ード)に対してのみ、要求の説明が自動的に生成されます。
対話型要求および連結要求の場合、これらの要求タイプを送信するには、ユ
ーザーが説明を入力する必要があります。「プレースホルダ」フィールドを使
用して、要求の説明フィールドに表示される指示テキストをカスタマイズし
ます(たとえば、ユーザーが要求の説明に含める必要がある情報の短縮説明の
入力など)。

– 履歴: ビュー作成者および最後に変更した個人に関する情報を表示します。
• ビューポイント: 次のことができます:

– ビューポイントを作成します(ビューポイントの作成を参照)

– ビューポイントを並べ替えます(ビューポイントの並替えを参照)

– ドラフト・ビューポイントを削除します(ドラフト・ビューポイントの削除を参
照)

– ビューポイント、アプリケーション、ディメンションおよびノード・セットを検
査します。

ノート:

デフォルトでは、アーカイブ済ビューポイントは表示されません。アーカイ
ブ済ビューポイントを表示するには、 をクリックし、「アーカイブ済の
表示」を選択します。このオプションを再度選択すると、アクティブなビュ
ーポイントのみが表示されます。

• 時間ラベル: ビューの時間ラベルを作成および編集します。時間ラベルの作成、編集
および削除を参照してください。

• Compares: ビューのビューポイントの比較プロファイルを作成および編集します(比
較プロファイルの作成、編集および削除を参照)。

• 権限: ビューのユーザーおよびグループ権限を設定します(権限の操作を参照)。

「ビュー」リストでのビューの表示方法の構成
デフォルトでは、ビューは「ビュー」ページを参照できるすべてのユーザーに対して、「ビュ
ー」ページに表示されます。ビュー・インスペクタにビューのフィルタを作成することによ
って、「ビュー」ページでビューを表示できるユーザーを制御できます。
たとえば、2つの異なる地理的地域を含む GLアプリケーションがあり、その地域用に調整さ
れた最上位ノードおよびラベルを持つ特定のビューを各地域に作成したとします。「ビュー」
リスト内のユーザーの地域に固有のビューのみがユーザーに表示されるように、ビューを構
成できます。
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Note:

ビューに対してユーザーを含めるまたは除外するフィルタを作成する際、「ビ
ュー」ページでどのビューがユーザーに表示されるかを決定しますが、ビュ
ーに対する実際のアクセス権には影響しません。ユーザーは引き続き、要求
ワークリストや承認またはコラボレーションのための招待から、ビュー内の
ビューポイントに移動できます。フィルタは、「ビュー」ページでどのビュー
がそのユーザーに表示されるかを単に決定するのみです。

「ビュー」リストでのビューの表示方法を構成するには:

1. 構成するビューを検査します。ビューの検査を参照してください。
2. 「全般」タブで「編集」をクリックします。
3. 「「ビュー」ページに表示」で、オプションを選択します:

• データ・アクセス権を持つすべてのユーザーを含める(デフォルト): ビューは、
ビューに対して少なくとも参照アクセス権(つまり、ビュー内の少なくとも 1
つのビューポイントのすべてのデータ・チェーン・オブジェクトへの参加者(読
取り)アクセス権)を持つすべてのユーザーに表示されます。

• 次のユーザーのみ含める: ビューは、ビューへの参照アクセス権を持つ指定し
たユーザーにのみ表示されます。

• 次のユーザーの除外: ビューは、指定したユーザーを除く、ビューへの参照ア
クセス権を持つすべてのユーザーに表示されます。

Note:

ビュー所有者またはサービス管理者は除外できません。
4. 「次のユーザーのみ含める」または「次のユーザーの除外」を選択した場合、ドロ
ップダウン・リストを使用して、含めるか除外するユーザーまたはグループを選択
します。ドロップダウン・リストは、次のユーザーおよびグループを表示します:

• ビューに対して少なくとも参照アクセス権を持つユーザー
• 権限またはデータ・アクセスに関係なく、すべてのグループ

5. 「保存」をクリックします。

Note:

含めるまたは除外するユーザーを指定します。含めるユーザーおよび除外す
るユーザーの個別のリストを指定することはできません。

ビュー権限の割当て
他のグループまたはユーザーに対するビュー権限の割当てまたは除去を行うには、特
定のビューに関しては所有者権限が必要です。
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ビュー権限は一度に 1つのビューに割り当てられます。自身のビュー権限を不注意で除去し
た場合は、所有者権限を持つユーザーまたはサービス管理者に連絡し、権限の再割当てを依
頼します。

ノート:

ビューを作成すると、そのビューに対する所有者権限が付与されます。

権限の追加、除去および編集を参照してください。

ビューポイントの並替え
ビューを開くときにビューポイントが表示される順番を変更できます。
ビューポイントを並べ替えるには:

1. 「ビュー」でビューを検査します。
2. 「定義」を選択し、「編集」をクリックします。
3. 並べ替えるビューポイントの横にある をクリックしてから「上」、「下」、「最初」および
「最後」から選択してビューポイントを移動します。

4. 「保存」をクリックします。

比較プロファイルの作成、編集および削除
頻繁に実行するビューポイントの比較について、再使用可能なプロファイルに比較パラメー
タを格納する比較プロファイルを作成できます。これらの比較プロファイルは、ビューポイ
ントの比較ドロップダウン・メニューに表示されます。
比較プロファイルでは、比較するノードをフィルタするためにノード式を定義することもで
きます。
考慮事項
• 比較プロファイルを使用して比較できるのは、同じビューからのビューポイントのみで
す。比較プロファイルを使用して、異なるビューのビューポイントを比較することはでき
ません。

• ビューの比較プロファイルを作成するには、そのビューに対する所有者権限が必要です。
ユーザーが比較プロファイルを実行するには、その中の両方のビューポイントに対して少
なくとも参加者(読取り)権限を持っている必要があります。

• ビューで比較プロファイルを選択すると、プロファイル内のビューポイントが自動的に表
示され、その他の比較パラメータは無効になります。ビューポイント比較画面から比較パ
ラメータをオーバーライドすることはできません。かわりに、比較プロファイルを編集し
て比較パラメータを変更してください。比較プロファイルの編集を参照してください。

比較プロファイルの作成および削除
比較プロファイルを作成するには:

1. 比較を作成するビューを検査します。ビューの検査を参照してください。

第 4章
比較プロファイルの作成、編集および削除

4-7



2. 「比較」タブで、「作成」をクリックします。
3. 比較の名前を入力し、(オプションで)説明を入力します。
4. ドロップダウン・メニューから比較の「自」および「至」のビューポイントを選択
します。標準ビューポイントまたは時間ラベル付きビューポイントを選択できま
す。

Note:

「自」および「至」ビューポイントの両方と同じビューポイントを選択
し、そのビューポイントの異なる階層を比較するために、それぞれで異
なる最上位ノードを選択できます。比較プロファイルを実行すると、ビ
ューポイントの複製タブがビューに追加され(まだ存在しない場合)、左右
並びレイアウトで表示されます。
複製タブは、ビューを閉じるまでビューに残ります。比較を実行した後
に複製タブをビューに残さない場合は、手動で複製タブを除去するか、
ビューを閉じて再度開くことができます。

5. 「作成」をクリックします。
比較プロファイルがインスペクタに表示されます。

比較プロファイルを削除するには:

1. ビュー・インスペクタの「比較」タブから、「編集」をクリックします。
2. 「アクション」列で、「アクション」 をクリックし、「削除」を選択します。
比較プロファイルの編集
1. 比較インスペクタの「全般」タブで、「編集」をクリックして比較プロファイルの
名前または説明を変更します。「自」または「至」のビューポイントを変更するこ
とはできません。

2. 比較インスペクタの「定義」タブで、「編集」をクリックして比較パラメータを次
のように変更します:

• 「比較スコープ」で、比較するノードを選択します(次のいずれかを選択):

– すべてのノード : ビューポイントのすべてのノードを比較します。
– 最下位ノード: ビューポイントのすべての最下位ノードを比較します。
– 選択したノードおよび子孫: 選択したノードおよびその下位のすべてのノ
ードを比較します。(階層ビューポイントのみ)

– 選択したノードの最下位ノード: 選択したノードの下位にある最下位ノー
ドを比較します。(階層ビューポイントのみ)

「選択したノードおよび子孫」オプションと「選択したノードの最下位ノード」
オプションの両方については、「自」および「至」のビューポイントにある「選
択したノード」を指定する必要があります。それぞれのフィールドで をク
リックしてノード・セレクタを表示し、ドリルダウンして、比較するノードを
選択します。

第 4章
比較プロファイルの作成、編集および削除

4-8



• 「ノード・フィルタ」で、「式の編集」 をクリックして式ビルダーを開き、比較プ
ロファイルのノード条件式を作成します。式を指定した場合、「自」のビューポイン
トのノードのうち、式の条件を満たすもののみが比較に使用されます。それ以外の場
合は、「自」のビューポイントのすべてのノードが使用されます。式の作成を参照し
てください。

• 「比較タイプ」で、実行する比較のタイプを選択します(次の 1つ以上を選択):

– 欠落ノードの検索
– 関係の比較(階層ビューポイントのみ)

– プロパティ値の比較

Note:

デフォルトでは、すべてのプロパティが比較に使用されます。比較に使
用する特定のプロパティを選択するには、「指定済」をクリックします。
ノード・タイプ・コンバータによって「至」のビューポイントのプロパ
ティにマップされている、「自」のビューポイントのプロパティのみを
選択できます。ノード・タイプ・コンバータの操作を参照してくださ
い。

3. 「保存」をクリックします。
比較プロファイルを作成したら、それを使用し、保存したパラメータを使用して 2つのビュ
ーポイントをすばやく比較できます。ビューポイントの比較を参照してください。

時間ラベルの作成、編集および削除
時間ラベルを使用すると、データの比較、レポートおよび分析を支援するために、過去のあ
る時点でのビューポイント・データを操作できます。
次の 2つのタイプの時間ラベルを作成できます:

• 「固定」時間ラベルは、過去の特定の日時を表します。たとえば、経時的に加えられた変
更を追跡するために、製品ノード・セットの初期作成から固定時間ラベルを作成できま
す。

• 「ローリング」時間ラベルは、月、四半期または年の終了を表します。たとえば、現在の
データを前四半期のデータと比較するために、勘定科目ノード・セットについてローリン
グ四半期時間ラベルを作成できます。

ビューの時間ラベルを作成すると、その時点からのデータを操作するために、そのビュー内
のビューポイントの時間ラベル付きバージョンを作成できます。時間ラベル付きビューポイ
ントの操作を参照してください。

Note:

時間ラベル付きビューポイントは読取り専用です。

ビューの時間ラベルを作成、編集または削除するには、それに対する所有者権限が必要です。
ビューの時間ラベルを作成するには:
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1. 時間ラベルを作成するビューを検査します。ビューの検査を参照してください。
2. 「時間ラベル」タブで、「作成」をクリックします。
3. 名前を入力し、オプションで説明を入力します。
4. 「タイプ」を選択します:

• 固定: 特定の日時。
a. 日時セレクタを使用して、時間ラベルの日時を指定します。現在の日付以
前の日付を選択する必要があります。

b. オプション: 固定日時のタイム・ゾーンを調整します。
• ローリング: カレンダ年に基づいたローリング期間。

a. 「期間」を選択します:

Note:

会計期間は「会計年終了月」システム設定に基づきます。システ
ム設定の構成を参照してください。

– 月末: 月の最終日
– 四半期末: グレゴリオ暦カレンダの四半期の最終日(3月 31日、6月 30
日、9月 30日および 12月 31日)

– 年末: グレゴリオ暦年の最終日
– 会計四半期末: 会計四半期の最終日
– 会計年度末: 会計年度の最終日

b. 「現在まで」で、データを表示する、現在の期間より前の期間数を選択しま
す。

Tip:

「期間」および「現在まで」の設定の例:

– 12/7/22の「月末」、「現在まで」 = 2は、10/31/22になりま
す

– 12/7/22の「四半期末」、「現在まで」 = 1は、9/30/22になり
ます

– 12/7/22の「年末」、「現在まで」 = 3は、12/31/19になりま
す

– 「会計年終了月」が「5月」に設定されている場合:

* 12/7/22の「会計四半期末」、「現在まで」 = 1は、11/30/22
になります

* 12/7/22の「会計年度末」、「現在まで」 = 2は、5/31/20
になります

第 4章
時間ラベルの作成、編集および削除

4-10



c. 時間ラベルの「時刻」と「タイム・ゾーン」を入力します。
5. 「保存」をクリックします。
時間ラベルが「時間ラベル」に表示されます。

時間ラベルを編集するには、「編集」をクリックし、前述のパラメータのいずれかを調整し
て、「保存」をクリックします。
時間ラベルを削除するには、その横にある「X」をクリックし、「はい」をクリックして確認
します。ビューポイントで使用されている時間ラベルを削除することはできません。
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5
ビューポイントの操作

ビューポイントは操作するノードのサブセットを提供します。たとえば、財務アプリケーシ
ョンと Planning and Budgeting Cloudアプリケーションなどの複数のアプリケーションにわ
たるメンテナンスが必要な複数のコスト・センターをビューポイントで表すことができます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ビューポイントの作成について学習

 ビューおよびビューポイントの作成.

各ビューポイントは単独のノード・セットをソースとして使用し、業務要件に応じて 1つ以
上のノード・タイプを使用して構成できます。ビューポイントは業務目的を特定のプロパテ
ィおよび検証に基づいてノード・セットに追加します。
次の 2つのクラスのビューポイントがあります:

• 標準ビューポイントでは、現在のデータにアクセスできます
• 時間ラベル付きビューポイントは、過去のある時点からのデータにアクセスできる読取り
専用ビューポイントです。

ビューポイントの詳細は、次を参照してください。
• ビューポイントの理解
• ビューポイントのナビゲート
• ビューポイントの検証
• ビューポイントの検査
• 表示されるプロパティの順序の変更
• ビューポイントの比較
• ビューポイントのコピー
• ビューポイントのダウンロード
• ビューポイントのサブスクライブ
ビューポイント内のデータに変更を加えるには要求を作成します。詳細は、要求についてを
参照してください。
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ビューポイントのナビゲート
デフォルトでは、ビューポイントはタブ・レイアウトで表示されますが、左右並びで
も表示できます。
タブ・レイアウト
タブ・レイアウトでは、一度に 1つのビューポイントを操作できます。たとえば、Depts
by Geographyビューポイントのみを操作する必要があります。
 

 
また、タブ・レイアウトの右端にあるドロップダウン・リストから、操作するビュー
ポイントを選択することもできます。このリストは、多くのビューポイントがある場
合に便利です。
 

 
タブ・レイアウトでビューポイント名にマウス・カーソルを置くと、アプリケーショ
ンおよびディメンションの詳細を確認できます。ビューポイントがサブスクリプショ
ンのターゲットかどうか(ビューポイントのサブスクライブを参照)およびビューポイ
ントのバインディング・ステータス(バインディング・ステータスを参照)を確認した
り、ビューポイントが現在ブロックアウトされている場合(黄色のブロックアウト・ア
イコンで表示)や今後のブロックアウト期間がある場合(緑色のブロックアウト・アイコ
ンで表示)は、ブロックアウト期間の開始日と終了日を確認することもできます。要求
およびブロックアウト期間を参照してください。
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時間ラベル付きビューポイントは、「カレンダ」 アイコンで示されます。

ノート:

ビューポイントが複数のサブスクリプションのターゲットである場合は、作成され
た最初のビューポイントの名前が表示され、その他のサブスクライブ・ビューポイ
ントの数がプラス記号(たとえば、+2)で表示されます。

 

 
タブ・レイアウトでは、ビューポイントで選択したノードのノード・タイプが右側のパネル
の上に表示されます。ノード・タイプをクリックして、インスペクタで開きます。ノード・
タイプの検査を参照してください。
 

 

左右並びレイアウト
左右並びレイアウトでは、次が可能です:

• 2つのビューポイントの間でノード、プロパティおよび関係を視覚的に比較します
• 1つのビューポイントからもう 1つのビューポイントのノードを特定します
• 2つのビューポイントの間でノードを整列します。1つビューポイントのノードをクリ
ックすると、そのノードがもう 1つのビューポイントで強調表示されます。

• アクション・メニューを使用して要求アクションを実行します。
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• ビューポイント間でドラッグ・アンド・ドロップします。ビューポイントからノー
ドをドラッグ・アンド・ドロップするには、ソース・ビューポイントのデータ・オ
ブジェクトに対して少なくとも参加者(読取り)権限、ターゲット・ビューポイント
のデータ・オブジェクトに対して少なくとも参加者(書込み)権限が必要であり、許
容されるアクションは追加または挿入である必要があります。

ノート:

左右並びレイアウトの 2つのビューポイントで異なるノード・タイプのノー
ドを比較、特定、整列およびドラッグ・アンド・ドロップするには、ノード・
タイプ・コンバータが必要です(ノード・タイプ・コンバータの操作を参照)。

たとえば、左右並びレイアウトを使用して、Depts by Geographyビューポイントと
Depts by LOBビューポイントの両方でノード 220を特定できます。

ビューポイントは複数の方法でナビゲートできます。
• 検索では、部分文字列を入力してノード名を検索できます(ノードの検索を参照)。
• 戻る矢印と進む矢印を使用して、前に選択したノードと現在のノードの間を切り替
えます。

• ページ送り機能を使用して、リスト・ビューポイントのノード間をページ移動しま
す。

また、タブ・レイアウトと左右並びレイアウトの両方で、各ビューポイントには次の
オプションで構成されるメニューもあります:

• 検査: ビューポイント・インスペクタが開きます(ビューポイントの検査を参照)。
• 問合せ: ビューポイント問合せパネルが開きます(ビューポイントの問合せを参
照)。

• 比較: 「比較」ペインが開き、2つのビューポイントの間のノードの違いを特定で
きます(ビューポイントの比較を参照)
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• 検証: ビューポイントのノードを検証します(ビューポイントの検証を参照)。
• コピー: ビューポイントのコピーを作成します(ビューポイントのコピーを参照)。
• ファイルにダウンロード: ビューポイント・データを.XLSXファイルにダウンロードしま
す(ビューポイントのダウンロードを参照)。

• ロード: 現在のビューポイントがロードされるように選択されたビューポイント・ロード
画面が開きます(ビューポイント・ロードの操作を参照)。

ノート:

アプリケーションのブロックアウト設定によりビューポイントが現在ブロック
されている場合、「ロード」オプションは使用できません。

• 新規タブで開く: 複製タブでビューポイントを開きます。複製ビューポイント・タブの使
用を参照してください。

ノードの検索
ビューポイントおよびノード・セレクタで、ノードを名前と説明で検索できます。検索する
テキストを「検索」ボックスに入力すると、入力した文字列で始まる語が名前または説明に
含まれているノードが表示されます。階層ビューポイントに対してのみ、階層の特定のノー
ドの下のノードを検索できます。
複数の検索文字列を入力すると、検索結果には、検索文字列で始まる語が名前または説明に
含まれているノードが表示されます。たとえば、store 002を検索すると、検索結果には、名
前または説明に storeで始まる語が含まれているノードと、名前または説明に 002で始まる
語が含まれているノードが表示されます。
検索結果リストでは、ノードはノード・タイプ別にグループ化されます。操作が必要なノー
ド・タイプのノードのみにナビゲートできるように、ノード・タイプ・セクションを縮小で
きます。階層ビューポイントの場合、各ノードの親名も検索結果に表示されます。次の例で
は、検索基準"111"を満たす各ノードの下位の親が検索結果に表示されています。
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ビューポイントの場合
ビューポイントでノードを検索するには:

1. 開いたビューポイントから、「検索」 をクリックします。
2. (オプション): 階層ビューポイントで特定のノードの下のノードを検索するには:

a. 下を検索するビューポイント内のノードに移動します。

b. 検索ボックスで、「フィルタ」 をクリックし、「選択したノードより下」
を選択します。
 

 

3. 検索するテキストを入力し、「検索」 をクリックするか[Enter]を押します。
4. 結果内のノードをクリックして、リストまたは階層内で特定します。
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ノート:

ノードが共有ノードの場合、階層内のノードのインスタンス数が結果ボックス
のノードの横に表示されます。「ノードの下の検索」オプションを選択した場
合、階層内の選択したノードの下のノードのインスタンス数のみが表示されま
す。
階層内のノードの横にある矢印 をクリックして、共有ノードの次または前
のインスタンスに移動できます。

ノード・セレクタの場合
ノード・セレクタでは、説明はデフォルトで各ノードの横に表示されます。ノード・セレク
タ内で検索すると、ノードの名前および説明内で検索テキストが特定されます。ノードの説
明をオフにして、ノード・セレクタに表示されないようにすることができます。説明をオフ
にした場合、ノード・セレクタでの検索はノード名に対してのみ実行されます。
ノード・セレクタでノードを検索するには:

1. ノード・セレクタから、検索するテキストを入力し、「検索」 をクリックするか[Enter]
を押します。
検索しているノード・テキストが階層内の複数の親の下に表示される場合、複数の検索結
果が表示されます。「情報」 アイコンをクリックして、検索結果に返された各ノード
のノード・タイプおよび親情報を表示します。
 

 

ノート:

暗黙共有ノード(つまり、階層内の複数の場所で同じ親の下に存在するノード)
は、検索結果に 1回のみ表示されます。共有ノードの理解を参照してください

2. 結果内の特定のノード・インスタンスをクリックして、それを選択します。
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ビューポイントの問合せ
ビューポイントの問合せにより、指定した基準とプロパティが一致するビューポイン
ト内のノードを検索できます。
ビューポイントの検索では、ビューポイント内のノードを名前または説明によっての
み検索できますが(ノードの検索を参照)、ビューポイントの問合せでは、その機能がい
くつかの方法で拡張されます:

• 名前と説明のみでなく、プロパティで問合せできます。
• 異なるプロパティ値の複数の問合せフィルタを追加して、問合せをさらに絞り込め
ます。

• 異なるプロパティに異なる演算子を使用できます(2つの日付の間に追加されたノ
ードの検索など)。

Note:

時間ラベル付きビューポイントを問い合せることはできません。

考慮事項
• 問合せフィルタにプロパティを追加するには、次のことが当てはまる必要がありま
す:

– リスト・ビューポイントの場合、ノード・レベル・プロパティのみを選択でき
ます。階層ビューポイントの場合、ノードおよび関係レベル・プロパティを選
択できます。

– 問合せを作成するユーザーは、ビューポイントのプロパティを表示できる必要
があります。プロパティは、ユーザーのデータ・アクセスまたはビューポイン
ト・セキュリティの結果として非表示にできません。

• ビューポイントのプロパティはインデックス付き( アイコンが表示される)か、
インデックス付きでないかのいずれかです。インデックス付きプロパティは、定義
済の値(派生および保管された値を含む)が格納されていて、そのデフォルト・タイ
プが指定、派生または継承されていないプロパティです。
– ANDで結合された複数の問合せフィルタの場合は、少なくとも 1つのプロパ
ティがインデックス付きプロパティである必要があります。

– ORで結合された複数の問合せフィルタの場合は、すべてのプロパティがイン
デックス付きプロパティである必要があります。

Note:

「派生および保管」デフォルト・タイプのプロパティは、値が定義される
か、派生してノード上のそのプロパティに対して保管された後でのみ問
い合せることができます。AND文を使用して、「派生および保管」問合
せフィルタをインデックス付きプロパティ問合せフィルタと結合した場
合でも、これは当てはまります。
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• 次の Coreおよび CoreStatsプロパティをビューポイント問合せで使用できます:

– Core.Name
– Core.Alternate Name
– Core.Description
– CoreStats.Created By
– CoreStats.Created Date
– CoreStats.Last Modified By
– CoreStats.Last Modified Date

• 要求のコンテキストで問合せを実行できます。ビューポイント問合せは、要求の"後"の状
態に対して実行されます。

問合せ表示
プライベート問合せ
ビューポイント問合せを作成した後、次にそれを実行するときに再作成する必要がないよう
に保存できます。ビューポイント問合せを保存するとプライベート問合せとして保存され、
それを作成したユーザーのみが表示および実行できます。
パブリック問合せ
ビューポイントに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限以上がある
場合、プライベート問合せをパブリック問合せに移行でき、問合せでそのビューポイントへ
のアクセス権を持つすべてのユーザーがこれを表示および実行できます。ビューポイント問
合せの移行を参照してください。

ビューポイント問合せの作成、実行および保存
ビューポイントの問合せペインからビューポイント問合せを作成および実行します。問合せ
はプライベート問合せとして保存でき、それを作成したユーザーのみが表示および実行でき
ます。ビューポイントに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限を持
つユーザーは、プライベート問合せをパブリック問合せに移行でき、問合せでそのビューポ
イントへのアクセス権を持つすべてのユーザーがこれを表示および実行できます。
ビューポイント問合せの作成および実行
ビューポイントで問合せを作成および実行するには:

1. 開いたビューポイントから、ビューポイント・タブ名の横にある「アクション」 をク
リックして「問合せ」するか、ページの左側の「ビューポイントの問合せ」 タブを
クリックします。

2. 「ビューポイントの問合せ」ペインで、ビューポイントを選択して上部のドロップダウン・
セレクタを使用して問合せします。現在表示しているビューポイントを問い合せる必要
はありません。ドロップダウン・メニューから異なるビューポイントを選択した場合、そ
のビューが表示されます。

3. 検索するノードを選択します:

• 階層ビューポイント:

– すべてのノード : ビューポイント全体を検索します。
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– 選択したノードより下: 現在選択しているノードより下のノードに問合せ
を制限します。
選択したノードより下を検索するとき、選択したノードを表示するには、
アイコンにマウス・カーソルを置きます。

– 孤立ノード: 階層セットで使用されているノード・タイプに含まれるが、
最上位ノードではないか、ノード・セット内の最上位ノードの子孫ではな
いノードを検索します。

• リスト・ビューポイント: すべてのノード : ビューポイント全体を検索します。
4. ビューポイントで複数のノード・タイプが使用されている場合は、「任意のノード・
タイプ」を選択してすべてのノード・タイプを検索するか、ドロップダウン・メニ
ューで特定のノード・タイプを選択して問い合せます。問合せフィルタで使用でき
るプロパティのリストは、選択したノード・タイプのプロパティのみに制限されて
います。

5. 「フィルタの追加」をクリックします。

Note:

前述の「すべてのノード」または「選択したノードより下」を問い合せ
る場合は、フィルタが必要です。「孤立ノード」を選択した場合は、フィ
ルタを追加する必要はありません。

6. フィルタを追加するプロパティを選択します。プロパティは、前述の考慮事項の項
で説明したすべての条件を満たす必要があります。

7. フィルタの演算子を選択します。選択できる演算子は、選択したプロパティのデー
タ型に固有です。次の表に、各データ型に使用できる演算子をリストします。

Note:

指定する値(文字列に「次を含む」値を入力する場合など)については、入
力するテキストは大文字と小文字が区別されません。

Table 5-1    プロパティのデータ型別の演算子

プロパティのデータ型 演算子
ブール • Trueである

• Falseである
• が空白である
• が空白でない

日付、タイムスタンプ • 等号
• 次より前
• 次の間
• 次より後
• が空白である
• が空白でない
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Table 5-1    (Cont.) プロパティのデータ型別の演算子

プロパティのデータ型 演算子
整数、浮動小数点 • 等号

• 次の間
• 次より大きい
• 次より小さい
• が空白である
• が空白でない

リスト • 次を含む

Note:

調べるリスト値をフィルタごとに 1つ指
定できます。別のリスト値を問い合せる
ために、2番目のフィルタを追加できます。

• が空白である
• が空白でない

ノード • 等号(ノード・セレクタを使用してノードを選択しま
す)

• が空白である
• が空白でない

文字列、数値文字列、メモ、シ
ーケンス

• 次を含む
(スペースで区切った)複数の語を問合せに指定でき
ます。検索はそれぞれの語の先頭で照合します。
たとえば、"Net Income Current Year"を検索する場
合:
– "Net Income"を含む問合せは、"Net"および

"Income"と一致します
– "Curr"を含む問合せは、"Current"と一致します
– "rent"を含む問合せは、どの文字列の先頭とも一
致しません

• 等号
• が空白である
• が空白でない
• 次と類似: 入力したテキストに対してあいまい検索を
実行します。
検索する値を入力し、オプションで、完全に一致する
必要がある文字列の先頭の文字数を指定する接頭辞
の長さを入力します。接頭辞の長さを使用すると、問
合せ結果を、文字列の先頭の文字が同じもののみに絞
り込むことができます。
たとえば、"House"の値に類似するものの場合、接頭
辞の長さを指定しない場合は、検索で"House"、
"Mouse"および"Blouse"が返される可能性がありま
す。ただし、接頭辞の長さを 1と指定した場合は、値
に類似するものの最初の文字が一致する必要があり
ます。そのため、検索で"House"のみが返されます。
最適な結果を得るには、部分文字列ではなく完全な文
字列に対して「次と類似」を使用します。
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8. フィルタの値を選択します。選択する値は、フィルタのプロパティのデータ型に固
有です。たとえば、日付データ型のカレンダから日付を選択し、リストの文字列値
を入力します。

Note:

許容値リストを使用するプロパティの場合、指定された値は、プロパテ
ィの値とラベルの両方に対して評価されます。

9. オプション: ステップ 4-7を繰返してさらにフィルタを追加します。

Note:

複数のフィルタを追加するとき、「および」または「または」の切替えを
使用して、フィルタの結合方法を指定します。結合方法 (「および」また
は「または」)がすべての問合せフィルタに適用されます。「および」を使
用できないフィルタと、「または」を使用できないフィルタがあります。

10. 問合せフィルタの追加が終了したら、「実行」 をクリックして問合せを実行し
ます。
結果が問合せペインに表示されます。

11. オプション: 問合せ結果で、次のアクションを実行します:

• 孤立ノード以外の問合せの場合: 検索結果内のノードをクリックして、ビュー
ポイント内のそのノードに移動します。問合せ基準を満たしているノードは、
ビューポイント内の アイコンによっても示されます。

• 孤立ノードの問合せ結果の場合: 検索結果内のノードの横にある「アクション」
アイコン をクリックし、「ノードの挿入」を選択してノード・セレクタを開
き、ノードの親を選択します。問合せ結果からビューポイント内の親ノードに
ノードをドラッグ・アンド・ドロップすることもできます。ノードを挿入する
には、要求のコンテキスト内である必要があります。

Note:

孤立ノードに子がある場合、子の数が問合せ結果に表示されます。孤
立ノードを親の下に挿入すると、孤立ノードの子も同様に挿入されま
す。

12. オプション: 結果を Excelファイルにダウンロードするには、問合せパネルで「ア
クション」 をクリックし、「問合せ結果のダウンロード」を選択します。
ビューポイントがダウンロードされ、問合せ結果内のノードにフィルタされます。
このファイルには、ビューポイントに表示するように構成されている各プロパティ
の列が含まれています。
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Note:

ダウンロードされた問合せ結果は、画面に表示されている結果の数を超えるこ
とがあります。

ビューポイント問合せを実行すると、問合せフィルタが縮小され、さらに多くの問合せ結果
を表示できるようになります。「展開」 をクリックして問合せフィルタを再度表示します。

問合せを再実行するには、「リフレッシュ」 をクリックします。
問合せフィルタの編集と除去
問合せフィルタを編集するには、問合せペインでフィルタをクリックします。フィルタのプ
ロパティ、演算子および値を変更し、「実行」 をクリックして変更済問合せを実行しま
す。

Note:

「選択したノードより下」オプションを使用して検索するときに選択したノードを変
更した場合、元の選択したノードで同じ問合せを実行するか、現在選択しているノ
ードで新しい問合せを実行するかを選択するよう求められます。

問合せフィルタを除去するには、フィルタで「X」をクリックし、「実行」 をクリックし
て変更済問合せを実行します。
問合せの保存および保存済問合せの実行
問合せを保存するには:

1. 問合せパネルで、「アクション」 をクリックし、「保存」を選択します。
2. 名前を入力し、オプションで説明を入力し、「保存」をクリックします。

Note:

「可視性」フィールドに、問合せがプライベート問合せとして保存されたことが
示されます。ビューポイントに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限がある場合、それをパブリック問合せに移行して他のユーザー
が表示および実行できるようにすることができます。

保存済問合せを実行するには:

1. 問合せパネルから、実行する問合せを選択します。
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Tip:

開いている問合せがすでにあり、別の保存済問合せを実行する場合、「ビ
ューポイントの問合せ」 タブをクリックして保存済問合せのリス
トに戻ります。
プライベート問合せは「ロック済」 アイコンで示されます。パブリッ
ク問合せは「ロック解除済」 アイコンで示されます。

2. オプション: 保存済問合せフィルタを編集します。

3. 「実行」 をクリックして保存済問合せを実行します。
4. オプション: 問合せフィルタを変更し、変更した問合せを保存する場合、問合せパ
ネルで「アクション」 をクリックし、「保存」を選択します。

Note:

プライベート問合せへの変更を保存できます。ビューポイントに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限があるユーザー
のみが、パブリック問合せへの変更を保存できます。

保存済ビューポイント問合せの操作
ビューポイント問合せのコピー
パブリック問合せおよび自分が作成した任意のプライベート問合せをコピーできま
す。問合せをコピーすると、プライベート問合せとして保存されます。データ・マネ
ージャおよびメタデータ・マネージャはそれをパブリックに移行できます。
問合せをコピーするには:

1. 問合せパネルで、「アクション」 をクリックし、「コピー」を選択します。
2. 名前を入力し、オプションで説明を入力し、「保存」をクリックします。

Note:

「可視性」フィールドに、問合せがプライベート問合せとして保存された
ことが示されます。ビューポイントに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限がある場合、それをパブリック問合せに移
行できます。

ビューポイント問合せの検査
ビューポイント問合せの検査により、問合せの定義およびパラメータを表示し、問合
せの名前および説明を変更できます。コードを問合せに割り当てて、REST APIにより
問合せを自動化するときに、問合せ名のかわりに使用することもできます。
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問合せを検査するには:

• 開いたビューポイントから: 「ビューポイントの問合せ」 をクリックして、そのビ
ューポイントの保存済問合せのリストを表示します。次に、検査する問合せの横にある
「問合せアクション・メニュー」 をクリックし、「検査」を選択します。

• ビューポイントの開いた問合せから: 「実行」ボタンの横にある「問合せアクション・メ
ニュー」 をクリックし、「検査」を選択します。

• ビューポイント・インスペクタから :

1. 問合せを含むビューポイントを検査します。ビューポイントの検査を参照してくだ
さい。

2. 「問合せ」タブで、検査する問合せの名前をクリックします。
問合せの名前および説明を編集する、または問合せにコードを割り当てるには:

1. 問合せインスペクタの「全般」タブで、「編集」をクリックします。
2. 名前および説明を編集します。
3. 「コード」フィールドに、問合せのコードを入力します。
入力するコードを、queryNameのかわりにビューポイント問合せプロファイルの実行
REST APIの queryCodeパラメータで使用して、API内の問合せを識別できます。これに
より、自動化されたプロセスへの影響なく問合せ名を変更できます。

4. 「保存」をクリックします。
ビューポイント問合せの移行
問合せを移行するには、ビューポイントに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
問合せを移行するには:

1. 次のいずれかのアクションを実行します。
• 開いたビューポイントから、「ビューポイントの問合せ」 をクリックして、そ
のビューポイントの保存済問合せのリストを表示します。

• 移行する問合せを含むビューポイントを検査します。ビューポイントの検査を参照
してください。

2. 移行する問合せの横にある「アクション」 をクリックし、「上位へ移動」を選択しま
す。

3. 「保存」をクリックします。

Note:

移行する問合せの名前が既存のパブリック問合せと同じ場合、一意にするため
に増分数値の接尾辞が問合せに追加されます。
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ビューポイント問合せの削除
問合せパネルまたはビューポイント・インスペクタから、プライベート問合せを削除
できます。ビューポイントに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限がある場合、パブリック問合せも削除できます。
クエリーを削除するには:

• ビューポイント内の問合せパネルから: 問合せパネルの問合せのリストから、削除
する問合せの横にある「問合せアクション・メニュー」 をクリックし、「削除」
を選択します。

Tip:

開いている問合せがすでにあり、問合せリストに戻る場合、「ビューポイ
ントの問合せ」 タブをクリックして保存済問合せのリストに戻り
ます。

• ビューポイント・インスペクタから :

1. 削除する問合せを含むビューポイントを検査します。ビューポイントの検査
を参照してください。

2. 削除する問合せの横にある「アクション」 をクリックし、「削除」を選択し
ます。

3. 「保存」をクリックします。

ビューポイントのダウンロード
ビューポイント内のデータをスプレッドシート・ファイルにダウンロードすると、こ
のデータをオフラインで使用し、他のリソースと共有したり、データを一括変更でき
ます。ファイルを変更した後、ファイルを要求にロードし、変更を Oracle Enterprise
Data Management Cloudに適用できます。
階層ビューポイントの場合、特定のノードとその子孫をダウンロードすることもでき
ます。これにより、ノードの分岐をビューポイント間でコピーできるようになります。
たとえば、北米ノードとそのすべての子孫を下位の階層ビューポイントからダウンロ
ードし、別のビューポイントにロードできます。
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コミットしていない要求のビジュアル化された変更がダウンロード元のビューポイントに含
まれている場合、提案された変更は出力ファイルに含まれます。つまり、要求がすでにコミ
ットされているかのように、出力ファイルにデータが含まれます。
• 要求内の追加、挿入、移動、更新、名前変更されたノードまたは並べ替えられたノード
は、出力に含まれます

• 除去または削除されたノード(およびその子孫)は、出力から除外されます。
たとえば、Depts by LOBビューポイントで、ノード 601を除去してノード 701を追加しま
す。
 

 
要求変更がビジュアル化されたビューポイントをダウンロードすると、結果にはノード 701
が含まれ、ノード 601は除外されます。
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ノート:

ファイルにビューポイントをダウンロードする場合、ビューポイント名を 30
文字以下にするか、ラベルを設定する必要があります。ラベルの使用の詳細
は、ビューポイントの検査を参照してください。

ビューポイントをダウンロードするには:

1. 「ビュー」で、アクティブなビューを開きます。
2. ビューポイントを選択します。
3. 次のいずれかのアクションを実行します。

• ビューポイント全体をダウンロードするには、ビューポイント名の右側にカー
ソルを移動し、メニュー・アイコン をクリックし、「ファイルにダウンロー
ド」を選択します。

• 階層ビューポイント内の特定のノードとその子孫をダウンロードするには、ノ
ードを選択し、 をクリックします。

ドラフト・ビューポイントの削除
ドラフト・ビューポイントは不要になった場合、削除できます。アクティブなビュー
ポイントは削除できませんが、ビューポイント・インスペクタからアーカイブできま
す。
ドラフト・ビューポイントを削除するには:

1. 「ビュー」で、ビューを検査します。
2. 「定義」を選択し、「編集」をクリックします。
3. ドラフト・ビューポイントの横の をクリックし、「削除」を選択します。
4. 削除を確認し、「保存」をクリックします。
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詳細は、次を参照してください:

• ビューポイントの理解
• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサイクルの理解

ビューポイントの検査
ビューポイント・インスペクタから、ビューポイントに関する情報を表示および編集できま
す。
ビューポイントを検査するには:

1. 開いているビューから、ビューポイントの横の をクリックして「検査」を選択します。
2. 次のタブで、使用可能なオプションから選択します。

• 全般—ビューポイントのデータ・チェーン・オブジェクトおよびバインディング・ス
テータスに関する情報が表示されます。バインディング・ステータスを参照してくだ
さい。

ノート:

ビューポイントが現在ブロックアウト内にある場合は、ブロックアウトされ
ているアプリケーションまたはディメンションがブロックアウト・アイコン
( )で示されます。リンクをクリックしてアプリケーションまたはディメ
ンションを検査し、ブロックアウトの詳細を確認します。

「編集」をクリックして、ビューポイントの名前、説明およびステータスを変更する
か、ラベルを追加します。データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサ
イクルの理解を参照してください。
ビューポイント名が 30文字を超えており、そのビューポイントに対して次のいずれ
かのタスクを実行する必要がある場合は、ラベルを作成する必要があります。
– ファイルからの要求アイテムのロード
– 要求アイテムのファイルへのダウンロード
– ビューポイントのファイルへのダウンロード
– サブスクリプション要求の生成
– ビューポイント間での要求アイテムまたはノードのドラッグ・アンド・ドロップ
– ビューポイントの比較からの要求アイテムの作成
ラベルは最大 30文字を含むことができますが、次の特殊文字を含むことはできませ
ん:

\ / * [ ] : ?
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ノート:

時間ラベル付きビューポイントについては、ビューポイントの時間ラ
ベルを変更することもできます。ただし、時間ラベルの選択を解除し
てビューポイントを標準ビューポイントに変換することはできませ
ん。時間ラベル付きビューポイントの操作を参照してください。

• 定義—ノード・タイプ、許可されるアクション、編集可能なプロパティについ
ての情報を提供します。ノード・タイプに許可されるアクションを設定し、表
示するプロパティを決定し、編集可能なプロパティを設定します(ビューポイ
ントで許可できるアクションの変更とビューポイントでのプロパティの表示
方法の構成を参照)。

• プロパティ—「定義」タブから選択したプロパティのリストを提供します。プ
ロパティの名前と説明を編集し、ビューポイントに列として表示するプロパテ
ィを選択し、ビューポイントの「場所」タブに表示するプロパティを選択し、
プロパティのリストを並べ替えることができます。ビューポイントでのプロ
パティの表示方法の構成、「場所」タブのプロパティの構成および表示される
プロパティの順序の変更を参照してください。

• サブスクリプション—他のビューポイントへのサブスクリプションのリスト
を提供します。新規サブスクリプションの作成と、既存のサブスクリプション
の編集、有効化、無効化または削除が可能です(ビューポイントのサブスクラ
イブを参照)。

• データ・チェーン—ノード・タイプ、階層セット(該当する場合)およびビュー
ポイントを構成するノード・セットを表示するための、クリック可能なグラフ
ィックを提供します。　　

ビューポイントで許可できるアクションの変更
ビューポイントで許可されているアクションのタイプを選択できます。たとえば、ノ
ードがビューポイントから削除されないように、ビューポイントを構成できます。
次のノード・アクションのタイプのうちどれがビューポイントで許可されるかを設定
できます。
• 追加—ビューポイントにノードを追加できます
• 挿入—ビューポイントにノードを挿入できます
• 移動—ビューポイントにノードを移動できます。
• 除去—階層セット内の親からノードを除去できます。階層セット内でノードに他
の関係がある場合、単一の親からノードを除去してもこれらの関係は影響を受けま
せん。

• 削除—リストから、またはアプリケーションのすべての階層関係から、ノードを削
除できます。

• 並替え—同じ親の下にあるノードを並べ替えることができます。
ビューポイントに対してどのノード・アクションが許可されるかを編集するには:

1. 「ビュー」で、ビューを検査します。
2. 「定義」を選択し、検査するビューポイント名をクリックします。
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3. 「定義」を選択し、「編集」をクリックします。
4. アクションを選択またはクリアして許容アクションを変更し、「保存」をクリックします。

ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成
ビューポイントに表示されるプロパティとそのラベル、およびユーザーがプロパティを編集
できるかどうかを構成できます。

ヒント:

これらの構成は、特定のビューポイントに適用されます。たとえば、あるプロパテ
ィを 1つのビューポイントでは元の名前で表示し、別のビューポイントでは異なる
ラベルを使用して表示できます。

詳細は、 プロパティの操作を参照してください。
ビューポイントのプロパティを構成するには:

1. ビューポイントのビュー・インスペクタを開きます。
a. ビューの「アクション」列で「ビュー」をクリックし、 をクリックし、「検査」を選
択します。

b. 「定義」を選択し、「名前および説明」列で、ビューポイントのリンクをクリックしま
す。

2. ビューポイントに表示されるプロパティ、およびこれらが編集可能であるかどうかを指定
します。
a. 「定義」を選択します。
「編集可能なプロパティ」セクションに、ビューポイントによって表示されるプロパ
ティがリストされ、これらのプロパティが編集可能であるかどうかが示されます。ビ
ューポイントに複数のノード・タイプが含まれる場合、最初のノード・タイプのプロ
パティが表示されます。
状況によっては、プロパティが読取り専用でもプロパティのクリア・オプションが使
用可能である場合があることに注意してください。

編集可能なプロパティのシナ
リオ

UIのプロ
パティの更
新

UIのクリア・
オプション

ファイル要求
の更新

ファイル要求
のクリア

編集可能なプロパティ(ビュー
ポイント)が Falseの場合

読取り専用 使用不可 スキップ済 スキップ済

編集可能なプロパティ(ビュー
ポイント)が Trueで、編集可
能なプロパティ(アプリケーシ
ョン・オーバーライド)が False
の場合

読取り専用 使用可能 スキップ済 有効

編集可能なプロパティ(ビュー
ポイント)が Trueで、編集可
能なプロパティ(ノード・タイ
プ・オーバーライド)が False
の場合

検証エラー 使用可能 検証エラー 有効
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b. ビューポイントに複数のノード・タイプが含まれる場合、プロパティが含まれ
るノード・タイプを選択します。

c. 「編集」をクリックします。
d. プロパティが編集可能と読取り専用のどちらであるかを指定するには、「編集
可能」列のチェック・ボックスを使用します。

e. どのプロパティを表示するかを指定するには:

i. 「管理」をクリックします。
ダイアログ・ボックスが表示されます。「選択済」列には、ビューポイント
に現在表示されているプロパティが表示されます。2番目の列にはビュー
ポイントのプロパティがすべて表示されますが、ビューポイント内に表示
されるプロパティの横にチェック・マークがあります。

ii. 現在表示されていないプロパティを表示するには、これを選択します。
プロパティ名の横にチェック・マークが表示されます。

iii. プロパティが表示されないようにするには、これを選択します。
プロパティ名からチェック・マークが除去されます。

f. 「保存」をクリックします。
3. ビューポイントでこれらのプロパティが表示される方法を構成します。

a. 「プロパティ」を選択し、「編集」をクリックします。
b. オプション: 「ソート基準」 をクリックして、「ラベル」または「ネームス
ペースおよび名前」でプロパティ・リストの 1回かぎりのソートを英数字順に
実行します。

c. プロパティのラベルを表示するには、そのテキスト・ボックスを「ラベル」列
で編集します。

ノート:

ビューポイント・ラベルは、ビューポイント内のプロパティごとに一
意である必要があります。
ビューポイント内のプロパティとして使用できないラベルのリスト
は、予約された列名を参照してください。

次の例では、ビューポイントの「Custom.Is ICP」プロパティのラベルとして
「Intercompany」が表示されています。
 

 

d. プロパティの説明を変更するには、そのテキスト・ボックスを「説明」列で編
集します。

e. プロパティをビューポイントに列として表示することを指定するには、そのプ
ロパティの「列として」チェック・ボックスを選択します。
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最大 10個のプロパティを表示するように設定できます。名前プロパティの選択は必
須であり、10個のプロパティの 1つとしてカウントされます。

f. ビューポイントに表示されるプロパティの順序を指定する場合、またはプロパティの
元の名前または説明をリストアする場合は、プロパティの行にカーソルを置いたとき
に表示されるメニュー上のコマンドを使用し、 をクリックします。

ノート:

列として表示するプロパティの表示順序を変更すると列の表示順序とプロ
パティ・パネルが影響を受けます。

g. プロパティの構成が終了したら、「保存」をクリックします。
「ラベル」および「説明」列が読取り専用になります。

関連ビューポイントの構成
関連ビューポイントは、ソース・ビューポイント以外のビューポイントでプロパティ値と階
層関係がソース・ノードと同じノードを作成できるようにすることで、モデル元操作を拡張
します。既存のノードのモデル元アクションによるノードの追加を参照してください。
関連ビューポイントは、最下位ノード(つまり、要約フラグが Falseに設定されているノード)
がすべての関連ビューポイントに存在することを確認するために、Oracle Financials Cloud一
般会計アプリケーションの同等のノード検証でも使用されます。Oracle Financials Cloud一
般会計の検証を参照してください)。
考慮事項
• 関連ビューポイントは、同じビュー内にあり、モデル元のビューポイントと同じノード・
タイプを使用する必要があります。関連ビューポイントでは、ノード・タイプ・コンバー
タはサポートされていません。

• 関連ビューポイントであるビューポイントを削除またはアーカイブすると、そのビューポ
イントは関連ビューポイントのリストから除去されます。アーカイブされたビューポイ
ントの場合、後でビューポイントをアンアーカイブしても関連ビューポイントのリストに
自動的には追加されません。そのビューポイントを手動で追加する必要があります。

• 時間ラベル付きビューポイントは関連ビューポイントとして構成できません。
1. 関連ビューポイントを指定するビューポイントを検査します。
2. 「定義」タブで「編集」をクリックし、「関連ビューポイント」セクションを見つけます。
フィールドを表示するには、下にスクロールする必要がある場合があります。

3. 「関連ビューポイント」をクリックして、同じノード・タイプを使用する同じビュー内の
ビューポイントのリストを表示します。

4. ビューポイントをクリックして、関連ビューポイントのリストに追加します。複数のビュ
ーポイントを関連ビューポイントとして選択できます。関連ビューポイントのリストか
らビューポイントを除去するには、「X」をクリックします。

「場所」タブのプロパティの構成
「場所」タブでは、階層ビューポイントで選択したノードのすべての場所が識別されます。各
場所のプロパティ値を表示して、場所全体で類似点または相違点を確認できます。プロパテ
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ィをビューポイント・インスペクタに表示するように設定します。最大 10個のプロパ
ティを表示できます。

ヒント:

関係プロパティ、位置指定の継承プロパティまたは派生プロパティのみ、場
所ごとに異なる場合があります。

ビューポイントの「場所」タブに表示するプロパティを構成するには:

1. 開いているビューから、構成するビューポイントを選択します。
2. カーソルをビューポイント名の右に置き、メニュー・アイコン をクリックしてか
ら「検査」を選択します。

3. 「プロパティ」タブを選択し、「編集」をクリックします。
4. 表示するプロパティの「「場所」タブ」チェック・ボックスを選択し、「保存」をク
リックします。
 

 

たとえば、C_303のプロパティを 2つの場所で比較できます:
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表示されるプロパティの順序の変更
ビューポイントにプロパティを表示する順序を構成できます。表示順序はビューポイントに
固有であるため、ビューポイントごとに異なる表示順序を設定できます。
詳細は、 ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成を参照してください。
プロパティを表示する順序を構成するには:

1. 開いているビューから、構成するビューポイントを選択します。
2. カーソルをビューポイント名の右に置き、メニュー・アイコン をクリックしてから「検
査」を選択します。

3. 「プロパティ」タブを選択し、「編集」をクリックします。
4. 右端の列で、移動するプロパティのセルにカーソルを置いて をクリックし、プロパティ
を移動する方法を選択します:

• 最初 - リストの最初のプロパティになるようにプロパティを移動します。
• 上 - リストの 1行上にプロパティを移動します。プロパティを複数行上に移動する
には、この選択肢を複数回使用します。

• 下 - リストの 1行下にプロパティを移動します。プロパティを複数行下に移動する
には、この選択肢を複数回使用します。

• 最後 - リストの最後のプロパティになるようにプロパティを移動します。
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5. プロパティが目的の表示順序になるまで繰り返し、「保存」をクリックします。

複製ビューポイント・タブの使用
ビューポイント内の複数の階層を操作するために、ビュー内の複製タブでそのビュー
ポイントを開くことができます。
考慮事項
• 複製ビューポイント・タブでは、元のタブでの操作と同じ操作(参照、検索、要求
アクションの実行や検証など)をすべて実行できます。

• 元のビューポイント・タブと複製ビューポイント・タブを左右並びレイアウトで表
示し(ビューポイントの左右並び表示を参照)、ビューポイント・タブ間で次のよう
な操作を実行できます:

– ノードの特定
– プロパティの整列
– ノード、関係およびプロパティの比較
– ノードのドラッグ・アンド・ドロップ、または比較結果からの要求アイテムの
作成によるノード差異の修正

• ビューポイントは、複製タブで 1回のみ開くことができます。ビューポイントを 2
つ目のタブで開いた後、3つ目のタブで同じビューポイントの別のインスタンスを
開くことはできません。

• 複製ビューポイント・タブでの操作が終了した後は、ビューから除去できます。ビ
ューを閉じるか、ビューから離れると、すべての複製ビューポイント・タブがビュ
ーから除去されます。

第 5章
複製ビューポイント・タブの使用

5-26



Note:

新しいタブでビューポイントを開くことは、ビューポイントのコピーと同じではあ
りません。ビューポイントのコピーでは、ビューに新しい個別のビューポイントが
作成され、そのビューポイントに新しいノードおよび関係が含まれる可能性があり
ます(ビューポイントのコピーを参照)。一方、ビューポイントを新しいタブで開く
ことは、そのビューポイントの異なる部分を同時に簡単に操作できるように、単一
のビューポイントを 2つの異なるタブに単に表示するものです。

ビューポイントを新しいタブで開くには:

1. 複製タブを開くビューポイントが含まれているビューに移動します。
2. 複製タブを開くビューポイントで、ビューポイント・アクション をクリックし、「新規
タブで開く」を選択します。
元のタブの右側に複製ビューポイント・タブが表示されます。複製ビューポイント・タブ
の名前は元の名前と同じですが、元の名前と区別するために名前が異なる色のテキストで
表示されます。
 

 

3. 複製タブを除去するには、ビューポイント・アクション をクリックしてから、「タブの
除去」を選択するか、移動してビューポイントから離れ、再度ビューポイントを開いて複
製タブをすべて除去します。

ビューポイントの左右並び表示
2つのビューポイントを並べて表示して、比較したり、ノードを特定して整列できます。ビュ
ーポイントを複製タブで開いた場合は、元のタブと複製タブを左右並びで表示して、そのビ
ューポイント内の複数の階層を操作できます。
ビューポイントを左右並べて表示するには:
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1. ビューを開きます。

2. 「左右並びレイアウト」  (またはテーマに応じて )をクリックし、左右並び
レイアウトに切り替えます。

3. 画面の左右にあるビューポイント・ドロップダウン・メニューを使用して、各側に
表示するビューポイントを選択します。

ビューポイントに対する変更の詳細は、対話型での変更を参照してください

ノードの特定
ビューポイントを左右並び形式で表示する場合、1つのビューポイントでノードを選択
し、もう 1つのビューポイントで同じノードを特定できます。ノード特定機能では、
まず検索対象ノードのノード・タイプを調べ、そのノード・タイプがターゲットのビ
ューポイントに存在する場合は、そのノード・タイプと名前のノードを明示的に検索
します。検索対象ノードのノード・タイプがターゲットのビューポイントに存在しな
い場合は、ノード・タイプ・コンバータ(設定されている場合)を使用してターゲットの
ビューポイントでノードを検索します。
階層ビューポイント間でノードを特定する場合、ノード特定機能はソース・ビューポ
イントと同じターゲット・ビューポイントの親の下で同じノードの検索を試行します。
ノードがターゲット・ビューポイントの同じ親の下に見つからない場合は、ノード特
定機能は最初に見つかるノードを検索します。

ノート:

検索対象のノード・タイプで代替名プロパティが使用可能になっている場合、
ノード特定機能では、最初にノード名、次に代替名を検索してノードを特定
します。

特定とは、ノードを 1回かぎり検索することです。複数のノードを特定する場合は、
ノードの整列を参照してください。

ノート:

左右並びレイアウトの 2つのビューポイントで異なるノード・タイプのノー
ドを特定するには、ノード・タイプ・コンバータが必要です(ノード・タイ
プ・コンバータの操作を参照)。

ノードは次によって特定できます。
• ビューポイントでノードを選択します。
たとえば、Depts by Geographyビューポイントでノード 220を選択して特定ボタ
ン をクリックし、Depts by LOBビューポイントでこのノードを検索します。
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• 要求アイテムでノードを選択します。
たとえば、ノード 105の要求アイテムで Depts by LOBを選択して、Depts by LOBビュ
ーポイント内のこのノードに移動します。

左右並びビューポイントでノードを特定するには:

1. 2つのビューポイントを左右並び形式で表示します
2. 1つのビューポイントでノードを選択します
3. ノードを選択したビューポイントで をクリックします。

ノート:

特定プロセスの実行中、ページで他の操作を実行することはできません。

もう 1つのビューポイントでノードが強調表示されます。特定されるノードは、同じノー
ド名または代替名とノード・タイプを持つノード、またはノード・タイプが異なる場合
は、同じノード名または代替名とノード・タイプ・コンバータ(適用可能な場合)を持つノ
ードです。
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ノードの整列
ビューポイントを左右に並べて表示するときに、ノードおよびプロパティを整列して
類似点および差異を確認できます。整列モードを有効にしておけば、ビューポイント
を移動しても、両方のビューポイントの整列状態が保持されます。たとえば、次の場
所でノードをクリックしたときにノードは整列します。
• 階層またはリスト
• 検索結果
• 要求アイテム
• ビューポイントの検証結果
• ナビゲーション・リンク(ブレッド・クラム)

ノート:

ノード・タイプ・コンバータは、2つのビューポイントを左右に並べて、ノ
ード・タイプが異なるノードを整列する場合に必要です。ノード・タイプ・
コンバータの操作を参照してください。

複数ビューポイントのノードを整列するには:

1. 2つのビューポイントを選択します。
2つのビューポイントが同じノード・タイプを使用していない場合は、ノード・タ
イプ・コンバータを定義する必要があります。

2. ノードを選択し、選択したノードのビューポイントに対して をクリックします。

ノート:

整列プロセスの実行中は、ページに対するその他の操作は実行できませ
ん。

次のスクリーンショットは、 をクリックし、検索結果、ナビゲーション・リン
クまたは左側のビューポイントでノード「120」を選択したときに、右側のビュー
ポイントにもそのノードが表示されることを示しています(そのビューポイントに
ノードが存在する場合)。水平線で区切られた、各ビューポイントに対するプロパ
ティのリストも表示されます。線の上にあるプロパティは 2つのビューポイント
に共通するプロパティ、またはノード・タイプ・コンバータでマッピングされたプ
ロパティです。線の下にあるプロパティはビューポイント間で異なるプロパティ
です。
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ノート:

どちらのビューポイントからもノードを整列できます。
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6
ビューポイントの検証

ビューポイントを検証して、データの整合性の問題があるかどうかを判断できます。外部ソ
ースからのインポート・プロセスの後にビューポイントを検証できます。または、ビューポ
イントから外部アプリケーションにデータをエクスポートする前にビューポイントを検証で
きます。

ノート:

時間ラベル付きビューポイントを検証することはできません。

検証は、ビューポイント内のすべてのノード、関係およびプロパティに対して実行され、ビ
ューポイントのアプリケーション・タイプ、ディメンション・タイプおよびノード・タイプ
によって異なる可能性があります。検証および制約の理解を参照してください。

ノート:

複製タブでビューポイントを開いている場合は、そのビューポイントの元のタブか
らのみ検証を実行できます。複製タブから直接検証を実行することはできません。
ただし、元のタブおよび複製タブの両方に同じビューポイントが表示されるため、
元のタブに表示される検証の問題は、複製タブにも表示されます。

デフォルトでは、ビューポイントを検証するときに、システム検証、重要度が「エラー」ま
たは「警告」(検証重要度の理解を参照)のアプリケーション検証とカスタム検証、プロパティ
検証および制約が実行されます。特定のアプリケーション検証とカスタム検証、プロパティ・
レベルの検証および制約の実行を選択できます。

ノート:

重要度が「無視」のアプリケーション検証およびカスタム検証は、ビューポイント
の検証中には実行されません。

ビューポイント内のすべてのノードに対してすべての検証を実行するには:

1. 「ビュー」で、アクティブなビューを開き、ビューポイントを選択します。
2. カーソルをビューポイント名の右に置き、「アクション」 をクリックし、「検証」を選
択します。
システム検証、重要度が「エラー」または「警告」のアプリケーション検証とカスタム検
証、プロパティ検証およびすべての制約が実行されます。

実行する特定の検証または検証する特定のノードを選択するには:
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1. 「ビュー」で、アクティブなビューを開き、ビューポイントを選択します。

2. ページの左側にある「検証」 をクリックし、ドロップダウン・メニューを
使用して次のものを選択します:

• 検証するビューポイント
• 検証するノード:

– すべてのノード : 選択したビューポイント内のすべてのノードを検証しま
す

– 選択したノードおよび子孫: 選択したノードとそのすべての子孫を検証し
ます

– 選択したノードのみ: ビューポイントで現在選択しているノードのみを検
証します。

• 実行する検証:

– すべての検証: システム検証、重要度が「エラー」または「警告」のアプ
リケーション検証とカスタム検証、プロパティ検証およびすべての制約が
実行されます。

– 選択した検証: チェック・ボックスを使用して、次の検証のカテゴリを有
効または無効にします:

* 検証: 重要度が「エラー」または「警告」のすべての有効なアプリケー
ション・レベルの検証およびカスタム検証から選択できます。

* プロパティ: プロパティ・レベルの検証、およびそのプロパティをトリ
ガーとして使用するカスタム検証を実行するために、アクセス権のあ
るプロパティから選択できます。

* 制約: すべての有効な制約から選択できます
選択したオプションについて、「検証の選択」 をクリックし、検証セレ
クタを使用して、実行する特定の検証、プロパティ・レベルの検証および
制約を選択します。

3. 「検証」 をクリックします。検証を実行するには、実行する検証、プロパティ・
レベルの検証または制約を 1つ以上選択しておく必要があります。

4. オプション: 検証エラーがある場合は、「検証結果のダウンロード」  をクリッ
クして、検証エラーをファイルにダウンロードします。これにより、エラーをオフ
ラインで確認できます。ファイル内のエラーを修正し、修正したファイルを要求ア
イテムとしてロードできます。ロード・ファイルを使用する変更を参照してくださ
い。

ノート:

最大で 1000ノードの検証の失敗が画面に表示されます。検証結果をフ
ァイルにダウンロードすると、検証の失敗の完全なセットがダウンロー
ドされます。
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検証の問題の解決
検証結果を参照し、無効なノードに移動して問題を修正できます。検証の問題を修正すると、
検証結果ウィンドウが自動的に更新され、残っているビューポイントの問題のみが表示され
ます。検証の詳細は、検証および制約の理解を参照してください。
検証の問題を解決するには:

1. ビューポイントの検証を実行した後、修正する必要がある検証エラーがある場合は、「要
求」  (またはテーマに応じて )をクリックしてから、 をクリックして新しい要
求を作成するか、既存の要求を開きます。

2. ページの左側で「検証」  (またはテーマに応じて )をクリックして、検証結果を
表示します。

ノート:

共有ノードを許可する階層ビューポイントの複数の場所にノードが存在する場
合、検証結果にノードが複数回リストアップされることがあります。ノードは
それぞれの場所で同じ問題を持つことも、異なる問題を持つこともあります。

3. 次のいずれかのアクションを実行します。
• 画面の検証の問題を修正します:

a. 検証結果でノードを選択して、ビューポイント内のそのノードに移動します。
検証結果で選択したノードについて、無効なノードの検証メッセージが表示され
ます。無効なプロパティはプロパティ・ペインに赤で記載されます。無効なプロ
パティをクリックして、検証メッセージを表示します。

b. ビューポイントでプロパティの更新、親の変更、ノードの削除などの要求アクシ
ョンを実行して、検証の問題を解決します。ノードの親の変更の詳細は、親ノー
ドの変更を参照してください。
ノードの問題をすべて解決すると、ノードは検証結果リストから除去されます。

• 「検証結果のダウンロード」  をクリックして検証エラーをファイルにダウンロー
ドすると、検証エラーをオフラインで確認して修正できます。検証エラーは検証重要
度でソートされます。次に、修正したファイルを要求アイテムとしてロードできま
す。ロード・ファイルを使用する変更を参照してください。

ノート:

検証タブから検証結果をクリアするには、ペイン右上隅の Xをクリックします。
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親ノードの変更
親がない、または無効な親がある要求アイテムの場合、次のメソッドのいずれかを使
用して親を変更します。
• 無効な親がある要求アイテム・インスタンスのコンテキスト・メニューから、「親
の変更」を選択して有効な親を選択し、「OK」をクリックします。
 

 

• 無効な親がある要求アイテムを選択し、要求詳細ペインからビューポイントの親ノ
ードにドラッグ・アンド・ドロップします。
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7
ビューポイントの比較

2つのビューポイントを体系的に比較し、これらの間でノードの違いを特定できます。たとえ
ば、比較結果を使用して、代替階層に挿入する必要があるノードを特定できます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ビューポイントの比較について学習

 ビューポイントの比較
異なるビューポイント間でデータを比較する機能は、複数のアプリケーション全体にわたっ
てデータを同期化する上で不可欠の機能です。

ノート:

2つのビューポイント全体にわたってノード・タイプが異なるノードを左右並べた
レイアウトで比較するには、ノード・タイプ・コンバータが必要です。

ビューポイントは対話型で比較でき(ビューポイントの比較の実行を参照)、頻繁に実行する比
較については、比較プロファイル(比較プロファイルの作成、編集および削除を参照)を作成し
て、両方のビューポイントへのアクセス権を持つユーザーが実行できる再使用可能なプロフ
ァイルにパラメータを保存できます。
比較プロファイルを使用すると、ノード式を定義して、比較されるノードをフィルタするこ
ともできます。
詳細は、次を参照してください:

• ビューポイントの比較の実行
• 比較プロファイルの作成、編集および削除
• 比較結果を使用するノード差異の修正
• ノード・タイプ・コンバータの操作

ビューポイントの比較の実行
2つのビューポイントを比較して、それらの間の差異を確認できます。また、ビューポイント
の複製タブを開くことで、同じビューポイントの 2つの異なる階層を比較できます。
ビューポイントを比較して、次を行えます。
• 欠落ノードの検索: 一方のビューポイントには存在し、もう一方のビューポイントには存
在しないノードを検索します。

• 関係の比較: 両方のビューポイントに存在するが、親が異なるノードを検索します。
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• プロパティ値の比較: 両方のビューポイントに存在するが、1つ以上のプロパティ
値に違いがあるノードを検索します。

ノート:

文字列またはブール・データ型のプロパティに対して比較を実行すると、
プロパティの表示される値および実際の値の両方が差異に対して評価さ
れます。たとえば、あるブール・プロパティの表示される値が"True"で、
2つ目のブール・プロパティでは"Yes"の場合、これらのプロパティは異
なるプロパティ値を持つとは識別されません。

ヒント:

比較を簡単に行えるように、列として表示するプロパティを指定できま
す。ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成を参照してくださ
い。

同時に複数のタイプの比較を実行できます。たとえば、欠落ノードと親が異なるノー
ドの比較を実行できます。

ヒント:

繰り返し実行される比較の場合、比較パラメータのセットを再利用可能なプ
ロファイルに保存できる比較プロファイルを作成できます。その後、その比
較を実行するたびにパラメータを手動で指定するかわりに、ドロップダウ
ン・メニューから定義済プロファイルを選択します。比較プロファイルの作
成、編集および削除を参照してください。

比較対象のノード・タイプで代替名プロパティが使用可能になっている場合は、ノー
ド名と代替名の両方が比較時に評価されます。名前プロパティの一致は、代替名の一
致より優先されます。
階層ビューポイントの場合、階層全体を比較したり、最上位ノードを選択して階層の
一部と比較できます。また、最下位ノードのみを階層全体または選択した最上位ノー
ドと比較することもできます。
ビューポイント間の差異を修正すると、比較結果は自動的に更新されます。

ノート:

異なるノード・タイプを使用するビューポイントの比較を実行すると、ノー
ド・タイプ・コンバータを設定する必要があることを示すメッセージが表示
されます。詳細は、ノード・タイプ・コンバータの操作を参照してください。
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2つの異なるビューポイントの比較

1. 左ペインで、「比較」  (またはテーマに応じて )をクリックして「比較」タブを開
きます。

2. 次のいずれかのアクションを実行します。
• 比較プロファイルを選択するには:

a. 「ビューポイントの比較」ヘッダーの下のドロップダウン・メニューをクリックし
ます。
「左から右」および「右から左」に対話型で比較するオプションが最初に表示さ
れ、その後に定義済の比較プロファイルが表示されます。比較プロファイルは両
方のビューポイントがアクティブである場合にのみ表示されます。アーカイブ済
ビューポイントを含むプロファイルは表示されません。

b. 実行する比較プロファイルを選択します。
プロファイル内のビューポイントは自動的に選択されます。他のすべての比較パ
ラメータは無効になります。

c. オプション: 実行する比較プロファイルを選択した後、比較アクション をクリ
ックし、「検査」を選択して比較プロファイル・パラメータを検査または編集しま
す。

比較パラメータの作成の詳細は、比較プロファイルの作成、編集および削除を参照し
てください。

• 対話型のビューポイントの比較を作成するには:

a. 比較するビューポイントを選択します。
b. 比較する方向を選択します。
たとえば、欠落ノードの場合:

– 「左から右」を選択した場合、比較によって、左のビューポイントにはあるが
右のビューポイントにはないノードが特定されます。

– 「右から左」を選択した場合、比較によって、右のビューポイントにはあるが
左のビューポイントにはないノードが特定されます。

c. 比較するノードを選択します(1つを選択)。
– すべてのノード : ビューポイントのすべてのノードを比較します。
– 最下位ノード: ビューポイントのすべての最下位ノードを比較します。
– 選択したノードおよび子孫: 選択したノードおよびその下位のすべてのノー
ドを比較します。(階層ビューポイントのみ)

– 選択したノードの最下位ノード: 選択したノードの下位にある最下位ノード
を比較します。(階層ビューポイントのみ)

d. 実行する比較のタイプをクリックします(1つ以上を選択)。
– 欠落ノードの検索
– 関係の比較(階層ビューポイントのみ)

– プロパティ値の比較
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e. オプション: プロパティの値を比較する場合は、比較するプロパティの選
択 をクリックし、プロパティ・セレクタを使用して比較する特定のプ
ロパティを選択します。右側でプロパティをクリックして選択します。
「X」をクリックして、選択したプロパティを削除します。

3. 比較実行 をクリックして、選択したビューポイントまたは比較プロファイル
の比較を実行します。
比較結果のノードが「比較」ペインに表示されます。階層ビューポイントの場合、
親名も表示されます。比較結果が画面に表示できる最大を超える場合、結果をダウ
ンロードして完全なセットを表示できます。
ノードをクリックすると、ノードが存在するビューポイントにノードが表示されま
す。ノードの整列を参照してください。

ノート:

プロパティの比較の場合、「整列: 左」が自動的に選択され、比較結果の
ノードをクリックすると、ノードは両方のビューポイントにあります。
関係の比較の場合、どちらかのビューポイントで をクリックしてから、
比較結果のノードをクリックすると、ノードは両方のビューポイントに
あります。

ビューポイント間のノードの差異を解決する要求を作成できます(比較結果を使用
するノード差異の修正を参照)。差異を解決すると、ノードは比較結果から除去さ
れます。

ノート:

異なる親の下の各共有ノードは、比較ペインに別々にリストされます。

4. オプション: 比較条件を変更して比較のリフレッシュ をクリックし、新しい
比較を実行します。

5. オプション: 「ビューポイントの比較」ヘッダーの「アクション」 をクリックし
て「ファイルにダウンロード」を選択することで、比較結果を Excelファイルにダ
ウンロードします。ダウンロードしたファイルの個別のタブにビューポイントが
表示されます。

ノート:

ダウンロードしたファイルには、画面に表示される結果のみでなく、完
全な比較結果が含まれます。
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同じビューポイント内の異なる階層の比較
1. 比較する階層を含むビューポイントの複製タブを開きます。複製ビューポイント・タブの
使用を参照してください。

2. 左ペインで、「比較」  (またはテーマに応じて )をクリックして「比較」タブを開
きます。

3. 次のいずれかのアクションを実行します。
• 比較プロファイルを選択するには:

a. 「ビューポイントの比較」ヘッダーの下のドロップダウン・メニューをクリックし
ます。
「左から右」および「右から左」に対話型で比較するオプションが最初に表示さ
れ、その後に定義済の比較プロファイルが表示されます。比較プロファイルは両
方のビューポイントがアクティブである場合にのみ表示されます。アーカイブ済
ビューポイントを含むプロファイルは表示されません。

b. 実行する比較プロファイルを選択します。
ビューポイントの複製タブがビューに追加され(まだ存在しない場合)、左右並び
レイアウトで表示されます。他のすべての比較パラメータは無効になります。

c. オプション: 実行する比較プロファイルを選択した後、比較アクション をクリ
ックし、「検査」を選択して比較プロファイル・パラメータを検査または編集しま
す。

比較パラメータの作成の詳細は、比較プロファイルの作成、編集および削除を参照し
てください。

• 対話型のビューポイントの比較を作成するには:

a. 比較するビューポイントの元のタブおよび複製タブを選択します。
b. 比較する方向を選択します。
c. 比較するノードを選択します(1つを選択)。

– 選択したノードおよび子孫: 選択したノードおよびその下位のすべてのノー
ドを比較します。

– 選択したノードの最下位ノード: 選択したノードの下位にある最下位ノード
を比較します。

ノート:

元のタブおよび複製タブには同じビューポイントが表示されるため、
「すべてのノード」および「最下位ノード」オプションを使用しても比
較の差異は生成されません。

d. 実行する比較のタイプをクリックします(1つ以上を選択)。
– 欠落ノードの検索
– 関係の比較
– プロパティ値の比較
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e. オプション: プロパティの値を比較する場合は、比較するプロパティの選
択 をクリックし、プロパティ・セレクタを使用して比較する特定のプ
ロパティを選択します。右側でプロパティをクリックして選択します。
「X」をクリックして、選択したプロパティを削除します。

4. オプション: プロパティの値を比較する場合は、比較するプロパティの選択 を
クリックし、プロパティ・セレクタを使用して比較する特定のプロパティを選択し
ます。右側でプロパティをクリックして選択します。「X」をクリックして、選択
したプロパティを削除します。

5. 比較実行 をクリックして、選択したビューポイントの比較を実行します。
比較結果の操作
比較を実行した後、比較結果のノードが「比較」ペインに表示されます。

ノート:

異なる親の下の各共有ノードは、比較ペインに別々にリストされます。

比較結果で、次のアクションを実行できます:

• ノードをクリックすると、ノードが存在するビューポイントにノードが表示されま
す。ノードの整列を参照してください。

ノート:

関係およびプロパティ比較の場合、方向(左揃えまたは右揃え)は比較の方
向に基づいて自動的に選択され、比較結果のノードをクリックすると、
ノードは比較されている選択したノードの下の両方のビューポイントに
あります。関係の比較の場合、どちらかのビューポイントで をクリッ
クしてから、比較結果のノードをクリックすると、ノードは比較されて
いる選択したノードの下の両方のビューポイントにあります。

• ビューポイント間のノードの差異を解決する要求を作成します(比較結果を使用す
るノード差異の修正を参照)。差異を解決すると、ノードは比較結果から除去され
ます。

ビューポイントの比較の例
このトピックには、様々なタイプのビューポイントを比較する例と、それらの使用方
法が含まれています。
欠落ノードの例
次の例では、Depts by LOBビューポイントと Depts by Geographyビューポイントの
最下位ノードを比較しました。その結果、Depts by LOBビューポイントには Depts by
Geographyビューポイントに存在しないノードが 1つあることがわかりました。
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差異を解決するために、要求を作成し、ノード 560を LOBビューポイントから Geography
ビューポイントにドラッグしました。ノードが Geographyビューポイントに追加されると
すぐに、ノード 560は比較結果から除去されます。Geographyビューポイントへの変更をコ
ミットする要求を送信しました。

関係の比較の例
次の例では、Depts by LOBビューポイントと Depts by Geographyビューポイントのすべて
のノードの関係を比較しました。両方のビューポイントに存在するが、親が異なるノードが
表示されます。ノードは左側のビューポイントに基づいて整列されるため、比較結果のノー
ド 111をクリックすると、ノードは両方のビューポイントに表示されます。
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プロパティ・パネルには、親ノードに異なる値が表示されます。
プロパティの比較の例
次の例では、コスト・センター CORPビューポイントとコスト・センター NAビュー
ポイントのすべてのノードのプロパティを比較しました。比較結果には、Store002ノ
ードの 2つのプロパティの違いが示されます。比較結果で CC_Store002をクリック
します。「整列: 左」が自動的に選択されるため、ノードは両方のビューポイントに表
示され、プロパティ・パネルにはこのノードの名前および説明プロパティの違いが示
されます。
 

 

比較結果を使用するノード差異の修正
比較の実行結果を使用して、差異を修正し、2つのビューポイント間の変更を合理化で
きます。ドラフト要求を作成または開いて、比較での差異に基づいて変更したり、新
しい要求を生成できます。
欠落ノードの修正
欠落ノードの場合、ノードをドラッグ・アンド・ドロップして、ビューポイントに挿
入できます。ソースからターゲットにノードをドラッグ・アンド・ドロップするには、
ソース・データ・オブジェクトに対して少なくとも参加者(読取り)権限、ターゲット・
データ・オブジェクトに対して少なくとも参加者(書込み)権限が必要です。
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欠落ノードの差異を修正するには:

1. 2つのビューポイントを開いて左右に並べます。
2. 要求を新しく開始するか、既存の要求を開きます。
3. いずれかのビューポイントで、ノード・タイプとして子ノードが許可されるノードを選択
します。

4. そのビューポイントから別のビューポイントにノードをドラッグします。

ノート:

ノードをドロップする親ノードに対して、このノード・タイプの子ノードを持
つことが許可されている必要があります。ビューポイント間でノード・タイプ
が異なる場合は、ドラッグ・アンド・ドロップが正常に機能するようにノード・
タイプ・コンバータを設定する必要があります。

• ターゲット・ノード・タイプに同じ名前のノードが存在しない場合は、ドロップされ
たビューポイントの親の下にノードが新しく追加されます。

• ターゲット・ノード・タイプに同じ名前のノードが存在せず、使用する階層セットで
ノードの共有が許可されている場合は、ドロップされたビューポイントの親の下に既
存のノードが挿入されます。

関係およびプロパティの差異の修正
整列機能を使用して、関係またはプロパティに差異がある両方のビューポイント内の既存の
ノードを表示するには、ノードの整列を参照してください。

ノート:

方向(左揃えまたは右揃え)は、プロパティまたは関係を比較する際の比較の方向に
基づいて自動的に選択されます。比較結果のノードをクリックすると、ノードは、
比較されている選択したノードの下の両方のビューポイントにあります。

• 関係の差異は、いずれかのビューポイントでノードを移動するか、共有ノード(許可され
る場合)を挿入することで解決できます。

• プロパティの差異は、いずれかのビューポイントで値を変更するか、ビューポイント間で
値をコピーすることで解決できます。

比較結果からの要求アイテムの作成
ビューポイント間の差異を修正する際に手動で変更するのではなく、比較結果から要求を直
接作成できます。比較を実行した後、要求を作成し、比較結果から要求アイテムとアクショ
ンを生成し、要求を送信して変更をコミットできます。
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ノート:

親が不明な場所で追加または挿入されたノードの場合(たとえば、ソース・ビ
ューポイントがリストで、ターゲットが階層の場合)、管理者は、各要求アク
ションの親値を計算し、その値をビューポイントのノード用に格納する式を
定義できます。計算および格納されたプロパティを参照してください。

注意:

同じビューポイントの異なる階層を比較する場合(複製ビューポイント・タブ
の使用を参照)、ターゲット・ビューポイントにノードを挿入するための要求
アイテムが作成されないことがあります。ソース階層がターゲット・ビュー
ポイントにも存在し、ソース階層の親の下でノードがすでに特定されている
ため、ノード挿入用に生成される要求ファイルの行はスキップされる可能性
があります。
この状況を解決するには、要求ファイルの添付をダウンロードし、ターゲッ
ト階層の適切な親を識別するように親列を変更し、変更したファイルを要求
にロードし直します。または、ノードをターゲット階層に手動で挿入するこ
ともできます(前述の欠落ノードの修正を参照)。

比較結果から要求アイテムを作成するには:

1. 比較を実行した後、「新規要求」をクリックするか、ドラフト要求を開きます。
2. 「比較からの要求アイテムの作成」 をクリックします。次の例を参照してくださ
い。
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ノート:

特定のノード(たとえば、最下位ノードのみ)または特定のプロパティを選択して
ビューポイントの比較をフィルタした場合、要求アイテムは、フィルタされた
比較結果に対してのみ作成されます。

3. すべての変更を要求に追加した後、「送信」をクリックして変更内容をコミットするか、
「完了」をクリックして要求を送信せずに閉じます。

第 7章
比較結果を使用するノード差異の修正

7-11



8
ビューポイントのサブスクライブ

サブスクリプションを使用すると、ターゲット・ビューポイントをソース・ビューポイント
にサブスクライブすることで、ビューポイント間でデータを共有できます。ソース・ビュー
ポイントで更新が行われると、ターゲット・ビューポイントで同じ変更を行うための要求が
自動的に生成されます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ビューポイントのサブスクライブについて学習し
ます。  概要: Enterprise Data Management Cloud

でのサブスクリプションの変更管理の自動化
たとえば、Planningおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーションでビューポイ
ントを設定し、Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのビューポイントにサブス
クライブできます。一般会計アプリケーションにノードを追加すると(新しいコスト・センタ
ーを追加するなど)、そのノードを Planningおよび Financial Consolidation and Closeアプリ
ケーションに追加するための要求が自動的に生成されます。
考慮事項
• ビューポイント全体をサブスクライブするか、特定のアクション、最上位ノード(階層ビ
ューポイントの場合)、またはノード条件に対してサブスクリプションを構成することが
できます。サブスクリプションへのフィルタおよび条件の追加を参照してください。

• サブスクリプションを作成する際、ターゲット・ビューポイントで要求を自動的に送信す
るか、サブスクリプション担当者が手動で送信するかを指定します。
– 自動送信—ビューポイント間で即座に変更を同期できます。システムでサブスクリ
プション要求が検証され、変更がターゲット・ビューポイントに自動的に送信されま
す。

ノート:

要求の生成に使用されるいずれかのサブスクリプションで「自動送信」が有
効ではない場合、要求は自動送信されません。かわりに、修正処理を実行で
きるように、サブスクリプション担当者に通知されます。
サブスクリプション要求内のアイテムが更新不要または同じキーを持つ行
がすでに処理されましたのいずれかのステータスでスキップされ、他の自動
送信条件はすべて満たしている場合、要求は送信されます。アイテムがその
他のステータスでスキップされる場合(同じ要求内の他のアイテムが前述の
2つのいずれかのステータスでスキップされる場合でも)、サブスクリプシ
ョン要求全体は送信されません。

– 手動送信—変更を送信する前に、サブスクリプション担当者はターゲット要求をレビ
ューおよび編集できます。
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• 自動送信サブスクリプション要求の場合、「承認の省略」を選択して「承認」ステ
ージをスキップし、すべての要求アイテムが有効な場合は要求を自動的に「コミッ
ト」ステージに移動します。
複数のサブスクリプションからのアイテムを含むサブスクリプション要求の場合:

– 要求のすべてのサブスクリプションで「承認の省略」が有効な場合、サブスク
リプションのすべての要求アイテムが「コミット」ステージに移動されます。

– 要求の一部のサブスクリプションで「承認の省略」が有効で、一部では有効で
ない場合、サブスクリプション要求は「承認」ステージに移動され、「承認の
省略」が有効でないターゲット・ビューポイントのポリシーの承認者が要求を
承認するよう招待されます。「承認の省略」が有効なターゲット・ビューポイ
ントのポリシーの承認者は、要求を承認するよう招待されません。

• サブスクリプションでは、ソースのコンテキストはターゲットのコンテキストに関
連します。たとえば、ソースで子ノードを追加すると、可能な場合、そのノードは
ターゲットで同じ親に追加されます。

• レポートを実行して、すべてのビューおよびアプリケーションにわたって定義され
ているサブスクリプションの完全なリストを表示できます。詳細は、レポートの操
作を参照してください。

サブスクリプション・プロセスの概要
ターゲット・ビューポイントからソース・ビューポイントにサブスクライブして、サ
ブスクリプションを作成します。サブスクリプションが作成された後、サブスクリプ
ション・プロセスは次のイメージのフローをたどります。このフローは、サブスクリ
プション・プロセスの概要であり、ユーザーが実行する一連のステップではない点に
注意してください。
 

 

1. サブスクリプション・プロセスは、ソース・ビューポイントの変更に伴って、ユー
ザーが要求を送信するときに開始されます。

2. すべてのターゲット・ビューポイントに対する個別または結合ターゲット要求が生
成されます。ターゲット要求の結合を参照してください。

3. ノード・タイプ・コンバータを使用して、ソース・ノード・タイプがターゲット・
ノード・タイプに変換されます。サブスクリプションの前提条件を参照してくださ
い。

4. ノード・タイプが同一の場合、またはノード・タイプ・コンバータを使用してアイ
テムを変換できる場合、アイテムはターゲット・サブスクリプション要求にロード
されます。

5. アイテムを変換できない場合(たとえば、そのノード・タイプのノード・タイプ・
コンバータが存在しない場合)、アイテムはスキップされます。

6. サブスクリプション・ターゲット要求にロードされたすべてのアイテムが検証され
ます。
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7. ターゲット・サブスクリプション要求内のアイテムが有効な場合、どのアイテムもスキッ
プされず、自動送信が使用可能になり、ターゲット・サブスクリプション要求内のアイテ
ムは自動送信され、要求ステータスは完了に変わります。

8. ターゲット・サブスクリプション要求内のアイテムが有効でない場合(たとえば、親を特
定できない場合)、または自動送信が使用可能でない場合、要求はドラフト・ステータス
のままになり、担当者はアクションを取る必要があります。

9. 要求担当者に、要求のステータスとともに通知が送信されます。要求の通知を参照してく
ださい。

サブスクリプションの例
次の例では、一般会計ビューの勘定体系ビューポイントがサブスクリプション・ソースで、
Financial Closeビュー、Planningビューおよび Enterprise Planningビューのターゲット・ビ
ューポイントをこれにサブスクライブします。各サブスクリプションには別個の担当者がい
ます。勘定体系ビューポイントに更新が行われると、サブスクライブしている 3つのビュー
ポイントで同じ更新が行われるように、ターゲット・サブスクリプション要求が自動的に生
成され、各担当者に通知が送信されます。
 

 

ターゲット要求の結合
次の条件が満たされる場合、要求アイテムはターゲット要求で結合されます。
• ソース・ビューポイントが同じビューに存在する
• ターゲット・ビューポイントが同じビューに存在する。ソース・ビューポイントと同じビ
ューに存在する必要はありません。
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• サブスクリプションの担当者が同じである
次の例では、Planningビューポイントと Enterprise Planningビューポイントが
Planning Maintenanceビューに追加され、両方のサブスクリプションの担当者は同じ
です。2つのターゲット・ビューポイントは同じビュー内にあり、担当者が同じである
ため、Planningと Enterprise Planningの更新を求めるターゲット要求は、1つの要求
に結合されます。
 

 

サブスクリプションの作成、編集および検証
サブスクリプションを作成するには、ターゲット・ビューポイントに移動して、サブ
スクライブするソース・ビューポイントを選択します。ソース・ビューポイントで変
更がコミットされると、ターゲット・ビューポイントで同じ変更を行うための要求が
生成されます。
ベスト・プラクティス
ノード・タイプ・コンバータを作成するとき、ベスト・プラクティスとしては、ソー
ス・ノード・タイプをターゲット・ビューポイントの単一ノード・タイプに変換しま
す。ソース・ノード・タイプを複数のターゲット・ノード・タイプに変換すると、サ
ブスクリプション要求が不明になり、レコードがスキップされる可能性があります。
サブスクリプションの前提条件
サブスクリプションの作成を可能にするには、これらの条件を満たす必要があります。
• ソース・ビューポイントおよびターゲット・ビューポイントの両方のステータスが
アクティブである必要があります。

• サブスクリプションの作成者およびデフォルトと代替の担当者には、十分な権限お
よびデータ・アクセスが必要です。要求のセキュリティを参照してください。

• ソース・ビューポイントとターゲット・ビューポイントの両方に階層タイプ・ノー
ド・セットがある場合は、2つの階層セットは異なる可能性が高く、2つのビュー
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ポイントは同等のノード・タイプを少なくとも 1つ持つ必要があります。つまり、ソー
ス・ビューポイントとターゲット・ビューポイントは、同じアプリケーション内では同じ
ノード・タイプを持つ必要があります。ノード・タイプが異なる場合は、ノード・タイ
プ・コンバータを設定して、ソース・ノード・タイプをターゲット・ノード・タイプに変
換する必要があります。

• ソース・ビューポイントにリスト・タイプ・ノード・セットがあり、ターゲット・ビュー
ポイントに階層タイプ・ノード・セットがある場合は、2つのビューポイントは同等のノ
ード・タイプを少なくとも 1つ持つ必要があります。つまり、ソース・ビューポイントと
ターゲット・ビューポイントは、同じアプリケーション内では同じノード・タイプを持つ
必要があります。ノード・タイプが異なる場合は、ノード・タイプ・コンバータを設定し
て、ソース・ノード・タイプをターゲット・ノード・タイプに変換する必要があります。

• ソース・ビューポイントとターゲット・ビューポイントの両方がリスト・タイプ・ノー
ド・セットを持つ場合、またはソースが階層タイプ・ノード・セットを持ち、ターゲット
がリスト・タイプ・ノード・セットを持つ場合、2つのビューポイントは少なくとも 1つ
の異なるノード・タイプを持つ可能性が高いため、ノード・タイプ・コンバータを設定し
てソース・ノード・タイプをターゲット・ノード・タイプに変換する必要があります。

• ソース・ビューポイントにリスト・タイプ・ノード・セットがあり、ターゲット・ビュー
ポイントに階層タイプ・ノード・セットがある場合にノードを追加または挿入するサブス
クリプション・アクションでは、要求アクションごとに階層ビューポイントの親の値を計
算できます。管理者は、親の値を計算するための式を定義する必要があります。計算およ
び格納されたプロパティを参照してください。

• 計算されたノード名を持つサブスクリプションについては、ソース・ビューポイントでノ
ード名が計算され、結果の名前がターゲット・ビューポイントに渡されます。ターゲッ
ト・ビューポイントで名前を計算する場合は、名前プロパティを空白の値、または計算さ
れた名前のキーワードのいずれかに変換するように、プロパティ変換をノード・タイプ・
コンバータで設定する必要があります。計算された名前とサブスクリプションを参照し
てください。

• サブスクリプション要求の要求アイテムが生成されると、ノード・タイプ・コンバータの
親変換がソース階層ビューポイントの最上位ノードに対して実行されます。これにより、
ソース・ビューポイントに追加された最上位ノードをターゲット階層ビューポイントの別
の親の下に配置できます。

• ターゲット・ビューポイント名が 30文字を超える場合は、30文字以下のラベルを作成す
る必要があります。ラベルはサブスクリプション要求ファイルでビューポイント名のか
わりに使用されます。ビューポイントの検査を参照してください。

• 時間ラベル付きビューポイントをソース・ビューポイントまたはターゲット・ビューポイ
ントとしてサブスクリプションを作成できません。

サブスクリプションの作成
ターゲット・ビューポイントを複数のソース・ビューポイントに対してサブスクライブでき
ます。サブスクリプションを作成するには:

1. ターゲット・ビューポイントを含むビューを「ビュー」から開きます。
2. ターゲット・ビューポイントを選択します。
3. カーソルをビューポイント名の右に置き、 をクリックしてから「検査」を選択します。
4. 「サブスクリプション」タブを選択してから「作成」をクリックします。
5. サブスクリプションの作成ダイアログ・ボックスで、次のアクションを行います。

a. サブスクライブ先のソース・ビューポイントを選択します。
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ノート:

サブスクリプションの前提条件の条件に一致するビューポイントの
みが選択対象として表示されます。

b. オプション: サブスクリプションの名前と説明を入力します。デフォルトで
は、サブスクリプション名は"{Source View Name} | {Source Viewpoint Name}"
です。

c. 「作成」をクリックします。
「作成」をクリックすると、サブスクリプションがサブスクリプション・インスペクタ
に表示されます。ここから、サブスクリプション設定を編集できます。
サブスクリプションの編集、有効化、無効化または削除
サブスクリプションを編集するには:

1. ターゲット・ビューポイントを含むビューを「ビュー」から開きます。
2. ターゲット・ビューポイントを選択します。
3. カーソルをビューポイント名の右に置き、 をクリックしてから「検査」を選択し
ます。

4. 「サブスクリプション」を選択してから、編集するサブスクリプションの名前をク
リックします。
サブスクリプションがサブスクリプション・インスペクタに表示されます。

5. オプション: 「全般」タブで、「編集」をクリックし、サブスクリプションの名前ま
たは説明を変更します。

6. 「定義」タブで、「編集」をクリックして、次のいずれかのアクションを実行しま
す:

• デフォルトおよび代替の要求担当者を選択します。サブスクリプション要求
の割当てを参照してください。

ノート:

選択できるのは、ターゲット・ビューポイントのディメンションに対
して少なくとも参加者(書込み)権限を持つユーザーのみです。
アイコンは、ユーザーが構成済の電子メール・アドレスを持ち、要求
通知を受信できることを示します。

• オプション: 次のオプションの 1つ以上を選択します:
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フィールド 説明
有効 サブスクリプションを有効にします。サブスクリプションを

作成すると、デフォルトでは無効になります。サブスクリプ
ションを有効にするには、デフォルトまたは代替の担当者を
定義しておく必要があります。
ビューポイント・インスペクタの「サブスクリプション」タ
ブからサブスクリプションを有効および無効にすることもで
きます。次のサブスクリプションを有効化、無効化または削除するにはを参照してください。

ノート:

サブスクリプションが無効になっていると、ターゲ
ット・ビューポイントに対してサブスクリプション
要求または要求アイテムは生成されません。

コラボレーション 要求の協力者として要求が割り当てられていない代替担当者
が含まれます。これにより、代替担当者は、要求が割り当て
られていない場合も、要求アイテムを変更したり、コメント
や添付を追加できます。
要求についてのコラボレーションを参照してください。

自動送信 検証に合格し、次のいずれかの条件を満たす場合は、サブス
クリプションを自動的に送信できます:
– スキップされるアイテムがない場合
– 更新不要または同じキーを持つ行がすでに処理されまし
たのいずれかのステータスでアイテムがスキップされる
場合。

アイテムがその他のステータスでスキップされる場合(同じ要
求内の他のアイテムが前述の 2つのいずれかのステータスで
スキップされる場合でも)、サブスクリプション要求全体は送
信されません。

承認の省略 自動送信された要求の承認が省略されるようにします

ノート:

このオプションは、「自動送信」が選択されている
場合にのみ使用できます。

7. オプション: 「フィルタ」タブでは、階層ビューポイントのサブスクリプションには、ビ
ューポイント全体をサブスクライブしない場合にのみ最上位ノード・フィルタを追加でき
ます。最上位ノード・フィルタを使用すると、サブスクライブするソース・ビューポイン
トの分岐を選択できます。サブスクリプションへのフィルタおよび条件の追加を参照し
てください

8. 「保存」をクリックします。
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ノート:

サブスクライブ先のソース・ビューポイントを変更するようなサブスクライ
ブの編集はできません。ソース・ビューポイントを変更するには、既存のサ
ブスクリプションを削除し、必要なソース・ビューポイントを使用して新し
くサブスクリプションを作成します。

サブスクリプションを有効化、無効化または削除するには:

1. 有効化、無効化または削除するサブスクリプションを含むビューポイントを検査し
ます。ビューポイントの検査を参照してください。

2. 「サブスクリプション」タブで、「編集」をクリックします。
3. アクションを実行するサブスクリプションの「アクション」列で、 をクリック
し、オプションを選択します:

• 有効化(サブスクリプションが無効になっている場合にのみ使用可能)

• 無効化(サブスクリプションが有効になっている場合にのみ使用可能)

• 削除
4. 「はい」をクリックして確定し、「保存」をクリックします。
サブスクリプションの検証
サブスクリプションを作成した時点では、前述の前提条件は満たされています。ただ
し、作成後にビューポイントおよびユーザーの構成が変更される可能性があり、結果
として前提条件を満たさなくなる可能性があります。サブスクリプション・パネルに
移動すると、ビューポイントに対する既存のすべてのサブスクリプションが検証され、
ルールを遵守しているかどうかが確認されます。サブスクリプションが無効になって
いる場合は、問題解決のためのアクションを実行できます。
検証エラーの解決
一般的なサブスクリプション検証エラーおよびそれらのエラー解決のためのアクショ
ンを次の例で示します。
ソース・ビューポイントとターゲット・ビューポイントに共通のノード・タイプがな
い場合、またはノード・タイプ・コンバータがソース・ビューポイントとターゲット・
ビューポイントの間に設定されていない場合は、次のエラーが表示されます。
 

 
これを解決するには、ノード・タイプ・コンバータを作成してソース・ノード・タイ
プをターゲット・ノード・タイプに変換します。ノード・タイプ・コンバータの操作
を参照してください。
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サブスクリプション担当者に、少なくともソース・ビューポイントに対する参加者(読取り)権
限およびターゲット・ビューポイントに対する参加者(書込み)権限がない場合は、次のエラー
が表示されます:

 

 
これを解決するには、サブスクリプション担当者はソース・ビューポイントに対する参加者
(読取り)権限、およびターゲット・ビューポイントのアプリケーションに対する参加者(書込
み)権限を少なくとも持つ必要があります。アプリケーション権限の割当ておよびビュー権限
の割当てを参照してください。
ソースまたはターゲットのいずれかのビューポイントがアクティブでなくなっている場合
は、次のエラーが表示されます。
 

 
無効ビューポイント・エラーを解決するには、アーカイブ済ビューポイントのステータスを
アクティブに変更します。データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサイクル
の理解を参照してください。

サブスクリプション要求の割当て
サブスクリプションを作成する際には、オプションで、そのサブスクリプションによって生
成された要求に対するデフォルト担当者と、デフォルト担当者が不在の場合の代替担当者を
指定できます。
担当者はターゲット・サブスクリプション要求に要求作成者として追加されます。これによ
り、担当者は自分に割り当てられたドラフト要求を表示および変更できます。
ユーザーはデフォルト担当者として、ユーザーやグループは代替担当者として割り当てるこ
とができます。グループの場合、グループが割り当てられるには、グループ内の少なくとも
1名がターゲット・ビューポイントのディメンションに対する完全な参加者(書込み)権限(許可
されたすべてのアクション、および編集可能なすべてのプロパティ )を持つ必要があります。

ノート:

代替担当者としてグループを選択した場合、サブスクリプション要求が生成される
と、グループの使用可能なすべてのメンバーに要求が割り当てられるまで、グルー
プ内の適切な権限がある使用可能なメンバーに 1人ひとり割り当てられます。グル
ープのすべての有効なメンバーに割当の最新ラウンドで要求が割り当てられるま
で、ユーザーは繰り返されません。その後、割当が最初の使用可能なグループ・メ
ンバーから再度開始されます。
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現在協力者として要求を割り当てられていない代替担当者を追加するには、「コラボレ
ーション」オプションを有効にします。これにより、要求アイテムを変更し、コメン
トまたは添付を追加できます。サブスクリプションの作成、編集および検証を参照し
てください。
担当者の優先度
ユーザーおよびグループはサブスクリプションに次の順序で割り当てられます。
1. 担当者が使用可能であり、かつ適切な権限がある場合、要求は常にデフォルト担当
者に割り当てられます。

2. デフォルト担当者が現在不在であるか(プリファレンスの設定を参照)または適切
な権限がない場合、要求は代替担当者にリストされているユーザーに次のように割
り当てられます。
a. 要求割当は代替担当者のリストの最初のユーザーから開始され、代替担当者の
リストの下に向かって続行されます。

b. 代替担当者が現在不在であるかまたは十分な権限がない場合、要求はリストの
次の代替に割り当てられます。

c. 代替担当者リストのすべての有効なユーザーに要求が割り当てられたら、現在
の割当ラウンドが完了したと見なされ、割当の次のラウンドが開始されます。

ノート:

ユーザーが代替担当者に複数回リストされている場合(たとえば、ユ
ーザーが代替担当者としてリストされており、かつ代替担当者として
リストされているグループに含まれている場合)、そのユーザーには
割当ラウンドで 1度のみ要求が割り当てられます。

デフォルト担当者が割り当てられているものの代替担当者が割り当てられておらず、
デフォルト担当者が不在の場合、要求はそのデフォルト担当者が戻ってきてから処理
できるようにデフォルト担当者に割り当てられます。代替担当者が割り当てられてい
るもののデフォルト担当者が割り当てられておらず、いずれの代替担当者も不在の場
合、サブスクリプションはスキップされ、サブスクリプション所有者に通知が送信さ
れます。

ノート:

サブスクリプション要求の担当者には、ソース・ビューポイントの権限は必
要ありません。

ソース・ビューポイントの要求が送信されると、担当者は電子メール通知を受信しま
す。要求の通知を参照してください。

第 8章
サブスクリプション要求の割当て

8-10



サブスクリプションへのフィルタおよび条件の追加
特定のアクション、最上位ノード(階層ビューポイントの場合)、またはノード条件に対してサ
ブスクリプションを構成できます。たとえば、「追加」および「挿入」アクション、ヨーロッ
パ最上位ノードの階層ビューポイントのノード、または勘定科目タイプが「資産」のノード
のみをサブスクライブできます。サブスクリプション要求が生成されると、指定したフィル
タおよび条件を満たすソース・ビューポイントからの要求アイテムのみがターゲット・ビュ
ーポイントに作成されます。
フィルタと条件を結合すると、サブスクライブするノードおよびアクションを詳細なレベル
で選択できます。次の例では、前述のフィルタおよび条件を結合し、EMEA最上位ノードの
下にある「資産」勘定科目タイプのノードで「追加」および「挿入」アクションのみをサブ
スクライブしています。
 

 
フィルタおよび条件を追加するには、次を参照してください:

• アクションによるフィルタリング
• 最上位ノードによるフィルタリング
• ノード条件の定義

アクションによるフィルタリング
デフォルトでは、ソース・ビューポイントをサブスクライブすると、ソースで実行される各
アクションに対してターゲット・ビューポイント用にサブスクリプション要求アイテムが生
成されます。アクション・フィルタを使用すると、ソース・ビューポイントのアクションの
サブセットのみをサブスクライブできます。たとえば、「追加」および「挿入」アクションの
み、またはプロパティ更新のみをサブスクライブできます。ユーザーがソース・ビューポイ
ントでアクションを実行すると、指定したアクションのみがターゲット・サブスクリプショ
ン要求アイテムを生成します。
考慮事項
• 階層ビューポイントおよびリスト・ビューポイントの両方のサブスクリプションに対し
て、アクション・フィルタを追加できます。
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• 「すべて」チェック・ボックスをクリアし、アクション・フィルタのアクションの
サブセットを指定しない場合、プロパティ更新を含むソース要求は、ターゲット・
ビューポイントでそれらのプロパティ更新の要求アイテムを引き続き生成します。

• 同様に、フィルタおよびプロパティ更新に含まれていないアクションがソース要求
アイテムに含まれている場合、プロパティ更新の要求アイテムのみがターゲット・
ビューポイントに対して生成されます。たとえば、フィルタに「移動」アクション
が含まれておらず、ソース要求アイテムに「移動」およびプロパティ更新の両方が
含まれている場合、ターゲット・ビューポイントの要求アイテムはプロパティ更新
に対してのみ作成されます。
特定のプロパティ更新は、ソース・ビューポイントとターゲット・ビューポイント
の間でノード・タイプ・コンバータによって処理されます。ノード・タイプ・コン
バータの操作を参照してください。

ノート:

フィルタに「挿入」が含まれているが「追加」が含まれていない、または「除
去」が含まれているが「削除」が含まれていない場合、サブスクリプション
要求アイテムを処理する際に、ソースの「追加」および「削除」はターゲッ
トで「挿入」および「除去」に変換されます。

アクション・フィルタを追加するには:

1. ターゲット・ビューポイントを含むビューを「ビュー」から開きます。
2. ターゲット・ビューポイントを選択します。
3. カーソルをビューポイント名の右に置き、 をクリックしてから「検査」を選択し
ます。

4. 「サブスクリプション」を選択してから、アクション・フィルタを追加するサブス
クリプションの名前をクリックします。

5. サブスクリプション・インスペクタで「フィルタ」タブを選択し、「編集」をクリ
ックします。

6. 「含まれるアクション」で、「すべて」チェック・ボックスをクリアします。
7. 「含まれるアクション」内をクリックして、ソース・ビューポイントで使用可能な
アクションのドロップ・ダウン・メニューを表示し、追加するアクションを選択し
ます。

8. アクションの選択が終了したら「保存」をクリックします。
アクション・フィルタからアクションを除去するには、「編集」をクリックし、除去す
るアクションの横にある「X」をクリックします。

最上位ノードによるフィルタリング
階層ビューポイントのサブスクリプションでは、ノード・セット全体ではなくソース・
ビューポイントの一部をサブスクライブするための最上位ノード・フィルタを追加で
きます。サブスクライブする対象として複数の最上位ノードを指定できます。ソー
ス・ビューポイントで更新が行われたとき、更新が選択した分岐内であれば、ターゲ
ット・ビューポイントで同じ更新を行うための要求が生成されます。ソース・ビュー

第 8章
サブスクリプションへのフィルタおよび条件の追加

8-12



ポイントの更新が選択した分岐内でない場合、その分岐のサブスクリプション要求アイテム
は生成されません。
考慮事項
• 同じ祖先チェーンのノードまたは子のない最下位ノードなど、階層内のすべてのノードを
フィルタ用の最上位ノードとして選択できます。

• ソース・ビューポイントがリスト・タイプ・ノード・セットに基づいている場合は、最上
位ノード・フィルタをサブスクリプションに追加できません。

• ソース・ビューポイントの要求アクションの中には、ターゲット・ビューポイント内の同
等のアクションに変換されるものがあります。
– ソースの Addアクションおよび Insertアクションは、ノードがターゲットに存在して
いる場合、ターゲットで Updateアクションになることがあります。

– ソースのノードをターゲットの最上位ノード分岐から移動する場合、ターゲットでは
「除去」アクションになります。

– ソースのノードをターゲットの最上位ノード分岐に移動する場合、ターゲットでは
「更新」アクションになります。共有ノードが有効な場合は「挿入」になることがあ
り、共有ノードが有効でない場合は「移動」になることがあります。

• 異なる最上位ノードの下にある親ノードが、サブスクリプション最上位ノード・フィルタ
で指定されたノードの下に挿入または移動されると、サブスクリプション要求の一環とし
てその親ノードの子孫も挿入および移動されます。

最上位ノード・フィルタを追加するには:

1. ターゲット・ビューポイントを含むビューを「ビュー」から開きます。
2. ターゲット・ビューポイントを選択します。
3. カーソルをビューポイント名の右に置き、 をクリックしてから「検査」を選択します。
4. 「サブスクリプション」を選択してから、最上位ノード・フィルタを追加するサブスクリ
プションの名前をクリックします。

5. サブスクリプション・インスペクタで「フィルタ」タブを選択し、「編集」をクリックし
ます。

6. 「含まれる最上位ノード」で、「追加」をクリックします。
7. ノード・セレクタで、サブスクライブする 1つ以上の最上位ノードを選択します。次のい
ずれかのアクションを実行します。
• サブスクライブする最上位ノードの名前を検索バーに入力し、[Enter]を押してノード
を直接検索します。

• をクリックして、サブスクライブする最上位ノードにドリルします。
選択したノードはチェック・マークで示され、「選択済」タブに追加されます。「選択済」
タブからノードを除去するには、「X」をクリックします。
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ノート:

デフォルトでは、ノードの説明はノード・セレクタのノード名の横に表

示されます。「ノード・プロパティの表示」 をクリックして、ノー
ド・セレクタに表示する別のプロパティを選択します。ビューポイント
で列として表示されるように構成したプロパティを選択できます。ビュ
ーポイントでのプロパティの表示方法の構成を参照してください。

8. 最上位ノードの選択が完了したら、「OK」をクリックし、「保存」をクリックしま
す。

最上位ノード・フィルタを除去するには:

1. サブスクリプション・インスペクタの「定義」タブで、「編集」をクリックします。
2. 「含まれる最上位ノード」で、除去する最上位ノードの「アクション」列にカーソ
ルを置き、 をクリックしてから「除去」を選択します。

ノード条件の定義
ノード条件式を構成して、ソース・ビューポイントのサブスクライブするノードを定
義できます。たとえば、アクティブなノードや、階層内の特定レベルのノードのみを
サブスクライブできます。ノード条件式を構成すると、式に対して Trueと評価された
ノードで実行されたアクションのみが、ターゲット・ビューポイントに対してサブス
クリプション要求アイテムを生成します。
ビューポイントに関連付けられているノード・タイプ用に構成されたプロパティのみ
を、式ビルダーで選択できます。

ノート:

ノード条件式は、「除去」、「名前変更」または「削除」アクションの要求アイ
テムには適用されません。

ノード条件式を定義するには:

1. ターゲット・ビューポイントを含むビューを「ビュー」から開きます。
2. ターゲット・ビューポイントを選択します。
3. カーソルをビューポイント名の右に置き、 をクリックしてから「検査」を選択し
ます。

4. 「サブスクリプション」を選択してから、アクション・フィルタを追加するサブス
クリプションの名前をクリックします。

5. サブスクリプション・インスペクタで「フィルタ」タブを選択し、「編集」をクリ
ックします。
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6. 「ノード条件」で、「式の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックして式ビルダ
ーを起動します。

7. 式ビルダーでノード条件式を作成します。サブスクリプション・ビューポイントで条件に
対してノードを評価しているため、式ビルダーで sourceNodeオブジェクトを使用しま
す。
式ビルダーにより、ブール値のみに評価される式の作成が示されます。式の作成を参照し
てください。

8. ノード条件式の作成が終了したら、「適用」をクリックしてサブスクリプション・インス
ペクタに戻り、「保存」をクリックします。

包含プロパティによるフィルタリング
ノードで包含プロパティを構成することにより、ノードをサブスクリプションに含めるか、
サブスクリプションから除外するかを指定できます。
この包含プロパティを使用すると、たとえば、ターゲット・ビューポイントにノードをただ
ちに追加せずに、ソース・ビューポイントのノードを追加できます。次に、ターゲット・ビ
ューポイントにノードを追加する準備ができたら、ソース・ビューポイントの包含プロパテ
ィ値を変更して、サブスクライブしているターゲット・ビューポイントにそのノードを追加
するサブスクリプション要求アクションを生成できます。

Note:

包含プロパティは、ノード・レベル・プロパティである必要があります。

包含プロパティは、サブスクリプションの一環としてソース・ビューポイントのノードをタ
ーゲット・ビューポイントに送信するかどうかを制御するブールまたはリストのデータ型プ
ロパティです。
• 包含プロパティがブール・データ型の場合は、ブール値が Trueのときにノードがターゲ
ット・ビューポイントに追加され、値が Falseのときにターゲット・ビューポイントから
除去されます。通常、サブスクライブしている単一のターゲット・ビューポイントがあ
り、そのサブスクリプションにノードを含めるかどうかを指定する場合は、ブール包含プ
ロパティを使用します。

• 包含プロパティがリスト・データ型の場合は、値を入力するか、または「許容値」リスト
から値を選択して、包含値を指定する必要があります。サブスクライブしている複数のタ
ーゲット・ビューポイントがあり、ノードをサブスクリプションに含める必要があるター
ゲット・ビューポイントを指定する場合は、リスト・データ型プロパティを使用します。

ノードを含めるように包含プロパティがソース・ビューポイントに設定されている場合は(つ
まり、ブールの値が Trueであるか、またはリストの包含値が含まれている場合)、サブスクリ
プションによってターゲット・ビューポイントに対してノードの要求アクションが生成され
ます。ノードがターゲット・ビューポイントにすでに存在しない場合は、追加または挿入さ
れます。
ノードを除外するように包含プロパティがソース・ビューポイントに設定されている場合(つ
まり、ブールの値が Falseであるか、またはリストの包含値が含まれていない場合)、ターゲ
ット・ビューポイントにノードが存在すると、そのノードは除去または削除されます。存在
しない場合、除外されたノードに対する要求アクションは生成されません。
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ベスト・プラクティス
ターゲット・ビューポイントから除外するノードのプロパティ値および子関係を保持
する場合は、サブスクリプションで「含まれるアクション」フィルタから「削除」ア
クションを除去して、ノードが除去されるのみにすることをお薦めします。アクショ
ンによるフィルタリングを参照してください。
考慮事項
• ソース・ビューポイントのノード・タイプからブールまたはリストのデータ型プロ
パティを使用して、包含プロパティ・フィルタを構成できます。

Note:

既存のプロパティを包含プロパティとして構成したり、新規プロパティ
を作成してこのサブスクリプションの包含プロパティとして使用できま
す。プロパティの手動での作成を参照してください。

• 包含プロパティには、「なし」または「指定済」のデフォルト・タイプを設定できま
す。次のシナリオでは、「指定済」デフォルト・タイプが役立ちます:

– デフォルトで、サブスクリプションのすべてのノードを含め、含めないノード
を明示的に指定します。ノードを含めるようにデフォルト値を設定して(ブー
ルの値が Trueであるか、またはリストの包含値を含める)、除外するノードの
プロパティのみを変更できます。

– デフォルトで、サブスクリプションのすべてのノードを除外し、含めるノード
を明示的に指定します。ノードを除外するようにデフォルト値を設定して(ブ
ールの値が Falseであるか、またはリストの包含値を含めない)、含めるノー
ドのプロパティのみを変更できます。

デフォルト・タイプが「なし」の場合は、すべてのノードの包含プロパティ値を指
定する必要があります。

• 「派生」または「継承」はデフォルト・タイプにできません。プロパティを包含プロ
パティとして指定した後は、そのプロパティのデフォルト・タイプを「派生」また
は「継承」のいずれかに変更できません。

• ノード式、最上位ノードおよびアクション・フィルタは、生成された要求アクショ
ンに適用されます。たとえば、ノードの包含プロパティは含めるように設定されて
いるが、そのノードがサブスクリプションからフィルタリングで除外された最上位
ノードの下にある場合、そのノードに対して要求アクションは生成されません。

• ソース・ビューポイントの要求アクションの中には、ターゲット・ビューポイント
内の同等のアクションに変換されるものがあります。
– ソース・ビューポイントの包含値を Falseから Trueに変更する場合(またはリ
ストの包含値を含める場合)、ノードがまだ存在しないと、そのノードはター
ゲット・ビューポイントに追加(または階層セットに挿入)されます。

– ソース・ビューポイントの包含値を Trueから Falseに変更する場合(またはリ
ストの包含値を含めない場合)、ノードがターゲット・ビューポイントに存在
すると、そのノードは削除(または階層セットから除去)されます。

– ソース・ビューポイントの包含値を変更しない場合、包含プロパティが True
に設定されていると(またはリストの包含値を含めると)、ソース・ビューポイ
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ントで実行する要求アクションはターゲット・ビューポイントに伝播されます。
• 共有ノードの場合(ターゲット・ビューポイントが階層のとき):

– ソース・ビューポイントのノードを含めるまたは除外するように包含プロパティが更
新された場合は、ノードのすべてのインスタンスに対して要求アクションが生成され
ます。

– 包含プロパティが更新されず、ノードを含めるように設定された場合は、アクション
が実行されたインスタンスに対してのみ要求アクションが生成されます。

– 包含プロパティが更新されず、ノードを除外するように設定された場合、ノードのす
べてのインスタンスに対して要求アクションは生成されません。

たとえば、ソース・ビューポイントの親 A、Bおよび Cの下に共有ノードがあるとしま
す。
– ソース・ビューポイントの親 Aの下にノードを含めるように包含プロパティを更新す
る場合は、親 Aの下にノードを追加し、ターゲット・ビューポイントの親 Bおよび
Cの下にノードを挿入するための要求アクションが生成されます。同様に、ソース・
ビューポイントの親 Aの下からノードを除外するように包含プロパティを更新する
場合は、親 Aの下からノードを削除し、ターゲット・ビューポイントの親 Bおよび
Cからノードを除去するための要求アクションが生成されます。

– 包含プロパティを更新せず、ノードを含めるように設定された場合は、アクションを
実行したノードのインスタンスに対してのみ要求アクションが生成されます。した
がって、ソース・ビューポイントの親 Bの下にあるノードのプロパティを編集した場
合は、ターゲット・ビューポイントの親 Bの下にあるノードの当該プロパティのみを
変更するための要求アクションが生成されます。

– 包含プロパティを更新せず、ノードを除外するように設定された場合、アクションを
実行したソース・ビューポイントのインスタンスに関係なく、要求アクションは生成
されません。

Tip:

サブスクライブしている複数のビューポイントがある場合、どのノードをどのビュ
ーポイントが受け取るかを判断するユーザーが 1名のみ(サービス管理者など)のと
きは、リスト・データ型の包含プロパティを使用できます。複数の異なるユーザー
が存在し、それぞれが管理するビューポイントにプロパティが送信されるかどうか
を判断する場合は、複数のブール・データ型の包含プロパティを設定し、プロパテ
ィ・レベルのデータ・アクセスを使用して、ビューポイントのブール・プロパティ
を表示または編集できるユーザーを制御できます。
たとえば、Planning管理者のみが「Planningに含める?」プロパティを編集でき、
連結管理者のみがソース・ビューポイントの「連結に含める?」プロパティを編集で
きるように、データ・アクセスを構成できます。包含プロパティの例のブール・デ
ータ型の包含プロパティの例を参照してください。
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Note:

ブールまたはリストのデータ型のノード・レベル・プロパティの値に基づき、
すでにノード条件を使用してサブスクリプションからノードをフィルタリン
グで除外している場合は(ノード条件の定義を参照)、ノード条件フィルタを
包含プロパティ・フィルタに置換する必要があります。
関係レベル・プロパティに対してノード条件フィルタを使用している場合、
関係レベル・プロパティに対して包含プロパティ・フィルタは作成できない
ため、既存のノード条件フィルタを保持する必要があります。

包含プロパティの構成
1. 包含プロパティを構成するサブスクリプションを含むビューポイントを検査し、
「サブスクリプション」タブをクリックします。

2. サブスクリプションを新規作成するか、または既存のサブスクリプションを編集し
ます。ビューポイントのサブスクライブを参照してください。

3. 「フィルタ」タブで「編集」をクリックします。
4. 「包含プロパティ」ドロップダウン・メニューから、包含プロパティとして構成す
るプロパティを選択します。選択できるのは、ブールまたはリストのデータ型のノ
ード・プロパティのみです。

5. 選択したプロパティがリスト・データ型の場合は、「包含値」に包含値を入力しま
す(または、プロパティで許容値を使用している場合は、値を選択します)。

Note:

プロパティに許容値のアプリケーションまたはノード・タイプ・オーバ
ーライドがある場合は、すべてのオーバーライドからすべての許容値を
包含値として選択可能です。

6. 「保存」をクリックします。

包含プロパティの例
リスト・データ型の包含プロパティの例
サブスクライブしているターゲット・ビューポイントを指定してソース内のノードに
対する変更を含めるように、リスト・データ型の包含プロパティを使用する概念を示
すために、Planningと連結ビューポイントの両方で変更を同期するようにサブスクリ
プションが設定された GLソース・ビューポイントがあると想定します。次のように、
サブスクリプション内のノードを一方または両方のビューポイントに含めるかどうか
を決定するために、包含プロパティを作成できます:

1. 次の詳細を指定して、包含プロパティとして使用する新規プロパティを作成しま
す:

フィールド 値
テンプレート Custom.Listテンプレート
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フィールド 値
名前 含めるアプリケーション
説明 このノードをサブスクリプションに含めるターゲット・アプリ

ケーションを決定します。
レベル ノード
デフォルト・タイプ 指定済
デフォルト値 Plan、Consol
編集可能 True
継承? なし
プロパティの手動での作成を参照してください

2. プロパティを GL (ソース)ビューポイントの適切なノード・タイプに追加します。プロパ
ティ・パラメータの編集のノード・タイプへのプロパティの追加を参照してください。

3. Planning (ターゲット)ビューポイントのサブスクリプションで、包含プロパティについて
次を指定します:

• 包含プロパティ: 含めるアプリケーション
• 包含値: Plan

4. 連結(ターゲット)ビューポイントのサブスクリプションで、包含プロパティについて次を
指定します:

• 包含プロパティ: 含めるアプリケーション
• 包含値: Consol

これで、GLビューポイントのノードを使用するとき、含めるアプリケーション・プロパティを
編集して、ターゲット・ビューポイントのサブスクリプションにノードを含めるかどうかを
制御できます:

• 含めるアプリケーション・プロパティに Planまたは Consolの値が含まれる場合、ノードは
Planningまたは連結ターゲット・ビューポイントに追加されます。

• 含めるアプリケーション・プロパティに Planまたは Consolの値が含まれない場合、ノード
は Planningまたは連結ターゲット・ビューポイントから除去されます。

ブール・データ型の包含プロパティの例
ブール・データ型の包含プロパティの場合、Planningと連結ビューポイントの両方で変更を
同期するようにサブスクリプションを設定した GLソース・ビューポイントを使用するシナリ
オに戻り、今回は、デフォルトで、GLビューポイントに追加されたノードを Planningに自
動的に追加しますが、連結管理者がノードを追加する必要があると判断しないかぎり連結に
は追加しません。
Planningは True、連結は Falseをデフォルトに設定して 2つのブール包含プロパティを作成
でき、GLビューポイントからノードを含めるかどうかを決定するために、各管理者にビュー
ポイントのプロパティへのデータ・アクセスのみを付与できます。
1. 次の詳細を指定して、包含プロパティとして使用する 2つの新規プロパティを作成しま
す:
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フィールド プロパティ 1 プロパティ 2

テンプレート Custom.Booleanテンプレー
ト

Custom.Booleanテンプレート
名前 Planningに含める? 連結に含める?
説明 このノードを Planningのサブ

スクリプションに含めるかどう
かを決定します。

このノードを連結のサブスクリプシ
ョンに含めるかどうかを決定しま
す。

レベル ノード ノード
デフォルト・タイプ 指定済 指定済
デフォルト値 True False
編集可能 True True
継承? 選択解除 選択解除
プロパティの手動での作成を参照してください

2. プロパティを GL (ソース)ビューポイントの適切なノード・タイプに追加します。
プロパティ・パラメータの編集のノード・タイプへのプロパティの追加を参照して
ください。

3. Planningおよび連結ビューポイント管理者に、それぞれ Planningに含める?および
連結に含める?プロパティへの書込みデータ・アクセスを付与します。データ・アク
セスの構成を参照してください。

これで、デフォルトでは、新規ノードは Planningビューポイントのサブスクリプショ
ンに含まれますが、連結ビューポイントのサブスクリプションには含まれません。た
だし、ビューポイント管理者は、それぞれのサブスクリプションのプロパティを編集
して、アプリケーションに対して特定のノードを含めたり除外することができます:

• Planning管理者は、Planning (ターゲット)ビューポイントでノードを除外するため
に、Planningサブスクリプションで Planningに含める?プロパティを Falseに変更
できます。

• 連結管理者は、連結(ターゲット)ビューポイントにノードを含めるために、連結サ
ブスクリプションで連結に含める?プロパティを Trueに変更できます。
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9
要求について

Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、データの変更はすべて要求を使用して実行
されます。要求は、サブスクリプションを使用してユーザー生成またはシステム生成され、
要求が行われるビューの構造に応じて、単一アプリケーション内の階層間で、または複数の
アプリケーションにわたって発生する可能性があります。これらのデータに対する変更は、
要求アイテムに編成されます。要求アイテムは、特定のノードに対する変更アクションのグ
ループです。要求を使用して、変更をコミットする前に変更をビジュアル化することもでき
ます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
要求を使用したデータの変更についてさらに学習
します。  概要: Enterprise Data Management Cloud

での要求の理解
要求内で実行可能な変更アクションは、次のとおりです。
• ノードの追加、挿入、移動、並替え、除去および削除
• 最上位ノードの追加および挿入
• プロパティの更新
Oracle Enterprise Data Management Cloud内のデータを変更する方法には 3通りあります。
• 対話型(ビューポイントに対する手動変更)。たとえば、Oracle Enterprise Data

Management Cloudで、フロリダというノードを米国東南部の子ノードとして追加した
り、ジョージアというノードを親の米国南部から親の米国東南部に移動します。ユーザ
ー・インタフェースで行う変更ごとに、要求にアイテムが追加されます。対話型での変更
を参照してください。

• ターゲット・ビューポイントをソース・ビューポイントにサブスクライブします。たとえ
ば、Planningアプリケーションのエンティティ・ビューポイントを一般会計アプリケー
ションのエンティティ・ビューポイントにサブスクライブします。一般会計アプリケーシ
ョンのエンティティ・ビューポイントにコスト・センターを追加すると、そのコスト・セ
ンターを Planningアプリケーションのエンティティ・ビューポイントに追加するための
要求が自動的に生成されます。ビューポイントのサブスクライブを参照してください。

• ファイルからロード。たとえば、新しい米国階層を作成しており、50の新しいノード(そ
れぞれが各州を表す)を追加する必要があるとします。ロード・ファイル内の各変更が、
要求内の個別アイテムになります。このシナリオでは、要求内に 50のアイテムが作成さ
れ、各アイテムが追加対象の各州ノードに対応しています。ロード・ファイルを使用する
変更を参照してください。

対話型による変更、サブスクリプションを使用する変更、またはロード・ファイルを使用す
る変更のいずれの場合も、提案された変更はすべて、変更やファイルのロードを行うビュー
ポイントでビジュアル化されます。変更は一意の色およびアイコンで表示されるため、階層
またはリストのどの部分が変更されたか、および変更によってどの領域が影響を受ける可能
性があるかを確認できます。
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ビューポイントへの変更の適用中、提案されている変更の妥当性を確認するために検
証チェックが実行されます。要求内のアイテムに検証の問題がある場合、失敗の理由
を確認し、問題を解決する方法を決定できます。
要求が送信されると、検証チェックが再実行され、変更がコミットされ、変更を使用
してビューポイントが更新されます。
時間ラベル付きビューポイントの要求アクションは実行できません。時間ラベル付き
ビューポイントの操作を参照してください。

要求タイプおよびプロセス・フロー
要求には、4つのタイプがあります。対話型の要求は、ユーザーによって手動で作成さ
れます。サブスクリプション要求は、サブスクリプションによって生成されます。マ
ージ・モードでのインポートまたはロードから、マージ要求が生成されます。連結要
求は、複数の連結済ソース要求で構成される、組み合された要求です。
対話型要求プロセス・フロー
要求を対話型で作成するプロセス・フローは次のとおりです。
1. ビューを開きます(ビューを開くを参照)

2. 要求を作成します(要求を使用する変更を参照)

3. ビューポイントに変更を加えます。ビューに加えた各変更は要求のアイテムに関
連付けられ、アイコンと色を使用して視覚化されます(要求の変更の視覚化を参照)

• 対話型で(対話型での変更を参照)。
• ファイルからのロード(ロード・ファイルの使用を参照)

4. 要求にコメントを追加します(要求コメントの追加を参照)

5. 要求または要求アイテムを検証します(要求の検証を参照)

6. 要求を送信します(要求の送信を参照)

7. 送信された要求を表示します(要求アクティビティの操作を参照)

サブスクリプション要求プロセス・フロー
サブスクリプションによって作成された要求を操作するプロセス・フローは次のとお
りです。
1. ターゲット・ビューポイントをソース・ビューポイントにサブスクライブします

(サブスクリプションの作成、編集および検証を参照)。
2. ソース要求で変更がコミットされると、サブスクリプション担当者は通知を受信し
ます(要求の通知を参照)。

3. サブスクリプション要求でビューポイントの変更を確認します。サブスクリプシ
ョンを介して受信した各変更は、要求のアイテムに関連付けられ、アイコンと色を
使用してビジュアル化されます(要求の変更の視覚化を参照)。

4. 要求にコメントを追加します(要求コメントの追加を参照)

5. 要求を送信します(要求の送信を参照)
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6. (オプション)要求ファイル添付と要求アイテム詳細を比較して、サブスクリプション要求
の要求アイテムがどのように処理されたかを確認します。要求ファイルの添付の確認を
参照。

7. 完了した要求を表示します(要求アクティビティの操作を参照)。
インポートおよびロード要求プロセス・フロー
マージ・モードでのインポートまたはロードの結果として生成された要求を操作するプロセ
ス・フローは次のとおりです。
1. 「マージ」モードを使用して、既存のディメンションにデータをインポートするか、既存
のビューポイントにデータをロードします。ディメンションのインポートまたはビュー
ポイント・ロードの実行を参照してください。
要求が「送信」または「承認」ステージにある場合、要求ビューに表示されます。「クロ
ーズ済」の場合、インスペクタに表示されます。インポート結果をトランザクション履歴
に表示できます。

ノート:

インポートの場合は、インポートが完了すると、インポート要求リンクをクリ
ックして、インポート要求に移動できます。

2. 次のいずれかを行います:

• インポートまたはロードにサブスクリプションのソース・ビューポイントに対する要
求アクションが含まれていた場合、ターゲット・ビューポイントのサブスクリプショ
ン要求が生成されます。前述のサブスクリプション要求プロセス・フローを参照して
ください。

• 要求が「送信」または「承認」ステージにある場合、次の手順を続行します。
3. 要求内の変更を確認します。マージ・インポートまたはロードを介して受信した各変更
は、要求のアイテムに関連付けられ、アイコンと色を使用してビジュアル化されます(要
求の変更の視覚化を参照)。

4. 要求にコメントを追加します(要求コメントの追加を参照)

5. 要求を送信します(要求の送信を参照)

6. 完了した要求を表示します(要求アクティビティの操作を参照)。
連結要求プロセス・フロー
要求連結の理解を参照してください。
要求タイプ別の要求アイテム制限
各要求タイプは、次の最大数の要求アイテムをサポートしています :

• 対話型(対話型で、またはファイルのロードを介して): 10,000個の要求アイテム
• サブスクリプション: 12,000個の要求アイテム (これにより、最大 10,000個の初期要求ア
イテムと、サブスクリプション・プロセスの一部として生成される追加の 2,000個の要求
アイテムのスペースができます )

• マージ・モードでのインポートまたはロード: 20,000個の要求アイテム
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• 連結: 12,000個の要求アイテム

要求アクション
次の表で、リストと階層で実行できる有効な要求アクションについて説明します。

要求アクション 効果 階層 リスト
ノードの追加 リストまたは階層に

新しいノードを追加
します。

はい はい

ノードの削除 すべての階層のすべ
ての親からノードを
削除し、アプリケー
ションのノード・タ
イプから削除しま
す。

はい はい

ノード・プロパティの更新 ノード・プロパティ
に変更を加えます。

はい はい

ノードの名前変更 ノードの名前を変更
します。

はい はい
ノードの挿入 階層の親ノードの下

に既存のノードを挿
入します。リスト・
ノード・セット、異
なる階層セット、ま
たは階層セットが共
有ノードを許容する
場合は同じ階層セッ
トからノードを挿入
できます。

はい いいえ

ノードの移動 ある親から別の親
に、ノードのインス
タンスを移動しま
す。

はい いいえ

ノードの並替え 親の下のノードの順
序を変更します。

はい いいえ

ノードの除去 特定の親からノード
を除去します。ノー
ドの他の(別の親の下
の)インスタンスは除
去されません。

はい いいえ

最上位ノードの追加 新しいノードを階層
の最上位ノードとし
て追加します。

はい いいえ

最上位ノードの挿入 既存のノードを階層
の最上位ノードとし
て選択します。

はい いいえ

要求の変更の視覚化
ビューに対して行われた変更は一意の色とアイコンで表示されるため、変更した階層
またはリストの部分と、変更の影響を受ける可能性のある領域を確認できます。
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アイコン 色 意味
緑 追加されたノード

ノードのリストへの追加
子または兄弟の階層への追加
最上位ノードの追加

緑 挿入されたノード
ノードの挿入
最上位ノードの選択

赤 除去されたノード
ノードの除去

赤 削除されたノード
ノードの削除

黄 移動されたノード
ノードの移動

黄 並べ替えられたノード
ノードの並替え

黄 更新されたノード・プロパティ
ノード・プロパティの更新
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10
要求を使用する変更

ビューを変更する前に、要求を作成する必要があります。ビューに対して行う各変更には、
要求内のアイテムが関連付けられます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
要求を使用した変更について学習します。

 要求を使用した複雑なデータ変更の管理.

要求の作成
要求を作成するには:

1. ビューを開きます。
2. 「新規要求」をクリックします。「要求」ペインが開きます。
3. デフォルト名「要求 nnnn」をクリックし、新しい名前を入力することにより、要求のタ
イトルを変更します。

4. 説明をクリックして新しい説明を入力することで、要求の説明を変更します。
 

 

「要求」ペインの操作

開いているビューで、「要求」  (またはテーマに応じて )をクリックして「要求」ペイ
ンを開きます。
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「要求」ペインから、次のナビゲーション・ツールを使用します:

• で新しい要求を追加します。
• で表示されている要求のリストをリフレッシュします。これは、複数のユーザ
ーが同時に要求を作業しているときに役立ちます。詳細は、要求の同時編集を参照
してください。

• 要求情報を表示した後、「アクティブなビュー」でアクティブなビューに戻ります。

• で要求を開きます。要求アイテムの詳細を確認した後、 をクリックして
「要求」ペインに戻ります。

• で要求を検査または削除できるアクション・メニューを表示します。

対話型での変更
リストまたは階層ビューポイントは対話型で変更できます。
ベスト・プラクティス
ビューポイントに対して一括変更をする必要がある場合は、ビューポイントを Excel
にダウンロードし、スプレッドシートで一括更新を行い、要求を使用してその変更内
容をビューポイントにロードすることをお薦めします。詳細は、 ロード・ファイルを
使用する変更を参照してください。
ビューに対話型で変更を加えるには:

1. 変更を加えるビューを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
要求を使用した変更について学習します。

 要求を使用した複雑なデータ変更の管理
リスト・ビューポイントに変更を加える場合は、次のトピックを参照してください。
• ノードのリストへの追加
• ノードの削除
• ノード・プロパティの更新
• ノードの検索
階層ビューポイントに変更を加える場合は、次のトピックを参照してください。
• 最上位ノードの追加
• 最上位ノードの選択
• ノードの階層への追加
• ノードの挿入
• ノードの移動
• ノードの並替え
• ノードの除去
• ノードの削除
• ノード・プロパティの更新
• ノードの検索

ノードのリストへの追加
新規ノードや、別のビューポイントの既存のノードをリストに追加できます。別のビューポ
イントからノードを追加するには、ビューポイントが同じビューに存在する必要があり、ノ
ード・タイプ・コンバータを使用します。ビューポイントまたは要求アイテムからノードを
ドラッグ・アンド・ドロップできます。

ノート:

「追加」がノード・タイプに対して許可されるアクションの場合、ビューポイントに
ノードを追加できます。

ノードをコピーして新規ノードを作成することもできます。プロパティは新規ノードにコピ
ーされ、必要に応じて変更できます。
新規ノードの追加
新しいノードをリストに追加するには:
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1. 変更するビューを開き、ドラフト要求を開くか要求を新規作成します。
2. リスト・ビューポイントから、次のいずれかを実行します。

• をクリックし、「新規項目の追加」を選択します。
• 既存のノードをコピーするには、ノード名の右にある  をクリックしてコンテ
キスト・メニューを開き、「コピー」を選択します。

• 既存のノードのモデル元アクションを実行するには、ノード名の右にある を
クリックしてコンテキスト・メニューを起動し、「モデル元」を選択します。

ノート:

リスト・ビューポイントでモデル元を使用するには、少なくとも 1
つの関連ビューポイントを構成しておく必要があります。関連ビュ
ーポイントの構成を参照してください。

ノート:

新規ノードが「101のコピー」のようなデフォルト名でリストの一番上
に追加されます。リスト・ビューポイントのデフォルトのソート順は、
最新のノードがリストの一番上になるノード作成日順です。

3. 新規ノードの名前を変更し、プロパティ・ペインでノードのプロパティを更新しま
す。

ノート:

名前の値を計算するようにノードが設定されている場合は、ノード名が
自動的に計算されることがあります。ノードの名前の計算および保管を
参照してください。

4. 続けて変更を行うか、「完了」をクリックして要求を終了します。
別のビューポイントからのノードの追加
メニュー・アクションを使用するか、ノードをドラッグ・アンド・ドロップすること
で、別のビューポイントからノードを追加できます。画面にビューポイントを表示す
るには、左右並びレイアウトを使用します。
別のビューポイントからノードを追加するには:

1. 変更するビューを開き、ドラフト要求を開くか要求を新規作成します。
2. リスト・ビューポイントからアクションを実行します。

• をクリックし、「追加元」を選択します。
a. ビューポイントを選択します(選択できるのはノード・タイプがマップされ
ているビューポイントのみ)。
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b. ノードを参照または検索して選択します。

• 別のビューポイントからドラッグ・アンド・ドロップ:  (またはテーマに応じて
)をクリックしてビューポイントを左右並びレイアウトで開き、ノードをターゲッ

ト・リスト・ビューポイントにドラッグ・アンド・ドロップします。
• 要求アイテムからドラッグ・アンド・ドロップ: コピーする要求アイテムがある要求
を開き、要求アイテムをターゲット・リスト・ビューポイントにドラッグ・アンド・
ドロップします。

ノート:

ノードをターゲット・ビューポイントにドラッグ・アンド・ドロップできるよ
うにするには、ノード・タイプ・コンバータを設定する必要があります。

3. 選択またはドラッグしたノードが階層ビューポイントの親である場合は、オプションを選
択して「OK」をクリックします。
• ノードのみ: 選択またはドラッグされたノードのみを追加します。
• ノードと子: ノードとその子を追加します。
• ノードと子孫: ノードとその子孫を追加します。
• 最下位ノード: 選択またはドラッグされたノードの最下位ノードのみを追加します。

ノート:

複数のノード・タイプが使用可能な場合は、いずれか 1つを選択するように求
められます。

ノードの階層への追加
既存のノードの兄弟または子としてノードを追加できます。ノードをコピーして、選択した
ノードと同じ親の下に新規ノードを作成することもできます。プロパティは新規ノードにコ
ピーされ、必要に応じて変更できます。ノードの単一インスタンスを作成するには、「コピ
ー」オプションを使用します。ビューポイントのノードを共有するすべての親の下にノード
を作成する場合、「モデル元」オプションを使用します。

ノート:

「モデル元」オプションは、共有ノードをコピーするためにのみ使用できます。

最上位ノードをビューに追加するには、最上位ノードの追加を参照してください。
ノードを階層に追加する場合の考慮事項:
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• 「追加」がノード・タイプに対して許可されるアクションの場合、ビューポイント
にノードを追加できます。

• ノードを階層ビューポイントに追加する場合は、要求アイテム数の増分を 2にする
必要があります。理由は、ノードを追加するアクションとノードを階層に挿入する
アクションが実行されるためです。

• 孤立ノードは階層ビューポイントには追加できませんが、ビューポイントには追加
できます。あるノードの親が削除されると、そのノードは孤立ノードになります。
孤立ノードを追加するには、ノード・タイプを含むリスト・ビューポイントを作成
し、階層内の該当する場所に孤立ノードを挿入します。

ノードを階層に追加するには:

1. 次のいずれかを行います:

• 変更するビューを開き、ドラフト要求を開くか要求を新規作成します。
• ドラフト要求は「要求」から開きます。ビュー、ビューポイント、および要求
が開きます。

2. 操作する階層ビューポイントを選択します。
3. ノードを検索して選択し、ノード名の右にある をクリックしてコンテキスト・メ
ニューを開き、オプションを選択します。
• 子の追加: 選択したノードの子として新規ノードを作成します。
• 兄弟の追加: 選択したノードの兄弟として新規ノードを作成します。
• コピー: 選択したノードをコピーし、同じ親の下にノードを挿入して新規ノー
ドを作成します。

• モデル元: 選択したノードをコピーし、現在のビューポイントまたは関連ビュ
ーポイントで、選択したノードのすべての親の下にノードを挿入して新規ノー
ドを作成します。既存のノードのモデル元アクションによるノードの追加を
参照してください。

ノート:

選択するノードの構成に応じて、メニュー・オプションが使用可能にな
ります。たとえば、子を追加できない最下位レベル・ノードを選択した
場合は、「子の追加」オプションは使用できません。最上位ノードを選択
した場合は、「兄弟の追加」は使用できません。

4. 複数のノード・タイプが使用可能な場合は、新規ノードのノード・タイプを選択し
ます。選択が不要な場合は次のステップに進みます。

ノート:

新規ノードが「101のコピー」のようなデフォルト名で追加されます。

5. 新規ノードの名前を変更し、ノードのプロパティを更新します。
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ノート:

名前の値を計算するようにノードが設定されている場合は、ノード名が自動的
に計算されることがあります。ノードの名前の計算および保管を参照してくだ
さい。

6. 続けて変更を行うか、「完了」をクリックして要求を終了します。

既存のノードのモデル元アクションによるノードの追加
モデル元アクションでは、プロパティ値と階層関係が既存のノードと同じノードを作成でき
ます。同じビューポイント(階層ビューポイントの場合)に新規ノードを作成することも、同じ
ビュー内の指定された関連ビューポイントにノードを作成することもできます。
これにより、個々の要求アクションを実行するのではなく、単一の操作で既存のノードをコ
ピーして関連ビューポイントすべてに挿入できます。
たとえば、リスト・ビューポイントと、それぞれが異なる階層セットを使用する 2つの階層
ビューポイントがあるとします。リスト・ビューポイントでは、2つの階層ビューポイントを
関連ビューポイントとして構成します。次に、リスト・ビューポイントでモデル元アクショ
ンを実行すると、次の要求アイテムがある要求が生成されます:

• 既存のノードのコピーに対するリスト・ビューポイントでの追加アクション
• これらの階層セットの既存のノードと同じ親の下に新規ノードを挿入する、両方の階層ビ
ューポイントでの挿入アクション。共有ノードの場合、新規ノードは、階層の元のノード
のすべての親の下に挿入されます。

モデル元に関する考慮事項
• モデル元アクションの一環として生成されるアクションの実行権限がない場合は、検証エ
ラーが表示されます。たとえば、ビューポイントの階層セットに対する挿入権限がなく、
その挿入アクションを生成するモデル元アクションを実行すると、要求アクションが生成
され、そのアクションの検証エラーが表示されます。

• リスト・ビューポイントでモデル元アクションを実行するには、最初に関連ビューポイン
トを少なくとも 1つ指定する必要があります(関連ビューポイントの構成を参照)。リス
ト・ビューポイントの関連ビューポイントがない場合は、かわりにコピー・アクションを
使用します。

関連ビューポイントを使用したモデル元に関する考慮事項
• ソース・ノードを含むビューポイント以外のビューポイントでモデル元アクションを実行
するには、最初にそのビューポイントを関連ビューポイントとして構成する必要がありま
す。関連ビューポイントの構成を参照してください。

• モデル元操作の場合、関連ビューポイントは一方向です。つまり、ビューポイント Aで
ビューポイント Bを関連ビューポイントとして設定すると、ビューポイント Aでモデル
元アクションを実行した場合はビューポイント Bにノードを挿入する要求アクションが
生成されますが、ビューポイント Bでモデル元アクションを実行した場合はビューポイ
ント Aにノードを挿入する要求アクションは生成されません。

• リスト・ビューポイントを関連ビューポイントとして指定すると、そのノードのリスト・
ビューポイントの追加プロパティごとに、プロパティ更新アクションが生成されます。た
とえば、リスト・ビューポイント Aに関連ビューポイントとしてリスト・ビューポイン
ト Bがあり、リスト・ビューポイント Bに、リスト・ビューポイント Aにないノードの
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プロパティが含まれている場合、リスト・ビューポイント Aでモデル元アクショ
ンを実行すると、リスト・ビューポイント Bの追加プロパティもコピーされます。

ノードのモデル元アクション
1. 変更するビューポイントを開いて、ドラフト要求を開くか、要求を新規作成しま
す。

2. モデル元アクションを必要とするビューポイントでノード・インスタンスを選択し
ます。

3. 次のいずれかのアクションを実行します。
• リスト・ビューポイントの場合は、「アクション」 、「モデル元」の順にクリ
ックします。

Note:

リスト・ビューポイントでモデル元を使用するには、少なくとも 1
つの関連ビューポイントが構成されている必要があります。

• 階層ビューポイントの場合は、「アクション」 、「モデル元」の順にクリック
し、オプションを選択します:

– このビューポイント: 選択したノードをコピーし、現在のビューポイント
で、選択したノードのすべての親の下にそのコピーを挿入します。

– 関連ビューポイント: 選択したノードをコピーし、現在のビューポイント
およびすべての関連ビューポイントで、選択したノードのすべての親の下
にそのコピーを挿入します。

Note:

このオプションは、少なくとも 1つの関連ビューポイントが構成
されている場合にのみ使用できます。

新規ノードは、「(元のノード)のコピー」という名前で作成されます。
4. 新規ノードの名前を変更し、必要に応じて、ノードのプロパティを更新します。

最上位ノードの追加
新規ノードを階層ビューポイントの最上位ノードとして作成できます。既存のノード
を選択して最上位ノードとする場合は最上位ノードの選択を参照してください。
最上位ノードを新規作成するには:

1. 次のいずれかを行います:

• 変更するビューを開き、ドラフト要求を開くか要求を新規作成します。
• ドラフト要求は「要求」から開きます。ビュー、ビューポイント、および要求
が開きます。

2. 操作する階層ビューポイントを選択します。
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3. をクリックしてメニューを開き、「最上位ノードの追加」を選択します。
4. 複数のノード・タイプが使用可能な場合は、新規最上位ノードのノード・タイプを選択し
ます。それ以外の場合は次のステップに進みます。

ノート:

新規最上位ノードが New Deptのようなデフォルト名で追加されます。

5. 新規最上位ノードの名前を変更し、ノードのプロパティを更新します。
6. 続けて変更を行うか、「完了」をクリックして要求を終了します。

最上位ノードの挿入
階層ビューポイントの最上位ノードにする既存のノードを選択できます。新規ノードを最上
位ノードとして作成する場合は、最上位ノードの追加を参照してください。
最上位ノードを挿入するには:

1. 次のいずれかを行います:

• 変更するビューを開き、ドラフト要求を開くか要求を新規作成します。
• ドラフト要求は「要求」から開きます。ビュー、ビューポイント、および要求が開き
ます。

2. 操作する階層ビューポイントを選択します。
3. 「最上位ノードの追加」 をクリックし、「最上位ノードの挿入」を選択します。
4. 挿入するノードのビューポイントを選択します。ビューポイントは次にフィルタされま
す。
• 共有ノード・オプションが有効化されている場合、現在のビューポイント。
• 現在のビューポイントと同じ階層セットを共有する、共有ノードが有効化されている
ビューポイント。

• 現在のビューと同じノード・タイプを使用するか、現在のビューのノード・タイプに
変換できるソース・ノード・タイプを持つビューのビューポイント。

ヒント:

使用できるビューポイントがない場合:

• 同じビューポイントからノードを挿入する場合は、ビューポイント・ディメ
ンションで共有ノードが有効化されていることを確認してください。

• ビューの別のビューポイントからノードを挿入する場合は、別のビューポイ
ントが同じノード・タイプを使用しているか、ノード・タイプ・コンバータ
が設定されていることを確認してください。ノード・タイプ・コンバータの
操作を参照してください。
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5. ノード・セレクタで、挿入するノードを選択します。挿入するノードの名前を検索
バーに入力し、[Enter]を押してノードを直接検索することも、 をクリックし、
挿入するノードにドリルすることもできます。
• 同じビューポイント、または同じノード・タイプのビューポイントからノード
を挿入する場合: 挿入する複数のノードを選択できます。選択したノードはチ
ェック・マークで示され、「選択済」タブに追加されます。「選択済」タブから
ノードを除去するには、「X」をクリックします。

• ターゲット・ビューポイントとは異なるノード・タイプのソースからノードを
挿入する場合: 挿入する単一のノードおよび関連するノードを選択できます。
ノードの横にある をクリックし、挿入のタイプを選択します:

– ノードのみ
– ノードと子
– ノードと子孫
– 最下位ノード

6. オプション: デフォルトでは、ノード・セレクタのノード名の横にノードの説明が

表示されます。「ノード・プロパティの表示」 をクリックして、ノード・セ
レクタに表示する別のプロパティを選択します。ビューポイントで列として表示
されるように構成したプロパティを選択できます。ビューポイントでのプロパテ
ィの表示方法の構成を参照してください。

7. 最上位ノードの選択が完了したら、「OK」をクリックしてノード・セレクタを閉じ
ます。

8. 続けて変更を行うか、「完了」をクリックして要求を終了します。

ノード・プロパティの更新
ビューポイント内のノード・プロパティを更新できます。プロパティを編集する場合
は、作業しているアプリケーションに対して編集します。あるアプリケーションでの
プロパティの変更は、他のアプリケーションに影響しません。

ノート:

共有ノードで行ったプロパティの変更は、ビューポイント内のそのすべての
場所でその共有ノードに影響します。

詳細は、 ノード・プロパティの操作を参照してください。
ノード・プロパティを更新するには:

1. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
2. 更新するノードを選択します。
選択したノードのプロパティが「プロパティ」ペインに編集モードで表示されま
す。

3. 必要に応じて、新規プロパティ値を入力します。
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ノート:

ノード・データ型プロパティを更新する場合は、プロパティ用に構成されたノ
ード・セットを使用する単一のビューポイントから選択できます。

4. 「完了」をクリックします。
状況によっては、プロパティの更新が許可されなくてもプロパティのクリア・オプションが
使用可能である場合があることに注意してください。

編集可能なプロパティのシナリ
オ

UIのプロパ
ティの更新

UIのクリア・
オプション

ファイル要求の
更新

ファイル要求の
クリア

編集可能なプロパティ(ビューポ
イント)が Falseの場合

読取り専用 使用不可 スキップ済 スキップ済

編集可能なプロパティ(ビューポ
イント)が Trueで、編集可能なプ
ロパティ(アプリケーション・オー
バーライド)が Falseの場合

読取り専用 使用可能 スキップ済 有効

編集可能なプロパティ(ビューポ
イント)が Trueで、編集可能なプ
ロパティ(ノード・タイプ・オーバ
ーライド)が Falseの場合

検証エラー 使用可能 検証エラー 有効

継承プロパティの使用
1. 要求を作成します。
2. 親ノードのプロパティ値を定義します。
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ノート:

子孫ノードにすでにプロパティ値が定義されている場合、継承値を表示
するには、事前にプロパティ値をクリアする必要があります。プロパテ
ィ値は 1度に 1つずつクリアするか、要求ロード・ファイルを使用して
クリアします。

3. 要求を送信します。
祖先ノードに設定した値が、子孫に自動的に設定されます。
 

 

継承プロパティ値のオーバーライド
祖先ノードから継承したプロパティ値とは異なるプロパティ値が子孫ノードに必要な
場合、継承したプロパティをオーバーライドするように、ノードのプロパティ値を変
更できます。プロパティ値が、継承した値ではなく定義した値に変更されます。
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プロパティ値のクリア
定義済みプロパティのプロパティ値をクリアできます。プロパティ値をクリアすると、格納
値が削除され、値はデフォルト値、継承値または派生値に戻ります。
 

 
プロパティをクリアするとすぐに、デフォルト値、継承値または派生値が表示されます。
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プロパティのハイパーリンクへの移動
次の 2つの方法で、ハイパーリンク・プロパティのターゲットに移動できます:

• ビューポイントのプロパティ・ペインで、ハイパーリンクをクリックしてリンク・
ターゲットに移動するか、リンクを右クリックして標準のリンク操作(「新規タブで
開く」、リンクに名前を付けて保存など)を実行します。

• 要求のコンテキストでは、プロパティはプレーン・テキストで表示されるため編集
できます。「アクション」 をクリックし、「ハイパーリンクを開く」を選択して
リンク・ターゲットに移動します。

 

 

ノードおよび関連ノードの挿入
次からノードを挿入できます。
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• リスト・ノード・セット
• 異なる階層セット
• 階層セットが共有ノードを許可する場合は、同じ階層セット
挿入はターゲットの親から「ここに挿入」メニュー・オプションを使用して、または左右に
並べた別のビューポイントまたはドラフト要求アイテムからノードをドラッグ・アンド・ド
ロップして行います。
たとえば、会社が 5人の新しい従業員を雇い、全員が同じマネージャの部下であるとします。
新しい従業員は、5つの異なる場所で働きます。5人の新しい従業員を 1つのビューポイント
のマネージャに追加してから、新しい従業員それぞれを異なるビューポイントの適切なオフ
ィスにドラッグ・アンド・ドロップできます。
階層ビューポイントからノードを挿入する場合は、単独でまたは関連するノードを同時に挿
入できます。
• ノードと子
• ノードと子孫
• 最下位ノード

ノート:

関連ノード・オプションは、選択したノードの子孫が階層内に存在する場合にのみ
使用可能です。

ドラッグ・アンド・ドロップ
別のビューポイントからドラッグ・アンド・ドロップでノードを挿入するには:

1. ビューを開き、「要求の作成」をクリックします。

2.  (またはテーマに応じて )をクリックして、左右に並べる 2つのビューポイント
を選択します。一方からノードをドラッグし、もう一方にそのノードを挿入します。

ノート:

ビューポイントを複製タブで開いた場合は、あるビューポイントから別のビュ
ーポイントにノードをドラッグすることで、ビューポイント内の別の親の下に
ノードを挿入できます。複製ビューポイント・タブの使用を参照してください。

3. 挿入するノードを選択し、ターゲットの親にドラッグ・アンド・ドロップします。
4. 挿入タイプを選択し、「OK」.をクリックします。
「ここに挿入」メニュー
「ここに挿入」メニュー・オプションを使用してノードを挿入するには:

1. ノードを挿入するビューを開きます。
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2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
3. 挿入するノードの親になるノードを選択し、ノード名の右にある をクリックし
て、「ここに挿入」を選択します。

4. 挿入するノードのビューポイントを選択します。ビューポイントは次にフィルタ
されます。
• 共有ノード・オプションが有効化されている場合、現在のビューポイント。
• 現在のビューポイントと同じ階層セットを共有する、共有ノードが有効化され
ているビューポイント。

• 現在のビューと同じノード・タイプを使用するか、現在のビューのノード・タ
イプに変換できるソース・ノード・タイプを持つビューのビューポイント。

ヒント:

使用できるビューポイントがない場合:

• 同じビューポイントからノードを挿入する場合は、ビューポイント・
ディメンションで共有ノードが有効化されていることを確認してく
ださい。

• ビューの別のビューポイントからノードを挿入する場合は、別のビュ
ーポイントが同じノード・タイプを使用しているか、ノード・タイ
プ・コンバータが設定されていることを確認してください。ノード・
タイプ・コンバータの操作を参照してください。

5. ノード・セレクタで、挿入するノードを選択します。挿入するノードの名前を検索
バーに入力し、[Enter]を押してノードを直接検索することも、 をクリックし、
挿入するノードにドリルすることもできます。
• 同じビューポイント、または同じノード・タイプのビューポイントからノード
を挿入する場合: 挿入する複数のノードを選択できます。選択したノードはチ
ェック・マークで示され、「選択済」タブに追加されます。「選択済」タブから
ノードを除去するには、「X」をクリックします。

• ターゲット・ビューポイントとは異なるノード・タイプのソースからノードを
挿入する場合: 挿入する単一のノードおよび関連するノードを選択できます。
ノードの横にある をクリックし、挿入のタイプを選択します:

– ノードのみ
– ノードと子
– ノードと子孫
– 最下位ノード

6. オプション: デフォルトでは、ノード・セレクタのノード名の横にノードの説明が

表示されます。「ノード・プロパティの表示」 をクリックして、ノード・セ
レクタに表示する別のプロパティを選択します。ビューポイントで列として表示
されるように構成したプロパティを選択できます。ビューポイントでのプロパテ
ィの表示方法の構成を参照してください。
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7. ノードの選択が終了したら、「OK」をクリックしてノード・セレクタを閉じます。
8. 「OK」をクリックします。

ノードの移動
ビューポイントのある親から同じビューポイントの別の親に、ノードを移動できます。移動
を実行するには、移動するノードをドラッグ・アンド・ドロップするか、新しい親で「ここ
に移動」メニュー・オプションを使用してノードを特定して移動します。

ノート:

ノードは階層ビューポイントでのみ移動できます。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用してノードを移動するには:

1. ノードを移動するビューポイントを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
3. 移動するノードを選択し、新しい親にドラッグ・アンド・ドロップします。

ノート:

複製タブでビューポイントを開いた場合(複製ビューポイント・タブの使用を参照):

• 同じビューポイント・タブ内の新しい親の下にノードをドラッグ・アンド・ド
ロップすると、ノードが移動されます。

• 新しい親の下にあるノードを一方のタブから他方のタブにドラッグ・アンド・
ドロップすると、ノードが挿入されます。

「ここに移動」メニュー・オプションを使用してノードを移動するには:

1. ノードを移動するビューポイントを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
3. 移動するノードのターゲットの親になるノードを選択し、ノード名の右にある をクリッ
クして、「ここに移動」を選択します。

4. ノード・セレクタで、移動するノードを 1つ以上選択します。次のいずれかのアクション
を実行します。
• 移動するノードの名前を検索バーに入力し、[Enter]を押してノードを直接検索しま
す。

• をクリックして、移動対象のノードにドリルします。
選択したノードはチェック・マークで示され、「選択済」タブに追加されます。「選択済」
タブからノードを除去するには、「X」をクリックします。
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ノート:

デフォルトでは、ノードの説明はノード・セレクタのノード名の横に表

示されます。「ノード・プロパティの表示」 をクリックして、ノー
ド・セレクタに表示する別のプロパティを選択します。ビューポイント
で列として表示されるように構成したプロパティを選択できます。ビュ
ーポイントでのプロパティの表示方法の構成を参照してください。

5. ノードの選択が終了したら、「OK」をクリックしてノード・セレクタを閉じます。
6. 「完了」をクリックします。

ノードの並替え
階層セットのソート構成に基づいて、親の下のノードの順序を変更できます(階層セッ
トの作成を参照)。親または最下位ノードの並替えが許可されている場合、ノードをド
ラッグ・アンド・ドロップするか、「並替え」メニュー・オプションを使用してノード
を現在の位置から 1つ上または下に移動するか、要求ロード・ファイルで順序変更ア
クション・コードを使用して、ノードを並べ替えることができます。たとえば、外部
アプリケーションで計算または共有メンバーのために特定のノード順序が必要になっ
た場合、この機能を使用して適切な順序にすることができます。
階層セットには、親ノードと最下位ノードのソート順序を決定する 3つの設定があり
ます(階層セットの作成を参照):

• カスタム順序の使用: 階層セット内のノードを並べ替えることができます。
• 親ノードからまずグループ化: 親ノードと最下位ノードが混在している場合、親ノ
ードを兄弟の先頭に配置します。

• 次を基準に最下位ノードをソート: 「親ノードからまずグループ化」が有効な場合、
親の下の最下位ノードのソート順序(「英数字」または「カスタム」)を選択できま
す。

ノート:

階層セットのソート構成によって、親ノード、最下位ノードまたは両方を並
べ替えることができるかどうかが決まります。たとえば、「カスタム順序の使
用」と「親ノードからまずグループ化」の両方が有効で、かつ「次を基準に
最下位ノードをソート」が「英数字」に設定されている場合、親ノードを並
べ替えることはできますが、最下位ノードを並べ替えることはできません。

考慮事項
• ノードは階層ビューポイントでのみ並替えできます。
• 並替えを許可するビューポイントで対話型操作でノードを移動または挿入すると、
ノードは親の子リストの一番下に配置されます。ビューポイントに移動または挿
入した後に、手動でノードを並べ替える必要があります。
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• Planningアプリケーションを登録すると、ノードと階層の関係はアプリケーションでの
それまでの順序で表示され、ノードの並替えがデフォルトで有効になります。

ノードの並替え機能を構成するには:

1. カスタム・ソート順を有効にし、ビューポイントで使用される階層セットの親ノードと最
下位ノードのソート・オプションを構成します。
a. 階層セットを検査します(階層セットの検査を参照)。
b. 「定義」タブで「編集」をクリックし、「カスタム順序の使用」、「親ノードからまずグ
ループ化」および「次を基準に最下位ノードをソート」フィールドを使用して、親ノ
ードと最下位ノードのソート順序を設定し(階層セットの作成を参照)、「保存」をクリ
ックします。

2. ビューポイントに許可されているアクションとして、ノードの並替えを有効にします。
a. ビューポイントを検査します(ビューポイントの検査を参照)。
b. 「定義」タブで「編集」をクリックし、「並替え」を選択してから「保存」をクリック
します。

ドラッグ・アンド・ドロップを使用してノードを並べ替えるには:

1. ノードを並べ替えるビューポイントを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
3. 移動するノードを選択し、同じ親の下の新しい場所にドラッグ・アンド・ドロップしま
す。

ノート:

ノードを階層内のノードの間にドロップしてください。ノードをノードの最上
位にドロップすると、そのノードの子になります。この例では、ノード 112と
420の間になるように、ノード 460を並べ替えます。

「並替え」メニュー・オプションを使用してノードを並べ替えるには:

1. ノードを並べ替えるビューポイントを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
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3. 移動するノードを選択し、ノード名の右にある をクリックして、「並替え」を選
択してから「上」または「下」を選択します。

ノート:

ノードが親の下の現在の位置から 1つ上または下に移動します。

ノードの除去
階層構造を使用するビューポイントからノードを除去できます。

ノート:

リストを使用するビューポイントには、除去オプションは使用できません。

ノードを除去すると、ビューポイントの階層セットから親/子関係が除去されます。ノ
ードに階層セット内の他の親がある場合(共有ノードなど)、それらの関係は影響を受け
ず、ノードはそれらの関係で階層セットに残ります。ノードに他の親がない場合、ノ
ードはその階層セットには存在しませんが、ノード・タイプにはまだ存在し、他の階
層セットには存在する可能性があります。
例
 

 

ノート:

ノードをすべての階層のすべての親から、またはリストを使用するビューポ
イントから削除するには、ノードの削除を参照してください。たとえば、従
業員 Aが会社で勤務しなくなった場合、従業員 Aを削除でき、ノードはすべ
ての階層から削除されます。

ノードを除去するには:

1. ノードを除去するビューを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
3. 除去するノードを検索し、ノード名の右にある をクリックして、「除去」を選択
します。

4. 「完了」をクリックします。
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ノードの削除
ノードを削除すると、アプリケーション内のすべての階層内のすべての親から削除されます。
また、リストを使用しているビューポイントからノードを削除することもできます。どちら
の場合も、ノードはアプリケーションのノード・タイプからも削除されます。
考慮事項
• 階層ビューポイントからノードを削除すると、2つの要求アクションが要求に追加されま
す。ノード・タイプの削除アクションと階層セットの除去アクションです。

• 階層内の親を削除しても、そのすべての子が削除されるわけではありません。かわりに、
削除した親とその子の関係が階層セットから除去されます。これにより、必要な場合は後
で、子(およびその子孫)を階層に再挿入できます。
ノードおよびそのすべての子を削除する場合は、削除するノードごとに個別の削除アクシ
ョンを入力する必要があります。

• 階層セット内の親から特定のノードを除去するが、このノードを使用している他の関係に
は影響しないようにするには、ノードの除去を参照してください。

例
従業員 Aは、次に示すように複数の階層のノードです。従業員 Aは退社したため、この従業
員をすべての階層から削除する必要があります。

ノードを削除するには:

1. ノードを削除するビューを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
3. 削除するノードを検索し、ノード名の右側の をクリックし、「削除」を選択します。

ロード・ファイルを使用する変更
Microsoft Excelスプレッドシートを使用して、要求にアクションをインポートできます。
ロード・ファイルの設定の詳細は、ロード・ファイル形式の要求を参照してください。
ファイルを処理するとき、要求ファイルをアップロードするユーザーの権限が考慮されます。
要求のセキュリティを参照してください。
ファイルから要求アイテムをロードするには :

1. 変更を加えるビューを開きます。
2. ドラフト要求を開くか、新しい要求を作成します。
3. 要求タイトルの右にある をクリックして、「要求アイテムのロード」を選択します。
4. ファイルを検索して選択するか、ファイルをウィンドウにドロップします。
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最初のワークシートの最初の 10行のプレビューが表示されます。他のワークシ
ートをプレビューするには、シートから別のワークシートを選択します。

5. オプション: デフォルトでは、ファイルのすべてのワークシートがロードされます。
ロードしないシートについては、シートからワークシートを選択して、「このシー
トをロード」をクリアします。
 

 

6. 「ロード」をクリックします。
ファイルのロード結果のサマリが表示されます。ロードされた合計行数、正常に処
理された行数、スキップされた行数が表示されます。「閉じる」をクリックして、
ビューポイントに戻ります。

ファイルはロードされた後に添付として要求に追加されます。2つの新しい列がファ
イルに追加されます。
• ステータス—「成功」または「スキップ済」など、行のロード・ステータスを表示
します。

• メッセージ—行の追加情報を提供します。たとえば、行がスキップされた理由を示
します: 「ノード・タイプが指定されていないか有効ではないため、行はスキップ
されました。」。

同じファイル名が 2回以上ロードされた場合、既存の添付は現在のファイルから生成
されたものに置き換えられます。

ロード・ファイル形式の要求
このトピックでは、要求アイテムのロードに使用される Microsoft Excelスプレッドシ
ートの形式について説明します。
考慮事項
• スプレッドシート・ファイルの各ワークシートは、ビューポイントに対応していま
す。

• 複数のワークシートを複数のビューポイントにロードできます。
• ワークシート(および対応するビューポイント)では、30文字以下のラベルを使用す
る必要があります。
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ノート:

ビューポイント名が 30文字を超える場合、要求アイテムをビューポイントにロ
ードする際、ワークシートに使用するラベルを作成する必要があります。ラベ
ルの使用の詳細は、ビューポイントの検査を参照してください。

• スプレッドシートは、標準列のプロパティ値を導出するための式を含むことができます。
スプレッドシートの式は、アプリケーション固有のプロパティ(FCGL、PLN)やカスタム・
プロパティでも使用できます。式の値が空と等しいプロパティ・セルはスキップされま
す。式の値が<clear>または<blank>と等しいプロパティ・セルです。

• ワークシートは、左から右の順序で処理されます。
• インポート・ファイルで重複する行は、ロード時に処理されません。
• サポートされるロケールの日付とタイムスタンプは、次の Java日付形式パターンのいず
れかである必要があります。
– Short

– Default

– Long

– Medium

ノート:

Java日時形式については、事前定義された形式の使用を参照してください。
• 10,000を超えるノードがある場合、10,000未満のノードを含む複数のロード・ファイル
を作成します。

• 親が不明な階層ビューポイントに追加または挿入されたノードの場合は、「親」列で
<Unknown>キーワードを使用して、親の値を計算し、要求アイテムごとに格納します。管
理者は、親値を計算するための式を定義しておく必要があります。ノードの親の計算およ
び保管を参照してください。

• 追加または挿入されるノードの名前を計算するには、名前列を空白のままにするか、<cn>
キーワードまたは<cn ####>キーワードを使用します。ノードは、名前値を計算するよう
に設定する必要があります。ノードの名前の計算および保管を参照してください。

列の考慮事項
• スプレッドシートには、予約された列名またはプロパティの名前と一致する列ヘッダーが
必要です(予約された列名を参照)。

ノート:

名前列がない場合、シートをロードできません。

• プロパティの列ヘッダーは、プロパティ名またはプロパティのカスタム表示ラベル(設定
されている場合。このオプションはビューポイント・インスペクタのプロパティ・タブで
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設定されます)で構成される必要があります。プロパティ名にネームスペースを含
めることはできません。たとえば、Core.Descriptionは無効です。

• ロード・ファイルに代替名プロパティの列がある場合:

– ロード先のノード・タイプに代替名プロパティが含まれる場合、ファイルのロ
ード時に次の操作が実行されます:

* 行にノード名が含まれる場合、代替名が代替名列にロードされます。
* 行にノード名が含まれない場合、代替名を使用して、代替名プロパティ値
が同一の一致するノードがビューポイントで検索されます。

– ロード先のノード・タイプに代替名プロパティが含まれない場合、列は無視さ
れます。

• 列の順序は任意です。
• 列のヘッダーが予約された列名またはプロパティ名と一致しない場合、その列は無
視されます。つまり、スプレッドシートにはロードされないコメントを含めること
ができます。

行の処理順序
要求ファイルからレコードをロードする際、親ノードが子ノードより先にビューポイ
ントに追加されるように、ロード・プロセスによってファイル・コンテンツがソート
されます。これにより、ロード・ファイルで子ノードの行がその親ノードの行より前
にある場合に、検証エラーを回避します。
たとえば、次のロード・ファイルでは、親の行 Analyticsがあり、ファイル内でそれ
よりも前に 2つの子の行 Emilyおよび Jackがあり、その両方が Analyticsを親として
います:

 

 
このファイルがロードされると、Analyticsが最初に追加され、次に Emily、Jackお
よび Maryが追加されるように、ロード・プロセスによりコンテンツがソートされま
す。
<Blank>および<Clear>処理と空のフィールド
要求ロード・ファイルに<blank>または<clear>キーワードを入力する場合と、セルを
空のままにする場合とでは、要求ファイルの処理時に異なる処理が実行されます:

• <clear>キーワードにより、既存の値がプロパティからクリアされます。
• <blank>キーワードにより、空白の定義済のプロパティ値が設定されます。
• ファイル内の空のセルは無視されます。
<blank>および<clear>キーワードと空のセルはすべてのデータ型でサポートされてい
ます。ただし、リスト・データ型の場合、リスト内の空白エントリはサポートされま
せん。つまり、リスト自体は空にできますが、リスト内のエントリは空にできません。
次に例を示します:

第 10章
ロード・ファイルを使用する変更

10-24



• リスト値: '<blank>'はサポートされます。リストに空白をインポートすると、リスト内
の既存の定義済値、継承値またはデフォルト値が上書きされることに注意してください。

• リスト値: 'A,B,C'はサポートされます。
• リスト値: 'A,,C'はサポートされません。
予約された列名
考慮事項
• プロパティが予約された列と同じ名前を持つ場合、代替列名を使用できます。サポートさ
れる代替名は、以下を参照してください。

• スプレッドシートがリストのビューポイントにロードされる場合、階層の列とアクション
は無視されます。たとえば、移動および挿入アクションはリスト・ビューポイントで無視
されます。

第 10章
ロード・ファイルを使用する変更

10-25



表 10-1 標準の列

列名 代替列名 説明
Action Code

ノ
ー
ト
:

ロ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ル
に
、
こ
の
名
前
ま
た
は
「
A
c
t
i
o
n
C
o
d
e
」
列
の
い
ず
れ
か
の
代
替
名
の
列
が
含

• Action_Code
• ActionCode
• {Action Code}

ノードの処理方法を指定します。たとえば、ノードを追加、
移動、削除するためのアクション・コードがあります。アク
ション・コードの詳細は、表 2を参照してください。
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表 10-1 (続き) 標準の列

列名 代替列名 説明

ま
れ
て
い
な
い
場
合
、
フ
ァ
イ
ル
内
の
す
べ
て
の
要
求
ア
イ
テ
ム
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ド
が
U
p
d
a
t
e
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

Description ノードの説明。
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表 10-1 (続き) 標準の列

列名 代替列名 説明
Name ノード名。ノード名とノード・タイプの組合せは一意である

必要があります。
この列は必須です。

New Name • New_Name
• NewName
• {New Name}

ノードの名前が変更される場合、このセルには新しいノード
名が含まれます。

Node Type ノードのノード・タイプ。
ビューポイントに 1つのノード・タイプのみが含まれる場
合、列はオプションです。Node Typeセルが空の場合、ロー
ド・プロセスではそのノード・タイプを使用します。ただし、
ビューポイントに複数のノード・タイプが含まれる場合は、
行ごとにノード・タイプを指定する必要があります。

Old Parent Name • Old_Parent_Name
• OldParentName
• {Old Parent Name}

ノードが異なる親の下に移動される場合、このセルには古い
親ノードの名前が含まれます。
移動されるノードが 1つの親の下にのみ存在する場合、この
セルは空になります。ノードが複数の親ノードの下に存在す
る場合、ノードを除去する親ノードの名前を指定する必要が
あります。

Old Parent Node
Type

• Old_Parent_Type
• OldParentType
• {Old Parent Type}

ノードが異なる親の下に移動される場合、このセルには古い
親ノードのノード・タイプの名前が含まれます。
移動されるノードが 1つの親の下にのみ存在する場合、この
セルは空になります。ノードが複数の親ノードの下に存在す
る場合、ノードを除去する親ノードのノード・タイプを指定
する必要があります。

Parent 親ノードの名前(存在する場合)。このセルが空の場合、ノー
ドは最上位ノードとしてインポートされます。

ノート:

親列で<Unknown>キーワード
を使用して、要求アイテムの親
の値を計算して格納します。

Parent Node
Type

親ノードのノード・タイプ(存在する場合)。

Sibling 指定した親の下にある兄弟ノードの名前。この後にノードを
配置する必要があります。または、並べ替えているノードを
親の下の最初の兄弟にする場合は、<First>を入力します。
「並替え」、「追加」、「挿入」および「移動」アクションと一緒
に使用します。

Sibling Node
Type

兄弟のノード・タイプ。
「並替え」、「追加」、「挿入」および「移動」アクションと一緒
に使用します。
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表 10-2 アクション・コード

アクション・コード 説明
Add 新しいノードを作成します。
Delete ノードを削除します。
<Empty cell> Action Codeセルが空の場合、行は Updateアクション・コードを使

用して処理されます。
Insert 既存のノードを、階層の Parentおよび Parent Node Typeセルで指

定されたノードの下に挿入します。
Move 既存のノードを階層の新しい位置に移動し、ノードを既存の位置から

除去します。
Prop_Update 既存のノードのプロパティ値のみを更新します。他のアクションを実

行するには Updateアクション・コードを使用します。
定義済みプロパティのプロパティ値をクリアできます。プロパティ値
をクリアすると、格納値が削除され、値はデフォルト値または継承値
に戻ります。たとえば、下の Prop_Updateアクションは説明値をクリ
アします。
 

 
Rename 既存のノードの名前を変更します。
Reorder 階層ビューポイントのノードを並べ替えます。

ノードを並べ替えることができるのは、そのタイプのノード(親または
最下位ノード)の並替えを許可する階層セットを使用するビューポイ
ントのみです。詳細は、ノードの並替えを参照してください。

Remove ノードを指定した親ノードから除去します。
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表 10-2 (続き) アクション・コード

アクション・コード 説明
Update 既存のノードのプロパティ値を更新します。

このようなアクションが必要であることを行のセルが示している場
合、Updateアクションで追加アクションも実行されます。次に、この
仕組みについて説明します。
• ノードが存在しない場合、ノードが追加されます。ビューポイン
トが階層である場合、Parentおよび Parent Node Typeセルで
指定された階層の位置にノードが挿入されます。

• ビューポイントが階層で、ノードは存在するが指定した親の下に
ない場合、実行されるアクションは、階層セットで共有ノードが
許可されるかどうかに依存します。
– 共有ノードが許可される場合、ノードは指定した親の下に挿
入されます。

– 共有ノードが許可されない場合、ノードは指定した親の下に
移動されます。

プロパティで空白が許可される場合、プロパティを空白値に更新でき
ます。セルで<空白>インジケータを使用する必要があります。空のセ
ルは、同じ結果を生成しません。
たとえば、下の更新アクションは、法的エンティティ・プロパティを
空白値に設定します。説明のセルが空白であっても、EMAの既存の説
明は変更されません。
 

 

例 10-1 例
次の例では、いくつかのノードが階層ビューポイントに追加、更新、挿入されていま
す。
 

 
次に、例のキーポイントを説明します。
• すべてのノードには、Employeesノード・タイプがあります。
• Business Unit列は、ノード・タイプに Business Unitというプロパティがある
ことを示しています。

• 2番目の行では、Billというノードを追加します。Parentおよび Parent Node
Typeセルは空で、これらが最上位ノードであることを示しています。

• 3番目と 4番目の行では、Billというノードの下に子ノードを追加します。
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• 5番目の行では、Business Unitプロパティを Supportという値に設定して、既存のノー
ドを更新します。

• 6番目の行では、Joeという親ノードの下に Jamesという既存のノードを挿入します。

要求へのファイルの添付
要求の目的または意図を説明する、またはサポート詳細を提供するために、ファイルを要求
に添付できます。
ファイルを添付した後、「添付」タブで表示できます。添付をクリックしてダウンロードする
と、その内容を表示できます。ファイルを要求に添付した場合、その添付を削除することも
できます。

ノート:

要求アイテムをロードするために使用された添付ファイルは、要求から削除できま
せん。

ファイルの添付
要求にファイルを添付するには:

1. 開いたドラフト要求から、 、 の順にクリックします。
 

 

2. 添付するファイルを検索して選択するか、ファイルをウィンドウにドロップします。

ノート:

同じ名前のファイルを以前に添付していた場合、既存の添付を置換できます。
別のユーザーがアップロードした既存の添付と同じ名前のファイルを添付しよ
うとしている場合、別のファイル名を指定する必要があります。

3. 「添付」をクリックします。
添付の削除
要求の添付を削除するには:

第 10章
要求へのファイルの添付

10-31



1. 開いたドラフト要求から、 をクリックします。
2. 削除する添付を特定し、その添付の上にマウスを置き、 をクリックします。

ノート:

削除アイコンは、要求に追加された添付に対してのみ使用可能です。

3. 「はい」をクリックして削除を確認します。

要求コメントの操作
ドラフトまたは処理中ステータスの要求の場合、要求および個別の要求アイテムにコ
メントを追加できます。要求の送信および承認でのコラボレーションに使用できるス
レッド型の会話を作成することで、他のユーザーのコメントに返信することができま
す。コメントを使用して、要約の備考の追加、特定の変更の説明、質問および要求ま
たは要求アイテムに関する重要情報のハイライト表示を行えます
ユーザーは要求および要求アイテムのコメントで指定でき、これにより、要求でコラ
ボレーションしているユーザーが質問をしたり、要求に対して行ったことに他のユー
ザーの注意を向けることができます。ユーザーを指定するには、コメントに@記号を
入力し、それから指定するユーザーを選択します。ユーザーのリストには、要求に参
加しているユーザーや、要求についてコラボレーションまたは承認するよう招待され
ているユーザーが含まれます。コメントが保存されたら、確認してすぐに要求に対す
るアクションを実行できるように、指定されたユーザーにコメントについて通知され
ます。
コメント・フィールドにハイパーリンクを貼り付けたり、リンクを読みやすくするた
めに「リンク」ツールバー・ボタンを使用して表示テキストを追加したりすることも
できます。リンクを除去することもできます。
要求が「ドラフト」ステータスである場合、コメントは編集および削除できます。す
べてのコメントは、ドラフトおよび処理中であるオープンな要求の「コメント」タブ
に表示されます。
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詳細は、要求コメントの追加、編集、および削除を参照してください。

要求コメントの追加、編集、および削除
コメントを要求または個別の要求アイテムに追加して詳細情報を提供できます。コメントを
入力すると、コメントでユーザーを指定し、ハイパーリンクを含めるオプションが得られま
す。自分のコメントを編集および削除できます。

要求ステータス 要求コメント・アクション
ドラフト コメントの追加および編集
処理中 コメントの追加および編集
クローズ済 コメントの表示

要求コメント
要求コメントを追加、編集または削除するには:

1. ドラフト要求を開きます。
2. をクリックします。
3. 次のいずれかのオプションを選択します。

• コメントの追加 - をクリックしてコメントを入力し、それから「OK」をクリック
します。「保存」をクリックして要求にコメントを追加します。
– コメントで特定のユーザーを指定するには、@記号を入力して、ユーザーの名前
を選択します。

– コメントにハイパーリンクを含めるには、コメント・フィールドに URLを直接
入力するか貼り付けます。または、 をクリックし、リンクとして表示するテキ
ストを入力して、URLを入力するか貼り付けます。

• コメントの編集 - コメントを検索して、自分の名前の右側にカーソルを置き、 をク
リックして、「編集」をクリックします。変更を加え、「保存」をクリックします。

• コメントの削除 - コメントを検索して、自分の名前の右側にカーソルを置き、 をク
リックして、「削除」をクリックします。

要求アイテムのコメント
要求アイテムにコメントを追加するには:

1. 要求アイテムをクリックし、 をクリックし、次に「コメントの追加」を選択します。
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2. コメントを入力し、「保存」をクリックします。

ノート:

コメントで特定のユーザーを指定するには、@記号を入力して、指定す
るユーザーの名前を選択します。コメントにハイパーリンクを含めるに
は、コメント・フィールドに URLを直接入力するか貼り付けます。また
は、 をクリックし、リンクとして表示するテキストを入力し、URLを
入力するか貼り付けてから、「OK」をクリックします。

「ドラフト」または「処理中」の要求内のコメントを編集または削除するには:

1. 要求アイテムをクリックします。
2. 名前の右にマウスを移動し、 をクリックして、次に「編集」または「削除」を選
択します。

要求の同時編集
複数のユーザーが同じ要求についてコラボレーションしている場合、それらのユーザ
ーはその要求に対して同時に作業できます。同時編集を使用すると、データの整合性
を確保し、かつユーザーに対して他のユーザーによる変更をアラートしつつ、複数の
ユーザーが同時に要求に対して作業できます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
要求の同時編集について学習します。

 Enterprise Data Managementでの要求
の同時編集

同時編集には、要求アイテム、コメントおよび添付に対して加えられる変更が含まれ
ます。同時更新は発生した順序で要求に対して適用され、要求履歴に記録されます。
加えられる変更に競合がある場合、ユーザーに通知され、その変更は適用されません。
要求を開いているユーザーに対しては、他のユーザーによる同時更新についてのアラ
ートが表示され、要求を更新することでそれらの変更を表示できます。ビューポイン
ト、要求アイテム、コメントおよび添付への変更は視覚的に示されます。
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たとえば、Caseyと Deniseが同じ要求を処理しているとします。Caseyが要求に変更を加え
ると、要求が Caseyによって変更されている旨のメッセージが Deniseに対して表示されま
す。変更されたビューポイントの横にも視覚インジケータが表示されます。
 

 
Deniseが要求をリフレッシュすると、Caseyによって加えられた変更が表示されます。

要求の検証
要求内のすべてのアイテムまたは 1つの要求アイテムを検証できます。
システムは、同じ要求内の他のデータおよびシステムにすでに存在するデータと比較して要
求アイテムとその要求アクションの有効性を判断するために必要なチェックを実行します。
要求アイテムのノードの派生プロパティも検証されます。

ノート:

要求アイテムの検証はオプションです。システムは、送信時に要求を検証します。

検証重要度に応じて、検証チェックに失敗した要求アイテムはエラーまたは警告でマークさ
れます。要求が次のステージに遷移するには、エラーを修正する必要があります。警告のあ
る要求を次のステージに遷移できます。検証の問題の解決の詳細は、要求の検証の問題の操
作を参照してください。
検証の詳細は、検証および制約の理解を参照してください。
要求内のすべてのアイテムを検証するには:

1. ドラフト要求を開きます。
2. 「要求」 をクリックし、「すべてのアイテム」の右にある をクリックし、「検証」を
選択します。

1つの要求アイテムを検証するには:

1. ドラフト要求を開きます。
2. 「要求」 をクリックし、要求アイテムを選択し、アイテムの右にある をクリックし
てから「検証」を選択します。
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要求の検証の問題の操作
ドラフト要求の要求パネルで、検証の問題のある要求アイテムを識別し、要求アイテ
ムに対してアクションを実行して問題を解決できます。検証の問題は、ファイルをロ
ードしたり、ビューポイントに対話型で変更を加えたりすることで発生する可能性が
あります。
検証重要度に応じて、検証チェックに失敗した要求アイテムはエラーまたは警告でマ
ークされます。要求が次のステージに遷移するには、エラーを修正する必要がありま
す。警告のある要求を次のステージに遷移できます。

開いたドラフト要求で「要求の問題」 をクリックし、問題を表示して解決します。
問題の解決

デフォルトでは、すべての要求の問題が問題タブに表示されます。 ボタンをクリ
ックして、次のようにフィルタ・オプションを選択します:

• 「すべての問題」: すべての警告およびエラーが表示されます
• 自分の問題: 自分が修正を担当する要求アイテムに対する警告およびエラーのみが
表示されます。次の「問題およびエラーの担当」を参照してください。

• すべてのエラー : すべてのエラーが表示されます
• 自分のエラー: 修正を担当する要求アイテムのエラーのみが表示されます。次の
「問題およびエラーの担当」を参照してください。

問題およびエラーの担当
「自分の問題」または「自分のエラー」を選択すると、次のように、修正を担当する警
告またはエラーのみにリストがフィルタされます:

• 要求担当者である場合、すべてのエラー (および「自分の問題」に警告)が表示され
ます。すべての検証エラーは、要求を送信する前に修正する必要があります。

• 要求の協力者またはエンリッチ者である場合、次の検証警告およびエラーが表示さ
れます:

– 変更を加える権限がある要求アイテムの検証警告およびエラー
– 表示アクセス権がある欠落した必須プロパティ
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たとえば、次の要求には 2つの検証の問題があります。最初の問題は、ノード 1150がすでに
存在することを示しています。2番目は、「終了日」が「開始日」より後の日付である必要が
あることを示しています。

最初の問題を修正するには、プロパティ・ペインでノードの名前を変更します。そのように
すると、エラー・メッセージは表示されなくなります。
 

 
2番目の問題については、「終了日」が「開始日」より後になるように、「開始日」または「終
了日」のいずれかを編集できます。ただし、この例でこの問題の重要度は、送信ステージで
は警告であり、承認ステージではエラーです。これは、この時点では問題を修正せずに要求
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を送信できることを意味します。検証の問題を無視して、要求の送信を続行すること
を確認する必要があります。
 

 
検証の問題が、警告ではなくエラーとして表示されるようになったことに注意してく
ださい。この問題の重要度は承認ステージではエラーに設定されているため、エラー
を修正せずに要求を承認することはできません。
 

 
「開始日」または「終了日」を修正すると、検証の問題は表示されなくなります:
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他のコントリビュータからの問題の解決
要求の送信者または協力者は、検証の問題が発生している要求アイテムを要求ペインから表
示したりアクションを実行できない場合があります。これは、次の場合に起きる可能性があ
ります:

• 要求に割り当てられたか招待されたが、送信者または以前のエンリッチ者が変更を加えた
1つ以上のビューポイントへのアクセス権がない場合。

• プロパティが更新された要求に割り当てられたか招待されたが、そのプロパティへのアク
セス権がない場合。

• 送信したプッシュバック済または撤回済の要求が、自分のアクセス権では実行できない変
更でエンリッチされた可能性がある場合。

これらの問題を解決するには、次のアクションを実行します:

• 要求アイテム全体または要求アイテム・インスタンスを削除します。要求ペインで、要求
アイテムの横にある をクリックし、「削除」を選択します。

• 要求を検査し、問題が発生している要求アイテムの個々の要求アクションを削除します。
要求アイテムの検査を参照してください。

ヒント:

他のコントリビュータからの問題を表示するには、 ボタンをクリックして、「自
分の問題」から「すべての問題」に切り替えます。

派生プロパティの検証の問題の解決
派生プロパティの検証の問題は、次のいくつかの方法で解決できます。
• プロパティが編集可能な場合、派生プロパティを定義済の値でオーバーライドする
• 派生プロパティが依存する別のプロパティを変更する
• ビューポイント内のノードを移動または除去する
• 要求アイテムまたはアイテム・インスタンスを削除する
詳細は、派生プロパティを参照してください。
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「ノードはすでに存在します。」という検証の問題の解決
「ノードはすでに存在します。」という検証エラーが表示される可能性があるシナリオ
がいくつかあります。
• 新しいノードが、同じノード・タイプの既存のノードの名前と競合する名前で追加
される: この場合、追加されるノードの名前を一意になるように変更します。

• 1つの要求で、複数のビューポイントに同じノードを追加する複数のサブスクリプ
ション要求が生成される: この場合、最初のサブスクリプション要求が完了すると
ノードが追加され、続いて他の要求が完了すると、「ノードはすでに存在します。」
という検証エラーが表示されます。このエラーを修正するには、「修復」オプショ
ンを使用します。要求アイテムの修復を参照してください。

要求アイテムの修復
1つの要求で、複数のビューポイントに同じノードを追加する複数のサブスクリプショ
ン要求が生成されることがあります。この場合、最初のサブスクリプション要求が完
了するとノードが追加されますが、2番目のサブスクリプション要求が処理されると、
そのノード・タイプにすでにノードが存在するという検証メッセージが表示されて要
求は失敗します。
この問題を修正するには、「修復」オプションを使用します。要求を修復すると、要求
内の「追加」アクションが「挿入」アクション(階層ビューポイントの場合)または「プ
ロパティの更新」アクション(リスト・ビューポイントの場合)に変換され、要求が再処
理されます。
考慮事項
• 「修復」オプションは、要求を編集できるユーザー(要求担当者や要求エンリッチ者
など)に対してのみ有効になります。

• 要求を修復すると、「ノードはすでに存在します。」というエラーが発生したノード
について、「追加」アクションから「挿入」アクションまたは「プロパティの更新」
アクションへの変換を実行する変更のみが行われます。要求内の他の検証の問題
は影響を受けませんが、引き続き対処する必要があります。

Caution:

「修復」オプションは、同じノードを複数の要求に追加するときに、最初の要
求が完了した後、後続の要求でノードがすでに存在するという検証エラーが
表示される問題を解決する場合にのみ使用します。既存のノード名と競合す
る名前を持つ新しいノードを追加しようとしている場合は、「修復」オプショ
ンを使用しないでください。かわりに、追加するノードの一意の名前を選択
します。

要求を修復するには:

1. 修正する要求アイテムを含む要求を開きます。
2. 要求アイテムまたは要求ペインの上部にある「アクション」 をクリックし、「修
復」をクリックします。

3. 確認のダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックします。
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修復操作が処理され、更新された要求アイテムが表示されます。
4. 残りの検証の問題を解決し、「送信」をクリックします。

要求アイテムの検査
要求ペインから、アイテムに関する詳細を表示するために要求アイテムを検査できます。

要求アイテムの横にある要求ペインで、 をクリックし、次に「検査」をクリックして、その
要求アイテムの要求アクションの詳細を表示します。
 

 
要求が要求インスペクタで開かれ、「詳細」タブに選択した要求アイテムと、そのアイテムの
すべての要求アクションが表示されます。

次のいずれかの基準を満たす場合は、 をクリックし、次に「削除」を選択して、個々の要求
アクションを削除できます:

• 「ドラフト」ステータスの要求の現在の担当者である。
• 「ドラフト」ステータスの要求の現在の協力者で、選択したアクションを実行するための
書込み権限を持つ。

• 「処理中」ステータスの要求の現在の招待者で、選択したアクションを実行するための書
込み権限を持つ。
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Note:

権限およびデータ・アクセスで表示が許可されない要求アクションも要求詳
細にリストされます。アクションの詳細は表示できませんが、削除すること
はできます。
たとえば、次のイメージでは、Anitaは Alexが要求変更した Consolidation
and Closeビューポイントへの読取りアクセス権がないため、Alexが「別
名: デフォルト」プロパティを更新したことは確認できますが、プロパティ値
を表示できません。ただし、彼女は要求送信者であるため、その要求アクシ
ョンを削除することもできます。

 

 

Caution:

アクションまたはプロパティの更新は変更が発生する順序に依存する場合が
あり、その順序が破損する場合があるため、個々の要求アクションを削除す
るときは注意して実行してください。たとえば、親ノードと子ノードを追加
し、親を追加するアクションを削除した場合、子ノードに検証の問題が発生
する可能性があります。

終了後に、「閉じる」をクリックしてインスペクタを閉じ、要求ビューポイントに戻り
ます。

要求ファイルの添付の確認
要求ファイルの添付には、要求アイテムが作成される前のインバウンド要求ファイル
が含まれています。
要求アイテムは 3つの方法のいずれかでロードできます:
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• ユーザーがアップロードした要求ファイル。ロード・ファイルを使用する変更を参照して
ください。

• サブスクリプションから生成された要求ファイル。ビューポイントのサブスクライブを
参照してください。

• ビューポイントの比較の一部として生成された要求ファイル。比較結果からの要求アイ
テムの作成を参照してください。

要求にロードされるアクションを含むファイルは、ダウンロードして確認できるように要求
に添付されます。
要求のファイル添付にスキップされた行がある場合:

• 警告バッジが「添付」 タブに表示されます。
• スキップされた行数が、要求ファイルをダウンロードするためのリンクの横に表示されま
す。

 

 

Note:

スキップされた行があるファイル添付を含む要求を送信しようとすると、ファイル
添付にスキップされた行があるという警告が表示され、要求の送信を続行すること
を確認する必要があります。
ファイルをダウンロードし、スキップされた行を確認すると、要求の送信時に警告
が表示されなくなります。

インバウンド要求ファイルを表示するには:
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ドラフト要求から、「添付」 をクリックし、要求ファイルをダウンロードするため
のリンクをクリックします。このファイルには、要求にロードされる同期されたアク
ションが含まれています。「ステータス」列は、要求ファイルの行がアクションのために
作成されたかどうかを示します。

要求ファイルをダウンロードすると、要求ファイルの名前の横にダウンロード済 
アイコンが表示されます。アイコンにマウス・カーソルを置くと、添付をダウンロー
ドしたユーザーの名前が表示されます。

Tip:

インバウンド・ファイルを、要求処理中にそのファイルから作成された要求
アイテムが含まれるファイルと比較すると役立つ場合があります。そのファ
イルを表示するには、要求アイテムの詳細をダウンロードします。ファイル
への 1つの要求のダウンロードを参照してください。

ファイルへの 1つの要求のダウンロード
ドラフト要求または完了した要求をファイルにダウンロードし、そのファイルを
Microsoft Excelで確認または変更できます。
たとえば、ドラフト要求の場合、要求をダウンロードし、それを変更してアイテムを
追加するか既存のアイテムを更新してから、同じビューにロードして戻すことができ
ます。完了した要求の場合、要求をダウンロードし、そのファイルを別のビューの要
求にロードして、そのビューに同じ変更を適用できます。
要求のダウンロードのファイル形式には、要求ロード・ファイルと同じ形式が使用さ
れます。ロード・ファイル形式の要求を参照してください。
考慮事項
• 要求内のアクションが含まれるビューポイントごとに、個別のワークシートが作成
されます。

ノート:

ファイルに要求をダウンロードする場合、ビューポイント名を 30文字以
下にするか、ラベルを設定する必要があります。ラベルの使用の詳細は、
ビューポイントの検査を参照してください。

• ダウンロード・ファイルには、同じ要求アイテムまたはノードの複数の行を含める
ことができます。

• アイテムに対して複数のビューポイントで実行されるアクションがあった場合、そ
のアイテムまたはノードが複数のワークシートに表示される場合があります。

• 要求を検証した場合は、要求の検証エラーがあればこれらがダウンロードしたファ
イルにリストされます。

要求をダウンロードするには:
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1. 次のいずれかのアクションを実行します。
• 「要求」で、ダウンロードする要求の横の をクリックして「ファイルにダウンロー
ド」を選択します。

• 要求を検査し、「詳細」をクリックし、 をクリックして「ファイルにダウンロード」
を選択します。

• 開いたビューで、「要求」パネルを開き、要求名の横の をクリックして「ファイル
にダウンロード」を選択します。

2. 「開く」をクリックして要求を Excelで表示するか、ファイルの保存をクリックし、場所
を選択して要求をローカル・マシンに保存します。

ノート:

デフォルトでは、ファイルは要求名で保存されます。保存時にファイル名を変
更できます。

保存した要求ファイルをアップロードするには、ロード・ファイルを使用する変更を参照し
てください。

要求およびブロックアウト期間
アプリケーションかディメンションの所有者またはメタデータ・マネージャは、ブロックア
ウト期間が終了するまで要求が保持され、アクティブなビューに適用されない、アプリケー
ションまたはディメンションのブロックアウト期間を設定できます。
ブロックアウト期間中は、要求を引き続き送信、承認、エンリッチおよびコミットできます。
要求が送信された後(および該当する場合は、すべての承認ポリシーおよびコミット・ポリシ
ーが履行された後)、その要求は「ブロック済」の状態になり、ブロックアウト期間が終了す
るまで保持されます。
現在、ブロックアウト期間中のディメンションのビューポイントは、 アイコンで示されま
す。ブロックアウト・アイコンがあるビューポイントに対して送信した要求は、ブロックア
ウト期間が終了するまでブロックされます。ビューでビューポイントの名前にマウス・カー
ソルを置くと、ブロックアウト期間の開始日と終了日が表示されます。現在のブロックアウ
ト期間は黄色のブロックアウト・アイコンで示され、今後のブロックアウト期間は緑色のブ
ロックアウト・アイコンで示されます。
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Note:

ブロックアウトの構成方法によっては、アプリケーション所有者、ディメン
ション所有者およびデータ・マネージャがブロックアウト期間の影響を受け
ない場合があります。ブロックアウトの影響を受けない場合、ブロックアウ
ト・アイコンは表示されません。詳細は、 ブロックアウト期間の理解を参照
してください。

異なるアプリケーションまたはディメンションからの要求アイテムが含まれている要
求では、要求のいずれかのアプリケーションまたはディメンションが現在ブロックア
ウト期間にある場合、要求全体がブロックされます。すべての要求アイテムのすべて
の変更は、関連するすべてのアプリケーションまたはディメンションのブロックアウ
ト期間が終了した後に適用されます。
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11
要求アクティビティの操作

「要求アクティビティ」リストで要求を参照できます。
「要求アクティビティ」リストで、関連付けられたビュー、要求内のアイテム数、要求の期間
など、要求に関する情報を迅速に確認できます。「要求の問題」列には、要求のエラーおよび
警告の数が表示されます(完了した要求の検証警告を含む)。
「要求アクティビティ」リストのフィルタリング
次によって、要求リストをフィルタできます。
• 要求 ID: 要求 IDを入力します。
• ビュー: すべてのビュー、または特定のビューを選択します
• 要求タイプ

– すべて : すべての対話型要求とサブスクリプション要求
– 対話型: ユーザーによって手動で作成された要求。
– サブスクリプション: サブスクリプションによって生成された要求。
– インポート: インポートから生成された要求。
– 連結: 要求連結によって生成された要求
– ロード: マージ・モードでのビューポイントのロードによって生成された要求

• ステータス
– すべて : すべてのステータス・タイプの要求
– ドラフト: 自分が作成したドラフト要求。自分が作成していないドラフト要求は表示
または変更できません。

– 処理中: 送信されて承認待ちの要求
– プッシュバック済: 要求の変更および再送信
– 完了: コミットされて、もう編集できない要求。
– 却下済: 却下されクローズされた要求。
– ブロック済: アプリケーションのブロックアウト期間終了待ちの現在保留されている
要求。

• ステージ
– すべて : 送信、承認およびクローズ済のステージにある要求
– 送信: 送信されていない要求(ドラフト・ステータス)

– 承認: 送信済であるがまた承認されていない要求(処理中ステータス)

– クローズ済: 承認済でコミット済である要求または却下済の要求(完了ステータス)

– コミット: 承認済で、まだコミットされていない要求(処理中ステータス)
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• 所有者: 要求所有者(送信者または担当者)を指定し、そのユーザーによって所有さ
れている要求のみを表示します。すべてのユーザーによって所有される要求を表
示するには、「すべて」を選択します。

• 自分のアクティビティ
– すべて : 送信済、管理済、割当て済、招待済および参加済のすべての要求。
– 割当済: 自分に割り当てられた要求
– コラボレーション済: コラボレーションする要求
– 送信済: 送信した要求
– 招待済: 承認またはコミットするように招待されている要求
– コントリビューション済: 変更を加えた要求(データの変更、ワークフロー・ア
クションの実行、またはコメントや添付の編集)

– 管理済: データ・マネージャ権限以上を持つデータ・オブジェクトを含む要求
• 時間枠: 「過去 90日間」などの期間を選択するか、日付範囲を入力します。
要求アクティビティ・フィルタの保存
フィルタ選択を保存すると、特定の要求アクティビティをすばやく繰返し表示できま
す。保存済フィルタは保存したユーザーのみが使用できます。
フィルタを保存するには:

1. フィルタ・ヘッダーで、「保存済フィルタ」メニュー をクリックし、「保存」をク
リックします。

2. 名前を入力して、「保存」をクリックします。
フィルタを保存すると、保存したフィルタの名前が「保存済フィルタ」パネルおよび
「要求アクティビティ」ヘッダーに表示されます。
保存済フィルタのフィルタを変更して別の名前で保存したり、「保存済フィルタ」メニ
ュー から不要になった保存済フィルタを削除することができます。

保存済フィルタの選択をクリアするには、「すべてのフィルタのリセット」 をクリ
ックします。
「要求アクティビティ」リストのアクション
「要求アクティビティ」リストから、次のことができます:

• 検査 提案または完了した変更の要求アイテム詳細を表示する任意のステージにあ
る要求。要求の検査中は、何も編集できません。
要求を検査するには、要求の「アクション」列で をクリックして、「検査」をク
リックします。

• 開く ドラフト、処理中およびプッシュバック済の要求を開き、追加の変更を加え、
検証の問題を修正し、要求を送信します。
要求を開くには、操作する要求をクリックするか、「アクション」列で をクリッ
クして、「開く」をクリックします。
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要求および関連付けられたビューが開きます。
• 削除 ドラフトまたはプッシュバック済の要求が不要になった場合は、削除します。
要求を削除するには、ドラフト要求の「アクション」列で をクリックして、「削除」を
クリックします。

• ダウンロード 要求情報をファイルにダウンロードします。個々の要求、複数の要求のサ
マリー情報または複数の要求の詳細情報をダウンロードできます。ファイルへの要求の
ダウンロードを参照してください。

要求アクティビティの列セットの選択

「列セットの選択」 をクリックし、次のオプションのいずれかを選択して、「要求アクテ
ィビティ」表に表示される列のセットを変更します。
• 全般: 発行される要求数、要求経過期間、要求の所有者など、要求に関する基本情報。
• ワークフロー: 要求の招待者、承認、コミットなど、要求に関するワークフロー情報。
• すべて : 全般情報とワークフロー情報の両方。

要求の検索
「要求」リストで特定の要求を検索できます。
要求の次の属性を検索できます。
• 要求 ID: ドラフト要求の作成時にシステムによって生成されます。要求 ID ("Request

1006"など)は要求のデフォルト・タイトルに挿入されます。
• 要求タイトル: デフォルト・タイトルはシステムによって生成され、要求 IDを含みます。
要求のタイトルは変更できます。要求タイトルを編集しても要求 IDは変更されません。

• 要求の説明: ビューの名前とユーザーの名前を使用してシステムによって生成されます。
たとえば、要求のビューが部門の場合、説明は「部門に対する要求が Maria Kennedyに
よって作成されました」のようになります。

ID、タイトルまたは説明の一部を検索できます。たとえば、探している要求が部門ビューに
変更を行ったことがわかっている場合などです。部門という単語を検索し、要求のリストを、
ID、タイトルまたは説明に部門という単語を含む要求のみに絞り込むことができます。

第 11章
要求の検索

11-3



ノート:

検索は、「要求」リストに現在表示されている要求に制限されます。リストに
は、最大 200個の要求が表示されます。

要求を検索するには:

1. 「要求」から、 をクリックします。
2. 検索するテキストを入力し、[Enter]を押すか をクリックします。

ノート:

フィルタしていない要求リストに戻すには、検索ボックスからテキストを削
除し、[Enter]を押すか検索ボックスの「X」をクリックします。

ドラフト要求のオープンおよび編集
ドラフト要求を開き、要求アイテムを追加または編集し、コメントを作成し、検証の
問題を修正して送信できます。
ドラフト要求および完了した要求を検査して、要求の詳細を表示できます(要求の検査
を参照)。ドラフト要求が不要になった場合は、削除することもできます(ドラフト要求
の削除を参照)。
ビューから
要求を開くには:

1. 要求に関連付けられているビューを開きます。

2. 「要求」  (またはテーマに応じて )をクリックします。
3. 開くドラフト要求の名前をクリックします。
要求アクティビティから
要求を開くには、操作するドラフト要求をクリックします。ドラフト要求と要求に関
連付けられているビューが開きます。

ドラフト要求の削除
ドラフト要求が不要になった場合は、削除できます。要求を削除する際は、要求に関
連付けられているコメントまたは添付も削除できます。複数のドラフト要求を一度に
削除することもできます。
ビューから
ドラフトの要求を削除するには:
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1. 要求に関連付けられているビューを開きます。

2. 「要求」  (またはテーマに応じて )をクリックします。
3. 削除するには、要求名の右にある をクリックして、「削除」を選択します。
要求アクティビティから
「要求アクティビティ」リストから、個々または複数のドラフト要求を削除できます。自分が
要求所有者である「ドラフト」ステータスの要求を削除できます。
• 個々の要求を削除するには:

1. ドラフト要求の「アクション」列で、 をクリックし、「削除」をクリックします。
2. 「はい」をクリックして削除を確認します。

• 複数の要求を削除するには:

1. 削除する個々のドラフト要求の横にあるチェック・ボックスを選択するか、ヘッダー
のチェック・ボックスをクリックしてすべてのドラフト要求を選択します。ドラフト
要求を削除するには、要求所有者である必要があります。

ノート:

すべての要求を選択すると、自分が所有するドラフト要求のみが選択されま
す。

2. 「要求の削除」をクリックします。
3. 「はい」をクリックして削除を確認します。
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ファイルへの要求のダウンロード
1つ以上の要求をファイルにダウンロードする方法は複数あります:

• 1つの要求の要求アイテムをファイルにダウンロードできます。ファイルへの 1
つの要求のダウンロードを参照してください。

• 複数の要求の要求アイテムをファイルにダウンロードできます。ファイルへの複
数の要求のダウンロードを参照してください。

• 複数の要求のサマリー情報をファイルにダウンロードできます。ファイルへの要
求のサマリー情報のダウンロードを参照してください。

ファイルへの要求のサマリー情報のダウンロード
「要求アクティビティ」ページで、要求のフィルタ済リストの要求のサマリー情報をダ
ウンロードできます。
たとえば、要求をオフラインで確認するために、「要求アクティビティ」ページの要求
のフィルタ済リストをファイルにダウンロードできます。
要求のサマリー情報をファイルにダウンロードするには:

1. 「要求アクティビティ」ページで、フィルタを設定して、サマリー情報をダウンロ
ードする要求を選択します。要求アクティビティの操作を参照してください。

Note:

ダウンロードしたファイルには、そのリストが、画面に表示される 500
件の要求を超えている場合でも、フィルタされた要求レベルのサマリー
情報が「要求アクティビティ」ページから表示されます。

2. 「ダウンロード」 をクリックし、「要求のサマリーのダウンロード」を選択して
要求のサマリー情報を Excelファイルにダウンロードします。Excelファイルで
リンクされている要求 IDをクリックして、Oracle Enterprise Data Management
Cloudでその要求に移動します。

Note:

パージされた要求のサマリー情報はダウンロードできません。

ファイルへの複数の要求のダウンロード
「要求アクティビティ」ページから、複数の要求を 1つのページにダウンロードできま
す。
考慮事項
• 要求は同じビューにある必要があります。
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• ダウンロードを実行するユーザーには、ダウンロードするすべての要求に対して、少なく
とも表示アクセス権が必要です。

要求をファイルにダウンロードするには:

1. 「要求アクティビティ」ページで、ダウンロードする要求の横のチェック・ボックスを選
択します。

2. 「ダウンロード」 をクリックし、「選択した要求詳細のダウンロード」を選択します。

Note:

ファイルにダウンロードするには、要求は同じビューにある必要があります。
要求は Excelファイルにダウンロードされます。要求の各ビューポイントは個別のタブに表
示され、各タブでは要求アクションが要求別に要求番号順にグループ化されます。Excelファ
イルには、最大で 12,000個の要求アイテムが含まれます。

Tip:

ワークシート内のリンクされている要求番号をクリックして、要求を要求インスペ
クタで表示します。

要求連結の理解
「要求アクティビティ」ページから、まだ処理中の複数の要求を選択し、組み合された単一の
要求に連結できます。
要求を連結すると、複数の要求にわたるすべての変更を単一の要求に定期的に集約して、ま
とめてレビューおよび承認できます。

Tip:

• 連結済要求は、組み合されて連結要求になったソース要求です。
• 連結要求は、複数の連結済ソース要求で構成される、組み合された要求です。

連結プロセス・フロー
要求連結プロセスは、次の一般的なフローに従います:

1. ユーザーは、「要求アクティビティ」ページで連結する要求を選択します。同じビューに
あり、ステータスが「処理中」で、かつまだ「連結」タイプでない要求を連結対象として
選択できます。ユーザーには、すべての要求のすべての要求アイテムに対して少なくともデータ・マネージャ権限が必要です。

2. ユーザーが「要求の連結」をクリックすると、ソース要求内の要求アイテムが組み合され
て新しい連結要求になります。連結プロセスについては、次の点に注意してください:

• 要求は送信日に従って処理されます。2つ以上の操作が互いに競合する場合(つまり、
異なる元の要求に同じノードに対する複数の変更がある場合)、連結要求には要求の
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送信日までの最新の変更のみが含まれます。たとえば、ユーザーがノードの説
明を「南」に更新する要求を送信し、その後、別のユーザーが同じノードに対
して説明を「南東」に更新する要求を送信した場合は、「南東」の更新が連結
要求に含められます。

• 元の要求の要求コメントと添付は連結要求に継承されません。元の連結済要
求に移動して連結要求を調査することで、コメントと添付を確認できます。

• 要求ファイルの添付には、すべての連結済要求のすべての要求アクション(そ
れらを実行したユーザーを含む)のレコードが含められます。競合する操作
は、同じキーを持つレコードがすでに処理されているというノートを付けてハ
イライトされます。添付には要求の各ビューポイントのタブが含まれ、各タブ
には元のソース要求に移動するためのリンクが含められます。

• 要求を連結するとき、元の要求の所有者を連結要求の協力者として追加できま
す。これにより、元の要求の所有者は、連結要求へのコントリビューション、
進行状況の追跡、詳細の参照が可能になります。

3. ソース要求は「連結済」ステータスに更新され、変更を加えることやワークフロ
ー・アクション(承認など)を実行することはできなくなります。ただし、コメント
や添付を追加したり、連結済要求を調査して、連結された時点までに実行されたワ
ークフロー・アクションを確認することは引き続き可能です。要求インスペクタの
「サマリー」タブには、連結要求へのリンクも含まれます。

4. 連結要求のステータスは「ドラフト」に設定され、ステージは「送信」に設定され
ます。要求インスペクタの「連結」タブには、連結要求を作成するために組み合さ
れたソース要求が表示されます。

5. 連結要求を破棄した場合は、元のソース要求が復元されて、ワークフローの、連結
された時点の位置に戻ります。連結要求の破棄を参照してください

要求の連結
要求連結を使用すると、処理中の複数の要求を組み合せて単一の連結済要求にするこ
とができます。「要求アクティビティ」ページから要求を連結します。
考慮事項
• 連結するすべての要求は同じビューにある必要があります。
• 連結するすべての要求は「処理中」ステータスである必要があります。
• 要求タイプが「連結」の要求を連結対象にすることはできません。
• 連結するすべての要求のすべてのアクションに対して、少なくともデータ・マネージャ権限が必要です。
要求を連結するには:

1. 「要求アクティビティ」から、前述の「考慮事項」の項の基準を満たす複数の要求
を選択します。

第 11章
要求連結の理解

11-8



Tip:

連結要求でレビューするすべての要求を選択したことを確認します。既存の連
結要求にさらに要求を追加することはできません。連結要求に別のソース要求
を追加するには、連結要求を破棄し、すべてのソース要求を含めた新しい連結
要求を作成します。連結要求の破棄を参照してください。

2. 「要求の連結」をクリックし、必要に応じてチェック・ボックスを選択して、元の要求の
所有者を連結要求の協力者として含めます。続いて、「はい」をクリックして確認します。
ソースの連結済要求は「連結済」とマークされ、「要求アクティビティ」では新しい連結
要求を使用できます。

要求を連結した後、次のアクションが発生します:

• ソース要求は「連結済」とマークされ、変更に対してロックされ、それらに対するワーク
フローが停止します。

• 連結アクションおよびユーザーとタイムスタンプを示す要求履歴アイテムが各連結済要
求に追加されます。

• ソース要求が組み合されて単一の連結要求になります。新しい連結要求のステータスは
「ドラフト」に設定され、ステージは「送信」に設定されます。

Note:

連結要求の要求アイテムは 12,000件までという制限があります。

要求連結およびワークフロー
ソース要求が連結要求に連結されると、次のワークフロー・アクションが発生します:

連結済要求の場合:

• ソース要求の所有者に、要求が連結されたことが通知されます。連結要求が完了、却下ま
たは破棄された場合にも通知されます(連結要求の破棄を参照。

• ソース要求のステータスが「連結済」に更新されます。元の要求の要求アイテムは読取り
専用になり、編集できなくなります。

• 元の要求に追加の要求アクションを追加することはできません。
• 既存の検証エラーは、元の要求がクローズされるまで元の要求に保持されます。
• ソース要求は、履行されていないポリシーに対して評価されなくなります。既存のワーク
フロー履歴は保持されます。

連結要求の場合:

• 連結要求が作成されると、要求のステータスは「ドラフト」、ステージは「送信」になり
ます。削除を除いて、他のドラフト要求に対して実行できる任意のアクションを連結要求
に対して実行できます(かわりに破棄を使用します。連結要求の破棄を参照)。たとえば、
次のようなことができます。
– 要求アイテムを追加、編集および削除します。
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– 要求をプッシュバック、撤回または却下します。連結要求を却下すると、すべ
ての元の要求のステージが「クローズ済」に更新され、要求の所有者に通知さ
れます。元の要求の要求ステータスは「連結済」のままです。

– 要求を送信します。その後、要求は、要求内の要求アイテムに関連付けられた
ポリシーに基づいて、承認またはコミット・フェーズに入ります。要求タイプ
に連結が含まれる承認ポリシーとコミット・ポリシーのみが連結要求に対して
評価されます。承認ポリシーの作成および有効化またはコミット・ポリシーの
作成および有効化を参照してください。

• 前述した通常のドラフト要求アクションに加えて、連結要求を破棄することもでき
ます。これにより、連結要求が削除され、すべての元の要求が以前の状態に戻りま
す。連結要求の破棄を参照してください。

次の図は、連結プロセスのワークフローの例を示しています:

1. 同じビューからの処理中の要求が 2件表示されています。1つは「コミット」ステ
ージ、もう 1つは「承認」ステージです。

2. 要求が連結され、各ソース要求のワークフローが停止します。連結済要求は編集で
きなくなります(ロック・アイコン)。

3. 連結要求が「ドラフト」ステータスで作成され、新しいガバナンス・ワークフロー
が開始されます。連結要求タイプを含めるように構成されたポリシー(承認ポリシ
ーの作成および有効化またはコミット・ポリシーの作成および有効化を参照)がワ
ークフローに含まれます。
この例では、連結要求ポリシーに承認ステージがないため、要求が送信されるとコ
ミット・ステージに進みます。

4. コミット・ポリシーが履行されると、連結要求は完了してクローズされ、両方の連
結済要求もクローズされます。
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連結要求の破棄
連結要求の所有者は、連結を元に戻し、元の要求を以前の状態に戻すために、連結要求を破
棄できます。
様々な理由により、連結要求を破棄できます。たとえば、連結要求に追加のソース要求を含
める、連結要求から 1つ以上のソース要求を削除する、ソース要求が通過するワークフロー
を追加する(たとえば、連結前にソース要求として追加承認を受けるため)などのことが必要に
なる場合があります。

Note:

要求が送信ステージにある場合は、要求の所有者が連結要求を破棄できます。

連結要求を破棄すると、次のアクションが発生します:

• 元のソース要求は以前の「処理中」ステータスに戻り、要求の所有者に通知されます。
• ソース要求の現在のポリシーが評価され、ワークフローが通常どおり進行します。
• 連結要求が削除されます。
• 各ソース要求に要求履歴アイテムが追加されます。
連結要求を破棄するには、次のアクションを実行します:

• 「要求アクティビティ」から連結要求を選択し、「アクション」 をクリックして、「破
棄」を選択し、「はい」を選択して確認します。

• 連結要求から、要求タイトルの横にある「アクション」 をクリックし、「破棄」を選択
し、「はい」を選択して確認します。

要求の検査
要求を調査して、詳細を確認できます。要求の承認者またはコミット者である場合は、要求
を調査するときに承認またはコミット・アクションを実行できます。
ビューからの要求の検査

ノート:

ドラフト要求と処理中要求はビューで確認できます。完了した要求は要求リストで
使用できます。

ビューから要求を検査するには:

1. 要求に関連付けられているビューを開きます。

2. 「要求」  (またはテーマに応じて )をクリックします。
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3. 要求名の右にある をクリックして、「検査」を選択します。
要求リストからの要求の検査
要求リストから要求を検査するには:

1. 「要求」をクリックします。
2. 要求の「アクション」列で、 をクリックしてから「検査」をクリックします。
要求を検査すると、次が表示されます。
• サマリー: 要求のタイプ、要求アイテムの数、要求が作成されてからの日数、要求
の問題数など、要求に関する情報が表示されます。

ノート:

問題数には、警告およびエラーの両方が含まれます。アイコンの色は、
検証の問題の最も高い重要度に基づきます。

要求がサブスクリプションから生成された場合は、元の要求タイトルに加えてサブ
スクリプションも表示されます。要求タイトルまたはサブスクリプション・タイト
ルをクリックしてインスペクタで開き、サブスクリプション要求がどのように発生
したのかについて詳細を取得します。
要求がサブスクリプションまたはインポートの一部として自動的に送信された場
合、「所有者」フィールドに「自動送信済」と表示されます。
 

 

• 詳細: 要求アイテムの縮小されたリストが表示され、影響を受けたノードおよびノ
ードに対して行われたアクションに加えて、アクション・タイプ、ノード・タイ
プ、アプリケーション、およびアクションの実行者が示されます。要求アイテムを
展開すると、各アクションの検証エラーや警告を含めて、ノードに具体的に何が行
われたかが表示されます。要求アイテムまたは要求アイテム・インスタンスの個々
の要求アクションを削除できます。要求アイテムの検査を参照してください。
「アクション」 アイコンをクリックし、「ファイルにダウンロード」を選択して、
要求の詳細を Excelファイルにダウンロードします。
パージされた要求の要求アクションは、表示またはダウンロードできません。
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• コメント: ハイパーリンクを含む要求のコメントが表示されます(指定された場合)。
 

 

• 添付: ファイルを使用して要求アクションを作成した場合のロード・ファイルおよび要求
に追加された添付が表示されます。ここでファイルをクリックして、直接開くことができ
ます。

• ワークフロー: 要求のワークフロー・パスおよび承認履歴を表示します。「送信」アイコン
をクリックして、送信者、要求を送信した日付、およびユーザーが要求に対してコラボレ
ーションを依頼した日付を表示します。承認ステージの招待者および承認を表示するに
は「承認」アイコンをクリックします。コミット・ステージの招待者およびコミットを表
示するには、「コミット」アイコンをクリックします。
 

 

• 連結: 要求が連結要求の場合は、連結要求を作成するために組み合されたソース要求が表
示されます。要求の連結を参照してください。

• 履歴: 参加者、実行されたアクション、日時を含む要求の履歴が表示されます。要求アイ
テムのいずれかに検証警告があった場合、それらも表示されます。
特定の情報を検索できます。たとえば、要求の承認情報を検索する場合があります。タブ
に表示されているフィールド内のテキストが検索されます。
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• 系列: 要求の前後の関連要求を示す要求の系統図を表示します。要求系列の表示を
参照してください。

• 監査: 完了した要求に関連付けられているトランザクション履歴を表示します。こ
のタブは、完了した要求にのみ表示されます。要求のトランザクション履歴の表示
を参照してください。

要求インスペクタのアクション
要求の承認者またはコミット者には、「アクション」ドロップダウンが表示され、要求
インスペクタからの要求を承認(またはコミット)、プッシュバックまたは却下できるよ
うになります。これにより、要求を開いてビューで変更内容を表示するかわりに、「要
求アクティビティ」で要求に対して直接アクションできるようになります。
これが役立つのは、要求がサマリー視点で承認またはコミットされるとき、承認者ま
たはコミット者の権限で送信元のビューにアクセスできないとき、または承認者また
はコミット者が階層ではなくノード・タイプの承認を担当しているときです。
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「アクション」メニューで、いずれかのアクションを選択します。
• 承認 要求を承認するには、必要に応じてコメントを入力し、「OK」をクリックします。
• コミット 要求をコミットするには、必要に応じてコメントを入力し、「OK」をクリック
します。

• プッシュバック 変更に関して送信者に要求をプッシュバックするには、コメントを入力
し、[Tab]を押し、「OK」をクリックします。

• 却下 要求を却下するには、コメントを入力し、[Tab]を押し、「却下」をクリックします。
詳細は、承認プロセスまたはコミット・プロセスを参照してください。

ポリシー実行プラン
ポリシー実行プランにより、現在の履行ステータスおよびそれぞれの処理の順序を含めて、
要求に影響するすべてのポリシーを表示できます。
この情報は、要求の複雑なガバナンス・シナリオを視覚化する際に役立つ場合があります。
たとえば、データ・マネージャは、要求がワークフロー・プロセスのどこにあるか、どのポ
リシーが残っているかを判断するために、ポリシー・プランを使用することがあります。所
有者はプランを使用して、特定のタイプの要求に対してワークフローを適切に構成できます。
要求インスペクタの「ポリシー」タブからポリシー実行プランにアクセスします。
 

 
ワークフローの方向
前述のイメージの青い矢印で示されているように、ポリシー実行プランのワークフローは 1
列目の上部(ここでは、ポリシー順序 1の承認)から開始され、1列目を下へと続行します。1
列目の最後のポリシーが履行されると、2列目の最初のポリシー(ここでは、ポリシー順序 1
のコミット)が処理され、2列目のポリシーがすべて履行されると、3列目の最初のポリシー
が処理される、のようになります。
ポリシー・タイプおよび履行ステータス
ポリシー実行プランのアイコンおよび色は、次のように各ポリシーのタイプおよび履行ステ
ータスを示します:

ポリシー・タイプ
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• 承認: 

• エンリッチ: 

• コミット: 

• 通知: 

履行ステータス
• 緑: 履行済
• 茶: 進行中
• 青: 将来
• 赤: エラー
• グレー: 未完

Note:

未完の履行ステータスは、ポリシーが履行される前に要求が却下または
連結されたポリシーに対して表示されます。(たとえば、「承認」ステージ
で要求が却下されたために履行されなかったコミット・ポリシー)。

ポリシー詳細ペイン
ポリシーの名前をクリックして、ポリシー詳細ペインに詳細を表示します。このペイ
ンでは、ポリシーまたはデータ・チェーン・オブジェクトの名前をクリックして、イ
ンスペクタにポリシーまたはデータ・チェーン・オブジェクトを表示できます。
詳細ペインには、ステータス、すでに付与された承認またはコミット、現在の招待者、
将来招待されるユーザーおよびグループなどのポリシーに関する情報も表示されま
す。
ポリシーにエラーがある(たとえば、アクティブなユーザーがいないグループが割り当
てられている)場合、修正処理を実行できるようにその情報も詳細ペインに表示されま
す。

要求系列の表示
要求インスペクタの「系列」タブには、要求の前後の関連要求を示す要求の図が表示
されます。
系列図には、元の要求、およびそこから生成されたサブスクリプション要求が含まれ
ます。各要求を展開して、詳細(タイトル、ステータス、所有者、影響を受けたビュー
ポイント、要求の作成に使用されたサブスクリプションなど)を表示できます。また、
詳細カードの要求タイトルをクリックして、系列内の要求を検査したり、詳細情報(要
求アイテム、コメント、添付、要求ワークフロー、履歴など)にアクセスできます。
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「系列」タブ内の各要求はボックスで表され、図の最上部に元の対話型要求が表示されます。
各ボックスを展開して、要求内のビューポイントを表示できます。サブスクリプションは、
要求が縮小されているときは破線の矢印で表され、要求が展開されてビューポイントが表示
されているときは実線の矢印で表されます。
要求、ビューポイントまたはサブスクリプションをクリックして、これらに関する詳細(完了
した要求の送信日、ドラフト要求の現在の担当者など)を詳細カードに表示します。詳細カー
ドには、そのオブジェクトに関する詳細情報を確認するためのリンクも含まれています。た
とえば、詳細カードに要求が表示されているとき、詳細カードのリンクを使用して、要求ま
たはビューを検査できます。詳細カードにサブスクリプションが表示されているときは、詳
細カードのリンクを使用して、ソース・ビューとターゲット・ビューおよびビューポイント
とともにサブスクリプションを検査できます。

Note:

要求系列に含まれる要求が削除されると、削除された要求のプレースホルダが図に
表示され、後続のサブスクリプションまたは要求は表示されません。削除されたサ
ブスクリプション要求をクリックすると、削除された要求に関する追加情報が表示
されます。

マウスを使用して、図の位置を調整したり、図のズーム・インやズーム・アウトができます。
元の図を復元したり、現在進行中のサブスクリプションのステータスを更新するには、「リフ
レッシュ」  をクリックします。
図には、元の要求または要求の結果を表示するアイコンが表示されます。次の表は、系列図
内のアイコンを説明しています:

Table 11-1    要求系列のアイコン

アイコン 意味
 

 

要求を展開します
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Table 11-1    (Cont.) 要求系列のアイコン

アイコン 意味
 

 

要求を縮小します

 

 

要求は対話型で作成されました

 

 

要求はサブスクリプションから作成されました

 

 

要求はインポートにより作成されました

 

 

サブスクリプション要求は自動送信されました

 

 

要求は削除されました

 

 

サブスクリプション要求は失敗したか、またはス
キップされました

失敗した、またはスキップされたサブスクリプション
失敗したか、またはスキップされたサブスクリプション要求の場合、系列図には、失
敗したか、またはスキップされたサブスクリプションのソース要求に  アイコンが
表示されます。詳細カードには、次のような失敗に関する詳細が表示されます:

• サブスクリプションに作業可能な担当者はいません。
• アイテムが生成されなかったため、サブスクリプションはスキップされました。
完了した要求から、サービス管理者およびビューに対する所有者権限があるユーザー
は、構成の問題(サブスクリプション担当者の欠落など)が原因で失敗したサブスクリプ
ションをリプレイできます。これにより、ソース・ビューポイントとターゲット・ビ
ューポイントの間でデータの整合性を確保するために、完了した要求について以前に
実行されなかったサブスクリプションを再処理できます。

Note:

アイテムが生成されなかったためにスキップされたサブスクリプションをリ
プレイすることはできません。

サブスクリプションをリプレイする場合、次のサブスクリプションが再処理されます:
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• 以前に実行に失敗したサブスクリプション
• 実行されたことがないサブスクリプション(新しいサブスクリプションを含む)

失敗したサブスクリプションをリプレイするには:

1. 完了した要求の要求インスペクタから、「アクション」、「サブスクリプションのリプレイ」
の順にクリックします。

Note:

「サブスクリプションのリプレイ」メニュー項目は、完了した要求すべてについ
て表示されます。ただし、このアクションを選択したときに再処理されるのは、
失敗したサブスクリプションまたは実行されたことがないサブスクリプション
がある要求のみです。

2. オプションで、リプレイから作成されたサブスクリプション要求について自動送信を無効
にし、「OK」をクリックします。
完了した要求のサブスクリプションが再処理されます。

要求のトランザクション履歴の表示
完了した要求のトランザクション履歴は、要求インスペクタの「監査」タブで表示できます。
結果をフィルタして特定のノードを表示したり、トランザクション履歴をファイルにダウン
ロードできます。
考慮事項
• 完了した要求についてのみ表示される「監査」タブから、要求のトランザクション履歴を
表示します。

• 要求で更新されたプロパティを表示する権限がない場合、プロパティの「自」および「至」
値は、画面に表示されないか、またはトランザクション履歴ファイルにダウンロードされ
ません。

要求のトランザクション履歴を表示するには、要求を検査して、「監査」タブをクリックしま
す。
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表示する要求に含まれるトランザクションをフィルタできます。次のフィルタを使用
できます。
• データ・チェーン: アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプまたは階
層セットを選択して、そのオブジェクトで実行された要求のトランザクションを表
示します。

• ビューポイント: 要求に複数のビューポイントのトランザクションが含まれる場
合は、ビューポイントを選択して、ビューポイントに固有のトランザクションを表
示します。

• アクション: 表示する特定のアクションを選択します。選択には、次のアクション
を使用できます。フィルタするアクションを複数選択できます。
– 追加
– 挿入
– 移動
– 除去
– 削除
– 更新
– 名前変更
– 並替え

• ノード: 個々のノードを入力して、そのノードのトランザクションを表示します。
完全一致のみが表示され、ワイルドカード文字はサポートされていません。

• ユーザー: ユーザー名を選択して、そのユーザーが実行した要求のトランザクショ
ンを表示します。

要求に対してトランザクション履歴フィルタを使用する際、すべてのフィルタをデフ
ォルト値にリセットするには「すべてのフィルタのリセット」  をクリックし、現
在のフィルタ設定で返されたデータをリフレッシュするには「データのリフレッシュ」

 をクリックします。
「要求トランザクションのダウンロード」  をクリックして、Excelファイルに結果
をダウンロードできます。ダウンロード・ファイルには、要求に対して現在フィルタ
されたデータに基づいて、すべてのトランザクション履歴(展開されたり、画面に表示
された履歴のみではなく)が含まれます。

ホーム・ページからの要求へのアクセス
ホーム・ページのようこそパネルには、現在のユーザーに固有の要求アクティビティ
が表示されます。
次のカテゴリ内の要求数を確認できます。
• 自分に割り当てられた要求
• 自分に対するコラボレーションの招待
• 自分が送信した要求
• 自分が送信したブロック済の要求
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• 自分の承認の要求
• 自分にプッシュ・バックされた要求
• 自分に対するコミットの要求
 

 

1. 「アクティビティ」リスト内のいずれかのカテゴリをクリックし、特定の要求を操作でき
る「要求アクティビティ」ページに移動します。
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2. 要求をクリックして開きます。
 

 

3. 変更を確認し、要求を承認、却下またはプッシュバックするかを決定します。
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12
ガバナンス・ワークフローおよび承認

データ・ガバナンスは、情報をエンタープライズ内の資産として扱うことに関連するデータ
品質、データ管理、データ・ポリシー、ビジネス・プロセス管理およびリスク管理が一元的
に行われることを表します。Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、組織で要求ワ
ークフローを使用して、データ・スチュワードやデータ保管者がデータを処理するために使
用するプロセスおよび方法を積極的に管理し、高品質なエンタープライズ・データ・アセッ
トを作成し維持できます。
要求ワークフローでは、いくつかの重要な方法でガバナンスに関する課題に取り組みます。
• 要求モデルは、アイテムおよびアクションのセットに基づいて変わります。要求内のアイ
テムは、まとめて検証、承認およびコミットされます。これにより、変更管理における整
合性が維持され、変更の制御が可能になります。

• ワークフローの承認は推論ベースです。アプリケーション、ディメンション、階層セット
またはノード・タイプ・レベルで 1つ以上の承認ポリシーを構成します。ワークフロー
は、承認ポリシーの実行と承認者の招待の調整を同時に行い、質の高い成果を達成しま
す。

• ワークフローは、デフォルトで、"4つの目"の原則に従います。承認ポリシーは、指定さ
れていない限り、送信者を承認者として除外するようにデフォルトで構成されます。

• ワークフローは、複数のビジネス・コンテキストにわたり実装できます。
– アプリケーション、ディメンションまたはノード/階層レベルの承認を保証するために
アプリケーション・ビュー内で構成されます。

– アプリケーション・コンテキスト全体の関連する変更に対する承認を保護するために
メンテナンス・ビューに実装されます。

– 複数のアプリケーション・コンテキストにわたるアプリケーションのディメンショ
ン・レベルのエンリッチメントおよび承認ステージをシミュレートするために、サブ
スクリプション要求の一環としてトリガーされます。

ノート:

承認ポリシーを使用する別のビューポイントの変更にサブスクライブして
いる場合、変更は、要求が承認されたとき、サブスクライブしているビュー
ポイントに適用されます。サブスクライブしているビューポイントがエン
リッチメント用に構成されている場合、サブスクリプション担当者は要求を
変更できます。ビューポイントのサブスクライブを参照してください。

ビデオ

目的 参照するビデオ
ワークフロー承認についての理解を深める

 概要: Enterprise Data Management Cloud
でのワークフローの承認
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目的 参照するビデオ
ワークフローでのサブスクリプションの使用方法
の理解  Oracle Enterprise Data Management

Cloudでの承認ワークフローへのサブスクリプシ
ョンの組込み

ワークフロー承認プロセスの実践例のこのチュートリアルを完了してください。

 Oracle Enterprise Data Management Cloudでのワークフロー承認

ワークフロー・ステージ
要求のワークフロー・ステージおよび要求を別のステージに移動させるアクションを
次の図に示します。
 

 
要求は、送信、承認、コミットおよびクローズ済の 4つのステージを移動します。承
認およびコミット・ステージは、承認ポリシーおよびコミット・ポリシーを作成して
有効にできるオプションのステージです。ポリシーの構成を参照してください。
次の表は、各ワークフロー・ステージで実行できるタスクを説明しています。

要求ステージ タスク 参照
送信 要求の作成

要求アイテムの追加、更新、削
除

要求を使用する変更
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要求ステージ タスク 参照
コメントおよび添付の追加 要求コメントの操作

要求へのファイルの添付
要求の割当て、コラボレーショ
ン、送信および削除

要求の割当て
要求についてのコラボレーシ
ョン
要求の送信
ドラフト要求のオープンおよ
び削除

承認 承認者は、送信済の要求を承認
するよう招待されます。

ワークフロー通知

要求の承認、エンリッチ、プッ
シュバック、撤回(要求送信者
のみ)または却下

要求の承認
要求のエンリッチ
要求のプッシュバック
要求の撤回
要求の却下

コメントおよび添付の追加(要
求の承認、プッシュバックまた
は却下)

要求コメントの操作
要求へのファイルの添付

コミット コミット者は、承認済の要求を
コミットするよう招待されま
す。

ワークフロー通知

要求のコミット、却下、撤回
(要求送信者のみ)またはプッ
シュバック

要求のコミット
要求の却下
要求の撤回
要求のプッシュバック

クローズ済 要求履歴の表示 要求の検査

アプリケーションのブロックアウト期間について
アプリケーション所有者またはメタデータ・マネージャは、ブロックアウト期間が終了する
まで要求が保持され、アクティブなビューに適用されない、アプリケーションのブロックア
ウト期間を設定できます。このブロックアウト期間はクローズ済ステージの直前に発生し、
ブロックアウト期間が終了するまですべての要求が「ブロック済」ステータスになります。
ブロックアウト期間が終了すると、ブロック済のすべての要求が検証され、検証エラーがな
い場合は完了またはクローズ済のいずれかになり、検証エラーがある場合はワークフローに
戻されます。

送信プロセス
ユーザーは、要求の送信でコラボレーションできます。要求は、要求を処理および送信でき
る別のユーザーに割り当てることができます。複数のユーザーに要求についてコラボレーシ
ョンするよう依頼することもできます。
送信プロセスには、次が含まれます。
• 要求の作成
• 要求アイテムの追加、更新、削除
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• 要求または特定の要求アイテムへのコメントの追加
• サポート・ドキュメントの添付
• 別のユーザーへの要求の処理の割当て
• ドラフト要求の削除
• 要求の送信

要求の割当て
ドラフト要求は、要求の処理を続行できる別のユーザーに割り当てることができます。
たとえば、要求の作成者が、要求の送信ステージを完了できない場合、要求を別のユ
ーザーに再割当てする必要があることがあります。新規担当者は、要求の送信または
削除を担当します。

ノート:

別のユーザーに再割当てするには、要求は送信ステージにある必要がありま
す。

考慮事項
• 要求を割り当てる場合は、要求の割当者と担当者の両方の権限とデータ・アクセス
が考慮されます。要求のセキュリティを参照してください。

• 要求を検証する際、新しい担当者に権限がないアクションが要求に含まれている場
合、または新しい担当者に編集権限がないプロパティ(非表示のプロパティを含む)
を更新する場合、その要求アイテムはユーザー権限のために検証が失敗となりま
す。検証エラーは、要求を送信する前に解決する必要があります。

• 検証エラーを修正する場合、要求の担当者は、権限で実行できないアクションや更
新する権限のないプロパティが指定されている要求アイテムなど、要求に含まれて
いる要求アイテムを削除できます。

要求が再割り当てされると、以前および新規担当者に担当の変更が通知されます。以
前の担当者には、要求がもう割り当てられていないことを知らせる電子メール通知が
送信されます。新規の担当者には、要求を送信する担当者として要求が自分に割り当
てられていることを知らせる電子メール通知が送信されます。
要求を割り当てるには:

1. 要求を開きます。
2. 「アクション」をクリックして、次に「割当て」を選択します。
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ノート:

「割当て」メニュー・アイテムは、現在のユーザーが要求を割当てできる場合に
のみ使用できます(つまり、ユーザーは、現在の要求担当者、ビューに対するビ
ュー所有者権限を持つユーザー、またはサービス管理者である必要があります)。

3. 要求の割当て先のユーザーを選択し、オプション・コメントを追加して「OK」をクリッ
クします。
 

 

要求についてのコラボレーション
複数のユーザーが要求に参加しやすくなるように、要求担当者は他のユーザーに送信ステー
ジでドラフトおよびプッシュ・バック済の要求についてコラボレーションするよう依頼でき
ます。協力者は要求に対して追加または除去できます。協力者に対しては協力するよう依頼
された要求について通知されます。
ユーザーはホーム・ページおよび要求アクティビティの「アクティビティ」リストからコラ
ボレーション要求にアクセスできます。「自分のアクティビティ」フィルタの「コラボレーシ
ョン済」アイテムを使用して、ユーザーが協力者である要求を検索できます。
コラボレーション・ユーザーは要求アイテムに対して次の処理を実行できます。
• 参照
• 追加
• 編集
• ロード
• 検証
• 削除
また、要求コメントの参照、追加、編集および削除に加えて、添付の表示、追加および削除
もできます。
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ノート:

要求に割り当てられたユーザーは要求を制御できます。協力者は送信ステー
ジで要求を送信、再割当、削除することはできません。

考慮事項
要求についてコラボレーションするようにユーザーを招待する場合は、次の考慮事項
が適用されます:

• 要求についてコラボレーションする場合は、要求の担当者と協力者の両方の権限と
データ・アクセスが考慮されます。要求のセキュリティを参照してください。

• 協力者が要求を検証する際、協力者に権限がないアクション、または協力者に編集
権限がないプロパティ(非表示のプロパティを含む)を更新するアクションが要求
に含まれている場合、その要求アイテムはユーザー権限のために検証が失敗となり
ます。検証エラーは、要求を送信する前に解決する必要があります。

• 検証エラーを修正する場合、担当者は、権限で実行できないアクションや更新する
権限のないプロパティが指定されているアイテムなど、要求に含まれている要求ア
イテムを削除できます。一方、協力者は、すべてのアクションおよびプロパティ更
新を実行するのに十分なデータ・アクセスがある要求アイテムのみを削除できま
す。

協力者が参加した後に、担当者は要求を承認およびコミットできます。
要求についてコラボレーションするユーザーを追加するには:

1. 要求を開きます。
2. 「アクション」をクリックし、「コラボレーション」を選択します。

 

 

3. ユーザーを選択し、オプションのコメントを追加してから「OK」をクリックしま
す。

ノート:

ビューの 1つ以上のビューポイントにアクセス可能なユーザーのみがド
ロップダウン・リストに表示されます。
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要求についてコラボレーションするよう求められたユーザーに電子メール通知が届き、その
アクティビティ・リストが更新されます。
 

 
要求から協力者を除去するには:

1. 要求を開きます
2. 「アクション」をクリックし、「コラボレーション」を選択します。
3. 除去するユーザー名の右側にある「X」をクリックし、それから「OK」をクリックしま
す。

要求の送信
要求が送信されると、検証チェックが実行され、変更がコミットされ、ビューポイントが変
更で更新されます。
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要求を送信すると、自動的に検証されます:

• 検証エラーがある場合、要求を送信する前にエラーを修正する必要があります。
• 検証の警告のみがある場合(エラーなし)、要求の送信を続行することを確認する必
要があります。警告を無視して要求を送信するには「続行」をクリックし、要求を
確認するには「取消」をクリックします。

要求を送信するには:

1. ドラフト要求を開きます。
2. 「送信」をクリックします。
「要求」リストで完了した要求を表示できます。要求アクティビティの操作を参照して
ください。

要求の再送信
プッシュバックされた要求または撤回した要求は、承認のために再送信する必要があ
ります。要求がエンリッチされている場合は、要求を送信する前に新しい要求アイテ
ムを検証する必要があります。
考慮事項
要求送信者は、自分の権限とデータ・アクセスによって要求のすべてのアクションを
実行できる必要があります。自分のアクセス権で実行できないアクションで要求がエ
ンリッチされた場合は、要求を検証して送信するために次のいずれかのステップを実
行します:

• 要求アイテムまたは要求アイテム・インスタンスを削除します。
• 要求インスペクタから、実行できない個々の要求アクションを削除します。
要求の検証の問題の操作を参照してください。
要求を再送信するには:

1. プッシュバック済または撤回済の要求を開きます。
2. 要求がエンリッチされた場合は、要求アイテムをレビューし、要求アイテム、要求
アイテム・インスタンスまたは要求アクションを削除することにより、実行できな
い検証またはアクションで問題を解決します。

3. 「送信」をクリックします。
要求は「承認」ステージに移動し、承認の招待が再度送信されます。

要求の撤回
要求の送信者である場合は、追加の変更を加えるために、送信後に「処理中」要求を
撤回できます。
要求を撤回すると、すべての要求の承認およびコミットがクリアされ、要求が送信ス
テージに戻されます。要求アイテムを変更して要求を再送信したり(要求の再送信を参
照)、不要になった場合は要求を削除できます。
既存の協力者は保持されて要求を変更することができ、他のすべての要求参加者は引
き続き要求にアクセスできます。要求がエンリッチされた場合、エンリッチメント・
プロセスのすべての変更は保持されます。
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1. 送信した処理中要求で、「アクション」をクリックし、次に「撤回」をクリックします。
 

 

2. コメントを追加し、「OK」をクリックします。

承認プロセス
ユーザーは、要求の承認でコラボレーションできます。
承認者は、送信済の要求を承認するよう、電子メール通知によって招待されます。誰が招待
されるかは、承認ポリシーの構成に基づきます。詳細は、 ポリシーの構成を参照してくださ
い。
承認プロセスには、次が含まれます。
• 要求へのコメントの追加
• サポート・ドキュメントの添付
• 要求アイテムの追加または編集による要求のエンリッチ(エンリッチが有効になっている
場合)

• 更新および再送信できるようにするための要求のプッシュバック
• 要求の却下
• 要求の承認
• 要求からの承認の取下げ

要求の承認
要求を承認するように招待されている場合、そのユーザーには電子メール通知が送信されま
す。
承認する要求を開く際、次の項目を実行できます。
• 「アイテム」タブで要求アイテムを確認し、ビューポイントで変更をビジュアル化できま
す。

• 「アイテム」タブで特定の要求アイテムのコメントを表示し、追加できます。
• 「コメント」タブで要求のコメントを表示し、追加できます。
• 「添付」タブで要求の添付を表示し、追加できます。
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ノート:

承認ポリシーのエンリッチメントが有効になっている場合は、承認者が要求
アイテムを追加、削除および編集して要求をエンリッチすることもできます。
要求のエンリッチを参照してください。

1. 電子メール通知からリンクをクリックして、要求アクティビティを開き、次に要求
を開きます。

ノート:

変更の一部のみを承認する要求を開くと、「承認するアイテム」フィルタ
がデフォルトで有効になり、承認を招待されている要求アイテムのみが
表示されます。フィルタ・アイコンをクリックすると、すべての要求ア
イテムを表示できます。
 

 

2. 要求内の変更を確認します。コメントまたは添付を表示および追加し、「承認」を
クリックします。
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3. 承認コメントを追加でき、次に「OK」をクリックします。

ノート:

要求を承認するには、検証エラーを修正する必要があります。検証の警告のみ
がある場合、要求の承認を続行することを確認する必要があります。警告を無
視して要求を承認するには「続行」をクリックし、要求を確認するには「取消」
をクリックします。

要求のエンリッチ
承認ポリシーのエンリッチメントが有効になっている場合は、要求を承認する前に、要求ア
イテムを追加、削除および編集して要求をエンリッチできます。
実行できる要求アクションは、権限およびデータ・アクセスによって異なります。要求のセ
キュリティを参照してください
要求をエンリッチすると、次のことができます:

• 承認者が実行できるすべてのアクションを実行します。要求の承認を参照してください。
• 新しいノードの追加、以前は要求に含まれていなかったビューポイントの変更など、要求
に新しいアイテムを追加します。

• アイテムの削除、以前のアクションを相殺または無効にする変更の追加など、既存の要求
アイテムを変更します(権限で許可される場合)。

変更を加えて要求をエンリッチした後、要求を承認します。要求は、権限およびデータ・ア
クセスに基づいて検証されます。
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Note:

承認ポリシーでエンリッチメントが有効になっている場合、要求に、アクシ
ョンを実行できる検証の問題がある場合は、要求を承認できません。要求に
次のいずれかのタイプの検証の問題があり、承認ポリシーのエンリッチ者で
ある場合は、承認しようとするとエラーが表示されます:

• 変更を追加し、それによって検証の問題が発生しました
• 他のユーザーによる変更で発生した検証の問題を修正するための適切な
権限があります

要求を承認するには、その前に検証の問題を修正する必要があります。要求
の検証の問題の操作を参照してください。
要求に、アクションを実行できない検証の問題がある場合は、要求を承認で
きます。

1. 電子メール通知からリンクをクリックして、要求アクティビティを開き、次に要求
を開きます。

Note:

変更の一部のみを承認する要求を開くと、「承認するアイテム」フィルタ
がデフォルトで有効になり、承認を招待されている要求アイテムのみが
表示されます。フィルタ・アイコンをクリックすると、すべての要求ア
イテムを表示できます。
 

 

2. 権限およびデータ・アクセスに従って、ノードの追加と削除、プロパティの編集な
ど、要求アクションを実行します。要求を使用する変更を参照してください。

Note:

「承認するアイテム」フィルタにより、承認のために招待されたアイテム
のみが表示されるため、エンリッチメント中に、自分が承認者でないデ
ータ・チェーン・オブジェクトの要求アイテムを追加した場合、これら
のアイテムを要求ペインに表示するには、フィルタ・アイコンをクリッ
クしてフィルタを無効にする必要があります。
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3. 要求内の変更を確認します。コメントまたは添付を表示および追加し、「承認」をクリッ
クします。
 

 

4. 承認コメントを追加でき、次に「OK」をクリックします。

要求のプッシュバック
要求の承認またはコミットに招待された場合は、要求を変更して再送信できるように送信者
にプッシュバックできます。
要求をプッシュバックする前に、コメントを要求および要求アイテムに追加し、添付を追加
できます。

ノート:

要求をプッシュバックすると、要求の以前の承認および現在の招待がクリアされま
す。

1. 承認者またはコミット者として確認する開いている要求から、「アクション」をクリック
し、「プッシュバック」をクリックします。
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2. コメントを入力し(必須)、[Tab]を押し、「OK」をクリックします。

要求の却下
要求の承認またはコミットに招待された場合は、要求を却下し、以降のアクションを
実行できないように要求を完全に終了できます。
要求を却下する前に、コメントを要求および要求アイテムに追加し、添付を追加でき
ます。

ノート:

要求を却下すると、以前の承認は保持され、却下は要求承認履歴に記録され、
要求の現在の招待がクリアされます。

1. 承認者またはコミット者として確認する開いている要求から、「アクション」をク
リックし、「却下」をクリックします。
 

 

2. コメントを入力し(必須)、[Tab]を押してから、要求を却下するには「却下」、変更
について送信者に要求をプッシュバックするには「プッシュバック」をクリックし
ます。

要求の承認の取下げ
承認した要求がまだ「処理中」である場合、さらに編集できるように承認を取り下げ
ることができます。
次の条件の場合、要求から承認を取り下げることができます:

• 「承認」アクションで要求に対してコントリビューションしました。
• 要求はまだ完了しておらず、「処理中」です。
• 要求送信者ではありません(要求送信者の場合は、要求を撤回する必要がありま
す)。要求の撤回を参照してください。

要求から承認を取り下げるには:
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1. 「要求アクティビティ」から、以前承認した「処理中」要求を開きます。
2. 「取下げ」をクリックします。

 

 

3. コメントを入力し、「OK」をクリックします。
承認を取り下げると、その要求に関連付けられているすべての承認ポリシーから自分の承認
アクションが除去され、すべてのコミットがクリアされます。シリアル・ポリシーの場合、
その承認の後のすべての後続の承認も除去されます。要求承認の取下げの理解を参照してく
ださい。

コミット・プロセス
コミット者は、承認された要求をコミットするように電子メール通知で招待されます。
要求のコミットに招待されるユーザーは、コミット・ポリシーの構成に基づきます。ポリシ
ーの構成を参照してください。
コミット・プロセスには、次が含まれます:

• 承認された要求のコミット
• 承認された要求の却下
• 承認された要求を更新して再送信できるようにする、送信者へのプッシュバック

要求のコミット
要求のコミットに招待された場合、そのユーザーには電子メール通知が送信されます。
コミットする要求を開くと、次の操作を実行できます:

• 「アイテム」タブで要求アイテムを確認し、ビューポイントで変更をビジュアル化できま
す。

• 「アイテム」タブで特定の要求アイテムのコメントを表示し、追加できます。
• 「コメント」タブで要求のコメントを表示し、追加できます。
• 「添付」タブで要求の添付を表示し、追加できます。
コミット・フェーズでは、要求アイテムに変更を追加できません。
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1. 電子メール通知からリンクをクリックして、要求アクティビティを開き、次に要求
を開きます。

Note:

変更の一部のみをコミットする要求を開くと、「コミットするアイテム」
フィルタがデフォルトで有効になり、コミットを招待されている要求ア
イテムのみが表示されます。フィルタ・アイコンをクリックすると、す
べての要求アイテムを表示できます。
 

 

2. 要求内の変更を確認します。コメントまたは添付を表示して追加し、アクションを
実行します:

• 「コミット」をクリックします。
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コミットのコメントを追加して、「OK」をクリックします。

Note:

検証エラーは、要求をコミットする前に修正する必要があります。検証の警
告のみがある場合、要求のコミットを続行することを確認する必要がありま
す。警告を無視して要求をコミットするには「続行」をクリックし、要求を
確認するには「取消」をクリックします。

要求がコミットされて終了します。
• 「アクション」をクリックし、次のいずれかを選択します:

– プッシュバック(要求のプッシュバックを参照)。
– 却下(要求の却下を参照)。
– 撤回(要求の撤回を参照)。

• 「取下げ」をクリックします(要求の承認の取下げを参照)。このアクションは、承認ス
テージで要求を承認した場合にのみ使用できます。
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13
要求の通知

割り当てられたワークフロー・アクションおよびサブスクリション要求に関する電子メール
通知がユーザーに送信されます。
通知は、「言語」ユーザー・プリファレンスで選択した言語に翻訳されます。言語プリファレ
ンスを指定しないと、電子メールのコンテンツはサービスのデフォルト言語になります。ま
た、通知には、プリファレンスで設定したタイム・ゾーンが使用されます。タイム・ゾーン
を選択していない場合は、ブラウザのロケールのタイム・ゾーンが使用されます。プリファ
レンスの設定を参照してください。
詳細は、次を参照してください:

• サブスクリプション通知
• ワークフロー通知

サブスクリプション通知
ユーザーにサブスクリプションを介して受信した変更を認識させるため、およびレビューや
問題解決を担当する要求担当者に通知するために、サブスクリプション要求では電子メール
通知が送信されます。
ソース・ビューポイントの変更が送信されると、サブスクリプション・ユーザーに通知が送
信されます。サブスクリプション要求が自動送信される場合、ユーザーは変更がビューポイ
ントに自動的に適用されたことを通知されます。それ以外の場合、ユーザーはレビューおよ
び手動送信のために要求が自分に割り当てられていることを通知されます。

ノート:

サブスクリプション担当者が電子メール・アドレスを持っていない場合、またはそ
の担当者がシステムから除去された場合、ソース・ビューポイントに含まれるアプ
リケーションのアプリケーション所有者権限を持つすべてのユーザーに電子メール
通知が送信されます。

ソース・ビューポイントが更新されると、サブスクライブしているすべてのターゲット・ビ
ューポイントの担当者は、要求詳細を含む電子メール通知を受信します。

ノート:

サブスクリプションで「コラボレーション」オプションが有効になっている場合(サ
ブスクリプションの作成、編集および検証を参照)、代替担当者にも電子メール通知
が送信されます。

正常に処理された要求のサブスクリプション通知メールには、次の情報が含まれます。
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• 要求を開くためのリンク付きの、要求 IDおよびタイトル
• ソース・ビューおよびビューポイント
• ターゲット・ビューおよびビューポイント
• サブスクリプション要求内の要求アイテム数およびスキップされた元の要求のア
イテム数

• 要求が正常に自動送信されたかどうかを示す自動送信ステータス・メッセージ。
• 有効になっている場合(システム設定の構成の「サブスクリプション要求ファイル
の添付」を参照)、サブスクリプション通知には、サブスクリプションの要求アイ
テムの生成に使用された要求ファイルも添付として含まれます。添付を確認して、
要求内の変更のプレビューおよび潜在的な問題を確認できます。要求ファイルの
添付の確認を参照してください。

たとえば、次の通知は、サブスクリプション要求が作成され、スキップされたレコー
ドがないことを示しています。これは、すべてのアイテムがサブスクリプション要求
に正常にロードされたが、一部のアイテムについては、送信する前にアクションを実
行する必要があることを示しています。たとえば、このサブスクリプション要求には、
要求が送信される前に解決する必要がある検証問題があります。通知の要求リンクを
クリックすると、要求が開いて詳細情報が表示されます。
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スキップされた、または失敗したサブスクリプションの通知
スキップされた、または失敗したサブスクリプション要求の場合、ターゲット・ビューポイ
ントのアプリケーションまたはディメンションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限があるユーザーに電子メール通知が送信され、結果が知らされます。スキップされた
サブスクリプションの場合、要求担当者にも通知が送信されます。これらの問題は、次のよ
うな多くのシナリオから発生する可能性があります:

• サブスクリプション担当者に、ソース・ビューポイントへの参加者(読取り)権限、および
ターゲット・ビューポイントへの参加者(書込み)権限がありません

• ユーザーが削除されたか、グループにユーザーがいません
• ソース・ビューポイントとターゲット・ビューポイントの間に互換性がないノード・タイ
プがあります

• サブスクリプションの最上位ノード・フィルタが無効です(たとえば、最上位ノードが除
去または削除されました)

• ノード・フィルタ式が無効です
失敗したサブスクリプションの場合、問題が解決されるとビュー所有者またはサービス管理
者は、以前失敗した要求のサブスクリプションをリプレイできます。要求系列の表示を参照
してください。
ブロックされているサブスクリプション要求に対する通知
現在アプリケーションのブロックアウト期間にあるアプリケーションに対するサブスクリプ
ション要求を受信すると、通知が送信されます。通知には、ブロックアウト期間が終了する
日時が記載されています。

ワークフロー通知
ワークフロー・プロセスで送信される電子メール通知にはいくつかのタイプがあります。

通知タイプ 説明
承認 送信済の要求を承認する必要があるユーザーに送

信されます
割当 要求が割り当てられたユーザーに送信されます
コラボレーション 要求についてコラボレーションするように依頼さ

れるユーザーに送信されます
コミット 承認済の要求をコミットする必要があるユーザー

に送信されます
エスカレーション 次の理由により注意が必要な要求についてデー

タ・マネージャに送信されます。
• タイムアウト: 招待者がリマインダ電子メー
ルに応答していません

• デッドロック: 承認ポリシー要件を満たすた
めに必要な承認者が十分に存在しません
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通知タイプ 説明
無効なポリシー 「処理中」要求の適用されるポリシーに招待者がい

ない(たとえば、使用可能なポリシー・ユーザーが
いない、またはポリシー・グループにユーザーが
含まれていない)場合、ポリシーが適用されるアプ
リケーションまたはディメンションの所有者およ
びメタデータ・マネージャに送信されます。

リマインダ 要求に対するアクションを実行していない承認者
またはコミット者に送信されます

ユーザー指定 要求または要求アイテムのコメントで指定された
ユーザーに送信されます

更新 要求に次の処理が行われたときに要求の送信者に
送信されます。
• 完了
• プッシュバック済
• 却下済

ノート:

リマインダおよびエスカレーション通知は、それらが要求を管理する承認ポ
リシーまたはコミット・ポリシーで構成されている場合のみ送信されます。

ワークフロー電子メールの例
次のワークフロー通知は、New rollupという名前の送信済要求を承認するようWilliam
を招待しています。電子メールには、要求の要約、つまり、誰が作成したが、影響を
受けるビューおよびビューポイント、承認する要求アイテム数およびコメントと添付
の数が含まれます。Williamは、リンクをクリックして要求に直接移動できます。
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14
監査の実行

監査により、データに対するトランザクションの変更および経時的なメタデータの変更の両
方を表示できます。「監査」画面からアクセスします。各監査画面でフィルタを使用し、表示
する変更に対してパラメータを設定します。たとえば、特定の階層セットに対して実行され
たすべての挿入や、特定のグループに付与された権限を表示できます。
監査ページからドリル・スルーして、表示しているオブジェクトに関する詳細を表示できま
す。たとえば、関連付けられている権限監査のインスペクタにドリル・スルーしたり、トラ
ンザクション履歴の要求にドリル・スルーできます。
監査の詳細は、次を参照してください:

• トランザクション履歴の監査
• システム・イベントの監査
• 権限の監査
• ポリシーの監査

トランザクション履歴の監査
トランザクション履歴を使用すると、データに関連するトランザクションを表示することで、
そのデータに対する経時的な変化を表示できます。表示するトランザクションをフィルタで
きます。たとえば、特定のノードについて先月行われたすべてのトランザクションを表示し
たり、過去 7日間に行われた特定の階層セットの移動アクションのみを表示できます。その
後、監査するフィルタされたトランザクションのビューを Excelファイルにダウンロードで
きます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
トランザクション履歴の監査について学習しま
す。  Enterprise Data Managementの監査.

セキュリティに関する考慮事項
表示できるトランザクションは、アプリケーション・ロールおよびセキュリティ権限によっ
て異なります。
• サービス管理者の事前定義済ロールが割り当てられているユーザーは、すべてのアプリケ
ーションのデータに対する変更を表示できます。また、アプリケーション全体にわたって
データを変更することもできます。

• 監査アプリケーション・ロールが割り当てられているユーザーは、すべてのアプリケーシ
ョンのデータに対する変更を表示できますが、データ自体を変更することはできません。

• データ・オブジェクトに対して少なくともデータ・マネージャ権限が割り当てられている
ユーザーは、そのデータ・オブジェクトに対する変更のみを表示できます。たとえば、ア
プリケーション内の勘定科目ディメンションに対してデータ・マネージャ権限が割り当て
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られている場合は、勘定科目ディメンションに対する変更のみを表示できます。エ
ンティティ・ディメンションや製品ディメンションのデータは表示できません。

トランザクション履歴の表示
トランザクション履歴にアクセスするには、ホーム・ページで「監査」カードをクリ
ックし、左パネルの「トランザクション」を選択します。デフォルトでは、過去 7日
間のトランザクションが表示されます。
 

 
「監査: トランザクション履歴」から、表示するトランザクションをフィルタできます。
次のフィルタを使用できます。
• データ・チェーン: アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプまたは階
層セットを選択して、そのオブジェクトのトランザクションを表示します。「監査」
ロールが割り当てられているユーザーは、任意のデータ・チェーン・オブジェクト
を選択できます。それ以外の場合、オブジェクトを選択するには、少なくともその
オブジェクトに対するデータ・マネージャ権限が必要です。

• ビューまたはビューポイント: ビューまたはビューポイントを選択して、そのビュ
ーまたはビューポイントからトランザクションを表示します。ノードが複数のビ
ューポイントにある場合は、選択したビューポイントで発生したトランザクション
のみが表示されます。

ヒント:

ノードの変更がどのビューポイントで行われたのかを把握していない場
合があるため、ノードでトランザクションを検索するときは、ビューポ
イントではなくアプリケーションまたはディメンションでフィルタする
ほうが有用です。

• アクション: 表示する特定のアクションを選択します。選択には、次のアクション
を使用できます。フィルタするアクションを複数選択できます。
– 追加
– 挿入
– 移動
– 除去
– 削除
– 更新
– 名前変更
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– 並替え

ノート:

データ・インポート・アクションには、アクションとしてインポートを含む単
一のトランザクションが表示されます。インポートされたデータとその場所の
完全な詳細は監査には取得されません。

• ノード: 個々のノードを入力して、そのノードのトランザクションを表示します。完全一
致のみが表示され、ワイルドカード文字はサポートされていません。

• 要求 ID: 特定の要求 IDを入力して、その要求のトランザクションを表示します。完全一
致のみが表示され、ワイルドカード文字はサポートされていません。
オプション: 「関連要求を含める」オプションを使用して、入力した要求 IDと同じ系列の
すべての要求のトランザクション(要求系列の表示を参照)を同様にフィルタ済結果に含
めます。

ヒント:

サブスクリプション要求の場合は、「ソース要求」列にサブスクリプション要求
を生成した元の要求が表示されます。この列を表示するためにスクロールする
必要がある場合があります。

• ユーザー: ユーザー名を選択して、そのユーザーが実行したトランザクションを表示しま
す。

• 時間枠: 「期間」から時間枠を選択して、その期間に実行されたトランザクションを表示
するか、「日付範囲」をクリックして、カスタム日付範囲を入力します。選択には、次の
日付範囲を使用できます。
– 過去 7日間
– 過去 30日間
– 過去 60日間
– 過去 90日間
– 前年

トランザクション履歴フィルタを使用する際、すべてのフィルタをデフォルト値にリセット
するには「すべてのフィルタのリセット」 をクリックし、現在のフィルタ設定で返され
たデータをリフレッシュするには「データのリフレッシュ」 をクリックします。

フィルタ選択によって返されたトランザクションを検索するには、「検索」 をクリックし
ます。入力すると、すべてのフィールドで検索が動的に実行されます。たとえば、「ro」を検
索すると、「ユーザー」列に「Casey Brown」、「ビューポイント」列に「Product」、「ディメ
ンション」列に「Corporate Products」というトランザクションが返されます。
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ノート:

アプリケーションを削除すると、そのアプリケーションのデータ・オブジェ
クトに関するトランザクション履歴もすべて削除されます。

トランザクション履歴フィルタの保存
フィルタ選択を保存すると、特定のトランザクションをすばやく繰返し表示できます。
保存済フィルタは保存したユーザーのみが使用できます。
フィルタを保存するには:

1. フィルタ・ヘッダーで、「保存済フィルタ」メニュー をクリックしてから「保存」
をクリックします。

2. 名前を入力して、「保存」をクリックします。
フィルタを保存した後、保存済フィルタの名前が左パネルと「監査」ヘッダーに表示
されます。左パネルの「トランザクション」の横にある矢印をクリックして、保存済
フィルタのリストを展開します。
保存済フィルタからフィルタを変更して別の名前で保存したり、不要になった保存済
フィルタを「保存済フィルタ」メニュー から削除できます。

保存済フィルタの選択をクリアするには、「すべてのフィルタのリセット」 をクリ
ックします。
トランザクション履歴からの要求の検査
「要求 ID」列で要求 IDをクリックし、その要求を要求インスペクタで開きます。これ
により、承認ワークフロー履歴など、各要求に関する詳細情報を表示できます。
トランザクション履歴のダウンロード
トランザクション履歴をフィルタして監査するトランザクションを表示した後、「ダウ
ンロード」 をクリックしてオプションを選択し、結果を Excelファイルにダウンロ
ードできます:

• トランザクション履歴: トランザクションのみをダウンロードします。
• トランザクションおよびワークフロー履歴: トランザクションおよびすべてのトラ
ンザクションのワークフロー履歴(送信、承認、コミットなど)を別のタブにダウン
ロードします。
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ノート:

画面表示には最大 10,000件のレコードが返されますが、Excelファイルには結果セ
ット全体がダウンロードされます。たとえば、フィルタが 12,000件の結果を返す場
合、画面には最初の 10,000件が表示されますが、「ダウンロード」 をクリック
すると、12,000件すべてが Excelファイルにダウンロードされます。

Excelファイルでリンクされている要求 IDをクリックして、Oracle Enterprise Data
Management Cloudでその要求に移動します。

システム・イベントの監査
システム・イベントの監査を使用すると、サービス管理者は、システムで発生した一般的な
イベント(移行タスクやユーザー変更など)を、イベントが発生した時間や各イベントのステー
タスを含めて確認できます。
イベント・タイプ別にイベント監査をフィルタして、結果を Excelファイルにダウンロード
できます。
システム・イベントを表示するには、ホーム・ページの「監査」カードをクリックし、「監査
タイプ」パネルの「システム・イベント」を選択します。デフォルトでは、過去 7日間のイ
ベントが表示されます。
 

 
「監査: システム・イベント」から、表示するイベントをフィルタできます。次のフィルタを
使用できます。
• イベント・カテゴリおよびタイプ: イベント・カテゴリを選択し、そのカテゴリ内の表示
するイベントのタイプを選択します。次のカテゴリ・タイプを使用できます:

カテゴリ タイプ 説明
インデックスを除くすべて すべて インデックス再構築を除くすべ

てのイベントが表示されます
すべて すべて インデックス再構築を含むすべ

てのイベントが表示されます
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カテゴリ タイプ 説明
インデックス – インデックス再構築

– インデックス・アップグレ
ードの開始

– インデックス・アップグレ
ードの終了

– インデックス・アプリケー
ションの開始

– インデックス・アプリケー
ションの終了

– インデックス移行インポー
ト

インデックス・イベントが表示
されます

メタデータ – アプリケーション
– ディメンション
– 制約
– 階層セット
– 参照セット
– ノード・セット
– ノード・タイプ
– 権限
– ポリシー
– プロパティ
– 検証
– ビュー
– ビューポイント

メタデータ・オブジェクトの作
成および削除イベントが表示さ
れます

移行 – インポートの移行
– 移行バックアップ

インポートやバックアップなど
の移行タスクが表示されます
ノート: 移行タスクの場合、ユ
ーザーは常にシステム管理者で
す。

システム – システム起動
– システム・シャットダウン

システム起動およびシャットダ
ウン・イベントが表示されます

セキュリティ – すべて
– ユーザー
– グループ

追加または削除されたユーザー
およびグループが表示されます

テンプレート – アプリケーション・テンプ
レート

– ディメンション・テンプレ
ート

– 複数のアプリケーション・
テンプレート

アプリケーションおよびディメ
ンションのテンプレート・イン
ポートおよびエクスポート情報
が表示されます

• 時間枠: 「期間」から時間枠を選択して、その期間のイベントを表示するか、「日
付範囲」をクリックして、カスタム日付範囲を入力します。選択には、次の日付範
囲を使用できます。
– 過去 7日間
– 過去 30日間
– 過去 60日間
– 過去 90日間
– 前年
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– すべて (「イベント・カテゴリおよびタイプ」が「すべて」または「インデックスを除
くすべて」に設定されていない場合のみ使用可能)。

「監査: システム・イベント」フィルタを使用する際、すべてのフィルタをデフォルト値にリ
セットするには をクリックし、現在のフィルタ設定で返されたデータをリフレッシュする
には をクリックします。
フィルタ選択によって返されたイベントを検索するには、 をクリックします。
システム・イベント監査結果のダウンロード
フィルタを調整して監査するイベントを表示した後、「ダウンロード」 をクリックして結
果を Excelファイルにダウンロードできます。
イベントをダウンロードすると、すべてのイベントがスプレッドシートに含まれます。これ
には、画面に表示されないイベントが含まれます。

権限の監査
権限の監査により、経時的に権限に加えられた変更を表示できます。表示する権限をフィル
タできます。たとえば、特定のデータ・チェーン・オブジェクトでの権限の変更、または特
定のユーザーに対する権限の変更を表示できます。
権限の変更を表示するには、ホーム・ページで「監査」カードをクリックし、「監査タイプ」
パネルの「権限」を選択します。デフォルトでは、過去 7日間の変更が表示されます。
 

 
「監査: 権限」から、表示する権限の変更をフィルタできます。次のフィルタを使用できます。
• データ・チェーン: アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプまたは階層セッ
トを選択して、そのオブジェクトに対する権限の変更を表示します。

• ビュー: ビューを選択して、そのビューに対する権限の変更を表示します。
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Caution:

特定の「データ・チェーン」オブジェクトまたは特定の「ビュー」での
フィルタを選択できますが、両方は選択できません。これらのフィルタ
のいずれかで「すべて」以外を選択した場合、もう 1つのフィルタは「す
べて」に設定する必要があります。

• 名前: ユーザーまたはグループの名前を選択して、そのユーザーまたはグループに
対して実行された権限の変更を表示します。

• 時間枠: 「期間」から時間枠を選択して、その期間に実行された権限の変更を表示
するか、「日付範囲」をクリックして、カスタム日付範囲を入力します。選択には、
次の日付範囲を使用できます。
– 過去 7日間
– 過去 30日間
– 過去 60日間
– 過去 90日間
– 前年
– すべて (「データ・チェーン」、「ビュー」または「ユーザー」フィルタの少なく
とも 1つが「すべて」以外の何かに設定されている場合のみ使用可能)

「監査: 権限」フィルタを使用する際、すべてのフィルタをデフォルト値にリセットす
るには をクリックし、現在のフィルタ設定で返されたデータをリフレッシュするに
は をクリックします。

変更された権限について、前の値を表示するには「展開」 ( )をクリックします。「プ
ロパティ・アクセス・リスト」に対する変更は個別にはリストされませんが、 アイ
コンで示されます。これらの変更の詳細は、権限の監査結果をダウンロードして確認
できます。
権限の監査結果のダウンロード
フィルタを調整して監査する権限を表示した後、「ダウンロード」 をクリックして
結果を Excelファイルにダウンロードできます。
権限の変更をダウンロードすると、すべての変更がスプレッドシートに含まれます。
これには、プロパティ・アクセス・リストに対する変更など、画面に表示されない変
更が含まれます。

ポリシーの監査
ポリシーの監査により、経時的にポリシーに加えられた変更を表示できます。表示す
るポリシーをフィルタできます。たとえば、特定のデータ・チェーン・オブジェクト
でのポリシー変更、または特定のポリシー・タイプに対するポリシー変更を表示でき
ます。
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ポリシー変更を表示するには、ホーム・ページで「監査」カードをクリックし、「監査タイ
プ」パネルで「ポリシー」を選択します。デフォルトでは、過去 7日間の変更が表示されま
す。
 

 
「監査: ポリシー」から、表示するポリシー変更をフィルタできます。次のフィルタを使用で
きます。
• データ・チェーン: アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプまたは階層セッ
トを選択して、そのオブジェクトに対するポリシー変更を表示します。

Note:

データ・チェーン・オブジェクトに対するポリシー変更をフィルタすると、選
択したオブジェクトに含まれているデータ・チェーン・オブジェクトに対する
ポリシー変更も表示されます。たとえば、アプリケーションをフィルタすると、
そのアプリケーション内のディメンション、階層セットおよびノード・タイプ
に対するポリシー変更が表示されます。「ポリシー・レベル」フィルタを使用し
て、結果をさらに絞り込みます。

• ポリシー・タイプ: ポリシー・タイプ(承認、コミットまたは通知)を選択して、そのタイ
プのポリシー変更のみを表示します。

• ポリシー・レベル: レベルを選択して、そのレベルで行われたポリシー変更をすべて表示
します。たとえば、階層セット・レベルで行われたポリシー変更をすべて表示できます。

• 時間枠: 「期間」から時間枠を選択して、その期間に実行された権限の変更を表示する
か、「日付範囲」をクリックして、カスタム日付範囲を入力します。選択には、次の日付
範囲を使用できます。
– 過去 7日間
– 過去 30日間
– 過去 60日間
– 過去 90日間
– 前年
– すべて (「データ・チェーン」、「ポリシー・タイプ」または「ポリシー・レベル」フィ
ルタの少なくとも 1つが「すべて」以外の何かに設定されている場合のみ使用可能)
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「監査: ポリシー」フィルタを使用する際、すべてのフィルタをデフォルト値にリセッ
トするには をクリックし、現在のフィルタ設定で返されたデータをリフレッシュす
るには をクリックします。

変更されたポリシーについて、前の値を表示するには「展開」( )をクリックしま
す。ポリシー・グループ、プロパティ・リストおよびノード条件フィルタに対する変
更は個別にはリストされませんが、 アイコンで示されますこれらの変更の詳細は、
ポリシー変更をダウンロードして確認できます。
ポリシーをフィルタして監査する変更を表示した後、「ダウンロード」 をクリック
して結果を Excelファイルにダウンロードできます。
ポリシーの変更をダウンロードすると、すべての変更がスプレッドシートに含まれま
す。これには、ポリシー・グループなど、画面に表示されない変更が含まれます。

プロパティの監査
プロパティの監査により、経時的にプロパティに加えられた変更を表示できます。表
示するプロパティをフィルタできます。たとえば、特定のプロパティに対して加えら
れた変更や特定の期間に加えられた変更を表示できます。
プロパティ変更を表示するには、ホーム・ページの「監査」カードをクリックし、「監
査タイプ」パネルの「プロパティ」を選択します。デフォルトでは、過去 7日間の変
更が表示されます。
 

 
「監査: プロパティ」から、表示するプロパティ変更をフィルタできます。次のフィル
タを使用できます。
• プロパティ: 変更を表示するプロパティを選択するか、「すべて」を選択してすべて
のプロパティに対する変更を表示します(「時間枠」が「すべて」に設定されている
場合は使用できません)。

• 時間枠: 「期間」から時間枠を選択して、その期間に実行されたプロパティ変更を
表示するか、「日付範囲」をクリックして、カスタム日付範囲を入力します。選択
には、次の日付範囲を使用できます。
– 過去 7日間
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– 過去 30日間
– 過去 60日間
– 過去 90日間
– 前年
– すべて (「プロパティ」が「すべて」以外の何かに設定されている場合のみ使用可能)

「監査: プロパティ」フィルタを使用する際、すべてのフィルタをデフォルト値にリセットす
るには をクリックし、現在のフィルタ設定で返されたデータをリフレッシュするには
をクリックします。
列の選択
「監査」画面には 2つのタイプの列があります。共通列は常に表示されます。これには次のも
のが含まれます:

• タイムスタンプとユーザー
• アクション
• ネームスペースおよび名前
• データ型とレベル
• 定義セクション
• データ・チェーン
• 説明
• デフォルト・タイプ
• デフォルト値
• 編集可能
• コミット時にロック
• 継承
画面上の他の列はデータ固有であり、表示される列は選択した列セットによって異なります。
たとえば、文字列列セットの場合は「最小長」および「最大長」列が表示され、ノード・プ
ロパティの場合は「割当済ノード・セット」列が表示されます。

「列セットの選択」 メニューを使用して、表示されるデータ固有の列を変更します。次
のオプションから選択できます:

• なし: データ固有の列は表示されません。
• すべて : すべてのデータ型のデータ固有の列が表示されます

Note:

すべてのプロパティが表示される場合、表示されるデータ固有の列のグループ
を複数選択できます。
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• 文字列: 表示されているレコードの文字列固有の列(「無効な文字」や「無効な値」
など)が表示されます。文字列、リストおよびメモ・データ型が含まれます。

• ブール: 表示されているレコードのブール固有の列(「ブール表示タイプ」など)が表
示されます。

• 数値: 表示されているレコードの数値固有の列(「最小値」や「最大値」など)が表示
されます。浮動小数点、整数および数値文字列データ型が含まれます。

• シーケンス: 表示されているレコードのシーケンス固有の列(「開始値」や「ステッ
プ値」など)が表示されます。

• ノード: 表示されているレコードのノード固有の列(「割当済ノード・セット」など)
が表示されます。

画面にリストするには複雑すぎる変更は、 アイコンで示されます。これらの変更の
詳細は、プロパティ変更をダウンロードして確認できます。監査結果のダウンロード
を参照してください
監査結果のダウンロード
プロパティをフィルタして監査する変更を表示した後、「ダウンロード」 をクリッ
クして結果を Excelファイルにダウンロードできます。
プロパティ変更のダウンロード時には、すべての変更がスプレッドシートに含まれま
す。これには、画面に表示されない変更が含まれます。たとえば、「無効な値」の完全
なリストが画面に表示するには長すぎる場合でも、ダウンロードしたスプレッドシー
トには完全なリストが含まれます。
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15
レポートの操作

レポートはタイプ別にグループ化されます。
次のレポート・タイプを使用できます:

• 抽出レポート
• 権限およびポリシー・レポート
• サブスクリプション・レポート
• カスタム検証レポート
• システム・アクティビティ・レポート
• 「レコード数ログ」レポート

ノート:

すべてのレポート・タイプで、サイドバーを縮小してレポート画面のスペースを大
きくできます。縮小/展開アイコンを見つけるには、レポートのサイドバーとレポー
ト画面の間のラインにマウス・カーソルを置きます。
 

 

抽出レポート
抽出レポートでは、アクセス可能なすべての抽出または抽出パッケージのビューが提供され
ます。このレポートから、抽出または抽出パッケージ、アプリケーションまたはディメンシ
ョン、ビューまたはビューポイントを検査できます。適切なアクセス権がある場合は、ファ
イルへの抽出または抽出パッケージを実行することもできます。
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次の抽出レポートを使用できます:

• 「ビューポイント抽出」レポート: ビュー内の少なくとも 1つのビューポイントの
少なくとも 1つのデータ・チェーン・オブジェクトに対する「参加者(読取り)」権
限(またはそれ以上)を持っているすべての抽出が表示されます。

• 「抽出パッケージ」レポート: パッケージ内のすべての抽出を実行するアクセス権が
ある抽出パッケージが表示されます。

抽出レポートのナビゲート
「検索」 をクリックし、テキストを入力することで、レポートの結果を検索できま
す。入力したテキストについて、レポートの列が検索されます。

フィルタの変更後にレポートを再実行するには「データのリフレッシュ」 をクリ
ックし、レポートのフィルタをデフォルト設定にリセットするには「すべてのフィル
タのリセット」アイコン をクリックします。
ファイルへの抽出を実行するか、ファイルへの抽出パッケージを実行するには、「ファ
イルへの抽出の実行」または「ファイルへの抽出パッケージの実行」 をクリックし
ます。抽出の場合は、ファイル名を入力して(またはデフォルトを受け入れて)、「実行」
をクリックします。抽出を実行するには、ビューポイントのすべてのノード・タイプ
のすべてのプロパティに対する参加者(読取り)権限(またはそれ以上)が必要です。

Note:

増分抽出の場合のみ、現在の抽出の「自」と「至」の日付をオーバーライド
することもできます。これにより、抽出自体のデフォルト値が変更されるこ
とはありません。オーバーライドの除去 をクリックして、抽出から元
の値を復元します。
増分抽出のタイム・ゾーンは抽出レベルで設定されます。抽出を検査し、「オ
プション」タブに移動して変更します。抽出オプションの指定を参照してく
ださい。

「ビューポイント抽出」レポート
このレポートには、すべてのプライベート抽出と、ビュー内の少なくとも 1つのビュ
ーポイントの少なくとも 1つのデータ・チェーン・オブジェクトに対する参加者(読取
り)権限(またはそれ以上)を持っているすべてのビューのパブリック抽出が表示されま
す。
レポートをカスタマイズするには、次のフィルタから選択します:

• データ・チェーン: 「すべて」を選択するか、アプリケーションを選択し、必要に
応じてディメンションを選択します。

• ビュー | ビューポイント: デフォルトでは、アクセス権を持っている最初のビュー
(アルファベット順)内のすべてのビューポイントがレポートに表示されます。こ
のフィルタを使用して、別のビューまたはビューポイントを選択します。
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「抽出パッケージ」レポート
レポートをカスタマイズするには、「アプリケーション」フィルタを使用して、抽出パッケー
ジを表示する特定のアプリケーションを選択します。
 

 

権限およびポリシー・レポート
権限レポートおよびポリシー・レポートでは、すべてのアプリケーションにわたってユーザ
ーとグループに割り当てられている権限およびポリシー・タイプの包括的なビューを提供し
ます。これらのレポートは、アプリケーション全体のユーザー・アクセスを簡単に表示でき
るため、アクセスを設定または変更できます。レポートから、関連するアプリケーション、
ディメンションおよびデータ・チェーン・オブジェクトを検査して、詳細を表示したり、権
限やポリシーを変更できます。

ノート:

アーカイブされたデータ・チェーン・オブジェクトの権限およびポリシーは、レポ
ートには含まれません。

次のレポートを使用できます:

• ユーザー別: 指定したユーザーの権限およびポリシーが表示されます。
• グループ別: 指定したユーザー・グループの権限およびポリシーが表示されます。
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• ポリシー・リスト: 選択したデータ・チェーン・オブジェクト全体のすべてのポリ
シーのリストが表示されます。

権限およびポリシー・レポートのナビゲート
権限およびポリシーのレポートでは、次のアイコンが使用されます:

•  - 権限を示します

•  - ポリシーを示します

•  - ユーザーを示します

•  - ユーザー・グループを示します
をクリックしてテキストを入力することで、レポートの結果を検索できます。入力

したテキストについて、レポートの列が検索されます。 をクリックしてレポートを
ダウンロードすることもできます。
レポートをカスタマイズして、特定の権限およびポリシーの情報を表示するには、フ
ィルタを使用します。フィルタを変更した後にレポートを再実行するには、「リフレッ
シュ」 をクリックし、レポートのフィルタをデフォルト設定にリセットするに
は、「すべてのフィルタのリセット」アイコン をクリックします。
ユーザー別
レポートをユーザー別に作成するには、次のフィルタから選択します:

• データ・チェーン - 「すべて」を選択するか、アプリケーション、ディメンショ
ン、ノード・タイプおよび階層セットから選択します。

• ユーザー - 「すべて」、「現在のユーザー」または特定のユーザーを選択します。レ
ポートを最初に開いたときのデフォルト設定は「現在のユーザー」です。

• ポリシー/権限 - 「すべて」、「承認者」、「コミット者」、「データ・マネージャ」、「メ
タデータ・マネージャ」、「通知済」、「所有者」、「参加者(読取り)」または「参加者
(書込み)」を選択します。

たとえば、このレポートで、Anitaは、3つのアプリケーションに対してデータ・マネ
ージャ権限があり、Corporate Planningに対してメタデータ・マネージャ権限があり、
Financials Cloudアプリケーションに対して参加者(書込み)権限があり、Financials
Cloudアプリケーションの Corporate Companyディメンションに対する承認者です。
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グループ別
レポートをグループ別に作成するには、次のフィルタから選択します:

• データ・チェーン: 「すべて」を選択するか、アプリケーション、ディメンション、ノー
ド・タイプおよび階層セットから選択します。

• ユーザー・グループ: 「すべて」または特定のグループを選択します。

ノート:

現在ユーザーが含まれていないグループには、 アイコンが表示されます。サ
ービス管理者は、アクセス制御でユーザーをグループに割当てできます。
Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理のア
クセス制御の概要を参照してください。

• ポリシー/権限: 「すべて」、「承認者」、「コミット者」、「データ・マネージャ」、「メタデー
タ・マネージャ」、「通知済」、「所有者」、「参加者(読取り)」または「参加者(書込み)」を
選択します。

たとえば、このレポートで、アナリスト・ユーザー・グループには、2つのアプリケーション
に対して参加者(書込み)権限があります。
 

 
グループに割り当てられているユーザーを表示するには、行にカーソルを置き、情報アイコ
ンにマウス・カーソルを置きます。
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ポリシー・リスト
ポリシーを表示するには、次のフィルタから選択します:

• データ・チェーン: 「すべて」を選択するか、「アプリケーション」、「ディメンショ
ン」、「階層セット」または「ノード・タイプ」から選択します。このフィルタを使
用して、ポリシーが定義されているレベルを選択します。

• ポリシー・タイプ: 「承認」、「コミット」または「通知」を選択します。
• レベル: 「すべて」、「アプリケーション」、「ディメンション」、「階層セット」また
は「ノード・タイプ」を選択します。このフィルタを使用して、ポリシーが関係し
ているデータ・チェーン・オブジェクトを選択します。
たとえば、Corporate Planningアプリケーション内のすべての階層セットに関する
すべてのポリシーを表示するには、「データ・チェーン」フィルタで Corporate
Planningアプリケーションを選択し、「レベル」フィルタで「階層セット」を選択
します。

• メソッド: 「すべて」、「所有権」、「パラレル」または「シリアル」を選択します。
• ポリシー・グループ: 「すべて」、あるいは特定のユーザーまたはグループを選択し
ます。

• 有効: 「すべて」、「True」または「False」を選択します。
 

 
権限およびポリシーの詳細は、次を参照してください:
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• 権限の操作
• ポリシーの構成

サブスクリプション・レポート
サブスクリプション・レポートは、すべてのビューおよびアプリケーションにわたって定義
されているサブスクリプションの完全なリストを提供します。レポートのサブスクリプショ
ンは、データ・チェーン、ビューおよび担当者でフィルタできます。レポートからサブスク
リプションを直接検査して、詳細を表示したり、サブスクリプションを変更できます。
サブスクリプション・レポートを作成するには、次のフィルタから選択します:

• アプリケーション - 「すべて」を選択するか、アプリケーションを選択します。
• ビュー | ビューポイント - 「すべて」または特定のビューを選択します。ビューを選択す
る場合は、「すべて」のビューポイントまたは特定のビューポイントを選択できます。

• 担当者 - 「現在のユーザー」、「すべて」、「データ・マネージャ」または特定のユーザーを
選択します。担当者はユーザーまたはグループであり、デフォルトの担当者または代替担
当者に適用します。
をクリックしてテキストを入力することで、レポートの結果を検索できます。入力したテ

キストについて、レポートの列が検索されます。
をクリックして、レポートを Excelファイルにダウンロードできます。

ノート:

アーカイブ済ソースおよびターゲット・ビューポイントのサブスクリプションは、
サブスクリプション・レポートに含まれません。

サブスクリプション・レポートには、次の情報が表示されます:

• サブスクリプションの名前および説明
• ソース・ビューポイント(ビューおよびアプリケーションを含む)

• ターゲット・ビューポイント(ビューおよびアプリケーションを含む)

• デフォルトおよび代替のサブスクリプション担当者

ノート:

現在ユーザーが含まれていないグループには、 アイコンが表示されます。サ
ービス管理者は、アクセス制御でユーザーをグループに割当てできます。
Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理のア
クセス制御の概要を参照してください。

• サブスクリプションが有効になっているかどうか
• ターゲット・ビューポイントがサブスクライブされるアクション
• サブスクライブされる最上位ノード
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• ノード条件式が定義されているかどうか
• 送信オプション: 自動送信、承認の省略
たとえば、このレポートでは、「Company Maintenance | Corporate GL」サブスクリプ
ションは無効ですが、他のすべてのサブスクリプションは有効です。
 

 
サブスクリプションの詳細は、ビューポイントのサブスクライブを参照してください。

カスタム検証レポート
カスタム検証レポートでは、すべてのアプリケーションのデータ・チェーン・オブジ
ェクトに対して手動で作成されたすべての検証のビューを提供します。レポートか
ら、検証、アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプまたは階層セットを
検査して、詳細を表示したり、そのオブジェクトを変更できます。
レポートの検証は、アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプまたは階層
セットでフィルタできます。
をクリックしてテキストを入力することで、レポートの結果を検索できます。入力

したテキストについて、レポートの列が検索されます。 をクリックしてレポートを
ダウンロードすることもできます。
カスタム検証の詳細は、カスタム検証の操作を参照してください。

Note:

カスタム検証レポートには、システムまたはアプリケーション固有の検証は
含まれません。

カスタム検証レポートには、次のものが表示されます:

• 検証の名前および説明
• 検証レベル:

– アプリケーション: 

– ディメンション: 
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– 階層セット: 

– ノード・タイプ: 

• 検証を含むアプリケーションおよびディメンション
• 検証チェックをトリガーするアクションおよびプロパティ
• 検証失敗のメッセージ
• 検証重要度:

– 警告:

– エラー: 

– 無視: 

• 検証が有効になっているかどうか
たとえば、このレポートには、複数のアプリケーションの階層セット・レベルとノード・タ
イプ・レベルの両方での様々な重要度レベルの複数の検証がリストされています。"親に無効
な名前"検証は無効になっていることに注意してください。
 

 

システム・アクティビティ・レポート
システム・アクティビティ・レポートは毎日自動的に生成され、サービス管理者はシステム
の使用状況を経時的にモニターできます。これには、ユーザー・アクティビティのメトリッ
ク、リソース使用状況、パフォーマンス統計およびトラブルシューティング情報が含まれま
す。システム・ログをオフラインでレビューおよび分析するように、ログをダウンロードす
ることもできます。
「システム」の下にある「アクティビティ・レポート」をクリックして、「レポート」ページ
からシステム・アクティビティ・レポートにアクセスできます。使用可能なアクティビティ・
レポートのリストから、「表示」をクリックしてレポートを表示するか、または「ダウンロー
ド」をクリックしてアクセス・ログをダウンロードします。詳細は、Oracle Enterprise
Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドのアクティビティ・レポ
ートについてを参照してください。
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「レコード数ログ」レポート
「レコード数ログ」レポートにより、様々なアプリケーションおよびディメンションの
ノードが、システムで決定された合計レコード数のどの程度を占めているかを特定で
きます。
ノード数を計算する際、修飾子(デフォルトまたは代替の修飾子、接頭辞または接尾辞)
を除去した後のソース・ノードとターゲット・ノードのベース名が同じ場合、2つのノ
ードは同等と見なされます。

Note:

「参照」や「ユーザー」などの特殊ノード・タイプ・クラスを持つノードは、
「レコード数ログ」レポートの対応するラベル(カッコ付き)で識別されます
が、使用環境の合計レコード数には含まれません。

レコード数ログ・レポートはサービス管理者のみが使用可能です。
「システム」の下にある「レコード数ログ」をクリックして、「レポート」ページから
レコード数ログ・レポートにアクセスします。各アプリケーション、ディメンション
およびノード・タイプのノード数が「ノード」列に表示され、それぞれの追加の一意
のレコード数が「レコード数コントリビューション」列に含まれます。

Note:

日次メンテナンス・ウィンドウ後、またはサービスが再起動された後にレコ
ード数が更新されます。レコード数が最後に更新された日時がレポート・タ
イトルの下に表示されます。
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「ダウンロード」 をクリックして、「レコード数ログ」レポートから Excelファイルに情報
をダウンロードします。ダウンロードしたファイルには、各ノード・タイプのノード数とレ
コード数が含まれています。
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第 II部
管理

Oracle Enterprise Data Management Cloudには、データ管理と管理の 2つのカテゴリのタス
クがあります。ガイドのこの項では、管理タスクについて説明します。
管理タスクは次のとおりです。
• アプリケーションの登録
• ディメンションのインポートおよびエクスポート
• ビュー・データチェーンおよび代替ビューポイントの作成
管理の開始を参照してください。
データ管理タスクには、ビューポイントの作成、およびノードやプロパティなどのデータの
更新が含まれます。データ管理の開始を参照してください。



16
管理の開始

管理タスクには、アプリケーションの登録、ディメンションのインポートとエクスポート、
およびビュー、データ・チェーン、代替ビューポイントの作成が含まれます。サービス管理
タスクには、ユーザーやグループの追加、環境の保守などがあります。
ビデオ

目的 参照するビデオ
サービス管理者として使用開始する際に役立つ情
報を確認します。  Enterprise Data Management Cloudサー

ビス管理者スタート・ガイド
アプリケーション所有者として使用開始する際に
役立つ情報を確認します。  Enterprise Data Management Cloudアプ

リケーション所有者スタート・ガイド
アイデンティティ・ドメイン管理タスク
アイデンティティ・ドメイン管理者は、Oracle Cloud個人用サービス内でユーザーを作成し、
事前定義されているロールを割り当てます。従来のクラウド・アカウントのユーザーおよび
事前定義済ロールの理解を参照してください。
サービス管理タスク
サービス管理者とは、サービス管理者の事前定義済ロールを持つユーザーであり、次のタス
クを実行します:

1. アクセス制御内でアプリケーション・ロールをユーザーに割り当てます。アクセス制御お
よびアプリケーションのロールと権限の理解を参照してください。

2. テスト環境と本番環境間でアーティファクトを移行します。移行の使用を参照してくだ
さい。

3. 日次メンテナンスを実行します。メンテナンス・スナップショットの使用を参照してくだ
さい。

ノート:

これらのタスクを実行するには、サービス管理者の事前定義済ロールが必要で
す。

管理タスク
管理者とは、ユーザーの事前定義済ロールを持つユーザーです。次の表に、管理タスク、お
よびタスクの実行に最低限必要なロールと権限をリストします。
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タスク ロール 権限 参照
権限の割当て ディメンション内のデ

ータ・チェーン・オブ
ジェクトへの権限を割
り当てるためのディメ
ンションの所有者また
はメタデータ・マネージャ
ビュー権限を割り当て
るためのビューの所有者

アプリケーションのロ
ールと権限の理解を参
照してください。

サンプル・アプリケー
ションの作成

サンプル・アプリケーションを作成するには、サービス管理者の事前定義済ロールが必要です。

サンプル・アプリケー
ションの作成

ビューの作成 「ビュー - 作成」アプリケーション・ロール ビューの操作
アプリケーションの
登録

「アプリケーション -作成」アプリケーション・ロール
アプリケーションの登
録の理解

アプリケーションの
変更

アプリケーションの所有者またはメタデータ・マネージャ
アプリケーションの変
更の理解

アーカイブによるデ
ータ・オブジェクトの
ライフサイクルの管
理

データ・オブジェクト
の所有者またはメタデータ・マネージャ

データ・オブジェクト
およびデータ・チェー
ンのライフサイクルの
理解

ディメンションのイ
ンポート

インポート先のディメ
ンションに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ

ディメンションのイン
ポート

ディメンションのエ
クスポート

エクスポート元のディ
メンションに対するデータ・マネージャまた
はメタデータ・マネージャ

ディメンションのエク
スポート

代替ビューポイント
の作成

ディメンションのデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャおよびビューの所有者

代替ビューおよびビュ
ーポイントの定義

データ・チェーン・オ
ブジェクトの作成

ディメンションの所有者またはメタデータ・マネージャ
ノード・タイプの作成
階層セットの作成
ノード・セットの作成
ビューポイントの作成
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タスク ロール 権限 参照
データの管理 データを表示するため

のデータ・チェーン・
オブジェクトの参加者
(読取り)
要求を使用して変更を
適用するには、デー
タ・チェーン・オブジ
ェクトに対する参加者
(書込み)
アプリケーションまた
はディメンション内の
データ・オブジェクト
の承認ポリシーを構成
するためのアプリケー
ションまたはディメン
ションの所有者

プロパティの操作
検証および制約の理解
ポリシーの構成

サービスの再作成 サービスを再作成するには、サービス管理者の事前定義済ロールが必要です。

サービスの再作成

管理タスクを実行するには、サービス管理者によって割り当てられたロールが必要です。
• アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。アプ
リケーションが登録された後、アプリケーションに対する所有者権限が割り当てられ、ア
プリケーションとデータを更新し、データ・オブジェクトを作成し、アプリケーションを
使用する権限をユーザーに付与することが可能になります。

• ビューを作成するには、「ビュー - 作成」ロールが必要です。ビューが作成された後、ビ
ューに対する所有者権限が割り当てられ、ビューを更新し、ビューの権限をユーザーに付
与することが可能になります。

ノート:

アプリケーションのロールと権限の理解を参照してください。

Enterprise Data Managementビジネス・プロセスの作成
Oracle Enterprise Performance Management Cloudでは、Enterprise Data Managementの 2
つのオプションをデプロイできます:

• スタンドアロン Oracle Enterprise Data Management Cloud

• EPM Enterprise Cloud Service - Enterprise Data Managementビジネス・プロセス
(詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイ
ドの Enterprise Data Management Cloudを参照してください)

スタンドアロンの Oracle Enterprise Data Management Cloudオプションの場合、環境はすで
に作成されており、サンプル・アプリケーション、新規アプリケーションの作成、または既
存のスナップショットの移行を開始できます。これらのタスクの実行のステップは、サービ
スの再作成で説明しています。
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EPM Enterprise Cloud Service - Enterprise Data Managementビジネス・プロセス・オ
プションの場合、Enterprise Data Managementにアクセスする前に、Enterprise Data
Managementビジネス・プロセスを作成する必要があります。ランディング・ページ
で、「Enterprise Data Management」の下の SELECTをクリックします。このプロセ
スには約 20分かかります。ビジネス・プロセスの作成の進行中は環境にアクセスでき
ません。
 

 
事前構成が完了した後は、次のステップを使用します:

1. EPM Enterprise Cloud Service環境にサービス管理者としてサインインします。
Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイ
ドの EPM Cloudへのアクセスを参照してください

2. ビジネス・プロセスを作成するオプションを選択します。
• サンプル・アプリケーションの作成: 「作成」をクリックして、データおよび
アーティファクトを含むサンプル・ビジネス・プロセスを作成します。このす
ぐに使用できるビジネス・プロセスは、テスト、機能領域の確認およびチュー
トリアルに使用できます。サンプル・アプリケーションの作成を参照してくだ
さい

• 新規アプリケーションの作成: 「開始」をクリックして、アプリケーションを
登録します。アプリケーションの登録の理解を参照してください

• 移行: 「移行」をクリックして、前に環境で使用していたスナップショットを
インポートします。前提条件およびスナップショット互換性は Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイド
の EPM Standard Cloud Serviceおよび EPM Enterprise Cloud Serviceに移行
可能なアプリケーション、および Oracle Enterprise Performance Management
Cloud移行の管理のこれらのトピックを参照してください:

– アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
– サービスへのアーカイブのアップロード
– スナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポー
ト
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サンプル・アプリケーションの作成
サンプル・アプリケーションは、Oracle Enterprise Data Management Cloudの事前ロード済
のサンプル・データと関連アーティファクトで構成されています。このすぐに使用できる環
境を使用して、Oracle Enterprise Data Management Cloudの機能を参照し、その機能を理解
して、自分のデータを操作し始める前にチュートリアルを使用できます。サンプル・アプリ
ケーションには、Financials Cloud一般会計、Planning、Financial Consolidation、および E-
Business Suite一般会計アプリケーション・タイプの例が含まれています。
Oracle Enterprise Data Management Cloudを初めて使用するときは、サンプル・アプリケー
ションを作成するオプションがあります。後で、サンプル・アプリケーションの使用が必要
になり、サービス管理者である場合は、すべてのアプリケーションとアーティファクトを除
去するサービスを再作成する必要があり、その後でサンプル・アプリケーションを作成でき
ます。サービスの再作成を参照してください。
たとえば、サンプル・アプリケーションでチュートリアルを使用する場合は、次のようにし
ます。
1. サービスをバックアップします。
2. サービスを再作成します。
3. サンプル・アプリケーションを作成し、チュートリアルを実行します。
4. チュートリアルを終了した後、ステップ 1のバックアップを使用してサービスを復元でき
ます。

ノート:

チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキ
ュメントを使用した説明が用意されています。ヘルプ・センターのチュートリ
アルを参照してください。

サービスの再作成
「サービスの再作成」コマンドを使用して、新規ビジネス・プロセスを作成したり、新規アプ
リケーションを作成します。

ノート:

「サービスの再作成」コマンドを使用すると、既存のアプリケーションおよびアーテ
ィファクトが失われます。このコマンドを使用する前に完全バックアップを実行し
ます。

サポートを再作成するには、画面の右上隅にあるユーザー名をクリックして「サービスの再
作成」をクリックします。このプロセスは約 20分かかり、プロセスが完了するまで環境にア
クセスできません。サービスの再作成を参照してください。
サービスを再作成するには、2つのシナリオがあります。

第 16章
サンプル・アプリケーションの作成

16-5

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-data-management-cloud/tutorials.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-data-management-cloud/tutorials.html


1. Oracle EPM Cloud Serviceを使用している場合は、サービスを再作成して異なる
ビジネス・プロセスを設定できます(EPM Cloud Serviceについてを参照)。

2. Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用している場合は、サービスを再
作成して、新規アプリケーションを作成できます。再作成が完了した後に、次のい
ずれかのステップを実行します。
• サンプル・アプリケーションの作成: 「作成」をクリックして、データおよび
アーティファクトを含むサンプル・ビジネス・プロセスを作成します。このす
ぐに使用できるビジネス・プロセスは、テスト、機能領域の確認およびチュー
トリアルに使用できます。

• 新規アプリケーションの作成: 「開始」をクリックして、アプリケーションを
登録します。アプリケーションの登録の理解を参照してください

• 移行: 「移行」をクリックして、前に環境で使用していたスナップショットを
インポートします。
Oracle Enterprise Performance Management Cloud移行の管理で次のトピッ
クを参照してください。
– アーティファクトとアプリケーションのバックアップ
– サービスへのアーカイブのアップロード
– スナップショットからのアーティファクトとアプリケーションのインポー
ト

ユーザーの表示形式のカスタマイズ
サービス管理者は、テーマを変更するかカスタム・ロゴや背景イメージを追加するこ
とで、すべてのユーザーに対する表示をカスタマイズできます。
使用可能なテーマ
ユーザーの表示形式をカスタマイズするために、次のテーマを使用できます:

レッドウッド・エクスペリエンスが有効な場合:

• Oracle: レッドウッド・エクスペリエンスのデフォルトのルック・アンド・フィー
ル

• カスタム・ダーク: オプションで独自のロゴとホーム・ページの背景イメージ、ブ
ランド色を構成できる、暗い外観。

• カスタム・ライト: オプションで独自のロゴとホーム・ページの背景イメージ、ブ
ランド色を構成できる、明るい外観。

ヒント:

カスタム背景を使用する場合と使用しない場合のレッドウッド・テーマのイ
メージのサンプルを表示するには、「例の表示」リンクをクリックします。

レッドウッド・エクスペリエンスが無効な場合:

• スカイ・ブルー: オプションで独自のロゴと背景イメージを構成できる、薄い青の
テーマ。
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• 濃い青: オプションで独自のロゴと背景イメージを構成できる、濃い青のテーマ。
すべてのユーザーの表示をカスタマイズするには:

1. ホーム・ページで「ツール」をクリックし、「外観」をクリックします。

ノート:

「外観」アイコンはサービス管理者に対してのみ表示されます。
2. 「Oracle」、「カスタム・ライト」および「カスタム・ダーク」テーマにアクセスするには、
「レッドウッド・エクスペリエンスの有効化」を選択します。「スカイ・ブルー」または
「濃い青」のテーマを使用するには、それを無効にします。

3. レッドウッド・エクスペリエンスが有効な場合:

a. 「テーマ」ドロップダウン・メニューで、「Oracle」、「カスタム・ライト」または「カ
スタム・ダーク」テーマを選択します。

b. 「カスタム・ライト」および「カスタム・ダーク」テーマの場合のみ:

i. 「ロゴ・イメージ」で、デフォルトを受け入れるか、「イメージのアップロード」
を選択し、ロゴ・ファイルを選択します。ロゴおよび背景イメージの要件を参照
してください。

ii. 「ホーム背景イメージ」で、デフォルトを受け入れるか、「イメージのアップロー
ド」を選択し、ホーム・ページの背景に表示するイメージ・ファイルを選択しま
す。ロゴおよび背景イメージの要件を参照してください。

iii.「ブランド色」で、色の付いた円をクリックし、ページ・ヘッダーのパターン・ス
トライプ・イメージについて事前定義された色のいずれかを選択します。

4. レッドウッド・エクスペリエンスが無効な場合:

a. 「テーマ」ドロップダウン・メニューで、「スカイ・ブルー」または「濃い青」のテー
マを選択します。

b. 「ロゴ・イメージ」で、「ファイルの選択」を選択し、ロゴ・ファイルを選択します。
ロゴおよび背景イメージの要件を参照してください。

c. 「背景イメージ」で、「ファイルの選択」を選択し、背景イメージ・ファイルを選択し
ます。ロゴおよび背景イメージの要件を参照してください。

d. カスタム・イメージを除去してデフォルトのロゴと背景を復元するには、「クリア」
をクリックします。

5. 「ビジネス・プロセス名の表示」で、ホーム・ページおよびブラウザのタブを開いたとき
のタブのロゴの横にビジネス・プロセス名を表示するには、「はい」を選択します。ホー
ム・ページのビジネス・プロセス名を非表示にし、ブラウザのタブに Oracle Applications
を表示するには、「いいえ」を選択します。

6. 「保存」をクリックします。
ロゴおよび背景イメージの要件
ロゴおよび背景イメージ・ファイルについては、タイプ.jpg、.pngまたは.gifのファイルを
選択します。最大ファイル・サイズは 5 MBです。
ロゴおよび背景イメージについて次の点に注意してください:
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• ロゴ・イメージ: 幅 125ピクセル×25ピクセルより小さいイメージは、サイズ変更
なしで表示されます。大きいイメージ・ロゴの場合、そのイメージが歪みなしでス
ケーリングされるように、5:1の比率を維持することをお薦めします。

• 背景イメージ: 背景イメージのデフォルト・サイズは 1024x768です。それより大
きい背景イメージを使用する場合、そのイメージは、ディスプレイの解像度設定に
適合するようにスケーリングされます。背景イメージをブラウザとモバイル・デバ
イスの両方に適合させる場合、最大画面(または最高解像度のデバイス)に適合する
ようにイメージをサイズ調整することをお薦めします。背景イメージは、水平方向
の中央に配置されます。

ノート:

カスタムの背景イメージを使用している顧客は、新しいテーマに切り替える
際に、アイコンおよびラベルの色のコントラストが適切であることの確認が
必要となる場合があります。修正するには、別のテーマまたは適切な背景を
選択することを考慮してください。

ホーム・ページ・レイアウトの操作
サービス管理者は、様々なホーム・ページ・カードおよびクラスタのレイアウトを構
成し、事前定義済のロールまたはユーザー・グループに基づいて、それぞれ異なるユ
ーザーに割り当てることができます。

Tip:

ホーム・ページのカードは、機能にアクセスできるユーザー要素です。クラスタは、カードのグループです。カードおよびクラスタを参照してください。

考慮事項
• サービス管理者は、そのユーザーが別のレイアウトが割り当てられているユーザ
ー・グループの一員である場合でも、ホーム・ページにすべてのカードおよびクラ
スタが表示されるデフォルト・レイアウトを常に使用します。デフォルト・レイア
ウトは変更できません。

• ホーム・ページ・レイアウトは、「ユーザー」事前定義済ロールまたは単一のユー
ザー・グループにのみ割り当てることができます。レイアウトを複数のユーザー・
グループに割り当てることはできません。

• レイアウトにカードまたはクラスタが表示されるようにしても、そのレイアウトの
ユーザーにそのカードまたはクラスタの表示アクセス権が自動的に付与されるわ
けではありません。カードまたはクラスタを表示するために必要なロールを持っ
ていないユーザーには、レイアウトに表示されるように設定されているカードまた
はクラスタも表示されません。

• ユーザーのグループにレイアウトが割り当てられていない場合は、「ユーザー」ロ
ールに割り当てられているレイアウトが使用されます。「ユーザー」ロールのレイ
アウトがない場合は、デフォルト・レイアウトが使用されます。

• ユーザーが、レイアウトが割り当てられている複数のユーザー・グループに属して
いる場合、そのユーザーはリスト(レイアウト名でアルファベット順にソートされ
る)内の自分のグループに適用される最初のレイアウトを使用します。
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• ホーム・ページ・レイアウトに対する変更は、「ナビゲータ」メニューにも反映されます。
既存のレイアウトをコピーすることによるホーム・ページ・レイアウトの作成
新しいホーム・ページ・レイアウトを作成するには、既存のレイアウトをコピーして変更し
ます。レイアウトを初めて作成したときは、非アクティブになっています。ユーザーがレイ
アウトを使用できるようにするには、レイアウトをアクティブ化する必要があります。ホー
ム・ページ・レイアウトのアクティブ化、非アクティブ化および削除を参照してください。
1. ホーム・ページで、「ツール」、「レイアウト」の順にクリックします。
2. コピーするレイアウトの「アクション」列で、「アクション」 をクリックし、「コピー」
を選択します。
ホーム・ページ・レイアウトのコピーがレイアウト・エディタに表示されます。

ホーム・ページ・レイアウトの編集
レイアウト・エディタで、次のアクションを実行します:

1. レイアウト・エディタを開くには、レイアウトの名前をクリックするか、「アクション」
、「編集」の順にクリックします

2. レイアウト・エディタで、レイアウトの名前および説明(オプション)を編集します。名前
はレイアウト間で一意である必要があります。

3. 「適用先」で、次のいずれかを選択します:

• ユーザー・グループ: ドロップダウン・メニューを使用して、レイアウトに割り当て
るユーザー・グループを選択します。選択できるグループは 1つのみです。

• ロール: 「ユーザー」事前定義済ロールが選択されており、変更できません。
4. 「レイアウト」で、次のアクションを実行して、ホーム・ページ・レイアウトをカスタマ
イズします:

• 「表示可能」列で、チェック・マークをクリックして、カードまたはクラスタがホー
ム・ページに表示可能かどうかを切り替えます。

Note:

少なくとも 1つの最上位レベル・カードが表示可能である必要があります。
クラスタが表示可能な場合は、少なくとも 1つの表示可能カードが含まれ
ている必要があります。クラスタが「表示可能」に設定され、かつそのクラ
スタ内のすべてのカードがユーザーのロールによって非表示になる場合、そ
のクラスタは表示されません。

• 「順序」列で、上矢印と下矢印をクリックして、ホーム・ページのカードおよびクラ
スタのソート順を変更します。

• 「移動先」列で、「アクション」 をクリックし、クラスタの内外にカードを移動する
オプションを選択します:

– 最上位レベル: ホーム・ページにカードを直接表示します
– ツール: 「ツール」クラスタ内のカードを表示します
– 情報モデル: 「情報モデル」クラスタ内のカードを表示します
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Note:

クラスタは別のクラスタ内に移動できません。
5. 「保存」をクリックします。
ホーム・ページ・レイアウトのアクティブ化、非アクティブ化および削除

「アクション」列で、「アクション」 をクリックし、次のアクションを実行します:

• アクティブ化: レイアウトをアクティブに変更します。

Note:

すでにアクティブなレイアウトがあるユーザー・グループまたはロール
のレイアウトをアクティブ化する場合は、そのユーザー・グループまた
はロールを、アクティブ化するレイアウトに切り替えるかどうかを確認
するプロンプトが表示されます。

• 非アクティブ化: レイアウトを非アクティブに変更します。
• 削除: レイアウトを削除します。

Note:

レイアウトを削除するかどうかを確認するプロンプトが表示されます。
レイアウトがアクティブであるかどうかが示されます。

お知らせの作成、編集および削除
サービス管理者は、システム・メンテナンス、アップグレードおよび新機能などの近
々のイベントに関するお知らせを作成してユーザーに公開できます。お知らせは、ホ
ーム・ページの「アクティビティ」タブの「お知らせ」領域に表示されます。
お知らせの作成
1. ホーム・ページで、「ツール」をクリックし、「お知らせ」をクリックします。
2. 「作成」をクリックします。
3. お知らせの件名ヘッダー(最大 100文字)と開始日時に加え、オプションで終了日時
を入力します。

4. リッチ・テキスト・エディタを使用して、お知らせの内容(最大 1,000文字)を追加
します。

5. 「保存して閉じる」をクリックしてお知らせを保存します。
最新のアクティブなお知らせを先頭にして、お知らせが「お知らせ」ページに表示
されます。

お知らせを編集するには:
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お知らせの編集
1. 「お知らせ」ページで、編集するお知らせの件名ヘッダーをクリックします。
2. お知らせの件名ヘッダー、開始日、終了日および内容を編集します。
3. 「保存して閉じる」をクリックします。
お知らせの削除

1. 「お知らせ」ページで、削除するお知らせの「アクション」列にある「アクション」 を
クリックし、「削除」を選択します。

2. お知らせが現在アクティブである場合は、それを削除することを確定します。

システム設定の構成
システム設定を構成して、電子メール通知などシステムレベルの動作を制御します。「ツー
ル」クラスタの「設定」カードを使用して、システム設定にアクセスします。システム設定
を構成するには、サービス管理者である必要があります。
通知設定
通知設定により、システムが電子メール通知を送信する方法を構成できます。
1. 「ツール」から、「設定」を選択します。
2. 次のいずれかのアクションを実行します。

• 「通知の送信」で、チェック・ボックスをクリックして、システム全体に対する電子
メール通知の送信を有効化または無効化します。

• 「電子メールの件名接頭辞」で、電子メールの送信元となった環境を識別するために、
システム生成電子メールの件名行に対する接頭辞を入力します。

• 「代替受信者」で、プライマリ受信者(要求担当者、要求協力者、要求承認者など)のか
わりに電子メールが送信される単一のデフォルト・ユーザーを選択します。これは、
テスト・システムで通知をテストする際に役立つ場合があります。定義済電子メー
ル・アドレスを持つユーザーのみが表示されます。

• 「サブスクリプション要求ファイルの添付」で、チェック・ボックスをクリックして、
サブスクリプション要求の要求アイテムを生成するために使用された要求ファイル
を、サブスクリプション担当者および協力者に送信される通知電子メールへの添付と
して、自動的に含める機能を有効化または無効化します。

3. 「保存」をクリックします。
要求パージ設定
要求パージ設定を使用すると、完了した要求に対する要求アクションがシステムから自動的
にパージされるまでの月数を設定できます。これにより、移行スナップショット・ファイル
のサイズを縮小できます。
考慮事項
• 要求アクションがパージされるまでの月数は、6から 18か月の範囲で設定できます。
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• 要求のパージ後でも要求アイテムを (要求インスペクタや要求ワークリストなど
で)表示できますが、各要求アイテムを展開してそのアイテムの要求アクションを
表示したり、要求アイテムの詳細をダウンロードすることはできません。

• パージされた要求のトランザクションは、トランザクション履歴で引き続き使用可
能です。トランザクション履歴の監査を参照してください。

• 完了した要求アクションのパージは、週ベースで実行され、要求アクションがパー
ジされた後は復元できません。

カレンダ設定
カレンダ設定を使用すると、組織の会計年度末を指定できます。この設定は、グレゴ
リオ暦カレンダではなく会計カレンダに基づいてローリング時間ラベル付きビューポ
イントを作成するために、時間ラベルによって使用されます。時間ラベルの作成、編
集および削除を参照してください。
ドロップダウン・メニューを使用して、会計年度の最終月を選択します。

レコード数の表示
すべてのユーザーのすべてのアプリケーションにわたる一意のノードの数を表すレコ
ード数を表示できます。許可されるレコード数は、サブスクリプションの購入時に設
定され、テスト環境と本番環境に個別に適用されます。たとえば、5000レコードのサ
ブスクリプションがある場合は、本番環境で最大 5000レコード、さらにテスト環境で
最大 5000レコードを使用できます。

ノート:

追加のレコードは営業担当から購入できます。

ライセンスのノード数を計算する際、修飾子(デフォルトまたは代替の修飾子、接頭辞
または接尾辞)を除去した後のソース・ノードとターゲット・ノードのベース名が同じ
場合、2つのノードは同等と見なされます。
たとえば、ライセンス数を決定する際、次のすべてがビジネス・エンティティ "1000"
と見なされます:

• "A_1000"

• "1000-A"

• "1000-B"

• "C_1000"

ノート:

参照クラス・ノード・タイプのノードは、使用環境の合計レコード数にはカ
ウントされません。

レコード数を表示するには:
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1. 画面の右上にあるユーザー名をクリックし、「情報」、「サブスクリプション」の順に選択
します。

2. 合計レコード数がサブスクリプションで許可されている数を超える場合は、営業担当に連
絡して追加のレコード数を購入してください。

ノート:

日次メンテナンス・ウィンドウ後、またはサービスが再起動された後にレコード数
が更新されます。レコード数が最後に更新された日時が合計ノードの下に表示され
ます。

サービス管理者は、「レコード数ログ」レポートを表示して、すべてのアプリケーション、デ
ィメンションおよびノード・タイプのノード数に関する詳細を確認することもできます。「レ
コード数ログ」レポートを参照してください。

EPM Cloudに関するよくある質問
このトピックには、Oracle Enterprise Performance Management Cloudの管理タスクに関す
るよくある質問のリソースへのリンクが用意されています。
よくある質問
• EPM Cloudサービスのトラブルシューティング時に、テクニカル・サポートを支援する
ための「フィードバックの提供」機能をどのように使用しますか。

• EPM Cloudビジネス・プロセスの一般的なトラブルシューティングのヒントはどこで入
手できますか。

• EPM Cloudサービスの SOC1および SOC2レポートをどのようにして取得できますか。
• EPM Cloudサービスはどのように再起動しますか。
• ユーザーのパスワードをどのようにリセットしますか。
• EPM Cloudで本番からテストへのデータ移行をどのように実行しますか。
• 自分の環境の自動月次更新をどのように延期しますか。
• OAuth 2 for OCI (Gen 2)環境での認証をどのように設定しますか。
• REST APIまたは EPM自動化を使用した、グループの作成または除去方法、およびそれ
らに対するユーザーの追加または除去方法

• オラクル社によって本番およびテストのバックアップが保持される期間、および自分の環
境へのバックアップ・スナップショットのコピー方法

EPM Cloudサービスのトラブルシューティング時に、テクニカル・サポートを支援するため
の「フィードバックの提供」機能をどのように使用しますか。
画面の右上に表示されるユーザー名をクリックして「フィードバックの提供」を選択します。
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Tip:

サービス管理者の場合、メンテナンス・スナップショットを含めて、テクニ
カル・サポートがサービスをトラブルシューティングすることを支援できま
す。「フィードバックの提供」ユーティリティで、「アプリケーション・スナ
ップショットの送信の確認」を展開し、「アプリケーション・スナップショッ
トの送信」オプションを有効化します。

Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイド
のフィードバックの提供ユーティリティを使用したフィードバックの送信を参照して
ください
EPM Cloudビジネス・プロセスの一般的なトラブルシューティングのヒントはどこで
入手できますか。
トラブルシューティングのヒント、およびお客様から報告された一般的な問題に関す
る情報とその修正手順については、Oracle Enterprise Performance Management Cloud
オペレーション・ガイドを参照してください。
EPM Cloudサービスの SOC1および SOC2レポートをどのようにして取得できます
か。
アプリケーションの「アクション」メニューをクリックし、「ドキュメント」タブを選
択することで、「個人用サービス」でこれらのレポートにアクセスできます。Oracle
Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイドのコンプ
ライアンス・レポートへのアクセスを参照してください
EPM Cloudサービスはどのように再起動しますか。
• EPM自動化で resetServiceコマンドを使用して、EPM Cloudサービスを再起動
します。Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作で
resetServiceを参照してください。

• サービス・インスタンスの再起動 REST APIを使用して、EPM Cloudサービスを
再起動します。Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのサー
ビス・インスタンスの再起動(v2)を参照してください

ユーザーのパスワードをどのようにリセットしますか。
OCI (Gen 2)環境の場合、Oracle Identity Cloud Serviceを使用してユーザー・アカウン
トのパスワードをリセットします。Oracle Cloudの管理とモニタリングのパスワード
のリセットに関する項を参照してください。
クラシック環境の場合、「個人用サービス」を使用してユーザー・アカウントのパスワ
ードをリセットします。Oracle Cloudの管理とモニタリングのユーザーのパスワード
のリセットに関する項を参照してください。
EPM Cloudで本番からテストへのデータ移行をどのように実行しますか。
「クローン」機能を使用して、本番からテストにデータを移行します。Oracle Enterprise
Performance Management Cloud移行の管理の EPM Cloud環境のクローニングを参
照してください。
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または、EPM自動化の cloneEnvironmentコマンドを使用できます。環境のクローニング
REST APIを使用することもできます。

Note:

Oracle Enterprise Data Management Cloudの場合、テンプレートを使用して、ある
環境での特定のアプリケーション変更を別の環境に移動できます(たとえば、テスト
環境で新規ディメンションを追加して、それを本番環境に移動する場合)。
Enterprise Data Management Cloudの管理および操作のテンプレートの操作を参
照してください。

自分の環境の自動月次更新をどのように延期しますか。
更新のスキップの設定は、skipUpdate EPM自動化コマンドを使用して実行するセルフサー
ビス操作です。Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイド
の環境の自動更新のスキップのリクエストを参照してください。
skipUpdate REST APIを使用して月次更新を延期することもできます。Enterprise
Performance Management Cloudの REST APIの更新のスキップ(v2)を参照してください
OAuth 2 for OCI (Gen 2)環境での認証をどのように設定しますか。
EPM自動化の場合、OAuth 2.0承認プロトコルを使用して、コマンドを実行するため、特に
コマンドの実行を自動化するために OCI (GEN 2) Oracle Enterprise Performance
Management Cloud環境にアクセスできます。Oracle Enterprise Performance Management
Cloud EPM自動化の操作で OCIでの OAuth 2.0承認プロトコルの使用を参照してください。
REST APIの場合、Oracle Cloud Infrastructure (OCI) Gen 2アーキテクチャ上の EPM Cloud
環境では、環境でのパスワードの使用を回避するという要件を満たすために、EPM Cloudで
OAuth 2アクセス・トークンを使用して REST APIを発行できます。Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIの OAuth 2での認証 - OCIのみを参照してください
REST APIまたは EPM自動化を使用した、グループの作成または除去方法、およびそれらに
対するユーザーの追加または除去方法
• グループを追加するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動
化の操作の createGroupsまたは Enterprise Performance Management Cloudの REST
APIのグループの追加を参照してください。

• グループを削除するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動
化の操作の deleteGroupsまたは Enterprise Performance Management Cloudの REST
APIのグループの削除を参照してください。

• ユーザーをグループに追加するには、Oracle Enterprise Performance Management Cloud
EPM自動化の操作の addUsersToGroupまたは Enterprise Performance Management
Cloudの REST APIのグループへのユーザーの追加を参照してください。

• ユーザーをグループから削除するには、Oracle Enterprise Performance Management
Cloud EPM自動化の操作の removeUsersFromGroupまたは Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIのグループからのユーザーの削除を参照してください。
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オラクル社によって本番およびテストのバックアップが保持される期間、および自分
の環境へのバックアップ・スナップショットのコピー方法
OCI (Gen 2)環境の場合、オラクル社によって本番環境のスナップショットが 60日間
保持され、テスト環境のスナップショットは 30日間保持されます。listBackupsおよ
び restoreBackup EPM自動化コマンドを使用して、使用可能なバックアップ・スナッ
プショットをチェックし、自分の環境にコピーします。バックアップのリストおよび
バックアップの復元 REST APIを使用することもできます。
クラシック環境の場合、(本番およびテスト環境の)過去 3日間の日次スナップショット
と、(本番環境のみの)過去 60日間の週次バックアップ・スナップショットがオラクル
社によってアーカイブされます。オラクル社に、過去 3日間のテスト・バックアップ
および過去 60日間の本番バックアップをコピーするようリクエストできます。
Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者のためのスタート・ガイド
の日次スナップショットのアーカイブ、保持および取得を参照してください
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17
アプリケーションの操作

ユーザー・アプリケーションを除くすべてのアプリケーション・タイプで、Oracle Enterprise
Data Management Cloudアプリケーションを使用して、外部アプリケーションのエンタープ
ライズ・データを管理します。データに対するすべての操作に、アプリケーションのビュー
ポイントと関連するデータ・オブジェクトが関与します。
様々なアプリケーション・タイプがあります。アプリケーション・タイプの理解を参照して
くださいこのトピックで説明されているアプリケーションの原則および機能のすべてが、ユ
ーザー・アプリケーションに適用されるわけではありません。詳細は、ユーザー・アプリケ
ーションの操作を参照してください。

ノート:

• 外部アプリケーションとは、操作するエンタープライズ・データを含むシステ
ムまたはアプリケーションです。たとえば、Planningは外部アプリケーション
です。

• エンタープライズ・データを含む任意のデータ・ソースを外部アプリケーショ
ンに指定できます。たとえば、データベース表、スプレッドシート、テキスト・
ファイルを外部アプリケーションとして使用できます。

ビデオ

目的 参照するビデオ
アプリケーションの操作について学習します。

 概要: Enterprise Data Management Cloud
でのアプリケーションの理解

次に、アプリケーションの主な機能をリストします。
• データが外部アプリケーションの要件に準拠していることを確認します。たとえば、アプ
リケーションは使用できるプロパティおよびそれらが必須かどうかを指定します。

• 要件に従ってユーザーにデータを表示します。たとえば、ディメンションのノードのサブ
セットを異なるユーザーが使用できるようにアプリケーションを構成できます。

• カンマ区切りファイルを使用して、外部アプリケーションからエンタープライズ・データ
をインポートします。接続を使用して、外部アプリケーションから Planningエンタープ
ライズ・データをインポートすることもできます。

• カンマ区切りファイルを使用して、外部アプリケーションにエンタープライズ・データを
エクスポートします。接続を使用して、Planningエンタープライズ・データを外部アプ
リケーションの受信ボックスにエクスポートすることもできます。
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ノート:

すべてのアプリケーション・タイプで、カンマ区切りファイルのインポート
とエクスポートがサポートされます。
Planningアプリケーションの場合は、登録時に外部アプリケーションに対す
る有効な接続情報を入力すると、接続を使用して外部アプリケーションの受
信ボックスからインポートおよびエクスポートできます。その後、そのファ
イルを Planningアプリケーションにインポートできます。
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの場合は、登録時に外部
アプリケーションに対する有効な接続情報を入力すると、接続を使用して外
部アプリケーション・サーバーにエクスポートできます。後でそのファイル
を Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションにインポートできま
す。

様々なアプリケーション・タイプのアプリケーションを登録できます。たとえば、
Planning用のアプリケーション・タイプがあります(アプリケーション・タイプの理解
を参照)。
アプリケーションの登録時には、登録プロセスで設定、ディメンション、プロパティ
が構成され、データの操作に使用されるデータ・オブジェクトが作成されます(アプリ
ケーションの登録の理解を参照)。
アプリケーションの登録後は、次の表にリストされているタスクを実行できます。
表 17-1 アプリケーション・タスク

タスク 詳細情報
登録済アプリケーションの設定を変更します。
たとえば、アプリケーションにディメンション
を追加できます。

アプリケーションの変更の理解

外部アプリケーションからデータをインポー
トします。

ディメンションのインポート
外部アプリケーションにデータをエクスポー
トします。

ディメンションのエクスポート
アプリケーションの設定を確認します。たと
えば、ディメンションの設定を調べることがで
きます。

アプリケーションの検査

ノート:

複数の外部アプリケーションのエンタープライズ・データを操作する場合は、
外部アプリケーションごとに Oracle Enterprise Data Management Cloudア
プリケーションを登録します(アプリケーションおよびデータ共有の理解を
参照)。
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アプリケーション・タイプの理解
Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、一般的に使用される外部アプリケーション
に対応したアプリケーション・タイプを提供しています。これらのアプリケーション・タイ
プによって、外部アプリケーションとの整合性が確保され、構成も最小限で済みます。たと
えば、Planningアプリケーション・タイプでは、ディメンションで要求されるプロパティが
自動的に定義されます。
Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、任意の方法で定義および構成できる汎用ア
プリケーション・タイプと、他のアプリケーションのノードへの関連付けが可能な一連のユ
ーザーの管理に使用できるユーザー・アプリケーションも提供されます。
使用可能なアプリケーション・タイプを次の表に示します。

アプリケーショ
ン・タイプ

詳細情報

Planningアプリケ
ーション

Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの操作
Planningモジュー
ル・アプリケーショ
ン

Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの操作

Financial
Consolidation and
Closeアプリケーシ
ョン

Financial Consolidation and Closeアプリケーションの操作

Enterprise
Profitability and
Cost Management
アプリケーション

Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの操作

Oracle Financials
Cloud Oracle
General Ledgerア
プリケーション

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの操作

Oracle E-Business
Suite一般会計アプ
リケーション

E-Business Suite一般会計アプリケーションの操作

汎用アプリケーシ
ョン

汎用アプリケーションの操作
ユーザー ユーザー・アプリケーションの操作

アプリケーションの登録の理解
アプリケーションの登録によって、アプリケーションのディメンションとディメンションの
プロパティが定義されます。
アプリケーション登録では、アプリケーション・タイプで必要な他の設定も構成します。た
とえば、Planningアプリケーションを登録する場合は、アプリケーションのキューブを指定
します。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
アプリケーションの操作について学習します。

 概要: Enterprise Data Management
Cloudでのアプリケーションの理解

段階的な手順は、次を参照してください。
• Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの登録
• Financial Consolidation and Closeアプリケーションの登録
• Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの登録
• Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの登録
• E-Business Suite一般会計アプリケーションの登録
• 汎用アプリケーションの登録
• ユーザー・アプリケーションの登録
登録プロセスでは、次のアイテムが作成されます。
• アプリケーションのデフォルト・ビュー
• 登録された各ディメンションのビューポイントおよび関連データ・オブジェクト
登録プロセスで作成されたビューポイントとデータ・オブジェクトは、ディメンショ
ンにバインドされます。データをインポートすると、そのデータはディメンションに
バインドされたビューポイントに含まれます。エクスポートする場合、バインドされ
たビューポイントのデータがエクスポートされます。バインディングおよびバインド
されたデータ・オブジェクトの理解を参照してください。
次の図は、外部アプリケーションのディメンションまたはセグメントと Oracle
Enterprise Data Management Cloudディメンションとの関係を示しています。
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外部アプリケーションの各ディメンションは、登録済アプリケーションのディメンションに
バインドされています。

ノート:

未バインド・データ・オブジェクトを作成できます。

権限およびアプリケーションの登録
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが割り当てられている
必要があります。アプリケーションの登録時には、登録プロセスで次の権限が割り当てられ
ます。
• アプリケーションのデフォルト・ビューに対する所有者権限
• アプリケーションに対する所有者権限
詳細は、次を参照してください:

• ディメンションの理解
• アプリケーションの変更の理解
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アプリケーションの変更の理解
登録されたアプリケーションのディメンションおよびその他の設定を変更できます。
行うことができる変更は、アプリケーション・タイプによって異なります。
ディメンションまたはアプリケーション設定を追加、除去または更新できます。たと
えば、Planningアプリケーションでは、キューブを追加または除去できます。特定の
アプリケーションを変更するには、次を参照してください。
• 登録された Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの変更
• 登録された Financial Consolidation and Closeアプリケーションの変更
• 登録済の Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの変更
• 登録済の Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの変更
• 登録済の E-Business Suite一般会計アプリケーションの変更
• 汎用アプリケーションの変更

ノート:

ユーザー・アプリケーションでは登録ウィザードが使用されないため、アプ
リケーションを検査してディメンションおよびアプリケーションの設定を変
更します。

登録されたアプリケーションからディメンションまたはプロパティを除去すると、除
去されたアイテムのデータはエクスポートまたはインポートに含まれなくなります。
次の表に、考慮事項を示します。

除去されたアイテム 説明
ディメンション ディメンションのバインド済ビューポイントおよびデータ・オブジェ

クトは未バインドです。ディメンションとそのデータ・チェーン・オ
ブジェクトは保持されます。ディメンションのステータスは「アーカイブ済」に設定されます。

汎用アプリケーション
のプロパティ

プロパティはノード・タイプから除去されません。

ヒント:

除去されたディメンションまたはプロパティのデータをダウンロードする必
要がある場合は、ディメンションのビューポイントをダウンロードします(ビ
ューポイントのダウンロードを参照)。

登録済アプリケーションからディメンションを除去すると、そのディメンションのス
テータスは「アーカイブ済」に設定されます。アーカイブ済ディメンションと同じ名
前でアプリケーション登録にディメンションを追加した場合、そのディメンションは
アンアーカイブされて「アクティブ」に設定されます。
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ノート:

バインドされていないディメンションと同じ名前のディメンションは、そのディメ
ンションがアーカイブされている場合でも、アプリケーション登録に追加できませ
ん。

ディメンション・インスペクタからディメンションをアーカイブおよびアンアーカイブする
こともできます。ディメンションのアーカイブおよびアーカイブ解除を参照してください。
アプリケーションの変更
アプリケーションを変更するには、次のステップを実行します。
1. 「アプリケーション」をクリックします。
2. アプリケーションの「アクション」列で をクリックしてから、「検査」を選択します。
変更できるアイテムは、アプリケーション・タイプによって異なります。次の例は、
Planningアプリケーションではキューブ、アプリケーション設定およびディメンション
を変更できることを示しています。
 

 

アプリケーションおよびデータ共有の理解
通常は、Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用して、複数の外部アプリケーショ
ンのエンタープライズ・データを管理します。たとえば、組織が Oracle Enterprise Data
Management Cloudを使用して、一般会計、連結および Planning外部アプリケーションで使
用されるエンティティ・ノードを管理します。
ビデオ

目的 参照するビデオ
アプリケーション間でのデータの共有について学
習します。  アプリケーション間のデータの共有

アプリケーションを構築するために、ユーザーは次のステップを使用して外部アプリケーシ
ョンのデータを管理できます。
1. 外部アプリケーションごとに、Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーシ
ョンを登録します。

2. 新規ビューを作成します。
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3. ビューで、共有するデータを含むアプリケーション・ディメンションごとに 1つの
ビューポイントを作成します。各ビューポイントは、アプリケーションのエンティ
ティ・ディメンションにバインドされたノード・セットを使用する必要がありま
す。

ユーザーは、ビューポイントを使用してエンタープライズ・データを管理します。た
とえば、ユーザーは 2つのアプリケーションのビューポイントを比較し、ビューポイ
ント間でノードをコピーできます。変更を外部アプリケーションにエクスポートでき
ます。

ノート:

異なるノード・タイプを使用するビューポイント間で共通ノードをドラッ
グ・アンド・ドロップ、比較および特定するには、ノード・タイプ・コンバ
ータが必要です。ノード・タイプ・コンバータの操作を参照してください。

データを共有する 2つのアプリケーション
連結と Planning外部アプリケーションに含まれるエンティティ・ディメンションのノ
ードを合理化する必要があるとします。2つの外部アプリケーションを登録し、それぞ
れのエンティティ・ディメンションを定義します。登録プロセスでは、デフォルト・
ビュー、バインドされたビューポイントおよびバインドされた関連データ・オブジェ
クトが作成されます。
次の図に示すように、アプリケーション間での共有を有効にするには、2つのビューポ
イントを持つビューを作成します。この例では、新しいビューの名前は「エンティテ
ィ・ビュー」です。各ビューポイントは、そのエンティティ・ディメンションのバイ
ンドされたノード・セットを使用します。
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ユーザーは、「エンティティ・ビュー」を使用して、ディメンションのデータを管理します。
たとえば、ユーザーはビューポイント間でノードをコピーできます。「エンティティ・ビュ
ー」のビューポイントはバインドされたノード・セットを使用するため、新しいビューポイ
ントで行われた変更は、バインドされたビューポイントに反映され、エクスポートできます。
例については、エンタープライズ・データのアプリケーション間での比較を参照してくださ
い。

ブロックアウト期間の理解
アプリケーションまたはディメンションにブロックアウト期間を設定することで、所有者ま
たはメタデータ・マネージャは、ブロックアウト期間が終了するまで要求、インポートおよ
びビューポイント・ロードが保持され、アクティブなビューに適用されない日付範囲を設定
できます。
たとえば、財務クローズ、システム照合またはデータ移行中はデータの変更を防止する場合
があります。
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ブロックアウト期間中でも要求の作成および送信は可能で、要求は引き続き承認およ
びコミットのポリシー・ワークフローに従います。ただし、すべての承認ポリシーお
よびコミット・ポリシーが履行された後、要求は、ブロックアウト期間が終了するま
でブロックされた状態になります。ブロックアウト期間が終了すると(ブロックアウト
期間が終了日に達したため、または所有者がブロックアウト期間を手動で無効にした
ため)、ブロックされたすべての要求が検証され、問題がない場合は完了してクローズ
し、検証の問題がある場合はワークフローに戻ります。
考慮事項
• アプリケーションおよびディメンションのブロックアウト期間を構成できます。
デフォルトでは、ディメンション・ブロックアウト設定はアプリケーション・ブロ
ックアウト設定と同じですが、アプリケーション設定をディメンション・ブロック
アウト設定でオーバーライドできます。アプリケーションおよびディメンション
のブロックアウト設定を参照してください。

• アプリケーション・インスペクタまたはディメンション・インスペクタからブロッ
クアウト期間を構成します。指定した期間のみまたは繰返し期間のブロックアウ
トを設定できます。繰返し期間の場合は、グレゴリオ暦期間または会計期間の期間
に基づくことができます。ブロックアウト期間の構成を参照してください。

• デフォルトの場合、ブロックアウトは、完全または部分的にバインドされたデー
タ・チェーン・オブジェクトの要求アイテムに適用されます。バインドされていな
いデータ・チェーン・オブジェクトにも適用するように、ブロックアウト期間を構
成できます。

• アプリケーションまたはディメンションに対して所有者またはデータ・マネージャ
権限のあるユーザーによって送信された要求には、ブロックアウト期間を適用せず
に正常に完了するように指定できます。

• 異なるアプリケーションまたはディメンションからの要求アイテムが含まれてい
る要求では、要求のいずれかのアプリケーションまたはディメンションが現在ブロ
ックアウト期間にある場合、要求全体がブロックされます。すべての要求アイテム
のすべての変更は、関連するすべてのアプリケーションまたはディメンションのブ
ロックアウト期間が終了した後に適用されます。

ブロックアウト期間がアクティブな間:

• ワークフロー・アクション(撤回、承認の取下げ、プッシュバックなど)はブロック
されている要求には実行できません。ただし、要求にはコメントや添付を引き続き
追加できます。

• ブロックされたディメンションに対してインポートまたはビューポイント・ロード
を実行できません(影響するブロックアウト(アプリケーションまたはディメンシ
ョン)の「例外の許可」設定で許可されている場合は除く)。

• ブロックされたアプリケーションのディメンションには別のビューポイントをバ
インドできません。

ブロックアウト期間が終了した場合:

• 要求が検証されます。エラーがない場合、要求は完了します。同じアプリケーショ
ンのブロックされている複数の要求は、ワークフローが終了して「ブロック済」ス
テータスになった順序で完了します。

• 検証エラーがある場合、要求ステータスは「ブロック済」からブロックアウト前の
ステージ(「ドラフト」または「処理中」)に変更され、送信者に通知されます。

第 17章
ブロックアウト期間の理解

17-10



Note:

ブロックアウト期間が終了すると(ブロックアウト期間が終了日に達したため、また
は所有者がブロックアウト期間を手動で無効にしたため)、ブロックアウト・ステー
タスが更新され、ブロックされたすべての要求が処理されるのに最大で 5分かかる
場合があります。

ブロックアウト期間の構成
アプリケーションまたはディメンション・インスペクタからブロックアウト期間を構成しま
す。
1. ブロックアウト期間を構成するアプリケーションまたはディメンションを検査します。
アプリケーションの検査を参照してください。

2. 「全般」タブで「編集」をクリックします。
3. 次のいずれかのアクションを実行します。

• アプリケーションの場合: 「ブロックアウトの有効化」をクリックします。
• ディメンションの場合: オプションを選択します:

– アプリケーションと同じ: ディメンションはアプリケーションのブロックアウト
と同じ設定を使用します。

– 有効: ディメンションは、指定された設定でアプリケーションのブロックアウト
設定をオーバーライドします。

– 使用不可: ディメンションは、アプリケーションのブロックアウト設定をオーバ
ーライドして、このディメンションのブロックアウトを使用不可にします。

4. ブロックアウト・タイプを選択します:

• 指定済: 指定された期間にのみブロックアウト設定を適用します。
• 繰返し: 指定した期間に基づいて、反復的にブロックアウト設定を適用します。

5. ブロックアウト・タイプに基づいて、ブロックアウトの期間を選択します:

• 指定済: 指定されたブロックアウト期間のタイム・ゾーンを選択してから、ブロック
アウト期間の開始日時と終了日時を選択します。日時ピッカーを使用するか、エント
リを手動で編集できます。

• 繰返し: 次を選択します:

– 期間: ドロップダウン・メニューから繰返し期間を選択します。グレゴリオ暦の
期間(「四半期末」など)または会計期間(「会計年度末」など)を選択できます。

Tip:

会計年度はシステム設定で構成できます。カレンダ設定を参照してく
ださい。

– 時刻: 繰返しブロックアウトが開始する時刻を入力します。
– タイム・ゾーン: 「時刻」設定のタイム・ゾーンを選択します。
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Note:

開始日と終了日の両方に同じ「時刻」および「タイム・ゾーン」
設定が使用されます。繰返しブロックアウトの開始と終了に異
なる時刻を選択することはできません。

– 開始: ブロックアウトが開始する期間日付からの日数を入力します。ブロ
ックアウトを期間日付よりも前に開始するには負の数を、期間日付よりも
後に開始するには正の数を入力します。たとえば、「期間」が「会計四半期
末」である場合に-5を入力すると、繰返しブロックアウトは各会計四半期
が終了する 5日前に発生します。

– 終了: ブロックアウトが終了する期間日付からの日数を入力します。ブロ
ックアウトを期間日付よりも前に終了するには負の数を、期間日付よりも
後に終了するには正の数を入力します。たとえば、「期間」が「月末」であ
る場合に 1を入力すると、繰返しブロックアウトは各月末の次の日に終了
します。

6. オプション: 「例外の許可」で、ドロップダウンをクリックして、所有者またはデ
ータ・マネージャがブロックアウト期間の影響を受けない要求を送信できることを
指定します。

Note:

設定の変更は、すでに「ブロック済」ステータスになっている要求には
影響しません。
これを「データ・マネージャ」に設定すると、アプリケーション所有者
も含まれます。包含および追加権限を参照してください。

7. オプション: ブロックアウト期間に完全にバインドされていないビューポイントに
データ・オブジェクトの要求アイテムを含めるには、「未バインド・オブジェクト
のブロック」を選択します。

Note:

バインド済または一部バインド済のビューポイントのデータ・オブジェ
クトは、常にブロックアウト期間に含まれます。

8. 「保存」をクリックします。
アプリケーションおよびディメンションのブロックアウト設定
ブロックアウト期間をアプリケーション・レベルとディメンション・レベルの両方で
構成した場合、通常、次のように、ディメンションのブロックアウト設定がアプリケ
ーション設定をオーバーライドします:

• 「有効」と「使用不可」:

– ブロックアウトがアプリケーション・レベルでは有効だがディメンション・レ
ベルでは使用不可の場合、そのディメンションからの要求アイテムは処理され
ます。
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– ブロックアウトがアプリケーション・レベルでは使用不可だがディメンション・レベ
ルでは有効な場合、そのディメンションからの要求アイテムはブロックされますが、
他のディメンションからの要求アイテムは処理されます。

Note:

異なるアプリケーションまたはディメンションからの要求アイテムが含まれて
いる要求では、要求のいずれかのアプリケーションまたはディメンションが現
在ブロックアウト期間にある場合、要求全体がブロックされます。

• 未バインド・オブジェクトのブロック: 未バインド・オブジェクトのディメンションとア
プリケーションの両方がブロックアウト中である場合、ディメンションの「未バインド・
オブジェクトのブロック」設定が使用されます。

• 例外の許可: アプリケーションとディメンションの両方がブロックアウト中である場合、
ディメンションの「例外の許可」設定が使用されます。複数のアプリケーションまたはデ
ィメンションがブロックアウト中である場合、最も厳しい「例外の許可」の設定が使用さ
れます。

• 終了日: ディメンションとそのアプリケーションの両方がブロックアウト中である場合、
ディメンションのブロックアウトの「終了日」が使用されます。異なるブロックアウト終
了日を持つ複数のビューポイントが単一の要求にある場合、終了日はこの先の最も遅くて
有効な「終了日」になります。

アプリケーションのワークフローの無効化
アプリケーション・レベルでワークフローを無効化して、そのアプリケーションで実行され
た要求が要求の送信時にすべてのアクティブ・ポリシーを省略するようにできます。
このことは、ワークフロー・プロセスを通さないでテスト環境でデータを変更する必要があ
る場合などに役立つことがあります。
考慮事項
• アプリケーションについてワークフローを無効にしても、そのアプリケーションの個々の
ポリシーは無効になりません。ワークフローを再開すると、すべての有効なポリシーが再
び適用されます。個々のポリシーを無効にするには、ポリシーの変更を参照してくださ
い。

• 「ワークフローの無効化」設定は、すでに送信された既存の要求には影響しません。新し
く送信される要求でのみ、アクティブなポリシーが省略されます。

• テンプレートを使用してアプリケーションを転送するときに、この設定は転送されませ
ん。つまり、1つの環境でアプリケーションについてワークフローを無効にし、そのアプ
リケーションを別の環境に転送した場合、2つ目の環境ではそのアプリケーションについ
てワークフローは無効になりません。

アプリケーションについてワークフローを無効にするには:

1. アプリケーションを検査します。アプリケーションの検査を参照してください。
2. 「全般」タブで、「ワークフローの無効化」を選択して、アプリケーションで行われた要求
ですべてのアクティブなワークフロー・ポリシーが省略されるようにします。

3. オプションで、「送信者」パラメータを使用して、省略されるワークフローを、選択した
ユーザーによって送信された要求のみに制限します。
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アプリケーションの検査
アプリケーションの登録後、アプリケーションを検査して設定を編集できます。

「アプリケーション」でアプリケーションをスクロールし、 をクリックし、次に「検
査」をクリックして、次のタブからオプションを選択します。
• 全般: 次に示す全般的なアプリケーション情報を確認するか、「編集」をクリックし
て変更します:

– サマリー:

* 名前
* 説明
* ステータス: 「ドラフト」、「アクティブ」または「アーカイブ済」。アプリ
ケーションのアーカイブ、アーカイブ解除および削除を参照してください。

ノート:

アプリケーションのステータスが「ドラフト」の場合は、インス
ペクタのステータスを変更できません。アプリケーションの登
録後、ステータスは「ドラフト」から「アクティブ」に変わりま
す。

* アプリケーション・タイプ(変更できません)

* デフォルト・ビュー(変更できません)

– ブロックアウト期間: アプリケーションのブロックアウト期間を有効または無
効にします。ブロックアウト期間の構成を参照してください

– 外部システム・タイプ(「汎用」アプリケーション・タイプのみ): ドロップダウ
ン・メニューをクリックして、汎用アプリケーションの外部システムのタイプ
を選択します。

– 要求: アプリケーションで行われた要求ですべてのアクティブなワークフロ
ー・ポリシーが省略されるようにするには、「ワークフローの無効化」を選択
します。アプリケーションのワークフローの無効化を参照してください。

– 履歴: アプリケーションが作成されたときと最後に変更されたときのユーザー
名および日付情報を表示します。

• ディメンション: ディメンションをクリックして、バインディングまたはマッピン
グ・キーを変更します。ディメンションの検査を参照してください。
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ノート:

デフォルトでは、アーカイブ済ディメンションは表示されません。アーカイブ
済ディメンションを表示するには、 をクリックし、「アーカイブ済の表示」
を選択します。このオプションを再度選択すると、アクティブなディメンショ
ンのみが表示されます。

• 抽出パッケージ: アプリケーションの抽出パッケージを作成および編集します。抽出パッ
ケージの操作を参照してください。

• 接続: 外部アプリケーション接続設定を編集します。変更を加えた場合もそうでない場合
も、接続をテストして正しく構成されているかどうか確認できます。(汎用またはユーザ
ー・アプリケーションには使用できません)

ノート:

「接続」タブを使用できるのは、アプリケーション・タイプで接続がサポートさ
れ、ユーザーがアプリケーションの少なくとも「データ・マネージャ」または「メタデータ・マネージャ」権限を持っている場合のみです。

• 登録: 登録設定を表示します。(ユーザー・アプリケーションには使用できません)

ノート:

登録設定を編集するには、「アプリケーション」でお使いのアプリケーションま
でスクロールして、 をクリックしてから「変更」をクリックします。

• 権限: アプリケーションのセキュリティ権限を変更します。アプリケーション権限の割当
てを参照してください。

• ポリシー: アプリケーションの承認ポリシーを構成します。ポリシーの構成を参照してく
ださい。

アプリケーション権限の割当て
他のグループまたはユーザーに対する権限の割当てまたは除去を行うには、特定のアプリケ
ーションに関しては所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。アプリケーショ
ン権限は一度に 1つのアプリケーションに割り当てられます。自身のアプリケーション権限
を不注意で除去した場合は、所有者またはメタデータ・マネージャ権限を持つユーザーまた
はサービス管理者に連絡し、権限の再割当てを依頼します。

ノート:

アプリケーションを登録すると、そのアプリケーションに対する所有者権限が付与
されます。
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アプリケーション権限を割り当てるには:

1. 「アプリケーション」で、アプリケーションを開きます。
2. 「権限」を選択し、「編集」をクリックします。
3. ユーザーまたはグループを選択します。
4. 割り当てる権限を選択し、「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックしま
す。

権限の操作を参照してください。

アプリケーションの検索
「アプリケーション」リストで検索を実行すると、アプリケーション名と説明のテキス
トが検索されます。検索テキストを含む名前と説明が結果ウィンドウに太字のフォン
トで表示されます。アーカイブされたアプリケーションを検索に含めることもできま
す。
アプリケーション・リスト内を検索するには:

1. 「アプリケーション」から、 をクリックします。

2. (オプション)アーカイブ済のアプリケーションを検索に含める場合は、 をクリ
ックし、「アーカイブ済の表示」を選択します。

3. 検索するテキスト文字列を入力します。入力を終了すると検索が自動的に実行さ
れます。
検索を終了するには、 をクリックします。

アプリケーションのコピー
アプリケーションをコピーして、元と同じタイプの同じ構成の新しいアプリケーショ
ンを作成できます。
アプリケーションをコピーすると、元のアプリケーション内のディメンション、デー
タ・チェーン、検証、ポリシーおよびサブスクリプションを含むすべてのメタデータ
が新しいアプリケーションにコピーされます。

Note:

アプリケーション・データはコピーされません。エクスポートおよびインポ
ート・プロセスを使用して、バインド済データおよびプロパティを新しいア
プリケーションに転送し、抽出およびロード・プロセスを使用して、非バイ
ンドまたは一部バインド済データおよびプロパティを転送します。

考慮事項
• アプリケーションをコピーするには、「アプリケーション - 作成」アプリケーショ
ン・ロールが必要です。ロールと権限の操作を参照してください。

• アプリケーション・ビュー:

第 17章
アプリケーションの検索

17-16



– 新しいアプリケーションに、新しいデフォルト・アプリケーション・ビューが作成さ
れます。

– 他のビューについては、コピーされるアプリケーションのビューに対して「所有者」
権限がある場合、次のようにビューおよびそのビューポイントが新しいアプリケーシ
ョンにコピーされます:

* ビューのすべてのビューポイントがコピーされるアプリケーションに属している
場合、そのビューおよびすべてのビューポイントのコピーが作成されます。

* ビューのすべてではなく一部のビューポイントがコピーされるアプリケーション
に属している場合(たとえば、メンテナンス・ビュー)、コピーされるアプリケー
ションのそのビューポイントがコピーされ、既存のビューに追加されます。

• 次のオブジェクトは新しいアプリケーションにコピーされません:

– 接続ログインの詳細
– 時間ラベルおよび時間ラベル付きビューポイント
– 比較プロファイル
– グローバル接続に対するアプリケーション固有の権限

• アクティブおよびアーカイブ済の両方のメタデータ・オブジェクトがコピーされます。
アプリケーションをコピーするには:

1. アプリケーション・リストから、「アクション」 をクリックし、「コピー」を選択しま
す。

2. 「アプリケーションのコピー」ダイアログ・ボックスで、新しいアプリケーションの名前
および(オプションで)説明を入力します。新しい名前は一意にする必要があります。

3. オプション: 「重複する接尾辞」に、新しいアプリケーションのオブジェクト(ビューポイ
ントなど)の作成時に一意のラベルを作成するために使用する接尾辞を入力します。接尾
辞を入力しない場合、増分数値の接尾辞が使用されます。

4. 確認のダイアログ・ボックスで、「はい」をクリックします。

アプリケーションのアーカイブ、アーカイブ解除お
よび削除

不要になった場合は、アクティブなアプリケーションをアーカイブできます。たとえば、四
半期や年度などの期間の終了時にアプリケーションのアーカイブが必要になる場合がありま
す。また、アーカイブしたアプリケーションのステータスをアクティブに戻したり、アプリ
ケーションを削除できます。
考慮事項
• アプリケーションに対する所有者権限を持つユーザーは、ステータスを変更するか、また
は削除できます。

• アプリケーションをアーカイブすると、アプリケーションのすべてのディメンションおよ
びデータ・チェーン・オブジェクト(ノード・タイプ、階層セットおよびノード・セット)
もアーカイブされます。デフォルト・ビューはアクティブなままです。

• アーカイブ済のアプリケーションのステータスをアクティブに戻すと、アプリケーション
のすべてのディメンションおよびデータ・チェーン・オブジェクトが、アプリケーション
をアーカイブする前のステータスにリストアされます。
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• アプリケーションは、削除する前にアーカイブする必要があります。
• アプリケーションを削除すると、そのデータはデータ・チェーン・オブジェクトや
要求を含め、すべて完全に削除されます。この操作を元に戻すことはできません。
将来、リストアが必要になる場合に備えて、アプリケーションを削除する前に移行
バックアップの作成が必要になる場合があります。Oracle Enterprise Data
Management Cloudのバックアップおよびリストアを参照してください

• ユーザー・アプリケーションのノード・セットのいずれが別のアプリケーションの
ノード・データ型プロパティで参照されている場合、そのユーザー・アプリケーシ
ョンは削除できません。

詳細は、データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作を参照してください。
アーカイブ
アプリケーションをアーカイブするには:

1. 「アプリケーション」で、アーカイブするアプリケーションを検査します。
2. 「全般」で、「編集」をクリックします。
3. 「ステータス」で「アーカイブ済」を選択し、「保存」をクリックします。
「アプリケーション」リストにアプリケーションが表示されなくなります。

ノート:

アーカイブ済アプリケーションを「アプリケーション」リストに表示するに
は、 をクリックします。
 

 

アーカイブ解除
アーカイブしたアプリケーションのステータスをアクティブに戻すには:

1. 「アプリケーション」で、 をクリックしてアーカイブ済アプリケーションを表
示します。

2. ステータスをアクティブに戻すアプリケーションを検査します。

第 17章
アプリケーションのアーカイブ、アーカイブ解除および削除

17-18



3. 「全般」で、「編集」をクリックします。
4. 「ステータス」で「アクティブ」を選択し、「保存」をクリックします。
「アプリケーション」リストにアプリケーションが表示されます。
削除
アーカイブしたアプリケーションを削除するには:

1. 「アプリケーション」で、 をクリックしてアーカイブ済アプリケーションを表示しま
す。

2. アプリケーションの「アクション」列で、 をクリックし、「削除」を選択します。
3. 「はい」をクリックして削除を確認します。
アプリケーションは「アプリケーション」リストから除去されます。

アプリケーション・インデックスのリフレッシュ
プロパティの「デフォルト・タイプ」または「継承」パラメータに次のいずれかの変更を加
えると(プロパティ・パラメータの編集を参照)、そのプロパティを使用するアプリケーション
のインデックスは、ビューポイントの問合せでインデックスが適切に使用されるためにリフ
レッシュが必要になる場合があります。
• 「デフォルト・タイプ」を「指定済」から「なし」に変更
• 「デフォルト・タイプ」を「派生」から「なし」に変更
• 「継承」を「位置的」から「なし」に変更
アプリケーションのインデックスをリフレッシュするには 2つの方法があります:

• 毎週、自動的に実行する
• 手動でアプリケーションのインデックスのリフレッシュを実行する
アプリケーションのインデックスを手動でリフレッシュするには、「アプリケーション」から
アプリケーションを検索し、 をクリックして、「インデックスのリフレッシュ」を選択しま
す。アクティブなアプリケーションに対してのみ、インデックスを再作成できます。

Note:

インデックスを再作成するには、サービス管理者であるか、アプリケーションの所有者またはメタデータ・マネージャ権限を保持している必要があります。

ディメンションの理解
登録されたアプリケーションには、1つ以上のディメンションが含まれます。登録されたディ
メンションは、外部アプリケーションのディメンション、セグメント値または他のデータ・
ドメインを表します。
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アプリケーションを登録するときに、ディメンションを追加します。アプリケーショ
ンが登録された後、ディメンションを追加したり、登録されたアプリケーションを変
更することによってディメンションの設定を更新できます。
ディメンションはビューポイントにバインドされます。データをインポートする場
合、データはバインドされたビューポイントに含まれます。エクスポートする場合、
バインドされたビューポイントのデータがエクスポートされます。バインディングお
よびバインドされたデータ・オブジェクトの理解を参照してください。

ノート:

• ディメンション内の一部の設定は、アプリケーション・タイプにのみ適
用されます。たとえば、Planningアプリケーション・タイプでは、ディ
メンションに対して少なくとも 1つのキューブを指定する必要がありま
す。

• まだ外部アプリケーション内に存在していない登録されたアプリケーシ
ョン内でディメンションを作成できます。これにより、新しいディメン
ションをモデル化できるようになります。

詳細は、次を参照してください:

• アプリケーションの登録の理解
• データ・チェーンの理解

ディメンションの検査
• 全般: ディメンションの名前、説明およびステータスを表示および編集します。デ
ィメンションのブロックアウト期間を有効または無効にします。ブロックアウト
期間の構成を参照してください。

• バインド: (バインドされたディメンションのみ)

– マップ・バインドを追加するには、「マップ・バインドの作成」をクリックし
ます。マップ・バインドの作成を参照してください。

– バインドを変更するには、バインドをクリックして更新します。次を参照して
ください:

* Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションのディメンションへの
ビューポイントのバインド

* ツリーまたはツリー・バージョンを作成するためのバインディングのコピ
ー

* 汎用アプリケーションのユーザー定義ディメンションにバインドされたビ
ューポイントの変更

• インポート/エクスポート: (バインドされたディメンションのみ)。ディメンション
のインポートおよびエクスポート・オプションを管理します。インポート・オプシ
ョンの管理およびエクスポート・オプションの管理を参照してください。

• 抽出: ディメンションの抽出を管理します。抽出の操作を参照してください。
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• 検証: アプリケーション固有の検証の適用を管理します。アプリケーション固有の検証の
適用および重要度の管理を参照してください。

• 権限: ディメンションに対するユーザーおよびグループ権限を設定します。権限の操作を
参照してください。

• ポリシー: ディメンションの承認ポリシーを構成します。ポリシーの構成を参照してくだ
さい。

未バインド・ディメンションの操作
未バインド・ディメンションは、アプリケーション登録プロセスの外部で作成され、インポ
ートまたはエクスポートされません。Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、未バ
インド・ディメンションを使用して、関連する値セット、勘定科目の組合せ、マルチディメ
ンション・マッピングなど、複雑なデータ・セットを管理できます。
要求ロード・ファイルを使用してデータを未バインド・ディメンション・ビューポイントに
ロードし(ロード・ファイルを使用する変更を参照)、抽出を使用してデータを抽出します(抽
出の操作を参照)。
考慮事項
• 未バインド・ディメンションを作成するには、サービス管理者であるか、アプリケーショ
ンの所有者またはメタデータ・マネージャ権限を保持している必要があります。

• 未バインド・ディメンションは、アプリケーション登録ウィザードまたはインポート画面
やエクスポート画面に表示されません。未バインド・ディメンションの抽出を定義できま
す。

• 未バインド・ディメンションに、バインド済または一部バインド済のデータ・チェーンを
含めることはできません。

• 未バインド・ディメンションはバインド済ディメンションに変換できません。
• アプリケーション内で、未バインド・ディメンションとバインド済ディメンションを同じ
名前にできません。バインド済ディメンションを追加するようにアプリケーション登録
を変更する場合、登録プロセス時にそのアプリケーションの未バインド・ディメンション
の名前は使用できません。

• 「ドラフト」ステータスの汎用アプリケーションで未バインド・ディメンションを作成す
ると、アプリケーション・ステータスが「アクティブ」に変更されます。

未バインド・ディメンションを作成するには:

1. 未バインド・ディメンションを作成するアプリケーションを検査します。
2. 「ディメンション」タブで、「作成」をクリックします。
3. 「タイプ」で、「未バインド」を選択します。
4. ディメンションの名前、およびオプションで説明を入力し、「保存」をクリックします。

Note:

ディメンションは、アプリケーション内の他のバインド済ディメンション、未
バインド・ディメンションまたは参照ディメンションと同じ名前にすることは
できません。
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ディメンションは、ディメンション・インスペクタに表示されます。
未バインド・ディメンションは作成後に、ビューポイントおよびその他のユーザー定
義のデータ・チェーン・オブジェクトやプロパティを作成するときに、バインド済デ
ィメンションと同様に使用できます。また、ディメンションの抽出を作成したり、権
限、ポリシーおよびカスタム検証を追加することもできます。ただし、未バインド・
ディメンションのバインディングを作成したり、それを使用してデータをインポート
およびエクスポートすることはできません。

参照ディメンションの操作
参照ディメンションを使用すると、外部システムから供給された参照データを Oracle
Enterprise Data Management Cloudで管理されるデータに関連付けることができま
す。参照ディメンションのノードは、使用環境のレコード数には含まれません。
たとえば、既存のコスト・センター・ディメンションに関連付けるコスト・センター
所有者のリストがあるとします。Oracle Enterprise Data Management Cloudでコス
ト・センター所有者の参照ディメンションを作成し、ノード・データ型プロパティを
使用して、所有者をコスト・センター・ディメンションのコスト・センターに割り当
てることができます。参照ディメンションとして、所有者のリストを構造(たとえば、
事業部門や部門ごと)に維持できます。参照ディメンションのノードは、合計レコード
数にはカウントされません。
考慮事項
• 参照ディメンションを作成するには、サービス管理者であるか、アプリケーション
の所有者またはメタデータ・マネージャ権限を持っている必要があります。参照デ
ィメンションは、任意のアプリケーション・タイプに追加できます。

• 参照ディメンションでは、追加や除去ができない事前定義済のプロパティ・セット
を保持する参照ノード・タイプ・クラスが使用されます。プロパティの順序を変更
したり、ノード・タイプ・インスペクタでプロパティが必須かどうかを設定できま
す。ノード・タイプのプロパティの追加、除去および構成を参照してください。参
照ディメンションのノードでは、事前定義済の任意のプロパティを使用できます。
参照ノード・タイプの事前定義済プロパティを参照してください。

• 参照ディメンションには複数のバインドを追加できます。バインドにはノードま
たは階層タイプを設定できます。参照バインドの作成を参照してください。

• 参照ディメンションは既存のビューで使用することも、参照ディメンションに使用
するビューをディメンションの作成時に作成することもできます。

• 参照ディメンションからデータをインポート、エクスポートまたは抽出することは
できません。参照ディメンション・ビューポイントにをファイルにダウンロードす
ることもできません。要求ロード・ファイル(ロード・ファイルを使用する変更を
参照)またはビューポイント・ロード(ビューポイント・ロードの操作を参照)を使用
して、データを参照ディメンション・ビューポイントにロードできます。

• 参照ディメンションは、アプリケーション登録ウィザードには表示されません。
• 「ドラフト」ステータスの汎用アプリケーションで参照ディメンションを作成する
と、アプリケーション・ステータスが「アクティブ」に変更されます。

参照ディメンションを作成するには:

1. 参照ディメンションを作成するアプリケーションを検査します。
2. 「ディメンション」タブで、「作成」をクリックします。
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3. 「タイプ」から、「参照」を選択します。
4. ディメンションの名前を入力し、必要に応じて説明を入力します。

Note:

ディメンションは、アプリケーション内の他のバインド済ディメンション、未
バインド・ディメンションまたは参照ディメンションと同じ名前にすることは
できません。

5. オプション: 「ビュー」で、名前を入力して、参照ディメンション・ビューポイントに使
用するビューを作成します。

Note:

サービス管理者でない場合は、ビューを作成する「ビュー - 作成」ロールが必
要です。

6. 「保存」をクリックします。
ディメンションは、ディメンション・インスペクタに表示されます。

参照ディメンションを作成したら、必要に応じて関連データ・チェーン・オブジェクトを作
成する参照バインドをそれに対して作成できます(参照バインドの作成を参照)。または、デー
タ・チェーン・オブジェクトを手動で作成することもできます(未バインド・ディメンション
の場合と同様)。その後、参照ディメンションの使用、要求によるデータの変更、ディメンシ
ョンの抽出の作成、権限、ポリシーおよびカスタム検証の追加ができます。

Note:

このディメンションからプロパティを追加または除去したり、このディメンション
をデータのインポートおよびエクスポートに使用することはできません

ディメンションのアーカイブおよびアーカイブ解除
不要になった場合は、ディメンションをアーカイブできます。たとえば、ディメンションに
バインドされたビューポイントを変更するときに、履歴を確認する目的でオリジナルのディ
メンションのアーカイブが必要になる場合があります。アーカイブしたディメンションのス
テータスをアクティブに戻すこともできます。
考慮事項
• ディメンションのステータスを変更するには、サービス管理者であるか、アプリケーショ
ンまたはディメンションの所有者権限を保持している必要があります。

• ディメンションに「処理中」要求がある場合、そのディメンションをアーカイブできませ
ん。ディメンションをアーカイブするには、そのディメンションに対するすべての要求が
完了している必要があります。

• ディメンションをアーカイブする場合:

– ディメンション、バインドおよび関連付けられたデータ・チェーン・オブジェクトが
「アーカイブ済」に設定されます。
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– デフォルトで、ディメンションはアプリケーション・インスペクタの「ディメ
ンション」タブにリストされていません。アーカイブ済ディメンションを表示
するには、 をクリックし、「アーカイブ済の表示」を選択します。

– ディメンションはアプリケーション登録に表示されません。
– ディメンションは、アプリケーションの「インポート」、「エクスポート」また
は「抽出」画面に表示されません。

• アーカイブ済のディメンションのステータスをアクティブに戻すと、ディメンショ
ンのすべてのデータ・チェーン・オブジェクトおよびバインディングが、ディメン
ションをアーカイブする前のステータスにリストアされます。

詳細は、 データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作を参照してください。
ディメンションをアーカイブまたはアンアーカイブするには :

1. ディメンションを検査します。ディメンションの検査を参照してください。
2. 「全般」タブで「編集」をクリックします。
3. 「ステータス」フィールドで、「アーカイブ済」を選択してディメンションをアーカ
イブします。「アクティブ」を選択してディメンションをアンアーカイブします。

ノート:

アプリケーション登録を変更して、ディメンションを追加または除去するこ
とによって、そのディメンションをアーカイブまたはアンアーカイブするこ
ともできます。アプリケーションの変更の理解を参照してください。

属性の理解
属性は、許容値リストまたは別のディメンションを参照するノード・データ型プロパ
ティのいずれかを使用して、そのディメンションのデータを記述するディメンション
のノードのプロパティです。

目的 参照するビデオ
属性ディメンションの操作について学習しま
す。  Oracle Enterprise Data Management

Cloudの属性ディメンション

ノート:

属性ディメンションは、Planning、Planningモジュール、Financial
Consolidation and Closeおよび Enterprise Profitability and Cost
Managementアプリケーションのすべての疎ディメンションでサポートされ
ます。これには、Financial Consolidation and Closeアプリケーションの「勘
定科目」ディメンション(疎の場合)を含みます。
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Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、2つのタイプの属性がサポートされていま
す:

• 簡易属性: その属性の選択可能なすべての値を含む、許容値リストを備えた文字列データ
型プロパティ。これは、経時的にあまり変化せず、値の数が少ない属性に最適です。たと
えば、製品ディメンションには、色という単純な属性があり、この属性には、緑、青、黄
および赤の値を使用できます。

• 属性ディメンション: 属性値を含む完全なディメンションと、基本ディメンションからそ
の属性ディメンションを参照するノード・データ型プロパティの組合せ。属性ディメンシ
ョンの値は、次のいずれかのタイプになります:

– テキスト
– 数値
– 日付
属性ディメンションは、Oracle Enterprise Data Management Cloudで保持する値が多数
ある属性に最適です。たとえば、エンティティ・ディメンションには、リージョンという
属性ディメンションがあり、これには、親メンバーと子メンバーの地理的階層を含めるこ
とができます。

簡易属性と属性ディメンションの両方が、アプリケーションの登録時に作成されます。キュ
ーブ、アプリケーション設定およびディメンションの登録を参照してください。
簡易属性の操作
簡易属性を作成するには、アプリケーションの登録時に属性名を入力し、その属性プロパテ
ィに許容される値のリストにすべての値を入力します。許容値のリストを変更するには、登
録時に簡易属性用に作成されたプロパティを編集します。プロパティ・パラメータの編集を
参照してください。
属性ディメンションの操作
アプリケーションの登録時に属性ディメンションを登録すると、その属性ディメンションの
完全なディメンションが、独自のデータ・チェーン、バインディングおよびビューポイント
で作成されます。属性ディメンションのビューポイントがアプリケーションのデフォルト・
ビューに追加され、属性ディメンションのノードを管理する際に使用できます。基本ディメ
ンションから属性ディメンションを参照するのに使用できるノード・データ型プロパティも
作成されます。
考慮事項
• 基本ディメンションのノードから参照できるのは、属性ディメンションの最下位ノードの
みです。

• 数値型と日付型の属性ディメンションでは、最下位ノードにフォーマット検証が適用され
ます。つまり、属性ディメンション・タイプに応じて、すべての最下位ノードは、数値ま
たは有効な日付形式である必要があります。

ノート:

親ノードを数値型または日付型の属性ディメンションに追加すると、親ノード・
タイプを選択した場合も検証メッセージが表示されることがあります。親の下
に子ノードを追加してから要求を再検証すると、検証エラーは解決されます。
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• 属性ディメンションは、Planning、Planningモジュール、Financial Consolidation
and Closeおよび Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーション
からインポートおよびエクスポートできます。

ノート:

属性ディメンションをエクスポートすると、デフォルトの別名表のみが
エクスポート・ファイルに含まれます。

属性ディメンションの例
この例では、Financial Consolidation and Closeアプリケーションの登録を変更して、
地域という名前の属性ディメンションをエンティティ基本ディメンションに追加しま
した:

 

 
地域属性ディメンションのビューポイントがアプリケーションのデフォルト・ビュー
に追加されます:

 

 
次に、属性ディメンションにメンバーを追加します。この例では、グローバルという
最上位ノードと 2つの親ノード(ボストンとアトランタが子ノードである NAと、リス
ボンとマドリードが子ノードである EMEA)を追加します。
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これで、エンティティ基本ディメンションのメンバーを編集するときに、プロパティ・ペイ
ンで「属性ディメンション - 地域」の をクリックして、基本ディメンション・メンバーに
割当てできる属性ディメンション・メンバーを表示できます。この例では、アトランタ地域
を C_131メンバーに追加しました。
 

 
ノードが、選択した属性ディメンション・プロパティで更新されます。
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18
データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作

Oracle Enterprise Data Management Cloudの基本的な組織構造はアプリケーションであり、
各アプリケーションにはディメンション(製品、エンティティなど )が含まれています。各ディ
メンションには、データ・チェーンと呼ばれる一連のデータ・オブジェクトが含まれており、
データ・チェーンは、ノード・タイプ、階層セット、ノード・セットおよびビューポイント
で構成されています。これらのデータ・オブジェクトは、作成する Oracle Enterprise Data
Management Cloudソリューションのビルディング・ブロックです。
ビューポイントおよびその関連データ・オブジェクトの構成方法により、ビューポイント内
で使用可能なノードが決まります。また、データ・チェーンにより、次のリストに示すよう
なビューポイントの特性を定義します。
• ノードがリストと階層のどちらであるか
• 階層のノード間の関係を定義するルール
• ノードのプロパティ
• ユーザーが実行可能なアクション
次の表にデータ・オブジェクトをまとめます。データ・オブジェクトの詳細は、データ・チ
ェーンの理解を参照してください。

データ・オブジェクト 説明
ノード・タイプ 特定のカテゴリのノードすべてが含まれます。たとえば、勘定科目ノ

ード・タイプに勘定科目ノードが含まれます。ノード・タイプの操作
を参照してください

階層セット ノードの親子関係を定義します。階層セットの操作を参照してくだ
さい。

ノード・セット ビューポイント内で使用可能なノードのグループを定義します。ノ
ード・セットの操作を参照してください。

ビューポイント ノード・セットをユーザーに提示し、ユーザーが実行可能なアクショ
ンおよびユーザーが編集可能なプロパティを定義します。ビューポ
イントの理解を参照してください。

ノード・タイプ、階層セットおよびノード・セットは、再使用可能なオブジェクトです。た
とえば、様々なビューポイントで使用される階層がある場合は通常、その階層セット・オブ
ジェクトをこれらすべてのビューポイントで使用します。
詳細は、次を参照してください:

• データ・チェーンの理解
• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサイクルの理解
例 18-1 階層のデータ・チェーンの例
従業員が部門別にリストされた階層を操作しているとします。ビューポイントには、次の例
に示すように、分析および財務部門の従業員を表す階層が含まれています。
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このアプリケーションには、マーケティング部門用の別の階層も含まれますが、その
階層はビューポイントに含まれていません。次の表で、このビューポイントの構築元
であるデータ・チェーンについて説明します。

データ・オブジェクト 説明
ノード・タイプ ノードは次のノード・タイプに属します。

• 従業員ノードは従業員ノード・タイプに含まれています。
• 部門ノードは部門ノード・タイプに含まれています。

階層セット 次のように親子関係を定義します。
• 部門ノードは子従業員ノードを持つことができます。
• 従業員ノードは子ノードを持つことができません。
階層セットでは、部門ノードの子従業員ノードも定義されま
す。

ノード・セット 分析および財務部門の階層が含まれます。階層セットのマー
ケティング階層は除外されます。

ビューポイント ノード・セットに指定されているノードを表示します。
次の図に、ビューポイントを定義するために使用されるデータ・チェーンを示します。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
データ・オブジェクトとデータ・チェーンについ
てさらに学習します。  概要: Enterprise Data Management Cloud

内の情報モデル

データ・チェーンの理解
データ・チェーンは、関連する一連のデータ・オブジェクトです。ビューポイントでユーザ
ーが使用可能なノードは、データ・チェーンによって定義されます。
データ・チェーン上のオブジェクトの構成により、ビューポイントで使用可能なプロパティ
も定義されます。
データ・チェーンは、次のデータ・オブジェクトで構成されています。
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• アプリケーション: Oracle Financials Cloud一般会計や Planningなど、管理するエ
ンタープライズ・データが格納されており、特定の目的に対応するビジネス・アプ
リケーション。
– ディメンション: 勘定科目、エンティティ、製品など、アプリケーションのビ
ジネス・ディメンション。
* ノード・タイプ: 一般会計セグメント値、Planningディメンション・メン
バー、一般会計から Planningへのマッピングなど、ディメンションのエン
タープライズ・データ・レコードのタイプ。各ノード・タイプは、ノード
と呼ばれるレコードの特性を定義します。ディメンションは、1つ以上の
ノード・タイプで構成できます。ノードとそのプロパティはノード・タイ
プに保存されます。

* 階層セット: ディメンションの特定のノード・タイプのノード間の階層関
係のセット。各階層セットは、関連するノード・タイプとそのセットの階
層のルールを定義します。階層セットには、セット内の階層関係のスター
ト地点を定義する 1つ以上のルート・ノードを含めることができます。階
層セットには、関係とそのプロパティが保存されます。

* ノード・セット: リストや階層などの特定の構造がある、ディメンション
内のノードのセット。リスト・ノード・セットは、フラット・リスト内の
1つ以上のノード・タイプで構成されます。階層ノード・セットは、階層
セットと 1つ以上の最上位ノードで構成されます。ノード・セットの最上
位ノードは、階層セットのルート・ノードまたはルート・ノードの子孫に
なります。

– ビューポイント: 勘定科目のリストの表示、製品階層の管理、エンティティ階
層のエクスポートなど、特定の目的に使用されるディメンションのビジネス・
パースペクティブ。ビューポイントは、1つ以上のビューに編成されます。各
ビューポイントはノード・セットを使用し、ユーザーが特定のビューでそのノ
ード・セットのデータを操作する方法を制御します。

• ビュー: アプリケーション間でディメンションのデータを管理したり、外部システ
ムとの間でデータを総合するなど、特定の目的に使用されるビューポイントのグル
ープ。各アプリケーションは、デフォルト・ビューを使用して、エンタープライ
ズ・データをエクスポートします。デフォルト・ビューの各ビューポイントは、外
部システムに存在するデータを表します。ユーザーは、追加で独自のビューを定義
して、特定のビジネス目的のデータを表示および管理できます。

ノート:

リレーショナル・データベースの概念に慣れている場合、ノード・タイプと
階層セットは、データを保持するという点でデータベース表と類似しており、
ノード・セットは、操作するノードを選択するという点でデータベース述語
またはWhere句と類似しており、ビューポイントは、ユーザーがデータを操
作するユーザーインタフェースを提供するという点でデータベース・ビュー
と類似しています。

データ・オブジェクトはモジュール方式です。ノード・タイプ、階層セットおよびノ
ード・セットは、複数のデータ・チェーン内で使用できます。データ・オブジェクト
には、次の関係があります。
• 1つのノード・タイプが 1つ以上の階層セットまたはノード・セットによって使用
されます。

第 18章
データ・チェーンの理解

18-4



• 1つの階層セットが 1つ以上のノード・タイプを使用します。
• 1つの階層セットが 1つ以上のノード・セットによって使用されます。
• 1つのノード・セットが 1つの階層セットを使用します。
• 1つのリストの 1つのノード・セットが 1つ以上のノード・タイプを使用します。

ノート:

1つのノード・セットが 1つの階層セットを使用する場合、ノード・タイプは
階層セットから継承されます。

• 1つのノード・セットが 1つ以上のビューポイントによって使用されます。
• 1つのビューポイント・セットが 1つのノード・セットを使用します。
データ・チェーンが複数あるディメンションの例
ディメンションとデータ・オブジェクトの関係を理解するには、次の例を検討してください。
• ユーザーは従業員ディメンションを操作しており、再編成の結果をモデル化する代替ビュ
ーポイントを作成する必要があります。

• 代替ビューポイント用のビューポイントを作成するために、ユーザーは次のステップを実
行します。
1. バインドされたビューポイントのデータ・チェーンで使用されていたノード・タイプ
を再使用します。

2. このノード・タイプを参照する新しい階層セットを作成します。
3. この階層セットを参照する新しいノード・セットを作成します。

次の図のように、両方のデータ・チェーンで使用されたデータ・オブジェクトが従業員ディ
メンションに割り当てられます。
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ノート:

代替ビューポイントとその階層セットおよびノード・セットはディメンショ
ンにバインドされていないため、ディメンションのバインディング・ルール
に準拠する必要はありません。この例のノード・タイプは、代替ビューポイ
ントの一部であるとしても、ディメンションのバインディング・ルールに準
拠しています。これは、ノード・タイプが、バインドされたビューポイント
のデータ・チェーンの一部でもあるためです。

詳細は、次を参照してください:

• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作
• データ・チェーンの検査
• 代替ビューおよびビューポイントの定義

データ・チェーンの検査
Oracle Enterprise Data Management Cloudの多くの画面には「データ・チェーン」タ
ブがあります。このタブを使用して、データ・チェーン上のデータ・オブジェクトを
検査できます。データ・チェーンの詳細は、データ・チェーンの理解を参照してくだ
さい。
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次の例は、ノード・タイプが 2つの階層セット、ノード・セットおよびビューポイントのデ
ータ・チェーンで使用されていることを示しています。
 

 
該当するアイコンをクリックして、データ・チェーン上のオブジェクトを検査してアクセス
できます。アイコンをクリックすると、データ・オブジェクトへのリンクが表示されます。
いずれかのオブジェクトを検査する場合、リンクをクリックすると、画面下部に新しいタブ
が表示されます。
次の例では、ユーザーによって「階層セット」アイコンがクリックされています。ノード・
タイプを使用する両方の階層セットの定義へのリンクが表示されます。
 

 

ノード・タイプの操作
ノード・タイプは、共通のビジネス目的を共有するアプリケーションのノードの集まりです。
ノード・タイプを使用してノードのプロパティを定義し、あるノード・タイプを別のノード・
タイプに変換するルールを定義します。
各ノードは、ノード・タイプのメンバーです。たとえば、勘定科目のノードは通常、アプリ
ケーションの勘定科目のノード・タイプのメンバーです。
次のリストに、ノード・タイプでノードを分類する方法の例を示します。
• 会社ディメンションのノードは、会社のノード・タイプに割り当てることができます。
• オフィスの場所別に従業員を編成する階層のノードは、従業員または場所のノード・タイ
プに割り当てることができます。

次に、ノード・タイプの特徴と考慮事項をリストします。
• すべてのノードにノード・タイプが割り当てられます。
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• ノードは、ノード名とノード・タイプの組合せによって一意に識別されます。
• ノードのタイプが変わることはありません。つまり、1つのノードを複数のビュー
ポイントで使用できる場合、どのビューポイントでもノード・タイプを変更できま
せん。

• ノード・タイプは、データ・チェーンにそのノード・タイプを含むすべてのビュー
ポイントで使用できるプロパティを定義します。

• ノード・タイプには、次のいずれかのクラスを指定できます。作成した後、ノー
ド・タイプのクラスは変更できません:

– 標準: 参照ディメンション以外のディメンション・タイプ用です。「標準」クラ
スのノード・タイプに対してプロパティを追加または除去できます。

– 参照: 外部システムからの参照データを格納するために使用される特殊ノー
ド・タイプです。変更できない汎用参照プロパティが含まれます。任意のディ
メンション・タイプで使用できます。

– レガシー GL: レガシー一般会計システムからの勘定体系値をモデル化する場
合に使用される特殊ノード・タイプです。変更できない基本的な一般会計およ
びマッピング・セット・プロパティが含まれます。任意のディメンション・タ
イプで使用できます。

ノート:

参照またはレガシー GLクラス・ノード・タイプのノードは、合計レコー
ド数に含まれません。特殊ノード・タイプ・クラスの操作を参照してく
ださい。

• ノード・タイプ・データ・オブジェクトは、他のデータ・チェーン・オブジェクト
に依存しません。

• ノード・タイプのノードを別のノード・タイプに変換できるように指定できます
(ノード・タイプ・コンバータの操作を参照)。

詳細は、次を参照してください:

• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作
• ノード・タイプのプロパティの追加、除去および構成
• ノード・タイプの検査
例 18-2 ノード・タイプの例
階層のデータ・チェーンの例では、次の図に示すように、従業員ノード・タイプと部
門ノード・タイプを使用しています。

部門ノードと従業員ノードは扱いが異なるため、例では 2つのノード・タイプを使用
しています。たとえば、従業員ノードには従業員の住所、電話番号、電子メール・ア
ドレスのプロパティを設定でき、部門ノードには部門マネージャのプロパティを設定
できます。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
ノード・タイプの設定について学習します。

 ノード・タイプの設定

ノード・タイプの作成
ベスト・プラクティス
次の場合は、新しいノード・タイプを作成することがベスト・プラクティスです。
• 異なるプロパティを使用する。たとえば、Locationノード・タイプに 10のプロパティが
あるときに、これらのプロパティのうち 5つをユーザーに公開する場合、5つのプロパテ
ィを持つ新しい Location_dmノード・タイプを作成します。

• 特定のノード・タイプの関係を定義する。たとえば、Entityノード・タイプに Entityノー
ドとして Companiesおよび Departmentsが含まれるとします。Companyを
Departmentの親として設定する場合、Companyノード・タイプと Departmentノード・
タイプを作成します。次に、Companyノード・タイプを Departmentノード・タイプの
親として設定した階層セットを定義します。

• ビジネス目的で一意のノード・セットを分類する。たとえば、Entityノード・タイプに部
門と買収部門が含まれるとします。これらの差異を区別するには、Departmentノード・
タイプと Acquired Departmentノード・タイプを作成します。次に、適切なノード・タイ
プにノードを割り当てます。

詳細は、 ノード・タイプの操作を参照してください。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ノード・タイプの設定についてさらに学習します。

 ノード・タイプの設定
1. 「ノード・タイプ」で、「作成」をクリックします。
2. アプリケーション・ディメンションを選択します。
ディメンション・タイプが、選択したディメンションの下に表示されます。

3. ノード・タイプ・クラスを選択します:

• 標準(参照ディメンションでは使用不可)

• レガシー GL

• 参照

ノート:

レガシー GLや参照などの特殊ノード・タイプを操作する際の考慮事項は、特殊
ノード・タイプ・クラスの操作を参照してください。

第 18章
ノード・タイプの操作

18-9

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:21922
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:21922


ノード・タイプのインスペクタが表示されます。
4. ノード・タイプの名前および(オプションで)説明を入力し、「作成」をクリックし
ます。

5. オプション: 「全般」を選択し、「編集」をクリックし、デフォルト修飾子(および
必要に応じて代替修飾子)を定義して、ノード・タイプ名を一意にするための接頭
辞または接尾辞を追加します。代替修飾子を指定するには、デフォルト修飾子を定
義する必要があります。ノード・タイプ修飾子の使用を参照してください。

ノート:

デフォルト修飾子および代替修飾子から先頭と末尾の空白文字は切り取
られます。

6. 「プロパティ」を選択し、「編集」をクリックします。どのプロパティが必要である
かを選択し、これらが表示される順序を変更できます。ノード・タイプでプロパテ
ィを追加または除去するには、「管理」をクリックし、必要な変更を行います。

7. 「保存」をクリックします。
ノード・タイプのノード・タイプ・コンバータを設定する必要がある場合は、ノード・
タイプ・コンバータの操作を参照してください。

特殊ノード・タイプ・クラスの操作
特殊ノード・タイプ・クラスのノード・タイプには、外部システムからのデータの格
納またはモデル化や、ユーザー・アプリケーションのユーザーの管理に使用できる限
定された機能のセットがあります。
特殊ノード・タイプには次の 4つのクラスがあります:

• 参照: ノード・データ型プロパティを使用してビューポイントでポイントできる外
部システムからデータを格納する場合に使用します。参照ディメンションの操作
を参照してください。

• レガシー GL: クラウド一般会計システムへの移行をサポートするために、レガシ
ー一般会計システムからの勘定体系値をモデル化する場合に使用されます。

• ユーザー: ユーザー・アプリケーションでユーザーを管理する場合にのみ使用しま
す。

• ユーザー・ロールアップ: ユーザー・アプリケーションでロールアップを管理する
場合にのみ使用します。

Note:

ユーザー・アプリケーション以外のアプリケーション・タイプでは、「ユ
ーザー」または「ユーザー・ロールアップ」ノード・タイプ・クラスを
使用できません。

考慮事項
• 特殊ノード・タイプ・クラスのノードには、変更できない限定された事前定義済プ
ロパティのセットがあります。次のトピックを参照してください:
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– 参照ノード・タイプの事前定義済プロパティ
– レガシー GLノード・タイプの事前定義済プロパティ
– ユーザー・アプリケーションの事前定義済プロパティ

• 特殊ノード・タイプ・クラスのノードは、合計レコード数に含まれません。「レコード数
ログ」レポートを参照してください。

• 特殊ノード・タイプ・クラスのすべてのノードは、ディメンション・レベルおよびビュー
ポイント・レベルで統合機能が制限されています:

– 「参照」および「レガシー GL」:

* ビューポイント・ロードを実行できます。
* インポート、エクスポートまたはビューポイント・ダウンロードはできません。
* マッピング・バインド済ビューポイントからのみ抽出できます(バインディングお
よびバインドされたデータ・オブジェクトの理解を参照)。

– 「ユーザー」および「ユーザー・ロールアップ」:

* ビューポイント・ロードを実行できます。
* インポート、エクスポート、抽出またはビューポイント・ダウンロードはできま
せん。

参照ノード・タイプの事前定義済プロパティ
参照ディメンションは、次の事前定義済プロパティを備えた参照クラス・ノード・タイプを
使用します。参照クラス・ノード・タイプに対してプロパティを作成または除去することは
できません。
参照ネームスペースのプロパティは、参照データの格納に使用できる汎用プロパティです。
ビューポイントでラベルを変更して、ディメンションでの用途をさらに適切に表現できます。
たとえば、参照ディメンションを使用して従業員参照データを格納している場合は、
Lookup.Stringプロパティのラベルを「従業員 ID」に変更できます。ビューポイントで使用
していないプロパティを非表示にすることもできます。ビューポイントでのプロパティの表
示方法の構成を参照してください。

プロパティ ネームスペース データ型 レベル 説明
ブール Lookup ブール ノード 汎用の参照ブー

ル・プロパティ
最下位ノード CoreStats ブール 関係 ノードに子がある

かどうかを決定し
ます

日付 1 Lookup 日付 ノード 汎用の参照日付 1
プロパティ

日付 2 Lookup 日付 ノード 汎用の参照日付 2
プロパティ

説明 Core 文字列 ノード ノードの説明
浮動小数点 Lookup 浮動小数点 ノード 汎用の参照浮動小

数点プロパティ
整数 Lookup 整数 ノード 汎用の参照整数プ

ロパティ
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プロパティ ネームスペース データ型 レベル 説明
レベル CoreStats 整数 ノード 階層ノード・セット

内のノードのレベ
ル

名前 Core 文字列 ノード ノード名
親 CoreStats ノード 関係 現在の位置にある

ノードの親ノード
名

文字列 Lookup 文字列 ノード 汎用の参照文字列
プロパティ

レガシー GLノード・タイプの事前定義済プロパティ
レガシー GLネームスペースのプロパティは、レガシー GLシステムからのデータを格
納するために使用できます。ビューポイントでラベルを変更して、レガシー GLシステ
ムでの用途をさらに適切に表現できます。ビューポイントで使用していないプロパテ
ィを非表示にすることもできます。ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成
を参照してください。
レガシー GLクラス・ノード・タイプに対してプロパティを追加または除去することは
できません。プロパティ順序の並替え、および必須フラグの設定を実行できます。

プロパティ ネームスペース データ型 レベル 説明
名前 Core 文字列 ノード ノード名
説明 Core 文字列 ノード ノードの説明
親 CoreStats ノード 関係 現在の位置にあ

るノードの親ノ
ード名

最下位ノード CoreStats ブール 関係 ノードに子がな
い場合は True

勘定科目タイプ LegacyGL 文字列 ノード レガシー GL勘定
科目タイプ

代替説明 LegacyGL 文字列 ノード レガシー GL代替
説明

転記の許可 LegacyGL ブール ノード レガシー GL転記
を許可フラグ

有効 LegacyGL ブール ノード レガシー GL有効
フラグ

ターゲット名 LegacyGL 文字列 関係 ソースのマッピ
ング・ターゲット
名

開始日 LegacyGL 日付 関係 発効開始日
終了日 LegacyGL 日付 関係 発効終了日
デフォルト・マッ
ピング

LegacyGL ブール 関係 デフォルト・マッ
ピング(Y/N)
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ノード・タイプ修飾子の使用
ノード・タイプ修飾子はノード・タイプに定義する接頭辞または接尾辞で、ノード・タイプ
の一意の命名を可能にします。ノード・タイプ修飾子は、ノード・タイプまたはディメンシ
ョンに一意の命名を使用する外部アプリケーションに定義します。たとえば、アプリケーシ
ョンはエンティティ、勘定科目およびコスト・センターに ENT_、ACCT_および CC_という
修飾子を使用できます。
Oracle Enterprise Data Management Cloudで修飾子が使用されるのは、ノードを比較し、ビ
ューポイントを並べて表示し、あるビューポイントから別のビューポイントにドラッグ・ア
ンド・ドロップする場合です。
たとえば、一般会計アプリケーションに 750という名前のコスト・センターがあり、これを
Planningアプリケーションに追加する場合は、このコスト・センターを一般会計ビューポイ
ントから Planningビューポイントにドラッグ・アンド・ドロップできます。ノード・タイプ
修飾子が定義され、ノード・タイプ・コンバータが設定されている場合、Planningのコスト・
センターは CC_750として追加されます。

ノート:

ノード数を計算する際、修飾子(デフォルトまたは代替の修飾子、接頭辞または接尾
辞)を除去した後のソース・ノードとターゲット・ノードのベース名が同じ場合、2
つのノードは同等と見なされます。
レコード数の表示を参照してください。

デフォルトおよび代替の修飾子
ノード・タイプは、デフォルト修飾子と最大 3つの代替修飾子をサポートしています。代替
修飾子は、デフォルト修飾子を使用してノードが見つからない場合に使用されます。特定の
ノード・タイプに対するデフォルト修飾子および代替修飾子はすべて、接頭辞または接尾辞
のいずれかである必要があります。単一のノード・タイプに修飾子として接頭辞と接尾辞が
混在することはできません。

ノート:

代替修飾子を指定するには、デフォルト修飾子を定義しておく必要があります。デ
フォルト修飾子を削除すると、代替修飾子も削除されます。

ノード・タイプ間でノードを比較して特定し、ノードを追加または挿入する場合(ノード・タ
イプ・コンバータを使用)、デフォルトおよび代替の修飾子は次のように取り扱われます:

• ノードを比較、検索および整列する場合:

– ソース・ノード名がデフォルト修飾子で開始する場合は、修飾子を削除し、その結果
をベース名として使用します。デフォルト修飾子が見つからない場合は、各代替修飾
子を使用してノードを探します。見つかった場合は、修飾子を削除し、その結果をベ
ース名として使用します。

– ターゲット・ノード・タイプにデフォルト修飾子が定義されている場合は、その修飾
子を名前の先頭に追加し、ターゲット・ビューポイントでそのノード・タイプと名前
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を持つノードを探します。デフォルト修飾子が見つからない場合は、各代替修
飾子を使用してノードを探します。

• ノード・タイプにわたってノードを追加または挿入する場合:

– ソース・ノード名がデフォルト修飾子で開始する場合は、修飾子を削除し、そ
の結果をベース名として使用します。デフォルト修飾子が見つからない場合
は、各代替修飾子を使用してノードを探します。見つかった場合は、修飾子を
削除し、その結果をベース名として使用します。

– ターゲット・ノードの場合、新しいノード名には常にデフォルト修飾子が使用
されます。

ノート:

ノードを追加または挿入するときにノード名を変換するように、ノード・タ
イプ・コンバータでプロパティ名の変換を定義することもできます。ノー
ド・タイプ・コンバータの操作のプロパティ変換に関する項を参照してくだ
さい。

ノード・タイプ・コンバータの操作
ノード・タイプ・コンバータを作成すると、あるノード・タイプを別のノード・タイ
プに変換できます。

ノート:

ノード・タイプ・コンバータは、2つのビューポイントを左右に並べて、ノ
ード・タイプが異なるノードを比較、特定、調整およびドラッグ・アンド・
ドロップする場合に必要です。

変換先のノード・タイプを最初に選択し、次に変換元のノード・タイプを選択してコ
ンバータを作成します。Acquired Deptsという名前のノード・タイプを使用するビュ
ーポイントのノードと、All Deptsという名前のノード・タイプを使用する別のビュー
ポイントのノードを比較するとします。Acquired Deptsノード・タイプを All Deptsノ
ード・タイプに変換するノード・タイプ・コンバータを作成する必要があります。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ノード・タイプの変換について学習します。

 ノード・タイプの変換

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメン
トを使用した説明が用意されています。
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目的 方法の学習
ノード・タイプ・コンバータでノードの親を導出
する式を作成します  ノード・タイプ・コンバータの式を使用

した親ノードの検出
ノード・タイプ・コンバータを 2つのアプリケーション間で設定します。
• ビューポイントで使用されるターゲット・ノード・タイプにノードが存在しない場合は、
ノードが変換されてそのノード・タイプに追加されます。ノードがターゲット・ノード・
タイプに追加されると、ノード・タイプ・コンバータで指定されたプロパティがターゲッ
ト・ノードにコピーされます。

• ノード・タイプ・コンバータでコピー対象として指定されたプロパティが、ターゲット・
ビューポイントで読取り専用に設定されている場合、そのプロパティの値はターゲット・
ノードにコピーされません。

ヒント:

コンバータのノード・タイプ修飾子を設定する必要がある場合は、ノード・タイプ
修飾子の使用を参照してください。

ノード・タイプ・コンバータの作成
ノード・タイプ・コンバータを作成するには:

1. コピー先となるノード・タイプを検査します。
2. 「コンバータ」タブを選択します。
3. 「編集」をクリックして、「追加」をクリックします。
4. 変換するノード・タイプを選択します。これは変換元のノード・タイプになります。
5. 「コピーするプロパティ」画面で、同じまたは類似しているプロパティが自動的に移入さ
れます。「操作」列で、プロパティに対して次のオプションから選択します。
• コピー: ソースから既存のプロパティをコピーします。「ソース」列のドロップダウ
ン・リストからプロパティを選択します。同じまたは類似するプロパティが自動的に
選択されますが、変更できます。

• 変換: ターゲット・プロパティの値を計算する式を定義します。「ソース」列で、「式
の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックし、式を定義して「適用」をク
リックします。式の定義方法の詳細は、式を使用したカスタム・ビジネス・ロジック
の定義を参照してください。
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ヒント:

をクリックしてテキストを入力し、プロパティ・リスト内で検索しま
す。プロパティ名および説明で検索が実行されます。

ノート:

• プロパティの「操作」列が空白の場合、そのプロパティは編集できま
せん。

• 「操作」列が空でドロップダウン・リストがある場合は、前述のオプ
ションから選択できます。

• プロパティの行に注意 アイコンがある場合、ソース・プロパティ
は読取り専用のターゲット・プロパティにマッピングされています。
ソース・プロパティに加えた変更は、ターゲット・プロパティには伝
播されません。

6. オプション: ノード・タイプ・コンバータからプロパティ変換を除去するには、プ
ロパティの「操作」を「コピー」または空白に変更します。

7. 「保存」をクリックします。
詳細は、次を参照してください:

• ノード・タイプの操作
• ノードおよび関連ノードの挿入
プロパティ変換
プロパティ変換は、ノード・タイプ・コンバータのターゲット・プロパティの定義値
を計算し、ビューポイント間でデータを共有、マッピングまたは同期するときにのみ
実行されます。変換は、式を使用してノード・タイプ・コンバータのプロパティに対
して構成されます。
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ノート:

これらのデータ型でプロパティを変換できます。
• ブール
• 日付
• 整数
• リスト
• ノード
• 文字列

プロパティ変換は、次の操作時に計算されます。
• ビューポイント間でのノードの追加または挿入
• 比較の差異からの要求アイテムの作成
• サブスクリプション要求の生成

ノート:

プロパティを特定または調整する場合、プロパティ名の変換は使用できません。か
わりに、ノード・タイプに代替修飾子を追加して、デフォルトの修飾子を使用して
ノードを特定できない場合に、代替を使用してノードを検索できるようにします。
ノード・タイプ修飾子の使用のデフォルトおよび代替の修飾子を参照してください。

考慮事項
式を使用してプロパティ変換を構成する場合は、次の情報に注意してください。
• SourceNodeオブジェクトは、ソース・ノードから情報にアクセスする際に使用できま
す。

• ターゲット・ノードから情報にアクセスすることはできません。
• ソース・ノードの派生プロパティにアクセスできます。
ノード・パターンの変換
デフォルトでは、「名前」プロパティの変換を設定している場合、対話型要求やビューポイン
トの比較に、およびサブスクリプション要求を生成するときにその変換が親にも使用されま
す。たとえば、変換式で接尾辞を「名前」に連結する場合、接尾辞は「親」参照にも追加さ
れます。
ただし、「名前」プロパティの変換とは別のソース・ノードの親には変換を設定できます。親
変換がソースの親に対して実行され、ソース・ノードが別の親に移動している場合は古い親
にも使用されます。
「名前」ノードと「親」ノードに別々の変換が設定されている場合は、ビューポイントをまた
いで手動でノードを挿入してさらにノードの子孫を挿入するとき、要求アイテムが比較結果
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から作成されるとき、またはサブスクリプションによって要求アイテムが生成される
とき、親に対して次のことが行われます:

• ノード・タイプ・コンバータで「親」に対して変換操作が設定されている場合、ソ
ースの親ごとに親変換が実行され、結果の値が各階層アクションの親として使用さ
れます。サブスクリプション要求の場合は、古い親に対しても親変換が使用されま
す(適用可能な場合)。

• ノード・タイプ・コンバータで「親」ではなく「名前」に対して変換操作が設定さ
れている場合、ソースの名前およびソースの親ごとに名前変換が実行され、ソース
の親の結果の値が各階層アクションの親として使用されます。サブスクリプショ
ン要求の場合は、古い親に対しても名前変換が使用されます(適用可能な場合)。

• ノード・タイプ・コンバータで親に対してコピー操作が使用されている場合、ソー
スの親(該当する場合はノード・タイプ修飾子を含む)が各階層アクションの親とし
て使用されます。サブスクリプション要求の場合は、古い親に対してもソースの親
(該当する場合はノード・タイプ修飾子を含む)が使用されます(適用可能な場合)。

ノート:

サブスクリプションの場合は、サブスクリプション要求の要求アイテムが生
成されるときに、ノード・タイプ・コンバータの親変換がソース階層ビュー
ポイントの最上位ノードに対して実行されます。これにより、ソース・ビュ
ーポイントに追加された最上位ノードをターゲット階層ビューポイントの別
の親の下に配置できます。

ターゲット・ノード・タイプのフィルタリング
複数のノード・タイプが含まれるターゲット・ビューポイントでは、使用可能なノー
ド・タイプのリストを、変更を許可するものだけにフィルタリングできます。ノード・
タイプのフィルタリングは以下の場合に適用されます。
• ビューポイント間でのノードのドラッグ・アンド・ドロップ
• 別のビューポイントからのノードの挿入
• サブスクリプション要求の生成
使用可能なノード・タイプ・リストからノード・タイプをフィルタリングで除外する
には、許可されるアクションや編集可能なプロパティを含まないようにノード・タイ
プを構成します。
1. ターゲット・ビューポイントを検査します。
2. 「定義」タブで「編集」をクリックします。
3. ノード・タイプを選択し、許可されたアクションと編集可能なプロパティをすべて
クリアします。

4. 「保存」をクリックします。

ノード・タイプの検査
ノード・タイプ・インスペクタから、ノード・タイプに関する情報を表示および編集
できます。詳細は、 ノード・タイプの操作を参照してください。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
ノード・タイプの設定についてさらに学習します。

 ノード・タイプの設定.

1. 「ノード・タイプ」で、検査するノード・タイプまでスクロールし、「アクション」列で
をクリックして、「検査」を選択します。

2. 次のタブで、使用可能なオプションから選択します。
• 全般—ノード・タイプのアプリケーション、ディメンション、ステータス、クラスお
よびバインディング・ステータスの情報が表示されます。バインディング・ステータ
スを参照してください。
「編集」をクリックして、ノード・タイプに対して次のアクションを実行します:

– 名前、説明およびステータスを変更します。データ・オブジェクトおよびデータ・
チェーンのライフサイクルの理解を参照してください。

– ノード・タイプ修飾子を追加または変更します。ノード・タイプ修飾子の使用を
参照してください。

– 「組合せノード・タイプ」を選択して、他の複数のノード・タイプの値の組合せを
表すノード・タイプを指定します。組合せノード・タイプは、レコード数ログ・
レポートに記載されます。「レコード数ログ」レポートを参照してください。

• プロパティ—ノード・タイプからプロパティを追加または除去し、必要に応じてプロ
パティを設定し、表示されたリストでプロパティを並べ替えます(ノード・タイプの
プロパティの追加、除去および構成を参照)。

• コンバータ—ノード・タイプ・コンバータを作成して、あるノード・タイプを別のノ
ード・タイプに変換します(ノード・タイプ・コンバータの操作を参照)。

ノート:

ノード・タイプ・コンバータでの式の作成の詳細は、式を使用したカスタ
ム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください。

• 検証: カスタム・ビジネス・ロジックを追加して、カスタム検証を作成することによ
ってノード・タイプのデータ・ルールを適用します。カスタム検証の操作を参照して
ください

• データ・チェーン—階層セット(該当する場合)、ノード・セットおよびノード・タイ
プによって参照されるビューポイントを表示するための、クリック可能なグラフィッ
クを提供します。　　

• 権限—ノード・タイプに対するユーザーおよびグループ権限を設定します。権限の操
作を参照してください。

• ポリシー—ノード・タイプの承認ポリシーを構成します。ポリシーの構成を参照して
ください。
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ノード・タイプの検索
「ノード・タイプ」リストで検索を実行すると、ノード・タイプの名前と説明、アプリ
ケーションの名前とタイプ、ディメンション名とバインディング・ステータスおよび
クラスのテキストが検索されます。検索テキストを含むフィールドが結果ウィンドウ
に太字のフォントで表示されます。アーカイブされたノード・タイプを検索に含める
こともできます。
「ノード・タイプ」リスト内を検索するには:

1. 「ノード・タイプ」から、 をクリックします。
2. オプション: アーカイブ済のノード・タイプを検索に含める場合は、「フィルタ」

をクリックし、「アーカイブ済の表示」を選択します。
3. 検索するテキスト文字列を入力します。入力を終了すると検索が自動的に実行さ
れます。
検索を終了するには、 をクリックします。

ノード・タイプのプロパティの追加、除去および構成
ノード・タイプにより、ビューポイントで使用可能なプロパティ、およびこれらが必
要であるかどうかを定義します。

ノート:

ノード・タイプにプロパティを追加するときに、プロパティがアプリケーシ
ョン登録プロセスを介してディメンションに追加されていない場合、プロパ
ティはインポートおよびエクスポートには含まれません。プロパティの操作
を参照してください。

ノート:

レガシー GLまたは参照クラス・ノード・タイプに対してプロパティを追加
または除去することはできません。

詳細は、次を参照してください:

• プロパティの操作
• ノード・タイプの操作
• ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成
ノード・タイプのプロパティを構成するには、次のステップを実行します。
1. 「ノード・タイプ」でノード・タイプを検索し、 をクリックし、「検査」を選択し
ます。
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2. 「プロパティ」で、「編集」をクリックします。
3. (オプション)プロパティ名または説明を検索するには、「検索」 をクリックしてテキス
トを入力します。検索フィルタをクリアしてすべてのプロパティを表示するには、「X」
をクリックします。

4. プロパティを必須またはオプションに設定するには、「必須」列でプロパティのチェック・
ボックスを選択またはクリアします。

5. プロパティの順序を変更するには、「アクション」列で「アクション」 をクリックし、
「最初」、「上」、「下」または「最後」を選択します。

6. プロパティを追加または除去するには、次のステップを実行します。
a. 「管理」をクリックします。
ダイアログ・ボックスが表示されます。「選択済」列には、ノード・タイプにすでに
追加されているプロパティが表示されます。2番目の列には、使用可能なプロパティ
がすべて表示されます。ノード・タイプにすでに追加されているプロパティには、プ
ロパティ名の横にチェック・マークが表示されます。

b. 2番目の列で、追加または除去するプロパティを検索および選択し、次のステップの
1つを実行します。
• プロパティを追加するには、これを選択します。

 

 
に示すように、選択したプロパティの横にチェック・マークが表示されます。

• プロパティを除去するには、これを選択します。選択したプロパティの横のチェ
ック・マークが除去されます。

c. プロパティの追加および除去が終了したら、「OK」をクリックします。
ノード・タイプのプロパティがリストされたグリッドが表示されます。

d. プロパティを追加したら、「必須」列のチェック・ボックスを使用して、プロパティ
が必須とオプションのどちらであるかを指定します。

7. 「保存」をクリックします。

階層セットの操作
階層セットは、ノードの親子関係を定義します。たとえば、階層セットを使用して、製品を
製品カテゴリにロールアップする階層を定義します。
階層セットは、階層の次のルールを定義します。
• 階層が構成されるノード・タイプ。
• 階層のレベル。これは、ノード・タイプ間の階層関係です。次のリストで、階層レベルの
例を示します。
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– 組織チャートの階層セットは、従業員ノードが他の従業員ノードの親ノードに
なることができることを指定します。

– オフィス・ビル別に従業員をグループ化する階層セットは、ビル・ノードは従
業員ノードの親になることはできるが、他のビル・ノードの親になることはで
きず、従業員ノードは子ノードを持つことができないことを指定します。

– 部門別ロールアップの階層セットは、ロールアップ・ノードは部門ノードとロ
ールアップ・ノード両方の親になることができ、部門ノードは部門ノードの親
になることができることを指定します。

• 階層が共有ノード(階層の様々なブランチに含めることのできるノード)を許可す
るかどうか。

• 階層がビューポイント、インポート、エクスポートでカスタム・ソート順を許可す
るかどうか。

次のリストで、階層セットの特徴と考慮事項を説明します。
• 階層セットは、ノード自体の関係も定義します。階層セット内では、ノードが別の
ブランチに出現した場合でも、ノードの親子関係は同じです。

ノート:

ノードが階層セットとは異なる親を持つ階層を定義する必要がある場合
は、新しい階層セットを作成する必要があります。たとえば、新しい階
層セットを作成して、ビジネス・ユニットを複数のビジネス・ユニット
に分割する組織の再編成を評価できます。

• 階層セット・データ・オブジェクトには 1つ以上のノード・タイプが必要で、ノー
ド・セット・オブジェクトで参照されます。

詳細は、次を参照してください:

• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作
• 階層セットの検査
例 18-3 階層セットの例
次の図は、分析、財務およびマーケティング階層で構成される階層セットを表してい
ます。

この例の階層セットは、次の例に示すように、部門ノードは従業員子ノードを持つこ
とができ、従業員ノードは子ノードを持つことができないことを指定します。
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部門ノードに部門ノードと従業員ノードの両方を含めることのできるビューポイントを作成
する必要があるとします。次の例に示すように、部門ノードは従業員と部門の子ノード・タ
イプを持つことができることを指定する階層セットを作成します。

階層セットをビューポイントのデータ・チェーンに含めます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
階層セットの作成について学習します。

 階層セットの作成

階層セットの作成
階層セットを作成する場合、セット内で操作するノード・タイプを選択するとともに、ノー
ド・タイプで子を許可するかどうかを選択します。ノード・タイプに子がある場合、子のノ
ード・タイプも選択する必要があります。たとえば、勘定科目ノード・タイプの子が許可さ
れた勘定科目ロールアップ・ノード・タイプを持つ場合があります。詳細は、 階層セットの
操作を参照してください。
ベスト・プラクティス
次の場合は、新しい階層セットを作成することがベスト・プラクティスです。
• 同じノード・タイプ間の異なる関係を使用して代替階層を定義する(異なる親子関係を使
用する代替ビューポイントを参照)。

• 別の階層セットとは異なるノード・タイプを使用して代替階層を定義する(異なるノード・
タイプを使用する代替ビューポイントを参照)

• 階層をバージョン管理する。たとえば、階層セットを使用しているときに、再編成が原因
でこのセットが次年度に変更されることがわかっている場合、新しい階層セットを作成し
てこの再編成を表し、これを計画のために使用します。

考慮事項
• 標準および未バインド・ディメンション:

– 未バインド階層セットの場合:

* ユーザー・アプリケーション内のものを除く、すべての未バインド階層セット:
標準、レガシー GLまたは参照クラス・ノード・タイプを追加できます。すべて
のノード・タイプが同じクラスである必要があります。

* ユーザー・アプリケーション内の未バインド階層セットのみ: ユーザーとユーザ
ー・ロールアップの両方のクラス・ノード・タイプを追加できますが、他のノー
ド・タイプ・クラスを追加することはできません。
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– マッピング・バインド済階層セットの場合(バインディングおよびバインドさ
れたデータ・オブジェクトの理解を参照): 同じクラス・ノード・タイプのすべ
てを追加するか、標準クラスと 1つの特殊クラス(レガシー GLまたは参照)ノ
ード・タイプの混合を追加できます。両方の特殊タイプを一緒に追加すること
はできません。

– マッピング・バインド済以外の他のすべてのバインドされた階層セットの場
合: 標準クラス・ノード・タイプのみを追加できます。

• 参照ディメンションの場合、レガシー GLまたは参照クラス・ノード・タイプを階
層セット(バインド済または未バインド)に追加できます。すべてのノード・タイプ
が同じクラスである必要があります。

階層セットを作成するには:

1. 「階層セット」で、「作成」をクリックします。
2. アプリケーション・ディメンションを選択し、階層セットの名前と説明を定義し、
「作成」をクリックします。
階層セットのインスペクタが開きます。階層セットを使用できるようにするには、
先に階層セットのノード・タイプを選択および構成する必要があります。

3. 「定義」タブを選択し、「編集」をクリックし、「管理」をクリックし、階層セット
内で使用する 1つ以上のノード・タイプを選択して、「OK」をクリックします。

ノート:

選択できるノード・タイプのクラスは、前述の「考慮事項」を参照して
ください。特殊ノード・タイプ・クラスの場合、クラスは、ノード・タ
イプ・セレクタのノード・タイプ名の後に表示されます。

4. ノード・タイプごとに、「子オプション」を選択します。
• 任意 - 任意のノード・タイプが子として許可されます
• なし - いずれのノード・タイプも子として許可されません
• 選択済 - 選択したノード・タイプのみが子のタイプとして許可されます。「子
ノード・タイプ」については、子のノード・タイプを選択し、「OK」をクリッ
クします。

5. 次のオプションの設定を選択します。
• 共有ノードを許可: 階層セットの共有ノードを構成します。共有ノードを使用
すると、階層セット内で同じノードが複数存在できます。

ノート:

デフォルトでは、1つの階層セット内で複数の共有ノードが許可され
ます。

• カスタム順序の使用: 階層ビューポイント内でノードの並替えを許可する場合
に選択します。これを選択しない場合、ノードは英数字順にソートされます。
これを選択した場合、カスタム順序を使用してノードをソートできます。

• 親ノードからまずグループ化: 親ノードと最下位ノードが混在するときに親ノ
ードを兄弟の先頭に配置する場合に選択します。
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• 次を基準に最下位ノードをソート: 「親ノードからまずグループ化」を有効にしたと
きに、親の下での最下位ノードのソート順(「英数字」または「カスタム」)を選択しま
す。

ノート:

このフィールドは、「親ノードからまずグループ化」を有効にしたときにの
み表示されます。

次の表は、これらの設定が連携して親ノードおよび最下位ノードのソート順を制御する方
法を示しています:

シナリオ カスタム・ソー
トの使用

親ノードからま
ずグループ化

次を基準に最下位ノ
ードをソート

並替えアクシ
ョン

すべてのノードを一
緒にグループ化、英
数字順にソート

False False (使用不可) すべてのノー
ドで無効

すべてのノードを一
緒にグループ化、カ
スタム・ソート順

True False (使用不可) すべてのノー
ドで有効

親ノードおよび最下
位ノード別に兄弟を
グループ化、すべて
を英数字順にソート

False True 英数字 すべてのノー
ドで無効

親ノードおよび最下
位ノード別に兄弟を
グループ化、親ノー
ドを英数字順にソー
トし最下位ノードを
カスタム・ソート

False True カスタム 親ノードで無
効。
最下位ノード
で有効。

親ノードおよび最下
位ノード別に兄弟を
グループ化、親ノー
ドをカスタム・ソー
トし最下位ノードを
英数字順にソート

True True 英数字 親ノードで有
効。
最下位ノード
で無効。

親ノードおよび最下
位ノード別に兄弟を
グループ化、両方を
カスタム・ソート

True True カスタム すべてのノー
ドで有効。

6. 「保存」をクリックします。

階層セットの検査
階層セット・インスペクタから、階層セットに関する情報を表示および編集できます。詳細
は、 階層セットの操作を参照してください。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
階層セットの作成について学習します。

 階層セットの作成
階層セットを検査するには:

1. 「階層セット」をクリックします。
2. 検査する階層セットについて、「アクション」列で をクリックして、「検査」を選
択します。

3. 次のタブで、使用可能なオプションから選択します。
• 全般: 階層セットのアプリケーション、ディメンション、ステータスおよびバ
インディング・ステータスの情報が表示されます。バインディング・ステータ
スを参照してください。
「編集」をクリックして、名前、説明およびステータスを変更します。データ・
オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサイクルの理解を参照してくだ
さい。

• 定義: ノード・タイプが子を許可するかどうか、許可する場合は許可される子
ノード・タイプは何か、階層セットで共有ノードは許可されるかどうか、ノー
ドにカスタム順序は許可されるかどうかなど、この階層セットのノード・タイ
プを構成します。ノード・タイプの検査を参照してください

• 検証: カスタム・ビジネス・ロジックを追加して、カスタム検証を作成するこ
とによって階層セットのデータ・ルールを適用します。カスタム検証の操作を
参照してください

• データ・チェーン—ノード・タイプ、ノード・セットおよび階層セットによっ
て参照されるビューポイントを表示するための、クリック可能なグラフィック
を提供します。　　

• 権限—階層セットに対するユーザーおよびグループ権限を設定します。権限
の操作を参照してください。

• ポリシー—階層セットの承認ポリシーを構成します。ポリシーの構成を参照
してください。

階層セットの検索
「階層セット」リストで検索を実行すると、階層セットの名前と説明、アプリケーショ
ン名およびディメンション名のテキストが検索されます。検索テキストを含む名前と
説明が結果ウィンドウに太字のフォントで表示されます。アーカイブされた階層セッ
トを検索に含めることもできます。
「階層セット」リスト内を検索するには:

1. 「階層セット」から、 をクリックします。

2. (オプション)アーカイブ済の階層セットを検索に含める場合は、 をクリックし、
「アーカイブ済の表示」を選択します。
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3. 検索するテキスト文字列を入力します。入力を終了すると検索が自動的に実行されます。
検索を終了するには、 をクリックします。

ノード・セットの操作
ノード・セットは、ビューポイントで使用できるノードのグループを定義します。ノード・
セットには、階層セット内のすべての階層を含めることも、最上位ノードのサブセットのみ
を使用して一部の階層を除外することもできます。たとえば、地理的階層の USブランチのみ
を操作する場合は、US階層のみを含むノード・セットを定義します。

ヒント:

ノード・セットの最上位ノードを定義するには、要求を使用してそれらをビューポ
イントに追加または挿入します(要求を使用する変更を参照)。

ノード・セットは階層またはリストで構成できます。たとえば、ノード・セットには国コー
ドのリスト、またはコスト・センター関係の階層を含めることができます。ノード・セット
のノード・タイプが定義されるデータ・オブジェクトは、ノード・セットがリストか階層か
によって異なります。
• ノード・セットが階層を表す場合、ノード・タイプはノード・セットで使用される階層セ
ットによって指定されます。

• ノード・セットがリストを表す場合、ノード・タイプはノード・セットによって指定され
ます。

ノード・セットと他のデータ・オブジェクトの関係は、ノード・セットがリスト用か階層用
かによって異なります。
• 階層: ノード・セットは 1つの階層セットを参照します。階層セットは、ノード・セット
のノード・タイプを定義します。

• リスト: ノード・セットは 1つ以上のノード・タイプを参照します。
複数のノード・タイプを使用して、複数のタイプのノードを含むリストを作成します。た
とえば、コスト・センターと調整コスト・センターのノード・タイプがあり、両方のタイ
プのコスト・センターを含むリストを作成するとします。それには、両方のノード・タイ
プを参照するノード・セットを定義します。

ノート:

1つのノード・セットを複数のビューポイントで使用できます。

詳細は、次を参照してください:

• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作
• ノード・セットの検査
例 18-4 ノード・セットの例
階層のデータ・チェーンの例は次の図に示すように、階層セットの分析および財務階層を含
め、マーケティング階層を除外するノード・セットを使用します。
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ノード・セットは、次の例に示すように、分析および財務部門を最上位ノードとして
定義します。

マーケティング階層のみを含むビューポイントを作成する必要があるとします。前の
例で使用したものと同じ階層セットを使用するノード・セットを作成します。マーケ
ティング・ノードは次の例に示すように、ノード・セットの唯一の最上位ノードです。

ビデオ

目的 参照するビデオ
ノード・セットの作成について学習します。

 ノード・セットの作成

ノード・セットの作成
ベスト・プラクティス
次の場合は、新しいノード・セットを作成することがベスト・プラクティスです。
• 階層の異なる階層セットを指し示す。
• リストの異なるノード・タイプを指し示す。
• 異なる最上位ノードを持つビューポイントを表示する。
詳細は、 ノード・セットの操作を参照してください。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
ノード・セットの作成について学習します。

 ノード・セットの作成
考慮事項
• 未バインドのリスト・ベースのノード・セットの場合:

– ユーザー・アプリケーション内のものを除く、すべての未バインド・ノード・セッ
ト: 標準、レガシー GLまたは参照クラス・ノード・タイプを追加できます。すべて
のノード・タイプが同じクラスである必要があります。

– ユーザー・アプリケーション内の未バインド・ノード・セットのみ: ユーザーとユー
ザー・ロールアップの両方のクラス・ノード・タイプを追加できますが、他のノー
ド・タイプ・クラスを追加することはできません。

• バインド済または一部バインド済のリスト・ベースのノード・セットの場合: 標準クラス・
ノード・タイプのみを追加できます。

• 参照ディメンションの場合: レガシー GLまたは参照クラス・ノード・タイプのみを追加
できます。すべてのノード・タイプが同じクラスである必要があります。

ノード・セットを作成するには:

1. 「ノード・セット」で、「作成」をクリックします。
2. アプリケーション・ディメンションを選択し、ノード・セットの名前と説明を定義し、「作
成」をクリックします。
ノード・セットのインスペクタが開きます。

3. 「全般」を選択し、「ソース・タイプ」で、ノード・セットを階層とリストのどちらとして
表示するかを選択します。階層を選択する場合、使用する階層セットも選択する必要があ
ります。

4. 「保存」をクリックします。
5. 次のいずれかを行います:

• リストを使用する場合、「定義」を選択し、「編集」をクリックし、「管理」をクリッ
クして、ノード・セットに含めるノード・タイプを選択します。「保存」をクリック
します

ノート:

選択できるノード・タイプのクラスは、前述の「考慮事項」を参照してくだ
さい。特殊ノード・タイプ・クラスの場合、クラスは、ノード・タイプ・セ
レクタのノード・タイプ名の後に表示されます。

• 階層を使用する場合、選択した階層セットに基づいてノード・タイプがすでに割り当
てられています。

6. オプション: 「定義」で、プロパティを編集するノード・タイプの名前をクリックしま
す。
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ノード・セットの検査
ノード・セット・インスペクタから、ノード・セットに関する情報を表示および編集
できます。詳細は、 ノード・セットの操作を参照してください。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ノード・セットの作成について学習します。

 ノード・セットの作成.

1. 「ノード・セット」をクリックします。
2. 検査するノード・セットについて、「アクション」列で をクリックして、「検査」
を選択します。

3. 次のタブで、使用可能なオプションから選択します。
• 全般—ノード・セットのアプリケーション、ディメンション、ステータスおよ
びバインディング・ステータスの情報が表示されます。バインディング・ステ
ータスを参照してください。
「編集」をクリックして、名前、説明およびステータスを変更します。データ・
オブジェクトおよびデータ・チェーンのライフサイクルの理解を参照してくだ
さい。

• 定義—階層内のノード・タイプの表示、またはリストへのノード・タイプの追
加を行います。最上位ノードを追加するには、最上位ノードの追加を参照して
ください。

• データ・チェーン—ノード・タイプ、階層セット(該当する場合)およびノード・
セットによって参照されるビューポイントを表示するための、クリック可能な
グラフィックを提供します。　　

ノード・セットの検索
「ノード・セット」リストで検索を実行すると、ノード・セットの名前と説明、アプリ
ケーション名およびディメンション名のテキストが検索されます。検索テキストを含
む名前と説明が結果ウィンドウに太字のフォントで表示されます。アーカイブされた
ノード・セットを検索に含めることもできます。
「ノード・セット」リスト内を検索するには:

1. 「ノード・セット」から、 をクリックします。

2. (オプション)アーカイブ済のノード・セットを検索に含める場合は、 をクリッ
クし、「アーカイブ済の表示」を選択します。

3. 検索するテキスト文字列を入力します。入力を終了すると検索が自動的に実行さ
れます。
検索を終了するには、 をクリックします。
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ビューポイントの理解
ビューポイントは、ユーザーがノードを操作できるユーザー・インタフェースを提供します。
ビューポイントの使用可能なノードと階層関係は、そのデータ・チェーンによって定義され
ます。
ビューポイントに次のアイテムを構成できます。
• 編集できるプロパティ。
• ユーザーがビューポイントで実行できるアクション。次のアクションを有効にできます。

– 追加
– 挿入
– 移動
– 除去
– 削除
– 並替え
「並替え」が選択されている場合、ユーザーはノードの順序を変更できます。「並替
え」は、データ・チェーンの階層セットがカスタム・ソート順を許可するように構成
されている場合にのみ選択できます。

• プロパティのラベル。たとえば、「国」という名前のプロパティを国名と表示する場合が
あります。

ビューポイントは 1つのノード・セットを参照し、ビューポイントのデータ・チェーンのオ
ブジェクトはビューポイントがリストと階層のどちらを表すかに依存します。
リストのデータ・チェーン
リストを表すビューポイントは、1つのノード・セットを参照します。次の図に示すように、
ノード・セットは 1つ以上のノード・タイプを参照します。
 

 

階層のデータ・チェーン
階層を表すビューポイントは、1つのノード・セットを参照します。ノード・セットは 1つの
階層セットを参照し、階層セットは 1つ以上のノード・タイプを参照します。次の図は、階
層を含むビューポイントのデータ・チェーンを示します。
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詳細は、次を参照してください:

• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作
• ビューポイントの操作
例 18-5 ビューポイントの例
次の図に示すように、階層のデータ・チェーンの例のビューポイントは、「分析」およ
び「財務」階層を含むノード・セットを使用します。
 

 
ユーザーが実行できるアクションとビューポイントで編集できるプロパティを指定で
きます。次の例では、ユーザーはノードの挿入と移動のみが可能で、「説明」プロパテ
ィを編集できますが、「名前」プロパティは編集できません。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
ビューポイントの作成について学習します。

 ビューおよびビューポイントの作成

ビューポイントのアーカイブ、アーカイブ解除および削除
不要になった場合は、アクティブなビューポイントをアーカイブできます。ビューポイント
をアーカイブした後、それをアクティブ・ステータスに戻したり、削除することができます。
考慮事項
• ビューのビューポイントをアーカイブ、アンアーカイブまたは削除するには、ビューの所有者権限が必要です。
• ビューポイントは、削除する前にアーカイブする必要があります。
• サブスクリプションのソースまたはターゲットであるビューポイントをアーカイブする
場合:

– アーカイブするビューポイントがサブスクリプションのソース・ビューポイントであ
る場合、アーカイブする前に警告が表示されます。

– アーカイブするビューポイントがサブスクリプションのターゲット・ビューポイント
である場合、そのビューポイントに対してすべてのサブスクリプションが自動的に無
効になります。

• アーカイブ済ビューポイントを削除するには、次のいずれの依存性も持つことはできませ
ん:

– ディメンションにバインドできません。
– アクティブなサブスクリプション (ソースまたはターゲット・ビューポイントとして)、
比較プロファイルまたは定義済のパブリック抽出を持つことはできません。プライ
ベート抽出はビューポイントの削除を阻止しません。それらはビューポイントとと
もに削除されます。

– 「完了」ステータスではない要求を持つことはできません。
ビューポイントをアーカイブまたはアンアーカイブするには :

1. ビュー・インスペクタの「ビューポイント」タブから、「編集」をクリックします。
2. 次のいずれかのアクションを実行します。

• アーカイブするには: 「ステータス」で「アーカイブ済」を選択し、「保存」をクリッ
クします。

• アンアーカイブするには : 「ステータス」で「アクティブ」を選択し、「保存」をクリ
ックします。

ビューポイントを削除するには:

1. ビュー・インスペクタの「ビューポイント」タブで、「フィルタ」 をクリックして
「アーカイブ済の表示」を選択し、アーカイブ済ビューポイントを表示します。

2. 「編集」をクリックします。
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3. アーカイブ済ビューポイントの「アクション」列で、「アクション」 をクリック
し、「削除」を選択してから「はい」をクリックします。
ビューポイントにまだアクティブな依存性がある場合(前述の「考慮事項」の項を
参照)、問題を特定するメッセージが表示されます。依存性を解決する適切なアク
ションを実行し(たとえば、抽出またはサブスクリプション定義の削除、アクティ
ブな要求の削除または完了、異なるビューポイントへのディメンションのバイン
ド)、アクションを再試行してください。

ビューポイントを削除すると、「ビュー」ページまたはビュー・インスペクタの「ビュ
ーポイント」タブに表示されなくなります。削除したビューポイントと同じ名前で新
しいビューポイントを作成できます。要求および監査履歴は、削除したビューポイン
トの履歴を引き続き表示します。

バインディングおよびバインドされたデータ・オ
ブジェクトの理解

バインディングは、バインドされたデータ・オブジェクトが外部アプリケーションの
要件に準拠するようにするために、Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリ
ケーションでディメンションとビューポイントの間に作成されます。ビューポイント
およびその関連データ・チェーン・オブジェクトがディメンションにバインドされて
いる場合は、それらのオブジェクトが外部アプリケーションで使用されることを意味
します。
バインドされた参照ディメンションの場合を除き、バインドされたオブジェクトへの
変更は、外部アプリケーションからインポートされ、外部アプリケーションにエクス
ポートされます。たとえば、Oracle Enterprise Data Management Cloudで、バインド
されたビューポイントに 10個の新規ノードを追加すると、ディメンションを次回エク
スポートするときに、10個の新規ノードは外部アプリケーションへのエクスポートの
一部になります。
Oracle Enterprise Data Management Cloudのバインドには 3つのタイプがあります:

• ディメンション・バインド: アプリケーションの登録時に自動的に作成されます。
アプリケーションに対してディメンションが登録されると、Oracle Enterprise
Data Management Cloudによって 1つ以上のビューポイント(アプリケーション・
タイプおよび登録時に提供される情報に基づく)および一連の関連データ・チェー
ン・オブジェクトが自動的に作成されます。このビューポイントおよび関連するデ
ータ・チェーン・オブジェクトは、ディメンション・レベルで外部アプリケーショ
ンにバインドされます。
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ノート:

– Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションを複数のビューポイント
にバインドして、複数のツリーおよびツリー・バージョンをサポートできま
す。ツリーまたはツリー・バージョンを作成するためのバインディングのコ
ピーを参照してください。

– 他のすべてのアプリケーション・タイプは、単一のディメンション・バイン
ドをサポートします。つまり、Oracle Financials Cloud一般会計を除くすべ
てのアプリケーション・タイプで、ディメンションのバインド先ビューポイ
ントを変更できますが、ディメンションを複数のビューポイントにバインド
することはできません。

• マップ・バインド: 様々なソース・アプリケーションのディメンションからターゲット・
アプリケーションのディメンションにノード・タイプをマップできるように手動で作成さ
れます。マップ・バインドを作成すると、マッピング階層セット、ノード・セットおよび
ビューポイントも作成されます。1つのディメンションに対して作成できるマップ・バイ
ンドは 1つのみですが、マッピングでは複数のソース・システムをマップできます。マッ
ピング・ビューポイントの作成を参照してください。

• 参照バインド: 参照ディメンションに対して手動で作成されます。参照バインドを作成す
ると、バインドをサポートするために必要なデータ・チェーン・オブジェクトも作成され
ます(ない場合)。これには、ビューポイント、階層セット(必要な場合)、ノード・セット
および参照クラス・ノード・タイプが含まれます。参照バインドは、データのインポート
およびエクスポートには使用されません。参照ディメンションには複数の参照バインド
を作成できます。参照バインドの作成を参照してください。

ディメンションに対してインポートおよびエクスポートされたデータは、ディメンションに
バインドされたデータ・オブジェクトによって格納および表示されます。ディメンションが
他のデータ・オブジェクトに関連付けられている場合、これらのオブジェクトは非バインド
です。ディメンションのバインドされたビューポイントに含まれるデータのみがインポート
およびエクスポートされます。
次のリストに、バインドおよびバインドされたデータ・オブジェクトに関する考慮事項を示
します:

• ディメンションのデータを外部アプリケーションの要件に確実に準拠させる場合、関連デ
ータ・オブジェクトでの設定によって一部のバインディングの設定は上書きできません。
たとえば、バインディングで共有ノードが有効化されていない場合、ディメンションにバ
インドされた階層セットで共有ノードを有効化することはできません。
バインディング・ルールにより、このようなディメンションの設定が上書きされないよう
にします。バインディング・ルールの理解を参照してください。

• ディメンションにバインドされたデータ・オブジェクトおよびビューポイントは変更でき
ます。汎用アプリケーションについては Planningおよびフリーフォーム・アプリケーシ
ョンのディメンションへのビューポイントのバインド、または汎用アプリケーションのユ
ーザー定義ディメンションにバインドされたビューポイントの変更を参照してください。

• アプリケーション登録プロセスの一部として作成されたバインド(ディメンション・バイ
ンドなど)を手動で削除することはできません。マップ・バインドや参照バインドなど、
手動で作成されたバインドは削除可能です。
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ノート:

バインディング・ルールに準拠する必要があるのは、ディメンションにバイ
ンドされたデータ・オブジェクトのみです。バインドされていないデータ・
オブジェクトを使用すると、ディメンションに対する潜在的な変更がディメ
ンションの現在のバインディング・ルールに準拠していない場合に、これら
の変更をモデル化および評価できます。

バインディング・ステータス
データ・チェーン・オブジェクトのバインディング・ステータスによって、そのデー
タが外部アプリケーションで使用されているかどうかが示されます。データ・オブジ
ェクトがバインディングされるのは、データ・オブジェクトそのものがバインディン
グで使用される場合、またはバインドされたデータ・チェーン・オブジェクトがデー
タ・オブジェクトに含まれる場合です。たとえば、バインディングで使用されないビ
ューポイントに、ディメンションにバインドされたノード・セットが含まれる場合、
そのビューポイントのステータスは「ノード・セットのバインド済」になります。イ
ンポートおよびエクスポート操作時にデータ整合性を保証するため、アプリケーショ
ン固有の検証ルールをバインディング・ステータスが「未バインド」以外のデータ・
オブジェクトに対して実行します。検証および制約の理解を参照してください。
次の表に、データ・オブジェクトのバインディング・ステータスを示します。
表 18-1 データ・オブジェクトのバインディング・ステータス

バインディング・
ステータス

ビューポイント ノード・セット 階層セット ノード・タイプ

バインド済 ビューポイント
はバインディン
グで使用されて
います。

ノード・セットは
バインドされた
ビューポイント
によって使用さ
れています。

階層セットはバ
インドされたビ
ューポイントに
よって使用され
ています。

ノード・タイプは
バインドされた
ビューポイント
によって使用さ
れています。

ノード・セットの
バインド済

ビューポイント
自体はバインド
されていません
が、バインドされ
たノード・セット
を使用します。

ノード・セットは
バインドされた
ビューポイント
によって使用さ
れています

階層セットには
該当しません

ノード・タイプに
は該当しません

階層セットのバ
インド済

ビューポイント
自体はバインド
されていません
が、バインドされ
た階層セットを
使用します。

ノード・セットは
バインドされて
いませんが、バイ
ンドされた階層
セットを使用し
ます。

階層セットはバ
インドされたビ
ューポイントに
よって使用され
ています。

ノード・タイプに
は該当しません

ノード・タイプの
バインド済

ビューポイント
自体はバインド
されていません
が、バインドされ
たノード・タイプ
を使用します。

ノード・セットは
バインドされて
いませんが、バイ
ンドされたノー
ド・タイプを使用
します。

階層セットはバ
インドされてい
ませんが、バイン
ドされたノード・
タイプを使用し
ます。

バインド済およ
び未バインドの
ノード・タイプを
含む場合があり
ます。
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表 18-1 (続き) データ・オブジェクトのバインディング・ステータス

バインディング・
ステータス

ビューポイント ノード・セット 階層セット ノード・タイプ

マッピング・バイ
ンド済

ビューポイント
はマップ・バイン
ドで使用されて
います。参照お
よびレガシー GL
クラス・ノード・
タイプなどの特
殊ノード・タイプ
を含む抽出で使
用できます。

ノード・セットは
マップ・バインド
で使用されてい
ます。

階層セットはマ
ップ・バインドで
使用されていま
す。

バインド済およ
び未バインドの
ノード・タイプを
含む場合があり
ます。

未バインド ビューポイント
はバインディン
グで使用されて
いませんが、含ま
れるデータ・チェ
ーン・オブジェク
トすべてのバイ
ンディング・ステ
ータスが「未バイ
ンド」です。

ノード・セットは
バインディング
で使用されてい
ませんが、含まれ
るデータ・チェー
ン・オブジェクト
すべてのバイン
ディング・ステー
タスが「未バイン
ド」です。

階層セットはバ
インディングで
使用されていま
せんが、含まれる
データ・チェー
ン・オブジェクト
すべてのバイン
ディング・ステー
タスが「未バイン
ド」です。

ノード・タイプの
バインディング・
ステータスが「未
バインド」です。

詳細は、次を参照してください:

• ディメンションの理解
• ディメンションにバインドされたオブジェクトの特定
• アプリケーションおよびデータ共有の理解

ディメンション・バインドの例
バインディングの例
バインディングの原則を理解するために、Planningアプリケーションのバインディングを確
認してみます。
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この図でのバインディングについて、次の点に注意してください。
• Planningアプリケーションでは、ディメンションは単一のビューポイントにのみ
バインドできます。この例では、Accountディメンションが Accountビューポイ
ントにバインドされますが、Alternate Structuresビューポイントはバインド解除さ
れます。データはバインドされたビューポイントに対してのみインポートおよび
エクスポートされるため、インポートおよびエクスポート操作は Alternate
Structuresビューポイントには影響しません。ディメンションのインポートを参
照してください。

• Accountバインディングは、Oracle Enterprise Data Management Cloudで
Accountディメンションと Accountビューポイントの間にあります。このバイン
ディングによって、外部アプリケーションの Accountディメンションに対するイ
ンポートおよびエクスポートが制御され、Oracle Enterprise Data Management
Cloud内でバインディング・ルールが適用されます。

• Accountビューポイントに含まれるすべてのデータ・チェーン・オブジェクトも、
Accountディメンションにバインドされます。

ここで、Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのバインディングを確認し
てみます。
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Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションでは、複数のビューポイントへのディメン
ションのバインドがサポートされています。この例では、Oracle Enterprise Data
Management Cloudの Accountディメンションは、3つのビューポイントにバインドされてい
ます。各バインディングによって、外部アプリケーションの特定のデータ構造に対するイン
ポートおよびエクスポートが制御され、Oracle Enterprise Data Management Cloud内でバイ
ンディング・ルールが適用されます。
• Accountビューポイントのバインディング - 外部アプリケーションの Account値セット
に対するインポートおよびエクスポートを制御します。

• Corporate Account V1ビューポイントのバインディング — 外部アプリケーションの
Corporate Account V1ツリー・バージョンに対するインポートおよびエクスポートを制御
します。

• Corporate Account V2ビューポイントのバインディング — 外部アプリケーションの
Corporate Account V2ツリー・バージョンに対するインポートおよびエクスポートを制御
します。

Oracle Financials Cloud一般会計情報モデルの詳細は、Oracle Financials Cloud一般会計アプ
リケーションの操作を参照してください。
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ディメンションにバインドされたオブジェクトの特定
このトピックでは、ディメンションにバインドされているオブジェクトを識別する様
々な方法を説明します。
ディメンションのバインドされたビューポイントの識別
ディメンションにバインドされたビューポイントを見つけるには、次のステップをと
ります:

1. 「アプリケーション」をクリックします。
2. アプリケーションの「アクション」列で をクリックして、「検査」を選択します。
3. 「ディメンション」をクリックします。
「ディメンション」タブに、登録されたアプリケーションのディメンションおよび
ディメンションがバインドされたビューポイントが表示されます。次の例では、
Corporate Accountディメンションが Corporate Accountビューポイントおよび
ALL CORPORATE ACCOUNTS| V1ビューポイントにバインドされ、Corporate
Companyディメンションが ALL CORPORATE COMPANY | V1ビューポイント
および Corporate Companyビューポイントにバインドされています。
 

 

バインディングを検査し、ディメンションがバインドされたビューポイントを変更で
きます。バインディングの検査および編集を参照してください。
ビューのバインドされたビューポイントおよびバインドされていないビューポイント
の識別
ビューに含まれるバインドされたビューポイントおよびバインドされていないビュー
ポイントを識別するには、次のステップをとります:

1. 「ビュー」をクリックします。
2. ビューの「アクション」列で をクリックして、「検査」を選択します。
3. 「ビューポイント」をクリックします。
「ビューポイント」タブには、次の情報が表示されます:

• 登録されたアプリケーションのビューポイント。
• 各ビューポイントのディメンションとアプリケーション。
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• バインディング・ステータス列は、ビューポイントのバインディング・ステータスを
示します。バインディング・ステータスを参照してください。
次の例は、勘定科目メンテナンス・ビューの 3つのビューポイントを示しています。
Corporate Accountビューポイントには Corporate Accountディメンションにバイン
ドされたノード・セットが含まれ、Plan Accountビューポイントには Accountディメ
ンションにバインドされたノード・セットが含まれ、Acquired Accountビューポイン
トには Accountディメンションにバインドされたノード・タイプが含まれます。
 

 

バインド済データ・オブジェクトの識別
「ノード・タイプ」、「階層セット」および「ノード・セット」ページには、それらのデータ・
チェーン・オブジェクトのバインディング・ステータスが示されます。各ページに、データ・
チェーン・オブジェクトのバインディング・ステータスを示す「ディメンションおよびバイ
ンド」列が含まれます。
詳細は、バインディングおよびバインドされたデータ・オブジェクトの理解を参照してくだ
さい。
次の例には、Corporate Planningアプリケーションの 2つのノード・セットがあります。New
Cost Centerノード・セットには Cost Centerディメンションにバインドされたノード・タイ
プが含まれ、Productノード・セットは Productディメンションにバインドされています。
 

 

バインドの作成
ディメンション・バインドはアプリケーション登録時に自動的に作成されますが、マップ・
バインドおよび参照バインドは、ディメンション・インスペクタで手動で作成します。参照
ディメンションには、参照バインドのみを作成します。その他のディメンション・タイプに
は、マップ・バインドを作成します。
関連リンク:

• マップ・バインドの作成
• 参照バインドの作成
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マップ・バインドの作成
マップ・バインドでは、複数の異なるソース・アプリケーションのディメンションか
らターゲット・アプリケーションのディメンションにノード・タイプをマップできま
す。
マップ・バインドの作成
マップ・バインドを作成するには:

1. ターゲット・ディメンションが含まれているアプリケーションを検査します。アプ
リケーションの検査を参照してください。

2. 「ディメンション」タブで、ターゲット・ディメンションをクリックします。
3. 「バインド」タブで、「バインドの作成」をクリックします。

ノート:

マップ・バインドがすでに存在する場合、「バインドの作成」ボタンは表
示されません。

4. 名前、説明(オプション)およびマップ・バインドの少なくとも 1つのターゲット・
ノード・タイプを入力し、「作成」をクリックします。

ノート:

同じクラス・ノード・タイプのすべてを追加するか、標準クラスと 1つ
の特殊クラス(レガシー GLまたは参照)ノード・タイプの混合を追加でき
ます。両方の特殊タイプを一緒に追加することはできません。

これらのデータ・チェーン・オブジェクトとともに、マップ・バインドが作成され
ます:

• 新しい階層セットが作成され、マップ・バインドの作成時に特定したターゲッ
ト・ノード・タイプが階層セットに追加されます。

• 新しいノード・セットが作成され、新しい階層セットがポイントされます。
• ターゲット・アプリケーションのデフォルト・ビューに新しいマッピング・ビ
ューポイントが作成され、新しいノード・セットを使用するように設定されま
す。

ノート:

マップ・バインドを再作成しなくても、マップ・バインドに別のソース・シ
ステムを追加できます。マップ・バインドの階層セットを編集して新しいソ
ース・ノード・タイプを追加した後、新しいソース・ノード・タイプの新し
いマッピング・キーを追加します。ソース・ノードのターゲット・ノードへ
のマッピングを参照してください。
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マッピング・キーの定義
マッピング・キーを作成することにより、ターゲット・ノード・タイプにマッピングされる
ソース・ノード・タイプを指定したり、マッピング・データをエクスポートする場所名を定
義します。考慮事項は次のとおりです。
• マッピング・キーは、Enterprise Performance Managementアプリケーションのエクスポ
ートのマッピングにのみ使用されます。マッピング・データのエクスポートを参照してく
ださい。

• ターゲット・ノード・タイプにマッピングされるソース・ノード・タイプごとに 1つのマ
ッピング・キーを定義します。たとえば、2つのソース・アプリケーションを 1つのター
ゲット・アプリケーションにマッピングする場合は、各ソース・ノード・タイプからター
ゲット・ノード・タイプへのマッピング関係を定義する 2つのマッピング・キーを定義し
ます。ソース・ノード・タイプを 1つのターゲット・ノード・タイプにのみマッピングで
きます。

• 各マッピング・キーは、入力する一意の場所名によって識別されます。場所名は、マッピ
ング・データをエクスポートするために使用されるとともに、使用中のアプリケーション
または外部アプリケーションがマッピング・データをインポートするために使用されま
す。たとえば、データ管理内の場所名を使用して Planning内のマッピングをインポート
します。

マッピング・キーを定義する前に、マッピング・キーのメンテナンス・ビューを設定します。
マッピング・ビューポイントの作成を参照してください。
マッピング・キーを定義するには:

1. 「アプリケーション」で、ターゲット・ディメンションが含まれるアプリケーションを検
索します。

2. アプリケーションの「アクション」列で、 をクリックします
3. 「検査」をクリックし、「ディメンション」タブからターゲット・ディメンションを選択し
ます。
ディメンションのインスペクタ・ダイアログが表示されます。

4. 「バインド」タブで、マップ・バインドを選択するか、「マップ・バインドの作成」をクリ
ックして作成します。

ノート:

マップ・バインドがすでに存在する場合、「マップ・バインドの作成」ボタンは
表示されません。

5. バインド・インスペクタで、「マッピング」、「編集」の順にクリックします。
「マッピング」タブに、次の基準を満たすマッピング・ビューポイントがすべて表示され
ます。
• ビューポイントはアクティブです。
• ビューポイントで、検査中のディメンションおよびアプリケーションと同じものが使
用されています。

• ビューポイントはターゲット・ディメンションにバインドされていません。

第 18章
バインディングおよびバインドされたデータ・オブジェクトの理解

18-43



• ビューポイントは、ターゲット・ディメンションにバインドされているビュー
ポイントと同じビューにあります。

6. マッピング・ビューポイントを選択します。
7. 「作成」をクリックし、次を入力します。

• マッピングを外部アプリケーションにエクスポートするときに使用される場
所名。

ノート:

Planningおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーショ
ンの場合、データ管理を使用してマッピング・データをインポートす
る際にロケーション名を使用します。

• ソース・ノード・タイプ(標準、参照またはレガシー GLクラスのいずれか)

• ターゲット・ノード・タイプ(標準、参照またはレガシー GLクラスのいずれ
か)

ノート:

「デフォルト」チェック・ボックスは、この時点では使用されないため、設定
する必要はありません。

参照バインドの作成
参照バインドは、参照ディメンションに対してのみ作成できます。参照ディメンショ
ンには複数の参照バインドを指定でき、それらの参照バインドにはノードまたは階層
のタイプを指定できます。
参照バインドの作成
参照バインドを作成するには:

1. ターゲット・ディメンションが含まれているアプリケーションを検査します。アプ
リケーションの検査を参照してください。

2. 「ディメンション」タブで、ターゲット・ディメンションをクリックします。参照
バインドには、参照ディメンションを選択する必要があります。

3. 「バインド」タブで、「バインドの作成」をクリックします。
4. バインド・タイプ(ノードまたは階層)を選択します。
5. 名前を入力し、必要に応じて説明を入力します。
6. バインドのノード・タイプ・クラス(参照またはレガシー GL)を選択します。
7. 新しいバインドのビューポイントを含めるビューを選択します。
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Note:

サービス管理者でない場合、そのビューでバインドを作成するには、そのビュ
ーに対する所有者権限が必要です。

8. 「作成」をクリックします。
参照バインドおよびこれらのデータ・チェーン・オブジェクト(ない場合)が作成されま
す:

• 選択したクラスの新しいノード・タイプが作成されます。
• バインド・タイプが「階層」の場合は、新しい階層セットが作成され、ノード・タイ
プが追加されます。

• 新規ノード・セットが作成され、ノード・タイプ(バインド・タイプが「ノード」の
場合)または新しい階層セット(バインド・タイプが「階層」の場合)のいずれかにポイ
ントされます。

• 選択したビューに新規ビューポイントが作成され、新規ノード・セットに接続されま
す。

バインディングの検査および編集
ディメンションのバインディングを検査でき、バインディングを編集して、そのバインディ
ングでディメンションがバインディングされているビューポイントを変更できます。アプリ
ケーション・タイプに応じて、ディメンションは 1つのビューポイント(Planningアプリケー
ションの場合など)または複数のビューポイント(Oracle Financials Cloud一般会計アプリケ
ーションの場合など)にバインドされます。
ディメンションのバインドを検査してバインドされているビューポイントを変更するには:

1. 「アプリケーション」をクリックします。
2. アプリケーションの「アクション」列で をクリックして、「検査」を選択します。
3. 「ディメンション」をクリックします。
「ディメンション」タブに、登録されたアプリケーションのディメンションおよびディメ
ンションがバインドされたビューポイントが表示されます。

4. バインドを表示するディメンションをクリックします。
ディメンション・インスペクタ・ダイアログの「全般」タブが表示されます。

5. 「バインド」をクリックします。
ディメンションへのバインドが、バインド・タイプ(階層またはノード)およびバインドさ
れたビューポイントとともに表示されます。次の例では、ALL CORPORATE
ACCOUNTS | V1ディメンションには、ALL CORPORATE ACCOUNTS | V1ビューポイ
ントへの階層タイプ・バインド、および Corporate Accountビューポイントへのノード・
タイプ・バインドがあります。
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ノート:

ノード・タイプ・バインドは、リスト・ノード・セットを使用するノー
ドのフラット・リストを持つビューポイントを表します。階層タイプ・
バインドは、階層ノード・セットを使用するノードの構造化セットを持
つビューポイントを表します。

 

 

6. 検査するバインド名をクリックします。
バインド・インスペクタの「全般」タブには、バインドに関する次の情報が表示さ
れます。
• 名前と説明
• ステータス(ドラフト、アクティブ、アーカイブ済)

• バインドを含むアプリケーション
• バインドがアタッチされるディメンション
• バインド・タイプ(ノードまたは階層)

• ディメンションがバインドされるビューポイント、およびビューポイントを含
むビュー

 

 

7. オプション: ディメンションがバインドされるビューポイントを変更するには、次
のアクションを実行します。
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a. バインド・インスペクタで「編集」をクリックします。
b. 「ビュー」で、ディメンションにバインドするビューポイントが含まれるビューを選
択します。

c. 「ビューポイント」で、ディメンションにバインドするビューポイントを選択します。
d. 「保存」をクリックします。
「保存」をクリックすると、アプリケーション固有のバインド・ルールが適用されま
す。詳細は、次のトピックを参照してください。
• Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションのバインディング・ルール
• Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのバインディング・ルール
• E-Business Suite一般会計アプリケーションのバインディング・ルール
• Financial Consolidation and Closeアプリケーションのバインディング・ルール
• 汎用アプリケーションに対するバインディング・ルール

ノート:

バインド先のポイントをタイプの異なるビューポイントに変更することはできませ
ん。つまり、ノード・タイプのビューポイントがバインド先である場合は、階層タ
イプのビューポイントにバインド先を変更することはできません。

 

 

バインディング設定の編集
Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションの階層タイプのバインディングの場合のみ、
バインディング設定を編集して、バインディングが指すツリー・コードとツリー・バージョ
ンを変更できます。
バインディング設定を編集するには:

1. 編集するバインディングが含まれているアプリケーションを検査します。
2. 「ディメンション」タブで、バインディングを編集するディメンションをクリックします。
ディメンションは、ディメンション・インスペクタに表示されます。
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3. 「バインド」タブで、設定を編集するバインディングをクリックします。設定を編
集できるのは、階層タイプのバインディングのみです。

4. バインディング・インスペクタで「設定」をクリックします。

ノート:

「設定」タブは、Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションの階層
タイプのバインディングに対してのみ有効になります。

5. 「編集」をクリックします。
6. バインディングの新しいツリー・コード、ツリー・バージョン名、およびツリー・
バージョンの開始日と終了日を入力し、「保存」をクリックします。
 

 
バインディング設定が検証され、新しい設定でバインディングが更新されます。

バインド・キーの編集
バインド・キーは、ディメンションのバインディングのバインディング・ルールやイ
ンポートおよびエクスポートの制約条件を制御するためにアプリケーション登録時に
作成されます。バインド・キーを編集して、方向(例: バインド・キーがエクスポートに
ついてのみ有効になるように指定)およびエクスポート・ファイルの列順序を変更でき
ます。

ノート:

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのバインド・キーは表示
専用です。これらのアプリケーションのエクスポート・ファイルの列順序や
方向は編集できません。

バインド・キーを編集するには:

1. キーを編集するバインディングを検査します。バインディングの検査および編集
を参照してください。

2. 「キー」タブをクリックします。バインド・キーについて次の情報が表示されます。

フィールド 定義
ヘッダー Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーション(これについて

はインポートおよびエクスポート・ファイルに列ヘッダーがありま
せん)を除くすべてのアプリケーション・タイプのインポートおよび
エクスポート・ファイルの列ヘッダー。
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フィールド 定義
キー バインド・キーに含まれる情報のタイプを示します。たとえば、

PARENTキーにはノードの親が、VALIDCONSOLキーにはノードが
連結可能かどうかの情報が含まれます。

サブ・キー キーとの組合せでバインド・キーに含まれる情報のタイプを示しま
す。たとえば、キーが ALIASの場合、サブ・キー DEFAULTには
ノードのデフォルト別名表が含まれ、サブ・キー ENGLISHには英
語の別名表が含まれます。

キー・タイプ このキーの使用方法:
• プロパティ: ノード・プロパティについての情報が含まれます。
• 定数: 定数の値が含まれます。
• 編集可能な定数: Oracle Financials Cloud一般会計アプリケ
ーションの定数の値が含まれ、これはアプリケーションの登録
時、およびバインディング・インスペクタの「設定」タブで編
集できます。バインディングの検査および編集のバインディング設定の編集を参照してください。

• ノード・タイプ: 「ノード・タイプ列の使用」または「親ノー
ド・タイプ列の使用」が選択されている場合に、汎用アプリケ
ーションでノード・タイプおよび親ノード・タイプの列を識別
します。ユーザー定義ディメンションのインポートおよびエク
スポート設定を参照してください。

ソース値 • プロパティ・キー・タイプについては、完全修飾のプロパティ
名が含まれます。

• 定数および編集可能な定数キー・タイプについては、定数値が
含まれます。

方向 バインド・キーのインポートおよびエクスポートを識別します。
• インポート: バインド・キーはエクスポート時には処理されま

せん。
• エクスポート: バインド・キーはインポート時には処理されま

せん。
• 両方: バインド・キーはインポートおよびエクスポート時に処理
されます。

• なし: バインド・キーはインポート時にもエクスポート時にも処
理されません。このオプションは、Oracle Enterprise Data
Management Cloudのバインド・プロパティが外部アプリケー
ションで必要ない場合に選択します。

ノート:

定数および編集可能な定数のバインド・キーは、「エクス
ポート」または「なし」にのみ設定可能です。

アクション エクスポート・ファイルでのキーの列順序を上または下に移動した
り、汎用アプリケーションの定数列のキーを削除できます。

3. オプション: バインド・キーの方向を変更するには:

a. 「編集」をクリックします。
b. バインド・キーの「方向」列で、バインド・キーをエクスポート、インポート、また
は両方について処理するか、あるいはまったく処理しないかを選択します。

4. オプション: エクスポート・ファイルの列順序を変更するには:

第 18章
バインディングおよびバインドされたデータ・オブジェクトの理解

18-49



a. 「編集」をクリックします。
b. 「アクション」列で、 をクリックし、それからバインド・キーをファイルで
上、下、最初、または最後に移動するオプションを選択します。

5. オプション: バインド・キーを削除するには:

a. 「編集」をクリックします。
b. 「アクション」列で、 をクリックし、それから「削除」を選択します。

6. 「保存」をクリックします。
汎用アプリケーションの定数キーの管理
汎用アプリケーションについてのみ、定数キーを作成、編集、移動および削除できま
す:

1. 定数キーを管理するバインディングを検査します。
2. 「編集」をクリックします。
3. 次のいずれかのアクションを実行します。

• 定数キーを追加するには、「作成」をクリックし、それからヘッダー、ソース
値および方向を入力します。

• 定数キーを編集するには、定数キーのヘッダー、ソース値および方向を変更し
ます。

• 定数キーを移動するには、「アクション」列で、 をクリックし、それからエ
クスポート・ファイルで列を上または下に移動するオプションを選択します。

• 定数キーを削除するには、「アクション」列で をクリックし、それから「削
除」を選択します。

4. 「保存」をクリックします。

ノート:

デフォルトでは、汎用アプリケーションに対して定数キーを作成するとエク
スポート・ファイルの末尾にソートされます。

バインディングの削除
マップ・バインドまたは参照バインドなどの作成済のバインディングを削除できます。
アプリケーション登録プロセスの一部として作成したバインディングを削除できま
す。
バインドを削除するには、ディメンションに対して少なくとも「メタデータ・マネージャ」または「所有者」権限を持っている必要があります。
バインドを削除すると、そのバインドに関連付けられているデータ・チェーン・オブ
ジェクトについてバインド・ステータスが更新されますが、オブジェクト自体は削除
されません。これらのオブジェクトが不要になった場合は、個別にアーカイブおよび
削除できます。
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バインドを削除するには:

1. 削除するバインドを含むディメンションを検査します。ディメンションの検査を参照し
てください。

2. 「バインド」タブで、「編集」をクリックし、削除するバインドの横にある「アクション」
メニュー をクリックします。

3. 「削除」をクリックし、そのバインドを削除することを確認して、「保存」をクリックしま
す。

バインディング・ルールの理解
バインディング・ルールにより、ユーザーが変更を行うことができないようにし、アプリケ
ーションのデータがインポートまたはエクスポートされることを阻止します。つまり、バイ
ンディング・ルールにより、登録されているアプリケーションが外部アプリケーションの要
件に準拠するようにします。バインディング・ルールはアプリケーション・タイプによって
異なります。たとえば、Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションは、ディメンショ
ンごとに複数のバインディングをサポートし、Planningアプリケーションは、ディメンショ
ンごとに単一のバインディングをサポートしています。
バインディング・ルールは、ディメンションにバインドされたビューポイントおよび関連デ
ータ・オブジェクトに対して適用されます。アプリケーションを登録すると、Oracle
Enterprise Data Management Cloudにより、バインドされたビューポイントおよび関連デー
タ・チェーン・オブジェクトが作成されます。バインドされたデータ・オブジェクトには、
管理、インポートおよびエクスポートされるデータが格納および表示されます。バインディ
ングおよびバインドされたデータ・オブジェクトの理解を参照してください。

ヒント:

バインドされたビューポイントを変更すると、ディメンションは、ビューポイント
のデータ・チェーン上のデータ・オブジェクトにバインドされます。

バインディング・ルールは、ユーザーが次のタスクを実行したときに適用されます。
• バインドされたデータ・オブジェクトの更新。変更がバインディング・ルールに違反して
いる場合、Oracle Enterprise Data Management Cloudによって変更が阻止されます。

• ディメンションにバインドされたビューポイントの更新。
たとえば、ディメンションで共有ノードが許可されていないとします。バインディング・ル
ールにより、ディメンションにバインドされた階層セット内の共有ノードをユーザーが有効
化できないようにします。

ノート:

バインディング・ルールに準拠する必要があるのは、ディメンションにバインドさ
れたデータ・オブジェクトのみです。バインドされていないデータ・オブジェクト
を使用すると、ディメンションに対する潜在的な変更がディメンションの現在のバ
インディング・ルールに準拠していない場合に、これらの変更をモデル化および評
価できます。
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すべてのアプリケーション・タイプに適用される基本的なバインディング・ルールが
あります。一部のアプリケーション・タイプには追加のバインディング・ルールがあ
ります。
詳細は、次を参照してください:

• 全アプリケーション・タイプに対するバインディング・ルール
• 汎用アプリケーションに対するバインディング・ルール
• Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションのバインディング・ルール

(Planningの場合)

• Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのバインディング・ルール
• E-Business Suite一般会計アプリケーションのバインディング・ルール
• Financial Consolidation and Closeアプリケーションのバインディング・ルール

全アプリケーション・タイプに対するバインディング・ルール
次の表に、すべてのアプリケーション・タイプに適用されるバインディング・ルール
をリストします。

バインドさ
れたオブジ
ェクト

バインディング・ルール

ビューポイ
ント

• バインディングに必要なプロパティを非表示または読取り専用にできませ
ん。

• ビューポイントをアーカイブできません。
ノード・セッ
ト

• ノードが階層であることがバインディングに指定されている場合、ノードが
リストであることをノード・セットで指定できません。

• ノードがリストであることがバインディングに指定されている場合、ノード
が階層であることをノード・セットで指定できません。

• ノード・セットをアーカイブできません。
階層セット • バインディングで共有ノードが許可されていない場合、共有ノードを許可す

るよう階層セットを構成できません。
• 階層セットをアーカイブできません。

ノード・タイ
プ

ノード・タイプをアーカイブできません。

詳細は、次を参照してください:

• バインディング・ルールの理解
• 汎用アプリケーションに対するバインディング・ルール

データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの
ライフサイクルの理解

アプリケーション、ディメンション、ビューおよびデータ・チェーン・オブジェクト
は、「ドラフト」、「アクティブ」、「アーカイブ済」の 3つのステータスのいずれかで存
在します。
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• ドラフト: アプリケーションおよびほとんどのデータ・チェーン・オブジェクトは、作成
時に「ドラフト」ステータスに設定されます。システム内の他のオブジェクトにドラフ
ト・オブジェクトを割り当てることはできません。

ノート:

ビューおよびノード・タイプでは「ドラフト」ステータスは使用されません。
これらは、作成するとすぐに「アクティブ」ステータスに設定されます。

次を実行できます。
– ドラフト・オブジェクトの編集(「アプリケーション」および「ステータス」は例外)

– ドラフト・オブジェクトの削除
• アクティブ : 「アクティブ」ステータスでは、システムで使用するためにオブジェクトを
使用できます。「アプリケーション」および「ディメンション」を例外として、アクティ
ブ・データ・チェーン・オブジェクトを編集できます。「アクティブ」ステータスのオブ
ジェクトはアーカイブできますが、削除はできません。「アーカイブ済」ステータスに設
定されている依存オブジェクトがある場合にのみ、ステータスを「アクティブ」から「ア
ーカイブ済」に変更できます。

注意:

データ・チェーン・オブジェクトをアーカイブする際は、ビューポイント、ノ
ード・セット、階層セット(使用している場合)、ノード・タイプの順番でアーカ
イブする必要があります。

たとえば、データ・チェーン ABCDで、ノード・タイプ A、階層セット B、ノード・セ
ット Cおよびビューポイント Dを使用し、これらすべてが「アクティブ」に設定されて
いるとします。階層セット Bを「アーカイブ済」に設定する場合は、最初にビューポイ
ント Dを「アーカイブ済」に設定してからノード・セット Cを「アーカイブ済」に設定
し、さらに階層セット Bを「アーカイブ済」に設定する必要があります。ノード・タイ
プ Aは「アクティブ」ステータスのままにすることができます。

• アーカイブ済: 「アーカイブ済」ステータスに設定されているオブジェクトは、システム
の他のオブジェクトで使用できません。「名前」、「説明」および「所有者」のみ編集でき
ます。オブジェクトのリスト内のアーカイブ済オブジェクトにアクセスできます。

注意:

データ・チェーン・オブジェクトをアーカイブ解除する際は、ノード・タイプ、
階層セット(使用している場合)、ノード・セット、ビューポイントの順番でアー
カイブ解除する必要があります。
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ノート:

アーカイブ済アプリケーションのみ削除できます。ディメンション、ビ
ューおよびデータ・チェーン・オブジェクトは削除できません。

次の表に、アプリケーション、ディメンション、ビューおよびデータ・チェーン・オ
ブジェクトのライフサイクル・ステータスを示します。

オブジェクト ドラフト アクティブ アーカイブ済
アプリケーション アプリケーションは

「ドラフト」ステータス
で開始します。ドラフ
ト・アプリケーション
は削除できます。アプ
リケーションの登録
後、ステータスは「ア
クティブ」に変わりま
す。

アプリケーションは、
登録後に「アクティブ」
ステータスになりま
す。
アプリケーションをア
ーカイブするには、ア
プリケーションのイン
スペクタでステータス
を「アーカイブ済」に
変更します。

アーカイブ済アプリケ
ーションは、「アプリケ
ーション」リストで検
査できます。アンアー
カイブまたは削除する
こともできます。
アプリケーションをア
ンアーカイブするに
は、アプリケーション
のインスペクタでステ
ータスを「アクティブ」
に変更します。

ディメンション 該当なし ディメンションは、ア
プリケーションの登録
後に「アクティブ」ス
テータスになります。
ディメンションをアー
カイブするには、アプ
リケーションの登録か
らディメンションを除
去します。

アプリケーション・イ
ンスペクタの「ディメ
ンション」タブで表示
することにより、アプ
リケーションに対して
アーカイブされている
ディメンションを参照
できます。アーカイブ
済ディメンションはア
ンアーカイブできませ
ん。
ディメンションをアン
アーカイブするには、
アプリケーションの登
録にディメンションを
追加します。ディメン
ションは、以前に使用
されていた名前と同じ
名前を使用する必要が
あります。
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オブジェクト ドラフト アクティブ アーカイブ済
ビュー 該当なし 新規に作成されたビュ

ーは「アクティブ」ス
テータスで開始しま
す。
ビューをアーカイブす
るには、そのアクティ
ブなビューポイントを
すべてアーカイブし、
ドラフト・ビューポイ
ントを削除し、次にビ
ュー・インスペクタで
そのステータスを「ア
ーカイブ済」に変更し
ます。
ドラフト・ビューを削
除して、ビューポイン
トを含まないビューを
アクティブ化できま
す。

アーカイブ済ビュー
は、「ビュー」リストで
検査できます。
ビューのアンアーカイ
ブはできません。

ビューポイント ビューポイントは「ド
ラフト」ステータスで
開始します。ビューポ
イントは、ノード・セ
ットを割り当てて保存
することにより「アク
ティブ」ステータスに
移行します。

ビューポイントは、ノ
ード・セットを割り当
てた後に「アクティブ」
ステータスになりま
す。
ビューポイントをアー
カイブするには、ビュ
ーポイントのインスペ
クタでステータスを
「アーカイブ済」に変更
します。
ディメンションにバイ
ンドされたビューポイ
ントはアーカイブでき
ません。ディメンショ
ンにバインドされたビ
ューポイントをアーカ
イブするには、ディメ
ンションにバインドさ
れたビューポイントを
最初に変更する必要が
あります。

アーカイブ済ビューポ
イントは、ビューポイ
ントを使用したビュー
から検査できます。ア
ンアーカイブすること
もできます。
ビューポイントをアン
アーカイブするには、
ビューのインスペクタ
から、「定義」タブを選
択し、アーカイブされ
たビューポイントをク
リックして、ステータ
スを「アクティブ」に
変更します。

ノード・タイプ 該当なし 新規に作成されたノー
ド・タイプは「アクテ
ィブ」ステータスで開
始します。
ノード・タイプをアー
カイブするには、ノー
ド・タイプのインスペ
クタでステータスを
「アーカイブ済」に変更
します。

アーカイブ済ノード・
タイプは、「ノード・タ
イプ」リストで検査で
きます。アンアーカイ
ブすることもできま
す。
ノード・タイプをアン
アーカイブするには、
ノード・タイプのイン
スペクタでステータス
を「アクティブ」に変
更します。
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オブジェクト ドラフト アクティブ アーカイブ済
階層セット 階層セットは「ドラフ

ト」ステータスで開始
します。ドラフト階層
セットは削除できま
す。階層セットは、ノ
ード・タイプを割り当
てて保存することによ
り「アクティブ」ステ
ータスに移行します。

ノード・タイプの選択
後、階層セットは「ア
クティブ」ステータス
に移行します。
階層セットをアーカイ
ブするには、階層タイ
プのインスペクタでス
テータスを「アーカイ
ブ済」に変更します。

アーカイブ済階層セッ
トは、「階層セット」リ
ストで検査できます。
アンアーカイブするこ
ともできます。
階層セットをアンアー
カイブするには、階層
タイプのインスペクタ
でステータスを「アク
ティブ」に変更します。

ノード・セット ノード・セットは「ド
ラフト」ステータスで
開始します。ドラフ
ト・ノード・セットは
削除できます。ノー
ド・セットは、階層セ
ットを割り当てて保存
することにより「アク
ティブ」ステータスに
移行します。

階層セットの割当て
後、ノード・セットは
「アクティブ」ステータ
スに移行します。
ノード・セットをアー
カイブするには、ノー
ド・セットのインスペ
クタでステータスを
「アーカイブ済」に変更
します。

アーカイブ済ノード・
セットは、「ノード・セ
ット」リストで検査で
きます。アンアーカイ
ブすることもできま
す。
ノード・セットをアー
カイブ解除するには、
ノード・セットのイン
スペクタでステータス
を「アクティブ」に変
更します。

バインディング 該当なし ディメンションが(ア
プリケーション登録お
よび変更プロセスで)
作成された後、バイン
ディング・ステータス
が「アクティブ」ステ
ータスに設定されま
す。
ディメンションをアー
カイブする際、関連付
けられているバインデ
ィングは自動的にアー
カイブされます。

アーカイブされたバイ
ンディングは、ディメ
ンション・インスペク
タで表示できます。
ディメンションをアン
アーカイブする際、関
連付けられているバイ
ンディングは自動的に
アンアーカイブされま
す。

データ・チェーン・オブジェクトのアーカイブおよびアーカイブ解除の順序
データ・チェーン・オブジェクトをアーカイブする際は、ビューポイント、ノード・
セット、階層セット(使用している場合)、ノード・タイプの順番でアーカイブする必要
があります。
データ・チェーン・オブジェクトをアーカイブ解除する際は、ノード・タイプ、階層
セット(使用している場合)、ノード・セット、ビューポイントの順番でアーカイブ解除
する必要があります。
詳細は、次を参照してください:

• データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作
• アプリケーションのアーカイブ、アーカイブ解除および削除
• ディメンションのアーカイブおよびアーカイブ解除
• ビューのアーカイブおよび削除
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• データ・チェーン・オブジェクトのアーカイブおよびアーカイブ解除

データ・チェーン・オブジェクトのアーカイブおよ
びアーカイブ解除

アクティブなデータ・チェーン・オブジェクト(ビューポイント、ノード・セット、階層セッ
ト、およびノード・タイプ)は、今後使用しない場合はアーカイブできます。アーカイブした
データ・チェーン・オブジェクトのステータスをアクティブに戻すこともできます。
考慮事項
• データ・チェーン・オブジェクトを含むアプリケーションまたはディメンションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限を持つユーザーは、オブジェクトのステータス
を変更できます。

• データ・チェーン・オブジェクトのステータスをアクティブに戻すには、データ・チェー
ン・オブジェクトを含むディメンションがアクティブである必要があります。

• ディメンションをアプリケーション登録から除去すると、ディメンションとそのデータ・
チェーン・オブジェクトがアーカイブ済に設定されます。

• ディメンションにバインドされたビューポイントはアーカイブできません。ディメンシ
ョンにバインドされたビューポイントをアーカイブするには、ディメンションにバインド
されたビューポイントを最初に変更する必要があります。Planningおよびフリーフォー
ム・アプリケーションのディメンションへのビューポイントのバインドを参照してくださ
い。汎用アプリケーション・ディメンションに関しては、汎用アプリケーションのユーザ
ー定義ディメンションにバインドされたビューポイントの変更を参照してください。

• ビューポイントはいつでもアーカイブ済に設定できます。ただし、アーカイブされたビュ
ーポイントを参照するアイテム詳細を持つ要求を検証すると、ビューポイントが見つから
なかったことを通知する検証メッセージを受信します。アーカイブされたビューポイン
トを参照する要求アイテム詳細を削除して要求を再度検証するか、ステータスがドラフト
の場合は要求全体を削除できます。

詳細は、データ・オブジェクトおよびデータ・チェーンの操作を参照してください。
アーカイブの順序
アクティブなデータ・チェーン・オブジェクトは、他のアクティブなデータ・チェーン・オ
ブジェクトがそのオブジェクトに依存していなければアーカイブできます。データ・チェー
ン・オブジェクトは、ビューポイント、ノード・セット、階層セット(使用している場合)、ノ
ード・タイプの順番でアーカイブする必要があります。次の例では、ビューポイントをアー
カイブしています。ノード・セットをアーカイブするまでは、階層セットをアーカイブでき
ません。
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データ・チェーン・オブジェクトのアーカイブ
データ・チェーン・オブジェクトをアーカイブするには:

ノート:

データ・チェーン・オブジェクトは、ビューポイント、ノード・セット、階
層セット、ノード・タイプの順番でアーカイブします。

1. データ・チェーン・オブジェクトを含むビューを検査します。
2. 「定義」を選択し、ビューポイント名をクリックします。
ビューポイント・インスペクタの「全般」タブが開きます。

3. 次のステップに従います。
• ビューポイントをアーカイブするには:

a. 「編集」をクリックします。
b. 「ステータス」で「アーカイブ済」を選択し、「保存」をクリックします。

• ノード・セット、階層セット、またはノード・タイプをアーカイブするには:

a. 「データ・チェーン」を選択します。
b. データ・チェーン・オブジェクトをクリックします。
c. アーカイブするオブジェクトを選択します。
d. 「編集」をクリックします。
e. 「ステータス」で「アーカイブ済」を選択し、「保存」をクリックします。

アーカイブ解除の順序
アーカイブ済オブジェクトのステータスをアクティブに戻すことができるのは、その
オブジェクトが依存しているオブジェクトもアクティブな場合のみです。データ・チ
ェーン・オブジェクトのステータスをアクティブに設定する場合は、ノード・タイプ、
階層セット(使用している場合)、ノード・セット、ビューポイントの順序で行う必要が
あります。前述の例では、ノード・タイプ、階層セット、およびノード・セットの順
番でステータスをアクティブに戻しています。この時点で、ビューポイントのステー
タスもアクティブに設定できます。
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データ・チェーン・オブジェクトのアーカイブ解除
データ・チェーン・オブジェクトのステータスをアクティブに戻すには:

ノート:

データ・チェーン・オブジェクトのステータスをアクティブに戻す場合は、ノード・
タイプ、階層セット、ノード・セット、ビューポイントの順序で行います。

1. データ・チェーン・オブジェクトを含むビューを検査します。
2. 「定義」を選択し、ビューポイント名をクリックします。
ビューポイント・インスペクタの「全般」タブが開きます。

3. 次のステップに従います。
• ビューポイントのステータスをアクティブに戻すには:

a. 「編集」をクリックします。
b. 「ステータス」で「アクティブ」を選択し、「保存」をクリックします。

• ノード・セット、階層セット、またはノード・タイプのステータスをアクティブに戻
すには:

a. 「データ・チェーン」を選択します。
b. データ・チェーン・オブジェクトをクリックします。
c. ステータスをアクティブに戻すオブジェクトを選択します。
d. 「編集」をクリックします。
e. 「ステータス」で「アクティブ」を選択し、「保存」をクリックします。
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19
代替ビューおよびビューポイントの定義

代替ビューおよびビューポイントを使用すると、エンタープライズ・データを別の方法で整
理して表示できます。
アプリケーションを登録すると、デフォルト・ビューが自動的に作成されます。このデフォ
ルト・ビューには、アプリケーション内のバインドされた個々のディメンションのビューポ
イントが含まれます。そのため、デフォルト・ビューを使用すると、外部アプリケーション
の構造に一致する階層構造で、すべてのディメンションのすべてのデータを操作できます。
では、編成済のこの階層構造を別の方法で整理して表示するにはどうすればよいでしょうか。
または、特定のユーザーがアプリケーション内のデータのサブセットを操作できるようにす
るにはどうすればよいでしょうか。あるいは、複数のアプリケーションからのデータを同時
に操作するにはどうすればよいでしょうか。これらのユースケースに対して代替ビューおよ
びビューポイントを作成できます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
代替ビューポイントの作成について学習します。

 代替ビューポイントの作成

代替ビューの定義
デフォルトのアプリケーション・ビューとは別のビューを作成する主なユースケースは 2つ
あります:

• 専用のビューを作成し、アプリケーション内のすべてのデータへのフル・アクセス権を持
たない特定のユーザーが、特定のデータ・セットを保守できるようにします。

• 複数のアプリケーションからのビューポイントを含むマスター・ビューを作成します。こ
の場合、マスター・ビューを変更し、サブスクリプションを使用して、サブスクライブし
ているビューポイントにそれらの変更をプッシュできます(ビューポイントのサブスクラ
イブを参照)。

この代替ビューではエンタープライズ・データを操作するためのより柔軟なオプションが複
数提供されます:

• そのビューで保守するディメンションのみのビューポイントを追加できます(ビューポイ
ントの作成を参照)。

• デフォルト・ビューのビュー権限とは別の固有の権限をそのビューに設定できます(ビュ
ーおよびビューポイントのセキュリティを参照)。

代替ビューポイントの定義
代替ビューポイントでは、バインドされたビューポイントの階層とは異なる階層を使用して、
ノードを集約、ロールアップまたは要約できます。つまり、代替ビューポイントを使用する
と、バインドされたビューポイントの最上位ノード以外の最上位ノードを使用して下位レベ
ルのノードをグループ化できます。
次のリストに、代替ビューポイント作成の一般的な理由をいくつか示します。
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• 既存の親子関係を保持したまま、ノードを異なる親ノードでグループ化します。た
とえば、コスト・センターを地域、機能および法的エンティティでグループ化する
階層を作成できます。

• バインドされたビューポイントと異なる親子関係を使用してノードをロールアッ
プした場合に、階層と関連するデータがどのような影響を受けるかを調査します。
たとえば、代替ビューポイントを使用して、事業部門を分割した場合の影響を分析
できます。次に代替ビューポイントを外部アプリケーションにエクスポートして、
関連するデータに対する影響を評価できます。

• レポートに使用する階層を定義します。

ベスト・プラクティス
様々なタイプの代替ビューポイントがあります。どのタイプの代替ビューポイントを
使用するか、代替ビューポイントの構築にどのデータ・チェーン・オブジェクトを使
用するかは、目的に応じて決まります。どのタイプの代替ビューポイントを定義する
必要があるか、どのデータ・チェーン・オブジェクトを作成する必要があるかは、次
の質問で特定できます。
• バインドされたビューポイントで使用されていないノード・タイプ間の関係が代替
ビューポイントで作成されますか。つまり、バインドされたビューポイントで使用
されていないノード・カテゴリを代替ビューポイントで使用していますか。

• バインドされたビューポイントの親子関係とは異なる関係を代替ビューポイント
で使用しますか。

• 代替ビューポイントの最下位レベル・ノードを新しい最上位ノードでグループ化し
ても、バインドされたビューポイントの親子関係が保持されますか。
保持される場合、ユーザーが作業する代替ビューポイントはバインドされたビュー
ポイントと一致しますか、それともビューポイントが変わりますか。

作成可能な代替ビューポイントのタイプを次の表にまとめます。
表 19-1 代替ビューポイントのタイプ

タイプ 例 詳細情報
バインドされたビューポイン
トの親子関係を保持したまま、
ノードを新しい最上位ノード
でグループ化します。

地域および機能でロールアッ
プされるコスト・センター。

異なる最上位ノードを使用す
る代替ビューポイント

バインドされたビューポイン
トで定義されている親子関係
と異なる親子関係を定義しま
す。
このタイプの階層は、仮定計画
シナリオまたは将来の計画シ
ナリオで頻繁に使用されます。

事業単位の再編成の影響分析。異なる親子関係を使用する代
替ビューポイント

バインドされたビューポイン
トのデータ・チェーンに含まれ
ないノード・タイプを使用して
関係を作成します。

製品のバインドされたビュー
ポイントで開始され、サプライ
ヤでまとめられた製品リスト
階層。

異なるノード・タイプを使用す
る代替ビューポイント
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表 19-1 (続き) 代替ビューポイントのタイプ

タイプ 例 詳細情報
情報を相互に共有している、異
なるアプリケーションのノー
ド間の関係を定義します。

マッピング階層は、あるアプリ
ケーションのソース・ノードを
別のアプリケーションのター
ゲット・ノードにマッピングし
ます。マッピング階層は、ディ
メンション・マッピング関係を
ディメンションの階層関係か
ら分離します。

マッピング・ビューポイントの
作成

新しいノード・タイプ、ノード・セットまたは階層セットを作成する必要がある場合は、次
を参照してください。
• ノード・タイプの作成
• ノード・セットの作成
• 階層セットの作成
代替ビューポイントのデータのエクスポート
代替ビューポイントのデータを外部アプリケーションにエクスポートするには、ディメンシ
ョンを代替ビューポイントにバインドします。Planningおよびフリーフォーム・アプリケー
ションのディメンションへのビューポイントのバインドを参照してください。

ノート:

汎用アプリケーションのディメンションに対してバインドされたビューポイントは
変更できません。ただし、代替ビューポイントのデータはダウンロードして外部ア
プリケーションにロードできます。ビューポイントのダウンロードを参照してくだ
さい。

ビューの作成
代替ビューを作成し、アプリケーションのデフォルト・ビューとは異なる方法でデータを整
理および管理します。

ノート:

ビューを作成する前に、達成するタスクに定義されたデータ・チェーンがあること
を確認してください。

ビューを作成するには:

1. 「ビュー」で、「作成」をクリックします。
2. ビューの名前と説明を定義し、「作成」をクリックします。
ビューのインスペクタが開きます。
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ビューを作成したら、アプリケーションのデータを操作するためのビューポイントを
作成します。ビューポイントの作成を参照してください。

ビューポイントの作成
異なるノード・セットをポイントする、またはプロパティを編集したり許容可能なア
クションを変更するための権限を設定するためのビューポイントを作成できます。た
とえば、データ・スチュワードにデータの表示は許可するが変更は許可しないように
するとします。追加、挿入、移動などの許容可能なアクションを実行する権限をオフ
にしたり、プロパティを編集する権限を無効化したりできます。
ビューポイントを作成するには:

1. ビューポイントの追加先のビューを検査します。
2. 「ビューポイント」タブで、「作成」をクリックします。
3. 「アプリケーション・ディメンション」で、ビューポイントに使用するアプリケー
ションを選択します。

4. ビューポイントの名前を入力し、必要に応じて説明を入力します。
5. 「ビューポイント・クラス」で、オプションを選択します:

• 標準: 現在のアプリケーション・データを表示します。ビューポイントの操作
を参照してください。

• 時間ラベル付き: 過去の時点からアプリケーション・データを表示します。時
間ラベル付きビューポイントの操作を参照してください

6. 時間ラベル付きビューポイントの場合、そのビューの時間ラベルを選択します。ビ
ューポイントに対して使用するには、時間ラベルがすでに作成されている必要があ
ります。新しい時間ラベルを作成するには、時間ラベルの作成、編集および削除を
参照してください。

7. 「作成」をクリックします。
ビューポイントのインスペクタが開きます。ビューポイントは、ノード・セットを
選択するまではドラフト状態のままです。

8. 「編集」をクリックし、「ノード・セット」を選択して、「保存」をクリックします。

ヒント:

時間ラベル付きビューポイントの場合、アクセスする履歴データが含ま
れているノード・セットを選択します。

ビューポイント・ステータスが「アクティブ」に変更されます。

異なる最上位ノードを使用する代替ビューポイント
プライマリ・ビューポイントの最上位ノードとは異なる最上位ノードの下に下位レベ
ルのノードがグループ化されながら下位レベルのノードの親子関係も保持される代替
ビューポイントを作成できます。
たとえば、115、116および 117という名前の子ノードを持つ 110という名前のノード
が含まれるコスト・センターの階層があるとします。110ノードとその子ノードは、プ
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ライマリ・ビューポイントとは別のビューポイント内の異なる最上位ノードの下に配置でき
ます。
このタイプの代替ビューポイントには、プライマリ・ビューポイントのデータ・チェーン内
にある階層が含まれる必要があります。この階層セットでは、共有ノードを許可する必要が
あります。共有ノードの理解を参照してください。
このタイプの代替ビューポイントを新しいビューポイント内に作成するには、次のステップ
を実行します。詳細は、代替ビューおよびビューポイントの定義を参照してください。
1. プライマリ・ビューポイントに使用されるものと同じ階層セットを使用して新しいノー
ド・セットを作成します。

2. 作成したノード・セットを使用して代替ビューポイントを作成します。

ノート:

必要に応じて、かわりにプライマリ・ビューポイントを使用して異なる最上位ノー
ドの下にノードをグループ化できます。これを行うには、新しい最上位ノードを追
加し、下位レベルのノードを挿入します。

例 19-1 国の最上位ノード下でのノードのグループ化
コスト・センターを業務別にグループ化したプライマリ・ビューポイントがあるとします。
業務には、米国内の研究および開発用のコスト・センターが含まれます。次の例の米国のコ
スト・センターの階層には、115、116および 117という名前の子ノードを持つ 110という名
前の親ノードがあります。
 

 
ここで、コスト・センターが位置する国別にコスト・センターをグループ化する代替ビュー
ポイントを作成する必要があるとします。次の例では、代替ビューポイントの最上位ノード
は、USAのノードが含まれる Countriesです。次の例では、USAノードには、米国の研究お
よび開発用のコスト・センターの階層が含まれています。
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異なる親子関係を使用する代替ビューポイント
ノードの親子関係がプライマリ・ビューポイントに定義されている関係とは異なる代
替ビューポイントを作成できます。たとえば、このタイプの階層を使用して、複数の
ビジネス・ユニットを 1つのユニットに結合する再編成の影響を分析します。

ヒント:

このタイプの代替ビューポイントは、仮定シナリオ計画や将来のシナリオ計
画に使用します。

ノート:

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの場合は、各ツリー(ツリ
ー・コード/ツリー・バージョン名)に独立した階層セットが必要です。

親子関係がプライマリ・ビューポイントの親子関係とは異なる階層を定義するには、
次のデータ・チェーン・オブジェクトの新しいインスタンスを作成します。
• 階層セット

ノート:

プライマリ・ビューポイントの親子関係は変更しないため、新しい階層
セットが必要です

• ノード・セット
• ビューポイント
次のステップでは、プライマリ・ビューポイントの親子関係とは異なる親子関係を持
つ階層を作成する方法について説明します。詳細は、代替ビューおよびビューポイン
トの定義を参照してください。
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1. プライマリ・ビューポイントで使用されているノード・タイプと同じノード・タイプを使
用する新しい階層セットを作成します。

2. 作成したものと同じ階層セットを使用して新しいノード・セットを作成します。
3. 作成したノード・セットを使用して代替ビューポイントを作成します。
例 19-2 再編成の評価
ある会社が販売部門の再編成の影響を評価する必要があるとします。現在、販売組織には大
陸用の最上位ノードがあり、大陸ノードには国用の子ノードがあります。次の例は、ヨーロ
ッパの階層分岐を示しています。
 

 
再編成をモデル化した代替ビューポイントでは、大陸用の分岐が地域用の子ノードを持ち、
地域ノードが国用の子ノードを持ちます。次の例は、代替ビューポイント内のヨーロッパ・
ノードが東ヨーロッパおよび西ヨーロッパ地域用の子ノードを持ち、地域ノードに国用の子
ノードが含まれる様子を示しています。
 

 

異なるノード・タイプを使用する代替ビューポイント
プライマリ・ビューポイントで使用されるものとは別のノード・タイプを使用する、代替ビ
ューポイントを作成できます。たとえば、製品のノードで構成されるプライマリ・ビューポ
イントがあり、サプライヤによる製品の代替ビューポイントの作成を任されているとします。
登録済アプリケーションにはサプライヤのノードがまだないため、サプライヤのノード・タ
イプを作成し、次にサプライヤ・ノードに製品ノードが含まれる階層を作成します。
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このタイプの代替ビューポイントを作成するには、新しい階層セットとノード・セッ
トを作成します。アプリケーションに存在しないノード・タイプを使用する代替ビュ
ーポイントを定義する場合は、新しいノード・タイプも作成します。
次のステップで、プライマリ・ビューポイントのノード・タイプとは別のノード・タ
イプ間の関係を作成するための、代替ビューポイントを作成する方法を説明します。
詳細は、代替ビューおよびビューポイントの定義を参照してください。
1. 代替ビューポイントに現在アプリケーションには存在しないノード・タイプが含ま
れる場合、ノードの新しいカテゴリごとに新しいノード・タイプを作成します。

2. ノード・タイプ間の親子関係を定義する階層セットを作成します。
3. 作成したものと同じ階層セットを使用して新しいノード・セットを作成します。
4. 作成したノード・セットを使用して代替ビューポイントを作成します。
例 19-3 ストア別製品
次の例に示すように、音楽製品のノードを含む製品のプライマリ・ビューポイントを
操作するとします。
 

 
ストア別に製品をリストする、代替ビューポイントの作成を任されているとします。
アプリケーションには現在、ストアのノード・タイプはありません。この代替ビュー
ポイントを作成するには、次の作業を行います。
1. ストアのノード・タイプを作成します。
2. ノード・タイプ間の親子関係を定義する階層セットを作成します。この例では、ス
トアは製品の子ノードを持つことができますが他のストアの子ノードを持つこと
はできず、製品は他の製品の子ノードのみ持つことができます:
 

 

3. 作成した階層セットを使用して、新しいノード・セットを作成します。
4. 作成したノード・セットを使用して代替ビューポイントを作成します。
次の例は、新しい階層を示しています。最上位ノードはストアのノードです。
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マッピング・ビューポイントの作成
マッピングにより、ノードおよびそれらの関係がアプリケーション全体にわたって正確に表
現されるようにします。マッピングを使用して、互いに情報を共有する様々なアプリケーシ
ョンのディメンション内のノード間の関係を定義します。ソース・データのディメンション
がターゲット・アプリケーションと一致しない場合は、共有データがターゲット・アプリケ
ーションによって使用されるように変換する方法を決定するために、マッピングを定義しま
す。
例については、ソース・ディメンションのターゲット・ディメンションへのマッピングを参
照してください。
ビデオ

目的 参照するビデオ
アプリケーション間でのデータのマッピングにつ
いて学習します。  アプリケーション間でのデータのマッピン

グ
マッピングに関する一般的なシナリオは、次のとおりです。
• あるアプリケーションから別のアプリケーションに最下位レベルのノードをマッピング
します。
たとえば、自社によって子会社が合併されるときに、子会社のローカル勘定科目を自社の
勘定科目にマッピングするとします。この場合、マッピング階層を使用すると、マッピン
グを実行できます。これにより、最下位レベルのノードが自社の勘定科目ディメンション
ではなくマッピング階層内に配置されるため、自社の勘定科目ディメンションへの影響お
よび混乱を回避できます。

• 計画目的で使用される財務上要約された勘定科目に一般会計トランザクション勘定科目
をマッピングします。

ノート:

すべてのシナリオで、マッピング階層セットは、ディメンション内の階層関係
とは別のマッピング関係を保持します。

考慮事項:
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• マッピングは Oracle Financials Cloud 一般会計アプリケーションではサポートさ
れていません。

• 他のすべてのアプリケーションの場合:

– 最下位レベルのソース・ノードは最下位レベルのターゲット・ノードにのみマ
ッピングできます。

– 1つ以上のソース・ノード・タイプを 1つのターゲット・ノード・タイプにし
かマッピングできません。

– マッピング・データをエクスポートするには:

* マッピング・ビューポイントとターゲット・ディメンションにバインドさ
れたビューポイントの両方を含むビューを使用します。

* Planningおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーションの場
合は、マッピング・データをファイルまたは外部アプリケーションの受信
ボックスにエクスポートできます。

* 汎用アプリケーションの場合、マッピング・データはファイルにのみエク
スポートできます。

– 様々なタイプのノードをマッピングしているときに、ターゲット・ノードの符
号を反転させる必要がある場合は、必要に応じて、Core.Change.Signプロパ
ティを使用します。たとえば、資産を負債にマッピングする場合、
Core.Change.Signプロパティを追加して Trueに変更します。マッピング・デ
ータをエクスポートする場合:

* ターゲット・ノードが Planningまたは Financial Consolidation and Close
アプリケーション内にある場合は、ターゲット・ノードにマイナス符号が
追加されます。

* ターゲット・ノードが汎用アプリケーション内にある場合、負数の符号が
含まれる列がエクスポートされます。

外部アプリケーションによってマッピング・データがインポートされる場合、
ターゲット・ノードに変更符号が適用されます。たとえば、ターゲットが
Planningアプリケーションであるときに、資産ノードを負債ノードにマッピン
グする場合、ソース・ノード・タイプに Core.Change.Signを追加して Trueに
設定します。エクスポート時には、ターゲット・ノードに変更符号が追加され
ます。Planning内で、データ管理モジュールにより、データがインポートさ
れ、ターゲット・ノードに変更符号が適用されます。

ソース・ノードのターゲット・ノードへのマッピング
ソース・アプリケーションの 1つ以上のディメンション内のノードを、ターゲット・
アプリケーションのディメンション内のノードにマッピングできます。最初に、ソー
ス・ディメンションごとに少なくとも 1つのソース・ノード・タイプを作成します。
次に、ソースとターゲットのノード・タイプを含むマップ・バインド、およびソース・
ノード・タイプごとに場所を定義するマッピング・キーを作成します。ソース、ター
ゲットおよびマッピング・ビューポイントを備えたメンテナンス・ビューを作成する
と、ソースおよびターゲット・ビューポイントからマッピング・ビューポイントにノ
ードをドラッグ・アンド・ドロップすることで、ソースをターゲットにマップできま
す。ノードのマッピングが終了した後は、マッピングをエクスポートできます。
ソース・ノードをターゲット・ノードにマップするには:
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1. マップ・バインドのソース・ノードタイプを作成します。ソース・ディメンションごとに
少なくとも 1つのノード・タイプを作成する必要があります。必要に応じて、ソース・デ
ィメンションに複数のノード・タイプを作成できます。
a. ターゲット・ディメンションを使用して、ソース・ノードを保持するためのノード・
タイプをマッピング・ビューポイントに作成します。ノード・タイプの作成を参照し
てください。

ノート:

ソース・アプリケーションのソース・ノード・タイプは使用できないため、
新しいソース・ノード・タイプを作成する必要があります。ノード・タイプ
はディメンションとアプリケーションに対して固有です。

b. ノード・タイプ・コンバータを作成し、各ソース・アプリケーションのノード・タイ
プを前述のステップ 1aで作成したノード・タイプに変換します。ノード・タイプ・
コンバータの操作を参照してください。

c. アプリケーション間で数値データを転送するときに符号の変更が必要となるノード
をマッピングする場合(たとえば、資産を負債にマッピングする場合)は、必要に応じ
て、ソース・ノード・タイプに Core.Change.Signプロパティを追加します。

2. マップ・バインドを作成します。マップ・バインドの作成を参照してください。
マップ・バインドを使用して、様々なソース・システムおよびターゲット・システムのノ
ード・タイプを相互にマップできます。

ノート:

ノード・タイプをマップ・バインドに追加する場合は、マップ先のすべてのタ
ーゲット・ノード・タイプと、マッピング・ビューポイント用に作成したソー
ス・ノード・タイプを追加します。

マップ・バインドを作成すると、次のデータ・チェーン・オブジェクトも作成されます:

• 新しい階層セットが作成され、マップ・バインドの作成時に特定したターゲット・ノ
ード・タイプが階層セットに追加されます。

• 新しいノード・セットが作成され、新しい階層セットがポイントされます。
• ターゲット・アプリケーションのデフォルト・ビューに新しいマッピング・ビューポ
イントが作成され、新しいノード・セットを使用するように設定されます。

3. (オプション)マッピング階層セットを構成します。階層セットの作成を参照してくださ
い。
マップ・バインドの作成時に作成される階層セットには、マップ・バインドの作成時に指
定したすべてのソース・ノード・タイプとターゲット・ノード・タイプが含まれます。こ
の階層セットは、必要に応じて編集できます:

• マップ・バインドの作成後に別のソース・ノード・タイプを追加した場合は、それら
を階層セットに追加して、マッピング・キーを定義する際に使用できるようにしま
す。
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• 階層セットのノードに対して、関連するロールアップ・ルールを追加します。
たとえば、ターゲット・ノード・タイプは、ソース・ノードとそれ自体を子と
して指定できますが、ソース・ノード・タイプには子を指定できません。

4. マッピング・キーを定義します。マッピング・キーの定義を参照してください。
マッピング・キーを使用すると、マッピング・データをエクスポートするために、
選択したソース・ノード・タイプとターゲット・ノード・タイプの組合せである場
所を設定できます。

ノート:

マッピング・キーを定義する際は、マップ・バインドの作成時に作成さ
れたマッピング・ビューポイントを選択します。

5. ソース・ビューポイント、ターゲット・ビューポイントおよびマッピング・ビュー
ポイントが含まれるメンテナンス・ビューの作成
マップ・バインドの作成時に作成されたソース・ビューポイント、ターゲット・ビ
ューポイントおよびマッピング・ビューポイントが含まれるメンテナンス・ビュー
を設定します。これにより、ソース・ビューポイントとターゲット・ビューポイン
トからマッピング・ビューポイントにノードをドラッグ・アンド・ドロップできる
ようになります。
a. ビューを作成します。ビューの作成を参照してください。
b. ソース・ディメンションが含まれるビューポイントを作成します。ビューポイ
ントの作成を参照してください。

c. ターゲット・ディメンションが含まれるビューポイントを作成します。
d. マップ・バインドで作成されたノード・セットを使用して、マッピング・ビュ
ーポイントを作成します。

6. ソース・ノードのターゲット・ノードへのマッピング
a. メンテナンス・ビューを開き、左右並びボタン  (またはテーマに応じて )
をクリックし、ビューポイントを操作します。

b. マッピング・ビューポイントを右側に表示し、左側ではターゲット・ビューポ
イントとソース・ビューポイントを切り替えて表示します。

c. マッピング・ビューポイント内での操作:

i. ターゲット・ノード・タイプを使用して、最上位ノードを作成します。た
とえば、勘定科目ノードをマッピングしている場合、勘定科目のマッピン
グという名前を付けます。対話型での変更を参照してください。

ノート:

この最上位ノードを使用して、マッピングされたターゲット・ノ
ードとソース・ノードをグループ化します。これにより、マッピ
ングを編成し、最上位ノードの数を最小限に抑えることができま
す。
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ii. ターゲット・アプリケーションからノードをドラッグ・アンド・ドロップします。
これはマッピング・ビューポイントでは親ノードになります。

iii. ソース・アプリケーションからノードをドラッグ・アンド・ドロップします。こ
れはマッピング・ビューポイントでは子ノードになります。

ノート:

最下位レベルのソース・ノードは最下位レベルのターゲット・ノードに
のみマッピングできます。

d. オプション: アプリケーション間で数値データを転送するときに符号の変更が必要と
なるノードをマッピングする場合は、ソース・ノード・タイプで Core.Change.Sign
プロパティを Trueに設定すると、ターゲット・ノードで符号が反転します。それ以
外の場合、プロパティは Falseに設定されたままにします。

e. これらのステップを繰り返し、ノードを必要な数だけマッピングします。
f. マッピング・キーを作成してマッピング・データをエクスポートするには、マッピン
グ・ビューポイントとターゲット・ディメンションにバインドされたビューポイント
の両方を含むビューが必要です。これを設定するには、次のいずれかのビューを使用
します。
• アプリケーションの登録時に作成され、ターゲット・ディメンションにバインド
されたビューポイントがあるアプリケーションのデフォルト・ビューを使用しま
す。デフォルト・ビューに設定されたマッピング階層ノードを使用して、マッピ
ング・ビューポイントを追加します。デフォルトのビューを使用して、マッピン
グ・データとディメンション・データの両方をエクスポートできるようになりま
した。

• メンテナンス・ビューを使用して、ターゲット・ビューポイントをターゲット・
ディメンションにバインドします。

ノート:

メンテナンス・ビューでは、ターゲット・ビューポイントはアプリケー
ション登録の外部で作成され、デフォルトではターゲット・ディメンシ
ョンにバインドされていません。ターゲット・ビューポイントをバイン
ドするには、ターゲット・ディメンションの既存のバインドを編集し、
ターゲット・ビューポイントを指すように変更します。ディメンション
にバインドされたオブジェクトの特定を参照してください。

7. マッピング・データをエクスポートしますマッピング・データのエクスポートを参照して
ください。

(オプション)データ管理を使用して、マッピング・データを Planningまたは Financial
Consolidation and Closeにインポートできます。
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ヒント:

マップ・バインドの作成後にソース・ノード・タイプを追加した場合は、次
の手順に従って、それらをマッピング・ビューポイントに追加します:

1. マップ・バインドの作成時に作成された階層セットに新しいソース・ノ
ード・タイプを追加します。

2. 階層セットのソース・ノード・タイプのロールアップ・ルールを追加し
ます。

3. マッピング・キーに新しいソース・ノード・タイプを追加します。

時間ラベル付きビューポイントの操作
時間ラベル付きビューポイントを使用すると、過去の時点からノード・セット内のデ
ータにアクセスできます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
時間ラベル付きビューポイントを使用して、デ
ータの比較、レポートおよび分析を支援するた
めに、過去の時点からノード・セット内のデー
タにアクセスする方法を学習します。

 時間ラベル付きビューポイントの操作

それぞれの時間ラベル付きビューポイントでは単一の時間ラベルが使用されるため、
様々なビジネス・ニーズに基づいて様々なタイプの時間ラベル付きビューポイントを
作成できます。たとえば、エンティティ・データを四半期ベースで履歴と比較するロ
ーリング時間ラベル付きビューポイントを作成したり、再編成前の参照として使用す
るコスト・センター階層について固定時間ラベルを作成できます。
時間ラベル付きビューポイントを作成する前に、時間ラベル自体を作成する必要があ
ります。時間ラベルの作成、編集および削除を参照してください。
時間ラベル付きビューポイントを作成するときには、表示する履歴データが含まれて
いるノード・セットを使用する必要があります。次の図は、標準ビューポイントと時
間ラベル付きビューポイントの両方に同じノード・セットを使用できることを示して
います。標準ビューポイント内のデータは表示および編集できますが、時間ラベル付
きビューポイントは読取り専用です。
 

 

第 19章
時間ラベル付きビューポイントの操作

19-14

http://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:112:0::::P112_CONTENT_ID:33086


考慮事項
• ビューの時間ラベル付きビューポイントを作成するには、ビューに対する所有者権限およ
びそのビュー内のデータ・オブジェクトに対するデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ権限が必要です。

• 時間ラベル付きビューポイントは読取り専用です。時間ラベル付きビューポイント内の
データを変更することはできません。つまり、次の操作は使用できません:

– 要求
– インポートおよびビューポイント・ロード
– サブスクリプション
時間ラベル付きビューポイントからの検索、比較、抽出(全体抽出のみ)、ダウンロードと
いった読取り専用は実行できます。

• 時間ラベル付きビューポイントは外部アプリケーションにバインドできないため、インポ
ートまたはエクスポートで使用することはできません。

• 時間ラベル付きビューポイントをビューポイント問合せで使用したり、時間ラベル付きビ
ューポイントを検証することはできません。

• ユーザーの現在のビューポイント権限によって、時間ラベル付きビューポイントにおける
データ・アクセスが決まります。つまり、ユーザーが現在、ビューポイント・データに対
するアクセス権を持っている場合は、時間ラベルに関連付けられている期間にそのビュー
ポイント・データに対するアクセス権を持っていなかったとしても、そのデータを表示で
きます。

• 時間ラベル付きビューポイントは、そのビューポイントのノード・セットの作成日より後
の期間のデータにのみアクセスできます。

• 時間ラベル付きビューポイントに表示されるプロパティは、ノード・セットにおける各ノ
ード・タイプの現在のプロパティに基づきます:

– 時間ラベルに関連付けられている期間に存在していなかったノード・タイプのプロパ
ティが現在存在する場合、そのプロパティは、ビューポイントに値なしで表示されま
す。

– ノード・タイプのプロパティが現在は存在しないが、時間ラベルに関連付けられてい
る期間に存在していた場合、そのプロパティはビューポイントに表示されません。

• 時間ラベル付きビューポイントでは、プロパティ値を決定するために、時間レベルに関連
付けられている期間に存在していた履歴プロパティ・パラメータが使用されます。これに
は次のものが含まれます:

– 許容値または無効な値
– 継承された値
– 式に基づいて導出された値
ただし、時間ラベル付きビューポイントでプロパティを検査する場合、インスペクタで
は、現在のプロパティ・パラメータを使用してプロパティ値が決定されます。
たとえば、別名プロパティが履歴時間ラベルの時点ではノード名から導出されていたが、
後で変更されて、ノード名と説明から導出されるようになった場合、その時間ラベルを使
用する時間ラベル付きビューポイントにはノード名が別名として表示されます。ただし、
別名プロパティを検査する場合は、ノード名と説明がインスペクタに表示されます。

• 時間ラベル付きビューポイントのノード履歴は、時間ラベルで構成した指定の日時まで表
示されます。
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ビューポイントのコピー
アクティブ・ビューポイントをコピーして新しいビューポイントを作成できます。階
層ビューポイントからコピーする場合、ビューポイントからノードだけでなく、ノー
ド・タイプ間の関係もコピーできます。ビューポイントのバージョンを保持する場合、
バージョンをコピーして読取り専用にすることができます。

ノート:

時間ラベル付きビューポイントはコピーできません。

考慮事項
• ビューポイントがコピーされる際、関連付けられたデータ権限およびデータ・オブ
ジェクトの承認ポリシーもコピーされます。ただし、保存済ビューポイント問合せ
(パブリックおよびプライベートの両方)は新しいビューポイントにコピーされま
せん。

• ビューポイント内で自分と同じ階層を持つ特定のユーザーに対してノードおよび
プロパティ・アクションを制限する場合、ビューポイントをコピーするかわりに、
同じノードを使用して新しいビューポイントを作成するが許容可能アクションと
編集可能プロパティを設定することにより、新しいビューポイント内のノードおよ
びプロパティ・アクションを制限できます。

• 複製タブでビューポイントを開いた場合、複製タブからビューポイントをコピーす
ることはできません。ビューポイントは元のタブからのみコピーできます。複製
ビューポイント・タブの使用を参照してください。

ノードのコピー
ノードをコピーする場合:

• 元のビューポイント内のノード・タイプがコピーされ、新しいビューポイントのノ
ード・セット内で使用される新しいノード・タイプが作成されます。

• 元のビューポイントのノード・タイプ内のノードが、新しいビューポイントの新し
いノード・タイプにコピーされます。

階層ビューポイントのノードをコピーする場合、関係もコピーする必要があります。

ノート:

ノードをコピーしない場合、元のビューポイントのノード・タイプが新しい
ビューポイントのノード・セット内で使用されます。

関係のコピー
階層ビューポイントから関係をコピーする場合:

• 元のビューポイントの階層セットがコピーされ、新しいビューポイントの新しい階
層セット内が作成されます。元の階層セット内の関係がすべて、新しい階層セット
にコピーされます。
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• ノードのコピー・オプションに基づくノード・タイプが新しい階層セットによって使用さ
れます。

コピー・オプションに基づく新しいビューポイントの作成
次の表に、ビューポイントのコピー時に選択するコピー・オプションに応じて新しいビュー
ポイントのデータ・チェーンがどのように作成されるかを示します。
たとえば、階層ビューポイントからのみ関係をコピーすることを選択した場合:

• 新しいノード・セットが作成されます。
• 新しい階層セットが作成されます。
• コピーしたビューポイントの元のノード・タイプが使用されます。
表 19-2 階層ビューポイントのコピー

ノードのコピー 関係のコピー ノード・セット 階層セット ノード・タイプ
はい はい 新規 新規 新規
いいえ はい 新規 新規 オリジナル
いいえ いいえ 新規 オリジナル オリジナル

ノート:

階層ビューポイントをコピーする場合、ノードのみをコピーすることはできません。

表 19-3 リスト・ビューポイントのコピー

ノードのコピー ノード・セット ノード・タイプ
はい 新規 新規
いいえ 新規 オリジナル

ビューポイントをコピーする際のバインディングに関する考慮事項
バインドされたビューポイントをコピーする場合は、ノードおよび関係のコピーについて選
択したオプションが、次のように新しいビューポイントのデータ・オブジェクトのバインデ
ィング・ステータスに影響します。
• 「ノードのコピー」または「関係のコピー」を選択していない場合は、新しいビューポイ
ントが完全にバインドされます。これを使用して、新しいノード・セットを使用してフィ
ルタされたビューを作成できます。コピーされたビューポイントで実行された更新は、本
番データに影響します。

• 関係をコピーし、ノードをコピーしないと、ビューポイントはノード・タイプにバインド
されます。これは、代替階層の what-ifシナリオを作成するのに役立ちます。たとえば、
ビューポイントの関係をコピーし、ノードをコピーしないことで、従業員の再編成をモデ
ル化できます。ビューポイントはノード・タイプにバインドされるため、ノードに対する
変更(たとえば、従業員の住所変更)は本番データに影響しますが、関係に対する変更(たと
えば、別のマネージャへの従業員の異動)は影響しません。
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• 関係とノードの両方をコピーすると、新しいビューポイントはまったくバインドさ
れません。これは本番データに影響を与えることなく、すべての変更を自由にモデ
ル化できるサンドボックス環境を作成するのに役立ちます。このオプションはバ
ージョン管理にも使用できます。

ビューポイントのコピー
ビューポイントをコピーするには:

1. 「ビュー」で、アクティブなビューを開きます。
2. ビューポイントを選択します。
3. ビューポイント名の右側にカーソルを置き、メニュー・アイコン をクリックし、
「コピー」を選択します。

4. ビューポイントの名前と説明を定義し、ノードと関係(階層ビューポイントのみ)を
コピーするかどうかを選択し、「コピー」をクリックします。
ビューポイントが作成され、操作が可能になります。

バージョン管理のベスト・プラクティス
次に、ビューポイントをコピーする際のバージョン管理のベスト・プラクティスを示
します。

使用例 ベスト・プラクティス
特定の期間に関するノードおよび階層の履歴
コピーを作成します。たとえば、2018年 1月
時点の貸借対照表および損益計算書のコピー
を作成します。引き続き、2018年 2月の変更
を使用して元のバージョンを編集します。

「ノードのコピー」および「関係のコピー」を
選択することで、個別のバージョンのノードと
階層を作成します。

異なる期間またはビジネス・イベントについて
階層を再編成または再構築します。たとえば、
ビジネス・ユニット階層のコピーを作成してか
ら、コピーしたビューポイント階層を再構築
し、提案された組織変更の効果をビジュアル化
します。

「関係のコピー」を選択することで、同じノー
ドを使用して個別のバージョンの階層を作成
します。
バインドされたビューポイントの変更による
代替ビューポイントのエクスポートを参照し
てください。

ディメンションのバインドされたビューポイント
の変更

代替ビューポイントはアプリケーション登録の外部で作成されるため、デフォルトで
は外部アプリケーションにバインドされません。代替ビューポイントのデータをイン
ポートまたはエクスポートする必要がある場合、バインディングに対する Oracle
Enterprise Data Management Cloudディメンションを検査し、バインドされたビュー
ポイントを変更して、代替ビューポイントを外部オブジェクトにバインドする必要が
あります。
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ノート:

時間ラベル付きビューポイントはディメンションにバインドできません。

バインドされたビューポイントの変更プロシージャは、アプリケーション・タイプによって
異なります。
• Planningアプリケーションは、Oracle Enterprise Data Management Cloudディメンショ
ン内の単一の外部ディメンションへのバインドをサポートしています。代替ビューポイ
ントをバインドする場合、既存のバインディングを編集し、代替のビューポイントをポイ
ントするように変更します。Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションのディ
メンションへのビューポイントのバインドを参照してください。

• Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションでは、Oracle Enterprise Data
Management Cloudディメンション内の複数の外部オブジェクト(セグメント/値セットお
よびツリー)へのバインドがサポートされています。既存のバインドされたビューポイン
トを変更したり(たとえば、古いバージョンのツリーをエクスポートしない場合など)、既
存のバインディングをコピーして新しいバインディングを作成できます(たとえば、バイ
ンドされたツリーの新しいバージョンを追加するが、既存のバインドされたツリーのバー
ジョンも維持する場合など)。ツリーまたはツリー・バージョンを作成するためのバイン
ディングのコピーを参照してください。

• Financial Consolidation and Closeアプリケーションは、Oracle Enterprise Data
Management Cloudディメンション内の単一の外部ディメンションへのバインドをサポ
ートしています。代替ビューポイントをバインドする場合、既存のバインディングを編集
し、代替のビューポイントをポイントするように変更します。Financial Consolidation
and Closeアプリケーションのディメンションへのビューポイントのバインドを参照し
てください。

• 汎用アプリケーションは、Oracle Enterprise Data Management Cloudディメンション内
の単一の外部ディメンションへのバインドをサポートしています。代替ビューポイント
をバインドする場合、既存のバインディングを編集し、代替のビューポイントをポイント
するように変更します。また、ディメンションのノード・タイプおよびプロパティもカス
タマイズできます。汎用アプリケーションのユーザー定義ディメンションにバインドさ
れたビューポイントの変更を参照してください。

• 標準ディメンションのバインディングを変更する際、マップ・バインド以外の任意のバイ
ンディングに対してレガシー GLまたは参照クラス・ノード・タイプを含むビューポイン
トは選択できません。参照ディメンションの場合、レガシー GLまたは参照クラス・ノー
ド・タイプのビューポイントを選択できます。
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20
プロパティの操作

ディメンションには、ノードで使用されるプロパティが含まれます。「プロパティ」ページに
は、ディメンションに追加できるプロパティがリストされます。Oracle Enterprise Data
Management Cloudでは、プロパティの初期セットが提供されます。カスタム・プロパティ
は、「プロパティ」ページから、または汎用アプリケーションを登録するときに作成できま
す。
アプリケーションのディメンションで使用可能なプロパティは、アプリケーション・タイプ
によって決まります。
• 汎用アプリケーションの登録時に、カスタム・プロパティを作成するか既存のプロパティ
を選択できます。

• Oracle Fusion Cloud EPMアプリケーションの登録時に、ディメンションのディメンショ
ン・タイプに基づいてプロパティが自動的に追加されます。

プロパティがビューポイントに表示される方法をカスタマイズできます。たとえば、プロパ
ティの代替名を表示できます。ビューポイントのプロパティの構成方法の理解を参照してく
ださい。
次の表で説明するように、アプリケーションのタイプによってプロパティの一部の特性が決
まります。
表 20-1 プロパティとアプリケーション・タイプ

アプリケーショ
ン・タイプ

プロパティの考慮事項

Oracle Fusion
Cloud EPMアプ
リケーション

プロパティの追加や除去はできません。ノードに使用できるプロパティは、アプリ
ケーションの登録時に自動的に追加されるプロパティのみです。アプリケーショ
ン固有のプロパティの場合、次を参照してください。
• Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの事前定義済プロパティ
• Financial Consolidation and Closeアプリケーションの事前定義済プロパティ
• Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの事前定義済

プロパティ
Oracle
Financials
Cloud一般会計
アプリケーショ
ン

プロパティの追加や除去はできません。ノードに使用できるプロパティは、アプリ
ケーションの登録時に自動的に追加されるプロパティのみです。アプリケーショ
ン固有のプロパティの場合、Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの
事前定義済プロパティを参照してください

Oracle E-
Business Suite
一般会計アプリ
ケーション

プロパティの追加や除去はできません。ノードに使用できるプロパティは、アプリ
ケーションの登録時に自動的に追加されるプロパティのみです。アプリケーショ
ン固有のプロパティの場合、E-Business Suite一般会計アプリケーションの事前定
義済プロパティを参照してください

汎用アプリケー
ション

• 汎用以外のアプリケーション・タイプのプロパティを追加できます。たとえ
ば、Planningプロパティを汎用アプリケーションに追加できます。

• ディメンションのノード・タイプのプロパティを追加または除去できます。
• 他のデータ・チェーン・オブジェクトまたはアプリケーション登録によって参
照されていないかぎり、カスタム・プロパティを削除できます。
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表 20-1 (続き) プロパティとアプリケーション・タイプ

アプリケーショ
ン・タイプ

プロパティの考慮事項

ユーザー・アプリ
ケーション

プロパティの追加や除去はできません。ノードに使用できるプロパティは、アプリ
ケーションの作成時に自動的に追加されたプロパティのみです。ユーザー・アプリ
ケーションの事前定義済プロパティを参照してください。

ノート:

• Oracle Fusion Cloud EPMアプリケーションには固有の考慮事項がある
可能性があります。その場合、それらの考慮事項についてはアプリケー
ション・タイプに関するトピックで説明します。

• すべてのアプリケーション・タイプについて、アプリケーションに登録
されていないプロパティをノード・タイプに追加して、ビューポイント
でプロパティを使用可能にすることができます。ノード・タイプに追加
された未登録のプロパティは、アプリケーションのデータのインポート
またはエクスポート時に含められません。
インポートまたはエクスポートできない場合にプロパティをノード・タ
イプに追加するのはなぜでしょうか。このようなプロパティを使用し
て、ソートをカスタマイズしたり、Oracle Enterprise Data Management
Cloudユーザー向けの説明およびコメントを含めることができます。

プロパティのデータ型
プロパティは、次のデータ型を使用して定義されます。

プロパティのデータ型 定義 例
ブール trueまたは falseにすることができ

る値
True
はい

日付 日付値。時刻値は含まれません。 03/05/2023
浮動小数点 小数部を持つ数値 587.5
整数 整数 1000
リスト 一連の文字列 売掛金

現金
減価償却

メモ 改行やタブ文字などのフォーマット
および空白文字を使用できる大きい
文字列。

Java正規表現(例: return
node.properties.PLN.For
mula.replace("\R", ".
"))

ノード
ノート: サブタイプはノ
ード・データ型で使用で
きます。ノード・データ
型のサブタイプを参照
してください。

「基本」サブタイプ: 同じノード・セ
ットまたは異なるノード・セット内
の別のノードへのポインタ。

親ノード(例: Accounts -
Project)
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プロパティのデータ型 定義 例
「ユーザー」サブタイプ: ユーザー・
アプリケーション内のユーザー・ノ
ードまたはユーザー・ロールアップ・
ノードへのポインタ

コスト・センター・マネージ
ャ(例: Barry Mills)

数値文字列 数字(0-9)のみを使用できる文字列。 12475381469113081838
シーケンス 自動的に生成される増分番号。 0001005

0001010
0001015

文字列
ノート: サブタイプは文
字列データ型で使用で
きます。文字列サブタ
イプを参照してくださ
い。

「基本」サブタイプ: テキストおよび
数字。 自己資本
「電子メール」サブタイプ: 電子メー
ル・アドレス

user@companyname.com

「ハイパーリンク」サブタイプ: ハイ
パーリンク情報

https://companyname.com

タイムスタンプ 日時値 03/05/2023 11:30 AM

プロパティ・レベル
プロパティ・レベルは、プロパティ値がどこで定義されるかを決定します。
• ノード: 定義済のプロパティ値がすべての場所およびビューポイント全体でそのノードに
適用されます。

• 関係: 定義済のプロパティ値は、階層セット内の特定の親子関係に対して一意です。

注意:

プロパティ・レベルは、定義済のプロパティ値のみに適用されます。継承値および
派生値(デフォルト式で位置指定ロジックを使用する場合)は、ノードおよび関係レ
ベルの制約条件に準拠しない場合があります。プロパティの継承および派生プロパ
ティを参照してください。

プロパティの発生元
プロパティの発生元は、ノードの値がどのようにして発生したかを特定します。プロパティ
値の発生元は、次のとおりです:

• デフォルト: 値はアプリケーションの登録時に構成できます
• 定義: 値はユーザーによって定義されます
• 継承: 値は祖先ノードから継承されます
• 派生: 値は計算されます。例: 子の数
• 派生および保管: 値が派生され、ノードに保管されました。
• 計算済(「名前」プロパティと「親」プロパティのみ): 要求中に、ノード名または親の値が
計算されました。ノード名の場合、要求が完了すると、発生元に「定義済」と表示されま
す。
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• 不明: 値の発生元を特定できません
詳細は、次を参照してください:

• データ・チェーンの理解
• ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成
• プロパティ名およびネームスペースの理解
• ノード・タイプのプロパティの追加、除去および構成
• ユーザー定義ディメンションのノード・タイプからのプロパティ除去
• プロパティの検査
• プロパティの継承
• 派生プロパティ

ノート:

プロパティ値を導出するための式の作成の詳細は、式を使用したカスタ
ム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください。

プロパティ名およびネームスペースの理解
プロパティは、名前とネームスペースで識別されます。たとえば、Core.Node Typeプ
ロパティはネームスペース Coreと名前 Node Typeを持ちます。
様々な外部アプリケーションが同じプロパティ名を使用する可能性があるため、ネー
ムスペースは便利です。これにより、プロパティ名を保持しながら、各プロパティを
一意に識別できます。ネームスペースは、アプリケーションを登録する際にプロパテ
ィに自動的に割り当てられます。
次の表に、使用可能なネームスペースの説明を示します。
表 20-2 ネームスペース

ネームスペース 説明
Core Oracle Enterprise Data Management Cloudシステム・プロパティ。た

とえば、Core.Nameプロパティはノード名に使用されます。システムお
よび統計プロパティを参照してください。

CoreStats Oracle Enterprise Data Management Cloud統計プロパティ。たとえ
ば、CoreStats.# Childrenプロパティは特定ノードの子ノードの数を
計算します。システムおよび統計プロパティを参照してください。

Custom 汎用アプリケーションのプロパティ。
EBSGL Oracle E-Business Suite一般会計アプリケーションのプロパティ。E-

Business Suite一般会計アプリケーションの事前定義済プロパティを参照
してください。

FCCS Financial Consolidation and Closeアプリケーションのプロパティ。
Financial Consolidation and Closeアプリケーションの事前定義済プロパ
ティを参照してください。
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表 20-2 (続き) ネームスペース

ネームスペース 説明
FCGL Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのプロパティ。

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの事前定義済プロパテ
ィを参照してください。

Lookup 参照クラス・ノード・タイプのプロパティ。参照ノード・タイプの事前定
義済プロパティを参照してください。

PLN Planningアプリケーションのプロパティ。Planningおよびフリーフォー
ム・アプリケーションの事前定義済プロパティを参照してください。

User ユーザー・クラス・ノード・タイプのプロパティ。ユーザー・アプリケー
ションの事前定義済プロパティを参照してください。

アプリケーションを登録したかどうかに関係なく、Coreおよび CoreStatsネームスペースを
持つプロパティが「プロパティ」ページに表示されます。他のネームスペースを持つプロパ
ティについては、登録済アプリケーションによって使用されたプロパティのみが「プロパテ
ィ」ページに表示されます。たとえば、Planningアプリケーションを登録したが、汎用アプ
リケーションは登録しなかった場合、「プロパティ」ページには PLNネームスペースを持つプ
ロパティは表示されますが、Customネームスペースを持つプロパティは表示されません。
詳細は、プロパティの操作を参照してください。
例 20-1 同じ名前を持つ 2つのプロパティを一意に識別
Oracle Enterprise Data Management Cloudには PLN.Account Typeプロパティが含まれま
す。Account Typeという名前のプロパティを持つ汎用アプリケーションを登録するとしま
す。次に例に示すように、Customおよび PLNネームスペースは 2つのプロパティを区別しま
す。
 

 
 

 

システムおよび統計プロパティ
次のプロパティは、システム内で事前定義済であり、登録されたアプリケーションがあるか
どうかに関係なく、「プロパティ」ページに表示されます。システム・プロパティでは、Core
ネームスペースが使用されます。統計プロパティでは、CoreStatsネームスペースが使用され
ます。
詳細は、次を参照してください:
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• プロパティの操作
• プロパティ名およびネームスペースの理解
システム・プロパティ

プロパティ データ型 レベル 説明
代替名 文字列 ノード 代替ノード識別子(様

々なノード・タイプに
わたる共通ノードを識
別するのに使用)

符号の変更 ブール 関係 エクスポートのマッピ
ングの符号の変更イン
ジケータ

説明 文字列 ノード ノードの説明
名前 文字列 ノード ノード名

統計プロパティ

プロパティ データ型 レベル 説明
子の数 整数 関係 直接の子の数
子孫の数 整数 関係 子孫の数
最下位ノード ブール 関係 ノードに子があるかど

うかを決定します
作成者 文字列 ノード ノードを作成したユー

ザー
作成日 タイムスタンプ ノード ノードが作成された日

時
EDMユーザー ブール ノード User.Email

Addressプロパティ
が有効なユーザーと一
致した場合、Trueを
返します。

EDMユーザー名 文字列 ノード User.Email
Addressプロパティ
が有効なユーザーと一
致した場合、Oracle
Enterprise Data
Management Cloud
ユーザー名を返しま
す。
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プロパティ データ型 レベル 説明
最終変更者 文字列 ノード ノード、またはノード

に対して実行する要求
アクションを更新した
最終個人のユーザー
ID。これには、ノード
に対して定義されたノ
ード名、説明または任
意のノード・プロパテ
ィ(ノードおよび関係)
の更新、およびノード
に対して加えられた構
造的な変更(全階層セ
ット間のノードの移動
や挿入など)が含まれ
ます。

最終変更日 日付 ノード ノードが最後に更新さ
れた日時。これには、
ノードに対して定義さ
れたノード名、説明ま
たは任意のノード・プ
ロパティ(ノードおよ
び関係)の更新、および
ノードに対して加えら
れた構造的な変更(全
階層セット間のノード
の移動や挿入など)が
含まれます。

レベル 整数 関係 階層ノード・セット内
のノードのレベル

ノード ID 文字列 ノード ノードのユニバーサル
一意識別子(UUID)
例:
31B42B2B-00FF-436
F-9C95-5E7247069C
81

ノード ID (32ビット) 数値文字列 ノード ノード IDの 32ビッ
ト・ハッシュ値
例: 3940068023
注意: ノード IDのハ
ッシュ値は一意でない
場合があります。

ノード ID (64ビット) 数値文字列 ノード ノード IDの 64ビッ
ト・ハッシュ値
例:
12475381469113081
838
注意: ノード IDのハ
ッシュ値は一意でない
場合があります。

ノード・タイプ ノード・タイプ ノード ノードのノード・タイ
プ
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プロパティ データ型 レベル 説明
親 ノード 関係 現在の位置にあるノー

ドの親ノード名
親ノード・タイプ ノード・タイプ 関係 親ノード・タイプ
関係 ID 文字列 関係 関係のユニバーサル一

意識別子(UUID)
例: 8CC68310-
A7AB-44C9-89BA-02
6A2BDAE2BA

兄弟のソート順 整数 関係 親ノードの下の子ノー
ドをソートするための
数値。これは、階層セ
ットで「カスタム順序
の使用」が有効になっ
ている場合に使用され
ます。同じソート順序
番号の兄弟は、英数字
順にソートされます。

プロパティの作成について
Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、プロパティは 3つの方法で作成され
ます:

• アプリケーション固有のアダプタを使用してパッケージ化されたアプリケーショ
ンを登録すると、事前定義済プロパティが自動的に作成されます。作成されるプロ
パティは、登録時に指定した設定(たとえば、Planningアプリケーションの登録時
に追加したキューブと別名の数)の影響を受けます。これらの事前定義済プロパテ
ィは、外部アプリケーションにバインドされ、インポートおよびエクスポートの対
象となります。アプリケーション・タイプの理解を参照してください。

• 汎用アプリケーションを登録する際、登録プロセスの中でカスタム・プロパティを
作成できます。登録時に作成したプロパティは、バインドされたノード・タイプに
追加され、インポートおよびエクスポートの対象となります。カスタム・プロパテ
ィの作成を参照してください。

• 「プロパティ」ページからプロパティを手動で作成できます。これらのプロパティ
は、最初はアプリケーションにバインドされておらず、インポートまたはエクスポ
ートされません。アプリケーション登録を変更し、バインドされたノード・タイプ
にプロパティを追加することで、汎用アプリケーションにバインドできます。プロ
パティの手動での作成を参照してください。

プロパティの手動での作成
パッケージ・アプリケーションまたは汎用アプリケーションの登録時にシステムで作
成されるプロパティに加えて、「プロパティ」ページから、外部アプリケーションにバ
インドされていないプロパティを手動で作成できます。
プロパティを作成するには、サービス管理者であるか、アプリケーションの所有者ま
たはメタデータ・マネージャ権限を保持している必要があります。プロパティを手動
で作成した後、ビューポイントで使用できるようにするには、プロパティをノード・
タイプに追加する必要があります。
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ノート:

プロパティ・ページから手動で作成したプロパティは、最初はアプリケーションに
バインドされていないため、インポートまたはエクスポートされません。プロパテ
ィを汎用アプリケーションにバインドする場合は、アプリケーション登録を変更し、
バインドされたノード・タイプにプロパティを追加する必要があります。

プロパティを手動で作成するには:

1. 「プロパティ」から「作成」をクリックします。
2. プロパティが含むデータのタイプと一致する「プロパティ・テンプレート」を選択しま
す。たとえば、プロパティの値が整数の場合は、Custom.Integer Templateを選択しま
す。

3. プロパティの「名前」と、必要に応じて「説明」を入力します。
4. 「プロパティ・レベル」では、プロパティ・テンプレートがカスタム・ネームスペース (た
とえば、Custom.String Template)にある場合に、プロパティをノードに適用するか、
ノード間の関係に適用するかを指定します。

ノート:

プロパティ・テンプレートが「カスタム」ネームスペース (たとえば PLN.Alias)
にない場合、「プロパティ・レベル」フィールドは読取り専用です。

5. 文字列データ型のプロパティについては、オプションでプロパティ・サブタイプを選択し
ます:

• 基本
• 電子メール
• ハイパーリンク
文字列サブタイプを参照してください。

6. デフォルト、共通およびデータ型のパラメータを指定します。プロパティ・データ・タイ
プのパラメータの理解を参照してください。

7. プロパティに許容値のリストを使用する場合は、許容値を入力します。プロパティの許容
値または無効な値の定義を参照してください。

8. プロパティをビューポイントで使用できるようにするアクションを実行します:

• プロパティを汎用アプリケーションにバインドしてインポートおよびエクスポート
できるようにする場合は、アプリケーション登録を変更し、バインドされたノード・
タイプにプロパティを追加します。汎用アプリケーションの変更を参照してくださ
い。

• プロパティをビューポイントに表示する一方で、アプリケーションにはバインドしな
い場合は、プロパティを使用可能にするビューポイントのノード・タイプを編集し
て、プロパティを追加します。ノード・タイプのプロパティの追加、除去および構成
を参照してください。
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ノート:

手動で作成されたプロパティは、汎用アプリケーションにのみバインドでき
ます。手動で作成したプロパティは、Planningなどのパッケージ化されたア
プリケーションにはバインドできません。

ビューポイントのプロパティのダウンロードおよびアッ
プロード

ビューポイントのプロパティを構成するときには、オフラインで参照するか、複数の
ビューポイントで同様の構成を再利用するために、ビューポイントのプロパティ定義
を Excelファイルにダウンロードでき、さらに、ユーザー・インタフェースを介して
手動でプロパティ定義を構成するかわりに、それらを含む Excelファイルをアップロ
ードできます。
ファイルへのビューポイントのプロパティのダウンロード

Tip:

この手順では、特定のビューポイントのプロパティ構成をダウンロードする
方法について説明します。プロパティ・ワークリストから単一のプロパティ
またはすべてのプロパティのプロパティ定義をダウンロードするには、プロ
パティ定義のダウンロードを参照してください。

プロパティをファイルにダウンロードするには:

1. プロパティのアップロード先となるビューポイントを検査します。ビューポイン
トの検査を参照してください。

2. 「プロパティ」タブで、ファイルへのプロパティのダウンロード をクリックし
ます。

Note:

「編集」モードの場合、ファイルへのプロパティのダウンロード・ボタン
は表示されません。

ファイルがダウンロードされた後、Excelで表示できます。
ファイルからのビューポイントのプロパティのアップロード
プロパティをアップロードする際の考慮事項
• プロパティをアップロードする際は、次のロールまたは権限の少なくとも 1つが必
要です:

– サービス管理者
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– ビューポイントを含むビューに対する「所有者」権限、およびビューポイントに関連
付けられているアプリケーションまたはディメンションに対する少なくとも「データ・マネージャ」権限または「メタデータ・マネージャ」権限

• ビューポイントのプロパティは、ファイルにリストされている順序で、アップロードされ
たファイル内のプロパティに置き換えられます。そのため、アップロード・ファイルに
は、ビューポイントのすべてのプロパティが、ビューポイントで求められる表示順どおり
に含まれている必要があります。部分アップロードまたはマージ・アップロードはサポー
トされていません。

• ビューポイントの無効なプロパティまたは重複したプロパティは、アップロードが処理さ
れるときにスキップされます。

• プロパティのデフォルト値は、必要に応じて移入されます。

Tip:

ビューポイントの現在のプロパティをダウンロードして、追加の変更を加えること
ができるテンプレートとして使用し、再びシステムにアップロードできます。ファ
イルへのビューポイントのプロパティのダウンロードを参照してください。

プロパティをビューポイントにアップロードするには:

1. プロパティのアップロード先となるビューポイントを検査します。ビューポイントの検
査を参照してください。

2. 「プロパティ」タブで、「編集」をクリックします。
3. 「ファイルからのビューポイント・プロパティのロード」 をクリックします。

Note:

「ファイルからのビューポイント・プロパティのロード」ボタンを表示するに
は、「編集」モードである必要があります。

4. プロパティ・ファイルを参照して、「開く」をクリックします。

Note:

プロパティ・ファイルが正しい形式である必要があります。ビューポイント・
プロパティ・ファイルの形式を参照してください。

プロパティ・ファイルが処理され、結果が表示されます。
5. オプション: 結果のメッセージで、「成功」または「警告ありで成功」の結果について、リ
ンクをクリックして処理されたプロパティ・ファイルをダウンロードし、「ステータス」
列および「メッセージ」列を確認して各プロパティの結果を確認します。アップロードが
失敗した場合は、エラー・メッセージを確認します。

6. 確認ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックし、「保存」をクリックして変更内容を
保存します。
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Note:

「取消」をクリックすると、アップロードしたプロパティはビューポイン
トに保存されません。

ビューポイント・プロパティ・ファイルの形式
このトピックでは、ビューポイントへのプロパティのロードに使用する Microsoft
Excelスプレッドシートの形式について説明します。
権限ファイルは、「プロパティ」という名前のシートが含まれた Excelファイルである
必要があります。

Note:

ファイルに他のシートを含むことができます。たとえば、プロパティをダウ
ンロードすると、ファイルにはサマリー情報が記載された「サマリー」とい
う名前のシートが含まれています。このサマリー・シートは情報提供用であ
り、アップロードには不要です。

プロパティ・シート形式
考慮事項
• すべてのヘッダー・レコードは、次に示す順序でファイルに含まれている必要があ
ります。

• ビューポイントに表示される各プロパティについてファイル内にレコードが存在
する必要があります。

• ファイル内のプロパティがビューポイントに表示されるプロパティでない場合、そ
の行はスキップされます。

• ファイル内でプロパティに複数のレコードがある場合、ファイル内の最初のレコー
ドが処理されます。後続のレコードはスキップされ、スキップ済ステータスおよび
対応するメッセージでマークされます。

ヘッダー列
• プロパティ(必須): プロパティの完全修飾名(例: CoreStats.Parent)

• ラベル: ビューポイント内のプロパティのカスタム・ラベル
• 説明: プロパティのカスタムの説明
• 列として表示: ビューポイントでプロパティを列として表示する必要があるかどう
かを指定するブール値(TRUE/FALSE)。ビューポイントでのプロパティの表示方
法の構成を参照してください。

• 場所に対して表示: ビューポイントでプロパティを「場所」タブに表示する必要が
あるかどうかを指定するブール値(TRUE/FALSE)。「場所」タブのプロパティの構
成を参照してください。

ステータス列
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• ステータス: プロパティのアップロード後にプロパティのステータス(「成功」または「ス
キップ済」)を表示するシステムで予約された列。

• メッセージ: スキップされたプロパティについての情報メッセージを表示するシステムで
予約された列。

プロパティ・データ・タイプのパラメータの理解
プロパティを作成または編集するときに、プロパティのパラメータを構成できます。設定は
プロパティとそのデータ型によって異なります。たとえば、文字列のプロパティによってプ
ロパティ値の最小および最大長を指定できます。
多くのデータ型は、デフォルト値、最小および最大値、小数点以下桁数、大文字または小文
字値を使用できるかどうかなどのパラメータを指定します。さらに、一部のデータ型では、
指定する値のみを許可するようにプロパティを構成できます。
プロパティを手動で作成する場合または汎用アプリケーションを登録する場合は、作成する
プロパティのデータ型に対応するテンプレートを選択します(たとえば、Custom.Integer)。
すべてのデータ型のパラメータ
次のパラメータを、すべてのプロパティのデータ型に設定できます。
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設定 説明
デフォルト・タイプ
ノート: 汎用アプリケーシ
ョンの登録時にプロパテ
ィを作成する場合、このフ
ィールドは使用できませ
ん。指定された値を「デフ
ォルト値」に入力するか、
デフォルト値を使用しな
い場合は空白のままにし
ます。

プロパティにデフォルト値があるかどうかを指定します。
• なし: プロパティにデフォルト値は使用されません。
• 指定済: プロパティにはデフォルト値が使用されます。「デフ
ォルト値」に値を指定します。

• 派生: プロパティのデフォルト値は式から計算されます。「式
の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックして式
ビルダーを開き、プロパティの値を決定するための式を作成し
ます。式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義を参
照してください。

ノート:

このオプションは、プロパティ・パラメータを編集
する場合にのみ使用できます。

• 派生および保管: プロパティのデフォルト値が要求、インポー
ト、またはビューポイント・ロード中に式から派生し、ノード
に保管されます。「式の定義」  (またはテーマに応じて

)をクリックして式ビルダーを開き、プロパティの値を決
定するための式を作成します。式を使用したカスタム・ビジネ
ス・ロジックの定義を参照してください。

ノート:

このオプションは、プロパティ・パラメータを編集
する場合にのみ使用できます。

• 計算および保管: Core.Nameプロパティおよび
CoreStats.Parentプロパティでのみ使用可能です。要求ア
イテムが作成されると、ノード名または親値が式から計算さ
れ、ノード(名前の場合)または要求アイテム(親の場合)に保管
されます。
「式の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックして
式ビルダーを開き、プロパティの値を決定するための式を作成
します。式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義を
参照してください。
計算および格納されたプロパティを参照してください。

デフォルト値 プロパティに許容値リストが使用されている場合は、そのリストか
らデフォルト値を選択します。それ以外の場合は、プロパティのデ
フォルト値を入力します。
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設定 説明
編集可能
ノート: 汎用アプリケーシ
ョンの登録時にプロパテ
ィを作成する場合、このフ
ィールドは使用できませ
ん。登録によってプロパ
ティが作成された後は、プ
ロパティ・パラメータのこ
のフィールドにアクセス
できます。

ユーザーがプロパティを編集できるかどうかを指定します。

コミット時にロック このプロパティは、新規に追加されたノードのみを更新できること
を指定します。このプロパティが有効になっている場合は、ノード
を追加する要求がコミットされるとプロパティの値がロックされ、
更新できなくなります。

ノート:

このオプションは、プロパティ・パラ
メータを編集する場合にのみ使用で
きます。
「コミット時にロック」は、ノードレ
ベル・プロパティでのみ使用できま
す。

注意:

「コミット時にロック」を使用する場
合は、ユーザーが更新する必要のある
プロパティを気付かずに更新不可に
しないように注意してください。た
とえば、Core.Nameに対して「コミ
ット時にロック」を有効にすると、ノ
ードが作成された後、ユーザーはノー
ド名を変更できなくなります。また、
プロパティに対して「コミット時にロ
ック」を有効にし、プロパティの値を
指定しなかった場合は、コミット後に
ユーザーがプロパティを更新して値
を指定することはできません。
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設定 説明
継承 プロパティで使用される継承のタイププロパティの継承を参照し

てください。
• なし: プロパティ値は別のノードから継承されません。
• 位置的: プロパティ値は祖先ノードから継承されます。

ノート:

継承パラメータはアプリケーショ
ン・レベルでのみオーバーライドでき
ます。

ノート:

ノード・データ型プロパティの場合のみ、「ノード・セット」、「許可されるノ
ード・タイプ」および「選択基準のプロパティ」パラメータ(ノード・データ
型パラメータを参照)と組み合せて入力する「デフォルト値」は、次のように
ノード値に変換されます:

• 見つかったノードが 1つのみの場合は、そのノードがプロパティ値とし
て使用されます。

• 複数のノードが見つかった場合は、「許可されるノード・タイプ」の順序
で最初のノードがプロパティ値として使用されます。

• ノードが見つかっても、そのノードが許可されるノード・タイプのいず
れにも該当しない場合または選択基準を満たしていない場合は、文字列
自体がプロパティ値として使用されます。ノード・データ型の「デフォ
ルト値」フィールドの文字列値を使用してビューポイントを検証するこ
とはできません。

• 文字列およびその他のプロパティ・パラメータと一致するノードが見つ
からない場合は、文字列自体がプロパティ値として使用されます。ノー
ド・データ型の「デフォルト値」フィールドの文字列値を使用してビュ
ーポイントを検証することはできません。

特定のデータ型のパラメータの詳細は、次を参照してください:

• ブール・データ型パラメータ
• 浮動小数点および整数データ型パラメータ
• リストおよび文字列データ型パラメータ
• ノード・データ型パラメータ
• 数値文字列データ型パラメータ
• シーケンス・データ型パラメータ
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ブール・データ型パラメータ
設定 説明
ブール表示タイプ プロパティで trueおよび false値を表示する方法。
ブール値の True インポートおよびエクスポートで trueを表す値。通常、これは外部アプ

リケーションが trueに使用する値である必要があります。
ブール値の False インポートおよびエクスポートで falseを表す値。通常、これは外部ア

プリケーションが falseに使用する値である必要があります。

浮動小数点および整数データ型パラメータ
設定 説明
最小値 プロパティ値の最小値
最大値 プロパティ値の最大値
小数点以下の桁数 - 浮動小数
点のみ

使用する小数点以下の桁数 - 浮動小数点のみ

リストおよび文字列データ型パラメータ
設定 説明
文字列の大/小文字 テキストに使用する大/小文字: 大/小文字混在、大文字または小文字
最小長 テキストの最小長
最大長 テキストの最大長

Note:

Planningアプリケーションでは、プロパ
ティ構成を変更できないため、「最大長」
値は 1000です。

無効な文字 テキストで使用した場合に無効な文字
無効な先頭文字 文字列データ型のプロパティで開始できない文字。(文字列データ型

のプロパティのみ)
無効な値 文字列データ型のプロパティと等しくできない値。(文字列データ型

のプロパティのみ)

「+」をクリックして値を手動で入力するか、「アクション」 をクリ
ックしてリストから値をインポート、エクスポートまたはクリアしま
す。プロパティの許容値または無効な値の定義を参照してください。
「X」をクリックしてリストから値を削除します。

許容値リストの使用 許容値のリストがあるかどうかを示します。
許容値 許容値のリスト

プロパティの許容値または無効な値の定義を参照してください。
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設定 説明
空白エントリを含む 空白エントリが許可されるかどうかを指定します(文字列データ型の

プロパティのみ)

文字列サブタイプ
文字列データ型については、追加機能を提供し、オプションで追加の構文検証を実行
できるサブタイプを指定できます。構文検証については、「エラー」を選択して検証を
実施するか(下の表の詳細を参照)、「スキップ」を選択してその検証を無視します。

設定 説明 オプションの構文検証
基本 特別な機能や検証を含まない

基本的な文字列情報。
なし

電子メール 電子メール・アドレス 電子メール構文必須: 有効な電
子メール構文が文字列に含ま
れていることを検証するには、
「エラー」を選択します。

ハイパーリンク 次の追加機能を提供するハイ
パーリンク情報:
• ユーザーは、リンクをクリ
ックしてリンク先に移動
できます。
ノート: ユーザーが要求の
コンテキスト内にいる場
合、ハイパーテキスト・リ
ンクはプレーン・テキスト
で表示され、編集できま
す。「アクション」 をク
リックし、「ハイパーリン
クを開く」を選択してリン
ク・ターゲットに移動しま
す。

• ユーザーは、リンクを右ク
リックして、「新規タブで
開く」やリンクに名前を付
けて保存など、標準のリン
ク操作を実行できます。

• セキュアなプロトコル
(HTTPS)のみ: リンクが
https://で始まること
を検証するには、「エラー」
を選択します
ノート: プロトコルが指定
されていない場合、デフォ
ルトでは、https://がリ
ンクに使用されます。そ
のため、この検証が「エラ
ー」に設定されている場
合、oracle.comは失敗し
ませんが(デフォルトで
https://oracle.com
に設定されるため)、
http://oracle.comは
失敗します。

• ユーザー情報の防止: ユー
ザー情報(ユーザー名やパ
スワードなど)がリンクに
含まれていないことを検
証するには、「エラー」を
選択します。

• リンク構文必須: 有効なハ
イパーリンク構文のみを
文字列に含めることがで
きることを検証するには、
「エラー」を選択します。
ヒント: この検証を「スキ
ップ」に設定した場合、ユ
ーザーは、"None"や"Not
available"などの非ハイ
パーリンク・テキストを入
力できます。
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ノード・データ型パラメータ
設定 説明
割当済ノード・セット このプロパティの参照先ノードが含まれているノード・セット

Note:

基本サブタイプについては、参照先のノ
ード・セットは、参照元のノード・デー
タ型のノード・セットと同じアプリケー
ションにある必要があります。
ユーザー・サブタイプについては、ノー
ド・セットとして、「ユーザー」または
「ユーザー・ロールアップ」ノード・タイ
プ・クラスを使用する任意のアクティブ
なノード・セットを選択できます。ノー
ド・データ型のサブタイプを参照してく
ださい。

許可されるノード・タイプ このプロパティの参照先ノードが含まれているノード・セット内のノ
ード・タイプ

Note:

ユーザー・サブタイプについては、ノー
ド・タイプは「ユーザー」クラスである
必要があります。

最下位レベルのみ 以降にリストされている選択基準フィールドと組み合せて、最下位レ
ベルのノードのみを含めるかどうかを決定します。
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設定 説明
選択基準のプロパティ 許可されるすべてのノード・タイプのノード・データ型プロパティで

はないすべてのプロパティのリスト。特定のノードを選択するため
に、「選択基準の演算子」および「選択基準の値」フィールドとともに
使用します。

Caution:

「選択基準のプロパティ」の場合、ノー
ド・データ型プロパティにはノードへの参照が格納され、ノードの特定の場所は
格納されないため、位置情報(継承または
導出されたデフォルト値など)が含まれ
ているプロパティを参照していて、参照
元のノードが共有されている場合は、シ
ステムでは参照先ノードが見つかった最
初の場所が使用されます。これは予期し
ていたノードではない可能性がありま
す。

選択基準の演算子 Equalおよび Not Equalが含まれます。特定のノードを選択するた
めに、「選択基準のプロパティ」および「選択基準の値」フィールドと
ともに使用します。

選択基準の値 特定のノードを選択するために、「選択基準のプロパティ」および「選
択基準の演算子」フィールドで使用するテキスト値を入力します。空
白の値を使用できます。

割当済ノード・セットおよび許可されるノード・タイプを選択した後、「最下位レベル
のみ」、「選択基準のプロパティ」、「選択基準の演算子」および「選択基準の値」フィ
ールドを使用して、ノードの選択をさらに絞込みできます。たとえば、会社間フラグ
が trueに設定されている最下位レベルのノードにのみアプリケーションレベルのオー
バーライドが適用されるように指定できます。
ノード・データ型のサブタイプ
ノード・データ型プロパティについては、追加機能を提供するサブタイプを指定でき
ます。サブタイプは、アプリケーション・レベルでのみ変更できます。
• 基本: 現在のアプリケーション内のみの任意のノード・タイプのノードを参照する
ために使用されます。「割当済ノード・セット」および「許可されるノード・タイ
プ」では、現在のアプリケーションからのものを選択する必要があります。

• ユーザー: 任意のユーザー・アプリケーション内の「ユーザー」または「ユーザー・
ロールアップ」ノード・タイプのノードを参照するために使用されます。「割当済
ノード・セット」では任意のユーザー・アプリケーションからのものを選択でき、
「許可されるノード・タイプ」では「ユーザー」または「ユーザー・ロールアップ」
を選択する必要があります。ユーザー・アプリケーションの操作を参照してくださ
い。
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数値文字列データ型パラメータ
設定 説明
最小長 テキストの最小長(ゼロまたは整数である必要があります)。
最大長 テキストの最大長(ゼロまたは整数である必要があります)。
パディング 文字列とゼロのパディングの合計長(0-40)を示し、0はパディングが追

加されないことを意味します。たとえば、パディングを 10に設定し、
数値文字列値の長さが 7桁の場合、10桁になるように文字列の前にゼ
ロが 3つ追加されます。

シーケンス・データ型パラメータ
設定 説明
開始値 シーケンスの初期開始値。

ノート: これは最小値ではありません。後続のすべての派生シーケン
ス値はこの初期開始値より大きくなりますが、開始値より小さいシー
ケンス値を手動で定義できます。

ステップ値 シーケンスを増分するステップ。たとえば、「開始値」が 1000で「ス
テップ値」が 5の場合、次のシーケンス値は 1005になります。

パディング シーケンス値とゼロのパディングの合計長(0-40)を示し、0はパディン
グが追加されないことを意味します。たとえば、パディングを 10に設
定し、シーケンス値の長さが 7桁の場合、10桁になるように値の前に
ゼロが 3つ追加されます。

最終シーケンス値 シーケンスの最新の値、またはこのプロパティについてシーケンス値
が生成されていない場合は N/Aが表示されます。
最終シーケンス値は手動で入力でき、それをリセットしてプロパティ
の初期開始値に戻すこともできます。シーケンス値の表示、編集およ
びリセットを参照してください。

シーケンス・データ型のプロパティは数値文字列としてフォーマットされます。つまり、最
大長が 40文字までの整数値がサポートされます。
シーケンス・データ型のプロパティでは、位置指定の継承や「なし」以外の「デフォルト・
タイプ」はサポートされていません。

プロパティの継承
プロパティ継承により、ノードのすべての子孫によって自動的に継承される、ノードのプロ
パティ値を定義できます。
値を継承するようにプロパティを構成すると、プロパティを保守する手作業が減少し、ノー
ドの分岐全体での値の整合性が確保されます。プロパティの継承は、階層内でのノードの位
置に基づきます。ノードに継承プロパティがある場合、定義済のプロパティ値を持つ最初の
祖先が見つかるまで祖先のツリーが検索されます。その定義済の値が、子孫ノードによって
継承される値です。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
プロパティの継承について学習します。

 概要: Enterprise Data Management
Cloudで継承されるプロパティ

継承する値を決定するために、プロパティの定義値を持つ最初の祖先ノードが見つか
るまで、システムで階層が検索されます。たとえば、Tom Smithは人事部門の部長で
す。彼の下には 2人のマネージャがいて、各マネージャの下には 5人の従業員がいま
す。この部門のすべての従業員を、HRコスト・センターに割り当てる必要がありま
す。コスト・センター・プロパティを継承プロパティとして設定すれば、Tom Smith
のコスト・センター値を"HR"として定義し、彼の下にいるすべての従業員が"HR"値を
継承することができます。
 

 

考慮事項
• プロパティの継承は、階層ビューポイントでのみ使用できます。
• 継承は、ノード・セットの最上位で停止します。これにより、様々なノード・セッ
トで(たとえば、全体のビューポイントより低いレベルで開始するメンテナンス・
ビューポイントで)異なる継承プロパティ値になる可能性があります。

• 例外を処理するために、下位レベルで継承プロパティ値をオーバーライドできま
す。

• ノードと関係レベルの両方のプロパティで、共有ノードのある階層では、ノードが
複数の位置に存在し、各位置で異なる値を継承できます。関係レベル・プロパティ
の場合、ノードは共有の祖先ノードの下位にある可能性があるため、親が複数の場
所で同じであっても異なる値を保持できます。詳細は、プロパティ継承および共有
ノードを参照してください。
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• Planningおよび Planningモジュール・アプリケーション・タイプでは、これらのプロパ
ティは、継承によりデフォルトで自動的に有効になります。
– PLN.AccountType

– PLN.Aggregation

– PLN.BaseCurrency

– PLN.DataType

– PLN.ExchangeRateType

– PLN.PlanType

– PLN.SkipValue

– PLN.SourcePlanType

– PLN.TimeBalance

• アプリケーションを登録または変更する際、汎用アプリケーションで使用されるプロパテ
ィを継承で構成できます。詳細は、汎用アプリケーションの登録および汎用アプリケーシ
ョンの変更を参照してください。

• 継承は、プロパティ・インスペクタで設定されます。プロパティ・パラメータの編集を参
照してください。

注意:

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションでは、リスト・ビューポイント
からセグメント値のデータをエクスポートするため、プロパティの継承は無効にな
っており、使用しないでください。

汎用アプリケーションのプロパティ継承の構成
プロパティの継承は、汎用アプリケーションの登録または変更時に構成できます。
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プロパティ・インスペクタからプロパティの継承を構成することもできます:

 

 
詳細は、次を参照してください:

• ユーザー定義ディメンション向けノード・タイプの追加または変更
• ノード・プロパティの操作

プロパティ継承および共有ノード
継承は、階層構造内でのノードの位置に基づいてデフォルト値を定義する方法です。
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共有ノードは、階層構造内で複数の位置にあるノードです。このことから、共有ノードはノ
ード・レベルのプロパティおよび関係レベルのプロパティについて、異なる継承値を持つ可
能性があります。

ノート:

定義値が位置ごとに異なることはできません。値はノードレベル・プロパティのた
めにノードで、または関係レベル・プロパティのためにノードと親で定義されてい
るためです。

インポート
インポート中、すべての値は定義値としてインポートされます。その後インポート・プロセ
スでは、継承を可能にするために値がクリアされ、デフォルトが使用されます。　　これが行
われるのは、インポートがトップ・ダウンの階層順序ではなく、1度で処理を実行できない可
能性があるためです。
非共有ノード(最上位ノードを除く)の場合、インポート・プロセスでは、値が継承値またはデ
フォルト値と等しいかどうか、および等しい場合は、値が除去されているかどうかを特定し
ます。
共有ノードは、その位置によって継承値が異なる可能性があるため、すべての共有位置が同
じ値を継承する場合であっても、インポート・プロセスでは共有ノードの値をクリアしませ
ん。
エクスポート
エクスポート中、このロジックがシステム固有の要件によってオーバーライドされる場合を
除き、共有ノードに対してプロパティ値が繰り返されます(例: Planning)。

派生プロパティ
派生プロパティとは、定義した式からデフォルト値が計算されるプロパティです。派生プロ
パティを使用すると、ノードのプロパティ値のメンテナンスを軽減でき、値のデータ整合性
を保持するのに役立ちます。式ビルダーを使用して式を定義します。式の定義方法の詳細
は、式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください。

ノート:

次のデータ型を使用してプロパティの値を導出できます:

• ブール
• 日付
• 整数
• リスト
• ノード
• 文字列
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考慮事項
• 式を作成するときは、プロパティ・レベル(ノードまたは関係)に関係なく、または
関係プロパティまたは継承を使用するプロパティを参照することで、bottom、
parent、ancestors、siblingsなどの位置情報を使用できます。

• 式で位置情報を使用する場合、値はノードまたは関係レベルで一貫していない可能
性があります。次の点に注意してください。
– 導出されたデフォルト値は、ノード・レベルまたは関係レベルのプロパティの
いずれかのビューポイント内のノードの場所によって異なる場合があります。

– ノードに導出されたデフォルト値は、同じ階層セットに基づいている場合も、
様々な階層ビューポイント間で異なる可能性があります。

– リスト・ビューポイントのノードに導出されたデフォルトは、階層ビューポイ
ントのそのノードに導出された値とは異なります。

検証
派生プロパティ値は、要求が送信またはコミットされる前に検証されます。派生プロ
パティ検証は、次の場合に要求に対して実行されます。
• すべての要求アイテムの検証
• 選択された要求アイテムの検証
• 対話型、サブスクリプション、またはインポートのいずれかによる要求の送信
• 要求の承認

ノート:

派生プロパティ検証は、要求に要求アイテムがあるノードに対してのみ実行
されます。

派生プロパティの検証の問題は、次のいくつかの方法で解決できます。
• 編集可能な場合、派生プロパティを定義済の値でオーバーライドする
• 派生プロパティが依存する別のプロパティを変更する
• ビューポイント内のノードを移動または除去する
• 要求アイテムまたはアイテム・インスタンスを削除する
詳細は、要求の検証を参照してください。
派生プロパティの定義
派生プロパティ式を定義するには:

1. ブール、日付、整数、浮動小数点、リスト、ノードまたは文字列のデータ型を使用
するプロパティ定義を検査します。プロパティの検査を参照してください。

2. 所有者またはメタデータ・マネージャ権限が割り当てられているアプリケーション
を選択します。

3. 「編集」をクリックします。
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4. 「デフォルト・タイプ」から「派生」を選択します。
 

 

5. 「デフォルト値」テキスト・ボックスにある「式」アイコンをクリックします。
 

 

6. プロパティを計算する式を定義して、「適用」をクリックします。式の定義方法の詳細は、
式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください。

7. 「保存」をクリックします。

ノート:

プロパティの派生式を除去するには、ステップ 1から 4を繰り返し、「デフォルト・
タイプ」を「派生」から「なし」または「指定済」に変更します。
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「派生および保管」プロパティ
「派生および保管」プロパティは、定義した式からの要求中にデフォルト値が計算さ
れ、要求の完了時にノードに保管されるプロパティです。
「派生および保管」デフォルト・プロパティ値は、ビューポイントの問合せ時にそれら
を参照できるようにインデックス付きです。ビューポイントの問合せを参照してくだ
さい。それらを使用して、階層ビューポイントのプロパティの値を派生させて、リス
ト・ビューポイントのプロパティのその格納値にアクセスすることもできます。

Note:

「派生および保管」デフォルト・タイプのプロパティは、値が定義されるか、
派生してノード上のそのプロパティに対して保管された後でのみ問い合せる
ことができます。AND文を使用して、「派生および保管」問合せフィルタを
インデックス付きプロパティ問合せフィルタと結合した場合でも、これは当
てはまります。ビューポイントの問合せを参照してください。

考慮事項
• ノード・レベル・プロパティのデフォルト値のみを派生させて保管できます。
• Coreまたは CoreStatsネームスペース内のプロパティまたはシーケンス・データ
型のプロパティのデフォルト値を派生させて保管することはできません。

• プロパティ・インスペクタで、アプリケーションおよびノード・タイプ・レベルで
「派生および保管」デフォルト・タイプを設定できます。プロパティ・パラメータ
の編集を参照してください。

• 「派生および保管」プロパティ値は、要求、インポートまたはビューポイントのロ
ード中に処理されます。

• 値を再度派生させて保管するために、派生および保管デフォルト値の現在の値をク
リアできます。

「派生および保管」プロパティの定義
1. ブール、日付、浮動小数点、整数、リスト、ノードまたは文字列のデータ型を使用
するプロパティ定義を検査します。プロパティの検査を参照してください。

2. アプリケーションまたはノード・タイプを選択し、「編集」をクリックします。
3. 「デフォルト・タイプ」から「派生および保管」を選択します。
4. 「デフォルト値」テキスト・ボックスにある「式」アイコンをクリックします。
5. プロパティを計算する式を定義して、「適用」をクリックします。式の定義方法の
詳細は、式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください。
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Note:

デフォルト・タイプを「派生」から「派生および保管」(またはその逆)に変更し
た場合、プロパティ値を計算するための式を再入力する必要はありません。

6. 「保存」をクリックします。

「派生および保管」プロパティの処理
このトピックでは、ビューポイントにノードが追加または更新される場合の「派生および保
管」デフォルト・タイプのプロパティの処理方法について説明します。

Tip:

次の処理の各項では、保管された値は、定義済の値またはすでに派生してノードに
保管されている値のいずれかを参照します。

対話型要求
「派生および保管」デフォルト・タイプのプロパティの場合、値は要求中に派生し、要求がコ
ミットされた後、完了する前に保管されます。要求が処理中の間、保管された値がまだない
「派生および保管」プロパティの場合、そのプロパティの値は「デフォルト値」に定義した式
に基づいて動的に計算されます。要求処理中のプロパティの発生元は「派生」です。
要求がコミットされた後、完了する前に、「派生および保管」デフォルト・タイプのすべての
プロパティがチェックされます。保管された値がないプロパティ、またはユーザー定義値を
持つプロパティ更新アクションがないプロパティは、定義した式からの値で更新され、値は
「派生および保管」値として保管されます。

Note:

これらのプロパティ更新アクションは要求に追加され、要求インスペクタで表示で
きます。要求アイテムの検査を参照してください。

プロパティ内の派生値を計算および移入するプロセスは、内部的なシステム・プロパティ更
新アクションであることから、セキュリティおよび検証の対象になりません。つまり、ユー
ザーがノードを追加または更新すると、次の場合でも、システムによって、定義済の値がま
だないノードの「派生および保管」デフォルト・タイプがすべてのプロパティに移入されま
す:

• ユーザーにそのプロパティへの書込み権限がありません
• プロパティがビューポイントで非表示になっています
• プロパティが編集可能として定義されていません
• プロパティの「コミット時にロック」が有効になっています
ただし、定義済の値をユーザーがクリアまたは手動で入力する場合は、通常のセキュリティ
および検証が適用されます。
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「派生および保管」プロパティの値をクリアした場合、定義した式に基づいて現在計算
されている値が表示され、プロパティの発生元は「派生」です。値をクリアすると、
式で使用されている情報が変更された場合は、「派生および保管」プロパティの値を再
計算する方法が提供されます。要求がコミットされると、計算値が「派生および保管」
値として保管されます。

Note:

コピーおよびモデル元操作の場合、「派生および保管」値はソース・ノードか
らコピーされません。新規ノードの値は、「デフォルト値」に定義された式か
ら計算されて保管されます。

要求ファイル・ロード
ファイル・ロードからの要求(つまり、対話型要求、比較要求、コピーまたはモデル元
要求、サブスクリプション、連結要求およびマージ・インポート内のアップロードさ
れた要求ファイル)の場合、「派生および保管」プロパティに対して保管済の値がまだな
いノードは、次のように更新されます:

• 要求ファイルに「派生および保管」プロパティの定義済の値が含まれる場合、その
値が通常どおり更新されます。これはユーザー・アクションであり、セキュリティ
および検証が適用されます。
– <blank>キーワードにより、プロパティは定義済の空白値で更新されます。
– <clear>キーワードにより、既存の値(空白値を含む)がクリアされ、派生値が計
算されます。

Tip:

既存のノード・タイプに「派生および保管」デフォルト・タイプのプ
ロパティを追加する場合、他に何も変更することなく既存のノードの
そのプロパティの値を移入する簡単な方法は、このプロパティを、要
求ファイルまたはビューポイント・ロードを使用して、<clear>キー
ワードでプロパティを更新することです。

• 要求ファイルに「派生および保管」プロパティの定義済の値が含まれていない場合
は、「デフォルト値」で定義した式に基づいて派生値でプロパティが更新され、「派
生および保管」値として保管されます。これは内部的なシステム・アクションであ
り、セキュリティおよび検証は適用されません。

Note:

要求ファイル内のノードの「派生および保管」プロパティ値は、そのプ
ロパティがファイルに含まれていない場合であっても更新されます。た
とえば、ファイルに「説明」プロパティの更新のみが含まれる場合、そ
のファイル内のノードのうち、「派生および保管」デフォルト・タイプの
プロパティに対して保管された値がないすべてのノードでも、ユーザー
がそのプロパテへの書込み権限を持っていないか、またはプロパティが
ビューポイントで非表示になっている場合であっても、そのプロパティ
が計算値で更新されます。
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インポートおよびビューポイント・ロード
「マージ」モード
「マージ」モードでのインポートおよびビューポイント・ロードは、前述の要求ファイル・ロ
ードと同様に処理されます。「派生および保管」デフォルト・タイプのすべてのプロパティ (未
バインドのプロパティを含む)で、まだ保管された値がないものは、インポートまたはビュー
ポイント・ロード中に計算値で更新されます。その計算値はそのプロパティに対して保管さ
れます。
<clear>キーワードを使用して、「マージ」モードのインポートおよびビューポイント・ロー
ドで「派生および保管」値を計算できます。
「リセット」および「置換」モード
「リセット」および「置換」の両方のモードでのインポートでは、「派生および保管」デフォ
ルト・タイプの未バインドのプロパティは変更されません。汎用アプリケーションのバイン
ド・プロパティのみを「派生および保管」値で更新できます。値は、前述の要求ファイル・
ロードと同じ処理に従って更新されます。
「置換」モードのビューポイント・ロードでは、ビューポイント・ロード・ファイルに含まれ
る「派生および保管」プロパティのみが派生および保管値で更新されます。ビューポイント・
ロード・ファイルに「派生および保管」デフォルト・タイプのプロパティの列が含まれてい
ない場合は、そのプロパティはビューポイント・ロード中に更新されません。
「リセット」および「置換」モードでの<clear>キーワードの使用
「置換」モードのビューポイント・ロードでは、<clear>キーワードを使用して、プロパティ
の「派生および保管」値を計算できます。
「リセット」または「置換」の両方のモードのインポートでは、インポート・オプションで設
定済の場合に clearキーワードを使用してプロパティの「派生および保管」値を計算できま
す。インポート・オプションの管理を参照してください。

計算および格納されたプロパティ
特定のプロパティについては、式を定義して値を計算し、要求アクションごとにその値を格
納できます。
「計算および保管」オプションは、次のプロパティについてのみ使用可能です:

• Core.Name。ノードの名前の計算および保管を参照してください。
• CoreStats.Parent。ノードの親の計算および保管を参照してください。
「計算および保管」オプションは、アプリケーションまたはノード・タイプ・レベルでのデフ
ォルト・タイプへのパラメータ・オーバーライドとして構成します。プロパティ・パラメー
タの編集を参照してください。

ヒント:

計算および保管プロパティは、要求のコンテキストで名前または親プロパティの値
を計算するために使用される点で、「派生および保管」プロパティと異なります。親
プロパティについては、ノードではなく、それぞれの要求アクションに結果が保管
されます。
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ノードの名前の計算および保管
式を定義して要求時にノード名を計算し、要求が完了してクローズするときにその値
を保管できます。
計算された名前は、ノードのプロパティ、または階層内でのノードの位置に基づくこ
とができます。
ユースケースの例
• シーケンス番号に基づいて、ノード名を計算できます。たとえば、ノードを追加す
るときに CC_0034、CC_0035などの名前が自動的に付けられるように、"CC_"の
ような接頭辞をシーケンスと連結できます。

• プロパティに基づいて、ノード名を計算できます。たとえば、ノード・データ型の
カスタム・プロパティをまとめて連結できます。その場合、プロパティを定義する
と、ノード名が自動的に計算されます。つまり、カスタム・プロパティ 1 = 120、
カスタム・プロパティ 2 = 200、カスタム・プロパティ 3 = 340の場合、120-200-340
というノード名が自動的に計算されます。

Tip:

また、かわりに 120-200-340というノード名を追加した場合、各プロパ
ティの値がそれぞれ 120、200および 340として導出されるように、ノ
ード・データ型のプロパティに基づいて式を設定して、それらの値を導
出することもできます。「派生および保管」プロパティを参照してくださ
い。

• 親、祖先、兄弟といった階層構造情報に基づいて、ノード名を計算できます。たと
えば、親の名前とノードの説明を連結できます。

• また、計算されたノード名を使用して、新しいノードを追加するときにデフォルト
名をカスタマイズすることもできます。たとえば、ユーザーが Entityノード・タイ
プにノードを追加するときに、名前をデフォルトで"New Entity Node"に設定する
かわりに、"CC_####"という計算された名前を返して、####に適した値をユーザ
ーが手動で入力するようにすることができます。

考慮事項
• 次の操作中にノード名を計算できます:

– 対話型でのノードの追加
– 要求ファイルのロード
– サブスクリプションによるノードの同期

• 要求内の追加アクション中に、ノードが変更されるたびにノード名が再計算されま
す。
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Note:

兄弟リストに基づいて(たとえば、最後の兄弟を検出し、それに 1を加算するこ
とによって)ノード名が計算される場合、他の兄弟がその後に追加され、元のノ
ードが更新されると、ノード名が変更されることがあります。

• 計算されたノード名が要求内で表示される場合:

– ノード名の式が値を返す場合は、その値が「計算済」という発生元とともに表示され
ます。

– 式が null値を返す場合は、計算された名前のキーワード<cn ####> (####は現在のタ
イムスタンプのハッシュ)が「計算済」という発生元とともに表示されます。計算さ
れた名前のキーワードの理解を参照してください。

• 手動で名前を入力することによって、ノード名を上書きできます。発生元には「定義済」
と表示されます。

• 要求内で追加されるノードについて、手動で入力された名前をクリアして、計算された名
前に戻すには、「クリア」アクションを使用し、現在の場所をプライマリ場所として設定
して(プライマリ場所の理解を参照)、式に基づいてノード名を再計算するには、「リセッ
ト」アクションを使用します。計算された値のクリアとリセットを参照してください。

• 要求が完了してクローズされると、計算されたノード名が保管され、発生元には「定義
済」と表示されます。「派生および保管」プロパティの場合とは異なり、発生元は計算お
よび保管として保持されません。

• 計算されたノード名を含む要求のコンテキストで実行される検証では、現在の計算された
名前が使用されます。つまり、たとえば、式が現在 nullを返す場合、検証のノード名は
"<cn ####>"です。

• 要求内でノードを検索するときには、追加アクションにおける現在の名前が、計算された
名前を持つ新しいノードに使用されます。つまり、たとえば、式が現在 nullを返す場合
は、"<cn ####>"でノード名を検索できます。

• 要求ファイルをロードするときに、要求ロード・ファイルの名前列で<cn>または<cn
####>キーワードを使用するか(Core.Nameプロパティについて式が構成されている場
合)、名前列を空白のままにして、そのノード名の値を計算します。計算された名前を持
つ要求ファイルの処理を参照してください。

計算および保管プロパティの定義
1. Core.Nameプロパティの定義を検査します。
2. ノード名を計算するアプリケーションまたはノード・タイプを選択します。
3. 「デフォルト・タイプ」から、「計算および保管」を選択します。
4. 「デフォルト値」で、「式」ボタン をクリックします。
5. ノード名を計算する式を定義して、「適用」をクリックします。式を使用したカスタム・
ビジネス・ロジックの定義を参照してください

プライマリ場所の理解
ノードを追加し、同じノードを他の複数の場所に挿入する場合、システムによって内部で、
ノードが追加された階層内の最初の場所がプライマリ場所として指定され、それを使用して
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ノード名が計算されます。ノードが挿入された後続の場所ではすべて、最初の場所か
らの計算された名前が使用されます。

Note:

ノードが追加された最初の場所がリスト内にある場合、初めてそれが階層に
挿入されるときにプライマリ場所が設定されます。

たとえば、ノードの親の名前をノードのプロパティと連結することによってノード名
を計算する式があるとします(この例では、そのプロパティに ABCという値がありま
す)。親 111の下にノードを追加すると、名前が 111-ABCとして計算されます。その
後、親 222の下にノードを挿入した場合、111がプライマリ場所であるため、名前は
引き続き 111-ABCです。
ノードのプライマリ場所を変更するには、複数の方法があります:

• 要求内でプライマリ場所からノードを移動した場合、新しい場所がプライマリ場所
になり、名前が再計算されます。

• 要求中にプライマリ場所からノードを除去した場合、それが挿入された次の場所が
プライマリ場所になります。

• ノードが複数の場所にあり、プライマリ場所である場所を手動で変更する場合は、
「リセット」アクションを使用します。計算された値のクリアとリセットを参照し
てください

計算された値のクリアとリセット
手動で定義された名前をクリアして、計算された名前に戻すには、「クリア」を使用し
ます。「クリア」アクションは、デフォルト・タイプが「計算および保管」で、かつ手
動で入力された名前を持つ、この要求で追加されたノードについてのみ使用可能です。
計算された名前のプライマリ場所を現在の場所に設定して(プライマリ場所の理解を参
照)、現在の場所に基づいてノード名を再計算するには、「リセット」を使用します。「リ
セット」アクションは、デフォルト・タイプが「計算および保管」で、かつ手動で入
力された名前を持たない、この要求で追加されたノードについてのみ使用可能です。
ノードの外部で、ノード名に影響するアクションを実行した場合にも(親プロパティを
変更し、新しいプロパティに基づいてノード名を再計算する場合など)、「リセット」を
使用してノード名を再計算できます。
検証と計算されたノード名
要求が検証されるときには、追加アクションにおける現在の名前が、計算された名前
を持つ新しいノードに使用されますが、例外が 1つあります。現在の名前がキーワー
ドのいずれか(<cn>または<cn ####>)である場合は、最小および最大長の検証がスキッ
プされます。これにより、送信者は、名前にキーワードのいずれかを含む要求を送信
して、名前を計算するために必要な情報を承認者またはエンリッチ者が追加できるよ
うにすることができます。
最小および最大長の検証は、要求が承認またはコミットされるときに実行されます。
計算された名前とサブスクリプション
計算された名前を使用するサブスクリプションを設定した場合、ソース・ビューポイ
ントで名前が計算され、結果の名前がサブスクリプション要求でターゲット・ビュー
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ポイントに渡されます。ターゲット・ビューポイントでノード名が計算されるようにする場
合は、名前を空白の値、または計算された名前のキーワードのいずれか(追加の場合は<cn>、
追加と挿入の場合は<cn ####> (####は一意の識別子文字列))に変換するように、プロパティ
変換をサブスクリプションのノード・タイプ・コンバータで設定する必要があります(ノード・
タイプ・コンバータの操作を参照)。計算された名前のキーワードの理解を参照してください。

Note:

代替名(使用可能な場合)を使用する場合は、名前を空白の値に変換します。ターゲ
ット・ビューポイントで常に、計算された値を使用する場合は、名前をキーワード
のいずれかに変換します。

計算された名前を持つ要求ファイルの処理
計算されたノード名を使用する要求ファイルのアップロード時には、次の考慮事項に注意し
てください。
計算された名前を使用する要求ファイルでは、名前列を除き、他の要求ファイルと同じフォ
ーマットが使用されます(ロード・ファイル形式の要求を参照)。「計算および保管」がプロパ
ティに設定されている場合、名前列を空白のままにするか、<cn>または<cn ####>キーワード
を使用できます。計算された名前のキーワードの理解を参照してください。
計算された名前のキーワードの理解
計算された名前を持つノードを要求ファイルに追加するときには、キーワード<cn>または<cn
####> (####は、一意の識別子として使用される文字列)を使用できます。
• <cn>: 追加アクションについてのみ、ノード名を計算するために使用されます。
• <cn ####>: 追加および挿入について、計算された名前の一意の識別子を指定します。
要求に追加アクションと挿入アクションの両方が含まれる場合は、一意の識別子を持つ
<cn ####>キーワード(<cn 1234>など)を追加アクションで使用した後、その識別子を持つ
同じキーワードを挿入アクションで使用します。これにより、追加操作中にシステムでノ
ードの名前を計算し(プライマリ場所の理解を参照)、その後、同じ名前を挿入アクション
に使用できます。

Note:

追加アクションは、ロード・ファイルの最初にある必要があります。

名前列の処理の概要
「計算および保管」がプロパティについて設定されている場合に、空白の値、あるいは<cn>ま
たは<cn ####>キーワードが指定された名前列がどのように処理されるかについての概要を
次のリストに示します:

空白の値:

• 代替名がファイルで指定されている場合、代替名がノードに使用されます。
• 代替名がファイルで指定されていない場合:
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– 追加については、名前が式から計算されます。
– 更新については、ノードがまだ存在しない場合、名前が式から計算されます。
– 挿入については、行がスキップされます。

<cn>:

• 追加については、代替名が指定されている場合でも、名前が式から計算されます。
• 更新については、ノードがまだ存在しない場合、名前が式から計算されます。
• 挿入については、行がスキップされます。
<cn ####> (####は、一意の識別子として使用される文字列):

• 追加については、代替名が指定されている場合でも、名前が式から計算されます。
• 更新については、ノードがまだ存在しない場合、名前が式から計算されます。
• 挿入については、<cn ####>の識別子文字列が前の追加アクションの識別子文字列
と一致する場合、計算された名前が挿入に使用されます。<cn ####>の識別子文字
列が前の追加アクションと一致しない場合は、行がスキップされます。

Note:

要求ファイルにアクション・コードの列が含まれていない場合は、ファイル
内のすべての要求アイテムのアクション・コードが「Update」に設定されま
す。

ノードの親の計算および保管
親が不明な各要求アクションに対して親を計算するための式を定義し、その値を保管
できます。
階層ビューポイントの場合のみ、次の操作時にノードを追加または挿入する際、
CoreStats.Parentプロパティの値を計算して保管できます:

• 親が定義されていない場合に要求ファイルをロードする操作
• ソースの親が定義されていない場合(ソース・ビューポイントがリストで、ターゲ
ットが階層の場合)に、比較の違いから要求アイテムを作成する操作

• ソースの親が定義されていない場合(ソース・ビューポイントがリストで、ターゲ
ットが階層の場合)に、サブスクリプション要求アイテムを生成する操作

考慮事項
• 親を計算する式を作成するときに、式ビルダーの nodeオブジェクトの次のフィー
ルドから選択できます:

– dimension
– name
– nodeType
– properties (ノード・プロパティのみ。関係プロパティは親を計算するときに
は使用できません。)

第 20章
計算および格納されたプロパティ

20-36



式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください。
• 計算済の親の式は、ターゲット・ビューポイントの既存のノードを参照する必要がありま
す。親ノードを作成するための式は定義できません。

• 要求ロード・ファイルを作成するときは、(CoreStats.Parentプロパティの式が構成され
ている)要求ロード・ファイルの親列で<Unknown>キーワードを使用して、その親の値を計
算します。親列を空白のままにすると、ノードが最上位ノードになります。

• 比較の差異およびサブスクリプションから生成された要求の場合、CoreStats.Parentプ
ロパティがあり、親が不明なターゲット・ビューポイントのノードに対して要求アクショ
ンを作成すると、生成された要求ファイル添付の親列に<Unknown>キーワードが使用さ
れ、親の値を計算する必要があることが示されます。

• 計算済の親のノード・タイプは、次のように計算されます:

– 階層セットの 1つのノード・タイプのみが子を許可する場合、そのノード・タイプが
親に使用されます。

– 階層セットの複数のノード・タイプが子を許可する場合、それらのノード・タイプ
で、計算済の親と同じ名前のノードが検索されます:

* 計算済の親と同じ名前のノードがそれらのノード・タイプの 1つでのみ見つかっ
た場合、そのノード・タイプが使用されます。

* それ以外の場合は、子ノードのノード・タイプが計算済の親に使用されます。

シーケンス・プロパティの操作
シーケンス・プロパティではシーケンス・データ型が使用され、これによりノード・プロパ
ティ値に対して、増分するシーケンス番号が自動的に生成されます。
シーケンス・プロパティを使用するノードは、ビューポイントに追加されたときに値を取得
します。ノードがすでにビューポイントにある場合は、次に更新されたときに値を取得しま
す。
たとえば、シーケンス・プロパティを使用して、データ・ウェアハウス・ディメンションに
ついて一意のレコード IDを生成したり、シーケンス・プロパティをカスタム検証で使用し
て、新しいノード名でそのシーケンス(CC_001005など)が使用されていることを確認できま
す。
考慮事項
• シーケンス・プロパティは、ノード・レベル・プロパティとしてのみ定義できます。
• シーケンス・プロパティは、「デフォルト・タイプ」が「なし」である必要があり、継承
をサポートしていません。

• シーケンス・プロパティは手動でオーバーライドでき、現在の値(空白値を含む)をクリア
してシーケンスの次の番号を取得できます。

• プロパティ・インスペクタで最終シーケンス値を表示したり、データ型パラメータを編集
してシーケンス値を手動で入力したり、シーケンス値をプロパティの初期開始値にリセッ
トすることができます。シーケンス値の表示、編集およびリセットを参照してください。

• シーケンス・プロパティのデータ型パラメータは、アプリケーション・レベルでのみ編集
できます。データ型パラメータをノード・タイプ・レベルで編集することはできません。
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• シーケンス値は、プロパティごとにアプリケーション・レベルで保守されます。つ
まり、2つの異なるディメンションで同じシーケンス・プロパティを使用する場
合、それらのディメンション間でシーケンスが共有されます。

• シーケンス値は、ビューポイントでノードが追加または更新されたときに導出され
(シーケンス・プロパティの処理を参照)、その後、格納されてインデックスが作成
されます。式とビューポイント問合せの両方でシーケンス値を参照できます。

• 生成されるシーケンス番号は一意ですが、デフォルトでは、プロパティ値自体に一
意性制約はありません。このことは、たとえば、アプリケーションで 2つの異なる
ノードに同じシーケンス値を手動で移入できることを意味します。値が一意にな
るように強制する必要がある場合は、アプリケーション・レベルの制約を作成でき
ます。制約の操作を参照してください。

• 次のシーケンス番号は、現在のシーケンス値にステップ値を加算することにより内
部で保守されます。システムでは既存の値はスキャンされず、現在最も大きいもの
が増分されます。たとえば、導出された値 1000、1001および 1002を持つノード
を追加した後、値 1005を持つノードを手動で追加したとします。次に追加するノ
ードは、値 1006ではなく 1003を取得します。また、さらに 2つのノードを追加
した場合、値 1005を持つノードがすでに存在していても、それらは値 1004およ
び 1005を取得します(一意性を確保するためにアプリケーション・レベルの制約を
作成している場合を除きます)。

• シーケンス・プロパティは、手動で作成することも(プロパティの手動での作成を
参照)、汎用アプリケーションの登録中に作成することもできます(カスタム・プロ
パティの作成を参照)。

シーケンス値の表示、編集およびリセット
プロパティを検査してシーケンス・データ型パラメータを表示することで、最後のシ
ーケンス値を表示できます。インスペクタから手動で新しいシーケンス値を入力する
こともできます。また、最後のシーケンス値をクリアして、シーケンスの次の値を元
のシーケンス開始値で始めることができます。
考慮事項
• シーケンス値への変更は、新しい要求、インポートおよびロードに適用されます。
処理中の要求が変更されることはありません。

• 新しいシーケンス値を手動で入力すると、入力した数値にシーケンス・ステップ値
をプラスした値で新しいシーケンス値が開始します。最終シーケンス値の編集を
参照してください。

Note:

ステップ値を表示して編集するには、プロパティ・パラメータを編集し
ます。シーケンス・データ型パラメータを参照してください。

• シーケンス値をリセットすると、新しいシーケンス値として、シーケンス・プロパ
ティの初期開始値にステップ値をプラスした値が使用されます。最終シーケンス
値のリセットを参照してください。
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Note:

初期シーケンス開始値およびステップ値を表示して編集するには、プロパティ・
パラメータを編集します。シーケンス・データ型パラメータを参照してくださ
い。

• 最終値より小さい最終シーケンス値を手動で入力する場合、またはシーケンス値を初期開
始値にリセットする場合は注意してください。これにより、シーケンス番号が、すでに割
り当てられている既存のシーケンス番号と重複する可能性があります。シーケンス・プロ
パティの値が確実に一意になるようにアプリケーション制約を設定することを検討して
ください。制約の操作を参照してください。

最終シーケンス値の表示
1. 最終値の表示対象とするシーケンス・プロパティを検査します。プロパティの検査を参照
してください。

2. 最終値を表示するアプリケーションを選択します。
使用されたシーケンスの最終値が「最終値」フィールドに表示されます。シーケンスの次
の番号は、最終値にステップ値をプラスした値になります。

最終シーケンス値の編集
1. プロパティ・インスペクタから、最終シーケンス値の編集対象とするアプリケーションを
選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 「最終値」で、「編集」 をクリックします。

Note:

このアイコンは、インスペクタで編集モードのときにのみ表示されます。
4. 「最終シーケンス値」に、値を入力します。この値は、現在の最終値より大きくする必要
はありません。

5. オプション: 表示された「次のシーケンス値」(指定した値にステップ値をプラスした値)
を確認して、期待を満たすことを確かめます。

6. 「保存」をクリックして、「最終シーケンス値の編集」ウィンドウを閉じます。

Caution:

「保存」をクリックすると、次の画面で「取消」をクリックしても、新しい値が
保管されます。

7. 「保存」をクリックし、確認のダイアログ・ボックスで「はい」をクリックします。
最終シーケンス値のリセット
1. プロパティ・インスペクタから、最終シーケンス値のリセット対象とするアプリケーショ
ンを選択します。
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2. 「編集」をクリックします。
3. 「最終値」で、「編集」 をクリックします。

Note:

このアイコンは、インスペクタで編集モードのときにのみ表示されます。
4. 「最終シーケンス値」の横にある「クリア」をクリックします。
5. オプション: 表示された「次のシーケンス値」(初期シーケンス開始値にステップ値
をプラスした値)を確認して、期待を満たすことを確かめます。

6. 「保存」をクリックして、「最終シーケンス値の編集」ウィンドウを閉じます。

Caution:

「保存」をクリックすると、次の画面で「取消」をクリックしても、新し
い値が保管されます。

7. 「保存」をクリックし、確認のダイアログ・ボックスで「はい」をクリックします。

シーケンス・プロパティの処理
このトピックでは、ビューポイントにノードが追加または更新される場合のシーケン
ス・プロパティの処理方法について説明します。
対話型要求
ノード・タイプにシーケンス・プロパティを追加した場合、そのノード・タイプのノ
ードが追加、挿入、移動、編集されるか並べ替えられるたびに、そのプロパティに定
義済の値がまだない場合は次のシーケンス値が移入されます。ノードが除去または削
除される場合、シーケンス・プロパティは移入されません。
プロパティ内の次のシーケンス値を取得および移入するプロセスは、内部的なシステ
ム・プロパティ更新アクションであることから、セキュリティおよび検証の対象にな
りません。つまり、ユーザーがノードを追加または更新すると、次の場合であっても、
定義済の値を持たない、そのノードのすべてのシーケンス・データ・タイプが移入さ
れます:

• ユーザーにそのプロパティへの書込み権限がありません
• プロパティがビューポイントで非表示になっています
• プロパティが編集可能として定義されていません
• プロパティの「コミット時にロック」が有効になっています
ただし、ユーザーがシーケンス・プロパティを手動でクリアまたは編集する場合は、
通常のセキュリティおよび検証が適用されます。
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Note:

コピーおよびモデル元操作の場合、シーケンス値はソース・ノードからコピーされ
ません。新規ノードの値は、シーケンスの次の値から生成されます。

要求ファイル・ロード
ファイル・ロードからの要求(つまり、対話型要求、比較要求、コピーまたはモデル元要求、
サブスクリプション、連結要求およびマージ・インポート内のアップロードされた要求ファ
イル)の場合、シーケンス・プロパティに対して定義済の値がまだないノードは、次のように
更新されます:

• 要求ファイルにシーケンス・プロパティの値が含まれる場合、その値が通常どおり更新さ
れます。これはユーザー・アクションであり、セキュリティおよび検証が適用されます。
– <blank>キーワードにより、プロパティは定義済の空白値で更新されます。
– <clear>キーワードにより、既存の値(空白値を含む)がクリアされ、次のシーケンス値
が取得されます。

Tip:

既存のノード・タイプにシーケンス・プロパティを追加する場合、他に何も
変更することなく既存のノードのそのプロパティの連番を生成する簡単な
方法は、このプロパティを、要求ファイルまたはビューポイント・ロードを
使用して、<clear>キーワードでプロパティを更新することです。

• 要求ファイルにシーケンス・プロパティの値が含まれない場合、プロパティはシーケンス
の次の値で更新されます。これは内部的なシステム・アクションであり、セキュリティお
よび検証は適用されません。

Note:

要求ファイル内のノードのシーケンス・プロパティは、そのプロパティがファ
イルに含まれていない場合であっても更新されます。たとえば、ファイルに「説
明」プロパティの更新のみが含まれる場合、そのファイル内のノードのうち、
シーケンス・プロパティに対して値がまだ定義されていないすべてのノードで
も、ユーザーがそのプロパテへの書込み権限を持っていないか、またはプロパ
ティがビューポイントで非表示になっている場合であっても、そのプロパティ
が次のシーケンス値で更新されます。

インポートおよびビューポイント・ロード
「マージ」モード
「マージ」モードでのインポートおよびビューポイント・ロードは、前述の要求ファイル・ロ
ードと同様に処理されます。すべてのシーケンス・プロパティ(未バインドのプロパティを含
む)で、まだ定義済の値がないものは、インポートまたはビューポイント・ロード中にシーケ
ンスの次の値で更新されます。
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<clear>キーワードを使用して、「マージ」モードのインポートおよびビューポイント・
ロードでシーケンス値を生成できます。
「リセット」および「置換」モード
「リセット」または「置換」モードのインポートでは、未バインドのシーケンス・プロ
パティは変更されません。汎用アプリケーションのバインド・プロパティのみをシー
ケンス値で更新できます。値は、前述の要求ファイル・ロードと同じ処理に従って更
新されます。
「置換」モードのビューポイント・ロードでは、ビューポイント・ロード・ファイルに
含まれるシーケンス・プロパティのみが値で更新されます。ビューポイント・ロード・
ファイルにシーケンス・プロパティの列が含まれていない場合は、そのプロパティは
ビューポイント・ロード中に更新されません。
「リセット」および「置換」モードでの<clear>キーワードの使用
「置換」モードのビューポイント・ロードでは、<clear>キーワードを使用して、シー
ケンス・プロパティのシーケンス値を生成できます。
「リセット」または「置換」モードのインポートでは、インポート・オプションで設定
済の場合に clearキーワードを使用してシーケンス値を生成できます。インポート・オ
プションの管理を参照してください。

プロパティの検査
プロパティ・インスペクタ・ダイアログを使用して、プロパティ定義を調べ、特定の
プロパティの名前および説明の基本パラメータを編集し、アプリケーション固有のデ
フォルト値と許容値を変更できます。
プロパティを検査すると、アプリケーションの登録時に設定された基本パラメータお
よびアプリケーション固有のプロパティを表示できます。インスペクタを編集モード
にせずに、プロパティの許容値リストをエクスポートできます。
プロパティを検査するには、「プロパティ」で、検査するプロパティのリンクをクリッ
クします。

ノート:

編集可能プロパティを、特定のビューポイントで読取り専用として構成でき
ます。ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成を参照してくださ
い。

詳細は、プロパティの操作を参照してください。
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プロパティ・パラメータの編集
基本パラメータは初期アプリケーション登録中に設定されます。これらの基本パラメータを
アプリケーション・レベルまたはノード・タイプ・レベルでオーバーライドしてから、必要
に応じてアプリケーションまたは基本の値に戻すことができます。
基本パラメータ
基本パラメータは、アプリケーション登録プロセスからのプロパティの初期構成です。基本
パラメータは、次のセクションで構成されています。
• 全般: プロパティのネームスペース、名前、説明、レベルおよびデータ型が含まれます。
• デフォルト・パラメータ: デフォルト・タイプとデフォルト値が含まれます。
• 共通パラメータ: デフォルト値、プロパティが継承向けに構成されるかどうか、プロパテ
ィが編集可能かどうかなどの一般的なパラメータが含まれます。

• データ型パラメータ: プロパティ・データ型に固有のパラメータが含まれます。たとえば、
stringプロパティは文字列長の下限と上限、無効な文字のリストを持つことができます。

• 許容値: プロパティに許可されている値が含まれます。
プロパティの基本パラメータは、そのプロパティを使用するアプリケーションを最初に構成
する際に設定されます。アプリケーションの登録を変更しても、基本パラメータは更新され
ません。
プロパティ・インスペクタから、プロパティの要約パラメータを除くすべてのパラメータを
アプリケーションまたはノード・タイプ・レベルでオーバーライドできます。
名前および説明の基本パラメータの編集
サービス管理者は、Coreまたは CoreStatsネームスペースにないプロパティの名前および説
明の基本パラメータを編集できます。名前または説明の基本パラメータを変更すると、その
プロパティを使用するすべてのアプリケーションに影響します。
名前または説明の基本パラメータを変更するには:

1. 「編集」をクリックしてから、新しい名前または説明を入力します。
2. 「保存」をクリックします。
確認メッセージに、名前変更の影響を受けるアプリケーションが表示されます。続行する
場合は「はい」を、取り消す場合は「いいえ」をクリックします。

ヒント:

特定のビューポイントでのみプロパティに異なるラベルまたは説明を設定する場合
は、そのビューポイントに対してのみプロパティのラベルまたは説明をオーバーラ
イドできます。ビューポイントでのプロパティの表示方法の構成を参照してくださ
い。

プロパティのノード・タイプへの追加
プロパティ・インスペクタからノード・タイプにプロパティを追加できます。プロパティを
ノード・タイプに追加した後、プロパティに対するアプリケーションおよびノード・タイプ・
オーバーライドを定義できます。
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ノート:

プロパティ・インスペクタでのノード・タイプへのプロパティの追加は、プ
ロパティがアプリケーション登録プロセスを介してディメンションに追加さ
れなかったため、プロパティがインポートおよびエクスポートに含まれない
という点で、ノード・タイプ・インスペクタでのプロパティの追加と似てい
ます(ノード・タイプのプロパティの追加、除去および構成を参照)。プロパ
ティの操作を参照してください。

プロパティをノード・タイプに追加するには:

1. 「プロパティ」で、検査するプロパティのリンクをクリックします。
2. 「アプリケーションとノード・タイプ」で「追加」をクリックします。

ノート:

プロパティをノード・タイプに追加する際は、編集モードにはできませ
ん。

3. アプリケーションとノード・タイプのドロップダウン・リストから、プロパティを
追加するノード・タイプを選択し、「保存」をクリックします。

ノート:

ドロップダウン・リストには、そのプロパティをまだ使用していないノ
ード・タイプのうち、そのノード・タイプを含むディメンションで「所有者」または「メタデータ・マネージャ」権限があるもののみが表示さ
れます。

アプリケーションまたはノード・タイプ・レベルでのパラメータのオーバーライド
パラメータにオーバーライドを追加して、そのパラメータの値をアプリケーションま
たはノード・タイプ・レベルで変更できます。ノード・タイプ・レべルでオーバーラ
イドされたパラメータは、アプリケーション・レベルのパラメータより優先されます。
たとえば、プロパティの「編集可能」パラメータがアプリケーション・レベルで選択
されているが、ノード・タイプ・レベルでは選択されていない場合、ユーザーはその
ノード・タイプのそのプロパティを編集できません。
考慮事項
• パラメータをオーバーライドするには、アプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
• 更新内容がプロパティ・インスペクタに保存されると、アプリケーションの登録を
変更する際に、アプリケーション・オーバーライドの更新された値は使用できます
が、ノード・タイプ・オーバーライドの更新された値は使用できません。

• システム定義のプロパティについては、ノードの名前および説明プロパティのデー
タ型パラメータ(大/小文字の種類、無効な文字、最小長および最大長)のみを上書き
できます。

アプリケーションまたはノード・タイプのパラメータをオーバーライドするには:
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1. 「プロパティ」で、検査するプロパティのリンクをクリックします。

2. リストからアプリケーション( アイコンで表示)またはノード・タイプ( アイコンで
表示)を選択します。アプリケーション名の横にある をクリックし、そのアプリケーシ
ョンのノード・タイプを表示します。
 

 

3. 「編集」をクリックします。
4. 必要に応じて、デフォルト、共通およびデータ型のパラメータを編集します。プロパテ
ィ・データ・タイプのパラメータの理解を参照してください。

5. オプション: 文字列パラメータの場合は、必要に応じて許容値を編集します。プロパティ
の許容値または無効な値の定義を参照してください。

6. 「保存」をクリックし、アプリケーションの値が変更されることを確認するメッセージで、
「はい」をクリックします。

アプリケーションまたはノード・タイプ・レベルでパラメータをオーバーライドすると、同
じグループ内のすべてのパラメータがアプリケーション・レベルでは アイコン、ノード・
タイプ・レベルでは アイコン付きで更新され、それらの値が基本パラメータ値と異なるこ
とが示されます。たとえば、アプリケーション・レベルで「最小長」パラメータを更新する
と、「大/小文字の種類」、「無効な文字」、「最小長」および「最大長」に アイコンが表示さ
れます。
アプリケーションまたはノード・タイプ・レベルでのパラメータの無効化
フィールドに入力したテキストの値をクリアし、「保存」をクリックすることで、アプリケー
ションまたはノード・タイプ・レベルでパラメータが適用されないことを指定できます。そ
のパラメータの値は、デフォルトでそのパラメータのデータ型の値に設定されます。たとえ
ば、整数データ型のプロパティ・パラメータの最大長の入力値をクリアした場合、アプリケ
ーションまたは基本レベルの最大長パラメータに関係なく、ユーザーは整数型データベース
列の境界内の任意の数を入力できます。
オーバーライドされたパラメータをアプリケーションまたは基本の値に戻す
アプリケーションまたはノード・タイプ・レベルでプロパティ・パラメータをオーバーライ
ドすると、オーバーライドしたプロパティは、現在のパラメータが基本パラメータと異なる
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ことを示す または インジケータ付きで更新されます。アプリケーション・レベ
ルでオーバーライドしたプロパティは基本の値に戻すことができ、ノード・タイプ・
レベルでオーバーライドしたプロパティはアプリケーションまたは基本の値に戻すこ
とができます。プロパティをアプリケーションまたは基本の値に戻すと、パラメータ・
タイプ・レベルで元に戻ります。たとえば、「データ型パラメータ」を元に戻すと、「大/
小文字の種類」、「無効な文字」、「最小長」および「最大長」のプロパティ設定がすべ
てアプリケーションまたは基本の値に戻ります。
 

 
オーバーライドされたパラメータをアプリケーションまたは基本の値に戻すには:

1. プロパティ・インスペクタで、アクションを実行します。
• アプリケーションを選択し、アプリケーション・レベルでオーバーライドされ
たパラメータを基本の値に戻します。

• ノード・タイプを選択し、ノード・タイプ・レベルでオーバーライドされたパ
ラメータをアプリケーションまたは基本の値に戻します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 元に戻すパラメータ・タイプで、 をクリックし、
そのタイプのすべてのプロパティをアプリケーションまたは基本の値に戻します。

4. 「保存」をクリックします。
5. 「はい」をクリックして、オーバーライドされた値をアプリケーションまたは基本
の値に戻すことを確認します。

6. アプリケーションまたは基本の値にリセットするすべてのパラメータ・タイプを元
に戻した後、「保存」をクリックします。

7. アプリケーションの値が変更されることを確認するメッセージで、「はい」をクリ
ックします。

ノート:

ノード・データ型プロパティのデータ型パラメータに対して実行されたアプ
リケーション・オーバーライドは元に戻せません(たとえば、「割当済ノード・
セット」または「最下位レベルのみ」)。これらのパラメータはアプリケーシ
ョンに固有であり、元に戻すための基本レベルで定義された値はありません。
ノード・データ型プロパティのデータ型パラメータの完全なリストは、プロ
パティ・データ・タイプのパラメータの理解の「ノード・データ型に固有の設定」を参照してください。
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プロパティの許容値または無効な値の定義
一部のデータ型では、プロパティを一連の値(許容値)に制限するか、一連の値の 1つと等しく
できないように(無効な値を)指定できます。次の例は、Asset (資産)、Equity (エクイティ)、
Expense (費用)、Liability (負債)、Revenue (収益)の値のみを許容するように構成された
Account Typeプロパティを示しています。
 

 

プロパティに対して許容または無効にする値は、プロパティ・インスペクタのプロパティ・
パラメータ・ページから指定します。プロパティ・パラメータの編集を参照してください。

ノート:

汎用アプリケーションのカスタム・プロパティの場合にのみ、プロパティを追加ま
たは変更する際に表示されるディメンション・ノード・タイプのプロパティ・ペー
ジで、許容値を指定することもできます。カスタム・プロパティの作成を参照して
ください。

プロパティが特定の値のみを許容するか、特定の値にできないように指定するには:

1. (許容値のみ)許容値の使用を有効にするには、次のアクションを実行します:

a. 「許容値リストの使用」チェック・ボックスを選択します。
b. 「空白エントリを含む」オプションがデフォルトで選択されています。これにより、
リストに空白が追加されます。ユーザーの選択肢に空白エントリを含めない場合は、
このオプションをクリアします。

2. 許容値または無効な値を指定するには、「許容値」または「無効な値」テキスト・ボック
スで、指定する各値に対して次の手順を実行します:

a. 「新規行の追加」 (+)をクリックし、値を入力して新しい行にテキストを表示します。
[Enter]または[Tab]を押すと、値の横に ボタンが表示されます。ボタンをクリック
して、そのエントリを除去します。
次の例は、Asset(資産)、Equity(エクイティ)、Expense(費用)、Liability(負債)、
Revenue(収益)の値のみを許容するように Account Typeプロパティを定義する方法
を示しています。
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b. オプション: 「ソート基準」 をクリックして、「値」または「ラベル」で許
容値リストの 1回かぎりのソートを英数字順に実行します。

c. リストのアイテムを並べ替えるには、「アクション」列で「アクション」 を
クリックし、アイテムの位置を選択します。

d. リストからすべてのアイテムをクリアするには、「アクション」 、「クリア」
の順にクリックします。

e. 許容値または無効な値のリストをインポートまたはエクスポートするには、
「アクション」 をクリックし、適切なオプションをクリックします。値は
Excelファイルにインポートおよびエクスポートできます。

プロパティ定義のダウンロード
単一のプロパティまたはすべてのプロパティのプロパティ定義を、プロパティ・ワー
ク・リストまたはプロパティ・インスペクタからダウンロードできます。ダウンロー
ドされる情報には、基本パラメータおよびプロパティのアプリケーションおよびノー
ド・タイプ・オーバーライドが含まれます。
これにより、たとえば、オフライン・ファイルの基本、アプリケーション、およびノ
ード・タイプ・レベルで、プロパティ・パラメータをフィルタおよび視覚的に比較で
きます。
単一のプロパティの定義のダウンロード
単一のプロパティの定義を、プロパティ・ワーク・リストまたはプロパティ・インス
ペクタからダウンロードできます。
単一のプロパティの定義のダウンロードするには、次のいずれかのアクションを実行
します:

• プロパティ・ワーク・リストから、定義をダウンロードするプロパティの「アクシ
ョン」列で、「アクション」 をクリックし、「ダウンロード」を選択します。

• プロパティ・インスペクタから、左の列の「ダウンロード」 をクリックしま
す。
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Note:

プロパティ・インスペクタが編集モードの場合、プロパティ定義をダウンロー
ドできません。ダウンロード・ボタンを有効化するには、「保存」または「取
消」をクリックして編集モードを終了します。

プロパティ定義が Excelファイルにダウンロードされます。
すべてのプロパティの定義のダウンロード
プロパティ・ワーク・リストから、「ダウンロード」 をクリックしてすべてのプロパティ
のプロパティ定義を Excelファイルにダウンロードします。

Caution:

環境に多くのプロパティがある場合、この操作に数分かかることがあります。

プロパティ定義のダウンロード・ファイル形式
単一のプロパティの定義またはすべてのプロパティの定義のどちらをダウンロードした場合
も、ダウンロードした Excelファイルには次のタブがあります:

• プロパティ: 基本、アプリケーションおよびノード・タイプ・レベルのプロパティ定義が
含まれます(「許容値」、「無効な値」および「デフォルト式」の詳細な値を除く)。

• 許容値: 基本、アプリケーションおよびノード・タイプ・レベルの詳細な許容値が含まれ
ます。

• 無効な値: 基本、アプリケーションおよびノード・タイプ・レベルの詳細な無効な値が含
まれます。

• デフォルト式: 基本、アプリケーションおよびノード・タイプ・レベルの詳細なデフォル
ト式が含まれます。

Note:

式は json形式でダウンロードされます。

プロパティでの Nullおよび空の値の理解
プロパティでは、null値と定義済の空の値には相違があります。この相違により、データをデ
ィメンションにインポートおよびエクスポートする際に重要な影響があります。
Nullおよび定義済の空の値の定義
• Null値: 次の条件を満たすプロパティです:

– 定義された値がない
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– デフォルト値がない。つまり、プロパティにデフォルト値が指定されていない
か、指定されたデフォルト値が空の文字列であるか、プロパティが派生プロパ
ティで派生値が空の文字列である場合のいずれかです。派生プロパティを参
照してください。

– 継承プロパティの場合に継承値がない。プロパティの継承を参照してくださ
い。

• 定義済の空の値: 保存されている定義済の値が空の文字列であるプロパティ。
すべてのプロパティには nullを使用できますが、定義済の空の値をサポートするのは、
次のプロパティ・データ型のみです:

• リスト
• メモ
• 文字列(「許容値リストの使用」が有効になっていない場合)

• 文字列 (「許容値リストの使用」が有効になっていて、「空白エントリを含む」も有
効になっている場合)

違いを説明するために、親ノードから値を継承するコスト・センター・プロパティが
あると仮定します。親ノードにそのプロパティの値がない場合、コスト・センターの
プロパティ値は nullです。親ノードに値を入力すると、コスト・センターのプロパテ
ィ値が親ノードから継承されます。その後、コスト・センター・プロパティから値を
クリアすると、その値は nullに戻らず、定義済の空の値になります。
nullおよび空の値のインポートおよびエクスポートの詳細は、インポート・オプション
の管理およびエクスポート・オプションの管理を参照してください。

代替名プロパティ
代替名プロパティを使用して、ノードを特定して比較する際に様々なノード・タイプ
にわたる共通ノードを識別します。また、ノードのプライマリ名が指定されていない
場合に、プロファイルのアップロードでノードを照合する際にも使用されます。
代替名プロパティを使用するには、代替名を使用するノード・タイプに
Core.Alternate Nameプロパティを追加します。ノード・タイプのプロパティの追加、
除去および構成を参照してください。
代替名プロパティをノード・タイプに追加した後、次の方法で使用できます:

• ノードを特定する際、プライマリ・ノード名が見つからない場合は代替名が検索さ
れます。ノードの特定を参照してください。

• ノードを比較する際は、プライマリ・ノード名と代替名の両方が比較のために評価
され、プライマリ名が優先されます。ビューポイントの比較の実行を参照してくだ
さい。

• 要求アイテムをロードする際、ノード名がファイルにない場合は、代替名を使用し
てノードを特定および更新します。ロード・ファイル形式の要求を参照してくださ
い。

ビューポイントのプロパティの構成方法の理解
ビューポイントのノードに使用できるプロパティは、データ・チェーンのノード・タ
イプで使用できるプロパティです。様々な方法でプロパティを表示するようビューポ
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イントを構成できます。たとえば、特定のプロパティを 1つのビューポイントでは編集可能
にし、別のビューポイントでは読取り専用にすることができます。
次の表に、データ・オブジェクトでプロパティを構成する方法を示します。
表 20-3 データ・オブジェクトおよびプロパティ

データ・オブ
ジェクト

プロパティ構成

ノード・タイ
プ

データ・チェーン内にノード・タイプが含まれるすべてのビューポイントに対して次
を定義します。
• 使用可能なプロパティ。
• プロパティが必要かどうか。
必要なプロパティとは、そのプロパティに対する値をすべてのノードが持つ必要
があることを意味します。これは、ノード・タイプがアプリケーションのバイン
ディング・ルールに準拠するために含める必要があるプロパティである、必須プ
ロパティとは異なります。

ビューポイン
ト

特定のビューポイントに対して次を定義します。
• ビューポイントに表示されるプロパティ。
• プロパティに対して表示される名前。つまり、プロパティのラベルを指定できま

す。
• プロパティ値が編集可能であるか読取り専用であるか。

詳細は、 プロパティの操作を参照してください。
例 20-2 プロパティの構成
汎用アプリケーションの勘定科目ディメンションのノード・タイプがあり、Custom.Number
of Decimal Placesという名前のオプションのプロパティを作成したとします。また、次の
方法でプロパティを処理するビューポイントを構成する必要があるとします。
• プロパティがすべての勘定科目ノードに対して使用可能かつ必須です。
• このビューポイントによって表示されるプロパティ名は Decimal Precisionです。
次の例は、このプロパティがビューポイント内でどのように表示されるかを示しています。
 

 
これを実現するには、次で説明するようにノード・タイプおよびビューポイントを構成しま
す。
1. ノード・タイプの「プロパティ」タブで、Custom.Number of Decimal Placesプロパテ
ィを必須として指定します。
 

 

2. ビューポイントの「プロパティ」タブで、「ラベル」を「Decimal Precision」に変更しま
す。
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プロパティの検索
「プロパティ」リストで検索を実行すると、「名前」、「説明」、「データ型」および「レ
ベル」の各列が検索されます。検索テキストと一致する項目が結果ウィンドウに太字
のフォントで表示されます。
たとえば、この検索では、関係レベルのプロパティのみが返されます。
 

 
「プロパティ」リスト内を検索するには:

1. 「プロパティ」から、 をクリックします。
2. 検索するテキスト文字列を入力します。入力を終了すると検索が自動的に実行さ
れます。
検索を閉じてプロパティの完全なリストに戻るには、 をクリックします。

プロパティの削除
カスタム・プロパティのみを削除できます。カスタム・プロパティは、他のデータ・
チェーン・オブジェクトまたはアプリケーション登録によって参照されていない場合
に削除できます。サービス管理者のみがカスタム・プロパティを削除できます。
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ノート:

予約されたネームスペース (Core、CoreStats、PLNなど)内のプロパティは削除でき
ません。

カスタム・プロパティを削除するには:

1. 「プロパティ」で、削除するカスタム・プロパティを見つけます。
2. プロパティの「アクション」列で、 をクリックし、「削除」を選択します。
3. 「はい」をクリックして削除を確認します。
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21
検証および制約の理解

検証および制約により、データ整合性が保たれ、Oracle Enterprise Data Management Cloud
のビジネス・ロジックが適用されます。
Oracle Enterprise Data Management Cloudで実行される検証には 3つのタイプがあります。
• システム検証: 一般的なシステム・チェックです。たとえば、検証では、すでに存在する
ノードを作成しようとしているかどうかがチェックされます。システム検証のリスト
は、システム検証を参照してください。システム検証はすべてのデータに適用され、無効
にはできません。

• アプリケーション固有の検証: Planningなどの外部アプリケーションに固有の検証です
アプリケーション固有の検証は、ディメンション内のすべてのバインド済データに適用さ
れますが、ディメンション・レベルで検証を無効にすることや、重要度レベルを設定する
ことができます。アプリケーション固有の検証の適用および重要度の管理を参照してく
ださい。
– Planningおよびフリーフォームの検証
– Oracle Financials Cloud一般会計の検証
– E-Business Suite一般会計の検証
– Financial Consolidation and Closeの検証

ノート:

データ整合性を保つために、これらのバインディング・ステータスのデータ・
オブジェクトについてアプリケーション固有の検証が実行されます。バインデ
ィング・ステータスを参照してください。
– バインドされたビューポイントでは、アプリケーション固有の検証がすべて
実行されます。

– ノード・セットまたは階層セットがバインドされている階層ビューポイント
では、アプリケーション固有の検証がすべて実行されます。

– ノード・タイプがバインドされている階層ビューポイントでは、次の検証を
実行します。
* すべてのノード・タイプ・レベル(プロパティ検証など)およびアプリケ
ーション・レベルの検証(名前の一意性など)が実行されます。

* 構造ベースの検証(親子検証など)がビューポイントの階層セットに対し
て実行されます。これらの検証結果は、バインドされた階層セットによ
って異なる場合があります。

– ノード・タイプがバインドされているリストタイプ・ビューポイントでは、
アプリケーション固有の検証がすべて実行されますが、構造ベースの検証
(親子検証など)は除かれます。
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• カスタム検証: 特定の実装に固有のビジネス・ロジックを適用するユーザー作成の
検証です。カスタム検証の操作を参照してください。

制約では、アプリケーションのノード・タイプとディメンション全体で特定の条件(名
前の一意性など)がチェックされます。たとえば、制約では、特定のノード・タイプの
ノードまたは階層セットのみで実行するカスタム検証とは対照的に、アプリケーショ
ン・レベルでノード名の一意性を強制できます。これは、アプリケーション固有の検
証と同じですが、検証を適用するアプリケーションまたはディメンションを構成でき、
汎用アプリケーションに検証を追加できます。制約の操作を参照してください。
検証および制約は次の場合に実行されます:

• 外部アプリケーションからのデータのインポート
• 「エクスポート前に検証」が「エラー時にアラート」または「エラー時に中止」に
設定されている場合は、外部アプリケーションにデータをエクスポートします。エ
クスポート・オプションの管理を参照してください。

• ビューポイントへの変更の手動入力
• ビューポイントへの要求変更を含むファイルのロード
• 要求アイテムの検証
• 要求の検証
• ビューポイントの検証

システム検証
システム検証は、すべてのアプリケーション・タイプに対して実行される一般的なシ
ステム・チェックです。
次の表は、システム検証をリストしています。
表 21-1 ノード・レベルの検証

名前 次の場合、検証エラーになる
ノード・タイプが存在 ノード・タイプが存在しません
ノードがノード・タイプに存在 ノードがノード・タイプに存在しません
ノードが要求アイテムに存在 ノードが要求アイテムに存在しません
ノードがノード・セットに存在 ノードがノード・セットに存在しません
ノード名の長さ 名前が最大長を超えています

表 21-2 階層レベルの検証

名前 次の場合、検証エラーになる
親ノード・タイプが存在 親ノード・タイプが存在しません
親がノード・タイプに存在 親がノード・タイプの既存ノードではありませ

ん
親が要求アイテムに存在 親が要求アイテムに存在しません
親がノード・セットに存在 親がノード・セットに存在しません
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表 21-2 (続き) 階層レベルの検証

名前 次の場合、検証エラーになる
階層セット内の子ノード・タイプ ノード・タイプが階層セット内の親の子ノー

ド・タイプではありません
関係が階層セットに存在 親子関係が階層セットに存在しません
階層セット内の共有ノード 共有ノードは階層セットには許可されません
自身の子孫 ノードが親(または先祖)と同じです
自身の兄弟 ノードが親の子として存在します

表 21-3 ビューポイント・レベルの検証

名前 次の場合、検証エラーになる
ノード・タイプに対して許可されるアクション 要求アクションはビューポイントのノード・タイ

プに対して許可されません
ビューポイント・ステータス ビューポイントで編集は許可されません
ビューポイントに表示されるプロパティ プロパティがビューポイントのノード・タイプに

対して表示されません
ビューポイントで編集可能なプロパティ プロパティがビューポイントのノード・タイプに

対して編集できません

表 21-4 プロパティ・レベルの検証

名前 次の場合、検証エラーになる
プロパティのデータ型 値はプロパティのデータ型と一致しません
プロパティの形式 値がプロパティに期待される形式と一致しません
プロパティの最大長 値がプロパティの最大長を超えています
プロパティに対して無効な文字 プロパティに対して無効な文字が値に含まれます
プロパティの最小値と最大値 値がプロパティの最小値と最大値の範囲内にあり

ません
プロパティのリスト内の値 値がプロパティ対して許可される値リストにあり

ません
ノード・タイプの必須プロパティ ノード・タイプのプロパティの値が入力されてい

ません
ノードがプロパティ・ノード・セットに存在 値がプロパティに対して構成されているノード・

セット内のノードではありません

アプリケーション固有の検証の適用および重要度の
管理

デフォルトでは、アプリケーション固有のすべての検証がエラーの重要度に応じて適用され
ます。重要度を変更するか、またはアプリケーション固有の各検証をディメンション・レベ
ルで無効化できます。無効化した検証は、そのディメンションのデータに対して実行されな
くなります。
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アプリケーション固有の検証の適用および重要度を管理するには:

1. 検証を管理するディメンションを検査します。ディメンションの検査を参照して
ください。

2. 「検証」タブを選択して、そのディメンションで実行されるアプリケーション固有
の検証を表示します。

3. 「編集」をクリックします。
4. 検証を有効または無効にするには、「有効」チェック・ボックスを選択またはクリ
アします。

5. 検証の重要度を変更するには、「検証設定の編集」 をクリックし、「要求送信」、
「要求承認」、「要求コミット」および「ビューポイント検証およびエクスポート」
ステージにおける検証の重要度(「エラー」、「警告」、「無視」)を選択します。
検証重要度の理解を参照してください。

6. 「保存」をクリックします。

ノート:

Oracle Financials Cloud一般会計および Oracle E-Business Suite一般会計
アプリケーションで、大文字のノード名の検証を適用しない場合は、アプリ
ケーション・レベルで「大文字のノード名」検証を無効にすることに加え、
オーバーライド・ラベルで Core.Nameプロパティの「大/小文字の種類」設
定を更新する必要があります。プロパティ・パラメータの編集を参照してく
ださい。

カスタム検証の操作
カスタム検証を使用すると、カスタム・ビジネス・ロジックを追加して、アプリケー
ション、ディメンション、ノード・タイプおよび階層セットでデータ・ルールを適用
できます。検証が作成されたデータ・チェーン・オブジェクトのインスペクタの「検
証」タブで、カスタム検証を操作します。
考慮事項
• カスタム検証を作成、編集または削除するには、少なくともディメンションに対す
る所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。

• ノード・タイプの検証は、ノード・タイプ別にビューポイント内のすべてのノード
に対して実行されます。

• 階層セットの検証は、ビューポイントが階層である場合は、ビューポイント内のす
べてのノードに対して実行されます。

• 検証は、要求が実行された後のノードの状態(つまり、要求がコミットされた後の
ノードの状態)で実行されます。要求が実行される前のノードの状態で検証を実行
することはできません。

• 要求が送信、承認、コミットされたとき、または検証が実行されたときに検証が実
施されます。次の表に、異なるコンテキストで検証が実行されるときにどのカスタ
ム検証が実行されるかを示します。
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検証コンテキスト 実行される検証
要求の検証 カスタム検証は、トリガー・アクションまたはト

リガー・プロパティを満たす要求アイテムに対し
て実行されます

開いている要求のあるビューポイントの検証 カスタム検証は、要求アイテムを含む、ビューポ
イント内のすべてのノードに対して実行されます

要求の範囲外のビューポイントの検証 カスタム検証は、トリガー・プロパティを満たし、
トリガー・アクションを満たさない要求アイテム
に対して実行されます

カスタム検証の作成
1. 検証を追加するデータ・チェーン・オブジェクトを検査します。次を参照してください:

• アプリケーションの検査
• ディメンションの検査
• ノード・タイプの検査
• 階層セットの検査

2. 次のいずれかのアクションを実行します。
• アプリケーション、ノード・タイプ、階層セットおよび汎用アプリケーションのディ
メンションの場合: 「検証」タブで、「作成」をクリックします。

• 汎用以外のアプリケーションのディメンションの場合: 「検証」タブで、「カスタム」
サブ・タブをクリックし、「作成」をクリックします

3. 検証の名前、およびオプションで説明を入力し、「作成」をクリックします。
検証が検証インスペクタに表示されます。

カスタム検証の編集
1. カスタム検証を編集するデータ・チェーン・オブジェクトを検査します。
2. 次のいずれかのアクションを実行します。

• アプリケーション、ノード・タイプ、階層セットおよび汎用アプリケーションのディ
メンションの場合: 「検証」タブで、「編集」をクリックします。

• 汎用以外のアプリケーションのディメンションの場合: 「検証」タブで、「カスタム」
サブ・タブをクリックし、「編集」をクリックします

3. 検証インスペクタの「全般」タブで、「編集」をクリックして検証の名前または説明を編
集します。

4. 「定義」タブで、次の情報を入力して検証を定義します:

• 「有効」フラグ: カスタム検証が実施されるかどうかを指定します。デフォルトで検証
は無効化されており、次の条件を満たす場合のみ有効化できます。
– 有効な式が定義されています
– 少なくとも 1つのトリガー・アクションまたはトリガー・プロパティが構成され
ています

– エラー・メッセージが定義されています
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ノート:

ノード・タイプまたは階層セット・インスペクタの「検証」タブから
検証を有効または無効にすることもできます。カスタム検証の有効
化、無効化または削除を参照してください。

• 式: 「式の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックして式ビルダー
を開き、検証のビジネス・ロジックを定義します。式を使用したカスタム・ビ
ジネス・ロジックの定義を参照してください。
検証の式はブール値を返す必要があります。式が Trueの値を返す場合、検証
は成功です。式が Falseの値を返す場合、検証は失敗し、エラー・メッセージ
が表示されます。

• トリガー・アクション: 検証が実行される 1つ以上の要求アクションを選択す
るか、「すべて」チェック・ボックスを選択してすべてのアクションを選択し
ます。

• トリガー・プロパティ: 更新された場合に検証が実行される 1つ以上のプロパ
ティを選択するか、「すべて」チェック・ボックスを選択してすべてのプロパ
ティを選択します。
– ノード・タイプ検証の場合、そのノード・タイプに割り当てられているす
べてのプロパティを選択できます。

– 階層セット検証の場合、その階層セットで参照される任意のノード・タイ
プに割り当てられているすべてのプロパティを選択できます。

ヒント:

検証は、要求内のすべてのトリガー・アクションおよびトリガー・プ
ロパティに対して実行されます。つまり、複数のトリガー・プロパテ
ィを追加し、それらのすべてが失敗した場合、複数のエラー・メッセ
ージを受信します。要求でビジネス・ロジックを適用する最小数のト
リガー・プロパティまたはトリガー・アクションを追加する必要があ
ります。

• 要求状況: 要求のコンテキストでカスタム検証が実行される状況を選択しま
す:

– コミット済(デフォルト): 要求アイテムおよびアクションがビューポイン
トに適用された後のデータに対して検証が評価されます。「コミット済」状
況でデータ条件を評価するときに、要求で除去または削除されたノードは
除外されます。

– ビジュアル化済: 要求アイテムおよびアクションがビューポイントに適用
される前のデータに対して検証が評価されます。「ビジュアル化済」状況で
データ条件を評価するときに、要求で除去または削除されたノードも含ま
れます。
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ノート:

「ビジュアル化済」状況を使用する評価を実行するのは、要求アイテム
を評価するときのみであり、ビューポイントを評価するときには実行し
ないでください。

• 重要度: 「要求送信」、「承認」および「コミット」ステージおよびビューポイントの
検証時とディメンションのエクスポート時における検証の重要度(「エラー」、「警告」、
「無視」)を選択します。検証重要度の理解を参照してください。

• エラー・メッセージ: 検証に失敗した場合にユーザーに表示されるメッセージを入力
します。

5. 「保存」をクリックします。
カスタム検証の有効化、無効化または削除
1. カスタム検証を有効化、無効化または削除するデータ・チェーン・オブジェクトを検査し
ます。

2. 次のいずれかのアクションを実行します。
• アプリケーション、ノード・タイプ、階層セットおよび汎用アプリケーションのディ
メンションの場合: 「検証」タブで、「編集」をクリックします。

• 汎用以外のアプリケーションのディメンションの場合: 「検証」タブで、「カスタム」
サブ・タブをクリックし、「編集」をクリックします

3. アクションを実行する検証の横にある「アクション」列で、 をクリックし、オプション
を選択します:

• 有効化(評価が無効になっている場合にのみ使用可能)

• 無効化(評価が有効になっている場合にのみ使用可能)

• 削除
4. 確認メッセージで「はい」をクリックした後、「保存」をクリックします。
カスタム検証の例
この例では、Corporate Planningアプリケーションの「勘定科目」ノード・タイプに、すべて
のノード名がそのノードの親と同じ文字で開始する必要があるという検証を追加します。次
のスクリーンショットに、作成したカスタム検証を示します。
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検証には次の定義があります:

• 「有効」フラグが Trueに設定されています。
• ノード名がノードの親の名前の最初の文字と同じ文字で開始する場合、式は True
の値を返し、そうでない場合は Falseの値を返します。

• 検証のトリガー・アクションは「追加」および「名前変更」で、トリガー・プロパ
ティは「名前」です。

• エラー・メッセージは、勘定科目ノードがその親ノードと同じ文字で開始しない場
合は検証が失敗することを示しています。

検証をテストするために、親の最初の文字とは異なる文字で名前が開始する、「勘定科
目」ノード・タイプのノードを追加する要求を送信してみましょう。ここでは、親ノ
ード OFS_Total Revenueの下に、Project Revenueという名前のノードを追加
してみます。
 

 
要求を送信すると、ノード名はその親ノードと同じ文字で開始する必要があるという
検証エラーが表示されます。
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検証重要度の理解
カスタム検証およびアプリケーション固有の検証では、デフォルトで、検証失敗によってエ
ラーが表示され、現在の操作が停止します。重要度を変更すると、警告を表示したり、逆に
検証を無視できます。
次の各操作の重要度レベルを設定できます:

• 要求送信: 要求が「送信」ステージのときに(「ドラフト」、「プッシュ・バック済」または
「撤回済」のステータスに関係なく)検証が評価されます

• 要求承認: 要求が「承認」ステージのときに検証が評価されます
• 要求コミット: 要求が「コミット」ステージのときに検証が評価されます

Tip:

各要求ステージに異なる重要度レベルを構成すると、たとえば、失敗によって
「送信」ステージ中は警告が表示されます(要求の送信はまだ許可されきます)が、
失敗が解決されるまで要求を承認できないように「承認」ステージ中はエラー
が表示されるように検証を構成できます。

• ビューポイント検証およびエクスポート: ビューポイントを検証するとき、またはディメ
ンションをエクスポートするときに検証が評価されます。

Note:

ディメンションをエクスポートするときは、重要度が「エラー」の検証のみが
実行され、結果はディメンションの「エクスポート前に検証」設定によって異
なります。ディメンションをエクスポートする前のビューポイントの検証を参
照してください。

各シナリオの結果を次の表に示します。
Table 21-5    操作ごとの検証重要度

重要度 すべての要求ステー
ジ

ビューポイントの検証 ディメンションのエクスポート

エラー エラーが表示され、要
求が次のステージに
遷移できないように
します。

検証が実行され、重要
度「エラー」がビュー
ポイント検証結果に表
示されます。

ディメンションをエクスポートす
る前に検証が実行されます。「エ
クスポート前に検証」設定により、
検証失敗の結果が決まります。デ
ィメンションをエクスポートする
前のビューポイントの検証を参照
してください。

警告 エラーが表示されま
すが、要求は次のステ
ージに遷移できます
(ユーザーによる確認
後)。

検証が実行され、重要
度「警告」がビューポ
イント検証結果に表示
されます。

ディメンションをエクスポートす
る前に検証は実行されません。
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Table 21-5    (Cont.) 操作ごとの検証重要度

重要度 すべての要求ステー
ジ

ビューポイントの検証 ディメンションのエクスポート

無視 検証は処理されませ
ん。

ビューポイントの検証
中に検証は実行されま
せん。

ディメンションをエクスポートす
る前に検証は実行されません。

Note:

検証重要度は、カスタム検証およびアプリケーション固有の検証に対しての
み構成できます(アプリケーション固有の検証の適用および重要度の管理を
参照)。システム検証の検証重要度は常に「エラー」です。

制約の操作
制約を使用すると、アプリケーションのノード・タイプとディメンション全体に特定
のデータ・ルール(名前の一意性など)を適用できます。
制約はカスタム検証とは異なります。制約はノード・セット全体で条件をチェックし
ますが、カスタム検証はノード・レベルで条件をチェックします。たとえば、カスタ
ム検証はノードまたはその親で条件をチェックできますが、制約はディメンションま
たはアプリケーション・レベルのノード・セット全体で条件をチェックできます。
考慮事項
• アプリケーションの任意のタイプの制約を作成するには、そのアプリケーションの所有者またはメタデータ・マネージャ権限を保持している必要があります。
• 制約を追加して、アプリケーション、ディメンションに対して、または特定のノー
ド・タイプ全体でプロパティ値の一意性を適用できます。制約を有効にすると、指
定したアプリケーションまたはディメンション内のすべてのバインドされたノー
ド・タイプ全体で、または指定した任意のノード・タイプ(バインドまたは非バイ
ンド)全体で、指定したプロパティの値が一意であることがチェックされます。
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Note:

– Oracle Enterprise Data Management Cloudの Planning、Planningモジュー
ルおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーションは、アプリケ
ーション・レベルでノード・タイプ全体でのノード名の一意性をチェックす
るアプリケーション固有の検証をすでに備えています。これらのアプリケ
ーション・タイプに対して、このデータ・ルールを強制する制約を作成する
必要はありません。

– Oracle Enterprise Data Management Cloudの Oracle Financials Cloud一
般会計アプリケーションは、ディメンション・レベルでノード・タイプ全体
でのノード名の一意性をチェックするアプリケーション固有の検証をすで
に備えています。セグメント値セット全体にノード名の一意性ルールを適
用する場合は、アプリケーション・レベルで制約を追加できます。

• 次の基準を満たすプロパティの制約を作成できます:

– プロパティは、ノード・レベル・プロパティである必要があります。関係レベル・プ
ロパティの制約を作成することはできません。

– プロパティのデータ型は、文字列、数値文字列またはシーケンス・データ型である必
要があります。

– プロパティ値は継承できず、「派生」または「派生および保管」デフォルト値を持つ
ことができません。
プロパティの制約を追加した場合、そのプロパティが継承値、「派生」または「派生
および保管」デフォルト値を持つように変更することはできません。

• アプリケーションごとに 4つまでの一意のプロパティに制約を追加できます。ただし、単
一のプロパティに複数の制約を追加できます。たとえば、Alias:Defaultプロパティに 1
つのアプリケーションを設定し、非バインド・ノード・タイプに対してチェックする
Alias:Defaultのノードに別のノード・タイプの制約を作成できます。これは、4つのア
プリケーション制限に関して 1つのプロパティとしてカウントされます。

Note:

特定のプロパティに対してアプリケーション制約を作成した場合、そのアプリ
ケーション内の同じプロパティに対して個別のディメンション制約を作成する
必要はありません。アプリケーション制約により、そのアプリケーション内の
すべてのバインドされたディメンション全体で、プロパティ値の一意性がすで
にチェックされています。

制約の作成、編集および削除
制約を作成するには:

1. 制約を作成するアプリケーションを検査します。
2. 「制約」タブで、「作成」をクリックし、次のアクションを実行します:

• アプリケーションのすべてのバインドされたノード・タイプ内のすべてのノードに対
するプロパティの一意性をチェックするには:

a. 「バインド済アプリケーション一意性」を選択します。
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b. 名前と説明を入力します。
c. 「プロパティ」から、制約のプロパティを選択します。デフォルト値が継承
または導出されていない文字列データ型のノード・レベル・プロパティの
みが表示されます。

d. 制約が有効かどうかを選択します。デフォルトでは、制約は有効です。
• ディメンションのすべてのバインドされたノード・タイプ内のすべてのノード
に対するプロパティの一意性をチェックするには:

a. 「バインド済ディメンション一意性」を選択します。
b. ディメンション・ドロップダウン・メニューから、ディメンションを選択
します。ドロップダウン・メニューには、バインドされたディメンション
のみ表示されます。

c. 名前と説明を入力します。
d. 「プロパティ」から、制約のプロパティを選択します。デフォルト値が継承
または導出されていない文字列データ型のノード・レベル・プロパティの
みが表示されます。

e. 制約が有効かどうかを選択します。デフォルトでは、制約は有効です。
• アプリケーションの選択されたノード・タイプ内のすべてのノードに対するプ
ロパティの一意性をチェックするには:

a. 「ノード・タイプの一意性」を選択します。
b. 「ノード・タイプ」で、ノード・タイプを選択してそれを制約に追加しま
す。制約に複数のノード・タイプを選択でき、バインドおよび非バインド
のノード・タイプを選択できます。選択したノード・タイプを制約から除
去するには、「X」をクリックします。

c. 名前と説明を入力します。
d. 「プロパティ」から、制約のプロパティを選択します。選択したノード・タ
イプのうち、文字列データ型であり、デフォルト値が継承または導出され
ていないノード・タイプのノード・レベル・プロパティのみが表示されま
す。

e. 制約が有効かどうかを選択します。デフォルトでは、制約は有効です。
3. 「保存」をクリックします。
制約を作成した後に、「編集」をクリックして、制約の名前と説明を編集したり、制約
を有効または無効にします。制約を保存した後に、制約のタイプを変更したり(たとえ
ば、アプリケーション・タイプからディメンション・タイプへ)、制約を適用するディ
メンションを変更することはできません。
制約を削除するには、削除する制約で「X」をクリックします。編集モードでは制約を
削除できません。
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22
参照セットの操作

参照セットを使用すると、プロパティの値のセットを別の値のセットに変換できます。たと
えば、勘定科目タイプ・プロパティで、「A」という値を「Asset」という値に変換できます。
参照セットは、プロパティを導出してノード・タイプを変換する式で使用されます。
式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください。
考慮事項
• 参照セットを作成または削除するには、少なくとも 1つのアプリケーションに対する所有
者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。参照セットが作成されると、すべての
ユーザーが表示して検査できます。

• アプリケーションの参照を追加または更新するには、そのアプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
• 参照セットには、ソース値(キーと呼ばれる)およびターゲット値が含まれます。キー値は
一意である必要がありますが、複数のキーを各ターゲット値に関連付けることができま
す。

• 参照は、キーから値にのみ実行されます。値からキーを参照できません。
• 参照セットを定義するとき、キーと関連付けられた値が異なる場合はキーと値のペアのみ
を追加します。キーと値が同じ場合は、それらを参照セットに追加する必要はありませ
ん。参照セットに含まれないキーを渡すと、そのキー自体が返されます。

• 参照キーと値は、文字列データ型のみサポートしています。
参照セットの作成
参照セットを作成するには:

1. ホーム・ページから、「参照セット」タイルをクリックします。
2. 「作成」をクリックします。
3. 名前、およびオプションで説明を入力し、「作成」をクリックします。
参照セットが作成されます。

キーと値を参照セットに追加するには、参照セットの名前をクリックしてインスペクタに開
きます。参照セットの検査を参照してください。
参照セットの削除
サービス管理者は、どのアプリケーションでも使用していない(つまり、参照セットで定義さ
れたアプリケーションの参照値がない)参照セットを削除できます。
参照セットを削除するには:

1. ホーム・ページから、「参照セット」タイルをクリックします。
2. 「アクション」列で、「アクション・メニュー」 をクリックし、「削除」をクリックしま
す。
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ノート:

参照セットがアプリケーションによって使用されている場合、「削除」メ
ニュー項目は使用できません。

3. 「はい」をクリックして参照セットを削除することを確認するか、「いいえ」をクリ
ックして取り消します。

参照セットを削除した後、その名前を再利用して新しい参照セットを作成することや、
既存の参照セット名を変更することができます。

参照セットの検査
キーとその値を追加、編集または削除するために、参照セットを検査できます。

1. 「参照セット」から、検査する参照セットまでスクロールして をクリックし、「検
査」を選択します。

2. 次のタブで、使用可能なオプションから選択します。
• 全般: 名前、説明および作成者と変更者のユーザーが表示されます。
• 定義: アプリケーション参照および各アプリケーションのキーと参照値が表示
されます。

アプリケーション参照を追加するには:

1. 「定義」タブで「編集」をクリックします。
2. 「アプリケーション」で、「追加」をクリックします。
3. 参照に追加するアプリケーションを選択します。所有者またはメタデータ・マネージャ権限が割り当てられているアプリケーションのみが表示されます。
4. 「参照値」で をクリックします。
5. 参照のキーと値のペアを入力します。

ノート:

各キーは一意にする必要がありますが、キーに複数の値を追加できます。
6. アプリケーション参照のすべてのキーと値のペアを追加するまで、ステップ 4と 5
を繰り返します。

7. キーと値のペアを削除するには、「アクション」列で をクリックして「削除」を
選択します。

8. アプリケーション参照のキーと値のペアの入力が終了した後、「保存」をクリック
します
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参照セット値のインポートおよびエクスポート
参照セットのキーと値のペアは、Excelファイルにインポートおよびエクスポートできます。
1列目の値はキーで、2列目の値は値です。その他の列はすべて無視されます。
アプリケーション参照のキーと値のペアをインポートすると、インポートにより、アプリケ
ーション参照の既存の値はオーバーライドされます。
アプリケーション参照をインポートするには:

1. 「定義」タブで「編集」をクリックします。
2. 「参照値」の横にある をクリックし、「インポート」を選択します。
インポート・ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. Excelファイルを選択するか、ダイアログ・ボックスにドラッグします。
インポートが自動的に実行され、ダイアログ・ボックスが閉じます。

4. 「保存」をクリックします。
アプリケーション参照をエクスポートするには、「定義」タブで をクリックし、「エクスポー
ト」を選択します。エクスポート・ファイルが作成され、クライアントのローカル・ファイ
ル・システムに自動的にダウンロードされます。このファイルには、構成しているプロパテ
ィとアプリケーションの名前が付きます(例: Account+Type-
Corporate+Planning.xlsx)。
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23
式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定義

式を使用すると、データを管理するためのビジネス・ロジックを定義できます。式を使用し
て、アプリケーション間でデータを移動する際にプロパティを変換したり、別のプロパティ
の値に基づいてプロパティの値を導出したり、ノード・タイプまたは階層セットのカスタム
検証を作成できます。式ビルダーを使用すると、最小限のコーディングまたはスクリプト知
識を必要とする構造化環境で、複雑なビジネス・ロジックを定義できます。作成する式は、
作成時に自動的に検証されます。
このトピックでは、式ビルダーを使用してビジネス・ロジックを定義する方法について説明
します。このビジネス・ロジックが適用されるコンテキストの詳細は、次のトピックを参照
してください。
• ノード・タイプ・コンバータの操作
• 派生プロパティ
• カスタム検証の操作
• サブスクリプションへのフィルタおよび条件の追加
• 承認ポリシーの作成および有効化
• 通知ポリシーの作成および有効化
ビデオ

目的 参照するビデオ
カスタム・ビジネス・ロジックについての理解を
深める  概要: Enterprise Data Managementのカス

タム・ビジネス・ロジック
式を使用したプロパティの派生

 式を使用したプロパティの派生
式を使用したプロパティの変換

 式を使用したプロパティの変換

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使
用した説明が用意されています。

目的 方法の学習
ノード・タイプ・コンバータでノードの親を導出
する式を作成します  ノード・タイプ・コンバータの式を使用

した親ノードの検出
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式ビルダーの概要
式ビルダーは、次の 2つの領域で構成されます。
• パレットでは、式に挿入するフィールドを選択できます。
• エディタでは、式を構成できます。
 

 

式ビルダーのツールバー
式ビルダーのツールバーを使用すると、式の項のコピーおよび貼付け、ファイルから
の式のロード、式のテストといった機能を実行できます。次の機能を使用できます:

• コピー : 式をコピーします。式全体のコピーおよび貼付けを参照してくださ
い。
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• 貼付け : 式を貼り付けます。式全体のコピーおよび貼付けを参照してください。

• 式をテキストとして取得 : 式のテキスト・バージョンをクリップボードにコピーしま
す

• ファイルからロード : JSONファイルから式をロードします。ファイルからの式のロー
ドを参照してください。

• ファイルに保存 : 現在の式を JSONファイルに保存します。ファイルへの式の保存を参
照してください

• 式のテスト : 現在の式をテストします。式のテストを参照してください。
• 元に戻す : 前に実行したアクションを取り消します
• やり直し : 前に元に戻したアクションを復元します
用語
式ビルダーを使用する場合は、次の概念が理解に役立ちます。
• 式は、文と呼ばれる 1行以上のロジックで構成されます。
• 文は、式のロジックを制御する個別の指示です。文には 3つのタイプがあります。

– Return文は値を返します。
– If文は条件が真のときに実行される文のリストを指定します。Elseおよび Else If文
は、If文に追加して条件を拡張できます。

– Commentsを使用して、式の一部に注釈を付加できます(たとえば、変更が行われた
場所を識別するため)。これらは情報提供のみを目的としており、式の実行時に評価
されることはありません。

• 式の項は、値に評価されるオブジェクトと演算子で構成されます。この例では、式は、ノ
ード名、ハイフンおよびノードの説明を連結して、別名プロパティの値を導出していま
す。
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この式には 3つの式の項(および 4番目を追加するためのオプションのプレースホ
ルダ)があり、それぞれが アイコンで示されています。
– Node.name.concat(
– - (ハイフン文字)

– Node.properties.Core.Description
式ビルダーでは、式の項が黄色の背景で示され、各式の項を文の中で移動または除
去できます。式内の式の項をコピーして貼り付けることもできます。式でのコピ
ーおよび貼付けを参照してください。

• オブジェクトは式の要素で、値を表します。各オブジェクトには、そのオブジェク
トで使用可能な追加のオブジェクト、メソッドおよび属性を決定するデータ型があ
ります。たとえば、式で sourceNodeオブジェクトを選択すると、式ビルダーに
は、dimension、nameなど、ノード・データ型に適用可能なフィールドのみが表示
されます。式の項のデータ型を参照してください。
式でオブジェクトを選択した後、そのオブジェクトの属性およびメソッドを選択す
ることで、式をさらに絞込みできます。
– 属性は、オブジェクトの側面を説明します。たとえば、dimensionオブジェク
トには nameという属性があります。

– メソッドは、オブジェクトに対してアクションを実行します。たとえば、
concatメソッドは文字列を連結し、lengthメソッドは文字列の長さを返しま
す。一部のメソッドには引数があり、これはメソッドの入力パラメータです。
ラベルは必要な入力(たとえば、「文字列値」)を記述します。

• 演算子は、式で論理比較を実行します。式ビルダーでは、ANDと ORの演算子をサ
ポートしています。

• リテラルは、式に手動で入力する定数値です。たとえば、If Account.Type = E,
return Expenseの文で、「E」と「Expense」は両方ともリテラルです。

用語の理解を深めるために、式の例を確認してみます。
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これは、Corporate Planning勘定科目ディメンションと Financials Cloud GL勘定科目ディメ
ンション間でマップするノード・タイプ・コンバータの式です。記述されたこの式は、次の
ようになります。
PLN.Variance Reportingプロパティの場合、ソース・ノード・プロパティ FCGL.Account Type
が「E」と等しい場合は「Expense」を返します。そうでない場合は「Non-Expense」を返
します。
スクリーンショットのこの式には、次の要素が含まれています。
1. 3つの文:

• If FCGL.Account Type equals "E"

• Return "Expense"

• Return "Non-Expense"
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ノート:

式を作成するときは、Else If文を追加する必要はありません。式が実行
される際、IF文が真でない場合はロジックが次の文に移動します。式の
作成を参照してください。

2. 4つの式の項:

• FCGL.Account Type equals

• "E"

• "Expense"

• "Non-Expense"

3. 1つのオブジェクト: sourceNode。
4. 2つの属性: FCGL.Account Typeおよび properties。
5. 1つのメソッド: equals。
6. 3つのリテラル: E、Expense、Non-Expense。

式の作成
式は文で構成され、文にはオブジェクトと演算子で構成される式の項が含まれ、メソ
ッドと属性を選択することでさらに絞込みできます。
このトピックでは、式ビルダーを使用して式を作成する一般的なステップについて説
明します。詳細な例は、式: 詳細な例を参照してください。
式を作成するには、If文または Return文のいずれかを選択し、その文にオブジェクト、
メソッド、属性および演算子を使用して式の項を作成します。
式のデータ型の詳細は、式の項のデータ型を参照してください。

式の編集時に、最後のアクションを元に戻すには をクリックし、やり直すには
をクリックします。
式の作成の詳細は、次のトピックを参照してください:

• 文の操作
• コメントの操作
• オブジェクトおよび演算子の操作
• リテラル値の操作
• 式での参照セットの使用
• 式でのコピーおよび貼付け

文の操作
文は式のロジックを制御します。
文には 2つのタイプがあります。
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• Return文は値を返します。return文が有効であるために、結果は、式が定義されている
プロパティのデータ型と一致する必要があります。

• If文は条件が真のときに実行される文のリストを指定します。If文が有効であるために、
結果は、ブール値である必要があります。Elseおよび Else If文を使用して、条件を拡張
できます。

文を挿入するには:

1. パレットの「文」セクションから、文をエディタにドラッグするか、 をクリックして
ドロップダウン・リストから文を選択します。
エディタ内で青い矢印がある場所に文を挿入できます。文をエディタに追加すると、文の
ブロックを示す青い縦棒がエディタに追加されます。文は他の文にネストできます。各
文は青い棒で示されます。

2. 式に対してオブジェクトおよび演算子を選択します。オブジェクトを選択した後、そのオ
ブジェクトの属性またはメソッドを選択できます。オブジェクトおよび演算子の操作を
参照してください

3. 文のブロックを除去するには、文のブロックで をクリックして「除去」を選択します
文でフィールドの選択を開始すると、式の項は、有効でないことを示す赤いアウトラインが
表示されます。次のように式のすべての文が有効になるまで、式を保存できません。
• If文はブール値に評価される必要があります。
• Return文は期待されるデータ型を戻す必要があります。

– プロパティ変換および派生プロパティの場合、期待されるデータ型は変換または派生
元のプロパティのデータ型です。プロパティを参照してください。

– カスタム検証の場合、期待されるデータ型はブール値です。

コメントの操作
コメントを使用して、式に注釈を追加します。コメント・ブロック内の情報は情報提供のみ
で、式の一部として評価されることはありません。
コメントを追加または除去するには:

1. コメントを追加するには、パレットの「文」セクションからコメントをエディタにドラッ
グするか、 をクリックしてドロップダウン・リストから「コメント」を選択します。
式ビルダーにより、コメントを挿入できる場所が示されます。たとえば、If文の前または
後にコメントを挿入できますが、文自体のなかには挿入できません。
コメントをエディタに追加すると、文のブロックを示す青い縦棒がエディタに追加されま
す。

2. コメントを除去するには、コメントの周囲の文のブロックで をクリックして「除去」を
選択します。

オブジェクトおよび演算子の操作
オブジェクトおよび演算子は文の式の項に追加されます。
オブジェクトおよび演算子を追加するには:
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1. 文の黄色い式の項でパレットを使用するか、 をクリックしてオブジェクトまた
は演算子を選択します。最初に、次のオブジェクトを選択できます。
• node (派生プロパティの場合)または sourceNode (プロパティ変換の場合)

• request

• lookupSets

• currentProperty (派生プロパティのみ)

• Boolean

• integer

• float

• now

• null

• string

• today

Andまたは Or演算子を文に追加して、式の項をリンクすることもできます。
2. 各要素の横にあるドットをクリックしてドロップダウン・リストから選択すること
で、オブジェクトのメソッドと属性を選択します。選択できるフィールドは、フィ
ールドのデータ型によって異なります。たとえば、ノードの後にフィールドを選択
した場合は、ノードの祖先、子、ディメンション、名前、ノード・タイプ、親また
はプロパティを選択できます。ディメンションの後にフィールドを選択した場合
は、ディメンションの名前属性を選択できます。式の項のデータ型を参照してくだ
さい。

3. オブジェクトからメソッドおよび属性を除去するには、除去する要素の横にあるド
ットをクリックし、「クリア」を選択します。

式の項のデータ型
式でオブジェクトまたは演算子などのフィールドを選択すると、そのフィールドのデ
ータ型によって、その式で次に選択できるオブジェクト、属性およびメソッドが決ま
ります。次のトピックでは、式に追加できるフィールドのデータ型について詳細に説
明します:

• ブール
• 日付およびタイムスタンプ
• 現在の日時
• ディメンションおよびノード・タイプ
• 整数および浮動小数点
• 整数リストおよび浮動小数点リスト
• リストおよび文字列リスト
• LookupSets

• メモ
• ノード
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• ノード・データ型プロパティ
• ノード・リスト
• 演算子
• プロパティ
• 要求
• 文字列、数値文字列およびシーケンス

ブール
ブール・データ型は、条件が真か偽かを示します。次のメソッドをブール・データ型に追加
できます:

• and: And演算子の使用のかわりに、複数の式の項を結合できます。現在の式および指定
した条件の両方が真の場合に Trueを返します。

• equals: 指定されたフィールドと等しい値がブールに含まれている場合は Trueを返しま
す。

• isNull: ブールが null値の場合は Trueを返します
• not: 逆のブール値を返します
• or: Or演算子の使用のかわりに、複数の式の項を結合できます。現在の式または指定され
た条件のいずれかが真の場合に Trueを返します。

ブール・データ型にはリテラル値を追加できます。リテラル値の操作を参照してください。
現在の日時

次のいずれかのオブジェクトを使用して、現在の日付または時刻を式で返します。
• now: 現在のタイムスタンプを返します。after、beforeまたは equalsを指定できます。
日付およびタイムスタンプを参照してください。

• today: 現在日を返します。日付およびタイムスタンプで、任意の属性を指定できます。
CurrentProperty

派生プロパティ式で currentPropertyオブジェクトを使用して、プロパティの名前や説明な
どのプロパティ・メタデータにアクセスします。

Note:

currentPropertyオブジェクトは、派生プロパティ式でのみ使用可能です。

currentPropertyオブジェクトでは、次の属性およびメソッドを使用できます:
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属性またはメソッド 説明 パラメータ 例
説明 式の現在のプロパティ

の説明を返す属性
なし return

currentProperty.d
escriptionは、現在
のプロパティの説明を
返します

IsValueAllowed (ノ
ード・データ型のプロ
パティのみ)

ノード・データ型のプ
ロパティについて、指
定された値が、割り当
てられたノード・セッ
トおよび許可されたノ
ード・タイプに存在す
るかどうかを確認する
メソッド。

チェックするノード名 if
currentProperty.i
sValueAllowed("10
0"), return "100"
は、現在のプロパティ
について値 100が許
可されている場合にの
み、その値を返します

名前 式の現在のプロパティ
の名前を返す属性

なし if
currentProperty.n
ame.startsWith("E
DM")は、現在のプロパ
ティの名前が EDMで
始まる場合に式の残り
を実行します。

日付およびタイムスタンプ
日付データ型には日付値が含まれ、タイムスタンプ・データ型には日時値が含まれま
す。日付およびタイムスタンプ・メソッドはブール値に評価される必要があります。
次のメソッドを日付またはタイムスタンプ・データ型に追加できます。
• after: 日付またはタイムスタンプの値が、指定された時点より後の場合は Trueを
返します

• afterOrEqual: 日付またはタイムスタンプの値が、指定された時点以降の場合は
Trueを返します

• before: 日付またはタイムスタンプの値が、指定された時点より前の場合は True
を返します

• beforeOrEqual: 日付またはタイムスタンプの値が、指定された時点以前の場合は
Trueを返します

• equals: 日付またはタイムスタンプの値が、指定された時点と等しい場合は True
を返します

• isNull: 日付またはタイムスタンプの値が null値の場合は Trueを返します
• minus: 指定された期間を差し引いた日付を返します。差し引く期間の長さと単位

(日、週、月、年)を指定する必要があります。
• plus: 指定された期間を加えた日付を返します。加える期間の長さと単位(日、週、
月、年)を指定する必要があります。

• toDate (タイムスタンプ・データ型のみ): 時間の部分を切り捨てて、タイムスタン
プを日付に変換します。

日付データ型の場合は、formatメソッドを追加して、日付をフォーマットされた文字
列データ型に変換することもできます。たとえば、
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node.properties.EBS.StartDate.format(MM/dd/yyyy)は、開始日をフォーマットされた文字
列に変換します。日時フォーマットについては、日付と時刻のフォーマット用記号を参照し
てください。

Note:

リテラル値を日付またはタイムスタンプ値として式に入力することはできません。
たとえば、node.properties.startDate before node.properties.endDateのカス
タム検証は作成できますが、node.properties.startDate before "01-01-2019"に
対しては作成できません。

ディメンションおよびノード・タイプ
ディメンションとノード・タイプの両方のデータ型では、選択できる属性は nameのみです。

整数および浮動小数点
整数は自然数であり、浮動小数点値(浮動小数点)は小数点以下の桁がある数です。次のメソッ
ドを整数および浮動小数点データ型に追加できます。
• add
• divide
• equals
• greaterThan
• greaterThanOrEqual
• lessThan
• lessThanOrEqual
• isNull
• multiply
• modulo (整数のみ): ある整数を別の整数で割ったときの余りを返します。
• subtract
• toString: 整数値または浮動小数点値を文字列値に変換します。
整数および浮動小数点データ型にはリテラル値を追加できます。リテラル値の操作を参照し
てください。

整数リストおよび浮動小数点リスト
toIntegerListまたは toFloatListメソッドを使用して、ノード・リストの各ノードから整
数または浮動小数点値を返します。
次のメソッドを整数および浮動小数点リストに追加できます。
• Average: 整数または浮動小数点リストの各数値から平均を計算します
• Sum: 整数または浮動小数点リストの各数値から数値を合計します。
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• Size: 整数または浮動小数点リストの浮動小数点値の数

リストおよび文字列リスト
リスト・データ型には一連の文字列が含まれます。文字列リスト・オブジェクトを使
用すると、toStringListメソッドを使用してノード・リストを文字列のリストに変換
するか、Splitメソッドを使用して文字列を文字列リストに分割することで、リスト・
データ型プロパティから返される値のリストを選択できます。
リスト・データ型プロパティまたは文字列リスト・オブジェクトを追加した後、次の
メソッドを追加できます。メソッドを追加した後、ブール値に評価されるそのメソッ
ドの条件を指定する必要があります。

メソッド 説明 パラメータ 例
Any 文字列リストのいずれか

の文字列が指定した条件
と一致する場合は True
を返します

文字列リスト・オブジェ
クトを評価する条件

node.properties.PLN.U
DA
(Account).any.stringI
tem.matches("UDA"))は、
文字列リストのいずれかの
文字列が UDAと一致する
場合に Trueを返します。

Count 指定した条件と一致する
リストの文字列数を返し
ます

文字列リスト・オブジェ
クトを評価する条件

node.properties.PLN.U
DA
(Account).count.strin
gItem.greaterThan("AB
C"))は、値が ABCより大き
い文字列リストの文字列数
を返します。

Find 指定した条件と一致する
文字列リストの最初の文
字列を返します

文字列リスト・オブジェ
クトを評価する条件

node.properties.PLN.U
DA
(Account).find.string
Item.equals("Expense"
))は、名前が Expenseと等
しい選択されたノードの文
字列リストで、最初の文字
列を返します。

Get 指定されたインデックス
の文字列リストの文字列
を返します

文字列を返すインデッ
クス
ノート: 正のインデック
ス番号(またはゼロ)は、
最初のインデックスか
ら最後に向かって数え、
最初のインデックスは
ゼロです。負のインデ
ックス番号は、最後から
最初に向かって数えま
す。

node.properties.PLN.U
DA (Account).get(0)は、
PLN.UDA (Account)文字列
リストの最初の文字列を返
します。

IndexOf 文字列リスト内の指定さ
れた文字列の位置を返し
ます。
ノート: 指定された文字
列が見つからない場合
は-1を返します。

位置を返す指定の文字
列。

node.ancestors[name].
toStringList.indexOf(
Texas)は、ノードの祖先名
の文字列リストに指定され
ている文字列 Texasの開始
位置を返します。
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メソッド 説明 パラメータ 例
Intersec
t

指定された両方のリスト
に存在する共通の値を返
します。

共通の値を最初の文字
列リストと比較してい
る 2番目の文字列リス
ト。

node.ancestors[name].
toStringList.intersec
t(node.properties.UDA
)は、ノードの祖先名のリス
トと node.properties.UDA
文字列リストの両方に存在
する共通の値を返します。

IsEmpty プロパティに null値また
は空の文字列が含まれて
いる場合は Trueを返し
ます。

なし node.properties.PLN.U
DA (Account).IsEmpty
は、PLN.UDA (Account)文
字列リストの値が nullまた
は空の場合に Trueを返し
ます。

isNull プロパティに null値が含
まれている場合は True
を返します。
ノート:
isNullメソッドは、リス
ト・データ型のプロパテ
ィにのみ使用できます。
toStringListまたは
Splitメソッドからの文
字列リストには、isNull
を使用できません。

なし node.properties.PLN.U
DA (Account).isNull
は、PLN.UDA (Account)文
字列リストの値が nullの場
合に Trueを返します。

Join 指定された区切り文字を
使用して、リストの文字
列値を区切り文字列に連
結します

各文字列を区切る区切
り文字

return.node.propertie
s.PLN.UDA
(Account).join("|")は、
PLN.UDA (Account)文字列
リストのすべての文字列を
連結して"|"で区切った文字
列を返します。

Reverse 文字列リストの値を逆の
順序で返します。

なし node.ancestors[name].
toStringList.reverse
は、ノードの祖先名のリス
トを逆の順序で返します。

Size 文字列リストの文字列数
を返します
ノート: Sizeメソッド
は、述語条件を必要とし
ないという点で、Count
とは異なります。

なし return.node.propertie
s.PLN.UDA
(Account).sizeは、
PLN.UDA (Account)文字列
リストの文字列数を文字列
値として返します。

LookupSets

LookupSetsを使用すると、キーを値に関連付けて入力値を出力値に変換できます。
LookupSetオブジェクトを選択した場合、選択できる属性は参照セットの名前のみです。参照
セットの名前を選択した後、findメソッドを選択して、式で検索するキーと値のペアを検索
できます。
参照セットの操作を参照してください。
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メモ
Memoオブジェクトは、改行やタブ文字などのフォーマットおよび空白文字を使用でき
る大きい文字列です。Stringデータ型と同じメソッドと属性を使用します。文字列、
数値文字列およびシーケンスを参照してください。

Tip:

matchesや replaceなど、Java正規表現を使用するメソッドの場合は、メ
モ・フィールドのフォーマット文字を識別するための正規表現を作成できま
す。たとえば、return node.properties.PLN.Formula.replace("\R", ".
")は、PLN.Formulaプロパティの行区切り文字をピリオドとそれに続くスペ
ースに置換します。変換前:
 

 
変更後:

 

 

ノード
派生プロパティ式で nodeオブジェクトを選択するか、プロパティ変換式で
sourceNodeオブジェクトを選択した場合は、ノード・オブジェクトのデータ型に応じ
てノード属性を選択できます。
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• Actions: 要求内のノードの要求アクション・オブジェクトのリストを返します。Actions
コレクションでは、次のメソッドおよび属性を使用できます:

– Any
– Count
– Filter
– Find
– Get
– IsEmpty
– Size
Any、Count、Filter、Findおよび Getについては、Actionオブジェクトは次の属性とと
もに使用できます:

– CreatedBy
– ModifiedBy
– PropertyName
– Type (IsAddや IsDeleteなどのアクション・タイプを指定します)。
– ViewpointName

• AllAncestors: ノード・セット内のすべてのノードの場所から結合されたすべての祖先ノ
ード・オブジェクト。属性については、ノード・リストを参照してください。

• Ancestors: ノード・セット内のノード・インスタンスの祖先ノード・オブジェクト。属
性については、ノード・リストを参照してください。

• BoundAncestors: 階層セットのバインドされたビューポイントで、バインドされたビュ
ーポイントのノードの祖先ノードのリストを返します。ノード・タイプのバインドされた
ビューポイントまたはバインドされていないビューポイントで、ノード・インスタンスの
祖先ノード・オブジェクトを返します(Ancestorsの使用時と同じ結果)。属性について
は、ノード・リストを参照してください。

• BoundLocations: 階層セットのバインドされたビューポイントで、バインドされたビュ
ーポイントのノードの場所のリストを返します。ノード・タイプのバインドされたビュー
ポイントまたはバインドされていないビューポイントで、ノードの場所を返します
(Locationsの使用時と同じ結果)。オプション: 「暗黙的共有の除外」を有効にして、バ
インドされた場所の戻りリストを、一意の親の下にあるノード・インスタンスのみにフィ
ルタします。属性については、ノード・リストを参照してください。

Tip:

Ancestorsおよび Locationsのバインドされたバージョンを使用すると、メンテ
ナンス・ビューポイントでの式の使用時に、バインドされたビューポイントの
すべてのスコープにアクセスできます。

• Children: ノードの子ノード・オブジェクト。属性については、ノード・リストを参照し
てください。

• CompareTo: 2つのノードの場所をこれらのオプションを使用して比較します:

– SAME_LOCATION: ノードの場所は、指定されたノードの場所と同じです
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– SAME_PARENT_AND_NODE: ノードの場所に、指定されたノードの場所と同じ親が
あります

– SUBSET_LOCATION: ノードの場所に、指定されたノードの場所と同じ連続する祖
先のセットがあります

Tip:

これにより、ノードの場所の比較に基づいて異なる結果を返す式を作成
できます。たとえば、特定のノードが階層内の最初の場所であるかどう
か、および他のノードの場所と親または祖先を共有するかどうかに基づ
いて、データ・ストレージ・プロパティの値を格納または共有として導
出できます。

• Dimension: ノード・ディメンション。name属性を選択できます。
• HierarchySet: ビューポイントのノードの階層セットを識別します。階層セット
には、name属性を選択できます。

• Locations: ノードの場所(ノード・インスタンスを含めることができます)。
– オプション: 「暗黙的共有の除外」を有効にして、場所の戻りリストを、一意
の親の下にあるノード・インスタンスのみにフィルタします。

– オプション: 「ソート」を有効にして、階層ビューポイントに表示される順序
で場所を返します。これにより、階層順序に基づく共有ノードのビジネス・ロ
ジックを実装できます。たとえば、最初のメンバー・インスタンスに格納値を
割り当て、階層の他のメンバー・インスタンスに共有値を割り当てる、Planning
ディメンションの派生データ・ストレージ・プロパティを作成できます。

属性については、ノード・リストを参照してください。
• Name: ノード名。属性については、文字列、数値文字列およびシーケンスを参照
してください。

• NextSibling: 階層内でノードの後にあるノードの兄弟。これが最後のノードであ
る場合、NextSibling属性は Nullを返します。次のパラメータを追加できます:

– dimension
– name
– nodeType
– properties

• NodeSet (計算および格納された親プロパティ式でのみ使用可能): ノードのノー
ド・セット。ノード・セットには、name属性を選択できます。

• NodeType:。ノードのノード・タイプ。ノード・タイプには、name属性を選択で
きます。

• Parent: ノードの親。親にはノード・データ型もあります。つまり、親のディメン
ションやノード・タイプなど、他のノード属性を選択できます。ただし、親の親を
選択することはできません。

• PreviousSibling: 階層内でノードの前にあるノードの兄弟。これが前に兄弟のな
い最初のノードである場合、PreviousSibling属性は Nullを返します。次のパラ
メータを追加できます:
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– dimension
– name
– nodeType
– properties

• Properties: ノードのプロパティ。属性については、プロパティを参照してください。
• Siblings。ノード・インスタンスの兄弟ノード・オブジェクト。属性については、ノー
ド・リストを参照してください。

ノード・データ型プロパティ
式にノード・データ型プロパティを追加すると、プロパティ変換の実行、プロパティ値の導
出、カスタム検証の適用、サブスクリプション要求のフィルタリング、承認または通知ポリ
シーのフィルタリング、またはデータ型がノードのプロパティを使用した抽出のフィルタリ
ングを実行できます。プロパティで参照されているノードの次の属性を選択できます。

Note:

ノード・データ型プロパティで参照されているノードは、現在のデータ・チェーン
の外にある可能性があります。

• Description: プロパティで参照されているノードの説明
• Dimension: プロパティで参照されているノードのディメンション
• IsNull: プロパティが nullの場合は Trueを返します
• Locations: 関連するノード・セット内のノードの場所のリストを返します。リストには
ノード・インスタンスが含まれています。ノードの場所の次の属性にアクセスできます:

– 名前
– ディメンション
– ノード・タイプ
– 親
– ノード、関係および継承プロパティ

• Name: プロパティで参照されているノードの名前
• NodeType: プロパティで参照されているノードのノード・タイプ
• Properties: プロパティで参照されているノードの定義または導出されたノード・レベ
ル・プロパティ

ノード・リスト
ノード・リスト・オブジェクトを使用すると、式でノード関係を選択できます。たとえば、
nodeオブジェクトを式に追加した後、childrenオブジェクトを追加して式をさらに絞り込む
ことができます。
ノード・リスト・オブジェクトを追加した後、次のメソッドをそのオブジェクトに追加でき
ます。メソッドを追加した後、そのメソッドの条件を指定する必要があります(メソッドに応
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じて、これはブール値に評価できる値になるか、toFloatList、toIntegerListおよび
toStringListメソッドのリストの各ノードに対して返される浮動小数点、整数または
文字列値になります)。

メソッド 説明 パラメータ 例
Any ノード・リストのいずれ

かのノードが指定した条
件と一致する場合、True
を返します。

ノード・リスト・オブジ
ェクトが評価される条
件。

選択したノードのいずれか
の子の勘定科目タイプが
「費用」の場合、
any.childNode.propert
ies.AccountType.equal
s(Expense)は Trueを返
します。

Count 指定した条件と一致する
ノード・リストのノード
数を返します。

ノード・リスト・オブジ
ェクトが評価される条
件。

count.childNode.prope
rties.SourcePlanType.
equals(Plan1)は、選択し
たノードのソース・プラン・
タイプが"Plan1"である子
の数を返します。

Filter 指定した条件と一致する
ノードのリストを返しま
す。

フィルタの条件(ブール
値を返す必要がありま
す)。

ancestors.filter
(ancestorNode.propert
ies.Level.lessThan(4)
)は、最初の 3つのレベルに
ある祖先ノードのリストを
返します。

Find 指定した条件と一致する
ノード・リストの最初の
ノードを返します。

ノード・リスト・オブジ
ェクトが評価される条
件。

find.childNode.proper
ties.Name.startsWith(
A_)は、選択したノードの名
前が文字"A_"で開始する最
初の子を返します

Get 指定されたインデックス
のノードのリストのノー
ドを返します

取得するノードのイン
デックス(リスト内の位
置)。
指定する位置は整数値
である必要があります。
正のインデックス番号
(またはゼロ)は、最初の
インデックスから最後
に向かって数え、最初の
インデックスはゼロで
す。負のインデックス
番号は、最後から最初に
向かって数えます。

node.children.get(0)
は、ノードの最初の子ノー
ドを取得します

isEmpty ノード・リストが nullま
たは空の場合に Trueを
返します。

なし node.properties.PLN.U
DA (Account).IsEmpty
は、PLN.UDA (Account)文
字列リストの値が nullまた
は空の場合に Trueを返し
ます。
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メソッド 説明 パラメータ 例
Max 指定したデータ型の最大

値を持つ 1つのノードを
返します。
リスト内の複数のノード
が最大値を持つ場合は、
最初のノードが返されま
す。

リスト内のどのノード
が最大値を持つかを決
定するために評価され
る値。
値に使用できるデータ
型は、文字列、整数、浮
動小数点、日付、タイム
スタンプまたはブール
です。

node.children.max.
(childNode.name)は、デ
ータ型に基づいて最大の子
の名前を返します。たとえ
ば、子のノード名が整数の
場合は、最大の数値が返さ
れます。

Min 指定したデータ型の最小
値を持つ 1つのノードを
返します。
リスト内の複数のノード
が最小値を持つ場合は、
最初のノードが返されま
す。

リスト内のどのノード
が最小値を持つかを決
定するために評価され
る値。
値に使用できるデータ
型は、文字列、整数、浮
動小数点、日付、タイム
スタンプまたはブール
です。

node.children.min.
(childNode.properties
.Salary)は、従業員階層で
給与が最も低い、マネージ
ャの部下を返します。

Reverse ノード・リストの値を逆
の順序で返します。

なし node.ancestors.revers
eは、ノードの祖先のリスト
を逆(下から上)の順序で返
します。

Size ノード・リストのノード
数を返します。
ノート: Sizeメソッド
は、述語条件を必要とし
ないという点で、Count
とは異なります。

なし return
node.children.size.to
Stringは、ノードの子の数
を文字列値として返しま
す。

toFloatL
ist

ノード・リストの各ノー
ドから浮動小数点値を返
します
メソッドについては、整
数リストおよび浮動小数
点リストを参照してくだ
さい。

なし return
node.children.toFloat
List(childNode.proper
ties.Ownership%).sum
は、ノードのすべての子の
出資比率パーセントの合計
を返します。

toIntege
rList

ノード・リストの各ノー
ドから整数値を返します
メソッドについては、整
数リストおよび浮動小数
点リストを参照してくだ
さい。

なし return
node.children.toInteg
erList(childNode.prop
erties.Employees).siz
eは、すべての子ノードの従
業員数を返します。

toString
List

ノード・リストの各ノー
ドから文字列値を返しま
す
文字列リストに追加でき
るメソッドについては、
リストおよび文字列リス
トを参照してください。

なし return
node.ancestors.toStri
ngList(ancestorNode.n
ame).join("|")は、ノー
ドの祖先の文字列リストを
"|"で区切って返します。
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演算子
ANDや ORなどの演算子は、式で論理比較を実行します。演算子には notメソッドを選
択できます。

プロパティ
プロパティ・データ型を使用すると、ノードのプロパティを選択できます。プロパテ
ィ変換の場合は、ソース・ノードのノード・タイプがわかっているため、そのノード・
タイプのプロパティのみが表示されます。ただし、派生プロパティのプロパティを表
示する場合は、ノード・タイプが不明なため、アプリケーションに有効なすべてのプ
ロパティが表示されます。
選択したプロパティのデータ型によって、式でのプロパティの使用方法が決まります:

• 式では任意のデータ型のプロパティを参照できます。
• メモおよびタイムスタンプを除く任意のデータ型のプロパティは、値を導出または
変換できます。

プロパティを選択した後は、そのプロパティのデータ型によって、そのプロパティに
対して選択できるメソッドと属性が決まります。たとえば、nameプロパティは文字列
で、文字列のメソッドと属性を選択できます。Custom.Allow Postingプロパティはブ
ールであるため、選択できるのは notメソッドのみです。
parent、ancestors、allAncestors、boundAncestors、boundLocationsおよび
locationsの派生プロパティを参照する式を作成できます。式でこれらのいずれかの
項を選択すると、その項で参照できるプロパティのリストには、アプリケーションま
たはノード・タイプの派生値を持つプロパティが含まれます(現在のプロパティは
parentのみのリストに含まれます)。派生プロパティを参照してください。
children、previousSibling、nextSiblingまたは siblingsの派生プロパティは参照
できません。
プロパティの値を計算する際、childrenまたは siblingsなど、ノード・コレクショ
ン内の同じプロパティの値は参照できません。

Note:

式ビルダーでは、循環参照が含まれる式は作成できません(たとえば、プロパ
ティ Aがプロパティ Bに基づいており、プロパティ Bを派生させる式がプロ
パティ Aを参照する場合など)。循環参照が検出された場合は、式の項が赤色
で囲まれ、問題を示す検証メッセージが表示されます。

要求
要求オブジェクト・データ型を使用すると、サブスクリプション・フィルタ、承認ポ
リシー、通知ポリシーおよびカスタム検証で要求の属性にアクセスできます。メソッ
ドを追加した後、ブール値を返す属性およびパラメータを追加します。
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要求属性 説明 返されるオブジェクトの属性
attachments 要求の添付のリスト 添付のリスト:

• any
• count
• find
• get
• isEmpty
• size
添付オブジェクト: 次の要求の添付およびコメント・オブジェクトの属性表を参照してください。

comments 要求レベルのコメントのリスト コメントのリスト:
• any
• count
• find
• get
• isEmpty
• size
コメント・オブジェクト: 次の要求の添付およびコメント・オブジェクトの属性表を参照してくだ
さい。

createdBy 要求を作成したユーザーまたは
グループ

• isMemberOf
パラメータ: チェックするユ
ーザーまたはグループの名
前

• username
description 要求の説明 文字列、数値文字列およびシーケ

ンスのメソッドまたは属性を参
照してください。

isNull 要求コンテキストが nullの場合
は Trueを返します。

ブールのメソッドまたは属性を
参照してください。

owner 要求ステージに応じて割当者ま
たは送信者

• isMemberOf
パラメータ: チェックするユ
ーザーまたはグループの名
前

• username
stage 要求ステージ • isApprove

• isClosed
• isCommit
• isSubmit

status 要求ステータス • isCompleted
• isDraft
• isInFlight
• isPushedBack
• isRejected
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要求属性 説明 返されるオブジェクトの属性
title 要求のタイトル 文字列、数値文字列およびシーケ

ンスのメソッドまたは属性を参
照してください。

type 要求タイプ • isConsolidation
• isImport
• isInteractive
• isLoad
• isSubscription

要求の添付およびコメント・オブジェクトについては、次の属性を使用できます。
Table 23-1    要求の添付およびコメント・オブジェクトの属性

オブジェクトの属性 説明 返されるオブジェクトの属性
添付オブジェクト
name 添付ファイルの名前 文字列、数値文字列およびシー

ケンスのメソッドまたは属性
を参照してください。

fileOrigin 添付ファイルの発生元(システ
ムまたはユーザー)

• isSystem (要求ロード・
ファイル)

• isUser (要求の添付)

createdBy 添付を作成したユーザーまた
はグループ

• isMemberOf
パラメータ: チェックする
ユーザーまたはグループ
の名前

• username
コメント・オブジェクト
value コメントの内容(HTML形式)。

たとえば、テキスト
"Approved"のコメントの場
合、コメント値オブジェクトに
は" <p>Approved</p>"が含
まれます

文字列、数値文字列およびシー
ケンスのメソッドまたは属性
を参照してください。

createdBy コメントを作成したユーザー
またはグループ

• isMemberOf
パラメータ: チェックする
ユーザーまたはグループ
の名前

• username

文字列、数値文字列およびシーケンス
式の文字列には、フィールド(プロパティ名、説明など)とリテラル値があります。式で
文字列を選択すると、その文字列に対して選択できる複数のメソッドおよび属性があ
ります。たとえば、ノードの名前と説明を連結し、結果の文字列を「別名」プロパテ
ィに使用したり、substringメソッドを使用してソース文字列の一部のみを返すように
できます。
数値文字列およびシーケンス・データ型は、数値のみ(0-9)をサポートする文字列です。
これらは 40文字までに制限されます。
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文字列データ型にリテラル値を追加できます。リテラル値の操作を参照してください。
大半の文字列メソッドでは、追加のパラメータを入力する必要があります。そのメソッドを
選択すると、それらのパラメータの新しい式の項が式ビルダーで作成されます。たとえば、
concatメソッドを選択すると、追加する文字列を指定するための追加の式の項が 1つ追加さ
れます。replaceメソッドを選択すると、検索するテキストと置換するテキストを指定するた
めの追加の式の項が 2つ追加されます。
次の表に、式ビルダーで文字列値の操作に使用できるメソッドと属性、およびそれらのフィ
ールドのパラメータを示します。

メソッドま
たは属性

使用方法 パラメータ

Concat 2つ以上の文字列フィールドを連結(または
追加)し、組み合された文字列を結果として
返します。

Note:

1つの
concat文に
複数の文字列
を追加できま
す。連結する
複数の文字列
がある場合
は、式の項で
をクリッ

クし、上に挿
入または「除
去」を選択し
て、そのフィ
ールドを移動
または除去で
きます。

追加する文字列

endsWith 元の文字列が指定した文字列で終了する場
合、Trueを返します。

Note:

指定する文字
列は大文字と
小文字が区別
されます。

元の文字列がそれで終了しているかどうか
を確認するために指定した文字列です。

equals 文字列が指定した文字列と等しい場合、
Trueを返します。

元の文字列がそれと等しいかどうかを確認
するために指定した文字列です。
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メソッドま
たは属性

使用方法 パラメータ

greaterTh
an

文字列値が指定した値より大きい場合は
Trueを返します(両方が同じデータ型であ
る必要があります)。

元の文字列がそれより大きいかどうかを確
認するために指定した文字列です。

greaterTh
anOrEqual

文字列値が指定した値以上の場合は True
を返します(両方が同じデータ型である必
要があります)。

元の文字列がそれ以上であるかどうかを確
認するために指定した文字列です。

indexOf 元の文字列内での指定された文字列の開始
位置を返します。

Note:

indexOfメ
ソッドは整数
を返します
が、整数を戻
り値として直
接使用するこ
とはできませ
ん。この整数
を使用して、
部分文字列の
開始位置を判
断できます。
整数および浮
動小数点を参
照してくださ
い。

開始位置を検索する文字列

IsEmpty プロパティに null値または空の文字列が
含まれている場合は Trueを返します。

パラメータ不要

isNull 文字列プロパティに null値が含まれてい
る場合は Trueを返します

パラメータ不要

length 文字列内の文字数を数えます
length属性は整数です。整数および浮動
小数点を参照してください。

パラメータ不要

lessThan 文字列値が指定した値未満の場合は True
を返します(両方が同じデータ型である必
要があります)。

元の文字列がそれより小さいかどうかを確
認するために指定した文字列です。

lessThanO
rEqual

文字列値が指定した値以下の場合は True
を返します(両方が同じデータ型である必
要があります)。

元の文字列がそれ以下であるかどうかを確
認するために指定した文字列です。
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メソッドま
たは属性

使用方法 パラメータ

matches 文字列が指定した Java正規表現と一致す
る場合、Trueを返します。

Tip:

正規表現は、
標準化構文規
則を使用して
文字列データ
で検索するパ
ターンを指定
します。正規
表現(regex)
は、複雑なパ
ターンの文字
の並びを指定
できます。
たとえば、次
の正規表現:
a(b|c)dは、
a、その後に b
または c、そ
の後に dが続
くパターンを
検索します。
この正規表現
は、abdおよ
び acdの両
方と一致しま
す。

元の文字列が一致するかどうかを確認する
ために指定した Java正規表現です。

Note:

Java正規表現
は文字列に対
して、部分一
致ではなく完
全一致を実行
します。した
がって、アプ
リケーション
名で
Corporate
を検索する
と、
Corporate
Planningと
いう名前のア
プリケーショ
ンは一致しま
せん。
文字列の前後
にワイルドカ
ードを使用し
て、部分一致
を検索しま
す。たとえ
ば、
*Corporate*
は、
Corporate
Planningと
一致します。

orElse 前の式の項に null値がある場合は、指定さ
れた値を返します。

前の式の項が nullの場合に返される値で
す。
たとえば、return
node.properties.Core.Description.
orElse('Default Descr')は、ノードの
Core.Descriptionプロパティが nullの場
合に"Default Descr"を返します。
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メソッドま
たは属性

使用方法 パラメータ

replace 古い文字列のすべてのインスタンスを新し
い文字列で置換します

• 検索する元の文字列

Note:

Java正規表現を使用して、
検索する文字列パターンを
識別できます。

• 元の文字列を置換する文字列
split 指定された区切り文字に基づいて、文字列

を文字列のリストに分割します。

Note:

文字列リスト
に追加できる
メソッドにつ
いては、リストおよび文字列リストを参
照してくださ
い。

文字列を分割する区切り文字
空白を含む: 結果の文字列リストにリスト・
アイテムとして空白値を含めるかどうかを
指定します。
• True: 結果の文字列リストに空白値を

含めることができます。
• False (デフォルト): 空白値は結果の文
字列リストから除外されます。

たとえば、文字列 A//Cの場合、「空白を含
む」が有効になっていると、文字列リスト
のエントリは、A、(空白値)、Cの 3つにな
ります。無効になっていると、文字列リス
トのエントリは、Aと Cの 2つになります。

startsWit
h

元の文字列が指定した文字列で開始する場
合、Trueを返します。

Note:

指定する文字
列は大文字と
小文字が区別
されます。

元の文字列がそれで開始しているかどうか
を確認するために指定した文字列です。

substring 文字列の一部を返します。 • 開始位置
• 返す文字数

toDate 文字列値を日付値に変換します 日付フォーマット(MM/dd/yyyyなど)。
日時フォーマットについては、日付と時刻
のフォーマット用記号を参照してくださ
い。

toFloat 文字列値を浮動小数点値に変換します パラメータ不要
toInteger 文字列値を整数値に変換します。 パラメータ不要
toLowerCa
se

すべて小文字の文字列を返します。 パラメータ不要

toUpperCa
se

すべて大文字の文字列を返します。 パラメータ不要
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メソッドま
たは属性

使用方法 パラメータ

trim 先頭と末尾のスペースを除去して文字列を
返します。

Note:

Trimはタブ
や改行などの
空白文字も除
去します。

パラメータ不要

greaterThan、greaterThanOrEqual、lessThanおよび lessThanorEqualの場合、文字列は最
初の文字、次に 2番目の文字などの順にソートされます。比較する場合、0-9は A-Zよりも小
さくなります。
例:

• A < AA

• AA > B

• 11 < 2

• A > 1

式では、文字列のメソッドと属性を組み合せることができます。たとえば、次の文字列は、
ノードの説明で@文字を検索し、その文字以降のすべてを返します。
 

 
この例では、最初の式の項が substring式で、開始位置および返す文字数の 2つのパラメー
タが必要です。
• 開始位置の式の項に、パラメータが「@」の indexOfメソッドを選択しました。これに
より、説明フィールドで@記号が検索され、その記号が配置されている場所の整数値が開
始位置として返されます。
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• 式の項を返す文字数には、length属性を選択しました。これにより、文字数がど
れほど長くても、文字数は完全な文字列の長さに等しいため、@記号の後の完全な
値が返されます。

式での Nullおよび空白値の使用
式で nullおよび空白値を使用して、If文の nullおよび空白値を確認したり、null値と
null以外の値を比較したり、return文で nullまたは空白値を戻すことができます。
考慮事項
• プロパティを変換するとき、null値を戻すとターゲット・ノードのプロパティが更
新されず、空白値を戻すとターゲット・ノード・プロパティが空白値でオーバーラ
イドされます。

• プロパティを導出するとき、null値を戻すと計算値が nullになり、空白値を戻すと
計算値が空白になります。

• 2つの null値を比較した場合、equalsメソッドは Trueを返します。null値と null
以外の値を比較した場合、equalsメソッドは Falseを返します。

式の文字列および整数フィールドに nullまたは空白値を挿入できます。デフォルトで
は、文字列または整数オブジェクトを式に挿入すると、値は nullになります。空白値
を挿入する場合、フィールドに任意のテキストを入力し、入力したテキストをクリア
します。文字列または整数フィールドに、nullではなく blankが表示されます。
また、nullオブジェクトを挿入して、文字列以外のデータ型(整数や浮動小数点など)
に対して null値が返されるのを有効にすることに加えて、式の null値の簡単な評価を
許可できます。

空白値を nullにリセットするには、フィールドの横にある をクリックし、「文字列」
または「整数」を再度選択します。

式での参照セットの使用
参照セットを使用すると、式で入力値を出力値に変換できます。たとえば、勘定科目
タイプ・プロパティ・フィールドの「A」、「L」および「O」の値を「Asset」、
「Liability」および「Owner's Equity」の値に変換する参照セットを作成できます。
参照セットの操作を参照してください。
式で参照セットを使用するには、使用する参照セットを選択し、「検索」を選択した
後、参照セットで検索する参照値を指定します。デフォルトでは、参照値が見つから
ないと、検索値が渡されて返されます。かわりに、null値を返すようにパス・スルーを
無効にできます。
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ヒント:

「パススルーの無効化」と orElse関数を使用して、参照セットに参照値が見つから
ない場合は指定された値を返します。
たとえば、式 lookupSets.Account Type.find("A", true).orElse("Not Found")
は、勘定科目タイプ参照セットで"A"の値を検索し、見つからない場合は"Not Found"
を返します。

1. パレットから「lookupSet」をエディタの戻りブロックにドラッグします。
2. 参照セットの横にあるドットをクリックし、使用する参照セットを選択します。現在のア
プリケーションの参照値が含まれている参照セットのみが表示されます。

3. 名前の横にあるドットをクリックし、「find」を選択します。
4. 「find」文字列にリテラル値を入力するか、ノードのプロパティを参照値として指定しま
す。たとえば、「sourceNode.properties.FCGL Account Type」のようにします。

5. オプション: 「パススルーの無効化」で、Trueを選択して、参照値が見つからない場合は
null値を返すようにします。

日付と時刻のフォーマット用記号
次の表に、抽出オプションの定義、式での toDateまたは formatメソッドの使用など、Oracle
Enterprise Data Management Cloudで日時をフォーマットするときに使用できる日付と時刻
のフォーマット用記号を示します。フィールドでは大文字と小文字が区別されることに注意
してください。

記号 日付または時刻の構成要素 例
G 紀元 AD

y 年 1996; 96

Y 年(週単位) 2009; 09

M 月 7月、July、07

w 年間の通算週 27

W 月間の通算週 2

D 年間の通算日 10

d 日 2

E 曜日 火曜日、火
u 曜日番号(1 = 月曜日、7 = 日曜

日)
1

a 午前/午後のマーカー 午後
H 時(0-23時) 0

k 時(1-24時) 24

K 午前/午後の時間(0-11) 0

h 午前/午後の時間(1-12) 12

m 分 30
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記号 日付または時刻の構成要素 例
s 秒 55

S ミリ秒 978

z タイム・ゾーン 太平洋標準時、PST、GMT-08:00

Z タイム・ゾーン -800

X タイム・ゾーン -08; -0800; -08:00

リテラル値の操作
リテラル値を使用すると、式に文字列値、ブール値、整数値または浮動小数点値を手
動で入力できます。たとえば、リテラル値を使用して、ノードの勘定科目タイプが
「Asset」と等しいかどうかを評価できます。
式の項にリテラル値を追加するには、文字列、ブール、整数または浮動小数点オブジ
ェクトをパレットからエディタにドラッグするか、 をクリックしてそれらのオブジ
ェクトの 1つを選択します。

ノート:

式に nullまたは空白リテラル値を挿入できます。式での Nullおよび空白値
の使用を参照してください。

式でのコピーおよび貼付け
式の作成を容易にするために、式で個々の式の項をコピーして貼り付けたり、コンテ
キスト間で式全体をコピーしたり、式ビルダーの外部(電子メールなど)で他のパーティ
と式を共有できるように式をテキストとして取得できます。
式の項のコピーおよび貼付け
単一の式内で個々の式の項をコピーして貼付けできます。式の項をコピーすると、そ
の項が格納されます。一度に格納できるのは 1つの式の項のみですが、その式の項を
複数回貼り付けることができます。コピーされた式の項はユーザー・セッションの間
保持されます。

式の項をコピーするには、式の項を囲む黄色のボックス内で、 をクリックし、「コピ
ー」を選択します。

式の項を貼り付けるには、置換する式の項を囲む黄色のボックス内で、 をクリック
し、「貼付け」を選択します。
式の項を貼り付けると、選択した式の項が格納された項に置き換えられます。貼り付
けることができる式の項を作成するために、新規の Ifまたは Return文を挿入する必要
がある場合があります。
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式全体のコピーおよび貼付け
あるコンテキストから式全体をコピーして別のコンテキストに貼付けできます。式をコピー
すると、その式が格納されます。一度に格納できるのは 1つの式のみですが、その式を複数
回貼り付けることができます。コピーされた式はユーザー・セッションの間保持されます。
考慮事項
• 式を貼り付けると、コピーされた式によって、現在のコンテキストの既存の式全体が置換
されます。

• 式を別のコンテキストに貼り付けると、新しいコンテキストでは、コピーされた式の一部
のオブジェクトが無効になることがあります。無効なオブジェクトは、次のように有効な
オブジェクトに変換されます:

– プロパティ変換またはサブスクリプション・フィルタからの SourceNodeは、派生プ
ロパティ、カスタム検証またはポリシー・フィルタに貼り付けるときに Nodeに変換
されます。

– 派生プロパティ、カスタム検証またはポリシー・フィルタからの Nodeは、プロパテ
ィ変換またはサブスクリプション・フィルタに貼り付けるときに、SourceNodeに変
換されます。

• ある環境(たとえば、テスト)から式をコピーして別の環境(たとえば、本番)に貼り付ける
ことはできません。

• ソース式の一部のプロパティと参照セットは、貼り付けられたコンテキストでは無効にな
る場合があります。

• 貼り付けられた式の無効な式の項は、有効な部分に切り捨てられます。たとえば、
node.properties.Custom.SourceProp.concat(-)は、node.propertiesに切り捨てられ
ます。

式ビルダーで、 をクリックして式をコピーし、 をクリックして貼り付けます。
式をテキストとして取得
電子メール、サービス・リクエスト、インスタント・メッセージなどを介して他のパーティ
と共有するために、式ビルダーで をクリックして式のテキスト・バージョンをクリップボ
ードにコピーします。
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ファイルからの式の保存およびロード
ある環境から別の環境に式を移行するために、JSONファイルから式を保存またはロー
ドできます。
ファイルへの式の保存
式ビルダーの現在の式を JSONファイルに保存するには、「ファイルに保存」 をクリ
ックします。
ブラウザのデフォルトのダウンロード場所に式ファイルがダウンロードされます。フ
ァイル名は、エクスポートするオブジェクトのタイプ(たとえば、Derived
Property、Policy Filter、Subscription)に、編集しているオブジェクトの名
前を追加したものになります。
たとえば、「Approval - Corp Plan」を保存する場合、ファイル名は次のようになりま
す:

Policy_Filter_Approval_-_Corp_Plan.json。
式をファイルに保存した後、jsonビューアで式を確認できます。

Caution:

式の jsonファイルの手動での作成または編集はサポートされていません。

ファイルからの式のロード
1. 式ビルダーで、「ファイルからロード」 をクリックします。
2. 「ファイルを開く」ダイアログで、ロードする JSONファイルを選択し、「開く」を
クリックします。

Note:

式ビルダーに式をすでに開いている場合は、既存の式が上書きされます。
不明なオブジェクト参照または構文エラーは、式のロード時は省略され
ます。不完全な式の項は、エラーを示す赤いアウトラインで表示されま
す。

3. オプション: ロードを取り消して現在の式を保持するには、「取消」をクリックしま
す。

式: 詳細な例
この詳細な例は、式ビルダーを使用してカスタム・ビジネス・ロジックを作成する方
法を詳細に示しています。
式ビルダーの詳細は、次のトピックを参照してください。
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• 式ビルダーの概要
• 式の作成
この例では、Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの勘定科目ディメンションか
ら Corporate Planningアプリケーションの勘定科目ディメンションに、ノードをドラッグで
きるようにします。そのために、各アプリケーションのノード・タイプ間で、ノード・タイ
プ・コンバータを設定しました。(ノード・タイプの変換に関する詳細は、ノード・タイプ・
コンバータの操作を参照してください)。次の式を作成して、Planningアプリケーションの勘
定科目タイプ・プロパティを変換します。
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの勘定科目タイプが「Asset」(資産)、
「Liability」(負債)または「Owner's Equity」(自己資本)の場合は、Corporate Planningアプリケ
ーションの勘定科目タイプ・プロパティを「Expense」(費用)に設定します。他の種類の勘定
科目タイプの場合は、Corporate Planning勘定科目タイプ・プロパティを「Non-Expense」
(費用外)にする必要があります。
最初に、設定したノード・タイプ・コンバータでプロパティを確認してみます。
1. 「ノード・タイプ」から、Corporate Planningの「勘定科目」ノード・タイプをクリック
し、インスペクタでノード・タイプを開きます。

2. 「コンバータ」タブをクリックします。
3. 「コピーするプロパティ」パネルで、「ターゲット」列の「勘定科目タイプ」プロパティを
探します。

4. 「編集」をクリックします。
5. 「操作」列で、ドロップダウン・メニューから「変換」を選択します。
6. 「ソース」列で、「式の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックします。

 

 
式ビルダーが表示されます。

次に、勘定科目タイプを変換する式を作成します。
式の作成
変換式を作成するには:

1. 「文」のパレットからエディタ上部の青い矢印に IF文をドラッグします。
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2. 「演算子」から 2つの OR演算子をエディタの IF条件にドラッグします。
 

 
各 IF文と文のブロックの周りに赤いアウトラインが表示されていることに注意し
てください。これは、それらが有効でないことを意味します。各 IF文には、ブー
ル型であることが期待される条件があり、各文のブロックには return文が含まれ
ていることが期待されます。式ビルダーでは、作成した式がリアルタイムで評価さ
れるため、これらの検証エラーは、式へのフィールドの追加を続行すると解決され
ます。

3. 最初の IF条件で をクリックし、ドロップダウン・メニューから「sourceNode」
を選択します。
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4. 「sourceNode」の横にあるドットをクリックし、ドロップダウン・メニューから
「properties」を選択します。
 

 

ノート:

式のフィールドの横にあるドットをクリックすると、ドロップダウン・メニュ
ーには、そのフィールドに適用可能なオブジェクト、メソッドおよび属性のみ
が表示されます。

5. 「properties」の横にあるドットをクリックし、ドロップダウン・メニューから
「FCGL.Account Type」を選択します。
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ノート:

プロパティ変換のプロパティが表示される場合は、ソース・ノードのノ
ード・タイプがわかっているため、そのノード・タイプのプロパティの
みが表示されます。ただし、派生プロパティのプロパティを表示する場
合は、ノード・タイプが不明なため、アプリケーションに有効なすべて
のプロパティが表示されます。

6. 「FCGL.Account Type」の横にあるドットを選択し、ドロップダウン・メニューか
ら「equals」を選択します。
 

 
最初の IF条件に検証の赤い枠線が表示されなくなったことに注意してください。
これは、equals文を追加したことで、条件に必要なブール値が含まれるようにな
ったためです。

7. リテラル・テキスト・フィールドに、「A」(資産)を入力します。
 

 

8. ステップ 3-7を繰り返して、「FCGL.Account Type equals L」(負債)および
「FCGL.Account Type equals O」(自己資本)の IF条件を追加します。
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すべての IF条件にブール値が含まれるようになり、検証の問題を示す赤い枠線が表示さ
れなくなりました。ただし、文のブロックには依然として return文がありません。した
がって、検証エラーを示す赤い枠線が引き続き表示されています。

9. 文のブロックで をクリックし、ドロップダウン・メニューから「return」を選択しま
す。
 

 
return文を追加すると、文のブロックに検証の赤い枠線が表示されなくなることに注意し
てください。

10. returnブロックに「Expense」と入力します。
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11. 下の returnブロックに「Non-Expense」と入力します。
 

 

ノート:

最初の IF文の後に手動で Else If文を入力する必要はありません。IF文
が Trueに評価されない場合は、次の文に自動的に進みます。

12.「適用」をクリックします。
式ビルダーが閉じて、ノード・タイプ・インスペクタが表示されます。

式のテスト
式ビルダーから式をテストして、式ロジックが期待どおりに機能していることを確認
できます。
式をテストするときには、現在の式を評価するビューポイントとノードを選択します。
カスタム検証、ポリシー・フィルタまたはサブスクリプション・フィルタの式につい
ては、現在の式を評価する、「送信」、「承認」または「コミット」ステージのビューの
要求を選択することもできます。
ノードを選択したら、「評価」ボタンをクリックして、現在の式のロジックによって計
算された、選択したノードの値を返します。
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式をテストするには:

1. 式ビルダーで、式のテスト をクリックします。
式のテスト・ドロワーが表示されます。

2. 「ビューポイント」で、評価するノードを含むビューポイントを選択します。選択したア
プリケーション内にあるか、プロパティについて同じノード・タイプを使用する、少なく
とも「参加者(読取り)」アクセス権を持っているビューポイントを選択できます。

3. 「ノード」で、ノード・セレクタ をクリックし、評価するノードを選択します。
ノードのプロパティが表示されます。特定のプロパティを検索するには、検索バーを使用
します。

4. オプション: カスタム検証、ポリシー・フィルタまたはサブスクリプション・フィルタの
式については、「要求」ドロップダウン・メニューをクリックし、式を評価する要求を選
択します。アクセス権を持っている現在のビューの要求の中から、「送信」、「承認」また
は「コミット」ステージにあるものを選択できます。

5. 「評価」をクリックして、選択したノードについて現在の式のロジックを評価します。
計算された結果が、「評価」ボタンの横に表示されます。
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24
ロールと権限の操作

セキュリティにより、各ユーザーが機能およびデータへの適切なアクセス権を持っているこ
とが保証されます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Oracle Enterprise Data Management Cloudの
セキュリティについて学習します。  概要: Enterprise Data Management Cloud

でのセキュリティの理解パート 1

 概要: Enterprise Data Management Cloud
でのセキュリティの理解パート 2

2つのレベルのセキュリティがあります。
1. Oracle Fusion Cloud EPMでは、ユーザーが作成され、事前定義済ロールが割り当てられ
ます。

2. Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、ユーザーとグループにアプリケーショ
ンのロールと権限が割り当てられます。ユーザーにビューポイントへのアクセス権が与
えられた後は、ビューポイント・データ・セキュリティによってノードおよびプロパティ
に許可されるアクションが制御されます。

アイデンティティ・ドメイン管理者がユーザーを作成すると、セキュリティの最初のレベル
が個人用サービスを介して Oracle Fusion Cloud EPMで管理されます。各ユーザーには、事
前定義済ロールが割り当てられます。
2つの Oracle Enterprise Data Management Cloud事前定義済ロールがあります。
• ユーザー
ユーザー事前定義済ロールを持つユーザーは Oracle Enterprise Data Management Cloud
にログインでき、アプリケーション・データを表示および管理するロールと権限が割り当
てられます。

• サービス管理者
サービス管理者事前定義済ロールを持つユーザーは、ほとんどの機能アクティビティを実
行でき、次を含むビュー、アプリケーション、データにアクセスできます。
– Oracle Enterprise Data Management Cloudでのロールのプロビジョニング、および
グループの作成(Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御
の管理のアクセス制御を参照)。

– テストおよび本番環境間でのアーティファクトの移行(移行の使用を参照)。
– 日次メンテナンスの実行(Oracle Enterprise Performance Management Cloud管理者
のためのスタート・ガイドのメンテナンス・スナップショットの使用を参照)。
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ただし、サービス管理者が要求内のデータ・オブジェクトに対する参加者(書込み)
権限を持っていない場合は、サービス管理者を要求または要求のサブスクリプショ
ンに割当てできません。

ユーザーまたはサービス管理者の事前定義済ロールがない場合、Oracle Enterprise
Data Management Cloudにアクセスできず、次のメッセージが表示されます:

"このユーザーに有効なロールがありません。Enterprise Data Management Cloudに
ログインするには、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでユー
ザーまたはサービス管理者の事前定義済ロールが割り当てられている必要がありま
す。ロールが割り当てられるようにシステム管理者に連絡してください。"

Oracle Enterprise Data Management Cloudでのグループの操作
グループを使用して、アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプ、階層セ
ットおよびビューに対する権限を付与できます。Enterprise Data Managementには 3
つのタイプのグループが用意されています:

• PREDEFINED: これらのグループは、それぞれの事前定義済ロールについて自動的
に作成されます。すべてのユーザーが事前定義済ロール(「ユーザー」など)に基づ
いて事前定義済グループに割り当てられます。

• EPM: これらは、「ツール」の「アクセス制御」で作成したグループです。
• IDCS: これらは、Oracle Cloud Identity Consoleで作成したグループです。「アクセ
ス制御」でそれらを表示し、アプリケーション・ロールおよび EPMグループに割
り当てることができます。

詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理の
グループの管理を参照してください。

アプリケーションのロールと権限の理解
第 2レベルのセキュリティは、ユーザーに割り当てられているアプリケーション・ロ
ールとアプリケーション権限の組合せを使用して Oracle Enterprise Data
Management Cloudで管理されます。デフォルトでは、サービス管理者は、すべての
機能を実行できデータにアクセスできます。アプリケーションのロールおよび権限は
必要ありません。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ユーザーおよびグループの設定について学習
します。  ユーザーおよびグループの設定

アプリケーション役割
アプリケーション役割は、ビューの作成やアプリケーションとディメンションの登録
など、ユーザーが実行できる機能を制御します。アプリケーション役割は互換性があ
り、権限からは独立しています。
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ノート:

アクセス制御でユーザーの名前が変更された場合、そのユーザーのすべての参照(承
認ポリシー内など)は無効になります。

次のアプリケーション役割を使用できます。
• アクセス制御 - 管理: グループの管理、ユーザーへのアプリケーション・ロールの割当て、
およびユーザー・セキュリティについてのレポートを実行できます。Oracle Enterprise
Performance Management Cloudのアクセス制御の管理のアクセス制御を参照してくだ
さい

• アプリケーション - 作成: Oracle Enterprise Data Management Cloudにアプリケーショ
ンを登録できます。アプリケーションの登録後、アプリケーションに対する所有者権限が
割り当てられます。

• 監査: すべてのアプリケーションでデータに対して行われた変更を表示できます。データ
に対して変更を加える権限は付与されません。データに対して変更を加える場合は、デー
タ・オブジェクトに対して少なくとも参加者(書込み)権限が付与されている必要がありま
す。トランザクション履歴の監査を参照してください。

• 移行 - 管理: 移行スナップショットのインポートおよびエクスポート、テンプレートに対
するアプリケーションとディメンションのインポートおよびエクスポート、および環境の
クローニングを実行できます。環境間の移行を参照してください。

• ビュー - 作成: ビューを作成できます。ビューを作成すると、ビューに対する所有者権限
が割り当てられます。

権限
権限は、アプリケーション、ディメンション、データ・チェーン・オブジェクト(ノード・セ
ット、階層セット、ノード・タイプ)およびデータへのアクセスを保護します。次の権限レベ
ルを割り当てできます。
• 所有者
• メタデータ・マネージャ
• データ・マネージャ
• 参加者

ノート:

デフォルトでは、参加者権限により、データ・チェーン・オブジェクトへの読取りアクセス権が付与されます。データ・アクセスを構成すると、これらのオ
ブジェクトへの書込みアクセス権を付与できます。データ・アクセスの構成を
参照してください。

アプリケーション、ディメンション、階層セットおよびノード・タイプの権限を割り当てま
す。アプリケーションおよびディメンションはすべての権限レベルをサポートし、一方階層
セットおよびノード・タイプは参加者権限のみをサポートします。権限の操作を参照してく
ださい。
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ノート:

また、ビューの所有者権限も割り当てできます。この権限により、ビューを
構成し、そのビューの他のユーザーおよびグループに所有者権限を割り当て
できます。

データ・アクセス
参加者権限を持つユーザーに対して、データ・アクセスを使用して、実行できるアク
ションと、特定のデータ・チェーン・オブジェクトについて表示または編集できるプ
ロパティを指定できます。
データ・アクセスの構成を参照してください。
ビューポイントのアクションおよびプロパティ
ユーザーへのロールおよび権限の割当ての他に、ユーザーが実行できるアクションお
よびビューポイントで更新できるプロパティを指定できます。たとえば、ノードの追
加は可能であるか削除はできないユーザー、またはノードの説明を編集できるが名前
は編集できないユーザーを指定できます。ビューポイントのこれらの許可されたアク
ションおよび編集可能なプロパティは、ロールまたは権限に関係なく、すべてのユー
ザーに対して適用されます。

ノート:

ビューポイントで許可されたアクションおよび編集可能なプロパティを指定
するには、ビューポイント内のディメンションのデータ・マネージャ権限、
およびそのビューポイントを含むビューの所有者権限が必要です。

ビューポイントで許可できるアクションの変更およびビューポイントでのプロパティ
の表示方法の構成を参照してください。

包含および追加権限
権限レベルは、包含(上位レベルの権限が下位レベルのすべての権限を含む)または追加
(他の権限レベルに含まれずに、権限により追加のアクセス権が付与される)のいずれか
です。
包含権限
3つの包含権限レベルをデータ・オブジェクトに割り当てることができます:

• 所有者 (すべての包含および追加権限を含みます)

• データ・マネージャ
• 参加者
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Note:

参加者権限により、データ・チェーン・オブジェクトへの読取りデータ・アク
セスが自動的に付与されます。許可されたアクションおよびオブジェクトのプ
ロパティ・アクセスを選択することにより、権限を変更してデータ・チェーン・
オブジェクトへの書込みデータ・アクセスを付与できます。データ・アクセス
の構成を参照してください。

上位レベルの権限(所有者など)をユーザーまたはグループに割り当てると、その付与には下位
レベルのすべての権限(データ・マネージャ、参加者(書込み)および参加者(読取り))が包含さ
れます。同じデータ・オブジェクトに対して、ユーザーまたはグループに複数の権限を割り
当てる必要はありません。
アプリケーションおよびディメンションはすべての包含権限レベルをサポートし、一方階層
セットおよびノード・タイプは参加者権限のみをサポートします。複数の権限レベル(参加者
およびメタデータ・マネージャなど)をアプリケーションおよびディメンションに割り当てる
ことができます。権限の結合を参照してください。
階層セットまたはノード・タイプへのデータ・アクセスを指定することにより、参加者権限
をさらに見直すことができます。データ・アクセスの構成を参照してください。
追加権限
追加権限は、さらに詳細なアクセス権をアプリケーションおよびデータ・チェーン・オブジ
ェクトに提供します。それらはそれら自身によって割り当てるか、包含権限の最上位に割り
当てることができます。
割り当てることができる追加権限はメタデータ・マネージャです。この権限は、アプリケー
ションまたはディメンション・レベルで割り当てることができ、ノード・タイプ、階層セッ
ト、コンバータ、カスタム検証、権限およびポリシーを含むアプリケーションまたはディメ
ンション内のすべてのメタデータ・オブジェクトを、ユーザーが作成、編集または削除する
ことを許可します。

Note:

メタデータ・マネージャ権限は、ユーザーにアプリケーションを作成または削除す
るためのアクセス権は与えません。

メタデータ・マネージャ権限は、データへのアクセス権を与えません。データを表示するに
は、この権限があるユーザーを、包含権限レベル(参加者(読取り)など)のいずれかに割り当て
る必要があります。
次の図は、包含および追加権限レベルがどのように機能するかを示しています。3つの包含権
限が相互に作成されており、参加者(書込み)は参加者(読取り)のアクセス権を含み、データ・
マネージャは参加者(書込み)のアクセス権を含みます。メタデータ・マネージャは追加である
ため、下位レベルの権限を含みません。所有者は、両方のタイプの権限レベルのアクセス権
をすべて含み、アプリケーションを削除する機能があります。
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次の表は、いくつかの一般的に実行されるタスクおよびそれらの実行に必要な権限レ
ベルを示しています:

 

 

権限の結合
ユーザーのアクセス権に詳細なレベルの制御を提供するために、包含および追加権限
を組み合せることができます。組合せには次のものがあります:
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• データ・マネージャおよびメタデータ・マネージャ: この組合せは、データおよびメタデ
ータの両方に対してほとんどのタスク(データ・チェーン・オブジェクトの作成、更新お
よび削除、パブリック抽出の作成および実行、インポートおよびエクスポートの実行な
ど)を実行するためのアクセス権をユーザーに提供しますが、ユーザーがアプリケーショ
ンを削除することは許可しません。

• 参加者(読取り)およびメタデータ・マネージャ: この組合せは、メタデータ・マネージャ
がビューポイントでデータを参照および検証できるように、メタデータ・マネージャにデ
ータ・アクセス権を付与します。これにより、たとえば、作成した式が意図したとおりに
機能することを確認できます。

権限カスケード
ベスト・プラクティス
ベスト・プラクティスでは、最初に最も一般的なレベル(たとえば、アプリケーション・レベ
ルまたはディメンション・レベル)で権限を割り当て、満たす必要がある特定のビジネス要件
がある場合のみ、後から特定のレベル(階層セットまたはノード・タイプなど)の権限を割り当
てます。
考慮事項
• アプリケーションに割り当てられている権限は、そのアプリケーション内のすべてのディ
メンションに割り当てられます。たとえば、次のイメージで、データ・マネージャ権限を
アプリケーションのユーザーに割り当てると、そのユーザーには、ディメンション Aお
よびディメンション Bのデータ・マネージャ権限も付与されます。

• ディメンションに割り当てられている権限は、そのディメンション内のすべてのノード・
タイプおよび階層セットに割り当てられます。たとえば、次の図で、ユーザーにディメン
ション Aに対する参加者(書込み)権限を割り当てると、そのユーザーは階層セット 1およ
びノード・タイプ 1の両方に対する参加者(書込み)権限を持ちます。

次の図は、この概念を表しています。
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ノート:

また、ビューに対する所有者権限も割り当てできます。ただし、データ・ア
クセスは、データ・オブジェクト(アプリケーション、ディメンション、階層
セットおよびノード・タイプ)レベルで制御されます。ビューの所有者権限に
より、ユーザーはビューを構成し、所有者権限をそのビューの他のユーザー
およびグループに割り当てできますが、そのビュー内のデータ・オブジェク
トへのアクセス権は付与されません。

権限の操作
権限により、アプリケーション、ディメンション、データ・チェーン・オブジェクト
およびデータが保護されます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
権限について学習します。

 Oracle Enterprise Data Management
Cloudでのロールと権限の設定

権限レベルおよびデータ・オブジェクト
次の表は、データ・オブジェクトに割り当てできる権限および実行できるアクション
を示しています。権限レベルおよびカスケードの詳細は、権限カスケードを参照して
ください。
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表 24-1 データ・オブジェクトの権限およびアクション

少なくともこの権限
が必要

対象データ・オブ
ジェクト

次のアクションの実行:

メタデータ・マネージャ アプリケーション • すべてのデータ・チェーン・オブジェクトの作成、更
新および削除

• すべてのデータ・オブジェクトの権限の他のユーザー
およびグループへの割当て

• アプリケーション登録の変更
所有者 アプリケーション アプリケーションの削除
メタデータ・マネージャ ディメンション • このディメンションのノード・セット、階層セットお

よびノード・タイプの作成、更新および削除
• このディメンションのデータ・チェーン・オブジェク
トへの権限の他のユーザーおよびグループへの割当
て

メタデータ・マネージャ ディメンション ディメンションのアーカイブおよびアーカイブ解除
データ・マネージャ アプリケーション アプリケーション内のすべてのディメンションのデータ

のインポートまたはエクスポート
データ・マネージャま
たはメタデータ・マネージャ

アプリケーション • アプリケーションのすべてのディメンションのビュ
ーポイントの作成および更新

ノート:

ビューポイントを含むビューの所有者権限
も必要です。

• アプリケーションのすべてのディメンションのビュ
ーポイント・サブスクリプションの作成および更新

ノート:

ビューポイントを含むビューの所有者権限
も必要です。
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表 24-1 (続き) データ・オブジェクトの権限およびアクション

少なくともこの権限
が必要

対象データ・オブ
ジェクト

次のアクションの実行:

データ・マネージャま
たはメタデータ・マネージャ

ディメンション • このディメンションのビューポイントの作成および
更新

ノート:

ビューポイントを含むビューの所有者権限
も必要です。

• このディメンションのビューポイント・サブスクリプ
ションの作成および更新

ノート:

ビューポイントを含むビューの所有者権限
も必要です。

データ・マネージャ ディメンション このディメンションのデータのインポート、エクスポート
および更新

参加者(書込み) アプリケーション 新規要求の作成、またはアプリケーションのディメンショ
ンの要求担当者としての役割の実行

参加者(書込み) ディメンション 新規要求の作成、またはこのディメンションを使用する要
求担当者としての役割の実行

参加者(書込み)
ノート: ユーザーまた
はグループは、デー
タ・アクセスで許可さ
れる要求アクション
のみを実行できます。

階層セット 新規要求の作成、または階層セット内のノードを挿入、移
動、除去および並べ替える要求の要求担当者としての役割
の実行

ノート:

階層セットに対する参加者
(書込み)権限をユーザーに付
与する際、そのユーザーには
階層セットのノード・タイプ
に対する参加者(読取り)権限
も暗黙的に付与されます。

第 24章
アプリケーションのロールと権限の理解

24-10



表 24-1 (続き) データ・オブジェクトの権限およびアクション

少なくともこの権限
が必要

対象データ・オブ
ジェクト

次のアクションの実行:

参加者(書込み)
ノート: ユーザーまた
はグループは、デー
タ・アクセスで許可さ
れる要求アクション
のみを実行できます。

ノード・タイプ 要求の作成、または、ノードを追加または削除する要求、
またはノード・プロパティを更新する要求の要求担当者と
しての役割の実行

ノート:

ノード・タイプに対する参加者(書込み)権限をユーザーに
付与する際、そのノード・タ
イプを使用する階層セット
に対する権限は暗黙的に付
与されません。このため、そ
の階層セットに対する参加者(書込み)権限も付与されな
い限り、ユーザーは階層セッ
ト内のノードを追加または
削除できません。

参加者(読取り) アプリケーション アプリケーション内のディメンションのデータを含むビ
ューポイントの参照

参加者(読取り) ディメンション アプリケーション内のこのディメンションのデータを含
むビューポイントの参照

参加者(読取り) 階層セット この階層セットのデータを含むビューポイントおよびこ
の階層セットのノード・タイプの参照

ノート:

階層セットに対する参加者
(読取り)権限をユーザーに付
与する際、そのユーザーには
階層セットのノード・タイプ
に対する参加者(読取り)権限
も付与されます。

参加者(読取り) ノード・タイプ リスト内のこのノード・タイプのデータを含むビューポイ
ントの参照

権限の追加、除去および編集
オブジェクト・インスペクタの「権限」タブのデータ・オブジェクトへの権限を追加、除去
または編集します。それを行うには、データ・オブジェクトを含むアプリケーションまたは
ディメンションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。

第 24章
アプリケーションのロールと権限の理解

24-11



ノート:

レポートを実行して、すべてのアプリケーションに割り当てられている権限
を確認できます。詳細は、レポートの操作を参照してください。

データ・オブジェクトの権限をユーザーまたはグループに追加するには:

1. データ・オブジェクトのオブジェクト・インスペクタを開きます。次の例を参照し
てください。
• アプリケーションの検査
• ディメンションの検査
• 階層セットの検査
• ノード・タイプの検査
• ビューの検査

2. 「権限」タブで、「編集」をクリックします。
3. 「ユーザーの追加」または「グループの追加」ドロップダウン・リストで、権限を
付与するユーザーまたはグループを選択します。

ノート:

現在ユーザーが含まれていないグループには、 アイコンが表示されま
す。サービス管理者は、アクセス制御でユーザーをグループに割当てで
きます。Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス
制御の管理のアクセス制御の概要を参照してください。

4. (オプション)グループ内のユーザーを表示するには、 をクリックします。
5. 「権限」ドロップダウン・リストで、ユーザーまたはグループに付与する権限レベ
ルを選択します。
 

 

6. (オプション)参加者権限に対して、データ・アクセスも指定できます。データ・ア
クセスの構成を参照してください。
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7. 「保存」をクリックします。
データ・オブジェクトの権限をユーザーまたはグループから除去するには:

1. オブジェクト・インスペクタを開きます。
2. 「権限」タブで、「編集」をクリックします。
3. 除去する権限に移動し、「アクション」列の をクリックし、「除去」を選択します。
4. 「保存」をクリックします。
データ・オブジェクトに対する権限を編集するには:

1. オブジェクト・インスペクタを開きます。
2. 「権限」タブで、「編集」をクリックします。
3. 「権限」ドロップダウン・リストで、編集する権限の新規値を選択します。
4. 「保存」をクリックします。
ロールと権限がどのように機能するかの詳細は、セキュリティの例を参照してください。

データ・アクセスの構成
参加者権限を持つユーザーに対して、データ・アクセスを使用して、実行できるアクション
と、特定のデータ・チェーン・オブジェクトについて表示または編集できるプロパティを指
定できます。
データへのアクセスは、次の 2つの方法で指定できます:

• 許可されたアクション: 要求のデータ・チェーン・オブジェクトで実行できるアクション
を指定できます。

• プロパティ・アクセス: 表示または非表示にするプロパティ、およびデータ・チェーン・
オブジェクトに対して編集可能なプロパティを指定できます。

デフォルトでは、参加者権限をユーザーまたはグループに割り当てると、データ・アクセス
は読取りに設定されます。これは、データ・チェーン・オブジェクトで許可されたアクショ
ンは「なし」に設定され、プロパティ・アクセスは「表示のみ」に設定されることを意味し
ます。参加者に少なくとも 1つのプロパティに対する許可されたアクションまたは編集アク
セスを付与すると、データ・アクセスはそのデータ・チェーン・オブジェクトに対する書込
みに変更されます。
次の表に、参加者権限を持つユーザーの各データ・チェーン・オブジェクトに設定できる、
許可されたアクションおよびプロパティ・アクセスのデータ・アクセスをリストします。
Table 24-2    データ・チェーン・オブジェクトに対するデータ・アクセス

データ・チェーン・オブジェクト 許可されたアクション プロパティ・アクセス
アプリケーション • なし

• すべて
• すべて表示
• すべて編集

ディメンション • なし
• すべて

• すべて表示
• すべて編集
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Table 24-2    (Cont.) データ・チェーン・オブジェクトに対するデータ・アクセス

データ・チェーン・オブジェクト 許可されたアクション プロパティ・アクセス
階層セット • なし

• すべて
• 指定済

– 挿入
– 移動
– 除去
– 並替え

該当なし
ノート: 階層セット・レベルでプ
ロパティへのアクセスを設定す
ることはできません。ノード・タ
イプなど、他のいずれかのデー
タ・チェーン・オブジェクトを使
用して、プロパティへのアクセス
を制御します。

ノード・タイプ • なし
• すべて
• 指定済

– 追加
– 削除

• すべて表示
• すべて編集
• 指定済

– 表示
– 編集
– 非表示

考慮事項
• データ・アクセスは参加者権限を持つユーザーのみ構成できます。データ・チェー
ン・オブジェクトに対する所有者またはデータ・マネージャ権限を持つユーザーに
は、そのデータ・チェーン・オブジェクトのすべてのアクションおよびプロパティ
へのすべてのアクセス権が自動的に付与されます。たとえば、所有者およびデー
タ・マネージャは、非表示に設定されているプロパティを常に表示できます。

• アプリケーションおよびディメンションの場合、許可されたアクションに対しては
「すべて」または「なし」、プロパティ・アクセスに対しては「すべて表示」または
「すべて編集」のみ指定できます。より詳細なアクションまたはプロパティ・アク
セス(追加と削除のみ許可、特定のプロパティのみ表示など)を指定する場合は、階
層セットまたはノード・タイプ・レベルで指定する必要があります。

Note:

これは、たとえば、アプリケーションまたはディメンション・レベルで
プロパティを非表示にできないことを意味します。プロパティはノー
ド・タイプ・レベルのみで非表示にします。

• 編集不可のプロパティ(たとえば、Core.Nameや Core.Description以外の Coreネ
ームスペースのプロパティ、または CoreStatsネームスペースのプロパティ )に編
集アクセス権を割り当てることはできません。また、Core.Nameプロパティを非表
示に設定することもできません。

データ・アクセスのカスケード
権限と同様に、データ・アクセスにより、上位レベルから下位レベルにデータ・チェ
ーン・オブジェクトがカスケードされます(たとえば、ユーザーにディメンションで許
可されたアクション「追加」がある場合、そのディメンションの階層セットおよびノ
ード・タイプで追加ができます。)権限カスケードを参照してください。
許可されたアクションおよび編集可能なプロパティに対しては、最小の制限設定が使
用されます。たとえば、ユーザーにディメンション・レベルで許可されたアクション
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はないが、ノード・タイプ・レベルで許可されたアクション「追加」がある場合、そのユー
ザーはそのノード・タイプに対して追加アクションを実行できます。
非表示のプロパティに対しては、最大の制限設定が使用されます。プロパティがノード・タ
イプで非表示の場合は、その設定により他の権限が上書きされます。たとえば、参加者権限
があるユーザーがアプリケーションのプロパティに対する「すべて表示」を持つが、ノード・
タイプでコスト・センター・プロパティが非表示の場合、そのユーザーはビューポイントに
そのプロパティを表示できません。
データ・アクセスの構成
1. データ・アクセスを構成するデータ・チェーン・オブジェクトを検査します:

• アプリケーションの検査
• ディメンションの検査
• 階層セットの検査
• ノード・タイプの検査

2. 「権限」タブで、「編集」をクリックします。
3. 次のいずれかのアクションを実行します。

• 権限を編集するには:

a. 変更する権限について、次のいずれかのアクションを実行してデータ・アクセス・
パネルを表示します:

– 「データ・アクセス」列で、権限レベル(「読取り」または「書込み」)をクリッ
クします

– 「アクション」列で、 をクリックし、アクションの編集を選択します。
b. 「参加者のデータ・アクセス」パネルで、ユーザーまたはグループの「許可された
アクション」および表示されるプロパティ設定を選択します。各データ・チェー
ン・オブジェクトに適用できる設定の詳細は、前述の表 1表を参照してくださ
い。

c. 「適用」をクリックし、次に「保存」をクリックします。
• 権限を除去するには: 「アクション」列で をクリックし、「除去」を選択します。

例として、次のスクリーンショットは、許可されたアクションとして「追加」が指定され、
CoreStats.Parentおよび Core.Descriptionプロパティが「表示」に設定され、
PLN.Alias:Defaultプロパティが「非表示」に設定され、PLN.Data Storageが「編集」に設
定されて構成された参加者権限を示しています。
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ファイルからの権限およびデータ・アクセスのアップロー
ドおよびダウンロード

ノード・タイプ・レベルで権限を割り当てるとき、権限をノード・タイプ・インスペ
クタで手動で割り当てるのではなく、権限およびデータ・アクセスが含まれる Excel
ファイルをアップロードできます。ノード・タイプの権限およびデータ・アクセスを、
オフライン参照のために Excelファイルにダウンロードすることもできます。
考慮事項
• ノード・タイプの権限およびデータ・アクセスのみを、ダウンロードおよびアップ
ロードできます。

• ノード・タイプの権限をアップロードするには、そのノード・タイプを含むアプリ
ケーションまたはディメンションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権
限が必要です。

• 権限をアップロードするとき、ファイルからの権限は既存の権限とマージされま
す。ユーザーおよびグループの既存の権限およびデータ・アクセスは、ファイル内
のもので上書きされます。

ファイルからの権限およびデータ・アクセスのアップロード
権限ファイルが正しい形式である必要があります。権限ファイル形式を参照してくだ
さい

第 24章
アプリケーションのロールと権限の理解

24-16



Tip:

ノード・タイプに対する現在の権限をダウンロードして、追加の変更を加えること
ができるテンプレートとして使用し、再びシステムにアップロードすることができ
ます。ファイルへの権限およびデータ・アクセスのダウンロードを参照してくださ
い。

権限をアップロードするには:

1. 権限をアップロードするノード・タイプを検査します。ノード・タイプの検査を参照して
ください。

2. 「編集」をクリックします。
3. 「ファイルからの権限のロード」 をクリックします。

Note:

「ファイルからの権限のロード」ボタンが表示されるには、「編集」モードであ
る必要があります。

4. 権限ファイルを参照して、「開く」をクリックします。
権限がシステムにロードされます。

5. オプション: 確認ダイアログ・ボックスで、権限ファイルをダウンロードするリンクをク
リックし、「ステータス」および「メッセージ」列で各権限の結果を確認します。

6. 確認ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックし、「保存」をクリックして変更内容を
保存します。

Note:

「取消」をクリックすると、アップロードした権限はノード・タイプに保存され
ません。

ファイルへの権限およびデータ・アクセスのダウンロード
権限をダウンロードするには:

1. 権限をダウンロードするノード・タイプを検査します。ノード・タイプの検査を参照して
ください。

2. 「権限」タブで、「ファイルへの権限のダウンロード」 をクリックします。

Note:

「編集」モードの場合、「ファイルへの権限のダウンロード」ボタンは表示され
ません。

ファイルがダウンロードされた後、Excelで表示できます。
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権限ファイル形式
このトピックでは、権限およびデータ・アクセスのロードに使用される Microsoft Excel
スプレッドシートの形式について説明します。
権限ファイルは、「権限」という名前のシートが含まれた Excelファイルである必要が
あります。

Note:

ファイルに他のシートを含むことができます。たとえば、権限をダウンロー
ドすると、ファイルにはサマリー情報が記載された「サマリー」という名前
のシートが含まれています。このサマリー・シートは情報提供用であり、ア
ップロードには不要です。

権限シート形式
考慮事項
• ヘッダー列は次に示す順序である必要があります。ノード・タイプ・プロパティ列
はどの順序にもできます。

• ヘッダー列のいずれかの情報が無効である場合、レコードがスキップされます。
• ファイル内のノード・タイプに有効でないプロパティは無視されますが、レコード
は処理されます。

• ファイル内で同じユーザーまたはグループに複数のレコードがある場合、ファイル
内の最初のレコードが処理されます。後続のレコードはスキップされ、スキップ済
ステータスおよび対応するメッセージでマークされます。

ヘッダー列
• アクセス・タイプ: 「ユーザー」または「グループ」を選択します
• 名前: 権限が作成されるユーザーまたはグループの名前を入力します。
• 権限: 有効な権限を選択します。ノード・タイプの場合、これは「参加者」です。
• 許可されたアクション: 「なし」、「すべて」または「指定済」を選択します
• 指定したアクション: 「許可されたアクション」で「指定済」を選択した場合、カ
ンマで区切られたアクションのリストを入力します(例: 追加, 削除)。

• プロパティ・アクセス: 「すべて編集」、「すべて表示」または「指定済」を選択し
ます

ノード・タイプ・プロパティ列
プロパティ・アクセスで「指定済」を選択した場合、完全修飾(Namespace.Property)
ノード・タイプ・プロパティを列ごとに 1つ入力し、各プロパティに次の値のいずれ
かを入力します: 「表示」、「編集」または「非表示」。
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Note:

Core.Nameプロパティに「非表示」は指定できません。

ステータス列
• ステータス: 権限のアップロード後に権限のステータス(「成功」または「スキップ済」)を
表示するシステムで予約された列です。

• メッセージ: スキップされた権限についての情報メッセージを表示するシステムで予約さ
れた列です。

次の例は、「権限」シートの正しい形式を示しています。
 

 

セキュリティの例
次の例は、各事項について必要なロールと権限の組合せを示しています。
• アプリケーションおよびディメンションのセキュリティ
• 階層セットおよびノード・タイプのセキュリティ
• ビューおよびビューポイントのセキュリティ
• 要求のセキュリティ
• アクセス制御、移行、および日次メンテナンスのセキュリティ

アプリケーションおよびディメンションのセキュリティ
次の表に、アプリケーションおよびディメンションを操作するために最低限必要なユーザー・
ロールと権限の組合せをリストします。

アプリケーションまたはディメンション・タスク 少なくともこの権限が必要
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。
ノート: アプリケーションの登録および作成後、ア
プリケーションおよびデフォルト・ビューの所有者権限がユーザーに自動的に割り当てられます。
アプリケーションまたはディメンションの権限の
別のユーザーまたはグループへの割当て

アプリケーションまたはディメンションのメタデータ・マネージャ
アプリケーションの検査またはアプリケーション
登録の変更

アプリケーションのメタデータ・マネージャ。
アプリケーションの削除 アプリケーションの所有者
アプリケーションのオープンおよび参照 アプリケーションの参加者(読取り)
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アプリケーションまたはディメンション・タスク 少なくともこの権限が必要
アプリケーション・データの編集 アプリケーションまたはディメンションの参加者

(書込み)
ノート: 参加者(書込み)権限によりビューポイント
のアプリケーション・データの編集が可能になり、
指定されたデータ・アクセス、ビューポイントで
許可されるアクションおよび編集可能なプロパテ
ィは実行可能なアクションを最終的に制御しま
す。
データ・アクセスの構成およびビューポイントで
許可できるアクションの変更を参照してくださ
い。

データのインポートまたはエクスポート アプリケーションまたはディメンションのデータ・マネージャ
ディメンションの作成または編集 アプリケーションまたはディメンションのメタデータ・マネージャ
グローバル接続の作成、編集および削除 アプリケーションのメタデータ・マネージャ
制約の作成、編集および削除 アプリケーションのメタデータ・マネージャ
バインドの作成および編集 アプリケーションまたはディメンションのメタデータ・マネージャ
パブリック抽出の作成、編集、コピー、上位への
移動、削除

アプリケーションまたはディメンションのメタデータ・マネージャ

ノート:

サービス管理者は、すべてのアプリケーションおよびディメンションの登録、
インポート、エクスポートおよび変更の他、アプリケーション、データ・オ
ブジェクトおよびビューに対するすべての権限の割当てを行えます。

階層セットおよびノード・タイプのセキュリティ
この表は、階層セットおよびノード・タイプを作成、表示および編集するために必要
な最小限のユーザー・ロールと権限の組合せをリストしています。

データ・チェーン・オブジェクト 少なくともこの権限が必要
階層セットまたはノード・タイプの作成、検
査、編集、アーカイブまたは削除

データ・チェーン・オブジェクトを含むアプリ
ケーションまたはディメンションのメタデータ・マネージャ

階層セットまたはノード・タイプ内のアプリケ
ーション・データの表示

アプリケーションまたはディメンションの参加者(読取り)では、そのアプリケーションまた
はディメンション内のすべてのデータ・チェー
ン・オブジェクトを参照できます。
階層セットの参加者(読取り)では、階層セット
および階層セット内で使用されるノード・タイ
プを参照できます。
ノード・タイプの参加者(読取り)では、そのノ
ード・タイプのみを参照できます。
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ノート:

サービス管理者は、すべてのデータ・チェーン・オブジェクトを参照および更新で
きます。

ビューおよびビューポイントのセキュリティ
次の表に、ビューおよびビューポイントに必要な最小限のユーザーのロールと権限の組合せ
をリストします。

ビューポイント 必要な権限 このビュー権限が必要
ビューの作成
ノート: 「ビュー - 作成」ロール
が必要です。ビューを作成する
と、デフォルト・ビューに対する所有者権限が自動的に割り当て
られます。
ビューに対する権限の割当て ビューの所有者
要求を使用したビューポイント
内のアプリケーション・データの
更新
ノート: 割り当てられたデータ・
アクセス、ビューポイントで許可
されるアクション、および編集可
能なプロパティ設定によって、ノ
ードとプロパティに対して実行
できるアクションが決まります。

• アプリケーションまたはデ
ィメンションの参加者(書込み)は、データに対する更新
ができます。

• 階層セットの参加者(書込み)は、その階層セットに対
してノードを挿入、移動、並
替えおよび除去できます

• ノード・タイプの参加者(書込み)は、ノードを追加およ
び削除し、ノード・プロパテ
ィを更新できます

ビューポイントの作成、編集、ア
ーカイブまたは削除

アプリケーションのデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ
ビューポイントを含むビューの所有者

ビューポイントでのサブスクリ
プションの作成

ディメンションのデータ・マネージャまたはメタデータ・マネージャ
ビューポイントを含むビューの所有者

ビューポイントのコピー ディメンションの所有者 ビューポイントを含むビューの所有者
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ビューポイント 必要な権限 このビュー権限が必要
ビューポイントの参照、検査、比
較、検証またはダウンロード

次のような、ノード・セットの完
全な参加者(読取り)権限:
• リストタイプ・ノード・セッ
ト: すべてのノード・タイプ
に対する参加者(読取り)ア
クセス権限。

• 階層タイプ・ノード・セッ
ト: 階層セットに対する参加者(読取り)アクセス権限。

ノート: ノード・セットの完全な参加者(読取り)権限を持ってい
ない場合、ビューを開く際にその
ノード・セットのビューポイント
は表示されません。

ビューポイントの参照に表示権
限は必要ありません
ノート: ビューポイントを含むビ
ューの所有者権限では、そのビュ
ーのビューポイントを表示でき
ません。ビューを開く際にビュ
ーポイントを表示するには、その
ビューポイント内のノード・セッ
トに対する完全な参加者(読取り)権限を持っている必要があり
ます。
たとえば、5つのビューポイント
を含むビューの表示権限を持っ
ているが、そのうち 3つのビュー
ポイントのデータ・オブジェクト
に対する参加者(読取り)権限し
か持っていない場合、ビューを開
く際、その 3つのビューポイント
しか表示されません。

ビューのオープンまたは検査 ビューのビューポイント内のデ
ータ・オブジェクトの参加者(読取り)権限

ビューの所有者権限により、ビュ
ーを開くことはできますが、その
ビュー内のビューポイントを表
示するには、そのビュー内のビュ
ーポイントのデータ・オブジェク
トの参加者(読取り)権限が必要
です。

ビューの編集またはアーカイブ ビューの所有者

ノート:

サービス管理者は、すべてのビューとビューポイントを参照および更新し、
ビューへの権限を割り当てできます。

要求のセキュリティ
権限およびデータ・アクセス
次の表に、要求ワークフロー・アクションに必要な権限およびデータ・アクセスを示
します。
表 24-3 要求アクションと権限

この要求ワークフロー・アクションを実行する
には:

必要な権限:

要求の割当て 次のロールまたは権限の少なくとも 1つが必
要です:
• 現在の要求担当者
• ビューに対する所有者権限
• サービス管理者ロール
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表 24-3 (続き) 要求アクションと権限

この要求ワークフロー・アクションを実行する
には:

必要な権限:

要求が割り当てられる 次のような、要求のすべてのビューポイントの
少なくとも 1つのデータ・チェーン・オブジェ
クトに対する参加者(書込み)アクセス権:
• プロパティの追加、削除または更新アクシ

ョンの場合、ユーザーにはノード・タイプ
に対する参加者(書込み)が必要です。

• 挿入、移動、並替えまたは除去アクション
の場合、ユーザーには階層セットに対する参加者(書込み)が必要です。

要求の協力者として追加 要求の少なくとも 1つのビューポイントの少
なくとも 1つのデータ・チェーン・オブジェク
トに対する参加者(書込み)。
次のように、要求の要求アイテムの要求アクシ
ョンおよびプロパティ・アクセスは、要求担当
者と協力者の両方に対するデータ・アクセス権
限によって決まります:
• 許可されたアクションの場合、担当者と協
力者は両方とも、そのアクションを使用可
能にするために要求アクションを実行で
きる必要があります。たとえば、ノードを
階層に挿入するには、担当者と協力者は両
方とも、階層セットの許可されたアクショ
ンとして「挿入」が必要です。いずれかの
ユーザーに挿入権限がない場合、ノードを
挿入するオプションは使用できません。

• 同様に、担当者と協力者の両方にプロパテ
ィへの編集アクセス権がある場合のみ、そ
のプロパティを編集できます。

要求ロード・ファイルを使用した要求の変更 • 要求ファイルをアップロードするユーザ
ーは、要求ファイルをロードするために、
階層セットまたはノード・タイプへの参加者(書込み)アクセス権(直接、または権限の
カスケードを介して)が必要です。

• ロード・ファイルに、実行するためのデー
タ・アクセスがユーザーにないアクション
またはプロパティ更新が含まれる場合(た
とえば、ロード・ファイルに削除アクショ
ンが含まれ、ユーザーに追加アクションに
対するデータ・アクセスのみがある場合)、
要求アクションは要求アイテムとしてロ
ードされますが、要求が検証されると検証
エラーとして識別されます。

• ロード・ファイルに、ユーザーには非表示
のプロパティに対する更新が含まれる場
合、その要求アイテムは要求にロードされ
ませんが、添付ファイルには含まれます。
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表 24-3 (続き) 要求アクションと権限

この要求ワークフロー・アクションを実行する
には:

必要な権限:

サブスクリプションの作成 次のすべての権限が必要です:
• ソース・ビューポイントの階層セットまた

はノード・タイプへの参加者(読取り)アク
セス権(直接、または権限のカスケードを
介して)。

• ターゲット・ビューポイントのディメンシ
ョンに対するデータ・マネージャ権限

• ターゲット・ビューに対する所有者権限
サブスクリプションのデフォルトまたは代替
担当者として割り当てられるのに適格

• ターゲット・ビューポイントの階層セット
またはノード・タイプへの参加者(書込み)
アクセス権(直接、または権限のカスケー
ドを介して)。

ノート:

グループを割り当てる場合、そ
のグループを選択肢として使
用可能にするには、グループの
少なくとも 1つのメンバーに
ターゲット・ビューポイントの
階層セットまたはノード・タイ
プへの参加者(書込み)権限が必
要です。

• サブスクリプション・ソース要求に、実行
するためのデータ・アクセスがユーザーに
ないアクションまたはプロパティ更新が
含まれる場合(たとえば、ソース要求に削
除アクションが含まれ、ユーザーに追加ア
クションに対するデータ・アクセスのみが
ある場合)、要求アクションは要求アイテ
ムとしてターゲット・サブスクリプション
要求にロードされますが、要求が検証され
ると検証エラーとして識別されます。

• サブスクリプション・ソース要求に、ユー
ザーには非表示のプロパティに対する更
新が含まれる場合、その要求アイテムはタ
ーゲット・サブスクリプション要求にロー
ドされませんが、添付ファイルには含まれ
ます。

要求の承認 当初はなし。
データ・オブジェクトのポリシーにユーザーま
たはグループを追加すると、そのデータ・オブ
ジェクトに対する暗黙的な参加者(読取り)権
限がそのユーザーまたはグループに付与され
ます。ポリシーの構成を参照してください
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表 24-3 (続き) 要求アクションと権限

この要求ワークフロー・アクションを実行する
には:

必要な権限:

承認ステージでの要求のエンリッチ エンリッチ者は承認者であるため、承認ポリシ
ーのデータ・オブジェクトに対する暗黙的な参加者(読取り)権限が自動的に付与されます。
エンリッチメント時に変更を加えるには、エン
リッチ者には、変更する要求のデータ・チェー
ン・オブジェクトに対する参加者(書込み)も必
要です。エンリッチ者は、データ・アクセスお
よび権限に従って要求アイテムを編集できま
す。

ユーザー
この項では、ユーザーとサービス管理者が完了した要求とドラフト要求に対して実行できる
アクションについて説明します。
ドラフト要求
• 現在の担当者:

– 権限およびデータ・アクセスに従った要求アクションの実行
– 要求アイテムのロード
– 要求アイテムの削除
– 要求の送信
– 要求アイテムのファイルへのダウンロード
– コメントおよび添付の追加、編集または削除

• 以前の参加者:

– 要求アイテム、コメントおよび添付の表示
– 要求コメントおよび添付の追加
– 要求の検査
– 要求の検証
– 要求内のビューポイントの検査、検証および比較
– 要求アイテムのファイルへのダウンロード

要求のコメントまたは添付の作成者は、要求がドラフト・ステータスの間、コメントまたは
添付を編集できます。
完了した要求
要求が行われたビューに対する参加者(読取り)アクセス権があるユーザーは、完了した要求を
参照できます。
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ノート:

完了した要求は、履歴監査証跡を提供するため変更できません。

サービス管理者
サービス管理者は、すべての要求を表示できます。
サービス管理者が現在の担当者である場合、ドラフト要求を変更または削除できます。

ノート:

要求が行われたデータに対する参加者(書込み)権限を持つサービス管理者
は、要求の担当者として指定できます。

サービス管理者は、割り当てられていない要求を変更および送信することはできず、
自分が承認者ではない要求を承認、却下またはプッシュバックすることもできません。

アクセス制御、移行および日次メンテナンスのセキュリテ
ィ

次の表に、アクセス制御、移行およびメンテナンス・タスクを実行するために必要な
権限または役割を示します。

タスク 必要な権限または役割
Oracle Enterprise Data Management Cloud
のロールのプロビジョニングとグループの作
成。アクセス制御を参照してください。

「サービス管理者」または「アクセス制御 - 管
理」

テスト環境と本番環境間でのアーティファク
トの移行。移行の使用を参照してください。

「サービス管理者」または「移行 - 管理」
日次メンテナンスの実行。メンテナンス・スナ
ップショットの使用を参照してください。

サービス管理者
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25
ポリシーの構成

ポリシーは、アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプまたは階層セットのレベ
ルで設定できます。承認ポリシーは承認ワークフロー・ステージで適用され、これにより、
承認者は要求を確認し、その内容を承認または却下できます。コミット・ポリシーは、コミ
ット・ワークフロー・ステージで適用され、コミット・ポリシーに対してユーザーが最終レ
ビューを実施し、要求のすべての変更をコミットできるようにします。通知ポリシーは要求
がコミットされるとクローズ済ワークフロー・ステージで適用され、これにより、ユーザー
は他のユーザーが完了した要求を送信したときに電子メール通知を受信します。
詳細は、を参照してください
• 承認ポリシー
• コミット・ポリシー
• 通知ポリシー
ポリシーおよびデータ・オブジェクト
ポリシーは、アプリケーション、ディメンション、階層セットまたはノード・タイプ・レベ
ルで有効化します。権限と同様に、ポリシーは、アプリケーションからディメンションに、
次に階層セットおよびノード・タイプに伝播されます。つまり、アプリケーションで構成さ
れるポリシーは、そのアプリケーション内のすべてのディメンションに適用され、ディメン
ションで構成されるポリシーはそのディメンション内のノード・タイプおよび階層セットに
適用されます。詳細は、権限カスケードを参照してください。

ノート:

レポートを実行して、すべてのアプリケーションにわたって割り当てられているポ
リシーを確認できます。詳細は、を参照してください レポートの操作
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データ・オブジェクトでのポリシーおよび要求アクション
ポリシーで「含まれるアクション」フィルタを使用して(承認ポリシーの作成および有
効化、コミット・ポリシーの作成および有効化および通知ポリシーの作成および有効
化を参照)、ポリシーが特定の要求アクションに対してのみトリガーされるかどうかを
指定します。指定するアクションのタイプは、ポリシーが存在するデータ・チェーン・
オブジェクトに影響されません。たとえば、移動アクションが階層セット・アクショ
ンであっても、ノード・タイプのポリシーに移動アクションを指定できます。この場
合、ポリシーは、そのノード・タイプのすべての階層セットのすべての移動に対して
トリガーされます。
データ・オブジェクトでのポリシーの伝播
ポリシーは、高いレベルのオブジェクト(アプリケーションなど)から、データ・チェー
ン内の低いレベルのオブジェクト(ディメンション、ノード・タイプ、階層セットなど)
に伝播されます。データ・チェーン・オブジェクトは、それ自体に対して有効化され
たポリシーによって直接影響を受ける場合と、データ・チェーン内でそのオブジェク
トの上位にあるオブジェクトからポリシーが伝播される場合があります。この場合、
各ポリシーは独立して評価されます。
たとえば、次の承認ポリシーが有効化されているとします:

• アプリケーション・レベルの承認ポリシーでは、Accountingの 3人の承認者が必
要です。

• ディメンション・レベルの承認ポリシーでは、Accountingの 4人の承認者が必要
です。

これらのポリシーは組み合されないため、Accountingの合計 7人の承認者が必要です。
かわりに、各ポリシーは個別に評価され、両方のポリシーは、同じ Accountingグルー
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プからの承認を必要とするため、Accountingの最初の 3つの承認は次のように両方のポリシ
ーに適用されます。
• アプリケーション・レベルのポリシーは、Accountingの 3人の承認者が要求を承認した
ときに満たされます。

• ディメンション・レベルのポリシーは、Accountingの追加の 1人の承認者が要求を承認
したときに満たされます。

ノート:

承認者が複数の承認グループ内に含まれる場合、1回のみ要求を承認します。その
承認は、ユーザーがメンバーであるすべての承認ポリシーに対してカウントされま
す。たとえば、Barryが Accountingグループと Cost Centerグループの両方のメン
バーであり、承認ポリシーで各グループからの 2つの承認が必要であると示されて
いる場合、Barryの承認は、各グループからの 1つの承認としてカウントされます。

同じデータ・オブジェクトに対する複数のポリシー
同じデータ・チェーン・オブジェクトに複数のポリシーを定義して、異なるユーザーが異な
るタイプの要求を承認したり、通知を受け取ることを許可できます。異なるフィルタが設定
された追加のポリシーを作成して、様々なユーザーによる異なる固有のデータ・セットの条
件付き承認または通知を処理できます。たとえば、次の図は、2つのポリシーを備えたディメ
ンションを示しています:

• 最下位レベルのノードが追加、更新または削除されると、会計ポリシーは承認要求または
通知を Accountingグループに送信します

• ノードが挿入、移動または更新されると、予算策定ポリシーは承認要求または通知を
Financeグループに送信します。

 

 

ポリシーおよび権限
データ・オブジェクトのポリシーを構成するには、そのオブジェクトに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限を所有している必要があります。
データ・オブジェクトのポリシーにユーザーまたはグループを追加すると、そのデータ・オ
ブジェクトに対する暗黙的な参加者(読取り)権限がそのユーザーまたはグループに付与され
ます。権限は伝播されるため、アプリケーションまたはディメンションのポリシーにユーザ
ーまたはグループを追加する場合は、アプリケーションまたはディメンションに含まれるデ
ータ・チェーン・オブジェクト(ディメンション、ノード・タイプおよび階層セット)に対する
暗黙的な参加者(読取り)権限もそのユーザーまたはグループに付与されます。
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ユーザーまたはグループがポリシーに追加され、階層セットに対する暗黙的な参加者
(読取り)権限が付与される際、階層セットで使用されるノード・タイプに対する暗黙的
な参加者(読取り)権限も付与されます。これにより、完了した要求を承認または表示す
る際にビューを開き階層セットを参照できます。ただし、ユーザーをポリシーに追加
し、ノード・タイプに対する暗黙的な参加者(読取り)権限をユーザーに付与しても、そ
のノード・タイプを使用する階層セットに対する暗黙的な参加者(読取り)権限は付与さ
れません。ノード・タイプに対する参加者(読取り)権限を所有していても階層セットに
対する権限を所有していない場合、要求を承認または表示するために、ビューを開き
ビューポイント内の階層セットを参照することができません。かわりに、要求インス
ペクタで要求を承認する必要があります。
ポリシーからユーザーを除去する場合、そのポリシー内のデータ・オブジェクトに対
するそのユーザーの暗黙的な参加者(読取り)権限は無効になりますが、そのデータ・オ
ブジェクトに明示的に付与された権限は保持されます。権限の操作を参照してくださ
い。

ノート:

アクセス制御でユーザーの名前が変更されると、そのユーザーは無効になり、
割り当てられているどのポリシーにも参加できなくなります。

承認ポリシー
承認ポリシーにより、承認者は要求を確認し、その内容を承認または却下できます。
要求を承認できるユーザーおよび必要な承認数を指定して、要求を構成します。また、
要求アイテムを追加、編集および削除することで、承認者が要求をエンリッチできる
ようにできます。
承認ポリシーの要件が満たされたら、要求をコミットできます。レビュー担当者は要
求を却下し、要求を終了して通知を要求送信者に送信するか、要求を送信者にプッシ
ュバックし、送信者が編集および再送信できるようにします。
詳細は、を参照してください
• 承認ポリシーの作成および有効化
• ポリシーのリマインダおよびエスカレーション
• ポリシーの変更
• 承認ポリシーの例
ビデオ

目的 参照するビデオ
承認ポリシーの構成について学習します。

 Oracle Enterprise Data Management
Cloudでの承認ポリシーの構成
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承認ポリシーの作成および有効化
アプリケーション、ディメンション、階層セットおよびノード・タイプのインスペクタの「ポ
リシー」タブで承認ポリシーを作成し、有効化します。これらの各データ・チェーン・オブ
ジェクトの「ポリシー」タブには、デフォルトで無効化されている、そのオブジェクトの空
の承認ポリシーが含まれます。そのオブジェクトに対して承認を必須とするには、データ・
チェーン・オブジェクトでポリシーを有効化する必要があります。また、異なるフィルタが
設定された追加の承認ポリシーを作成して、様々なユーザーによる固有のデータ・セットの
条件付き承認を処理できます。
承認ポリシーを作成して有効化するには:

1. データ・オブジェクトのオブジェクト・インスペクタを開きます。次の例を参照してくだ
さい。
• アプリケーションの検査
• ディメンションの検査
• 階層セットの検査
• ノード・タイプの検査

2. 「ポリシー」タブで、次のいずれかのアクションを実行します:

• デフォルトの承認ポリシーを有効化するには、承認ポリシーの名前をクリックしま
す。デフォルトでは、これは Approvalです。
承認ポリシーは、ポリシー・インスペクタに表示されます。

• 新しい承認ポリシーを作成するには、「作成」クリックします。「ポリシー・タイプ」
から「承認」を選択し、ポリシーの名前および説明(オプション)を入力します。「作
成」をクリックします。

3. (オプション)「全般」タブで、「編集」をクリックし、ポリシー名または説明を変更しま
す。「保存」をクリックします。

4. 「定義」タブで、「編集」をクリックし、ポリシー設定を定義します。

フィールド名 有効な値
有効 ポリシー設定に影響を及ぼさずに、ポリシーを有効化または無効化

できます。デフォルトでは、これは「False」に設定されています。
承認方法 • 並列: 承認者は、同時に任意の順序で承認できます。

• シリアル: 「ポリシー・グループ」リストにリストされている
ユーザーおよびグループの順序で、承認を一度に 1つずつ指定
する必要があります。

• 所有権: 承認者は、各ノードの所有権プロパティに基づいて承
認に招待されます。所有権承認の理解を参照してください。
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フィールド名 有効な値
グループ当たり 1承認(シリ
アルおよびパラレル・ポリシ
ーのみ)

シリアル・ポリシー:
• 選択済: ポリシー・グループ当たり 1つの承認のみが必要です。
「必要合計数」フィールドは、「ポリシー・グループ」にリスト
されているグループ数に自動的に設定されます。

• 選択解除済: 各グループから複数の承認が必要です。各グルー
プに必要な承認数を、「ポリシー・グループ」リストの「グル
ープ当たりの承認」列に指定します。

パラレル・ポリシー:
• 選択済: ポリシー・グループ当たり 1つの承認のみが必要です。
「必要合計数」フィールドは、「ポリシー・グループ」にリスト
されているグループ数に自動的に設定されます。

• 選択解除済: 各グループから複数の承認が必要です。すべての
グループ全体で必要な合計承認数を「必要合計数」に指定しま
す。

所有権プロパティ(所有権ポ
リシーのみ)

各ノードの変更を承認するノード所有者を決定するプロパティで
す。
プロパティは、ユーザー・サブタイプを持つノード・データ型プロ
パティである必要があります(ノード・データ型のサブタイプを参
照)。

必要な合計 すべてのユーザーおよびグループ全体で必要な承認者の合計数で
す。
• 「グループ当たり 1承認」が選択されている場合、このフィー

ルドは、「ポリシー・グループ」リストにリストされているグ
ループ数に自動的に設定されます。

• 「グループ当たり 1承認」が選択されていない場合:
– シリアル・ポリシー: このフィールドは、「ポリシー・グル
ープ」に指定したすべてのグループ全体の合計承認者数に
自動的に設定されます。「グループ当たりの承認」フィー
ルドを使用して、各グループに必要な承認数を指定しま
す。

– パラレル・ポリシー: すべてのグループ全体で必要な承認
者の合計数を指定します。

– 所有権ポリシー: このフィールドは自動的に所有者当たり
1承認に設定され、変更はできません。

送信者を含む 要求送信者が承認者でもある場合、送信者の承認が自動的に付与さ
れるように指定する場合に選択します。
たとえば、3つの承認を必要とするポリシーでこのオプションを選
択し、送信者がそのポリシーの承認グループに含まれる場合、送信
者の承認は自動的に付与されるため、ポリシーではコミットに必要
な承認は 2つのみとなります。

ノート:

「送信者を含む」が無効になっている場合、要求送信者
は、承認ポリシーにリストされている場合でも承認者と
して招待されません。

承認時のエンリッチメント
の許可

承認者が権限およびデータ・アクセスに応じて要求アイテムを追
加、変更および削除することで、要求をエンリッチできるように選
択します。要求エンリッチメントの理解を参照してください。
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フィールド名 有効な値
リマインダ通知 現在の招待者にリマインダ電子メールが送信するまでの経過日数

を入力します。

ノート:

これがゼロに設定されている場合、承認に対するアクシ
ョンを実行しない現在の招待者にはリマインダは送信さ
れません。

承認エスカレーション ポリシー内のデータ・オブジェクトに対するデータ・マネージャ権
限を持つユーザーに要求承認がエスカレーションされるまで、送信
されるリマインダの数を入力します。

ノート:

これがゼロに設定されている場合、タイムアウト時に要
求はエスカレーションされません。

ポリシーのリマインダおよびエスカレーションを参照してくださ
い

ポリシー順序 ポリシーの順序に番号を割り当てます。同じ番号のポリシーはグ
ループとして履行されます。グループ内のすべてのポリシーが履
行されると、次の順序番号のポリシーが連続して評価されます。ポ
リシー順序の理解を参照してください。

5. 「ポリシー・グループ」で、「ポリシー・グループを追加します」ドロップダウン・リスト
をクリックし、ユーザーおよびグループを承認リストに追加します。

ノート:

現在ユーザーが含まれていないグループには、 アイコンが表示されます。サ
ービス管理者は、アクセス制御でユーザーをグループに割当てできます。
Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理のア
クセス制御の概要を参照してください。

承認方法として「シリアル」を選択した場合、このリストで指定されている順序で承認を
指定する必要があります。ドラッグ・アンド・ドロップして、リスト内のユーザーおよび
グループを並替えできます。最初にユーザーまたはグループをクリックし、目的の位置に
ドラッグする必要があります。

ノート:

このリストのユーザーおよびグループには、ポリシーのデータ・オブジェクト
に対する参加者(読取り)権限が付与されます。
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ノート:

所有権ポリシーの場合、「ポリシー・グループ」リストは空になり、変更
はできません。

6. (オプション): 「グループ当たり 1承認」が有効ではないシリアル・ポリシーの場
合、「グループ当たりの承認」フィールドを使用して、リストの各グループに必要
な合計承認数を指定します。
「必要合計数」フィールドは、すべてのグループ全体のすべての承認者の合計で自
動的に更新されます。

7. 「保存」をクリックします。
8. (オプション)「フィルタ」タブで、「編集」をクリックし、ポリシーのアクション・
フィルタおよびノード条件を定義します。
• 「含まれるアクション」で、「すべて」チェック・ボックスをクリアし、「含ま
れるアクション」リストから追加するアクションを選択します。アクション・
フィルタを使用すると、選択したアクションのみに対して承認を設定できま
す。

• 「プロパティ」で、アクションを実行します:

– 「すべて」を選択して、プロパティが更新されるたびにユーザーを承認に招
待します。

– 「含める」を選択し、次に特定のプロパティを選択して、そのプロパティが
更新された場合にのみユーザーを承認に招待します。

– 「除外」を選択し、次に特定のプロパティを選択して、選択したプロパティ以外のプロパティが更新された場合にユーザーを承認に招待します。
– 「なし」を選択して、プロパティの更新に基づいてユーザーを承認に招待し
ないように指定します。

ノート:

プロパティ・フィルタを使用するために、要求アイテムの基本アクシ
ョンを更新する必要はありません。たとえば、プロパティ・フィルタ
に Core.Descriptionプロパティが含まれている場合は、基本要求アク
ションが追加または挿入であったとしても、説明プロパティに対する
更新は、プロパティ・フィルタの対象になります。

• 「ノード条件」で、「式の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックし
て式ビルダーを起動します。アクションが実行されたビューポイントでノー
ドを評価しているため、式ビルダーで nodeオブジェクトを使用します。
式ビルダーにより、ブール値のみに評価される式の作成が示されます。式の作
成を参照してください。

• 「要求タイプ」で、このポリシーが適用される要求のタイプを選択するか、「す
べて」チェック・ボックスを選択してポリシーをすべての要求タイプに適用し
ます。要求タイプおよびプロセス・フローを参照してください。
– 連結
– インポート
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– 対話型
– ロード
– サブスクリプション

• 「保存」をクリックします。

要求エンリッチメントの理解
要求エンリッチメントにより、ポリシーの承認者は、要求を承認する前に要求アイテムを変
更できます。変更できるアイテムとアクションは、ビューでの承認者の権限とデータ・アク
セスによって異なります。
承認ポリシーのエンリッチメントを有効化すると、ビューの少なくとも 1つのデータ・オブ
ジェクトに対する参加者(書込み)権限を持つ承認者は、承認フェーズ中にエンリッチメントを
実行できます。エンリッチ者が実行できるアクションは、ビューのエンリッチ者の権限およ
びデータ・アクセスのみに依存します。

Note:

要求送信者のデータ・アクセスは考慮されません。これは、元の要求送信者が実行
できなかった要求のアクションをエンリッチ者が実行できる可能性があることを意
味します。

エンリッチ者が実行できる変更は、元の要求のポリシーまたはデータ・オブジェクトに限定
されません。要求のデータ・オブジェクトのポリシーに対してエンリッチメントが有効な場
合、エンリッチ者は、自分の権限およびデータ・アクセスで許可されるビューの要求アクシ
ョンを実行できます。
たとえば、一般会計アプリケーションおよび Planningアプリケーションのビューポイントを
含むメンテナンス・ビューがあり、一般会計アプリケーションにエンリッチメントが有効に
なった承認ポリシーがあるとします。コスト・センターを一般会計に追加する要求が送信さ
れるとき、GLポリシーの承認者に Planningアプリケーションに対する参加者(書込み)アクセ
ス権もある場合は、承認する前に Planningアプリケーションにもコスト・センターを追加で
きます。
考慮事項
• データ・チェーン・オブジェクトの複数のポリシーに承認者が含まれるとき、任意のポリ
シーのエンリッチメントが有効な場合、承認者は要求をエンリッチできます。

• エンリッチ者は、要求に変更を加えるには、現在招待されている必要があります。要求が
要求ステージでない場合(たとえば、別の承認者が要求をプッシュバックした場合)、エン
リッチ者は要求を変更できません。

• エンリッチ者が実行できる要求アクションおよびプロパティ更新を決定する際、エンリッ
チ者のビューの権限およびデータ・アクセスが考慮されます(データ・アクセスの構成を
参照)。例:

– エンリッチ者は、ノード・タイプで追加のみを実行するデータ・アクセスがある場
合、要求アイテムを追加または削除してノードを削除できません。

– エンリッチ者は、プロパティへの表示のみアクセスがある場合、要求アイテムを追加
または削除してそのプロパティを変更できません。
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• エンリッチ者は、送信者または他のエンリッチ者が実行した以前のアクションを反
転または変更する要求アクションを実行できます。

エンリッチされた要求の検証および承認
エンリッチ者が要求に変更を加えるかどうかに関係なく、エンリッチ者は承認者でも
あるため、自分に割り当てられた要求を承認する必要があります。エンリッチ者が要
求を承認すると、エンリッチ者の権限およびデータ・アクセスに基づいてデータ検証
が実行されます。検証および承認プロセスは次のとおりです:

• 検証エラーが発生した場合:

– 承認者がエンリッチ者で、検証に失敗したアクションを担当している場合、要
求は承認されません。要求はビューに開いたままで、検証失敗を示すメッセー
ジが表示されます。エンリッチ者は、データの問題を修正したり、要求を送信
者にプッシュバックしたり、要求を却下することにより、要求に対してアクシ
ョンを実行して検証失敗を修正する必要があります。

– 承認者が検証に失敗したアクションを担当していない場合、要求は承認され、
新しい招待者が計算されます。

• 検証エラーが発生していない場合、要求は承認され、新しい招待者が計算されま
す。

すべての承認ポリシーが満たされても検証エラーが発生する場合は、送信者に通知さ
れます。送信者は、検証の問題が発生している要求アイテムを削除でき、それには、
送信者の権限およびデータ・アクセスに含まれないアクションまたはプロパティを含
む要求アイテムも含まれます。
検証エラーがない場合、要求はコミットされます。

所有権承認の理解
所有権承認方法を使用すると、ビューポイントのノードに定義した所有権プロパティ
に基づいて承認者を招待できます。
ノードの所有権プロパティは、そのノードに対する要求の承認を担当するユーザーを
識別します。ポリシーの所有権プロパティを割り当てると、識別されたユーザーが、
そのノードを含む要求アイテムの変更を承認するために招待されます。ポリシーを履
行するには、招待された各ノード所有者が要求を承認する必要があります。

Note:

所有権承認方法のコンテキストでの用語"所有者"は、データ・チェーン・オ
ブジェクトの「所有者」権限と同じではありません。ノード所有者は承認ポ
リシーの承認者として招待され、そのノードの要求を承認する機能のみが付
与されます。ノード所有者に、そのノードの表示または編集などの追加権限
が自動的に付与されることはありません。

考慮事項
• 所有権方法は承認ポリシーでのみ構成できます。コミット・ポリシーまたは通知ポ
リシーでは所有権方法を構成できません。

• 1つのノードに複数の所有権プロパティを定義できるため、複数のノード所有者を
そのノードの承認者にできます。ポリシーごとに割当て可能な所有権プロパティ
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は 1つのみであるため、個々のプロパティが別々の承認ポリシーに付加される必要があり
ます。

• 所有者として指定するユーザーは、ユーザー・サブタイプを持つノード・データ型プロパ
ティを使用して(ノード・データ型のサブタイプを参照)、ユーザー・アプリケーションか
ら選択されます(ユーザー・アプリケーションの操作を参照)。

• 要求が「処理中」のときにノードの所有者が変更された場合、新しい所有者が承認のため
に招待され、前の所有者は承認に招待されなくなります。前の所有者がすでに要求を承認
済である場合、その承認は要求履歴に残ります。

• ノード所有者が対応できない場合(所有者が有効なユーザーでない場合や外出中である場
合など)、要求はエスカレーションされます。ポリシーのリマインダおよびエスカレーシ
ョンを参照してください。

プロセス・フロー
次に、所有権承認を設定する場合の一般的なプロセス・フローについて説明します。これは
ステップバイステップの手順ではなく、所有権承認方法を使用するために必要なステップの
概要を示すことを目的としています。
1. ユーザー・アプリケーションを設定してユーザーを保管します。(ユーザー・アプリケー
ションの操作を参照してください。)
重要: ノード所有者として割り当てるには、ユーザー・アプリケーションのユーザーが
Oracle Enterprise Data Management Cloudの有効なユーザーである必要があります
(CoreStats.EDM User = True)。ユーザー・アプリケーションの User.Email Addressプロ
パティを使用して有効なユーザーが決定されます。ユーザー・アプリケーションの事前定
義済プロパティを参照してください。

2. ユーザー・サブタイプを持つノード・データ型プロパティを作成し、所有権プロパティと
して使用します。プロパティの手動での作成を参照してください。

3. ビューポイントのノード・タイプにプロパティを関連付けます。プロパティのノード・タ
イプへの追加を参照してください。

Tip:

「割当済ノード・セット」および「許可されるノード・タイプ」では、ステップ
1で作成したユーザー・アプリケーションから適切なノード・セットおよびノー
ド・タイプを選択します。

4. 所有権方法を使用するように承認ポリシーを構成します。(承認ポリシーの作成および有
効化を参照してください)。
a. 「承認方法」では、「所有権」を選択します。
b. 「所有権プロパティ」では、所有権プロパティとして構成したプロパティ(前述のステ
ップ 2で作成済)を選択します。

c. ポリシーを有効化して保存します。
5. ノード所有者を割り当てます:

a. ビューポイントで要求を作成し、各ノードの所有権プロパティの値(前述のステップ
2で作成済)をユーザー・アプリケーションのユーザーに設定します。
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Tip:

このプロパティの値が継承または派生されるように設定すると、この
プロセスを簡略化できます。

b. 要求を送信して完了します。
要求の処理
所有権承認のユーザー・アプリケーション、ビューポイントおよび承認ポリシーの構
成が完了すると、所有権プロパティの値に基づいて招待者およびポリシー履行が計算
されます。所有権ポリシーを持つ要求が承認ステージに到達した場合:

1. ポリシーに関連付けられている要求アイテムごとに、ノードに対して所有権ポリシ
ーが評価されます。

2. ノードごとに所有権プロパティの値がチェックされ、所有権プロパティで参照され
ているユーザーごとに要求の承認に招待されます。ユーザーは Oracle Enterprise
Data Management Cloudで有効なユーザーである必要があります。

3. 各招待者はポリシーを履行するために要求を承認する必要があります。
4. 招待者が有効なユーザーでないか外出中の場合は、要求がエスカレーションされま
す。

ベスト・プラクティス
• ノード所有者は常に要求インスペクタを介して要求を承認できます(要求インスペ
クタのアクションを参照)。ただし、ビューポイントの要求変更をビジュアル化で
きるようにするには、ノード所有者に少なくとも、自分が所有者であるノードを含
むビューポイントへの「参加者(読取り)」アクセス権が必要です。ビューおよびビ
ューポイントのセキュリティを参照してください。

• 「所有権承認権限」アプリケーション固有の検証を有効化して、ノード所有者が少
なくともビューポイントへの「参加者(読取り)」アクセス権を持っていない場合
は、要求またはビューポイントの検証時に検証エラーまたは警告が表示されるよう
にします。アプリケーション固有の検証の適用および重要度の管理を参照してく
ださい。

• 所有権プロパティとして使用するプロパティを作成する場合、各ノードに常にノー
ド所有者が割り当てられるように、ビューポイントでそのプロパティを「必須」と
して設定します。

• 新規ノードの追加時に所有権プロパティが自動的に移入されるように、所有権プロ
パティを継承(履歴ビューポイント内)または参照からの派生(リスト・ビューポイン
ト内)として設定します。

• 所有権プロパティを構成する場合は、「選択基準のプロパティ」、「選択基準の演算
子」および「選択基準の値」フィールドを使用して、有効なユーザーのみをノード
所有者として割り当てることができるようにします。ノード・データ型パラメータ
を参照してください。
例:

– 選択基準のプロパティ: EDM User
– 選択基準のプロパティ: Equal
– 選択基準の値: 1 (True)
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• ノード所有権を保守するための別個のリスト・ビューポイントを特別に作成します。これ
により、ノード所有権をデータ変更とは別に管理できます。

• ノード所有者として使用するユーザーをアクセス制御に追加する場合は、そのユーザーを
所有権承認ユーザーとして使用する前にユーザー・アプリケーションにも追加する必要が
あります。

要求承認の取下げの理解
要求を承認したユーザーは、要求がまだ「処理中」の間に承認を取り下げることができます。
シリアル・ポリシーの場合、ユーザーが承認を取り下げると、すべての後続の承認もその要
求に関連付けられているすべての承認ポリシーから除去されます。
考慮事項
• ユーザーが要求の「承認」アクションにコントリビューションしておく必要があります。
• 要求はまだ「処理中」である必要があります。
• 要求送信者は承認を取り下げることができません。要求を変更するには、その要求を撤回
する必要があります。

承認者が要求から承認を取り下げると、取下げ者の承認は、その要求に関連付けられている
すべてのポリシーから除去されます。シリアル・ポリシーの場合、すべての後続の承認もそ
の要求に関連付けられているすべてのポリシーから除去されます。これにより、元の取下げ
者が含まれていなかったポリシーが影響を受ける場合があります。

Note:

パラレル承認ポリシーの場合、承認の取下げは、取り下げた承認の前または後のど
ちらに他の承認が行われたかに関係なく、それらの他の承認に影響しません。

シリアル・ポリシー承認取下げの例
2つのシリアル承認ポリシーがあったとします。ポリシー 1については、Alex、Barryおよび
Anitaが要求に承認しました。ポリシー 2については、Casey、Anitaおよび Amyが要求を承
認しました(太字は承認が行われたことを意味します):

承認ポリシー 1 (シリアル)

1. Alex

2. Barry

3. Anita

4. Henry

承認ポリシー 2 (シリアル)

1. Casey

2. Anita

3. Amy

4. Denise
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次に、Barryがポリシー 1から承認を取り下げます。ポリシーは次のようになります
(太字は承認が行われたことを意味します):

承認ポリシー 1 (シリアル)

1. Alex

2. Barry

3. Anita

4. Henry

承認ポリシー 2 (シリアル)

1. Casey

2. Anita

3. Amy

4. Denise

Barryがポリシー 1から承認を取り下げると、シリアル・ポリシー内で Anitaの承認は
Barryの承認の後であったため、ポリシー 1の Anitaの承認もクリアされます。しか
し、Barryが別のポリシーの承認を取り下げたにもかかわらず、ポリシー 2の Anitaお
よび Amyの承認もクリアされます。Anitaまたは Amyが要求に関連付けられた他の
ポリシーの承認者である場合、それらの承認もクリアされます。
すべての承認がクリアされた後、承認者が計算され、承認の招待が再度送信されます。
承認がクリアされなかった承認者(前述の例の Alexおよび Casey)は、承認が影響され
なかったため、もう招待されません。

Note:

承認者は、現在のポリシーおよび要求のデータ・チェーン・オブジェクトで
の権限に基づいて計算されます。取下げアクションの後に変更が行われた場
合、たいていは、最初に要求を取り下げた承認者が、承認のために再度招待
されます。

承認ポリシーの例
次の例は、アプリケーション、ディメンション、ノード・タイプおよび階層セット・
レベルの承認ポリシーを示し、様々なポリシー設定を使用して承認がどのように処理
されるかを表しています。
例 1: アプリケーション・レベルの承認ポリシー
まず、承認が基本的なレベルでどのように機能するかを示す単純な例を見てみましょ
う。この例では、GL Governグループの少なくとも 2人が勘定体系へのすべての変更
を承認する必要があることを示すアプリケーション・レベルの承認ポリシーがありま
す。
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表 25-1 例 1: アプリケーション・レベルのポリシー設定

Fusion GL Application ディメンション ノード・タイプ 階層セット
ポリシー A
• 承認グループ: GL

Govern
• 方法: 並列
• 必要な合計: 2人の
承認者

勘定科目ディメンショ
ン

勘定科目ノード・タイプ 勘定科目階層セット

GL Governグループは Barry、Julieおよび Janeで構成されます。Tomは、Fusion GLアプリ
ケーションの所有者です。
承認ワークフロー:

1. 勘定科目を追加し、コスト・センターの説明を更新する要求の送信をマークします。
2. 承認方法は並列であるため、要求は GL Governグループのメンバー 3人すべてに承認の
ために送信されます。

3. Julieは要求を承認します。
4. Barryは要求を承認します。
5. ポリシー要件が満たされ、要求がコミットされます。
例 2: デッドロック・エスカレーション
もう一度同じ例を見てみましょう。ただし今回は、Barryと Janeは GL Governグループから
移動されています。
表 25-2 例 2: デッドロック・エスカレーション・ポリシー設定

Fusion GL Application ディメンション ノード・タイプ 階層セット
ポリシー A
• 承認グループ: GL

Govern
• 方法: 並列
• 必要な合計: 2人の

承認者

勘定科目ディメンショ
ン

勘定科目ノード・タイプ 勘定科目階層セット

GL Governグループは Julieでのみ構成されています。Tomは、Fusion GLアプリケーション
の所有者です。
承認ワークフロー:

1. 勘定科目を追加し、コスト・センターの説明を更新する要求の送信をマークします。
2. 承認要求は Julieに送信されます。
3. Julieは要求を承認します。
ポリシーでは GL Governグループの承認者が 2人必要ですが、そのグループに含まれる
のは Julieのみです。ポリシー要件を満たすために必要な承認者が他にいない場合、この
結果はデッドロックとなります。結果として、要求は、アプリケーションに対するデータ・マネージャ権限を持つユーザーにエスカレーションされます。Tomはアプリケーシ
ョンの所有者であるため、この所有者権限にはデータ・マネージャ権限が含まれます。
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4. 要求は Tomにエスカレーションされます。
5. Tomは要求を承認します。
6. ポリシー要件が満たされ、要求がコミットされます。
例 3: ディメンション・レベルのシリアル承認ポリシー
次に、ディメンション・レベルのシリアルタイプ・ポリシーを見てみましょう。この
例では、Joshは要求を承認し、次に Frank、最後に Accountingグループの誰かが承認
します。
表 25-3 例 3: ディメンション・レベルのシリアル・ポリシー設定

アプリケーション ディメンション ノード・タイプ 階層セット
Planningアプリケー
ション

勘定科目ディメンショ
ン
ポリシー A
• 承認グループ:

Josh、Frank、
Accounting

• 方法: シリアル
• 必要な合計: 3つ
のグループ

勘定科目ノード・タイ
プ

勘定科目階層セット

Accountingグループは Jamesおよび Heatherで構成されます。
承認ワークフロー:

1. 3つの勘定科目を移動する要求の送信をマークします。
2. 承認要求は Joshに送信されます。
3. Joshは要求を承認します。
4. 承認要求は Frankに送信されます。
5. Frankは要求を承認します。
6. 承認要求は Accountingグループ(Jamesおよび Heather)に送信されます。
7. Heatherは要求を承認します。
8. ポリシー要件が満たされ、要求がコミットされます。
例 4: ノード・タイプおよび階層セット・レベルの承認ポリシー
アプリケーションおよびディメンション・レベルの承認ポリシーはすべての要求アク
ションに適用されますが、ノード・タイプおよび階層セット・レベルのポリシーは特
定の要求アクションにのみ適用されます。ノード・タイプのポリシーは、ノードを追
加または削除する要求、またはノード・プロパティを更新する要求にのみ適用されま
す。階層セットのポリシーは、階層セットにおけるノードの挿入、除去、移動または
並替えの要求、またはノード関係プロパティの更新の要求にのみ適用されます。
これらの原則を表すために、ノード・タイプと階層セットの両方に対するポリシーの
ある例の 2つの要求を見てみましょう。最初の要求はノード・プロパティを更新する
ため、ノード・セット上のポリシーのみが適用されます。2番目の要求は勘定科目を追
加しますが、これはノード・タイプと階層セットの両方に影響するため、両方のポリ
シーが適用されます。
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表 25-4 例 4: ノード・タイプおよび階層セット・レベルのポリシー設定

アプリケーション ディメンション ノード・タイプ 階層セット
Planningアプリケーシ
ョン

勘定科目ディメンショ
ン

勘定科目ノード・タイプ
ポリシー A
• 承認グループ:

Accounting、
TaxUsers

• 方法: 並列
• グループ当たり 1
承認: True

勘定科目階層セット
ポリシー B
• 承認グループ:

EssAdmins
• 方法: 並列
• グループ当たり 1
承認: False

• 必要な合計: 5回の
承認

これらの要求のその他の背景:

• Accountingグループは Jamesおよび Heatherで構成されます。
• TaxUsersグループは、Brian、Janeおよび Rachelで構成されます。
• EssAdminsグループには、7人の管理者がいます(EssAdmin1から EssAdmin7)。
まず、ノード・プロパティを更新する要求を見てみましょう。ノード・プロパティの更新は、
ノード・タイプのポリシーによってのみ影響されます。
要求 1承認ワークフロー:

1. 3つの勘定科目の説明を更新する要求(ノード・プロパティ更新)の送信をマークします。
2. 承認要求は Accountingおよび TaxUsersグループに送信されます。

ノート:

ノード・プロパティの更新は階層セットに影響を及ぼさないため、EssAdmins
グループは承認要求を受信しません。

3. Jamesは Accountingグループの要求を承認します。
4. Rachelは TaxUsersグループの要求を承認します。
5. ポリシー要件が満たされ、要求がコミットされます。
次に、2番目の要求(今回はノードの追加)を見てみましょう。前回と同じように、ノード・タ
イプのポリシーが適用されますが、これは要求アクションによりノードが追加されるためで
す。ただし、この要求では、追加アクションにより階層ベースのビューポイントにアクショ
ンが挿入されるため、階層セットのポリシーも適用されます。
要求 2承認ワークフロー:

1. 3つの新規勘定科目を追加する要求の送信をマークします。
2. 承認要求は Accountingおよび TaxUsersグループに送信されます。
3. 階層ベースのビューポイントでの追加アクションにより、階層セットでの挿入アクション
が作成されるため、承認要求は EssAdminsグループへも送信されます。

4. Jamesは Accountingグループの要求を承認します。
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ノート:

Jamesはノード・タイプに対する暗黙的な参加者(読取り)権限を持って
いますが、階層セットに対しては持っていないため、要求インスペクタ
で要求を承認する必要があります。ポリシーおよび権限を参照してくだ
さい。

5. Rachelは TaxUsersグループの要求を承認します。

ノート:

Rachelはノード・タイプに対する暗黙的な参加者(読取り)権限を持って
いますが、階層セットに対しては持っていないため、要求インスペクタ
で要求を承認する必要があります。ポリシーおよび権限を参照してくだ
さい。

6. 5人の Essbase管理者が要求を承認します。

ノート:

EssAdminsグループは階層セットに対する暗黙的な参加者(読取り)権限
を持っているため、ノード・タイプに対する暗黙的な参加者(読取り)権限
も付与されます。ビューを開き階層セットを参照して、要求を承認でき
ます。ポリシーおよび権限を参照してください。

7. ポリシー要件が満たされ、要求がコミットされます。
例 5: エンリッチメントが有効な承認
承認ポリシーでエンリッチメントが有効になっている場合、要求のビュー内の任意の
データ・オブジェクトに対して参加者(書込み)アクセス権を持つ承認者は、承認する前
に要求を変更できます。
この例では、一般会計、Planningおよび連結の 3つのアプリケーションのビューポイ
ントがあるメンテナンス・ビューで要求が実行されます。各アプリケーションには、
アプリケーション・レベルの承認ポリシーがあり、GLおよび Planningのポリシーの
エンリッチメントが有効になっています。
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表 25-5 例 5: エンリッチメント可能な承認

一般会計アプリケーション Planningアプリケーション 連結アプリケーション
GL承認ポリシー
• 承認グループ: Josh (一般会

計管理者)

ノート:

Joshには、
Planningアプリ
ケーションに対
する参加者(書込み)権限がありま
す。

• 方法: シリアル
• 必要合計数: 1
• エンリッチメントは有効か

はい

Planning承認ポリシー
• 承認グループ: Julie

(Planning管理者)

ノート:

Julieには、連結ア
プリケーション
に対する参加者
(書込み)権限があ
ります。

• 方法: シリアル
• 必要合計数: 1
• エンリッチメントは有効か
はい

連結承認ポリシー
• 承認グループ: 会計
• 方法: シリアル
• 必要合計数: 1
• エンリッチメントは有効か
いいえ

承認ワークフロー:

1. Markは、一般会計アプリケーションにコスト・センターを追加する要求を送信します。
2. 承認要求は、GL管理者の Joshに送信されます。
3. Joshは、Planningアプリケーションにコスト・センターを追加して要求をエンリッチし
た後、GLアプリケーションの要求を承認します。

4. Joshが Planningアプリケーションにノードを追加したことで、Planning承認ポリシーが
アクティブ化され、承認要求が Planning管理者の Julieに送信されます。

5. Julieは、連結アプリケーションにコスト・センターを追加して要求をさらにエンリッチ
した後、Planningアプリケーションの要求を承認します。

6. 連結承認ポリシーがアクティブ化され、承認要求が会計グループに送信されます。
7. 会計グループのメンバーである Barryは、連結アプリケーションに対する要求を承認しま
す。連結ポリシーではエンリッチメントが有効になっていないため、Barryは要求をさら
にエンリッチすることはできません。

8. すべての承認ポリシーのポリシー要件が満たされると、要求がコミットされ、3つのアプ
リケーションすべてにコスト・センターが追加されます。

コミット・ポリシー
コミット・ポリシーは、要求の最後のレビュー・ステージを提供します。このステージでは、
職務分掌を適用するために、コミット・ポリシーで指定されたユーザーがすべての要求アイ
テムをレビューしてコミットします。コミット・ポリシーでは複数のユーザーを指定できま
すが、各ポリシーを履行するために必要なコミット・アクションは 1つのみです。
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Note:

コミット・ステージでは、要求の変更は許可されません。

要求のすべての承認ポリシーが履行された後、いずれかの要求アイテムに対してコミ
ット・ポリシーが有効になっている場合は、ポリシーで構成されているユーザーに電
子メールが送信され、変更を確定するために要求をレビューしてコミットする必要が
あることが通知されます。コミット者は、要求を却下し、要求を終了して通知を要求
送信者に送信することも、送信者が要求を編集して承認のために再送信できるように、
要求を送信者にプッシュバックすることもできます。
考慮事項
• 承認ポリシーとコミット・ポリシーの両方にリストされているユーザーは、要求を
承認した後でもコミットに招待されます。

• コミット・ステージではエンリッチメントは許可されていませんが、要求へのコメ
ントおよび添付の追加は実行できます。

• 要求がコミット・ステージにある場合:

– 要求送信者は引き続き要求を撤回できます。これにより、要求は「撤回」ステ
ータスで送信ステージに戻されます。

– 要求承認者は引き続き承認を取下げできます。これにより、要求は「処理中」
ステータスで承認ステージに戻されます。

• データ・チェーン・オブジェクトに複数のコミット・ポリシーを設定できます。す
べてのコミット・ポリシーが履行されるまで、要求は完了しません。

コミット・ポリシーの作成および有効化
アプリケーション、ディメンション、階層セットおよびノード・タイプのインスペク
タの「ポリシー」タブでコミット・ポリシーを作成し、有効化します。データ・チェ
ーン・オブジェクトの要求アイテムに対してコミット・ステージを必須とするには、
データ・チェーン・オブジェクトでポリシーを有効化する必要があります。
コミット・ポリシーを作成して有効化するには:

1. データ・オブジェクトのオブジェクト・インスペクタを開きます。次の例を参照し
てください。
• アプリケーションの検査
• ディメンションの検査
• 階層セットの検査
• ノード・タイプの検査

2. 「ポリシー」タブで、「作成」をクリックします。
3. 「ポリシー・タイプ」から「コミット」を選択し、ポリシーの名前および説明(オプ
ション)を入力します。「作成」をクリックします。
新しいポリシーがポリシー・インスペクタに表示されます。

4. (オプション)ポリシー・インスペクタの「全般」タブで、「編集」をクリックし、
ポリシー名または説明を変更します。「保存」をクリックします。
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5. 「定義」タブで、「編集」をクリックし、ポリシー設定を定義します。

フィールド名 有効な値
有効 ポリシー設定に影響を及ぼさずに、ポリシーを有効化または無効化

できます。デフォルトでは、これは「False」に設定されています。
コミット方法 コミット・ポリシーに対して自動的に「並列」(複数のコミット者を

同時に招待)に設定され、変更できません。
必要な合計 コミット・ポリシーに対して自動的に「1」に設定され、変更でき

ません。コミット・ポリシーを履行するために 1つのコミットのみ
が必要です。

送信者を含む 要求送信者がコミット者でもある場合に、送信者のコミットが自動
的に許可されるように指定する場合に選択します。

Note:

「送信者を含む」が無効になっている場合、要求送信者
は、コミット・ポリシーにリストされている場合でもコ
ミット者として招待されません。

リマインダ通知 現在の招待者にリマインダ電子メールが送信するまでの経過日数
を入力します。

Note:

ゼロに設定すると、現在の招待者がコミットに対するア
クションを実行していない場合も、招待者にリマインダ
は送信されません。

コミット・エスカレーション ポリシー内のデータ・オブジェクトに対するデータ・マネージャ権
限を持つユーザーに要求コミットがエスカレーションされるまで、
送信されるリマインダの数を入力します。

Note:

これがゼロに設定されている場合、タイムアウト時に要
求はエスカレーションされません。

ポリシーのリマインダおよびエスカレーションを参照してくださ
い

ポリシー順序 ポリシーの順序に番号を割り当てます。同じ番号のポリシーはグ
ループとして履行されます。グループ内のすべてのポリシーが履
行されると、次の順序番号のポリシーが連続して評価されます。ポ
リシー順序の理解を参照してください。

6. 「ポリシー・グループ」で、「ポリシー・グループを追加します」ドロップダウン・リスト
をクリックし、ユーザーおよびグループをコミット・リストに追加します。
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Note:

現在ユーザーが含まれていないグループには、 アイコンが表示されま
す。サービス管理者は、アクセス制御でユーザーをグループに割当てで
きます。Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス
制御の管理のアクセス制御の概要を参照してください。

Note:

このリストのユーザーおよびグループには、ポリシーのデータ・オブジ
ェクトに対する参加者(読取り)権限が付与されます。

7. 「保存」をクリックします。
8. (オプション)「フィルタ」タブで、「編集」をクリックし、ポリシーのアクション・
フィルタおよびノード条件を定義します。
• 「含まれるアクション」で、「すべて」チェック・ボックスをクリアし、「含ま
れるアクション」リストから追加するアクションを選択します。アクション・
フィルタを使用すると、選択したアクションのみに対してコミットを設定でき
ます。

• 「プロパティ」で、アクションを実行します:

– 「すべて」を選択して、プロパティが更新されるたびにユーザーをコミット
に招待します。

– 「含める」を選択し、次に特定のプロパティを選択して、そのプロパティが
更新された場合にのみユーザーをコミットに招待します。

– 「除外」を選択し、次に特定のプロパティを選択して、選択したプロパティ以外のプロパティが更新された場合にユーザーをコミットに招待します。
– 「なし」を選択して、プロパティの更新に基づいてユーザーをコミットに招
待しないように指定します。

Note:

プロパティ・フィルタを使用するために、要求アイテムの基本アクシ
ョンを更新する必要はありません。たとえば、プロパティ・フィルタ
に Core.Descriptionプロパティが含まれている場合は、基本要求アク
ションが追加または挿入であったとしても、説明プロパティに対する
更新は、プロパティ・フィルタの対象になります。

• 「ノード条件」で、「式の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックし
て式ビルダーを起動します。アクションが実行されたビューポイントでノー
ドを評価しているため、式ビルダーで nodeオブジェクトを使用します。
式ビルダーにより、ブール値のみに評価される式の作成が示されます。式の作
成を参照してください。
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• 「要求タイプ」で、このポリシーが適用される要求のタイプを選択するか、「すべて」
チェック・ボックスを選択してポリシーをすべての要求タイプに適用します。要求タ
イプおよびプロセス・フローを参照してください。
– 連結
– インポート
– 対話型
– ロード
– サブスクリプション

• 「保存」をクリックします。

通知ポリシー
通知ポリシーを使用すると、アプリケーションまたはディメンションの所有者は、要求が特
定のステータスに変更されたときにポリシー・ユーザーに通知できます。要求ステータスが
「処理中」、「完了」またはその両方に変更されたときにポリシー・ユーザーに電子メール通知
を送信するようにポリシーを構成できます。
たとえば、このポリシーは、Corporate Planningアプリケーションで追加または挿入されたノ
ードに対する、完了した要求と処理中の要求の両方を財務部門のメンバー(Anita、Barryおよ
び Frank)に通知します。
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詳細は、通知ポリシーの作成および有効化を参照してください。

通知ポリシーの作成および有効化
アプリケーション、ディメンション、階層セットおよびノード・タイプのインスペク
タの「ポリシー」タブで通知ポリシーを作成し、有効化します。データ・チェーン・
オブジェクトに対して通知を送信するには、そのオブジェクトでポリシーを有効化す
る必要があります。また、異なるフィルタが設定された追加の通知ポリシーを作成し
て、様々なユーザーによる固有のデータ・セットの条件付き通知を処理できます。
通知ポリシーを作成して有効化するには:

1. データ・オブジェクトのオブジェクト・インスペクタを開きます。次の例を参照し
てください。
• アプリケーションの検査
• ディメンションの検査
• 階層セットの検査
• ノード・タイプの検査

2. 「ポリシー」タブで、「作成」をクリックします。
3. 「ポリシー・タイプ」から「通知」を選択し、ポリシーの名前および説明(オプショ
ン)を入力します。

4. 「作成」をクリックします。
5. 「定義」タブで、「編集」をクリックし、ポリシー設定を定義します:

• 「有効」チェック・ボックスを選択して、ポリシーを有効化します。デフォル
トでは、これは「False」に設定されています。

• 「ステータス変更の通知」で、これらのステータスの一方または両方を選択し
ます。デフォルトでは、両方のステータスが選択されています。ステータスを
除去するには、「X」をクリックします。
– 完了: 要求がクローズされたときにポリシー・ユーザーに通知します。
– 処理中: 要求が送信されたときにポリシー・ユーザーに通知します。

• 「ポリシー・グループ」で、「ポリシー・グループを追加します」ドロップダウ
ン・リストをクリックし、ユーザーおよびグループを通知リストに追加しま
す。

ノート:

現在ユーザーが含まれていないグループには、 アイコンが表示さ
れます。サービス管理者は、アクセス制御でユーザーをグループに割
当てできます。Oracle Enterprise Performance Management Cloud
のアクセス制御の管理のアクセス制御の概要を参照してください。
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ノート:

このリストのユーザーおよびグループには、ポリシーのデータ・オブジェク
トに対する参加者(読取り)権限が付与されます。

6. 「保存」をクリックします。
7. (オプション)「フィルタ」タブで、「編集」をクリックし、ポリシーのアクション・フィ
ルタおよびノード条件を定義します。
• 「含まれるアクション」で、「すべて」チェック・ボックスをクリアし、「含まれるア
クション」リストから追加するアクションを選択します。アクション・フィルタを使
用すると、選択したアクションのみに対して通知を設定できます。

• 「プロパティ」で、アクションを実行します:

– 「すべて」を選択して、プロパティが更新されるたびにユーザーを通知します。
– 「含める」を選択し、次に特定のプロパティを選択して、そのプロパティが更新さ
れた場合にユーザーに通知します。

– 「除外」を選択し、次に特定のプロパティを選択して、選択したプロパティ以外の
プロパティが更新された場合にユーザーに通知します。

– 「なし」を選択して、プロパティの更新に基づいてユーザーに通知しないように指
定します。

ノート:

プロパティ・フィルタを使用するために、要求アイテムの基本アクションを
更新する必要はありません。たとえば、プロパティ・フィルタに
Core.Descriptionプロパティが含まれている場合は、基本要求アクションが
追加または挿入であったとしても、説明プロパティに対する更新は、プロパ
ティ・フィルタの対象になります。

• 「ノード条件」で、「式の定義」  (またはテーマに応じて )をクリックして式ビ
ルダーを起動します。アクションが実行されたビューポイントでノードを評価して
いるため、式ビルダーで nodeオブジェクトを使用します。
式ビルダーにより、ブール値のみに評価される式の作成が示されます。式の作成を参
照してください。

• 「要求タイプ」で、このポリシーが適用される要求のタイプを選択するか、「すべて」
チェック・ボックスを選択してポリシーをすべての要求タイプに適用します。要求タ
イプおよびプロセス・フローを参照してください。
– 連結
– インポート
– 対話型
– ロード
– サブスクリプション

• 「保存」をクリックします。
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ポリシー順序の理解
ポリシーが実行される順序を指定して、承認およびコミット・ポリシーに優先度を割
り当てることができます。要求が承認またはコミットされると、同じ順序のポリシー
がグループとして履行されてから、次のグループに進みます。
たとえば、承認ポリシーより前にエンリッチメント・ポリシーが実行されるように、
またはノード・タイプ・ポリシーがディメンション・ポリシーより前に適用されるよ
うに、ポリシー順序を割り当てることができます。
承認またはコミット・ポリシーの「定義」タブで、ポリシー順序を指定します。(承認
ポリシーの作成および有効化を参照してください)。
ポリシー順序の処理
複数のポリシーがある要求が承認またはコミット・ステージに入ると、次の処理が実
行されます:

1. ポリシー順序が最も低い順序(たとえば、1)のすべてのポリシーの承認(またはコミ
ット・ステージのコミット)がグループとして処理されます。承認(またはコミッ
ト)への招待が、そのグループのすべてのポリシーのすべての招待者に送信されま
す。

2. 最も低いポリシー順序のポリシーがすべて履行されると、順に次に高いポリシー順
序(たとえば、2)のポリシーがグループとして処理されます。招待は現在のグルー
プのすべての招待者および以前のグループの未履行ポリシーに(要求の処理中に下
位の番号に変更されている未履行ポリシーのアカウントに)送信されます。

Note:

現在の招待者が、前のポリシー順序ですでに承認またはコミットを指定
している場合、そのユーザーは現在のグループの各ポリシーを自動承認
します。

3. ポリシーは、未履行で残っているポリシーがなくなるまで、ポリシー順序番号別に
グループで処理されます。

4. 要求が次のステージに移動します(たとえば、要求が承認ステージにあった場合で、
コミット・ポリシーがあるとき、その要求はコミット・ステージに移動します)。

5. コミット・ステージ内の最も低い番号のポリシー順序のポリシーがグループとして
処理される、のようになります。

6. 残りのステージがなくなったら、要求の完了が試行され、クローズされます。
要求エンリッチメントおよびポリシー順序
ポリシーをアクティブ化する方法で要求がエンリッチされた場合、新しいポリシーが
そのポリシー順序に従って次のワークフロー・サイクルに含まれます。つまり、要求
が、現在のグループより前のグループ内のポリシー(たとえば、最初にアクティブ化さ
れていなかったポリシーやすでに承認済のポリシー)によって影響されるデータでエン
リッチされている場合、現在のグループの招待者とともに、以前のグループ内のすべ
てのポリシーの招待者が要求の承認に招待されます。
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例として、1、2および 3の順序が付けられたポリシーの 3つのグループがあるとします:

1. グループ 1および 3のポリシーによって影響されるが、2によっては影響されないデータ
を使用して要求が送信されました。

2. グループ 1のポリシーは履行されますが、グループ 3の処理中に、グループ 2のポリシ
ーによって影響されるデータを含むように要求がエンリッチされます。

3. グループ 2の招待者は、グループ 3の現在の招待者とともに含まれます。要求が次のス
テージに遷移するには、グループ 2および 3のすべてのポリシーが履行される必要があ
ります。

要求プッシュバック、撤回および承認の取下げ
プッシュバック、撤回および承認の取下げの結果の要求ステージの変更は、次のように処理
されます:

• 要求プッシュバックまたは撤回の場合、すべての承認がクリアされます。要求が再び承認
またはコミット・ステージに入ると、ポリシー順序は再び最も低い順序から始まります。

• 承認が要求から取り下げられた場合、承認の取下げより前に発生した承認は保持され、承
認の取下げより後に発生した承認はクリアされます。たとえば、ポリシー・グループ順序
2の承認が取り下げられた場合、ポリシー・グループ順序 1の承認は保持され、ポリシ
ー・グループ順序 3の承認はクリアされます。
取り下げられた承認と同じポリシー・グループの承認の場合:

– 取り下げられた承認がシリアル・ポリシー内の場合、取り下げられた承認より後の承
認はクリアされます。

– シリアル・ポリシー内の取り下げられた承認より前の承認およびパラレル・ポリシー
内のすべての承認は、保持されます。

ポリシー実行プランの表示
要求インスペクタの「ポリシー」タブに、要求のポリシーの実行プランが表示されます。ポ
リシー実行プランを参照してください。

ポリシーの変更
ポリシーに基づいて承認またはコミットするためにすでに送信済の要求がある場合でも、承
認ポリシーやコミット・ポリシーを変更できます。ポリシーを変更すると、日次スケジュー
ル済プロセスがそのポリシーの処理中の要求を評価し、適切なアクションを実行します。

ノート:

これらの変更は、処理中の要求にのみ適用されます。これらは、ドラフトまたは完
了の要求、あるいはプッシュバックされた要求には影響しません。
現在進行中の要求に影響を与えるポリシーを変更すると、要求インスペクタの「ワ
ークフロー」タブの「残りの承認」または「残りのコミット」および「招待者」の
カウントには、スケジュール済の日次プロセスが実行されてカウントが同期される
まで、不正確なカウントが表示されることがあります。
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変更されたポリシー設定 実行されるアクション
有効 • 無効から有効への変更: このデータ・オブジェクトを使用す

る新規要求では承認またはコミットが必要になります。要
求が他のポリシーの承認待ちまたはコミット待ちの場合、新
たに有効化されたポリシー内のユーザーは、要求を承認また
はコミットするように招待されます。

• 有効から無効への変更: このデータ・オブジェクトを使用す
る新規要求では承認またはコミットが不要になります。要
求がこの新たに無効化されたポリシーに対してのみ承認待
ちまたはコミット待ちの場合、その要求は承認またはコミッ
トされます。

ノート: 個々のポリシーを無効にするかわりに、アプリケーショ
ン・レベルでワークフローを無効にすることができます。これ
は、テスト環境などで役立つことがあります。アプリケーション
のワークフローの無効化を参照してください。

承認グループまたはコミッ
ト・グループ

新規グループは既存グループと比較され、次のアクションが実行
されます:
• 既存のグループ内にない新規ユーザーが招待者として追加

されます。
• 既存のグループ内にないユーザーが招待者として除去され

ます。
承認方法、グループ当たり
1承認、必要な合計、送信者
を含む

承認していない残りのユーザーは、新規設定に基づいて承認また
はコミットするように招待されます。

ノート:

コミット・ポリシーの「コミット方
法」および「必要な合計」は変更で
きません。

承認時のエンリッチメント
の許可

承認していない残りのユーザーは、承認する前に、権限およびデ
ータ・アクセスに基づいて要求をエンリッチできます。

ノート:

コミット・ポリシーには適用されま
せん。

リマインダ通知 リマインダ通知は、新規設定に基づいて現在の招待者に送信され
ます。

承認エスカレーション 要求は、新規設定に基づいて要求内のデータ・オブジェクトに対
するデータ・マネージャ権限を持つユーザーにエスカレーション
されます。

ポリシーのリマインダおよびエスカレーション
承認またはコミット・ポリシーが有効化されているデータ・オブジェクトで要求が送
信されると、要求を承認またはコミットするように招待者に通知電子メールが送信さ
れます。招待者が要求に対してアクションを実行していない場合またはエスカレーシ
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ョンが必要な場合にリマインダおよびエスカレーション電子メールが送信されるように、ポ
リシーを構成することもできます。

ノート:

リマインダおよびエスカレーションの電子メールが送信されるのは、ポリシーでそ
れらの設定を構成した場合のみです。

リマインダ
要求が送信され、通知が招待者に送信された後、招待者が 24時間経ってもアクションを実行
しない場合、リマインダ電子メールを送信できます。要求をエスカレーションするまでに、
送信されるリマインダの数を指定できます。承認ポリシーの作成および有効化またはコミッ
ト・ポリシーの作成および有効化を参照してください。
エスカレーション
解決のために要求がエスカレーションされるシナリオは 2つあります。
• タイムアウト: ポリシーの構成時に「承認エスカレーション」または「コミット・エスカ
レーション」フィールドで指定した数のリマインダ電子メールに対して招待者が応答しな
かった場合。

ノート:

エスカレーションがゼロに設定されている場合、タイムアウト時に要求はエス
カレーションされません。

• デッドロック: ポリシー要件を満たすためのポリシー・グループまたはユーザーが十分に
いない場合。たとえば、ユーザーがグループから除去され、ポリシーの「必要な合計」を
満たすために必要なユーザー数が残っていない場合、リクエストはデッドロックとなりま
す。

両方のシナリオにおいて、影響を受けるポリシー内のデータ・オブジェクトに対するデータ・マネージャ権限を持つユーザーに要求はエスカレーションされ、タイムアウトまたは競合に
介入し解決できるように通知がそれらのユーザーに送信されます。

ノート:

所有者権限には、データ・マネージャ権限が含まれるため、要求はデータ・オブジ
ェクトに対する所有者権限を持つユーザーにもエスカレーションされます。

データ・マネージャ権限を持つユーザーが要求に対するアクションを実行した後、通常の要
求ワークフローが再開されます。
たとえば、Accountingの誰かが承認し、次に Barry、Janeの順に承認するシリアル承認ポリ
シーがあるとします。Accounting内のユーザーがポリシーを承認しますが、Barryは外出中で
あるため要求を承認できません。この場合、リマインダ電子メールが Barryに送信された後、
要求内のデータ・オブジェクトに対するデータ・マネージャ権限を持つユーザーに要求がエ
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スカレーションされます。データ・マネージャ権限を持つ 1人のユーザーがポリシー
を承認した後、ポリシーは承認のために Janeに移動されます。

ノート:

要求が複数回エスカレーションされた場合、データ・マネージャ権限を持つ
ユーザーは要求を 1回のみ承認する必要があります。

複数の承認ポリシーの影響を受けるアイテムが要求に含まれており、いずれかのポリ
シーがエスカレーションされた場合、他のポリシーは影響を受けません。たとえば、
要求に、5回のリマインダの後にエスカレーションされるポリシーを持つ勘定科目ディ
メンションのアイテム、および 2回のリマインダの後にエスカレーションされるポリ
シーを持つコスト・センター・ディメンションのアイテムがある場合、2回目のリマイ
ンダの後、要求はコスト・センター・ディメンションのデータ・マネージャ権限を持
つユーザーにエスカレーションされます。勘定科目ディメンションに対するデータ・マネージャ権限を持つユーザーには、5回目のリマインダが送信されるまでエスカレー
ション通知は送信されません。
承認者およびコミット者の不在ステータスの処理
承認者およびコミット者は、要求ワークフローから自分を外すために、自分を不在と
してマークできます。(プリファレンスの設定を参照してください)。このステータス
は次のように処理されます:

• 不在の承認者およびコミット者は、要求の承認に招待されたままです。ただし、ポ
リシーの残りの承認者またはコミット者の数には含まれません。

• 残りの承認者またはコミット者がポリシーを満たすために十分ではない場合、要求
は、デッドロックを解除するためにデータ・マネージャ権限を持つユーザーに自動
的にエスカレーションされます。

• 不在の承認者またはコミット者は、要求の承認またはコミットに招待されたままで
あり、不在から戻るとアクションを実行できます。
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26
データの統合

データの統合は、インポート、エクスポート、抽出およびビューポイント・ロードの実行で
構成されます。
詳細は、次のトピックを参照してください。
• ディメンションのインポート
• ディメンションのエクスポート
• マッピング・データのエクスポート
• グローバル接続の作成
• 抽出の操作
• ビューポイント・ロードの操作
• ステージング領域の使用

アプリケーション接続の作成
アプリケーション接続を使用すると、外部アプリケーションとの間でデータをインポートお
よびエクスポートできます。
アプリケーションの登録時にアプリケーション接続を作成します。次を参照してください:

• Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの登録
• Financial Consolidation and Closeアプリケーションの登録
• Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの登録
• Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの登録
アプリケーションを検査し、「接続」タブにナビゲートして、アプリケーション接続を作成し
たり、接続 URLやユーザー名およびパスワードなどの接続詳細を変更したり、接続を削除す
ることができます。アプリケーションの検査を参照してください。

Note:

抽出または抽出パッケージではアプリケーション接続を使用できません。かわり
に、グローバル接続を使用する必要があります。グローバル接続の作成を参照して
ください。
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ディメンションのインポート
データを外部アプリケーションのディメンションから Oracle Enterprise Data
Management Cloudにインポートすると、ディメンションの登録されたバインド済デ
ータ・チェーンにノード、プロパティおよび階層関係が生成されます。
「アプリケーション」リストから、ディメンションをインポートします。
• Planningおよびフリーフォーム・ディメンションのインポート.

• Financial Consolidation and Closeディメンションのインポート
• Enterprise Profitability and Cost Managementディメンションのインポート
• Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションのインポート
• E-Business Suite一般会計ディメンションのインポート
• ユーザー定義ディメンションのインポート.

ビデオ

目的 参照するビデオ
ディメンションのインポートおよびエクスポ
ートについて学習します。  アプリケーション・データのインポー

トおよびエクスポート

ノート:

すべてのアプリケーション・タイプで、カンマ区切りファイルのインポート
とエクスポートがサポートされます。
Planningおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーションの場合
は、登録時に外部アプリケーションに対する有効な接続情報を入力すると、
接続を使用して外部アプリケーションの受信ボックスからインポートおよび
エクスポートできます。その後、そのファイルを Planningアプリケーション
にインポートできます。
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの場合は、登録時に外部
アプリケーションに対する有効な接続情報を入力すると、接続を使用して外
部アプリケーション・サーバーにエクスポートできます。後でそのファイル
を Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションにインポートできま
す。

インポートの考慮事項
• インポートするには、インポート先のアプリケーションまたはディメンションに対
するデータ・マネージャ権限が少なくとも必要です。

• 「アクティブ」ステータスのディメンションにのみインポートできます。
• 未バインド・ディメンションや参照ディメンションにはインポートできません。
• まず、インポートするディメンションを登録する必要があります。
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• すべてのインポート・モードで、インポート・ソース・ファイルにはビューポイントの完
全なデータ・セットが含まれている必要があります。ビューポイントに対する変更のみが
受信ソース・ファイルに含まれている増分更新を実行する場合は、インポートではなく要
求ファイルのアップロードを使用します。ロード・ファイルを使用する変更を参照してく
ださい。

• Planning、Planningモジュールおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーショ
ンでは、属性ディメンションもインポートできます。最初に属性ディメンションを登録す
る必要があります。属性の理解を参照してください。

• 既存のディメンションにインポートする際に、ディメンションのバインド済データ・チェ
ーンのデータが影響を受けます。バインドされていないオブジェクトはインポート・プロ
セスで更新されませんが、データ・チェーン内の他のオブジェクトに対する変更によって
間接的に影響を受ける場合があります

• 階層形式の場合、ノードと階層関係がインポートされ、階層セットのグループ化およびソ
ートのオプションに基づいて表示されます。インポートを実行する前に、階層セットを開
き、「カスタム順序の使用」、「親ノードからまずグループ化」および「次を基準に最下位
ノードをソート」設定を使用して親ノードと最下位ノードのソート順を決定することで、
外部アプリケーションと一致するように親ノードと最下位ノードのソートを調整できま
す。階層セットの作成を参照してください。

ノート:

マージ・インポートの場合、「並替えの処理」を有効にして、インポート先のビ
ューポイントでのノードの順序をインポート・ソース・ファイルでの順序に設
定します。インポート・オプションの管理を参照してください。

• 「マージ」または「置換」モードで既存のディメンションにインポートすると、次のよう
に、インポートしているノードのノード・タイプがチェックされます。
– ノードが、バインドされたディメンション内にすでに存在する場合、インポートの実
行時にシステムによって既存のノードとノード・タイプが検出されて使用されます。

– ノードが、バインドされたディメンションにまだ存在していない場合、最初の登録時
に作成されたノード・タイプを使用してノードがインポートされます。

ノート:

汎用アプリケーションでのインポートについて、ノード・タイプの追加の考慮
事項があります。ユーザー定義ディメンションのインポートを参照してくださ
い。

• インポート・ファイルは UTF-8でエンコードしてください。

ヒント:

Unicode文字を保持するには、Excelの次のオプションでインポート・ファイル
を保存します: CSV UTF-8 (コンマ区切り) (*.csv)。
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インポート・モード
データをインポートするとき、選択できるインポート・モードが 3つあります。次の
表に、インポート・モードを示します。

インポー
ト・モード

階層ビューポイント更新 リスト・ビューポイント更新

マージ • インポート・ソースにあり、バイン
ドされたビューポイントにないノ
ードを追加します

• インポート・ソースとバインドされ
たビューポイントで値が異なるノ
ード・プロパティ値を更新します。

• インポート・ソースに、バインドさ
れたビューポイントとは異なる親
があるノードの場合:
– 共有ノードが有効な場合はノ
ードが挿入されます。

– 共有ノードが有効でない場合
はノードが移動されます。

• バインドされたビューポイントに
あり、インポート・ソースにないノ
ードを除去します。

• マージ・インポート・オプションに
基づいて、バインドされたビューポ
イントにあり、インポート・ソース
にないノードが削除されます。イ
ンポート・オプションの管理を参照
してください。

• 関係プロパティ値の場合:
– 関係プロパティ値がインポー
ト・ソースに存在し、バインド
されたビューポイントに存在
しない場合、関係プロパティ値
が更新されます。

– 関係プロパティ値がインポー
ト・ソースとバインドされたビ
ューポイントで同じ場合、更新
は行われません。

– インポート・ソースに関係プロ
パティ値が含まれていない場
合、更新は行われません。

• 「並替えの処理」を選択して、ノー
ドをインポート・ファイルでの順序
に並べ替えます。インポート・オプ
ションの管理を参照してください。

ノート:

マージ・インポートでの
「並替え」アクションは、
挿入または追加でのみサ
ポートされます。

• インポート・ソースにあり、バイン
ドされたビューポイントにないノ
ードを追加します

• インポート・ソースとバインドされ
たビューポイントで値が異なるノ
ード・プロパティ値を更新します。

• ノードは、作成または更新された日
付の降順で表示されます。
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インポー
ト・モード

階層ビューポイント更新 リスト・ビューポイント更新

置換 • ノードがインポートされ、階層が次
のように再作成されます。
– バインドされたビューポイン
トおよびインポート・ソースに
ある階層関係は保持されます。

– バインドされたビューポイン
トにあり、インポート・ソース
にない階層関係は削除されま
す。

• 既存の関係プロパティの場合:
– インポート・ファイルに関係と
関係プロパティ値の両方が含
まれている場合は、既存の値が
インポートからの値で上書き
されます。

– インポート・ファイルに関係が
含まれ、関係プロパティ値が含
まれていない場合は、既存の値
が保持されます。これにより、
これらの関係に対して Oracle
Enterprise Data
Management Cloudで直接定
義されたプロパティ値をアプ
リケーションに残すことがで
きます。

– インポート・ファイルに関係が
含まれていない場合、関係プロ
パティは削除されます。

注意:

インポー
ト・ファイ
ルに階層
セット全
体が含ま
れている
ことを確
認してか
らインポ
ートを実
行してく
ださい。

• インポート・ソースにあり、バイン
ドされたビューポイントにないノ
ードを追加します

• インポート・ソースとバインドされ
たビューポイントで値が異なるノ
ード・プロパティ値を更新します。

• ノードは、作成または更新された日
付の降順で表示されます。

リセット • ディメンションのすべてのバイン
ドされたノード・タイプのすべての
ノードがクリアされます

• ディメンションのすべてのバイン
ドされた階層セットのすべての関
係がクリアされます

• ノードが再インポートされ、関係が
再作成されます

• 既存のバインドされたノードがク
リアされ、ノードがインポートされ
ます

• ノードがインポートされ、インポー
ト・ファイルまたは外部アプリケー
ションでリストされている順序で
表示されます。
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ノート:

ディメンションに初めてインポートするときは、「リセット」インポート・モ
ードを使用する必要があります。空のディメンションで「マージ」または「置
換」インポートは使用できません。

インポート履歴のレビュー
インポート画面で、「履歴」セクションをレビューして、このディメンションに対して
実行された最新のインポートの日時を確認します。デフォルトでは、最近の 5つが表
示されます。表示されるインポートの数(50個まで)を「最新の表示」フィールドで調
整できます。 をクリックすると表が更新されます。
表には、各インポートの実行に要した時間、インポートのステータスとモード、イン
ポートを実行したユーザー、および使用された接続の名前が表示されます。ファイル
からのインポートの場合、接続には「なし」が表示されます。
行の展開矢印をクリックして、インポートされたレコード数またはインポート・プロ
セスで発生したエラーを表示します。マージ・インポートの場合、「インポート・モー
ド」列のリンクをクリックして、インポートから生成された要求を検査します。
 

 

マージ・インポートの操作
マージ・インポートは、(置換およびリセットのように)データを直接インポートするの
ではなく、インポート要求の変更を取得します。これにより、インポートで実行され
た増分変更を識別し、トランザクション履歴にインポート変更を表示し、サブスクリ
プションを使用してビューポイント間でインポート変更を同期できます。
マージ・インポートを実行すると、次のプロセスに従ってデータがインポートされま
す。
1. インポート・ソース・データが既存のデータと比較され、差異が特定されます。
2. バインドされたビューポイントのビューのドラフト要求が作成され、これにはイン
ポート差異からの要求アイテムおよびアクションが含まれます。
差異がない場合、インポート要求は作成されず、ユーザーに通知されます。
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ノート:

マージ・インポートの要求アイテム制限は 20,000アイテムです。
3. アプリケーション固有の検証は要求に対して実行されます。

• デフォルトでは、検証エラーが見つからない場合、要求は自動的に送信されます。「自
動送信」の選択を解除すると、要求が自動的に送信されないようにすることができま
す。インポート・オプションの管理を参照してください。

• 検証エラーが見つかった場合、要求は送信ステージの「ドラフト」ステータスのまま
になり、インポートを実行したユーザーに割り当てられます。要求に割り当てられた
ユーザーに電子メール通知が送信されます。

ノート:

Planningおよび Financial Consolidation and Closeのインポートの場合、定義済
メンバーは追加できませんおよび定義済メンバー・プロパティは変更できませんの検証は
実行されません。

4. デフォルトでは、「承認」および「コミット」ステージが省略され、要求アイテムがコミ
ットされて、要求が「クローズ済」に設定されます。これらのステージが省略されないよ
うにするには、「承認およびコミットの省略」の選択を解除します。インポート・オプシ
ョンの管理を参照してください。

5. インポートにサブスクリプションのソース・ビューポイントに対する要求アクションが含
まれている場合、ターゲット・ビューポイントのサブスクリプション要求が生成されま
す。同じターゲット・ビューのサブスクリプションでは、要求アイテムが同じサブスクリ
プション要求にグループ化されます。ビューポイントのサブスクライブを参照してくだ
さい。

インポートが完了すると、インポート要求リンクをクリックして、インポート要求に移動で
きます。要求が「送信」または「承認」ステージにある場合、要求ビューに表示されます。
「クローズ済」の場合、インスペクタに表示されます。インポート結果をトランザクション履
歴に表示できます。

インポート・オプションの管理
インポート・オプションを使用して、空の入力値の処理方法、インポート時のデータ・クリ
アの管理方法、およびマージ・インポート時の削除および並替えの処理方法をディメンショ
ン・レベルで指定できます。
ディメンションのインポート・オプションを管理するには、インポート先のディメンション
を検査(ディメンションの検査を参照)してから、「インポート/エクスポート」タブを選択しま
す。
空の値のインポート
空の値(プロパティでの Nullおよび空の値の理解を参照)をサポートしているデータ型のプロ
パティの場合、空の値の処理方法は「インポート時に空のフィールドを無視」フィールドで
決まります。プロパティの値が含まれていないファイルをインポートすると、次のようにな
ります:
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• 「インポート時に空のフィールドを無視」が有効になっている場合、プロパティの
値はインポートされません。(プロパティの値を継承せず、定義済またはデフォル
トの値がない場合、プロパティの値は nullになります。)

• 「インポート時に空のフィールドを無視」が無効になっており、定義済の空の値を
プロパティのデータ型がサポートしている場合は、定義済の空の値がプロパティに
格納されます。定義済の空の値をプロパティのデータ型がサポートしていない場
合は、インポートで警告が表示され、そのプロパティの値はインポートされませ
ん。

定義済の空の値をプロパティのデータ型がサポートしていない(ブールなど)場合に、そ
のプロパティの値が含まれていないファイルをインポートすると、インポート・プロ
セスで警告が表示され、そのプロパティの値はインポートされません。
インポート時の値のクリア
「インポートにおける値のクリアのキーワード」設定では、キーワードを定義して、そ
のキーワードが指定されたファイルのインポート時に、プロパティの値をクリアする
ようにできます。たとえば、このフィールドに<none>と入力すると、プロパティのフ
ィールドに<none>が含まれているファイルをインポートしたときに、そのプロパティ
の既存の値がクリアされます。(プロパティの値を継承せず、デフォルト値がない場合、
プロパティの値は nullになります。)
インポート時の許容値の拡張
「リセット」および「置換」のインポート・モードの場合のみ、「インポート時の許容
値の拡張」を選択して、インポートの実行時に文字列およびリスト・データ型のプロ
パティに新しい個別の許容値を追加します。ノード・タイプ・オーバーライド・レベ
ルに現在許容されている値がある場合、インポートされた許容値がそれらに追加され
ます。それ以外の場合は、新しい許容値がアプリケーション・オーバーライド・レベ
ルに追加されます。

ノート:

「インポート時の許容値の拡張」オプションは、「マージ」インポートには使
用できません。

マージ・インポート・オプション
マージ・インポートの際のノードの削除や並べ替え
デフォルトの場合、マージ・インポートではインポート先のディメンションからノー
ドは削除されません。インポート・ファイルではなくバインドされたディメンション
にノードがある場合、ノードはインポート先の階層セットから除去されますが、ノー
ド・セットからは削除されません。インポート・ファイルにないバインドされたディ
メンションのすべてのノードを削除するように選択することも、ディメンションの他
の階層ノード・セットで参照されていないバインドされたディメンションのノードの
みを削除することもできます。さらに、インポート・ファイルのノードの順序に基づ
いてディメンションのノードを並べ替えることもできます。
マージ・インポートの際にノードの削除や並べ替えがどのように処理されるかを指定
するには:

1. 「マージ・インポート・オプション」セクションで、「削除の処理」について次のオ
プションから選択します。
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モード 説明 使用例
使用不可
(デフォルト設
定)

ノードがインポート・ソースに存在しな
い場合、バインドされたビューポイント
からそのノードを除去します。バイン
ドされたノード・タイプからはノードは
削除されません。

バインドされたビューポイントにあり、
インポート・ソースにないノードは削除
しません。

セーフ・モード ノードがインポート・ソースに存在しな
い場合、バインドされたビューポイント
からそのノードを除去します。ノード
がディメンションの他の階層ノード・セ
ットまたは階層セットで使用されてい
ない場合にのみ、除去されたノードはバ
インドされたノード・タイプからも削除
されます。

他の階層セットや階層ノード・セットで
使用されている除去されたノードが削
除されないようにします。

強制モード ノードがインポート・ソースに存在しな
い場合、バインドされたビューポイント
からそのノードを削除します。これら
のノードは、ディメンション内のノー
ド・セットまたは階層セットで使用され
ているノード・タイプから削除されま
す。

インポート・ソースにないバインドされ
たビューポイントから、それがディメン
ションの他の階層セットや階層ノー
ド・セットで使用されているかどうかに
かかわらず、ノードを削除します。

2. 「並替えの処理」を選択して、インポート先のビューポイントでのノードの順序をインポ
ート・ソース・ファイルでの順序に設定します。

注意:

既存の順序とインポート・ファイルでの順序に著しい差異がある場合、このオ
プションにより大量に要求アイテムが生成される場合があります。

3. 「保存」をクリックします。
マージ・インポートのワークフロー・オプションの構成
デフォルトでは、マージ・インポート要求に検証エラーがない場合、要求は自動送信され、
承認またはコミット・ポリシーは省略されます。次のオプションを使用して、デフォルトの
動作を調整します:

• マージ・インポート要求が自動送信されないようにするには、「自動送信」の選択を解除
します

• 自動送信されたマージ・インポート要求に対してすべての承認およびコミット・ポリシー
が自動的に省略されないようにするには、「承認およびコミットの省略」の選択を解除し
ます。(「自動送信」フィールドの選択を解除した場合、このオプションは自動的にクリア
されます)。

ディメンションのエクスポート
ディメンションにバインドされたビューポイントから外部アプリケーションにエクスポート
し戻すことができます。ノードは、ノード・セットの最上位ノードから始めてエクスポート
されます。たとえば、1つのディメンションに米国とすべての州を含めることができます。ノ
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ード・セットの最上位ノードがテキサスである場合、テキサスとその下位のノードが
エクスポートされます。
ベスト・プラクティス
エクスポートする前にディメンションにバインドされたビューポイントを検証し、デ
ータの整合性を確保することをお薦めします。ディメンションのエクスポート時にビ
ューポイントを自動的に検証するには、「エクスポート前に検証」オプションを使用し
ます。エクスポート・オプションの管理を参照してください。

ノート:

「エクスポート前に検証」オプションを使用すると、すべてのシステム、アプ
リケーションレベルおよびカスタム検証に加えて、すべての制約が実行され
ます。検証および制約の理解を参照してください。

「アプリケーション」リストから、ディメンションをエクスポートします。
• Planningおよびフリーフォーム・ディメンションのエクスポート
• Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションのエクスポート
• Enterprise Profitability and Cost Managementディメンションのエクスポート
• E-Business Suite一般会計ディメンションのエクスポート
• Financial Consolidation and Closeディメンションのエクスポート
• ユーザー定義ディメンションのエクスポート .

ビデオ

目的 参照するビデオ
ディメンションのインポートおよびエクスポ
ートについて学習します。  アプリケーション・データのインポー

トおよびエクスポート

考慮事項
• すべてのアプリケーション・タイプで、カンマ区切りファイルのインポートとエク
スポートがサポートされます。

• Planningアプリケーションの場合は、登録時に外部アプリケーションに対する有
効な接続情報を入力すると、接続を使用して外部アプリケーションの受信ボックス
からインポートおよびエクスポートできます。その後、そのファイルを Planning
アプリケーションにインポートできます。

• Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの場合は、登録時に外部アプリ
ケーションに対する有効な接続情報を入力すると、接続を使用して外部アプリケー
ション・サーバーにエクスポートできます。後でそのファイルを Oracle Financials
Cloud一般会計アプリケーションにインポートできます。

• Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、エクスポート・オプションを使
用して、外部 Financials Cloud環境でインポートおよび公開プロセスを開始し、セ
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グメント値とツリーの同期を完了する追加のエクスポート後タスクを組み込むことがで
きます。エクスポート・オプションの管理を参照してください。

開始する前に:

• エクスポートするには、エクスポート元のアプリケーションまたはディメンションに対す
るデータ・マネージャ権限が少なくとも必要です。

• 「アクティブ」ステータスのディメンションからのみエクスポートできます。
• 未バインド・ディメンションや参照ディメンションからエクスポートすることはできませ
ん。

• Planning、Planningモジュールおよび Financial Consolidation and Closeアプリケーショ
ンでは、属性ディメンションもエクスポートできます。属性の理解を参照してください。

• エクスポートでのノードおよび階層関係のソート順は、階層セットのグループ化およびソ
ートのオプションに基づきます。階層セットの作成を参照してください。

• エクスポート・ファイルは UTF-8でエンコードされます。

ヒント:

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションを除くすべてのアプリケーショ
ン・タイプについて、エクスポートするディメンションのバインド・キーを編集す
ることで、エクスポート・ファイルの列の順序を変更したりエクスポートされる列
を制御できます。バインド・キーの編集を参照してください。

エクスポート履歴のレビューおよびエクスポート・ファイルのダウンロード
エクスポート画面で、「履歴」セクションをレビューして、このディメンションに対して実行
された最新のエクスポートの日時を確認します。デフォルトでは、最近の 5つが表示されま
す。表示されるエクスポートの数(50個まで)を「最新の表示」フィールドで調整できます。

をクリックすると表が更新されます。
表には、各エクスポートの実行に要した時間、エクスポートのステータスとモード、エクス
ポートを実行したユーザー、および使用された接続の名前が表示されます。ファイルへのエ
クスポートの場合、接続には「なし」が表示されます。行の展開矢印をクリックして、エク
スポートされたレコード数、エクスポート後タスクのステータス、検証エラーなど、エクス
ポートに関する詳細を表示します。
「アクション」列で、「ファイルにダウンロード」 をクリックして、エクスポート・ファイ
ルをサーバーからダウンロードします。これは、長時間のエクスポート中にブラウザがタイ
ムアウトする場合や、エクスポート結果を以前のエクスポート・ファイルと比較するために
役立ちます。ファイルに対して実行されたエクスポート・ファイルのみをダウンロードでき
ます。エクスポートが接続に対して実行された場合は、「エクスポート」画面からダウンロー
ドできません。
ファイルがサーバーで使用できなくなっている場合、メッセージが表示されます。
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ノート:

REST APIから実行されたエクスポートは、エクスポート画面からダウンロ
ードできません。EPMAutomateまたは REST APIを使用して、それらのエ
クスポート・ファイルをステージング領域からダウンロードします。Oracle
Enterprise Data Management Cloud REST APIのステージング領域からのフ
ァイルのダウンロードを参照してください。

接続への Oracle Financials Cloud一般会計のエクスポートでは、Financials Cloud環境
でエクスポート後タスク(勘定科目階層の処理など)を有効にしている場合は、これらの
タスクのステータスも表示されます。エクスポート・オプションの管理を参照してく
ださい。
 

 

エクスポート・オプションの管理
エクスポート・オプションを使用して、nullまたは空の値のかわりにエクスポートする
キーワードに加えて、エクスポート前にどのように検証を実行するかを定義できます。
ディメンションのエクスポート・オプションを管理するには、エクスポート元のディ
メンションを検査(ディメンションの検査を参照)してから、「インポート/エクスポー
ト」タブを選択します。
Nullおよび空の値にかわるキーワードのエクスポート
nullおよび空の値のかわりにキーワードをエクスポートできます。nullまたは空の値
があるプロパティをエクスポートすると、実際の空白値ではなく、そのプロパティに
対して「Null値のエクスポート・キーワード」または「空の文字列のエクスポート・
キーワード」で指定したキーワード(たとえば、<none>)がエクスポートされます。
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ノート:

Planning、Planning Modulesおよび Financial Consolidation and Closeアプリケー
ションの場合、nullおよび空の値に対するデフォルトのキーワードは<none>です。
このキーワードは変更できますが、ターゲット・アプリケーションでキーワードが
nullまたは空の値として認識されないことがあります。指定したキーワードは、タ
ーゲット・アプリケーションでそれをサポートするプロパティにのみ適用されます:

• 別名
• 属性
• 説明(共有ノードでない場合)

• 式(データ・ストレージが「共有」の場合は常にキーワードをエクスポートしま
す)

• 式の説明(データ・ストレージが「共有」の場合は常にキーワードをエクスポー
トします。「共有」でないときは、空白値(定義されている場合)またはキーワー
ド(デフォルトが空白の場合)がエクスポートされます)

• スマート・リスト(共有ノードでない場合)

• UDA

さらに、nullまたは空の値のキーワードは、事前定義済メンバーにはエクスポート
されません。

ヒント:

エクスポート先のアプリケーションが null値と空の値を区別しない場合は、「Null
値のエクスポート・キーワード」と「空の文字列のエクスポート・キーワード」の
両方に同じキーワードを使用する必要があります。

ディメンションをエクスポートする前のビューポイントの検証
データの整合性を確保するために、「エクスポート前に検証」オプションを使用して、ディメ
ンションまたはマッピングをエクスポートするときに、ディメンションのビューポイントが
自動的に検証されるかどうかを指定できます。次のオプションから選択してください。
• 使用不可(デフォルト): エクスポート前に検証は実行されません。
• エラー時にアラート: エクスポートが実行される前に、重要度が「エラー」である、ディ
メンションのバインドされたビューポイントの検証(検証重要度の理解を参照)が実行さ
れます。検証に失敗した場合、ユーザーにアラートが表示されますが、エクスポートは実
行されます。検証の失敗およびエクスポートの結果は、エクスポート画面の「履歴」セク
ションに表示されます。

• エラー時に中止: エクスポートが実行される前に、重要度が「エラー」である、ディメン
ションのバインドされたビューポイントの検証(検証重要度の理解を参照)が実行されま
す。検証に失敗した場合、ユーザーにアラートが表示され、エクスポートは中止されま
す。検証の失敗およびエクスポートの結果は、エクスポート画面の「履歴」セクションに
表示されます。
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ノート:

「エクスポート前に検証」を実行すると、すべてのシステム、アプリケーショ
ンレベルおよびカスタム検証に加えて、すべての制約が実行されます。検証
および制約の理解を参照してください。

エクスポート検証の問題がある場合は、「ビューポイント」リンクをクリックしてビュ
ーポイントを開き、問題を解決します。検証の問題の解決を参照してください。
検証の問題が解決した後、ビューポイント・ペインから「エクスポートに戻る」をク
リックしてエクスポート画面に戻ります。
Oracle Financials Cloud一般会計のエクスポート・オプション
Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションの接続へのエクスポートの場合にの
み、エクスポート・オプションを構成して、外部 Financials Cloud環境でインポートお
よび公開プロセスを開始し、セグメント値とツリーの同期を完了する追加のエクスポ
ート後タスクを組み込むことができます。エクスポート・オプションを有効にすると、
Oracle Financials Cloud一般会計接続にディメンションをエクスポートするたびに実
行されます。
次のオプションを使用できます:

• セグメント値と階層のインポート: エクスポートされている値を使用して、外部ア
プリケーションの Financials Cloudセグメントの値と階層を更新します。

ノート:

エクスポートを実行するユーザーには、Oracle ERP Cloudの
GL_LOAD_ACCOUNT_VALUES_AND_HIERARCHIES_PRIV権限が必要です。

• セグメント値と階層の処理: 行と列の水平化、ツリーの監査とアクティブ化、値セ
ットと勘定科目階層のプロセスの保守、階層プロセスの公開など、勘定科目階層に
関連する外部システムでプロセスを送信します。

ノート:

エクスポートを実行するユーザーには、Oracle ERP Cloudの次の権限が
必要です:

– GL_LOAD_ACCOUNT_VALUES_AND_HIERARCHIES_PRIV
– FND_APP_MANAGE_FLEXFIELD_VALUE_SET_PRIV

• 階層をキューブに公開: 残高キューブの勘定体系ディメンション・メンバーおよび
階層を作成および更新します。
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ノート:

エクスポートを実行するユーザーには、Oracle ERP Cloudの次の権限が必要で
す:

– GL_LOAD_ACCOUNT_VALUES_AND_HIERARCHIES_PRIV
– FND_APP_MANAGE_FLEXFIELD_VALUE_SET_PRIV

ノート:

「セグメント値と階層の処理」および「階層をキューブに公開」オプションについて
は、Oracle Enterprise Data Management Cloudからエクスポートされたツリーおよ
びツリー・バージョンに対してのみ Oracle Financials Cloud一般会計で統合タスク
が実行されます。

デフォルトでは、すべてのエクスポート・オプションの選択が解除されており、最初のオプ
ションのみを選択できます。各オプションを選択すると、次のオプションが選択可能になり
ます。たとえば、「セグメント値と階層の処理」を選択するには、その前に「セグメント値と
階層のインポート」を選択する必要があります。
オプションの選択を解除すると、そのオプションの下にある選択済のすべてのオプションが
クリアされます。

増分エクスポート
増分エクスポートを使用すると、指定した日時またはエクスポート・タイプから新しいノー
ドまたは更新されたノードをエクスポートできます。これらは、特定のアプリケーション・
タイプでのみリスト・ビューポイントの REST APIメソッドとして使用できます。
考慮事項
• ディメンションの増分エクスポート REST APIメソッドを使用して、増分エクスポートを
実行します。

• 増分エクスポートは、次のアプリケーション・タイプのリスト・ビューポイントに使用で
きます:

– Oracle Financials Cloud一般会計
– Oracle E-Business Suite一般会計
– 汎用

• 前述のアプリケーション・タイプのファイルへのエクスポートを実行できます。Oracle
Financials Cloud一般会計アプリケーションの場合のみ、接続へのエクスポートも実行で
きます。

• エクスポート・ファイル・フォーマットは、アプリケーション・タイプのエクスポート・
フォーマットに基づきます。

次の設定を使用して、増分エクスポートを定義できます:
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表 26-1 増分エクスポート設定

設定 説明
nodeChangeTypes エクスポートするノード変更のタイプ:

• 新規: 指定した日時以降に追加されたノードのみがエクスポー
トされます。

• 更新済: 指定した日時以降に更新されたノードのみがエクスポ
ートされます。

ノート:

同じエクスポートに「新規」と「更新
済」の両方を選択できます。

since エクスポート開始のタイムスタンプ(エポック時間)。
sinceLastExportOfTyp
e

エクスポート・タイプを指定します(完全または増分)。指定された
エクスポート・タイプがこのバインディングに最後に実行された後
に追加または更新されたノードがエクスポートされます。

ノート:

sinceまたは
sinceLastExportOfTypeのいずれ
かを指定する必要があります。

マッピング・データのエクスポート
マッピング・データのエクスポートは、次のような Enterprise Performance
Managementデータ管理システムと連携するように設計されています:

• Planning、Planningモジュールおよびフリーフォームのターゲット・ディメンショ
ン

• Financial Consolidation and Closeターゲット・ディメンション
• Enterprise Profitability and Cost Managementのターゲット・ディメンション
汎用ターゲット・ディメンションのマッピング・データもエクスポートできます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
アプリケーション間でのデータのマッピング
について学習します。  アプリケーション間でのデータのマッ

ピング
開始する前に:
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• エクスポート元のディメンションに対するデータ・マネージャ権限を保有していることを
確認してください。

• エクスポート元のディメンションのステータスが「アクティブ」であることを確認してく
ださい。

• マッピング階層内のソース・ノードとターゲット・ノードに 1つ以上のマッピング・キー
が定義されていることを確認します。マッピング・キーの場所名が必要です。マッピン
グ・キーの定義を参照してください。

• 汎用アプリケーションを使用している場合、マッピング・データはファイルに対してのみ
エクスポートできます。

• Planning、Planningモジュール、フリーフォームまたは Financial Consolidation and Close
を使用している場合、マッピング・データは次の場所にエクスポートできます:

– ファイル
– データ管理受信ボックス(外部アプリケーション接続を使用)。
アプリケーションを検査することで接続設定を表示できます。「アプリケーション」
で、アプリケーションまでスクロールし、 をクリックし、「検査」を選択し、「接
続」を選択します。
エクスポート後、外部アプリケーションでデータ管理を使用してマッピング・データ
をインポートできます(Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ管
理の管理のメンバー・マッピングのインポートを参照)

1つ以上のマッピング・キーのマッピング・データをエクスポートできます。たとえば、2つ
のソース・アプリケーションを 1つのターゲット・アプリケーションにマッピングして、2つ
のマッピング・キーを定義した場合は、2つのマッピング・キーの場所名を使用してマッピン
グ・データを 2回エクスポートします。マッピング・データをエクスポートするには:

1. 「アプリケーション」で、アプリケーションを検索し、 をクリックし、「エクスポート・
マッピング」を選択します。

2. 「場所」で、選択したディメンションのマッピング・キーに定義されている場所名を選択
します。
ディメンションに対してマッピング・キーがすでに設定されている必要があります。マッ
ピング・キーの定義を参照してください。

3. ターゲット・ディメンションを選択します。
4. 「エクスポート・ターゲット」で、「ファイル」または「接続」を選択し、次のいずれかを
実行します。
• 「接続」を選択した場合、エクスポート先の接続を選択し、エクスポート・ファイル
名を指定します。

• 「ファイル」を選択した場合、ファイル名が生成されます。デフォルトのファイル名
はアプリケーション名_ディメンション名_日付_場所名.csv
(Planning_Account_20200123_loc1.csvなど)で、エクスポートを実行する前に編集で
きます。

5. 「エクスポート」をクリックします。
EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
exportDimensionMappingを参照)、REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud
Serviceの REST APIのディメンション・マッピングのエクスポートを参照)、またはタスク・
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マネージャ(Financial Consolidation and Closeの管理の EPM Cloudの自動化統合を参
照)を使用して、ディメンションをエクスポートすることもできます。
マッピング・データ・ファイルの形式
汎用アプリケーション・ディメンションからエクスポートしたデータ・ファイルは、
次の列を持つ.csvファイルです:

• ソース・ノード名
• ターゲット・ノード名
• ソース・ノード・タイプ内の Core.Change.Signプロパティの Trueまたは False
が含まれる列。Core.Change.Signプロパティが使用されていない場合、この列は
デフォルトで Falseに設定されます。

Planningアプリケーション・ディメンションからエクスポートしたデータ・ファイル
は、次の列を持つ.csvファイルです。
• ソース—ソース・ノードの名前
• ターゲット—ターゲット・ノードの名前

ノート:

ソース・ノードに Core.Change.Signプロパティがある場合、ターゲッ
ト・ノードに適用されます。たとえば、Core.Change.Signが Trueであ
る場合、ターゲット・ノードには負数の符号が適用されます。

• ルール名—空
• ルール説明—空
• ロード・ルール—空
たとえば、これらのノードが Planningマッピング・ビューポイントにあり、
ソース・ノードが CC11100であり、
ソース・ノードの Core.Change.Signプロパティが Trueに設定されており、
ターゲット・ノードが 100である場合、
マッピング・エクスポート行は、列がカンマで区切られた CC111000,-100 , , , にな
ります。
エクスポート後、外部アプリケーションに移動し、マッピング・データをインポート
します。外部アプリケーション内でデータ管理モジュールを開き、マッピング・デー
タをインポートします。ロード中、選択したマッピング・キー(データ管理内の場所)の
ターゲット・ノード内の値に負数の符号が適用されます。

グローバル接続の作成
グローバル接続により、抽出を使用して外部アプリケーションとデータを共有できま
す。
次の接続タイプがサポートされています:

第 26章
グローバル接続の作成

26-18



• Oracle EPM Cloud接続は、メタデータ・インポート・プロセスで使用するために、
Enterprise Performance Management受信ボックスにデータを送信します。

• Oracle ERP Cloud接続は、ファイルベース・データ・インポート(FBDI)プロセスで使用
するために、Universal Content Management (UCM)ドキュメント・アカウントにデータ
を送信します。

• Oracle Object Storage接続は、より汎用的な外部システムのテクノロジ・アダプタとし
て機能します。

使用例
• Oracle ERP Cloudへのグローバル接続を使用して、Financials Cloudにインポートするた
めに、アカウントの組合せ、マッピング・セット、関連する値セットなどのデータを転送
できます。

• Oracle EPM Cloudへのグローバル接続は、次のように使用できます:

– Account Reconciliationビジネス・プロセスを管理する汎用アプリケーションでグロ
ーバル接続を使用して、プロファイルをアプリケーション受信ボックスに送信できま
す。

– Profitability and Cost Managementビジネス・プロセスのディメンションを管理する
汎用アプリケーションでグローバル接続を使用して、メタデータ・ファイルを
profitinboxに送信できます。

– マッピング・ファイルをデータ管理受信ボックスに送信します

ノート:

アプリケーションのインポートおよびエクスポートにグローバル接続は使用されま
せん。かわりに、アプリケーションの登録時に指定するアプリケーション接続情報
が使用されます。

Oracle Enterprise Data Management Cloudの特定のアプリケーションでのみ使用できるよ
うに、接続タイプを制限できます。
グローバル接続の作成

ノート:

グローバル接続を作成するには、サービス管理者である必要があります。

考慮事項
• グローバル接続を作成した後、抽出に使用できます。複数の抽出にグローバル接続を使用
できますが、各抽出で使用できるグローバル接続は 1つのみです。

• グローバル接続を作成した後は、接続タイプを変更できません。
• グローバル接続は抽出にのみ使用できます。グローバル接続を使用してディメンション
のエクスポートを実行することはできません。
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• グローバル接続に指定するパラメータは、接続タイプによって決まります。たとえ
ば、Oracle Object Storageへのグローバル接続を設定するときは、デフォルト・
バケットを指定する必要があります。

• グローバル接続では基本認証のみがサポートされます。
グローバル接続を作成するには:

1. 「接続」から「作成」をクリックします。
2. 接続タイプを選択します:

• Oracle EPM Cloud

• Oracle ERP Cloud

• Oracle Object Storage

3. 接続の名前および必要に応じて説明を入力し、「作成」をクリックします。
グローバル接続が接続インスペクタに表示されます。

4. 「編集」をクリックし、接続のパラメータを指定します。指定するパラメータは接
続タイプに依存します:

• Oracle EPM Cloudのパラメータ:

フィールド 説明
場所 EPM受信ボックスの URL。例: https://

epm.mycloud.com
ユーザー名/パスワード 基本認証に必要な資格証明
アイデンティティ・ドメイン
(オプション)

認可時にユーザー名の前に追加するアイデンティテ
ィ・ドメイン。

デフォルト・フォルダ(オプシ
ョン)

抽出ファイルを EPM Cloud環境に送信するための
デフォルト・フォルダ:
– Planning、フリーフォーム、Financial

Consolidation and Close、Enterprise
Profitability and Cost Managementのデフォ
ルトのアプリケーション受信ボックス

– Data Managementフォルダ(たとえば、inbox/
repository)

– Profitability and Cost Management受信ボッ
クス(たとえば、profitinbox)

• Oracle ERP Cloudのパラメータ:

フィールド 説明
場所 EPMサーバーの URL。例: https://

erp.mycloud.com
ユーザー名/パスワード 基本認証に必要な資格証明
アイデンティティ・ドメイン
(オプション)

認可時にユーザー名の前に追加するアイデンティテ
ィ・ドメイン。

デフォルト・ドキュメント・ア
カウント

Oracle ERP Cloudでのファイルの抽出先フォルダ。
たとえば、fin/generalLedger/import。

• Oracle Object Storageのパラメータ:
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フィールド 説明
場所 Oracle Object Storage Cloudバケットの swift URL。

URLのフォーマットは: https://
swiftobjectstorage.region_identifier.mycloud
.com/v1/namespaceであり、ここで:
– region_identifierは、ホストしている Oracle

Cloud Infrastructure (OCI)です
– namespaceは、すべてのバケットとオブジェクトの
最上位のコンテナです。各 Oracle Cloud
Infrastructureテナントには、アカウントの作成時
に、システムによって生成された一意の Object
Storage名前空間名が割り当てられます。

ヒント:

Oracle Object Storeの swift URLには、バー
ジョンとネームスペースを含める必要があり
ます。「場所」パラメータで末尾にスラッシュ
を使用しないでください。

ユーザー名/パスワード 基本認証に必要な資格証明

ノート:

REST APIエンドポイントへのグローバル接続
については、次のタスクを実行します:

a. 認証トークンを生成します(『Oracle Cloud
Infrastructureドキュメント』の認証トークンを作成
するにはを参照してください)。

b. 「ユーザー名」に、認証トークンが生成された OCIユ
ーザー名を入力します。

c. 「パスワード」に、生成された認証トークンを入力し
ます。

デフォルト・バケット 抽出されたファイルをオブジェクト・ストレージのネーム
スペース内に格納するためのコンテナ。

デフォルト・サブフォルダ(オプシ
ョン)

抽出ファイルを書き込む、デフォルト・バケットの下のサ
ブフォルダ。指定したサブフォルダが存在しない場合は、
作成されます。

5. (オプション): 「サポートされているアプリケーション」で、「指定済」をクリックし、こ
のグローバル接続を使用できるアプリケーションを選択します。

6. 「接続のテスト」をクリックし、接続の詳細を検証します。

ノート:

Oracle Object Storage接続の場合、接続をテストするにはデフォルト・バケッ
トを入力する必要があります。
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7. 「保存」をクリックします。

ノート:

接続を保存する前に、すべての接続内のすべての問題を修正する必要が
あります。いずれかの接続の接続詳細に欠落した必須フィールドがある
場合、その接続にインジケータが表示され、1つ以上の接続に修正が必要
な問題があるというエラーが表示されます。

グローバル接続を削除するには、「アクション」列で をクリックし、「削除」をクリッ
クします。抽出で使用されているグローバル接続は削除できません。

抽出の操作
抽出により、ディメンション内のビューポイントからフォーマットされたファイルま
たはグローバル接続にデータを取得できます。任意のプロパティから、任意のプロパ
ティについて抽出できます。ビューポイントとプロパティは、抽出に含めるためにバ
インドする必要はありません。
抽出とエクスポートの比較
抽出とエクスポートは、ディメンションからデータを取得する点で似ています。ただ
し、いくつかの主要な相違があります:

抽出 エクスポート
バインディング・ステータスに関係なく、任意
のビューポイントまたはプロパティに対して実
行できます

バインドされたビューポイントおよびプロパ
ティに制限されます

ビューポイントの全体データ・セット、データ
のフィルタされたサブセット、または増分デー
タ変更を出力できます

バインドされたビューポイントの全体デー
タ・セット、またはバインドされたリスト・
ビューポイントに対する増分変更を出力でき
ます。

ディメンション所有者またはメタデータ・マネ
ージャによって (パブリック抽出の場合)、また
はビューへのアクセス権があり、ビューポイン
トに対して少なくとも参加者(読取り)権限があ
るユーザーによって(プライベート抽出の場
合)、作成およびカスタマイズされます。

登録設定に基づいてシステムで作成されます

フォーマット・オプションはユーザーによって
構成できます。外部アプリケーションに対する
制約はありません。

ターゲット固有のロジックおよびフォーマッ
トが含まれるため、外部アプリケーションに
よってインポートできます

ディメンションでは複数の抽出をサポートしま
す

ディメンションごとに 1つのエクスポートが
使用可能です

一度に 1つのビューポイントに対して抽出を実
行できます

アプリケーション・タイプに応じて、複数の
ビューポイント間で抽出を実行できます

グローバル接続またはファイルに抽出できます
(権限に応じて)。

アプリケーション接続またはファイルにエク
スポートできます。

ロケールおよびタイム・ゾーンは固定であるた
め、実行場所に関係なく、抽出の出力は常に同
じです

アプリケーション・タイプに応じて、ユーザ
ーのロケールに基づき日付および時間フォー
マットが異なる場合があります。
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抽出の種類の理解
抽出の種類を使用すると、ビューポイントからのすべてのデータの抽出、データの経時的な
変化の抽出、または個別の列への階層情報の抽出が可能です。
すべての抽出の種類に関する考慮事項
• 抽出ファイルは UTF-8でエンコードされます。
• プロパティは、抽出に複数回追加できます。これにより、ノードの「自」および「至」の
値を表示するように抽出列を構成できます。抽出列の選択を参照してください。

• 抽出のノードに対して包含フィルタまたは除外フィルタとして使用する式を作成できま
す。たとえば、祖先が「A」のすべてのノードを抽出したり、祖先が「A」のノードを除
くすべてのノードを抽出できます。抽出オプションの指定を参照してください。

全体抽出
全体抽出により、現在の期間のビューポイントからすべてのデータを抽出できます。ビュー
ポイントはバインドまたは未バインドでき、抽出にはバインドまたは未バインドのプロパテ
ィを含めることができます。
増分抽出
増分抽出により、2つの期間の間におけるビューポイントの変更を抽出できます。「自」と「至」
の期間が比較され、抽出ファイルに増分差異が出力されます。

Note:

増分抽出は、時間ラベル付きビューポイントには使用できません。

増分抽出に関する考慮事項
• 増分抽出の期間を確立するには、「自」と「至」の日付、および日付のオフセット(現在の
日付までの日数)を指定するか、または最後の抽出実行以降に行われたすべての変更を抽
出できます。抽出の編集を参照してください。

• すべてのアクションを抽出するか、または抽出するアクションを指定できます。たとえ
ば、追加または削除されたが、更新または名前変更はされていないノードのみを抽出でき
ます。増分オプションの指定を参照してください。

• 次の抽出オプションは、増分抽出では使用できません:

– ピボット列
– 主キー列
– 反転レベル特殊列

世代抽出
世代抽出では、ビューポイント内の階層関係を、他の抽出の種類のように親と子の列として
ではなく、抽出の別々の列として抽出できます。祖先の最大深さを定義し、最大深さより小
さいノードの祖先列に入力するための繰返しオプションを指定できます。世代オプションの
指定を参照してください。
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世代抽出に関する考慮事項
• 階層ビューポイントでのみ、世代抽出を実行できます。
• 「ソース・タイプ」列では、ノードまたはその祖先のプロパティを抽出しているこ
とを指定できます。たとえば、ノードとその祖先の名前を取得するには、抽出に
Core.Nameを 2回追加し、「ソース・タイプ」を使用して 1つはノード用で、もう
1つはその祖先用であることを指定します(例 1: バランスがとれた階層でのノード
および祖先フィルタを参照)。

• 抽出オプションは、デフォルトでは「親の再接続」が有効に設定され、「暗黙共有
ノードの除外」が無効に設定されています。これらの設定は変更できません。抽出
オプションの指定を参照してください。

世代抽出の例は、世代抽出の例を参照してください。

世代抽出の例
このトピックでは、ノードおよび祖先フィルタ、最大深さ、および世代抽出を使用す
る様々な方法を示すためのバランス入力オプションなどの様々な抽出オプションの例
をいくつか示します。

Tip:

• バランスがとれた階層は、すべての最下位ノードが同じレベルにある階
層です。

• バランスがくずれた階層(または自然階層)は、最下位ノードが異なるレベ
ルにある階層です。
「最大深さ」および「バランス入力オプション」フィールドを使用して、
すべての最下位ノードを同じレベルにするために親、ノードまたは最上
位ノードを繰り返すことにより、バランスがくずれた階層のバランスを
とることができます。これは、例 2: バランスがくずれた階層でのバラン
ス入力オプションの使用に示されています。

例 1: バランスがとれた階層でのノードおよび祖先フィルタ
この例では、ノードおよび祖先フィルタを使用して、地域別の営業担当のレポートを
抽出します。ノード・フィルタを使用して最下位レベル・ノードのみを返し、祖先フ
ィルタを使用して州をフィルタで除外してレポートを縮小し、地域別のレポートを取
得します。これはバランスがとれた階層であるため、バランス入力オプションを使用
する必要はありません。
この例では、Sales Representative by Territory (SRT)という最上位ノードとその下に複
数の地域ノードがある階層を使用します: Midwest (MW)、Northeast (NE)、Southeast
(SE)、Southwest (SW)およびWest (W)。各地域の下に一連の州があり(Midwestの下に
Iowa、Illinois、Indiana、Michigan、Ohioなど)、各州の最下位ノードとしてに営業担当
のリストがあります:
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最初に、祖先の Core.Nameとノードの Core.Nameを抽出に追加して、ノードとその祖先の名
前を抽出します(次の挿入図の列を参照)。
 

 
抽出の複数の行に、レポートには有用でない情報があることに注意してください。たとえば、
行 2、3および 4には祖先情報が含まれていますが、探している営業担当情報がある最下位ノ
ードが含まれていません。ノード・フィルタ式(挿入図に表示)を使用して、最下位レベル・ノ
ードのみを返します。
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次に、抽出を縮小して、州別ではなく、地域別の営業担当を表示します。これには抽
出への 2つの変更が必要です。最初に、州情報が格納されている祖先レベルを識別す
る必要があります。抽出によって各列にヘッダー情報が追加されるように、最大深さ
を指定してこれを行います(挿入図を参照)。列 A、B、Cおよび Dのすべてに、レベル
およびノード名を識別するヘッダーが表示されるようになったことに注意してくださ
い。
 

 
州情報が祖先レベル 3にあることがわかったので、祖先フィルタを追加してレベル 3
をフィルタで除外し、探している地域情報を返すことができます。祖先フィルタが挿
入図に表示されています。1つのレベルをフィルタで除外しているので、最大深さを 4
ではなく 3に変更する必要があることに注意してください。
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従業員 ID、開始日、ジョブ・タイトルなどの追加の列を追加し(挿入図を参照)、レポートの
情報を識別するためのカスタム・ヘッダーを使用して、レポートを確定します。
 

 

例 2: バランスがくずれた階層でのバランス入力オプションの使用
次に、バランスがくずれた階層のバランスをとるためにバランス入力オプションを使用する
例を見てみましょう。今回は勘定科目階層を使用します。最下位ノード 1770 Goodwill
Assetと 7110 Advertisingが階層内の異なるレベルにあることに注意してください。
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最大深さ 8でこの階層を抽出すると、最下位ノード 1770 Goodwill Assetのレベル 5、
6および 7には null値が入り、この階層のバランスがくずれます。
 

 
「バランス入力オプション」で「親の繰返し」を選択し、階層の値がない場所に親の名
前および説明を充てんします(次の赤でハイライト表示された領域)。階層のバランス
がとれました。
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抽出表示
抽出表示により、抽出がプライベート(作成したユーザーのみがそれを表示および実行できる)
か、パブリック(適切なデータ・アクセス権があるすべてのユーザーがそれを表示および実行
できる)かが定義されます。
プライベート抽出
抽出を初めて作成すると、プライベート抽出として作成されます。プライベート抽出は、そ
れを作成したユーザーのみが表示および実行できます。プライベート抽出を作成またはコピ
ーするには、ビューへのアクセス権と、ビューポイントに対する参加者(読取り)以上のアクセ
ス権が必要です。プライベート抽出を編集または削除するための権限の要件はありません。
「ビューポイント抽出」レポートからプライベート抽出を実行し、ファイルにのみ実行できま
す。抽出レポートを参照してください。
パブリック抽出
パブリック抽出を直接作成することはできませんが、ディメンションの所有者またはメタデータ・マネージャ権限がある場合は、プライベート抽出をパブリックに移行して、他のユー
ザーがそれを表示および実行できるようにすることができます。パブリック抽出をコピー、
編集または削除することもできます。抽出の作成、コピー、上位への移動および削除を参照
してください
「アプリケーション」リストまたは「ビューポイント抽出」レポートからパブリック抽出を実
行でき、ファイルまたはグローバル接続に実行できます。抽出の実行を参照してください。

抽出の作成、コピー、上位への移動および削除
ディメンション・インスペクタから抽出を作成します。ビューポイントで参加者(読取り)権限
以上がある場合、プライベート抽出を作成できます。プライベート抽出のパブリック抽出へ
の移行を可能にするには、ディメンションの所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必
要です。
抽出を作成するには:

1. 抽出を作成するディメンションが含まれているアプリケーションを検査します。アプリ
ケーションの検査を参照してください。

2. 「ディメンション」タブから、抽出を作成するディメンションをクリックします。
ディメンションは、ディメンション・インスペクタに表示されます。

3. 「抽出」タブで、「作成」をクリックします。
4. 「ビューポイント」ドロップダウン・メニューから、ディメンションを抽出するビューポ
イントを選択します。

ノート:

選択したディメンションを含むアクティブなビューポイントのみ表示されま
す。マップ・バインド済ビューポイントでない場合、レガシー GLまたは参照ク
ラス・ノード・タイプを含むビューポイントは選択できません。

5. 名前を入力し、オプションで説明を入力します。
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6. 抽出の種類を選択します:

• 全体(デフォルト): ビューポイントからすべてのデータを抽出します。
• 増分: ビューポイントの特定期間におけるデータへの変更のみを抽出します。
• 世代: ビューポイント内の階層関係を別々の抽出列に抽出します。
抽出の種類の理解を参照してください。

ノート:

抽出が作成された後は、抽出の種類を変更できません。
7. 「作成」をクリックします。
抽出が抽出インスペクタに表示されます。

ノート:

抽出を作成すると、プライベート抽出として作成され、「作成」画面から可視
性を変更することはできません。ディメンションの所有者またはメタデータ・マネージャ権限がある場合、プライベート抽出をパブリックに移行でき
ます。プライベート抽出のパブリックへの移行を参照してください。

抽出を編集して列を追加し、フォーマット・オプションを変更します。抽出の編集を
参照してください。
抽出のコピー
抽出をコピーして、他の用途に向けて変更できます(たとえば、抽出のビューポイント
の変更、抽出オプションを変更して異なるデータを選択など)。
考慮事項
• 抽出をコピーするとき、新しい抽出を次の場所に作成できます:

– 元と同じディメンションおよびビューポイント
– 元と同じアプリケーション内の異なるディメンションおよびビューポイント
– 元と同じタイプの異なるアプリケーション(たとえば、Planningまたは

Financials Cloud General Ledger)内の、異なるディメンションおよびビューポ
イント。

• 抽出のコピー先のディメンションで、すべてのデータ・チェーン・オブジェクトに
対して少なくとも「参加者(読取り)」アクセス権が必要です。

抽出をコピーするには:

1. ディメンション・インスペクタの「抽出」タブから、コピーする抽出の「アクショ
ン」列で、「抽出」アクション・メニュー 、「コピー」の順にクリックし、変更
の保存に関するメッセージで「はい」をクリックします。

2. オプション: 新しい名前と説明を入力します。新しい名前は、ターゲット・ディメ
ンションで一意にする必要があります。
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3. オプション: 抽出を作成する異なるアプリケーション、ディメンション、ビューおよびビ
ューポイントを指定します。

ノート:

マップ・バインド済ビューポイントでない場合、レガシー GLまたは参照クラ
ス・ノード・タイプを含むビューポイントは指定できません。

4. 「コピー」をクリックします。
新しい抽出が抽出インスペクタに表示されます。抽出を変更して、その設定を変更できま
す。抽出の編集を参照してください

ノート:

抽出のプロパティのいずれかがターゲット・ビューポイントに存在しない場合、
警告が表示されます。新しい抽出を編集して、ターゲット・ビューポイントに
存在しないプロパティの列を除去できます。抽出列の選択を参照してくださ
い。

プライベート抽出のパブリックへの移行
プライベート抽出をパブリックに移行すると、ビューへのアクセス権およびビューポイント
に対する少なくとも参加者(読取り)アクセス権がある他のユーザーは、それを表示、コピーお
よび実行でき、ディメンションの所有者またはメタデータ・マネージャ権限がある他のユー
ザーは、それを編集および削除できます。
プライベート抽出を移行するには:

1. ディメンション・インスペクタの「抽出」タブから、移行する抽出の「アクション」列
で、「抽出」アクション・メニュー 、「上位へ移動」の順にクリックします。

2. 「はい」をクリックして確定し、「保存」をクリックします。
抽出の削除
ビューポイントに対する参加者(読取り)アクセス権がもうない場合でも、作成した任意のプラ
イベート抽出を削除できます。パブリック抽出を削除するには、抽出内のディメンションに
対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
抽出を削除するには:

1. ディメンション・インスペクタの「抽出」タブから、削除する抽出の「アクション」列
で、「抽出」アクション・メニュー 、「削除」の順にクリックします。

2. 「はい」をクリックして確定し、「保存」をクリックします。

抽出の編集
抽出を作成した後、その抽出を編集して一般的な抽出設定を変更し、列を選択し、フォーマ
ット・オプションを変更できます。パブリック抽出の編集を可能にするには、ディメンショ
ンの所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
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抽出を編集するには:

1. 編集する抽出が含まれているアプリケーションを検査します。アプリケーション
の検査を参照してください。

2. 「ディメンション」タブから、抽出が含まれているディメンションをクリックし、
「抽出」タブを選択します。

3. 抽出インスペクタの「全般」タブで、「編集」をクリックして、任意の全般設定を
変更します:

• 抽出の名前および説明
• 統合のみ(パブリック抽出のみ): この抽出がシステム統合のみを目的としてい
ることを指定するには、このオプションを選択します。「統合のみ」抽出は「ビ
ューポイント抽出」レポートに表示されず、アプリケーション・ワークリスト
からのみ実行できます。

• 抽出を実行するビューまたはビューポイント。抽出を作成するディメンショ
ン内のアクティブなビューポイントのみ選択可能です。そのビューポイント
がアーカイブされている場合は、警告アイコンが表示されます。
マップ・バインド済ビューポイントでない場合、レガシー GLまたは参照クラ
ス・ノード・タイプを含むビューポイントは選択できません。

注意:

抽出のビューポイントを変更すると、次のことが発生する可能性があ
ります:

– 元のビューポイントにはあったが新しいビューポイントにはな
い列はすべて抽出から除去されます。

– 抽出フィルタを設定した場合、フィルタが無効になる場合があり
ます。たとえば、階層ビューポイントからリスト・ビューポイン
トに変更した場合、フィルタ内の関係レベルのプロパティ(親な
ど)が無効になります。

• 抽出で作成されるテキスト・ファイルのデフォルト・ファイル名。有効なテキ
スト形式(.csv、.txt、.tsvなど)を入力していることを確認します。

• 「Zip抽出」オプション。データを zip形式で抽出するには、チェック・ボック
スを選択します。次に、.zipで終わる zipファイル名を指定します。

ノート:

「Zipファイル名」フィールドは、「Zip抽出」を有効にした後にのみ
表示されます。変更を保存する前に、ファイル名の後に.zipファイ
ル拡張子を入力する必要があります。

4. パブリック抽出のみ: グローバル接続名および抽出の任意のパラメータを指定しま
す。指定するパラメータは接続タイプに固有です。グローバル接続の作成を参照
してください。
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ノート:

グローバル接続へのプライベート抽出は実行できません。グローバル接続への
抽出を実行するには、パブリックに移行する必要があります。抽出の作成、コ
ピー、上位への移動および削除を参照してください。

保存する前に接続をテストできます。「接続のテスト」ボタンは、グローバル接続を設定
し、必須パラメータを定義した場合のみ使用可能になります。グローバル接続の作成を参
照してください。

5. 増分抽出のみ: 「自」および「至」セクションで、抽出の開始および終了期間を指定しま
す。「自」と「至」の時間は同じにはできませんが、「自」時間は「至」時間より遅くでき
ます。その場合、アクション・コードは逆になります。たとえば、ノードが追加され、抽
出の「自」日付が「至」日付の後の場合、抽出にはそのノードの削除が含まれます。
• 現行: 抽出の実行時に現在の日時が使用されます。
• 指定済: 「タイムスタンプ」に、特定の日時を入力します。タイムスタンプは日付ピ
ッカーから選択するか、または日時を手動で編集できます。

• オフセット: 「現在までの日数」フィールドで、使用する現在日までの日数を指定し
ます。「時刻」に、オフセット日の時刻を指定します。

• 最終抽出以降: 最終抽出の日付が使用されます。このビューポイントに対して抽出が
実行されたことがない場合は、ビューポイントの作成日が使用されます。

ノート:

「自」と「至」日付では、「オプション」タブで指定されたタイム・ゾーンが使
用されます。抽出オプションの指定を参照してください。タイム・ゾーンが指
定されていない場合、デフォルトのタイム・ゾーンは UTCです。

6. 「保存」をクリックします。

抽出列の選択
抽出インスペクタの「列」タブでは、ディメンションについて抽出するプロパティと定数値
を選択できます。
抽出列を選択するには:

1. 「列」タブで「編集」をクリックします。
2. プロパティを抽出に追加するには、次のアクションを実行します:

a. 「プロパティの管理」をクリックします。
ビューポイントのプロパティが表示されます。

b. 抽出に追加するプロパティをクリックするか、または「すべて選択」をクリックして
使用可能なすべてのプロパティを追加します。
選択したプロパティはチェック・マークで示されます。プロパティを削除するには、
「X」をクリックします。
増分および世代抽出のみ: 選択したプロパティで、「+」をクリックしてプロパティを
抽出に再度追加します。各プロパティのインスタンスの数が示されます。
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プロパティを複数回追加し、「ソース・タイプ」フィールドを使用すると(次の
ステップ 5を参照)、たとえば、増分抽出で同じプロパティの「自」と「至」
の値に異なる列を設定したり、ノードとその祖先の同じプロパティの値に異な
る列を設定できます。
選択した列からプロパティのインスタンスを除去するには、「X」をクリックし
ます。
 

 

ヒント:

選択したプロパティは、クリックした順に抽出に追加されます。後で
アクションを並べ替える手間を省くため、ファイル内に並べる順序で
プロパティを選択します。

c. 「OK」をクリックします。
選択したプロパティが「列」ページに追加されます。

3. オプション: 「ヘッダー」で、プロパティの列ヘッダー名を編集します。

ノート:

列ヘッダー名は、抽出内のプロパティごとに一意である必要があります。

4. 特殊列を抽出に追加するには、「列の追加」をクリックし、追加する特殊列のタイ
プを選択し、列ヘッダー名を入力します:

表 26-2 特殊列の抽出

列タイプ 説明
アクション・コード(増分抽出のみ) プロパティに対して実行されたアクション。

「増分」タブで、アクション・コードのラベ
ルを指定できます。増分オプションの指定
を参照してください。
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表 26-2 (続き) 特殊列の抽出

列タイプ 説明
定数 ユーザー定義の定数値

ノート:

定数の値を「ソース値」に入力し
ます。

抽出実行 ID 実行されている抽出の一意の GUID(すべて
のレコードに対して複製)

抽出タイムスタンプ 抽出のタイムスタンプ(すべてのレコードに
対して複製)

反転レベル(全体抽出のみ)

ノート:

階層ビューポイントに対して実
行される抽出にのみ使用可能で
す。

階層セット内のノードのボトムアップ・レベ
ル
最下位レベルのノードはレベル 0であり、直
接の親はレベル 1のようになります。たと
えば、最上位ノードに 1つの子ノードがあ
り、その子ノードに 1つの子ノードがある階
層では、最下位ノード・レベルは 0、最上位
ノード・レベルは 2です。

レコード番号 最初のレコードに対して 1で開始する増分
番号

ユーザー名 抽出を実行しているユーザーの名前(すべて
のレコードに対して複製)

5. オプション(増分および世代抽出のみ): 「ソース・タイプ」で、プロパティの値の基準を
指定します:
増分:

• 自: 値はビューポイントの「自」バージョンに基づきます
• 至: 値はビューポイントの「至」バージョンに基づきます
• 結合: 値はビューポイントの「至」バージョンに基づきます(使用可能の場合)。そうで
ない場合、値はビューポイントの「自」バージョンに基づきます。

ノート:

Core.Nameプロパティに対する名前変更アクションの場合のみ、「結合」値
はビューポイントの「自」バージョンに基づきます。

世代:

• ノード: 列の値は抽出されているノードに基づきます
• 祖先: 列の値は抽出されているノードの祖先に基づきます
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ノート:

祖先列は、グループ化する必要があります。
6. オプション(全体抽出のみ): 「ピボット」チェック・ボックスを選択して、抽出フ
ァイルでピボットするプロパティを指定します。これにより、ピボットされるプロ
パティのすべての値(nullまたは空の値を含む)に対して、抽出ファイルに個別に行
が作成されます。抽出では 1つのプロパティのみピボットできます。

ノート:

リストまたは文字列データ型のプロパティをピボット列として指定でき
ます。文字列データ型の場合は、「オプション」タブでピボット区切り文
字を指定します。抽出オプションの指定を参照してください。

7. オプション(全体抽出のみ): 「キー」チェック・ボックスを選択して、列を主キー
列として指定します。主キー列としてマークされた列では、キー値の一意のインス
タンスごとに 1行のデータが出力されます。主キー列の重複したインスタンスは、
抽出出力から抑制されます。
複数の列を主キー列として指定できます。重複は、キー列の値の組合せに基づいて
判断されます。

ノート:

「ピボット」と「キー」オプションの両方を使用する場合:

• 最初にピボット操作が実行され、次に主キー値の重複行が抽出からフ
ィルタで除外されます。

• ピボットする列は主キー列でもある必要があります。そうしないと、
ピボットするプロパティの最初のレコードのみ抽出されます。

8. オプション(増分抽出のみ): 次のように、「比較」列および「出力」列を使用して、
このノードのレコードを含める必要があるかどうかを決定するためにプロパティ
列で比較ロジックを使用するかどうか、およびその列を出力する必要があるかどう
かを決定します:

• 「比較」を使用して、プロパティの「自」と「至」の値の間に差異がある場合
にレコードが生成されるかどうかを決定します。

• 「出力」を使用して、このノードのレコードが生成された場合にその列を出力
に含めるかどうかを決定します。

比較設定 出力設定 抽出動作
有効 有効 (デフォルトの動作)プロパティが比較さ

れ、プロパティ値の「自」バージョンと
「至」バージョンの間でプロパティに差異
がある場合は、ノードのレコードが生成
され、その列が抽出に含められます。
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比較設定 出力設定 抽出動作
使用不可 有効 プロパティは比較されません。プロパテ

ィ値の「自」バージョンと「至」バージ
ョンの間でプロパティに差異があると、
レコードは生成されません。ただし、比
較される他のプロパティに差異があるた
めにこのノードのレコードが生成された
場合は、この列も抽出に含められます。

有効 使用不可 プロパティが比較され、プロパティ値の
「自」バージョンと「至」バージョンの間
でプロパティに差異がある場合は、この
ノードのレコードが生成されます。ただ
し、その列は抽出に含められません。

使用不可 使用不可 プロパティは比較されず、抽出に含めら
れません。

ノート:

これらの設定は、増分オプションで「プロパティの更新の処理」を有効にした
場合にのみ適用されます。増分オプションの指定を参照してください。

9. 列を除去するには、次のアクションを実行します:

• 「すべて除去」をクリックして、抽出からすべての列を除去します。
• 個々の列を除去するには、除去するプロパティまたは定数の「アクション」列で 
をクリックし、次に「除去」を選択します

• 「プロパティの管理」から、選択したプロパティで「X」をクリックし、抽出から除去
します。

10. 列を並べ替えるには、次のアクションを実行します:

• 移動するプロパティまたは定数列の行をドラッグ・アンド・ドロップします
• 移動するプロパティまたは定数の「アクション」列で、 をクリックし、いずれかの
移動アクションを選択します。

11.「保存」をクリックします。

増分オプションの指定
抽出インスペクタの「増分」タブでは、抽出する必要があるアクションや、名前変更、移動
および更新を組み合せるかどうかなど、抽出の増分オプションを指定できます。このタブは、
抽出の種類が「増分」の場合にのみ表示されます。
増分オプションを指定するには:

1. 抽出インスペクタの「増分」タブで、「編集」をクリックします。
2. 各アクション・タイプで、アクションを処理するチェック・ボックスを選択し、オプショ
ンで、抽出でそのアクションに対して出力するアクション・コードを指定します。デフォ
ルトでは、すべてのアクションは増分抽出で処理されます。次の表に、各アクションのデ
フォルトのアクション・コードを示します。
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アクション デフォルトのアクション・コード
追加の処理
ノート: 「移動の処理」を有効にしていない
場合、デフォルトでは、移動操作の結果の構
造的な変更は「追加」および「削除」として
出力されます(それらのオプションが有効に
なっている場合)。移動の結果発生した追加
および削除操作を出力ファイル内に入れな
い場合、「追加と削除から移動を除外」オプ
ションを有効にします。次のステップ 4を
参照してください。

Add

削除の処理
ノート: 「移動の処理」を有効にしていない
場合、デフォルトでは、移動操作の結果の構
造的な変更は「追加」および「削除」として
出力されます(それらのオプションが有効に
なっている場合)。移動の結果発生した追加
および削除操作を出力ファイル内に入れな
い場合、「追加と削除から移動を除外」オプ
ションを有効にします。次のステップ 4を
参照してください。

Delete

移動の処理 Move
名前変更の処理

Note:

増分抽出期間中にリセット・イン
ポートが実行された場合、プロパ
ティの「自」および「至」バージ
ョンは決定できません。

Rename

プロパティ更新の処理

Note:

「欠落プロパティのスキップ」を
有効にして、更新時にビューポイ
ントの「自」および「至」バージ
ョンの両方にプロパティが存在
しない場合に、抽出に含めないこ
とを指定します。

Prop_Update

3. 「名前変更、移動および更新の結合」を有効にして、プロパティに複数のアクショ
ンが実行された場合に、抽出では最も優先度の高いアクション・コードを使用して
単一出力レコードに結合されるように指定します。アクション・コードの優先度の
順序は、名前変更、移動、更新の順です。
たとえば、プロパティが新しい親の下に移動されてその説明も更新された場合、こ
の設定が有効な場合は、抽出ファイルに 2つのレコード(1つは移動、もう 1つは
更新)が含まれるのではなく、「移動」のアクション・コードを使用して 1レコード
のみが抽出に含まれます。
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4. 「追加と削除から移動を除外」を有効にして、追加および削除が処理されるときに移動を
処理せずに移動アクションを除外します。デフォルトでは、「追加」または「削除」の処
理を選択して「移動」を選択していない場合、移動操作の結果の構造的な変更は「追加」
および「削除」として抽出ファイルに出力されます(それらのオプションが有効になって
いる場合)。このオプションを選択した場合、移動の結果の構造的な変更は抽出ファイル
に出力されません。
このオプションについて、次の点に注意してください:

• 追加または削除(あるいはその両方)の処理を選択したが、移動は選択しなかった場合、
デフォルトではこのオプションは選択されず、移動の結果の構造的な変更は、追加お
よび削除として抽出ファイルに表示されます。オプションを選択して、移動が追加お
よび削除処理として抽出ファイルに出力されないようにすることができます。

• 追加または削除(あるいはその両方)の処理を選択し、移動も選択した場合、このオプ
ションは自動的に選択され、変更できません。

• 追加および削除の両方の処理を選択しなかった場合、このオプションは表示されませ
ん。

世代オプションの指定
抽出インスペクタの「世代」タブでは、最大深さや祖先の列順序およびバランス入力オプシ
ョンなど、抽出の世代オプションを指定できます。このタブは、抽出の種類が「世代」の場
合にのみ表示されます。
世代オプションを指定するには:

1. 抽出インスペクタの「世代」タブで、「編集」をクリックします。
2. 「最大深さ」に、整数(0または 2から 99)を入力して、抽出に祖先情報のために生成する
列数を定義します。
• 2から 99の値により、バランスがとれた抽出になり、すべてのレコードが同じ数の
繰り返される祖先列を持ちます(祖先に作成される列数は、最大深さから 1を引いて
指定されます)。

• 0の値により、各レコードが異なる列数を持つ可能性があるため、抽出の列およびヘ
ッダーのバランスがくずれます。

• 1の値は、抽出に祖先情報を含まないため、入力できません。

Note:

祖先ノードの実際の深さが、指定した最大深さより大きい場合、その祖先ノー
ドは抽出でスキップされます。これを防ぐには、最大深さを拡張するか、抽出
の「オプション」タブで祖先フィルタを使用して祖先のリストをフィルタしま
す。抽出オプションの指定を参照してください。

3. 「バランス入力オプション」で、指定した最大深さレベルより少ない祖先を持つレコード
を祖先列に配置するための値を選択します。
• なし: 存在しないレベルの祖先列には、抽出オプションの「Nullキーワード」値が充
てんされます。抽出オプションの指定を参照してください。

• 親の繰返し: 存在しないレベルの祖先列には、抽出されている現在のノードの親ノー
ドからの値が充てんされます。

第 26章
抽出の操作

26-39



• ノードの繰返し: 存在しないレベルの祖先列には、抽出されているノードから
の値が充てんされます。

• 最上位ノードの繰返し: 最上位レベルの祖先列には、最上位ノードからの値が
移入され、残りのレベルは、最後の祖先レベルが最下位レベルになるように押
し下げられます。

たとえば、最上位ノードが A、Aの子が B、Bの子が C、最下位レベル・ノードが
111の階層があり、最大深さが 5であるとします。次の表は、各「バランス入力オ
プション」設定がどのように表示されるかを表しています:

バランス入力
オプション

1列目 2列目 3列目 4列目 5列目

なし A B C 111
親の繰返し A B C C 111
ノードの繰返
し

A B C 111 111

最上位ノード
の繰返し

A A B C 111

4. 「祖先列の順序」で、抽出の祖先列の順序を指定します(「増加」または「減少」)。
たとえば、階層がレベル 1からレベル 10まである場合、「増加」はレベル 1 (階層
の最上位)から開始して下に移動し、「減少」はレベル 10 (最下位レベル)から開始
して上に移動します。

抽出オプションの指定
抽出インスペクタの「オプション」タブでは、ファイルやデータのフォーマットなど、
抽出ファイルを作成するためのオプションを指定できます。
抽出オプションを指定するには:

1. 抽出インスペクタの「オプション」タブで、「編集」をクリックします。
2. オプション: フィルタ・パラメータを定義します。

• ノード・フィルタ: 「式の定義」 をクリックして式ビルダーを開き、抽出
するノードを選択するための式を定義します。式はブール値を返す必要があ
り、フィルタ式が trueのノードのみ抽出に含まれます。式を使用したカスタ
ム・ビジネス・ロジックの定義を参照してください

ノート:

世代抽出の場合、ノード・フィルタは祖先に適用されません。

• 祖先フィルタ(世代抽出のみ): 「式の定義」 をクリックして式ビルダーを開
き、抽出する祖先ノードをフィルタするための式を定義します。フィルタ式が
trueの祖先ノードのみが抽出に含まれます。これによって世代抽出のレベル
を少なくして、階層のレベルが多すぎる場合に少ない深さでバランスがとれる
ようにすることができます。式を使用したカスタム・ビジネス・ロジックの定
義を参照してください
オプション: 「X」をクリックしてノードまたは祖先式フィルタを除去します。
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• フィルタ・ロジック(増分抽出のみ): フィルタ・ロジックを包含フィルタ(つまり、フ
ィルタに一致するノードのみを抽出に含める)または除外フィルタ(フィルタに一致す
るノードを抽出から除外する)のどちらとして使用するかを選択します。

• 親の再接続: 抽出で親を再接続するかどうかを選択します。抽出での親の再接続を参
照してください。

ノート:

世代抽出の場合、「親の再接続」は常に有効になっており、変更できません。

• 暗黙共有ノードの除外(階層ビューポイントからの抽出でのみ使用可能): 階層内の異
なる場所にある同じ親の下ですでに処理されたノードを除外するかどうかを選択し
ます。共有ノードの理解を参照してください。

ヒント:

祖先、継承値または位置指定ロジックを使用するデフォルトの派生値などの
位置情報を抽出している場合は、暗黙共有ノードの除外の回避が必要になる
ことがあります。

3. ファイル・フォーマット・オプションを定義します:

表 26-3 ファイル・フォーマット・オプション

フィールド 説明 例
区切り文字 テキスト文字列を区切る文

字。値を選択するか、また
は「その他」を選択して区
切り文字を入力します。区
切り文字として複数の文字
を入力できます。

カンマ

改行スタイル 次の行に進む文字 CR+LF (Windows)

CRのみ(Mac)

LFのみ(Linux)
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表 26-3 (続き) ファイル・フォーマット・オプション

フィールド 説明 例
引用符列 引用符文字が必要な列:

• なし
• すべての列
• 値ごとに必要に応じて:

(デフォルト)次のよう
な特殊文字を含む列に
引用符文字を追加しま
す:
– 区切り文字
– 引用符文字
– 改行文字

ノート:

引用オプション
は、カスタム・
ヘッダーおよび
フッターに適用
されません。

なし

引用符文字 引用符列を示すのに使用さ
れる文字

一重引用符
Nullキーワード ファイル内の null値を置

き換えるキーワード
空白

定義済の空文字列キ
ーワード

ファイル内の定義済の空の
値を置き換えるキーワード

データなし
ピボット区切り文字 文字列データ型のプロパテ

ィの場合のみ、ピボットす
る文字列を区切る文字。値
を選択するか、または「そ
の他」を選択して区切り文
字を入力します。区切り文
字として複数の文字を入力
できます。

カンマ

列ヘッダー・レコード
を含める

ファイルの始まりにヘッダ
ー・レコードを含めるイン
ジケータ

選択済
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表 26-3 (続き) ファイル・フォーマット・オプション

フィールド 説明 例
カスタム・ヘッダーを
含める

選択してカスタム・ヘッダ
ー・レコードを含めます
選択した場合は、含めるカ
スタム・ヘッダーを入力し
ます。カスタム・ヘッダー
には代替パラメータを挿入
できます。後続のカスタム・ヘッダーおよびフッターでの代替パラメータの使用を参照してください。
生成された列ヘッダー・レ
コードも使用している場合
は、生成された列ヘッダー
の前または後にカスタム・
ヘッダーを配置するかどう
かを指定します。

BOF (ファイルの始まりインジケータ)

カスタム・フッターを
含める

選択してカスタム・フッタ
ー・レコードを含めます
選択した場合は、含めるカ
スタム・フッターを入力し
ます。カスタム・フッター
には代替パラメータを挿入
できます。後続のカスタム・ヘッダーおよびフッターでの代替パラメータの使用を参照してください。

EOF (ファイルの終わりインジケータ)

4. データ・フォーマット・オプションを定義します:

表 26-4 データ・フォーマット・オプション

フィールド 説明 例
負数の符号 負の値を示す文字 カッコ
3桁ごとの区切り文字 数値を 3桁ごとに区切る

文字
カンマ
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表 26-4 (続き) データ・フォーマット・オプション

フィールド 説明 例
小数点 数値の小数を区切る文字

ノート:

両方の区切り
文字に同じ文
字は使用でき
ません。一方
の区切り文字
に選択した文
字は、もう一方
の区切り文字
のドロップダ
ウン・メニュー
から除去され
ます。

ドット

ブール値 抽出するのがブール・プロ
パティの実際の値か、表示
される値か、または指定し
た値かを指定します。

ノート:

「指定済」を選択
した場合は、
Trueおよび
Falseを表す値
を入力します。
いずれかのオ
プションに空
白値を入力で
きます。

指定済
• Trueの値を指定:

IC_INTERCOMPANY_YES
• Falseの値を指定:

許容値プロパティ 抽出するのが許容値プロ
パティの実際の値か、また
は表示される値かを指定
します。

表示

タイム・ゾーン 抽出のタイムゾーン UTC
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表 26-4 (続き) データ・フォーマット・オプション

フィールド 説明 例
日付フォーマット ドロップダウン・メニュー

から日付フォーマットを
選択するか、または「指定
済」を選択して日付フォー
マットを入力します。

ノート:

日付と時刻の
フォーマット
用記号を参照
してください。

MM/dd/yyyy

時間フォーマット ドロップダウン・メニュー
から時間フォーマットを
選択するか、または「指定
済」を選択して時間フォー
マットを入力します。

ノート:

「日付/時間の
例」フィールド
には、選択また
は指定する日
付と時間のフ
ォーマットが
表示されます。

HH:mm:ss

5. 「保存」をクリックします。

ノート:

「タイム・ゾーン」、「日付フォーマット」および「時間フォーマット」は、抽出レベ
ルで保存されます。これは、実行するユーザーのロケールに関係なく、抽出の時間
ゾーンおよびフォーマットが常に同じであることを意味します。

カスタム・ヘッダーおよびフッターでの代替パラメータの使用
カスタム・ヘッダーおよびフッターには代替パラメータを入力できます。抽出を実行すると、
パラメータの値が抽出に挿入されます。たとえば、カスタム・フッターに<%Date%>を入力し、
抽出を実行すると、抽出が実行された日付がフッターに挿入されます。
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ヒント:

代替パラメータでは大文字と小文字が区別されません。

次の代替パラメータを使用できます:

• <%Date%>: タイム・ゾーンとフォーマットの抽出設定に基づいて、抽出が実行され
た日付を返します。タイム・ゾーンが設定されていない場合は、UTCが使用され
ます。

• <%Time%>: タイム・ゾーンとフォーマットの抽出設定に基づいて、抽出が実行され
た時刻を返します。タイム・ゾーンが設定されていない場合は、UTCが使用され
ます。

• <%Timestamp%>: タイム・ゾーンとフォーマットの抽出設定に基づいて、抽出が実
行された日付と時刻の組合せを返します。

• <%Username%>: 抽出を実行するユーザー名を返します。
• <%UserFirstName%>: 抽出を実行するユーザーの名を返します。
• <%UserLastName%>: 抽出を実行するユーザーの姓を返します。
• <%UserEmail%>: 抽出を実行するユーザーの電子メール・アドレスを返します。
• <%ExtractName%>: 抽出の名前を返します。
• <%FileName%>: 抽出ファイルの名前を返します。
• <%RecordCount%>: 抽出されたレコード数を返します。このカウントでは、ヘッダ
ー行とフッター行はレコード数から除外されますが、最後に使用されたレコード数
と一致するようにピボットされた行は含まれます。

ノート:

このパラメータはカスタム・フッター行でのみ使用できます。カスタム・
ヘッダーにレコード数を挿入することはできません。

• <%AppVersion%>: Oracle Enterprise Data Management Cloudのリリース番号を返
します(例: "Oracle EDM Cloudリリース 22.09")。

抽出での親の再接続
階層ビューポイントの場合のみ、抽出で親ノードをフィルタで除外すると、「親の再接
続」オプションでは、子ノードの親プロパティに対する値が、最も近いフィルタされ
ていない祖先に変更されます。
「親の再接続」オプションは、抽出のビューポイントが階層で、抽出フィルタが作成さ
れている場合のみ使用可能です。抽出オプションの指定を参照してください。
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Caution:

「親の再接続」オプションにより、抽出された親値が変更されますが、位置情報(親、
祖先、場所、その他の関係レベル・プロパティ)を使用する関係レベル・プロパテ
ィ、継承値または派生デフォルト値など、その他の位置情報は再計算されません。
親プロパティのみが変更されるため、その他の位置プロパティ(たとえば、レベル)
は整合性がなくなる可能性があります。

ノードの次の階層を考えてみます:
 

 

階層には、次の親関係プロパティがあります:

親 ノード
10000

10000 11000
11000 11100
11100 11110
11000 11200
11200 11210
11210 11211

抽出でノード 11000および 11200をフィルタで除外し、「親の再接続」オプションを有効に
しない場合、11000および 11200ノードは抽出されませんが、抽出されたノードの親の値は
変更されません。したがって、たとえば、ノード 11100の親はノード 11000のままです。
Table 26-5    親の再接続無効

親 ノード
10000

11000 11100
11100 11110
11200 11210
11210 11211
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「親の再接続」を有効にすると、抽出されたノードの親プロパティの値は、抽出に含ま
れる次の最も近い祖先ノードに変更されます。たとえば、ノード 11100の親はノード
10000になります。
Table 26-6    親の再接続有効

親 ノード
10000

10000 11100
11100 11110
10000 11210
11210 11211

抽出の実行
権限に応じて、ファイルまたはグローバル接続へのパブリックおよびプライベート抽
出を実行できます。
抽出の実行に関する考慮事項
• 抽出におけるノードおよび階層関係のソート順は、階層セットのグループ化および
ソート・オプションに基づきます。階層セットの作成を参照してください。

• 抽出は、「アクティブ」ステータスのディメンションでのみ実行できます。
• 抽出のビューポイントがアーカイブされている場合は、警告アイコンが表示されま
す。アーカイブ済ビューポイントに対しては抽出を実行できません。

プライベート抽出
考慮事項
• プライベート抽出を実行するには、ビューへのアクセス権と、ビューポイントに対
する参加者(読取り)権限以上が必要です。

• 「ビューポイント抽出」レポートからプライベート抽出を実行し、ファイルにのみ
実行できます。

プライベート抽出を実行するには:

1. 「ビューポイント抽出」レポートで、「ファイルへの抽出の実行」 をクリック
し、ファイル名を入力して(またはデフォルトを受け入れて)、「実行」をクリック
します。抽出レポートを参照してください。

2. オプション(増分抽出のみ): 抽出のデフォルトの「自」と「至」の日付を変更し、
「実行」をクリックします。

ノート:

これにより、現在の増分抽出の「自」と「至」の日付のみがオーバーラ
イドされます。抽出自体のデフォルト値は変更されません。オーバーラ
イドの除去 をクリックして、抽出から元の値を復元します。
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パブリック抽出
考慮事項
• パブリック抽出を実行するには、ディメンションに対するデータ・マネージャ権限以上が
必要です。

• 「アプリケーション」リスト、「ビューポイント抽出」レポート、REST APIまたは EPM
自動化からパブリック抽出を実行できます。

• ファイルまたはグローバル接続へのパブリック抽出を実行できます。
「アプリケーション」リストからパブリック抽出を実行するには:

1. 「アプリケーション」から、「アクション」列で をクリックし、「抽出」を選択します。

2. 「抽出」で、実行するディメンション( で示される)の抽出( で示される)を選択しま
す。
ボタンをクリックすると、各ディメンションの抽出が非表示または表示されます。

ノート:

抽出が最後に実行された日時が各抽出の下に表示されます。
3. 「ターゲットの抽出」で、次のいずれかのオプションを選択します:

• 接続: 抽出定義に指定されたグローバル接続への抽出を実行します。(抽出に対して
グローバル接続が定義されている場合のみ使用可能)。

• ファイル: テキスト・ファイルへの抽出を実行します。抽出先のテキスト・ファイル
の名前を編集できます。

4. オプション(増分抽出のみ): 抽出のデフォルトの「自」と「至」の日付を変更します。

ノート:

これにより、現在の増分抽出のデフォルトの「自」と「至」の日付のみがオー
バーライドされます。抽出自体のデフォルト値は変更されません。オーバーラ
イドの除去 をクリックして、抽出から元の値を復元します。

5. オプション: 抽出、ディメンション、またはビューとビューポイントをクリックして、こ
れらのオブジェクトを検査または編集します。

6. 「抽出の実行」をクリックします。
ページ上部にステータス・メッセージが表示されます。

EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
extractDimensionを参照)、REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud Serviceの
REST APIのディメンション・ビューポイントの抽出を参照)、またはタスク・マネージャ
(Financial Consolidation and Closeの管理の EPM Cloudの自動化統合を参照)を使用して、抽
出を実行することもできます。
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抽出履歴の確認
パブリック抽出の履歴のみを表示できます。プライベート抽出の履歴は表示できませ
ん。
「抽出」画面で、「履歴」セクションを確認して、このディメンションについて実行さ
れた最新の抽出の日時を調べます。デフォルトでは、最近の 5つが表示されます。「最
新の表示」フィールドで、表示する抽出の数(最大 50)を調整できます。 をクリッ
クすると表が更新されます。
抽出が抽出パッケージの一部として実行された場合は、パッケージの名前が表示され
ます。
「アクション」列で、「ファイルにダウンロード」 をクリックして、抽出ファイルを
サーバーからダウンロードします。これは、時間のかかる抽出中にブラウザがタイム
アウトする場合や、抽出結果を以前の抽出ファイルと比較するために役立つことがあ
ります。ダウンロードできるのは、ファイルに対して実行された抽出ファイルのみで
す。グローバル接続に対して抽出が実行された場合、「抽出」画面からダウンロードす
ることはできません。
ファイルがサーバーで使用できなくなっている場合、メッセージが表示されます。

ノート:

REST APIから実行された抽出は、「抽出」画面からダウンロードできませ
ん。EPM自動化または REST APIを使用して、それらの抽出ファイルをステ
ージング領域からダウンロードします。Oracle Enterprise Data
Management Cloud REST APIのステージング領域からのファイルのダウン
ロードを参照してください。

 

 

抽出パッケージの操作
抽出パッケージを使用すると、単一の操作で 1つのアプリケーションからの複数の抽
出を実行できます。抽出パッケージを実行すると、パッケージ内の各抽出が実行され、
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それらの個々の結果が単一の zipファイルに追加されます。オプションで、抽出の一部または
すべてを単一の出力テキスト・ファイルに結合できます。
ユースケースの例
• 複数の抽出を単一のファイルに結合する機能を使用すると、セクション・ファイル(Oracle

Hyperion Financial Managementの.APPファイルや Oracle Data Relationship
Managementのインポート・ファイルに使用されるものなど)を作成できます。

• さらに、パッケージに含まれるすべての抽出を結合する必要はないため、すべての階層フ
ァイルからの関係を結合した単一の出力テキスト・ファイルと、すべてのノード・レベ
ル・プロパティのリスト・ファイルである別個の出力テキスト・ファイルを含む、単一の
zipファイルを作成する抽出パッケージを作成できます。

考慮事項
• 個々の抽出はディメンション・レベルですが、抽出パッケージはアプリケーション・レベ
ルです。このことは、アプリケーションの複数のディメンションからの抽出を含む抽出パ
ッケージを作成できることを意味します。

• 抽出パッケージを他の抽出パッケージに含めることはできません。
• グローバル接続またはファイルへの抽出パッケージを実行できます。パッケージに含ま
れている抽出が 1つのみであっても、出力は常に zipされます。

結合された抽出ファイルに関するベスト・プラクティス
複数の抽出を単一の出力テキスト・ファイルに結合するときには、次のベスト・プラクティ
スを考慮してください:

• 抽出パッケージで単一の出力ファイルに結合される個別の抽出では、それぞれ、同じファ
イルおよびデータ・フォーマット・オプション(区切り文字、改行スタイル、日時フォー
マットなど。抽出オプションの指定を参照)を使用する必要があります。

• 結合されたファイル内に複数の抽出からの単一のセクションを作成する場合は、それぞれ
の抽出で同じ列を抽出対象に選択する必要があります(抽出列の選択を参照)。

• 出力ファイルの意図に適した抽出パッケージ・ヘッダーおよびフッター・オプションを使
用してください(抽出パッケージの作成、編集、コピーおよび削除を参照)。たとえば、関
係情報を含む 1つの抽出とノード情報を含む別の抽出を持つセクション・ファイルを作成
する場合は、それぞれの抽出で個別の抽出ヘッダー情報を保持できます。ただし、結合さ
れた関係ファイルに 3つの抽出を含める場合は、最初の抽出でのみヘッダー情報を保持し
(他の 2つの抽出ではヘッダー情報を除外する)、最後の抽出ファイルでフッターを保持す
ることをお薦めします。

抽出パッケージの作成、編集、コピーおよび削除
アプリケーション・インスペクタの「抽出パッケージ」タブから抽出パッケージを作成しま
す。
抽出パッケージの作成
アプリケーションの抽出パッケージを作成するには、そのアプリケーションの少なくとも 1
つのディメンションに対する「所有者」または「メタデータ・マネージャ」権限を持ってい
る必要があります。
1. 抽出パッケージを作成するアプリケーションを検査します。アプリケーションの検査を
参照してください。
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2. 「抽出パッケージ」タブで、「作成」をクリックします。
3. 抽出パッケージの名前と、オプションで説明を入力し、「作成」をクリックします。
抽出パッケージがインスペクタに表示されます。

抽出パッケージの編集
抽出パッケージを編集するには、そのパッケージのすべてのディメンションに対する「所有者」または「メタデータ・マネージャ」権限を持っている必要があります。
抽出パッケージを作成したら、それを編集して名前または説明を変更し、パッケージ
に含める抽出、接続情報、抽出の結合オプションなど、抽出パッケージの詳細を指定
します。
1. 「全般」タブで、「編集」をクリックし、次の「サマリー」設定を変更します:

• 抽出パッケージの名前または説明
• Zipファイル名(.ZIPファイル拡張子を含める必要があります)。

2. 「接続」で、グローバル接続の名前とその接続のパラメータを指定します。指定す
るパラメータは接続タイプに固有です。
保存する前に接続をテストできます。「接続のテスト」ボタンは、グローバル接続
を設定し、必須パラメータを定義した場合のみ使用可能になります。グローバル接
続の作成を参照してください。

Note:

抽出パッケージを作成しているアプリケーションによって、グローバル
接続がサポートされている必要があります。

3. パッケージに含まれている 1つ以上の抽出を単一の出力ファイルに結合する場合
は、「抽出の結合」を選択します。結合する抽出は、「抽出」タブで選択します。

Note:

このオプションを選択しても、パッケージに含まれているすべての抽出
が自動的にまとめて結合されるわけではありません。「抽出」タブの「抽
出の結合」チェック・ボックスを使用して、結合する抽出を指定してく
ださい。

「抽出の結合」を選択した後、結合されたファイルの名前と、オプションでヘッダ
ーおよびフッターを指定します。

4. 「抽出」タブで、「追加」をクリックし、パッケージに追加する抽出を選択します。「所有者」または「メタデータ・マネージャ」権限を持っているアプリケーション
のディメンションのパブリック抽出を選択できます。

Note:

抽出のビューポイントがアーカイブされている場合は、警告アイコンが
表示されます。アーカイブされたビューポイントを使用する抽出が含ま
れている抽出パッケージを保存することはできません。
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5. 単一の出力ファイルに結合するそれぞれの抽出について、「抽出の結合」を選択します。
抽出は、インスペクタにリストされている順序でファイルに出力されます。

Note:

このオプションは、「全般」タブで「抽出の結合」を選択した場合にのみ使用可
能です。

• パッケージ内で抽出を並べ替えるには: 「アクション」 をクリックし、並替えオプ
ションを使用します。

• パッケージから抽出を除去するには: 「アクション」 をクリックし、「除去」を選択
します。

6. オプション: 「抽出の結合」を選択した後、結合されたファイルの前に表示する「パッケ
ージ抽出ヘッダー」を入力し、「元の抽出ヘッダーの除外」および「元の抽出フッターの
除外」オプションを使用して元の抽出の列またはカスタム・ヘッダーおよびカスタム・フ
ッターを除外します。

7. 「保存」をクリックします。
抽出パッケージのコピー
抽出パッケージをコピーするには、そのパッケージのすべてのディメンションに対する「所有者」または「メタデータ・マネージャ」権限を持っている必要があります。
抽出パッケージをコピーするには:

1. アプリケーション・インスペクタの「抽出パッケージ」タブで、コピーする抽出パッケー
ジの「アクション」列にある「アクション」 をクリックし、「コピー」を選択します。

2. コピーされた抽出パッケージの名前を入力し、「コピー」をクリックします。
3. オプション: 抽出パッケージを編集して、パッケージに含める抽出、接続情報、抽出の結
合オプションなど、抽出パッケージの詳細を指定します。抽出パッケージの編集を参照し
てください。

抽出パッケージの削除
抽出パッケージを削除するには、そのパッケージのすべてのディメンションに対する「所有者」または「メタデータ・マネージャ」権限を持っている必要があります。

Note:

抽出パッケージを削除しても、そのパッケージに含まれていた個々の抽出は削除さ
れません。

抽出パッケージを削除するには、アプリケーション・インスペクタの「抽出パッケージ」タ
ブで、削除する抽出パッケージの「アクション」列にある「アクション」 をクリックし、
「削除」を選択します。
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抽出パッケージの実行
ファイルまたはグローバル接続への抽出パッケージを実行できます。
考慮事項
• 抽出パッケージを実行するには、それに含まれているすべての抽出のすべてのディ
メンションに対する「所有者」または「データ・マネージャ」権限を持っている必
要があります。

• 抽出パッケージを実行するには、そのパッケージに含まれているすべての抽出のす
べてのディメンションが「アクティブ」ステータスである必要があります。

• パッケージに含まれている抽出のいずれかが失敗した場合は、パッケージ全体の抽
出が失敗し、パッケージに含まれているいずれの抽出も実行されません。

• 「最終抽出以降」オプションを使用する増分抽出については(抽出の編集を参照)、
抽出が実行されたコンテキスト(個別の抽出として実行されたか、特定の抽出パッ
ケージの一部として実行されたか)が考慮されます:

– 抽出が(抽出パッケージの一部としてではなく)個別の抽出として実行される場
合、「最終抽出以降」パラメータでは、抽出が個別の抽出として最後に実行さ
れた時間が使用されます。

– 抽出が抽出パッケージの一部として実行される場合、「最終抽出以降」パラメ
ータでは、抽出がその特定の抽出パッケージの一部として最後に実行された時
間が使用されます。それぞれの抽出パッケージで別個の「最終抽出以降」の値
が保持されます。つまり、抽出をパッケージ Aの一部として実行した後、抽出
をパッケージ Bの一部として実行した場合、パッケージ Bの抽出は、パッケ
ージ Aの一部として実行したときからではなく、パッケージ Bの一部として
最後に実行した時点に戻ります。

– 以前の抽出が特定のコンテキストに見つからない場合は(抽出が特定の抽出パ
ッケージで初めて実行された場合など)、ビューポイントの作成日が使用され
ます。

抽出パッケージを実行するには:

1. 「アプリケーション」から、「アクション」列で をクリックし、「抽出」を選択し
ます。

2. 「抽出」ページで、「抽出パッケージ」タブを選択します。
3. 実行する抽出パッケージを選択します。
4. 「設定」で、オプションを選択します:

• 接続: 抽出パッケージ定義に指定されたグローバル接続への抽出パッケージを
実行します。(抽出パッケージに対してグローバル接続が定義されている場合
のみ使用可能)。

• ファイル: テキスト・ファイルへの抽出パッケージを実行します。抽出先のテ
キスト・ファイルの名前を編集できます。

5. オプション: 抽出パッケージ名をクリックして検査または編集します。
6. 「パッケージの実行」をクリックします。
ページ上部にステータス・メッセージが表示されます。
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抽出パッケージの履歴の確認
「抽出パッケージ」画面で、「履歴」セクションを確認して、このアプリケーションについて
実行された最新の抽出パッケージの日時を調べます。デフォルトでは、最近の 5つが表示さ
れます。「最新の表示」フィールドで、表示する抽出パッケージの数(最大 50)を調整できま
す。 をクリックすると表が更新されます。
抽出パッケージの履歴行を展開して、そのパッケージの一部として実行された抽出とともに、
それぞれの抽出の期間、ステータス、抽出されたレコード数を表示できます。

ビューポイント・ロードの操作
ビューポイント・ロードを使用すると、未バインド、バインド済または一部バインド済のビ
ューポイントにデータをロードできます。バインド済と未バインドの両方のプロパティをロ
ードできます。カンマ区切り(CSV)または Excelファイル、および CSVまたは Excelファイ
ルが含まれた ZIPファイルを使用して、ビューポイントにデータをロードします。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ビューポイント・ロードを使用してデータをビュ
ーポイントにロードする方法についてさらに学習
します。

 ビューポイント・ロードの操作

ビューポイント・ロードには主なモードが 2つあります:

• マージ: 要求システムを使用して変更をマージする場合に使用します
• 置換: ビューポイントのデータをロード・ファイルのデータと置換する場合に使用します。

Caution:

「マージ」または「置換」モードでビューポイント・ロードを実行するとき、ロー
ド・ファイルに次のものが含まれていることを確認してください:

• ロードされているビューポイントのデータの完全なセット。
• 次の例外を除く、ロードされているビューポイントと同じ最上位ノード:

– 空の階層セットへの初期ロードの場合、ロード・ファイルからの最上位ノー
ドがビューポイントに追加されます。

– 階層セットが単独のノード・セットによって参照されるビューポイントへの
ロードの場合、ビューポイントの最上位ノードは、ロード・ファイルの最上
位ノードに基づいて追加および除去されます。

ビューポイント・ロードを使用して、代替ビューポイントを作成してそれをロードすること
によって、データのサブセットをインポートすることもできます。ロードは代替ビューポイ
ント内の関係を調整し、代替ビューポイントに含まれない階層セット内の関係をそのままに
します。代替ビューポイントおよび主なビューポイントの両方にある共通の関係は、影響を
受ける可能性があります。
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ビューポイント・ロードを使用するユースケースとして、次のようなものが考えられ
ます:

• 階層セット内の複数の最上位ノードの 1つのみでメンテナンス・ビューポイントを
作成し、それにロードすることにより、その最上位ノードのみを更新。たとえば、
Analytics、Marketingおよび Financeを最上位ノードとして持つ Employees by
Department階層で、Financeのみを最上位ノードとして持つメンテナンス・ビュ
ーポイントを作成し、その部門に関する変更のみをロードできます。

• ある分岐から下の階層のサブセットの更新。たとえば、Geographic階層で、
Georgiaを最上位ノードとして持つメンテナンス・ビューポイントを作成し、
Georgiaから下の変更をロードできます。

• 未バインド・プロパティ(ディメンション・バインディングに含まれているもの以
外のプロパティ)を持つノードの追加および更新。バインディングおよびバインド
されたデータ・オブジェクトの理解を参照してください。

• 要求アイテム制限を超えるノードのバルク更新。

Note:

ロードされているビューポイントのすべての最上位ノードのすべての関
係が、ロード・ファイルに含まれていることを確認してください。

ビューポイント・ロードの例
階層セット HS1は次のビューポイントで使用されています:

ビューポイント名 最上位ノード ビュー名
CC_VP • Legal

• Managerial
• Geographic

Cost Center (デフォルトのア
プリケーション・ビュー)

CC_MGR_VP Managerial Managerial (メンテナンス・ビ
ュー)

CC_TX_VP Texas (Geographicの下のノ
ード)

Texas (メンテナンス・ビュー)

このシナリオの場合:

• Cost Centerおよび Texasビューポイントの他の最上位ノードの関係情報を失わ
ずに、Managerialビューポイントにロードできます。ロード・ファイルに
Managerial最上位ノードのすべての関係情報が含まれていることを確認してくだ
さい。

• Managerialおよび Cost Centerビューポイントの最上位ノードの関係情報、または
Cost Centerビューポイントの他の Geographic分岐の関係情報を失わずに、Texas
ビューポイントにロードできます。ロード・ファイルに Texas最上位ノードのす
べての関係情報含まれていることを確認してください。

ビューポイント・ロードとインポートの比較
ビューポイント・ロードとインポートは、どちらもディメンションにデータをロード
するという点で似ています。ただし、いくつかの主要な相違があります:
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ビューポイント・ロード インポート
バインディング・ステータスに関係なく、任意の
ビューポイントまたはプロパティに対して実行で
きます

バインドされたビューポイントおよびプロパティ
に制限されます

バインド済ディメンション、参照ディメンション
および未バインド・ディメンションで使用できま
す。

バインド済ディメンションでのみ使用できます。

すべてのバインド済プロパティが必須であるわけ
ではありません。

すべてのバインド済プロパティが必須です。
「置換」および「マージ」モードをサポートしてい
ます。

「置換」、「リセット」および「マージ」モードをサ
ポートしています。

ファイルからのみロードできます。 ファイルからインポートすることも、接続を使用
して外部アプリケーションからインポートするこ
ともできます。

プロパティの許容値を拡張できません。 プロパティの許容値を(オプションで)拡張できま
す。

マージ・モードのロードについては、次のオプシ
ョンが事前定義されており、変更することはでき
ません:
• 削除の処理: False
• 並替えの処理: True
• 自動送信: True
• 承認およびコミットの省略: False

マージ・インポート・オプションは、ユーザーに
よる構成が可能です。インポート・オプションの
管理を参照してください

ロード・モード
データをロードするときに、選択できるモードが 2つあります。次の表で、ロード・モード
について説明します。

第 26章
ビューポイント・ロードの操作

26-57



ロード・モ
ード

階層ビューポイント更新 リスト・ビューポイント更新

マージ • ロード・ソースにあるが、ターゲッ
ト・ビューポイントにないノードを
追加します

• ロード・ソースとターゲット・ビュ
ーポイントで値が異なるノード・プ
ロパティ値を更新します。

• ロード・ソースにターゲット・ビュ
ーポイントとは異なる親があるノ
ードの場合:
– 共有ノードが有効な場合はノ
ードが挿入されます。

– 共有ノードが有効でない場合
はノードが移動されます。

• ターゲット・ビューポイントにある
が、ロード・ソースにないノードを
除去します。

• ビューポイントでカスタム順序が
サポートされている場合、並替えア
クションを処理します。

• 関係プロパティ値の場合:
– 関係プロパティ値がロード・ソ
ースに存在するが、ターゲッ
ト・ビューポイントに存在しな
い場合、関係プロパティ値が更
新されます。

– 関係プロパティ値がロード・ソ
ースとターゲット・ビューポイ
ントで同じ場合、更新は行われ
ません。

– ロード・ソースに関係プロパテ
ィ値が含まれていない場合、更
新は行われません。

• ロード・ソースにあるが、ターゲッ
ト・ビューポイントにないノードを
追加します

• ロード・ソースとターゲット・ビュ
ーポイントで値が異なるノード・プ
ロパティ値を更新します。

• ノードは、作成または更新された日
付の降順で表示されます。

置換 • ターゲット・ビューポイントの既存
の最上位ノードの下の階層関係を
ロード・ファイルの関係と置換しま
す

• ターゲット・ビューポイントの最上
位ノードにないロード・ファイル内
の階層関係は無視されます

• ロード・ファイルにないターゲッ
ト・ビューポイントの関係プロパテ
ィを保持します。

• ターゲット・ビューポイントにな
い、同じ階層セット内の階層関係を
保持します

• ロード・ソースにあるが、ターゲッ
ト・ビューポイントにないノードを
追加します

• ロード・ソースとターゲット・ビュ
ーポイントで値が異なるノード・プ
ロパティ値を更新します。

• ノードは、作成または更新された日
付の降順で表示されます。
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ビューポイント・ロードのファイル形式
ビューポイント・ロードでは、カンマ区切り(CSV)および Excelファイルと、CSVおよび
Excelファイルが含まれた ZIPファイルが受け入れられます。このトピックでは、それらのフ
ァイルの要件について説明します。
考慮事項
• すべてのビューポイント・ロード・ファイルに、少なくとも次の必須フィールドを持つヘ
ッダー・レコードが含まれている必要があります:

– 階層ビューポイント: 名前(またはノード)、親、ノード・タイプ、親ノード・タイプ
– リスト・ビューポイント: 名前(またはノード)、ノード・タイプ

• ロード・ファイルの列ヘッダーは、プロパティ名、完全なプロパティ名(ネームスペース
を含む)およびビューポイント・プロパティ・ラベルと照合されます。たとえば、"Account
Type"というヘッダーを持つ列は、Account Typeまたは PLN.Account Typeと一致しま
す。

Note:

列ヘッダーが複数のプロパティ(異なるネームスペースのものなど )と一致する
場合は、完全修飾プロパティ名またはビューポイント・ラベルを使用するよう
指示するエラーが表示されます。

• ロードされているビューポイントのデータの完全なセットがロード・ファイルに含まれて
いることを確認してください。

• ヘッダーに含まれているプロパティのみが追加または更新されます。ロード・ファイルに
含まれていない、ビューポイントの既存のプロパティは無視されます。

• Excelファイルについては、ワークシート名が、ロード先のビューポイント名と一致して
いる必要があるとともに、最初の行がヘッダー・レコードである必要があります。

• ZIPファイルについては、ファイルが Excelまたは CSV形式である必要があります。
– ZIP内のファイルが 1つのみである場合、ファイル名に関係なく、それがビューポイ
ントにロードされます。

– ZIP内に複数のファイルがある場合:

* ビューポイント名で終わるファイルが 1つのみである場合、それがビューポイン
トにロードされます。

* 同じビューポイント名で終わるファイルが複数ある場合、いずれのファイルもロ
ードされず、エラーが表示されます。

• ロード・ファイルは UTF-8でエンコードしてください。

Tip:

Unicode文字を保持するには、Excelの次のオプションでロード・ファイルを保
存します: CSV UTF-8 (コンマ区切り) (*.csv)。
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• 既存の値をプロパティからクリアするには、<clear>キーワードを使用します。
• プロパティについて空白の定義値を設定するには、<blank>キーワードを使用しま
す。

• ファイル内の空のセルは無視されます。

ビューポイント・ロードの実行
ビューポイント・ロードは「アプリケーション」リストから実行します。
ベスト・プラクティス
ビューポイント・ロードでバインド済プロパティを処理する場合は、ロードが完了し
た後にビューポイントを検証することをお薦めします。ビューポイントの検証を参照
してください。
考慮事項
• ディメンションへのビューポイント・ロードを実行するには、少なくともそのディ
メンションに対するデータ・マネージャ権限が必要です。

• 時間ラベル付きビューポイントに対してビューポイント・ロードを実行することは
できません。

• 最上位ノードの考慮事項:

– 空の階層ビューポイントへの初期ロードを実行するとき、または単独のノー
ド・セットに参照されている階層ビューポイントにロードするとき:

* ビューポイントにないロード・ファイルの最上位ノードは、ビューポイン
トに作成されます

* ロード・ファイルにないビューポイントにある最上位ノードは除去されま
す。

– 他のすべての階層ビューポイント:

* ロード・ファイルには、ビューポイントの最上位ノードがすべて含まれて
いる必要があります。含まれていない場合は、ロード・プロセスでエラー
が表示されます。

* ロード・ファイルには、ビューポイントにない最上位ノードを含めること
はできません。含まれている場合は、ロード・プロセスでエラーが表示さ
れます。

• ロード・ファイルには、ビューポイントの既存の最上位ノード下にないノードを含
めないでください。このようなノードはロード・プロセス中に無視され、警告が表
示されます。

• ロード・ファイル内の各最上位ノード下の構造は、完全である必要があります。フ
ァイル内の最上位ノード下のノードがビューポイントの同じ最上位ノード下に存
在しない場合、階層セットから除去されますが、ノード・タイプからは削除されま
せん。

• 階層形式については、ノードおよび階層関係がロードされ、階層セットのグループ
化およびソート・オプションに基づいて表示されます。外部アプリケーションと一
致するように親ノードおよび最下位ノードのソートを調整するには、階層セットを
開き、「カスタム順序の使用」、「親ノードからまずグループ化」および「次を基準
に最下位ノードをソート」設定を使用して、ビューポイント・ロードを実行する前

第 26章
ビューポイント・ロードの操作

26-60



に親ノードおよび最下位ノードのソート順を決定します。階層セットの作成を参照して
ください。

• アクティブなビューポイントに対してのみビューポイント・ロードを実行できます。
• 現在ブロックアウト期間にあるアプリケーションに対してビューポイント・ロードを実行
することはできません。ブロックアウト期間の理解を参照してください。

ビューポイント・ロードを実行するには:

1. 「アプリケーション」リストから、「アクション」列で「アクション」 をクリックし、
「ロード」を選択します。

Note:

アプリケーション内の少なくとも 1つのディメンションに対して少なくともデ
ータ・マネージャ権限を持っていない場合は、「ロード」メニュー項目を使用で
きません。

2. 左パネルで、データのロード先のビューおよびビューポイントを選択します。ビューを展
開または縮小して、そのビュー内のビューポイントを表示します。

3. 「ソース」で、ビューポイント・ロード・ファイルをクリックまたはドラッグして選択し
ます。ビューポイント・ロードのファイル形式を参照してください。

4. 「目的」で、ビューポイント・ロードの目的を指定します。
5. 「ロード・モード」を指定します:

• マージ: ロード要求でロード・ファイルからの増分変更を処理します
• 置換: 既存のノードをロード・ファイルからのノードに置き換えます。

6. 「ロードの実行」をクリックします。
ビューポイント・ロードが実行され、ページ上部にステータス・メッセージが表示されま
す。アプリケーション、ディメンション、およびロードされたビューポイントを示すレコ
ードが監査ログに追加されます。

ビューポイント・ロード履歴の確認
ビューポイント・ロード画面で、「履歴」セクションを確認して、このディメンションについ
て実行された最新のロードの日時を調べます。デフォルトでは、最近の 5つが表示されます。
「最新の表示」フィールドで、表示するロードの数(最大 50)を調整できます。 をクリック
すると表が更新されます。
表には、各ロードの実行に要した時間、ロードのステータスとモード、それを実行したユー
ザーおよび目的が表示されます。行の展開矢印をクリックして、ロードされたレコードの数
およびステータス・メッセージを表示します。
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ステージング領域の使用
Oracle Enterprise Data Management Cloudには、外部システムへの直接接続が使用さ
れていない状況で、REST APIまたは EPM自動化によって開始される自動インポー
ト、エクスポートおよび抽出プロセスのファイルの格納に使用するステージング領域
が用意されています。

Note:

ステージング領域の使用は、サービス管理者のみに制限されます。

ソース・ファイルは、ディメンションにインポートされる前に、ステージング領域に
アップロードされます。エクスポート・ファイルおよび抽出ファイルはステージング
領域に書き込まれ、リモート・マシンに個別にダウンロードされます。ステージング
領域内のファイルは必要に応じてリストして削除できます。
ステージング領域のファイルは、過去 60日以内に変更されなかった場合は削除されま
す。Oracle Enterprise Performance Management Cloud移行の管理のスナップショッ
トとファイル保持ポリシーを参照してください。

Note:

ステージング領域のスナップショット以外のファイルは、すべてのスナップ
ショット・ファイルの合計サイズが 150GBを超える場合、古いスナップショ
ット・ファイルを削除するプロセスの一部としては削除されません。

次のプロセスでは、Oracle Enterprise Data Management Cloudのステージング領域を
使用します:

• ディメンションのインポート
• ディメンションのエクスポート
• ディメンション・マッピングのエクスポート
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• トランザクション履歴のエクスポート
• ディメンション・ビューポイントの抽出
• テンプレートのインポート
• テンプレートのエクスポート
ステータス領域ファイルに対して次の操作が可能です:

REST API

• ファイルのアップロード
• ファイルのダウンロード
• ファイルのリスト
• ファイルの削除
EPM自動化
• ファイルのアップロード
• ファイルのダウンロード
• ファイルのリスト
• ファイルの削除
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27
環境間の移行

環境間で Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションを移行するために使
用可能な方法が 2つあります:

• 移行を使用すると、環境全体のスナップショットを作成し、そのスナップショットを新し
い環境にインポートできます。移行の使用を参照してください。

• テンプレートを使用すると、特定のアプリケーションまたはディメンションのメタデータ
を環境間で転送できます。テンプレートの操作を参照してください。

移行スナップショットに関する考慮事項
移行スナップショットでは、次のものを含む、アプリケーションのメタデータ、データ(つま
り、ノード、関係およびプロパティ値)、監査履歴が環境間で転送されます:

• トランザクション履歴
• 要求および要求履歴
• ユーザー、グループ、ポリシーおよび権限
• システム・イベント・ログ内のシステム・イベント
• データ・チェーン・オブジェクトに加えられた変更の履歴
このため、移行スナップショットは、ソース環境をターゲット環境に完全に複製するシナリ
オに最適です。スナップショットの使用例には次のようなものがあります:

• 本番環境からのすべてのアプリケーション、データおよび履歴でテスト環境をリフレッシ
ュします。

• 障害回復を目的として環境をバックアップします
テンプレートに関する考慮事項
テンプレートにより、アプリケーションのメタデータのみが環境間で転送されます。データ
または監査履歴は転送されません。このため、テンプレートは、環境間でアプリケーション
を移行する必要があるものの、その中のデータは必ずしも移行しないシナリオに最適です。
例:

• アプリケーション構造を転送するが、テスト・データは転送しない場合に、テスト環境か
ら本番環境に移行します

• テスト環境からの変更で本番アプリケーションを増分更新します
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Note:

テンプレートは、1つの環境から別の環境に変更を移行するように設計され
ています。そのため、すべての変更を加えるソース・システムと変更の移行
先のターゲット・システムを定めることが重要です。両方の環境で変更を加
えないでください。移行スナップショットを使用して、必要に応じて環境を
再同期できます。移行シナリオの例の「ベスト・プラクティス」を参照して
ください。

環境間でデータを移行する場合に移行スナップショットとテンプレートをそれぞれど
のようなときに使用するかについてのその他のアイデアは、移行シナリオの例を参照
してください。

移行シナリオの例
このトピックでは、様々なシナリオで移行スナップショットおよびテンプレートを使
用してアプリケーションを移行する方法の情報を提供します。
ベスト・プラクティス
• ソース環境からターゲット環境にアプリケーションを転送する前に、両方の環境の

Oracle Enterprise Data Management Cloudが同じバージョンであることを確認し
てください。

• 2つの環境間でアプリケーションを転送する場合は必ず、一方の環境でのみ変更
(アプリケーション登録の変更やプロパティの作成など)を加え、それをもう一方に
転送するようにしてください。ソース環境とターゲット環境の両方で変更を加え、
それらをマージしようとしないでください。
たとえば、両方の環境でプロパティを作成し、テンプレートを使用して、そのプロ
パティに対する変更を一方の環境からもう一方の環境に移行しようとしないでく
ださい。このようにすると、ソース・オブジェクトとターゲット・オブジェクトの
IDが同じでないため、システムによってそのプロパティの 2つ目のバージョンが
作成されます。テンプレートを使用した既存のアプリケーションまたはディメン
ションの更新を参照してください。

• オブジェクトの IDが両方の環境で確実に同じになるようにするには、移行スナッ
プショットを使用して再同期します。シナリオ 4: 本番データによるテスト環境の
リフレッシュを参照してください。

シナリオ 1: 稼働開始に備えたテスト環境から本番環境へのアプリケーションの移行
このシナリオでは、テスト環境で開発とテストを進めてきたアプリケーションを稼働
開始に備えて本番環境に転送する準備が整っています。
このシナリオについては、テンプレートを使用してアプリケーションのメタデータを
移行できます。これにより、アプリケーションが移行される一方で、本番環境に関連
しない可能性のある監査履歴またはテスト・データがテスト環境から移行されないこ
とが確実化されます。
その後、ソース環境からユーザーとグループも転送する場合は、ユーザーとグループ
のみの移行スナップショットを使用してそれらを転送でき、ソース・システムからデ
ータを移行する場合は、ソース環境からターゲット環境へのエクスポートとインポー
ト(または抽出とロード)を使用できます。たとえば、このシナリオの一般的なアプロー
チは次のとおりです:
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1. ターゲット環境に既存のアプリケーション、データまたは監査履歴がすでに存在しないこ
とを確認します。

Tip:

このことを実現するには、ターゲット環境でサービスを再作成します。サービ
スの再作成を参照してください。

2. ユーザーとグループがターゲット環境で設定されていることを確認します。

Tip:

ターゲット環境のユーザーとグループがソース環境のユーザーと同じである
か、よく似ている場合は、移行を使用して「グループとメンバーシップ」コン
ポーネントのみをエクスポートし、それをターゲット環境にインポートできま
す。これにより、ユーザーとグループとともに、割り当てられているアプリケ
ーション・ロールが移行されます。Oracle Enterprise Performance
Management Cloud移行の管理のアーティファクトのエクスポートを参照して
ください

3. テンプレートを使用して、本番環境に移行するソース環境内のアプリケーションを転送し
ます。単一のテンプレート・ファイルを使用して、複数のアプリケーションを転送できま
す。テンプレートの操作を参照してください。

4. テスト環境からデータも移行する場合は、次のものを使用してソース環境からターゲット
環境にデータを転送します:

• エクスポートとインポート(バインドされたデータの場合のみ)。
• 抽出とビューポイント・ロード(バインドされたデータおよびバインドされていない
データに加えて、バインドされていないディメンションと階層の場合)。

5. テンプレートで転送されないオブジェクトおよび設定について、手動による追加の転送後
タスクを実行します。これらには次のものが含まれる場合があります:

• 場所、アイデンティティ名、ユーザー名、パスワードなど、アプリケーションおよび
グローバル接続のパラメータ。

• ノード・セットの最上位ノード
• サブスクリプションの最上位ノード・フィルタ
詳細は、テンプレートのオブジェクトおよび設定を参照してください。

シナリオ 2: テスト環境からの新しいアプリケーションによる本番環境の更新
このシナリオでは、テスト環境で新しいアプリケーションを作成してすべての受入テストを
納得がいくまで実行し、それを本番環境にロードしてユーザーにロールアウトする準備が整
っています。
このシナリオについては、ほとんどの場合、テンプレートを使用します。テンプレートを使
用すると、単一のアプリケーションを移行し、他のアプリケーションが含まれている環境に
それをマージできます。ただし、アプリケーションのメタデータのみが転送されることに留
意してください。ソース環境のアプリケーションに、ターゲット環境に転送するデータも含
まれている場合は、エクスポートしてインポートする(バインドされたデータのみ)か、抽出し
てロードする(バインドされたデータおよびバインドされていないデータ)必要があります。
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シナリオ 3: テスト環境からの変更による本番アプリケーションの増分更新
このシナリオでは、本番環境のアプリケーションを変更する必要があります。テスト
環境で変更を加え(たとえば、いくつかのカスタム検証を変更し、新しい抽出を作成し、
派生プロパティの式を変更したとします)、それらの変更を本番アプリケーションに移
行します。
このシナリオについては、テンプレートを使用して、テスト環境からの変更で本番ア
プリケーションを増分更新します。考慮事項については、テンプレートを使用した既
存のアプリケーションまたはディメンションの更新を参照してください。
シナリオ 4: 本番データによるテスト環境のリフレッシュ
日々のアクティビティに使用する本番環境と新しいアプリケーションや新機能をテス
トするテスト環境がある場合は、本番環境からの情報でテスト環境を定期的にリフレ
ッシュしてテスト環境の同期を維持しておくと役立つことがあります。
このシナリオについては、ほとんどの場合、移行スナップショットを使用すると効果
的です。これにより、本番環境からのすべてのアプリケーション、設定、データ、ユ
ーザーおよびグループでテスト環境の完全なリフレッシュを行うことができます。

Note:

本番環境の移行スナップショットは、ユーザー受入トレーニング(UAT)サイト
で使用することや、障害回復サイトでバックアップとして使用することもで
きます。

移行の使用
アーティファクトをエクスポートして、環境間でのサービスの復元またはアプリケー
ションの移行(テスト環境から本番環境など)、または新しいサービス・インスタンスの
設定の支援に使用できるバックアップを作成します。サービス内のすべてのアーティ
ファクトまたはアーティファクトの組合せをエクスポートまたはインポートできま
す。
ビデオ

目的 参照するビデオ
移行について学習します。

 アーティファクトの移行
アーティファクトは、2つの Oracle Enterprise Data Management Cloudカテゴリに整
理されます。
• 「グループとメンバーシップ」カテゴリには、ユーザー、グループおよび事前定義
済ロールに関する情報を含む「ネイティブ・ディレクトリ」アーティファクトが含
まれます。

• エンタープライズ・データ管理カテゴリには、次のアーティファクトが含まれま
す。
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– アプリケーション、データ・チェーン、エンタープライズ・データ、要求、トランザ
クション履歴など、システム内のすべてのデータを含むリポジトリ・データ。

– ユーザーおよびグループを、それらがアクセスできるデータに関連付ける権限を含む
データ権限。

これらは、異なる環境でアーティファクトをインポートする際の考慮事項です。
• アーティファクトを同じユーザーおよびグループを含む新しい環境にインポートする場
合は、ネイティブ・ディレクトリ、リポジトリ・データ、データ権限の順にアーティファ
クトをインポートします。たとえば、テスト環境から本番環境にアーティファクトをイン
ポートする場合、最初にネイティブ・ディレクトリをインポートし、次に、リポジトリ・
データ、データ権限をインポートします。

• 同じユーザーおよびグループを含む既存の環境にインポートする場合は、リポジトリ・デ
ータ、データ、データ権限の順にアーティファクトをインポートします。

ノート:

ネイティブ・ディレクトリは不要です。
• 異なるユーザーおよびグループを含む既存の環境にインポートする場合は、最初にネイテ
ィブ・ディレクトリ、次にリポジトリ・データをインポートします。

ノート:

データ権限はインポートしないでください。インポート後、データ・オブジェ
クトにアクセスするためのユーザーおよびグループ権限を定義できます。

アーティファクトを移行するには、EPM Cloud Servicesでの移行の使用を参照してくださ
い。

ノート:

一度に 1つのアーティファクトをインポートする場合、ネイティブ・ディレクトリ、
リポジトリ・データ、データ権限の順にインポートします。

ノート:

データ整合性を保証するため、移行タスクを行う際、移行の実行中に他のユーザー
はサービス内ですべての操作を実行できなくなります。サービス管理タスクが進行
中であるというメッセージが表示され、ユーザーはホーム画面に戻ります。

テンプレートの操作
テンプレートにより、アプリケーションまたはディメンションの構成を他の Oracle
Enterprise Data Management Cloud環境で使用するためにオフライン・ファイルに格納でき
ます。テンプレートを使用して、アプリケーションまたはディメンションおよびそのメタデ
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ータ・オブジェクトを環境間で(たとえば、テスト環境から本番環境に)転送したり、ま
たは新規の実装でクイック・スタートを可能にします。
テンプレートを使用するには、最初に、ソース環境のアプリケーションまたはディメ
ンションとその関連メタデータ・オブジェクトのすべてを.jsonファイルにエクスポー
トし、そのテンプレートをターゲット環境にインポートします。
テンプレートにはメタデータのみが含まれ、データ、要求またはトランザクション履
歴は含まれません。
ベスト・プラクティス
既存の本番環境に転送する予定のアプリケーションをテスト環境で作成している場
合、最初に本番環境の現在のスナップショットでテスト環境をリフレッシュしてから、
転送するアプリケーションを作成することがベスト・プラクティスです。これにより、
プロパティやビューなどのグローバル・オブジェクトが、両方の環境で確実に同じ ID
を持ちます。

Caution:

テンプレートは、1つの環境から別の環境に変更を移行するように設計され
ています。そのため、すべての変更を加えるソース・システムと変更の移行
先のターゲット・システムを定めることが重要です。両方の環境で変更を加
えないでください。移行スナップショットを使用して、必要に応じて環境を
再同期できます。移行シナリオの例の「ベスト・プラクティス」を参照して
ください。

考慮事項
• アプリケーションとディメンションをテンプレートにインポートおよびエクスポ
ートするには、サービス管理者であるか、「移行 - 管理」アプリケーション・ロー
ル(アプリケーションのロールと権限の理解を参照)を持っている必要があります。

• アプリケーションがターゲット環境に転送される場合:

– ソース環境のアプリケーション所有者がターゲット環境にも存在する場合、そ
れらはターゲット環境のアプリケーション所有者として保持されます。

– ソース環境のアプリケーション所有者がターゲット環境に存在しない場合、サ
ービス管理者はターゲット環境のアプリケーションに所有者を割り当てる必
要があります。

• ソース環境からターゲット環境に新しいアプリケーションまたはディメンション
を転送したり、ターゲット環境にすでに存在するアプリケーションまたはディメン
ションを転送できます。テンプレートのインポート・プロセスでは、まだ存在しな
いオブジェクトを作成し、ターゲットのアプリケーションまたはディメンションの
既存のオブジェクトを変更することにより、ターゲット環境の既存のアプリケーシ
ョンまたはディメンションを更新します。テンプレートを使用した既存のアプリ
ケーションまたはディメンションの更新を参照してください。

• アクティブなアプリケーションのみを転送できます。
• ソース環境のアーカイブ済オブジェクトがターゲット環境にまだ存在しない場合、
アーカイブ済データ・チェーン・オブジェクトをテンプレート・インポートから除
外できます。
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Note:

アーカイブ済オブジェクトに依存するオブジェクトがターゲット環境に存在し
ない場合、それらもテンプレート・インポートから除外されます。依存オブジ
ェクトが部分的に除外される場合、オブジェクトはテンプレート・プレビュー
またはテンプレート・インポートに表示されますが、インポートできないこと
を示す警告メッセージが表示されます。
たとえば、インポート時にアーカイブ済ディメンションを除外し、このディメ
ンションがターゲット環境にまだ存在しない場合、ディメンション・バインド、
ノード・タイプ、ポリシー、抽出などのオブジェクトがターゲット環境にまだ
存在しない場合は、これらもテンプレート・インポートから除外されます。

• 単一のテンプレート・ファイルで、複数のアプリケーションを転送できます。ディメンシ
ョン・レベルで転送する場合、単一のテンプレート・ファイルで複数のディメンションを
転送することはできません。

• ディメンションを転送するときは、そのディメンションを含むアプリケーションがターゲ
ット環境に存在する必要があります。

• 環境間でアプリケーションまたはディメンションを転送するには、両方の環境のリリー
ス・バージョンが同じである必要があります。

• テンプレートをインポートする際、ユーザーまたはグループがソース環境とターゲット環
境の両方に存在する場合、関連付けられたオブジェクトに対する次のユーザーおよびグル
ープの参照がインポートされます:

– 権限
– ポリシー・ユーザーおよびグループ
– サブスクリプション担当者
– ユーザーおよびグループのビュー・フィルタ
ソース環境のユーザーまたはグループがターゲットに存在しない場合、関連付けられたユ
ーザーまたはグループの参照は転送されません。ターゲット環境に欠落しているユーザ
ーおよびグループと、インポートされなかった関連するオブジェクトを示すメッセージが
表示されます。

• ノード・タイプ・コンバータおよびサブスクリプションをインポートするには、ソースお
よびターゲットの両方のアプリケーションまたはディメンションがターゲット環境に存
在する必要があります。同じテンプレート・ファイル内のソースおよびターゲットの両方
のアプリケーションを転送するか、ターゲットのアプリケーションまたはディメンション
のインポート時にコンバータおよびサブスクリプションが作成されるように、コンバータ
およびサブスクリプションのソースのアプリケーションまたはディメンションを最初に
インポートするようにしてください。

• ノード・データ型を使用して他のディメンションを参照するプロパティを持つディメンシ
ョンを転送する場合は、それらのソース・ディメンションがターゲット・システムにすで
に存在している必要があります。そうでない場合は、それらのソース・ディメンションを
最初に転送するか、アプリケーション・テンプレートを使用して同じテンプレート・ファ
イル内のすべてのディメンションを転送します。

• 同じ名前で異なる IDを持つオブジェクトがターゲット環境にすでに存在する場合、次の
グローバル・オブジェクトをインポートすると、一意にするためにターゲット環境のソー
ス・オブジェクトの名前が変更されます:

– プロパティ
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– ビュー
– 参照セット
– グローバル接続

• アプリケーションまたはディメンションをテンプレートにエクスポートした
後、.jsonビューアでテンプレート・ファイルのコンテンツを確認できます。

Caution:

テンプレート・ファイルの手動編集はサポートされていません。
アプリケーションまたはディメンションをテンプレートにエクスポートするには :

1. 「ツール」タイルから、「テンプレート」を選択します。

Note:

「ツール」タイルは、サービス管理者または「移行 - 管理」アプリケーシ
ョン・ロールを持つユーザーにのみ表示されます。

2. 「エクスポート」タブで、次のいずれかのアクションを実行します:

• アプリケーションをエクスポートするには、左パネルからアプリケーションを
選択します。複数のアプリケーションを選択するには、[Ctrl]/[Cmd]キーを押し
ながらクリックします。選択するアプリケーションは、「選択済アーティファ
クト」セクションにリストされています。

• ディメンションをエクスポートするには、左のパネルでアプリケーションを展
開し、エクスポートするディメンションを選択します。単一のテンプレート・
ファイルで、複数のディメンションを選択することはできません。

Note:

属性ディメンションをエクスポートするには、属性ディメンションの
基本ディメンションを選択します。

3. 「テンプレート・ファイル」に.json拡張子を付けてファイル名を入力し、「エクス
ポート」をクリックします。
テンプレートが作成され、ローカル・ファイル・システムにダウンロードされま
す。エクスポートのステータスが表示されます。

アプリケーションまたはディメンションをテンプレートからインポートするには :

1. 「ツール」タイルから、「テンプレート」を選択します。

Note:

「ツール」タイルおよび「テンプレート」タイルは、サービス管理者また
は「移行 - 管理」アプリケーション・ロールを持つユーザーにのみ表示
されます。
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2. 「インポート」タブで「ファイルの選択」をクリックします。
3. ローカル・ファイル・システムから、.json拡張子のファイルを選択し、「開く」をクリ
ックします。

4. オプション: 1つ以上の「インポート・オプション」を選択します:

• 「置換権限」: ターゲット環境の既存の権限を、ソース・テンプレートの権限と置換し
ます。

• 「置換ポリシー・グループ」: ターゲット環境の既存のポリシー・グループを、ソー
ス・テンプレートのポリシー・グループと置換します。

• アーカイブ済オブジェクトの除外: ソース・オブジェクトがターゲット環境に存在し
ない場合は、ターゲット環境へのインポートから、ソース環境のテンプレート内のア
ーカイブ済オブジェクトを除外します。

Note:

ターゲット環境にすでに存在するソース・テンプレート内のアーカイブ済オ
ブジェクトは、テンプレート・プレビューまたはテンプレート・インポート
から除外できません。

テンプレートのオブジェクトおよび設定を参照してください。
5. 「プレビュー」をクリックして、テンプレート・ファイル内のオブジェクトを識別し、そ
れぞれのステータスを表示します。テンプレート・インポートのプレビューとインポート
結果の確認を参照してください。

6. 「インポート」をクリックし、確認メッセージの「はい」をクリックします。
テンプレートがインポートされ、テンプレート内の各オブジェクトのステータスが表示さ
れます。テンプレート・インポートのプレビューとインポート結果の確認を参照してくだ
さい。

テンプレートを使用した既存のアプリケーションまたはディ
メンションの更新

インポートするアプリケーションまたはディメンションがターゲット環境にすでに存在する
場合、そのアプリケーションまたはディメンションは、テンプレートのインポート・プロセ
ス中に更新されます。新しいオブジェクトは追加され、既存のオブジェクトはインポート・
ファイルのオブジェクトおよび設定で変更されます。
たとえば、テスト環境のアプリケーションにノード・タイプを追加する場合、テンプレート
を使用して、そのノード・タイプを本番環境のアプリケーションに追加できます。
考慮事項
• アプリケーションまたはディメンションは、ソース・アプリケーションまたはディメンシ
ョンと同じ環境に作成されて、テンプレートまたは移行スナップショットのいずれかから
ターゲットに移行された場合にのみ更新されます。ソース環境とターゲット環境に同じ
名前のアプリケーションまたはディメンションがあり、それが同じ環境で作成されていな
い場合、それらは同じアプリケーションまたはディメンションとは見なされません。

• ソースおよびターゲットのオブジェクトは、名前ではなく IDで照合されます。
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– ソース・オブジェクトの名前がターゲットの既存のオブジェクトと同じ名前で
も IDが異なる場合は、インポート・プロセス中に増分接尾辞を使用してソー
ス・オブジェクト名が変更され、メッセージが表示されます。

– ソース・オブジェクトの IDがターゲットの既存のオブジェクトと同じ IDで名
前が異なる場合、ターゲット・オブジェクト名は、ターゲット環境の既存の名
前と競合しないかぎり、ソースの名前に変更されます。競合する場合は、現在
のターゲット名が保持され、メッセージが表示されます。

• ソース環境でアーカイブまたは削除されたオブジェクトは、ターゲット環境から除
去されません。

テンプレートのオブジェクトおよび設定
次の表に、アプリケーションまたはディメンションがソース環境からエクスポートさ
れてターゲット環境にインポートされ、(そのアプリケーションまたはディメンション
がターゲット環境にすでに存在するかどうか応じて)追加または更新される場合に、テ
ンプレート内のすべてのオブジェクトおよび設定に予想される動作を示します。
インポートするアプリケーションまたはディメンションがターゲット環境にすでに存
在する場合、そのアプリケーションまたはディメンションは、テンプレート・ファイ
ルの情報で更新されます。(テンプレートを使用した既存のアプリケーションまたはデ
ィメンションの更新を参照してください)。更新時に、オブジェクト・タイプに応じて
次のアクションが考えられます:

• 上書き: ターゲット・アプリケーションまたはディメンションの設定またはパラメ
ータは、テンプレート・ファイルの設定またはパラメータで上書きされます。たと
えば、テンプレート・ファイルにターゲット・アプリケーションとは異なるアプリ
ケーションの名前が含まれている場合、その名前はテンプレートからの名前で上書
きされます。

• マージ: テンプレート・ファイルの新しいオブジェクトは、ターゲット・アプリケ
ーションまたはディメンションのそれらのオブジェクトの既存のセットに追加さ
れ、既存のオブジェクトのセットが保持されます。たとえば、テンプレート・ファ
イルに新しいディメンションおよびノード・タイプが含まれている場合、それらの
オブジェクトはターゲット・アプリケーションの既存のディメンションおよびノー
ド・タイプに追加されます。

• 保持: テンプレートに新しいオブジェクト、設定またはパラメータが存在する場合
でも、ターゲット・アプリケーションまたはディメンションのものが保持されま
す。これは、主としてオブジェクトがテンプレート・ファイルに含まれていない場
合に使用されます。たとえば、サブスクリプションの最上位ノード・フィルタはテ
ンプレート・ファイルに含まれていないため、ターゲット・アプリケーションで保
持されます。

• 置換: ターゲット・アプリケーションまたはディメンションのオブジェクト、設定
またはパラメータは、テンプレート・ファイルのものと置換されます。
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Table 27-1    テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエクスポー
ト、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

アプリケーション アクティブなアプリケ
ーションがエクスポー
トされます。
ノート: アプリケーショ
ン・レベルの「ワークフ
ローの無効化」設定はエ
クスポートされません。

新しいアプリケーショ
ンが追加されます。

名前、説明、外部システ
ム・タイプとラベル(汎
用アプリケーションの
み)などの一般的なアプ
リケーション・パラメー
タに加え、既存のアプリ
ケーションのアプリケ
ーション登録情報およ
びアプリケーションの
ブロックアウト期間が
上書きされます。

プロパティ シーケンス・プロパティ
の場合、最後のシーケン
ス値はソース環境から
エクスポートされませ
ん。ターゲット・システ
ムのシーケンス値は、タ
ーゲット環境でのシー
ケンス(または、そのシ
ーケンスが増分されて
いない場合はシーケン
スの開始値)に基づいて
生成されます。シーケ
ンス・プロパティの操作
を参照してください。

プロパティが作成され
ます。
プロパティ・オーバーラ
イドがアプリケーショ
ンに設定されます。
同じ名前で異なる IDを
持つターゲット・プロパ
ティがすでに存在する
場合、一意にするために
ターゲット環境のソー
ス・プロパティの名前が
変更されます。

新しいプロパティがマ
ージされ、プロパティ・
リストの最後に配置さ
れます。
次のプロパティ属性が
上書きされます:
• ラベル
• 説明
• 基本パラメータ
• アプリケーション
およびノード・タイ
プ・オーバーライド

• ソート順
• 必須フラグ

参照セット アプリケーションのプ
ロパティまたはノード・
タイプ・コンバータによ
って使用される参照セ
ットのみがエクスポー
トされます。
ディメンションをエク
スポートすると、そのデ
ィメンションが含まれ
ているアプリケーショ
ンによって使用される
すべての参照セットが
テンプレート・ファイル
にエクスポートされま
す。

参照セットが作成され
ます。
参照値がアプリケーシ
ョンに設定されます。
同じ名前で異なる IDを
持つターゲット参照セ
ットがすでに存在する
場合、一意にするために
ターゲット環境のソー
ス参照セットの名前が
変更されます。

新しい参照セットがマ
ージされます。
名前や説明などの一般
的な参照セット・パラメ
ータおよび参照値が上
書きされます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

グローバル接続 • アプリケーション
の抽出で使用され
るグローバル接続
のみがエクスポー
トされます。

• セキュリティ上の
理由から、グローバ
ル接続の場所、アイ
デンティティ名、ユ
ーザー名およびパ
スワードはエクス
ポートされません。

テンプレート・ファイル
のソース・グローバル接
続がターゲット環境の
グローバル接続と照合
されます。
同じ名前で異なる IDを
持つターゲット接続が
すでに存在する場合、一
意にするためにターゲ
ット環境のソース接続
の名前が変更されます。
ターゲット環境にグロ
ーバル接続が作成され
た後、場所、アイデンテ
ィティ名、ユーザー名お
よびパスワードを編集
して追加する必要があ
ります。グローバル接
続の作成を参照してく
ださい。

新しいグローバル接続
がマージされます。
名前や説明などの一般
的なグローバル接続パ
ラメータが上書きされ
ます。
ターゲット・アプリケー
ションのグローバル接
続の場所および資格証
明はテンプレートに含
まれていないため、その
情報は保持されます。

アプリケーション接続 セキュリティ上の理由
から、グローバル接続の
場所、アイデンティティ
名、ユーザー名およびパ
スワードはエクスポー
トされません。

ターゲット環境のアプ
リケーション登録を変
更して、接続の場所、ア
イデンティティ名、ユー
ザー名およびパスワー
ドを追加する必要があ
ります。

新しいアプリケーショ
ン接続がマージされま
す。
名前や説明などの一般
的なアプリケーション
接続パラメータが上書
きされます。また、プラ
イマリ・フラグは、テン
プレートにターゲット
とは異なる接続で設定
されている場合は上書
きされ、テンプレートに
接続のプライマリ・フラ
グが設定されておらず、
ターゲットに設定され
ている場合は保持され
ます。
ターゲット・アプリケー
ションのアプリケーシ
ョン接続の場所および
資格証明はテンプレー
トに含まれていないた
め、その情報は保持され
ます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

ビュー 選択したアプリケーシ
ョンのビューポイント
を含むビューのみがエ
クスポートされ、選択し
たアプリケーションの
ビューポイントのみが
エクスポートされます。
アクティブおよびアー
カイブ済のビューがエ
クスポートされます。

同じ名前で異なる IDを
持つターゲット・ビュー
がすでに存在する場合、
一意にするためにター
ゲット環境のソース・ビ
ューの名前が変更され
ます。
ビュー・フィルタについ
ては、ソース・ユーザー
またはグループがター
ゲット環境に存在しな
い場合、ビュー・フィル
タはインポートされず、
欠落しているユーザー
またはグループを示す
メッセージが表示され
ます。

新しいビュー、ビューポ
イントおよび権限がマ
ージされます。
名前や説明などの一般
的なビュー・パラメータ
が上書きされます。
「「ビュー」ページに表
示」設定: フィルタ・タ
イプが同じ場合、新しい
ユーザーおよびグルー
プがマージされます。
異なる場合、ターゲット
はテンプレートのフィ
ルタで上書きされます。

時間ラベル アプリケーションをエ
クスポートすると、その
アプリケーションのビ
ューの時間ラベルがす
べてエクスポートされ
ます。

新しい時間ラベルがマ
ージされます。
名前などの一般的な時
間ラベル・パラメータが
上書きされます。

ディメンション アクティブおよびアー
カイブ済のディメンシ
ョンがエクスポートさ
れます。
基本ディメンションの
属性ディメンションが
エクスポートされます。

アクティブおよびアー
カイブ済のディメンシ
ョンが作成されます。
属性ディメンションが
作成されます。

新しいディメンション
がマージされます。
新しい属性ディメンシ
ョンがマージされます。
名前や説明などの一般
的なディメンションま
たは属性パラメータに
加え、インポートおよび
エクスポート・オプショ
ンが上書きされます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

ノード・タイプ アクティブおよびアー
カイブ済のノード・タイ
プがエクスポートされ
ます。
各ノード・タイプに対し
て次のオブジェクトが
エクスポートされます:
• プロパティおよび
プロパティ・オーバ
ーライド

• ノード・タイプ・コ
ンバータ

• カスタム検証
• 権限およびポリシ
ー

各ディメンションに対
して、次のオブジェクト
とともにノード・タイプ
が作成されます:
• プロパティが各ノ
ード・タイプに追加
され、プロパティ・
オーバーライドが
各ノード・タイプに
設定されます。

• ソース・アプリケー
ションとターゲッ
ト・アプリケーショ
ンの両方がターゲ
ット環境に存在す
る場合、ノード・タ
イプ・コンバータが
作成されます。

Tip:

ノード・
タイプ・
コンバー
タでアプ
リケーシ
ョンを移
行する場
合、コン
バータの
ターゲッ
ト・アプ
リケーシ
ョンを移
行すると
きにノー
ド・タイ
プ・コン
バータが
作成され
るよう
に、コン
バータの
ソース・
アプリケ
ーション
を最初に
移行して
くださ
い。

新しいノード・タイプ、
ノード・タイプ・コンバ
ータおよびカスタム検
証がマージされます。
名前や説明などの一般
的なノード・タイプ・パ
ラメータが上書きされ
ます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

• 各ノード・タイプに
カスタム検証が作
成されます。

• ソース・ユーザーま
たはグループがタ
ーゲット環境に存
在する場合、各ノー
ド・タイプに権限お
よびポリシーが作
成されます。

階層セット アクティブおよびアー
カイブ済の階層セット
がエクスポートされま
す。
各階層セットに対して
次のオブジェクトがエ
クスポートされます:
• カスタム検証
• 権限およびポリシ
ー

各ディメンションに対
して、次のオブジェクト
とともに階層セットが
作成されます:
• 各階層セットにカ
スタム検証が作成
されます。

• ソース・ユーザーま
たはグループがタ
ーゲット環境に存
在する場合、各階層
セットに権限およ
びポリシーが作成
されます。

新しい階層セット、ノー
ド・タイプおよびカスタ
ム検証がマージされま
す。一致する子ノード・
タイプが更新されます。
名前や説明などの一般
的な階層セット・パラメ
ータに加え、共有ノード
およびカスタム順序の
設定が上書きされます。

ノード・セット アクティブおよびアー
カイブ済のノード・セッ
トがエクスポートされ
ます。
注意: 最上位ノードはイ
ンポートされません。

最上位ノードはインポ
ートされません。

リストの新しいノード・
セットおよびノード・タ
イプがマージされます。
名前や説明などの一般
的なノード・セット・パ
ラメータが上書きされ
ます。
最上位ノードはテンプ
レート・ファイルに含ま
れていないため、保持さ
れます。

ビューポイント アクティブおよびアー
カイブ済のビューポイ
ントがエクスポートさ
れます。
標準および時間ラベル
付きビューポイントが
エクスポートされます。
選択したアプリケーシ
ョンのビューポイント
のみがエクスポートさ
れます。

新しいビューポイント
がマージされます。
名前や説明などの一般
的なビューポイント・パ
ラメータに加え、許可さ
れているアクション、時
間ラベルおよび編集可
能なプロパティが上書
きされます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

比較プロファイル プロファイルに「自」ま
たは「至」ビューポイン
トが含まれているアプ
リケーションまたはデ
ィメンションの比較プ
ロファイルがエクスポ
ートされます。
ノート: 比較プロファイ
ルの「自」および「至」
ノード・パラメータはエ
クスポートされません。

ターゲット環境に「自」
と「至」両方のビューポ
イントが存在する場合、
比較プロファイルが作
成されます。

新しい比較プロファイ
ルがマージされます。
名前や説明などの比較
パラメータに加え、比較
スコープおよびノード・
フィルタが上書きされ
ます。

問合せ 保存済パブリックおよ
びプライベート問合せ
は、その問合せを含むア
プリケーションまたは
ディメンションをエク
スポートするとエクス
ポートされます。
「選択したノード」パラ
メータはエクスポート
されません。

パブリック問合せがイ
ンポートされます。プ
ライベート問合せは、タ
ーゲット・システムにユ
ーザーが存在する(ユー
ザー名により)場合のみ
インポートされます。

新しいパブリック問合
せがマージされます。
新しいプライベート問
合せは、ターゲット・シ
ステムにユーザーが存
在する(ユーザー名によ
り)場合のみマージされ
ます。
名前、説明、コードなど
の一般的な問合せパラ
メータが上書きされま
す。
ソースでパブリックに
移行されたプライベー
ト問合せは、ターゲット
でパブリックに移行さ
れます。
問合せのビューポイン
トがターゲットに存在
しない場合、問合せはイ
ンポートされません。
既存の問合せの「選択し
たノード」パラメータ
は、ターゲット環境で保
持されます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

サブスクリプション ターゲット・ビューポイ
ントのサブスクリプシ
ョンがエクスポートさ
れます。
ノート: サブスクリプシ
ョンのソースであるビ
ューポイントを含むア
プリケーションをエク
スポートする場合、サブ
スクリプションはエク
スポートされません。
注意: サブスクリプショ
ンの最上位ノード・フィ
ルタはエクスポートさ
れません。

サブスクリプションの
ソースおよびターゲッ
トの両方のアプリケー
ションがターゲット環
境に存在する場合のみ、
サブスクリプションが
作成されます。
ヒント: サブスクリプシ
ョンでアプリケーショ
ンを移行する場合、ター
ゲット・アプリケーショ
ンを移行するときにサ
ブスクリプションが作
成されるように、サブス
クリプションのソース・
アプリケーションを最
初に移行してください。
サブスクリプションの
最上位ノード・フィルタ
はインポートされませ
ん。

ソースとターゲットの
ビューポイントを照合
して、ターゲットの既存
のサブスクリプション
を識別します。
• ターゲットにない
ビューポイントの
組合せの新しいサ
ブスクリプション
がマージされます。

• ターゲットの既存
のサブスクリプシ
ョンが更新されま
す。

名前や説明などの一般
的なサブスクリプショ
ン・パラメータに加え、
オプション、アクション
と条件のフィルタ、およ
び包含プロパティが上
書きされます。
最上位ノード・フィルタ
は保持されます。
デフォルト担当者は保
持されます。代替担当
者はマージされます。

バインド 新しい非マップ・バイン
ドがマージされます。
各ディメンションでサ
ポートされるマップ・バ
インドは 1つのみであ
るため、ターゲット・ア
プリケーションの既存
のマップ・バインドは置
換されます。
名前や説明などの一般
的なバインド・パラメー
タに加え、設定、キーお
よびマッピング・キーが
上書きされます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

抽出 パブリックおよびプラ
イベート抽出がエクス
ポートされます。

パブリック抽出がイン
ポートされます。プラ
イベート抽出は、ターゲ
ット・システムにユーザ
ーが存在する(ユーザー
名により)場合のみイン
ポートされます。

新しいパブリック抽出
がマージされます。新
しいプライベート抽出
は、ターゲット・システ
ムにユーザーが存在す
る(ユーザー名により)場
合のみマージされます。
名前や説明などの一般
的な抽出パラメータに
加え、列、フィルタおよ
びオプションが上書き
されます。
ソースでパブリックに
移行されたプライベー
ト抽出は、ターゲットで
パブリックに移行され
ます。

カスタム検証 上書き
制約 アプリケーションのエ

クスポート時に、アプリ
ケーション、ディメンシ
ョンおよびノード・タイ
プの制約がエクスポー
トされます。ディメン
ションのエクスポート
時は、ディメンションの
制約のみがエクスポー
トされます。

新しい制約がマージさ
れます。
既存の制約は上書きさ
れます。

ポリシー
ノート: テンプレートを
インポートするとき、
「置換ポリシー・グルー
プ」を選択して、ターゲ
ット環境の既存のポリ
シー・グループを、ソー
ス・テンプレートのポリ
シー・グループと置換し
ます。テンプレートの
操作を参照してくださ
い。

次のオブジェクトに対
して、ポリシー・ユーザ
ーおよびグループがエ
クスポートされます:
• 選択したアプリケ
ーション

• 選択したアプリケ
ーションのディメ
ンション

• 選択したアプリケ
ーションのノード・
タイプ

• 選択したアプリケ
ーションの階層セ
ット

ソース・ユーザーまたは
グループがターゲット
環境に存在する場合、ポ
リシー・ユーザーおよび
グループがインポート
されます。
ソース・ユーザーまたは
グループがターゲット
環境に存在しない場合、
ポリシー・ユーザーまた
はグループはインポー
トされず、欠落している
ユーザーまたはグルー
プおよび関連付けられ
たオブジェクトを示す
メッセージが表示され
ます。

新しいポリシーおよび
ポリシー・グループがマ
ージされます。
名前や説明などの一般
的なポリシー・パラメー
タに加え、ポリシー・フ
ィルタが上書きされま
す。
既存のポリシーのポリ
シー・グループは、デフ
ォルトで保持されます。
「置換ポリシー・グルー
プ」オプションを使用す
ると、既存のポリシー・
グループが保持されず
に置換されます。
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Table 27-1    (Cont.) テンプレートを使用してアプリケーションまたはディメンションをエ
クスポート、追加または更新する場合の予想される動作

オブジェクトまたは設
定

アプリケーションまた
はディメンションのエ
クスポート時:

アプリケーションまた
はディメンションの追
加時:

アプリケーションまた
はディメンションの更
新時:

権限
ノート: テンプレートを
インポートするとき、
「置換権限」を選択して、
ターゲット環境の既存
の権限を、ソース・テン
プレートの権限と置換
します。テンプレート
の操作を参照してくだ
さい。

次のオブジェクトに対
して、権限およびデー
タ・アクセスがエクスポ
ートされます:
• 選択したアプリケ
ーション

• 選択したアプリケ
ーションのディメ
ンション

• 選択したアプリケ
ーションのノード・
タイプ

• 選択したアプリケ
ーションの階層セ
ット

• 選択したアプリケ
ーションにビュー
ポイントがあるビ
ュー

ソース・ユーザーまたは
グループがターゲット
環境に存在する場合、権
限およびデータ・アクセ
スがインポートされま
す。
ソース・ユーザーまたは
グループがターゲット
環境に存在しない場合、
権限およびデータ・アク
セスはインポートされ
ず、欠落しているユーザ
ーまたはグループおよ
び関連付けられたオブ
ジェクトを示すメッセ
ージが表示されます。

新しい権限がマージさ
れます。
ターゲットの既存の権
限およびデータ・アクセ
スはデフォルトで保持
されます。「置換権限」
オプションを使用する
と、既存の権限およびデ
ータ・アクセスが保持さ
れずに置換されます。

テンプレート・インポートのプレビューとインポート結果の
確認

テンプレートをインポートする前に、テンプレートをプレビューし、テンプレートのインポ
ートによってターゲット環境に作成される変更をビジュアル化できます。インポートを実行
した後、各オブジェクトの結果を確認できます。
テンプレート・インポートのプレビュー
テンプレート・インポートのプレビューにより、テンプレート・ファイルのオブジェクトを
識別し、インポート・プロセスによって追加、変更、変更されない、およびスキップされる
オブジェクトを判断できます。テンプレート・ファイルの一部のオブジェクトに問題がある
場合は、インポートをプレビューすることで、テンプレートをインポートする前にそれらの
問題を特定し、修正処理を実行できます。
次の例のプレビューは、ソース・ノード・タイプがターゲット環境にないため、Dept Rollup
ノード・タイプのノード・タイプ・コンバータがインポートされないことを示しています。
ノード・タイプ・コンバータをインポートするには、インポートを実行する前に、Dept Rollup
ノード・タイプをターゲット環境に追加する必要があります。
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インポート結果の確認
テンプレートのインポートを実行した後は結果を確認し、テンプレート・ファイルの
各オブジェクトのステータスを識別します:

• 成功: オブジェクトは変更なしでインポート・ファイルからインポートされました。
• 警告: オブジェクトはインポートされましたが、インポートするためにインポー
ト・ファイルから変更されました。

• エラー: オブジェクトはインポートされませんでした。
これらの各フィルタを有効または無効にして、特定のステータスのオブジェクトのみ
を表示できます。たとえば、警告またはエラーのあるオブジェクトのみを表示できま
す。
次の例では、ソース・ノード・タイプがターゲット環境にないため、テンプレートの
Dept Rollupノード・タイプのノード・タイプ・コンバータがインポートされませんで
した。
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28
Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの操作

外部アプリケーション・タイプ、接続 URL、ディメンションなどの情報の入力を求めるウィ
ザードを使用して、Planning、Planningモジュールおよびフリーフォーム・アプリケーショ
ンを登録および変更します。
• Planningはクラウドベースのデプロイメント・モデルで、企業全体のプランニングや予
算策定、予測をサポートする柔軟なプランニング・アプリケーションを提供します。

• Planningモジュールは、クラウドベースのデプロイメント・モデルで、企業全体のプラ
ンニング、予算策定および予測をサポートする事前構築ビジネス・アプリケーションを提
供します。財務、要員、資本、プロジェクトおよび戦略モデリングに関するプランニング
や予算策定ソリューションが含まれています。
特に明記されていないかぎり、この章のトピックで Planningアプリケーションに言及し
ている場合は、Planningモジュール・アプリケーションにも言及しています。

• フリーフォームは、管理対象クラウドベースのデプロイメント・モデルで、マルチ・ディ
メンショナル分析、レポートおよびプランニングに対してディメンションおよびキューブ
が完全対応できる柔軟性を持つ、カスタマイズ可能なアプリケーションを提供します。

Oracle Enterprise Data Management Cloudでの Planningおよびフリーフォーム・アプリケー
ションのデータの管理には、次の処理が含まれます:

• Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの登録.

• Planningおよびフリーフォーム・ディメンションのインポート.

• 登録された Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの変更.

• データ管理の開始.

• Planningおよびフリーフォーム・ディメンションのエクスポート .
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Planningアプリケーションまたはフリーフォーム・アプリケーションを作成すると、
次のオブジェクトが作成されます:

• アプリケーションは、別名表、複数通貨コード、オプションの接続設定などの設定
で作成されます。

• アプリケーションごとに 1つのデフォルト・ビューが作成されます。
• 登録したディメンションごとに 1つのディメンションが作成されます。
• 各ディメンションについて、次のオブジェクトが作成されてディメンションにバイ
ンドされます。
– すべてのアプリケーション固有プロパティを持つ 1つのノード・タイプ。
– 親と子両方のノード・タイプを使用している 1つの階層セット。
– 階層セットを指す 1つのノード・セット。
– ノード・セットを指す 1つのビューポイント。

ノート:

バインド・ルールにより、登録したディメンションが外部アプリケーシ
ョン・ディメンション要件に準拠することが保証されます。バインディ
ング・ルールの理解を参照してください。

ディメンションの登録に加えて、属性も登録できます。属性の理解を参照してくださ
い。
アプリケーションの登録後、データをディメンションにインポートして、ノード、プ
ロパティおよび階層セットを移入できます。オプションで、登録を変更できます。作
業の実行後、ディメンションを外部アプリケーションにエクスポートできます。
Planningモジュールの事前定義済メンバー
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Planningモジュールの事前定義済メンバーは、外部アプリケーションからインポートする必
要があります。これらは移動および並替えが可能で、下に子を追加することや、上に最上位
ノードを追加することができますが、Oracle Enterprise Data Management Cloudではそれ以
外の編集はできません。
事前定義済メンバーに対する変更は、外部アプリケーションで実行する必要があります。変
更を加えた後は、マージ・インポート(マージ・インポートの操作を参照)を実行して、Oracle
Enterprise Data Management Cloudで事前定義済メンバーを更新する必要があります。

Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの
登録

Planningまたはフリーフォーム外部アプリケーションを Oracle Enterprise Data
Management Cloudに登録すると、外部アプリケーションを表すアプリケーションとデフォ
ルト・ビューが作成されます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Planningアプリケーションの登録について学習
します。  Planningアプリケーションの登録

開始する前に:

• アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールを持っていること
を確認します。登録後、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対する所有者権限
が自動的に付与されます。

ノート:

サービス管理者はロールを割り当てます(アプリケーションのロールと権限の理
解を参照)。

• 登録するディメンションを決定します。各ディメンションに関連付けられているすべて
のキューブを登録する必要があります。勘定科目、エンティティ、ユーザー定義の 3つの
ディメンション・タイプを登録できます。

• 新規または既存のアプリケーションにキューブを追加すると、キューブのデータ・ストレ
ージ・プロパティ(たとえば、PLN.Data Storage (Plan 1))は、アプリケーションの
デフォルトのデータ・ストレージ・プロパティ(PLN.Data Storage)から派生します。
派生プロパティを参照してください。
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ノート:

アプリケーションの登録を変更して既存のキューブを編集すると、アプ
リケーションのデフォルトから派生するキューブのデータ・ストレージ・
プロパティは設定されません。キューブ・データ・ストレージ・プロパ
ティの値をアプリケーションのデフォルトから派生させる場合は、アプ
リケーション・オーバーライドを設定する必要があります。プロパティ・
パラメータの編集を参照してください。

• サービス管理者が、企業の SSO (アイデンティティ・プロバイダ)資格証明を使用
してサブスクリプション間接続を構成することはできません。サブスクリプショ
ンが SSO用に構成されている場合は、サブスクリプション間接続を構成するサー
ビス管理者に、アイデンティティ・ドメイン資格証明が保持されている必要があり
ます。アイデンティティ・ドメイン資格証明によるサインインの有効化を参照して
ください。

詳細は、アプリケーションの登録の理解を参照してください。
Planningまたはフリーフォーム・アプリケーションを登録するには:

1. 「アプリケーション」から「登録」をクリックします。
2. 次のいずれかのアプリケーション・タイプを選択します:

• Planning

• Planningモジュール
• フリーフォーム

3. アプリケーション名と説明を入力します。

ノート:

アプリケーション・リストにアプリケーション・タイプ、名前および説
明が表示されます。

4. ディメンションにローカル csv(カンマ区切り)ファイルを使用する場合は、次のス
テップをスキップします。

5. 外部アプリケーションに接続している場合は、「追加」をクリックして接続設定を
定義します。複数のアプリケーション接続を追加できます。

フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーション
への接続

接続名 このアプリケーションに一
意の必須の接続名を入力し
ます。

US Planning Cloud接続

接続の説明 オプションの説明を入力し
ます。

この接続を使用して、
Planningアプリケーショ
ンに接続します。
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フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーション
への接続

インスタンスの場所 外部アプリケーションへの
接続 URLを次の形式で入
力します。
https://ServiceName-
IdentityDomain-
ServiceType.DataCente
r.oraclecloud.com

https://planbudget-
uscompany-
entplan.US11.oraclec
loud.com
ここで
• ServiceNameは

planbudget
• IdentityDomainは

uscompany
• ServiceTypeは

entplan
• DataCenterは US11

アイデンティティ・ドメイン 外部アプリケーションのア
イデンティティ・ドメイン
を入力します。

ノート:

これは、「インス
タンスの場所」
で使用されるの
と同じアイデン
ティティ・ドメ
インです。

IdentityDomainは
uscompany

ユーザー名 認可されたユーザー名を入
力します
ノート: ユーザーは、外部
アプリケーションのサービ
ス管理者である必要があり
ます。

tom.smith

ノート:

次のいずれかの
フィールドにア
イデンティテ
ィ・ドメインを
入力する必要が
あります: 「アイ
デンティティ・
ドメイン」また
は「ユーザー
名」。たとえば、
「アイデンティ
ティ・ドメイン」
に uscompany
または「ユーザ
ー名」に
uscompany.to
m.smithを入
力します。
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フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーション
への接続

パスワード パスワードを入力します。 xxxxxxxx

プライマリ接続 これを外部アプリケーショ
ンへのインポートまたはエ
クスポートのデフォルトに
する場合は、このチェッ
ク・ボックスを選択します。

6. アプリケーション要約情報を確認して、「作成」をクリックします。

ノート:

アプリケーションとデフォルト・ビューが作成され、ドラフト・モード
に設定されます。デフォルト・ビュー名は、上で指定したアプリケーシ
ョン名と同じです。

7. 登録を続行します(キューブ、アプリケーション設定およびディメンションの登録
を参照)。

キューブ、アプリケーション設定およびディメンションの
登録

次のステップを使用して、Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションからキ
ューブ、アプリケーション設定およびディメンションを登録します。
キューブを登録してアプリケーション設定を定義するには:

1. 「キューブ」画面で「追加」をクリックし、キューブ名を入力してキューブ・タイ
プを指定します:

• ASO (すべてのアプリケーション・タイプ)

• BSO (Planningおよび Planningモジュール・アプリケーションのみ)

• BSOハイブリッド(フリーフォーム・アプリケーションのみ)

ノート:

キューブ名は Source Plan Typeプロパティおよび Aggregation、
Formula、Data Storageなど関連する他のプロパティに配置されます。

登録するディメンションで使用されているすべてのキューブを追加します。
2. アプリケーション設定を定義します。

フィールド 有効な値 例
別名表 ディメンション別名表を入

力します
デフォルトの英語スペイ
ン語
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フィールド 有効な値 例
週次配分タイプ(Planningおよ
び Planningモジュール・アプリ
ケーションのみ)

週次配布タイプを指定しま
す。
フリーフォーム・アプリケ
ーションの週次配分は常に
「均等」であるため、このオ
プションは表示されませ
ん。

均等

複数通貨(Planningおよび
Planningモジュール・アプリケ
ーションのみ)

Planningアプリケーショ
ンで複数通貨がサポートさ
れる場合は、このチェッ
ク・ボックスを設定します。
フリーフォーム・アプリケ
ーションでは複数通貨が常
に有効になっているため、
このオプションは表示され
ません。

チェック・ボックスを選択

ハイブリッド・モード(Planning
および Planningモジュール・ア
プリケーションのみ)

Planningアプリケーショ
ンでハイブリッド・モード
がサポートされる場合は、
このチェック・ボックスを
設定します。
フリーフォーム・アプリケ
ーションではハイブリッド
モードが常に有効になって
いるため、このオプション
は表示されません。

ノート:

プラン・タイプ
固有の「解決
順」プロパティ
をすべての BSO
および ASOキ
ューブに追加す
るには、このチ
ェック・ボック
スを選択しま
す。プラン・タ
イプ固有の「解
決順」プロパテ
ィを ASOキュ
ーブにのみ追加
するには、チェ
ック・ボックス
をクリアしま
す。

チェック・ボックスを選択

通貨 少なくとも 1つの通貨コ
ードを入力する必要があり
ます。

USD, CAD, INR
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フィールド 有効な値 例
スマート・リスト 1つ以上のスマート・リス

トの名前を入力します。入
力するスマート・リスト名
は、Smart Listプロパテ
ィで選択できるアイテムで
す。スマート・リスト値は、
外部アプリケーションでの
み管理できます。

チャネル

3. ディメンションを登録します。
1つ以上のディメンションを登録するには、「追加」をクリックして、次の情報を
入力します。

フィールド 有効な値 例
ディメンション名 ディメンション名を入力し

ます。外部アプリケーショ
ンの実際のディメンション
と異なる場合は、下で外部
ディメンション名を指定し
ます。

財務勘定科目
入力する値は、Oracle
Enterprise Data
Management Cloudのビ
ューポイント、ノード・セ
ット、階層セット、ノー
ド・タイプおよびディメン
ションの名前になります。

ディメンションの説明 オプションでディメンショ
ンの説明を入力します。

第 28章
Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの登録

28-8



フィールド 有効な値 例
ディメンション・タイプ 「勘定科目」、「エンティテ

ィ」または「カスタム」か
ら、ディメンション・タイ
プを選択します。

ノート:

デフォルトのデ
ィメンション・
タイプは、
Planningおよ
び Planningモ
ジュール・アプ
リケーションの
場合は「勘定科
目」で、フリー
フォーム・アプ
リケーションの
場合は「カスタ
ム」です。
フリーフォー
ム・アプリケー
ションの場合、
「勘定科目」また
は「エンティテ
ィ」ディメンシ
ョン・タイプを
選択するとき
は、ディメンシ
ョンを有効に
し、外部アプリ
ケーションの
「勘定科目」また
は「エンティテ
ィ」ディメンシ
ョン・タイプと
関連付けている
必要がありま
す。Planningの管理のアプリ
ケーション作成
ウィザードを使
用したフリーフ
ォーム・アプリ
ケーションの作
成を参照してく
ださい。

勘定科目

共有ノードを許可 インポートするディメンシ
ョンに共有ノードがある場
合に選択します。
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フィールド 有効な値 例
このディメンションに有効なキ
ューブを選択します

ディメンションのすべての
キューブを選択します。必
要に応じて、戻るボタンを
使用して追加のキューブを
入力します。

Plan1 Plan2

外部ディメンション名を入力し
ます

オプションで、外部ディメ
ンション名を入力しますこ
れにより、上のディメンシ
ョン名に異なる値を入力で
きます。

acc1

4. オプションで、1つ以上の属性を追加します。
• 簡易属性の場合:

– 簡易属性管理スタイルを選択します。
– 属性名を入力します。
– 属性に使用するすべての値を入力します。

ノート:

属性名は Attribute - nameプロパティに配置され、値はプルダ
ウン・リストに配置されます。

• 属性ディメンションの場合:

– ディメンション属性管理スタイルを選択します。
– 属性ディメンション名を入力します。
– 「属性タイプ」で、「テキスト」、「数値」または「日付」を選択します。

ノート:

属性ディメンション名は Attribute Dim - nameプロパティに
配置され、属性ディメンションのビューポイントがアプリケーシ
ョンのデフォルト・ビューに追加されます。

属性の理解を参照してください。
5. 要約を確認して、「適用」をクリックします。
ディメンションとそのデータ・チェーンが作成されます。データ・オブジェクトは
ディメンションにバインドされ、アクティブ・ステータスが設定されます。これ
で、ディメンション・データをインポートできます(Planningおよびフリーフォー
ム・ディメンションのインポートを参照)。
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Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの事前定義
済プロパティ

ノート:

事前定義されたメンバーは、Planningモジュールでのみ使用されます。事前定義済
アーティファクトのカスタマイズを参照してください。

Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションに対して、次のプロパティが事前定義さ
れています。Planningおよびフリーフォームのすべてのプロパティには、PLNネームスペー
スが使用されます。
詳細は、次を参照してください:

• プロパティの操作
• プロパティの継承

プロパティ データ型 継承 レベル 説明
メンバー作成者に
付与されたアクセ
ス権

文字列 いいえ ノード 作成する動的メンバーに対してメンバ
ー作成者が持つ権限を判別します

勘定科目タイプ 文字列 はい ノード 勘定科目のタイム・バランス(値が時間
をフローする状態)を定義し、メンバー
式で差異レポートへの勘定科目のサイ
ン動作を決定します

集約 文字列 はい 関係 親のメンバーに対する子のメンバーの
値をどのように集約させるか判別しま
す

別名 文字列 いいえ ノード ディメンション・メンバーの代替の一意
の説明

属性ディメンショ
ン名

文字列 いいえ ノード 属性ディメンションの名前を指定しま
す

基本通貨 文字列 はい ノード 標準の複数通貨アプリケーションにお
けるエンティティ・ディメンション・メ
ンバーの基本通貨を指定します
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プロパティ データ型 継承 レベル 説明
データ・ストレージ 文字列 いいえ

ノート: キュ
ーブを追加
すると、キュ
ーブのデー
タ・ストレー
ジ・プロパテ
ィ(たとえば、
PLN.Data
Storage
(Plan 1))
は、アプリケ
ーションの
デフォルト
のデータ・ス
トレージ・プ
ロパティ

(PLN.Data
Storage)
から派生し
ます。

関係 ディメンション・メンバーのデータが格
納または計算されるかを指定します

データ型 文字列 はい ノード ディメンション・メンバーのデータ値の
タイプを指定します

動的な子に対して
使用可能

ブール いいえ ノード ユーザーが、動的な親メンバーを使用す
るように構成されたビジネス・ルールの
実行時プロンプトでメンバー名を入力
することにより、このメンバーの子を作
成できるようにします

エンタープライズ
の事前定義済メン
バー

ブール いいえ ノード ディメンション・メンバーをアプリケー
ションによって事前定義済と指定しま
す。事前定義済メンバーは、移動などの
特定のタイプの変更、またはその下の子
やその最上位ノードの追加のみに制限
されます。
ノート: このプロパティは、Planningモ
ジュール・アプリケーションから事前定
義済メンバーをインポートするときに
インポート・プロセスによって設定さ
れ、Oracle Enterprise Data
Management Cloudで手動で編集する
ことはできません。

為替レート・タイプ 文字列 はい ノード 値の計算に為替レートをどのように使
用するかを判別します

式 メモ いいえ ノード ディメンション・メンバーの値の計算に
使用されるメンバー式。

式の説明 文字列 いいえ ノード メンバー式の説明
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プロパティ データ型 継承 レベル 説明
階層タイプ 文字列 いいえ ノード 集約ストレージ・キューブにバインドさ

れたディメンションに使用できます。
集約ストレージ・ディメンションは、複
数階層を自動的にサポートできるよう
になります。複数階層のディメンショ
ンの最初の階層は保管階層である必要
があります。

使用可能な動的な
子の数

整数 いいえ ノード ディメンション・メンバーに作成できる
動的な子の最大数。このオプションは、
「動的な子に対して使用可能」が選択さ
れている場合のみ使用可能です。

プラン・タイプ ブール はい 関係 ディメンション・メンバーがプラン・タ
イプに有効かどうかを指定します。

プロセス管理を使
用可能

ブール ノード プロセス管理を使用可能にするかどう
かを決定します

値のスキップ 文字列 はい ノード タイム・バランスが「最初」、「残高」ま
たは「平均」の場合、データベース計算
がゼロ値および欠落した値をどのよう
に処理するかを決定します。

スマート・リスト 文字列 いいえ ノード ディメンション・メンバーに関連付ける
スマート・リストを選択します。

ソース・プラン・タ
イプ

文字列 はい ノード ディメンション・メンバーのソース・プ
ラン・タイプ

タイム・バランス 文字列 はい ノード アプリケーションによる要約期間の値
の計算方法を指定します

2パス計算 ブール いいえ ノード 親メンバーまたは他のメンバーの値に
基づいてメンバーの値を再計算します。
「動的計算」の「データ・ストレージ」
または「動的計算および保管」で、勘定
科目とエンティティ・メンバーに使用で
きます。

UDA リスト いいえ ノード 計算またはレポート目的で使用される
ユーザー定義属性

差異レポート 文字列 いいえ ノード 差異レポートの作成時に勘定科目を支
出として扱うかどうかを決定します

週次配分 ブール いいえ ノード 週次配分を設定します。アプリケーシ
ョンの作成時に、このオプションが選択
済で基本期間が 12か月の場合、最下位
レベル勘定科目メンバーに使用できま
す。

Planningおよびフリーフォーム・ディメンションのイ
ンポート

Planningおよびフリーフォーム・ディメンションの場合、Oracle Enterprise Data
Management Cloudは、カンマ区切り(CSV)ファイルからのインポート、および.zipファイ
ルを使用した外部アプリケーション送信ボックスからのインポートをサポートしています。
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Planningアプリケーション、フリーフォーム・アプリケーションおよび Planningモジ
ュール・アプリケーションは、Oracle Enterprise Data Management Cloudで管理され
るという点では同じですが、Planningモジュールのノードについて、次の違いがあり
ます:

事前定義されたメンバーには、インポート時に Enterprise Predefined Memberプロ
パティが Trueに設定され、編集することはできません。ただし、下に子を追加した
り、上に最上位ノードを追加することは可能です。

ノート:

事前定義済メンバーは、Planningモジュールでのみ更新可能です(Planningモ
ジュールの管理の事前定義済アーティファクトのカスタマイズを参照)。外
部アプリケーションの事前定義済メンバーが変更された場合は、ディメンシ
ョンを再インポートして Oracle Enterprise Data Management Cloudの事前
定義済メンバーを更新する必要があります。

ビデオ

目的 参照するビデオ
ディメンションのインポートおよびエクスポ
ートについて学習します。  アプリケーション・データのインポー

トおよびエクスポート
開始する前に:

• インポート・オプション、考慮事項およびインポート・モードの詳細は、ディメン
ションのインポートを参照してください。

• 外部アプリケーションで、次のいずれかの形式を使用して、インポートするデー
タ・ファイルを作成します。
– ローカル・ファイルを使用する場合は、ディメンションごとに.csv(カンマ区
切り)ファイル。ローカルの.csvファイル名に、ファイル名の制限はありませ
ん。

– 外部アプリケーションの送信ボックスに接続する場合は、1つ以上のディメン
ションの.csvファイルを含む.zipファイル。.csvファイル名には、先行する
テキストの最後にディメンション名または外部ディメンション名(登録で指定
されている場合)が含まれている必要があります。たとえば、acc1.csvは無効
ですが、tom_smith_acc1.csvは有効です(acc1はディメンション名)。

ノート:

Planningから、Oracle Enterprise Data Management Cloudにインポート
するファイルを作成します。Planningの管理のメタデータのエクスポー
トを参照してください。

ディメンションをインポートするには:
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1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションまでスクロールして、 をクリックし、
「インポート」をクリックします。

2. データのインポート先のディメンションをクリックします。
3. 入力ソースで「ファイル」または「接続」を選択して、次のいずれかを行います。

• 「ファイル」を選択した場合、インポート・ファイル名を指定します。
• 「接続」を選択した場合、インポート元の接続を選択して、インポート・ファイル名
を指定します。

4. 「インポート・モード」で、「マージ」、「置換」または「リセット」を選択します。インポ
ート・モードの詳細は、ディメンションのインポートを参照してください。

5. オプション: 「サマリー」セクションでディメンション名をクリックして、ディメンショ
ンを検査し、インポート・オプションを表示します。インスペクタ・ダイアログを閉じて
インポート画面に戻ります。

6. 「インポート」をクリックします。
EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
importDimensionを参照)、REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud Serviceの
REST APIのディメンションのインポートを参照)、またはタスク・マネージャ(Financial
Consolidation and Closeの管理の EPM Cloudの自動化統合を参照)を使用して、ディメンシ
ョンをインポートすることもできます。

ファイル形式のインポートおよびエクスポート
Planningおよびフリーフォーム・ディメンションのデータをインポートおよびエクスポート
する場合は、カンマ区切り(.csv)ファイルを使用する必要があります。
次に、カンマ区切りファイルの形式と考慮事項をリストします。
• ファイルには、次の列が含まれる必要があります。

– 名前 登録で指定したディメンション名または外部ディメンション(入力した場合)。
– 親: 親ノードの名前。親ノードがない場合、このフィールドは空にする必要がありま
す。

• 別名: name。ここで、nameは登録した別名表の名前です。少なくとも 1つの別名表が必
要です。

• 一般的な列を次に示します。
– プラン・タイプ(cube name)、集約(cube name)、データ・ストレージ(cube name)、
式(cube name)、式の説明(cube name)。これらは一般に、登録したキューブごとに定
義されます。

– 解決順序(cube name)。これは、登録した ASOキューブごとに定義されます。

ヒント:

cube nameは、登録したキューブの名前です。
– スマート・リスト。スマート・リスト名は、オプションでノードに指定されます。
– 属性ディメンション名。登録中に入力された属性ディメンションの名前。
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ノート:

外部アプリケーションから追加の列をインポートおよびエクスポー
トできます(ディメンション・プロパティとメンバー・プロパティを
参照)。

• インポート・ファイルのデータは行の順序でインポートされます。親ノードの行は
子ノードの行よりも前にある必要があります。子ノードの行が親ノードの行より
も前にあると、ファイルのインポート時にエラーが発生します。

• インポートでは、重複する行は無視されます。
• ファイルの区切り文字、引用符または改行(CR/LF)文字を含む文字列、または ASCII

35以下の文字(Tab、!、#など)で開始する文字列は、引用符で囲まれます。(たとえ
ば、"# Children"、"Accumulated Depreciation, Equipment"。)

ノート:

インポートには、Planningの要件に基づいて共有ノード(データ・ストレージ
= 共有)を処理するロジックが含まれています。

登録された Planningおよびフリーフォーム・アプ
リケーションの変更

Planningまたはフリーフォーム・アプリケーションは、登録後に変更できます。たと
えば、追加のディメンションの登録、ディメンションの除去、複数通貨設定の変更
(Planningのみ)、またはキューブの追加を実行できます。アプリケーション、ディメン
ションおよびデータ・オブジェクトが変更内容に基づいて更新されます。行った変更
を反映して、ディメンション・バインド・ルールが更新されます。

ノート:

キューブ、属性ディメンションまたは別名を除去した場合、対応するプロパ
ティはディメンションからバインドが解除され、インポートまたはエクスポ
ートされなくなります。たとえば、デフォルトの別名ディメンションを除去
した場合、対応するプロパティ Alias: Defaultはノード・タイプのために
インポートまたはエクスポートされなくなります。プロパティは、除去する
までノード・タイプに残ります。
ディメンションを除去すると、対応するデータ・チェーン・オブジェクトは
そのディメンションからバインド解除されますが、削除はされません。アプ
リケーションの変更の理解を参照してください。

開始する前に:

アプリケーションを変更するには、アプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
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Planningまたはフリーフォーム・アプリケーションの登録を変更するには:

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「登録の
変更」を選択します。

2. キューブ、アプリケーションの設定、ディメンションを変更または追加するには、キュー
ブ、アプリケーション設定およびディメンションの登録を参照してください。

3. 完了したら、「適用」をクリックします。
変更内容で、データ・チェーン・オブジェクトが更新されます。

ノート:

「ドラフト」ステータスではないアプリケーションの登録に変更を加えたが、適
用しなかった場合、登録ウィザードを閉じるときに変更内容は保存されません。
「ドラフト」ステータスのアプリケーションの登録に変更を加えたが、適用しな
かった場合、変更内容は保存され、後から更新および適用できる場合がありま
す。ただし、登録ウィザードの外部でバインドされたデータ・オブジェクトに
変更を追加した場合は、バインドされたオブジェクトと登録を同期する必要が
あるため、保存された変更がクリアされることがあります。

ディメンションの除去
アプリケーションからディメンションを除去するには:

1. 「アプリケーション」でアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「登録の変更」を
選択します。

2. 「ディメンション」を選択して、 をクリックします。
 

 

Planningモジュールへの Planningアプリケーションの
アップグレード

新しいアプリケーション・インスタンスを作成しなくても、Oracle Enterprise Data
Management Cloudの Planningアプリケーション・インスタンスを Planningモジュールにア
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ップグレードできます。アップグレードするには、サービス管理者ロールまたはアプ
リケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
考慮事項
• 外部ターゲットの Planningシステムをアップグレードした後にのみ、Oracle

Enterprise Data Management Cloudで Planningアプリケーション・インスタンス
をアップグレードします。

• 外部ターゲットの Planningアプリケーションをアップグレードすると、新しい事
前定義済メンバーが追加されます。Oracle Enterprise Data Management Cloudの
アップグレードされたアプリケーションに新しい事前定義済メンバーをロードす
るために、「リセット」オプションを使用してターゲット・アプリケーションから
ディメンションを再インポートします。ディメンションのインポートを参照して
ください。

• アップグレードできるのは、アクティブなアプリケーション・インスタンスのみで
す。アーカイブされたアプリケーションはアップグレードできません。

Planningアプリケーションを Planningモジュールにアップグレードするには、「アプ
リケーション」から をクリックし、「プランニング・モジュールへのアップグレード」
を選択し、「確認」ボタンをクリックします。

注意:

Planningアプリケーションを Planningモジュールにアップグレードした後、
アップグレード・アクションは元に戻せません。

フリーフォーム・アプリケーションへの Planning
アプリケーションの変換

新しいアプリケーション・インスタンスを作成しなくても、Oracle Enterprise Data
Management Cloudの Planningアプリケーション・インスタンスをフリーフォーム・
アプリケーションに変換できます。変換するには、サービス管理者ロールまたはアプ
リケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。

Note:

以前に Planningアプリケーション・タイプを使用してフリーフォーム・アプ
リケーション・データを管理していた実装では、アプリケーションを
Planningからフリーフォームに変換する必要があります。

考慮事項
• Planningアプリケーションでは、フリーフォーム・アプリケーションに変換でき
るようにするために、これらのアプリケーション設定に次の値が必要です:

– ハイブリッド・モードが有効になっている必要があります
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– 週次配分が「均等」に設定されている必要があります
– 複数通貨が有効になっている必要があります
これらのアプリケーション設定のいずれかが前述の値と異なる場合、そのままではアプリ
ケーションをフリーフォームに変換できません。アプリケーションを変換する前に、アプ
リケーションの登録を変更し、アプリケーションの設定を前述の値に変更する必要があり
ます。

• 変換できるのは、アクティブなアプリケーション・インスタンスのみです。アーカイブさ
れたアプリケーションは変換できません。

• Oracle Enterprise Data Management Cloudの Planningアプリケーション・インスタンス
をフリーフォーム・アプリケーションに変換する操作は、元に戻せない一方向の操作で
す。フリーフォーム・アプリケーションを変換して Planningアプリケーションに戻すこ
とはできません。

Planningアプリケーションをフリーフォームに変換するには、「アプリケーション」で をク
リックし、「フリーフォーム・アプリケーションに変換」を選択し、確認ボタンをクリックし
ます。

Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの
バインディング・ルール

バインディング・ルールが重要である理由は、バインディング・ルールによって Oracle
Enterprise Data Management Cloudアプリケーションが外部アプリケーションの要件に自動
的に準拠するようになるからです。
次の表に、Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションのバインディング・ルールを
示します。

オブジェクト ルール
ノード・タイプ バインドされたノード・タイプから必要なバインディング・プロパティを除去できま

せん。
階層セット バインドされた階層セットの場合、保存時にプロパティが追加される可能性があるこ

とを確認できないかぎり、必要なディメンション・プロパティが欠落しているノー
ド・タイプを選択できません。

ノード・セット バインドされたノード・セットの場合、独自のバインディング・ルールおよび任意の
バインディング・ルールをデータ・チェーンの上位に渡す階層セットを選択する必要
があります。

ビューポイン
ト

バインドされたビューポイントの場合、独自のバインディング・ルールおよび任意の
バインディング・ルールをデータ・チェーンの上位に渡すノード・セットを選択する
必要があります。階層セットがチェックされてから、ノード・タイプがチェックされ
ます。
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オブジェクト ルール
ディメンショ
ン

ディメンションにバインドされたビューポイントを編集する場合:
• ディメンションへのバインディングに対して別のビューポイントを選択できま
す。新しいビューポイントはバインディング・ルールを満たしているかどうかが
チェックされますが、データ・チェーンの上位にあるすべてのデータ・オブジェ
クトも同様です。

ノート:

アプリケーション登録から削除することによって、ディメンションを
除去することもできます。ディメンションは引き続きアプリケーショ
ン・インスペクタに表示され、ディメンションを使用してデータ・チ
ェーン・オブジェクトが作成される可能性がありますが、このディメ
ンションはデータのインポートまたはエクスポート用として使用でき
ません。

• アプリケーションのインポート・セクションおよびエクスポート・セクション
で、独自のバインディング・ルールまたは任意のバインディング・ルールをデー
タ・チェーンの上位に渡すディメンションを選択する必要があります。

詳細は、次を参照してください:

• バインディング・ルールの理解
• 全アプリケーション・タイプに対するバインディング・ルール

Planningおよびフリーフォーム・アプリケーション
のディメンションへのビューポイントのバインド

Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションは、単一の外部ディメンションへ
のビューポイントのバインドをサポートしています。外部ディメンションにバインド
する代替ビューポイントをかわりに作成した場合、次のステップに従って代替ビュー
ポイントをポイントするバインディングを編集できます。
詳細は、次を参照してください:

• バインディングおよびバインドされたデータ・オブジェクトの理解
• ビューポイントの理解
1. 「アプリケーション」で、ビューポイントが含まれるアプリケーションを検索しま
す。

2. アプリケーションの「アクション」列で、 をクリックし、「検査」を選択します。
3. 「ディメンション」タブで、ビューポイントをバインドしているディメンションの
名前をクリックします。
ディメンションのインスペクタが表示されます。

4. 「バインド」を選択してから、代替ビューポイントに関連付けるバインディングを
選択します。

5. 「編集」をクリックします。
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「ビュー」および「ビューポイント」ドロップダウン・リストがアクティブになります。
6. 「ビュー」で、ディメンションにバインドするビューポイントが含まれるビューを選択し
ます。

7. ビューポイントを選択します。
8. 「保存」をクリックします。

Planningおよびフリーフォームの検証
検証によってデータの整合性が確認されます。次の検証が、Planning、フリーフォームおよび
Planningモジュール・アプリケーションに対して実行されます。

名前 次の場合、検証エラーになる レベル
名前の一意性 メンバー名が、アプリケーションで使用されるす

べてのノードで一意でない
アプリケーション

メンバー名 メンバー名が、現在のアプリケーションに対して
定義されているディメンション名、キューブまた
は属性ディメンションと同じである

メンバー

最初の文字 名前と別名が、最初の文字として特定の文字を使
用している

メンバー

無効な文字 名前と別名に特定の無効な文字を使用している メンバー
最大長 名前と別名が最大長を超えている メンバー
先頭または末尾の
スペース

名前と別名の先頭と末尾にスペースを使用してい
る

メンバー

予約語 名前と別名が、アプリケーションに対して定義さ
れている予約語のリストのいずれかと同じである

メンバー

別名の一意性 別名が、兄弟ノードのグループ内で一意でない ディメンション
共有メンバー 共有メンバーが同じディメンションにない ディメンション
共有メンバーが基
本メンバーの前に
あり

階層内で基本メンバーの上に共有メンバーがある ディメンション

所有権承認権限 ノードの所有権承認プロパティは、ビューポイン
トに対して少なくとも「参加者(読取り)」アクセス
権を持っていないユーザーを参照します。所有権
承認の理解を参照してください。
この検証はデフォルトで無効になっています。

ディメンション

プラン・タイプ プラン・タイプは Trueに設定されているが、親に
True値がない

ノート:

親が事前定義された
メンバーである場
合、この検証はスキ
ップされます。

ディメンション

第 28章
Planningおよびフリーフォームの検証

28-21



名前 次の場合、検証エラーになる レベル
データ・ストレージ デフォルトのデータ・ストレージは「共有」また

は「ラベルのみ」であるが、キューブのデータ・
ストレージが「共有」または「ラベルのみ」でな
い

ノート:

メンバーがキューブ
に存在しない場合、
これはチェックされ
ません。

プロパティ

為替レート・タイプ 為替レート・タイプが「なし」でなく、データ型
が「通貨」でない

プロパティ

許可される式 データ・ストレージが「動的計算」または「動的
計算および保管」でない

プロパティ

スマート・リスト必
須

データ型が「スマート・リスト」の場合に、メン
バーのスマート・リストがない

プロパティ

解決順 解決順が、プロパティの最小値と最大値の間にな
い

プロパティ

ソース・プラン・タ
イプ

ソース・プラン・タイプがメンバーに対して有効
なプラン・タイプでない

プロパティ

差異レポート 勘定科目タイプが「費用」の場合に差異レポート
が「費用」でないか、勘定科目タイプが「費用」
または「保存された仮定」以外の場合に差異レポ
ートが「費用外」である。

プロパティ

数値属性名 数値属性ディメンションの最下位レベルのノード
名は数値フォーマットではありません

プロパティ

日付属性名 日付属性ディメンションの最下位レベルのノード
名は mm-dd-yyyyフォーマットではありません

プロパティ

次の検証は、Planningモジュール・アプリケーションに対してのみ実行されます。

名前 次の場合、検証エラーになる レベル
定義済メンバーの編集 定義済メンバーに対して増減

以外のアクションが実行され
ている

ノード

定義済メンバー・プロパティ 定義済メンバー・プロパティが
変更されている

プロパティ
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ノート:

Planningモジュール・アプリケーションでは、ほとんどのアプリケーション固有の
検証は事前定義済メンバー(つまり PLN.Enterprise Predefined Memberが
Trueに設定されているノード)に対しては実行されません。これは、これらのメン
バーが外部アプリケーションからインポートされ、Oracle Enterprise Data
Management Cloudでは編集できないためです。
Planningモジュール・アプリケーションで事前定義済メンバーに対して実行される
アプリケーション固有の検証は、定義済メンバーの編集、定義済メンバー・プロパ
ティおよび別名の一意性の検証のみです。

ノート:

ソース・プラン・タイプ、許可される式、プラン・タイプの各検証は、共有ノード
ではチェックされません(データ・ストレージ=共有)。アプリケーション・レベルの
インポートとエクスポートでは、これらの値が Planningおよび Planningモジュー
ルで求められるとおりに変換されます。

Planningおよびフリーフォーム・ディメンションのエ
クスポート

ディメンションにバインドされたビューポイントから Planningまたはフリーフォーム・アプ
リケーションにエクスポートできます。
ノードは、ノード・セットの最上位ノードから始めてエクスポートされます。たとえば、1つ
のディメンションに米国とすべての州を含めることができます。ノード・セットの最上位ノ
ードがテキサスである場合、テキサスとその下位のノードがエクスポートされます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
ディメンションのエクスポートについて学習しま
す。  アプリケーション・データのインポートお

よびエクスポート

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使
用した説明が用意されています。
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目的 方法の学習
Oracle Enterprise Data Management Cloud
から、接続されている Planning環境へと手動
でディメンション・メタデータをエクスポート
し、それからメタデータを Planningにインポ
ートします

 手動エクスポートおよびインポート
の使用による Enterprise Data Management
Cloudのディメンション・メタデータの
Planningとの統合

EPM自動化を使用して Oracle Enterprise
Data Management Cloudからディメンショ
ン・メタデータをエクスポートし、それを
Planning環境へとコピーして、それからメタ
データを Planningにインポートします

 EPM自動化の使用による
Enterprise Data Management Cloudのディメ
ンション・メタデータの Planningとの統合

Planningで Groovyビジネス・ルールを使用
して Oracle Enterprise Data Management
Cloudからディメンション・メタデータをエク
スポートして、それからそのメタデータを
Planningへとインポートします

 Groovyルールの使用による
Enterprise Data Management Cloudのディメ
ンション・メタデータの Planningとの統合

ベスト・プラクティス
エクスポートする前にディメンションにバインドされたビューポイントを検証し、デ
ータの整合性を確保することをお薦めします。検証および制約の理解を参照してくだ
さい。
ディメンションのエクスポート時にビューポイントを自動的に検証するには、「エクス
ポート前に検証」オプションを使用します。エクスポート・オプションの管理を参照
してください。
開始する前に:

• エクスポートするには、最低でもエクスポート元のアプリケーションまたはディメ
ンションに対するデータ・マネージャ権限が必要です。

• Planningまたはフリーフォーム・アプリケーションを登録すると、ノードと階層
関係がインポートされ、アプリケーションに存在していたときの順序で表示されま
す。ノードと階層関係が、Oracle Enterprise Data Management Cloudに存在して
いたときの順序でエクスポートされます。ノードおよび階層関係を英数字順にエ
クスポートする場合は、ディメンションの階層セットを開いて、「カスタム順序の
使用」をクリアします。

• ディメンションのバインド・キーを編集してエクスポート・ファイルのエクスポー
ト列の順序を変更したり、各列の方向を指定できます。バインド・キーの編集を参
照してください。

• nullまたは空白の値のかわりに、定義されたキーワードをエクスポートできます。
エクスポート・オプションの管理を参照してください。

• ディメンションを CSV (カンマ区切り)ファイルにエクスポートします。ローカ
ル・ファイルにエクスポートできます。または、登録中に外部アプリケーションへ
の接続を設定した場合は、Planningアプリケーションの受信ボックスにエクスポ
ートできます。
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ヒント:

アプリケーションを検査することによって、アプリケーション接続設定を表示
およびテストできます。アプリケーションの検査を参照してください。

ディメンションをエクスポートするには :

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「エクス
ポート」をクリックします。

2. エクスポートするディメンションを選択します。
3. オプション: インスペクタでディメンションのエクスポート・オプションを変更するには、
「サマリー」セクションで、ディメンション名をクリックします。ディメンションの検査
を参照してください。

4. 「エクスポート・ターゲット」で、「ファイル」または「接続」を選択し、次のいずれかを
実行します。
• 「接続」を選択した場合、エクスポート先の接続を選択し、エクスポート・ファイル
名を指定して「エクスポート」をクリックします。

• 「ファイル」を選択した場合、エクスポート・ファイル名が生成されます。デフォル
トのファイル名はアプリケーション名_ディメンション名_日付
(Planning_Account_20200123.csvなど)で、エクスポートを実行する前に編集できま
す。ブラウザ設定でダウンロード場所が定義されます。デフォルトのファイル名を
そのまま使用するか編集し、「エクスポート」をクリックします。

5. オプション: エクスポートの完了後、エクスポートに検証エラーがある場合は、ビューポ
イント名をクリックしてビューポイントを開き、エラーを解決できます。検証の問題の解
決を参照してください。検証の問題が解決した後、ビューポイント・ウィンドウからエク
スポートに戻るをクリックしてエクスポート画面に戻ります。

EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
exportDimensionを参照)、REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud Serviceの
REST APIのディメンションのエクスポートを参照)、またはタスク・マネージャ(Financial
Consolidation and Closeの管理の EPM Cloudの自動化統合を参照)を使用して、ディメンシ
ョンをエクスポートすることもできます。
ディメンションをエクスポートした後、データを外部アプリケーションのディメンションに
インポートできます。Planningの管理のディメンション・メタデータのインポートを参照し
てください。

ノート:

アプリケーションのエクスポートでは、Planningの要件に従うために、共有ノード
のノードレベル・プロパティを管理します。
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29
Financial Consolidation and Closeアプリケーションの操作

Financial Consolidation and Closeには、連結および決算プロセスを効果的かつ効率的に管理
するためのエンド・ツー・エンド・ソリューションが用意されています。Oracle Enterprise
Data Management Cloudを使用して Financial Consolidation and Closeディメンションを管
理します。
Oracle Enterprise Data Management Cloudでの Financial Consolidation and Closeデータの
管理には、次の処理が含まれます。
• Financial Consolidation and Closeアプリケーションの登録
• Financial Consolidation and Closeディメンションのインポート
• 登録された Financial Consolidation and Closeアプリケーションの変更
• Financial Consolidation and Closeディメンションのエクスポート
Financial Consolidation and Closeアプリケーションを作成すると、次のオブジェクトが作成
されます。
• アプリケーションは、別名表、複数通貨コード、オプションの接続設定などの設定で作成
されます。

• アプリケーションごとに 1つのデフォルト・ビューが作成されます。
• 登録したディメンションごとに 1つのディメンションが作成されます。
• 各ディメンションについて、次のオブジェクトが作成されてディメンションにバインドさ
れます。
– すべてのアプリケーション固有プロパティを持つ 1つのノード・タイプ。
– 親と子両方のノード・タイプを使用している 1つの階層セット。
– 階層セットを指す 1つのノード・セット。
– ノード・セットを指す 1つのビューポイント。

ノート:

バインド・ルールにより、登録したディメンションが外部アプリケーション・
ディメンション要件に準拠することが保証されます。バインディング・ルール
の理解を参照してください。

ディメンションの登録に加えて、属性も登録できます。属性の理解を参照してください。
アプリケーションの登録後、データをディメンションにインポートして、ノード、プロパテ
ィおよび階層セットを移入できます。オプションで、登録を変更できます。作業の実行後、
ディメンションを外部アプリケーションにエクスポートできます。
Financial Consolidation and Closeの事前定義済メンバー
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事前定義済メンバーは、外部アプリケーションからインポートする必要があります。
これらは移動および並替えが可能で、下に子を追加することや、上に最上位ノードを
追加することができますが、Oracle Enterprise Data Management Cloudではそれ以外
の編集はできません。
事前定義済メンバーに対する変更は、外部アプリケーションで実行する必要がありま
す。変更を加えた後は、マージ・インポート(マージ・インポートの操作を参照)を実行
して、Oracle Enterprise Data Management Cloudで事前定義済メンバーを更新する必
要があります。

Financial Consolidation and Closeアプリケーションの
登録

外部アプリケーション設定、接続 URL、ディメンションなどの情報の入力を求めるウ
ィザードを使用して Financial Consolidation and Closeアプリケーションを登録およ
び変更します。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Financial Consolidation and Closeアプリケ
ーションの登録について学習します。  Financial Consolidation and Closeア

プリケーションの登録
開始する前に:

• アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールを持ってい
ることを確認します。登録後、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対す
る所有者権限が自動的に付与されます。

ノート:

サービス管理者はロールを割り当てます(アプリケーションのロールと権
限の理解を参照)。

• 登録するディメンションを決定します。勘定科目、エンティティ、増減およびカス
タムの 4つのディメンション・タイプを登録できます。各ディメンション・タイプ
は特定のキューブに対して有効です。アプリケーションを登録すると、各ディメン
ションのプロパティが自動的に作成されます。標準プロパティ以外に、アプリケー
ション設定に応じて Financial Consolidation and Closeに固有の追加プロパティ
もいくつか作成されます。Financial Consolidation and Closeアプリケーションの
事前定義済プロパティを参照してください。

第 29章
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ディメンショ
ン・タイプ

ディメンションに有効なキューブ 作成された追加プロパティ

勘定科目 連結およびレート – CICTA勘定科目である
– CICTAリダイレクション勘定科目
会社間が有効である場合:

– 調整勘定である
– 調整勘定
– 会社間勘定

エンティティ 連結およびレート 会社間が有効である場合: 会社間エンティテ
ィ

増減 連結
カスタム 連結

• 新しいアプリケーションの場合、連結キューブおよびレート・キューブのデータ・ストレ
ージ・プロパティ(たとえば、PLN.Data Storage (Consol))は、アプリケーションの
デフォルトのデータ・ストレージ・プロパティ(PLN.Data Storage)から派生するよう
に自動的に設定されます。派生プロパティを参照してください。

ノート:

既存のアプリケーションの登録を変更し、既存のキューブを編集すると、アプ
リケーションのデフォルトから派生するキューブのデータ・ストレージ・プロ
パティは自動的には設定されません。キューブ・データ・ストレージ・プロパ
ティの値をアプリケーションのデフォルトから派生させる場合は、アプリケー
ション・オーバーライドを設定する必要があります。プロパティ・パラメータ
の編集を参照してください。

• 外部の Financial Consolidation and Closeアプリケーションで設定できるカスタム・ディ
メンションの数は、アプリケーション設定によって決まります。
– 拡張ディメンションを有効にしていない場合、外部アプリケーションでは最大で 2つ
のカスタム・ディメンション(複数 GAAPが有効な場合は 1つ)がサポートされます。

– 拡張ディメンションを有効にした場合、外部アプリケーションでは最大で 4つのカス
タム・ディメンション(複数 GAAPが有効な場合は 3つ)がサポートされます。

ノート:

Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、Financial Consolidation and
Closeアプリケーションに対して作成できるカスタム・ディメンションの数に制
限はありません。

• サービス管理者が、企業の SSO (アイデンティティ・プロバイダ)資格証明を使用してサ
ブスクリプション間接続を構成することはできません。サブスクリプションが SSO用
に構成されている場合は、サブスクリプション間接続を構成するサービス管理者に、アイ
デンティティ・ドメイン資格証明が保持されている必要があります。アイデンティティ・
ドメイン資格証明によるサインインの有効化を参照してください。

詳細は、アプリケーションの登録の理解を参照してください。
Financial Consolidation and Closeアプリケーションを登録するには:
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1. 「アプリケーション」から「登録」をクリックします。
2. アプリケーションの名前と、オプションで説明を入力します。

ノート:

アプリケーション・リストにアプリケーション・タイプ、名前および説
明が表示されます。

3. 外部アプリケーションに接続している場合は、「追加」をクリックして接続設定を
定義します。複数のアプリケーション接続を追加できます。

フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーション
への接続

接続名 このアプリケーションに一
意の必須の接続名を入力し
ます。

US FCCS Cloud接続

接続の説明 オプションの説明を入力し
ます。

この接続を使用して、
Financial Consolidation
and Closeアプリケーショ
ンに接続します。

インスタンスの場所 外部アプリケーションへの
接続 URLを次の形式で入
力します。
https://ServiceName-
IdentityDomain-
ServiceType.DataCente
r.oraclecloud.com

https://finclose-
uscompany-
fccs.US11.oracleclou
d.com
ここで
• ServiceNameは

finclose
• IdentityDomainは

uscompany
• ServiceTypeは

fccs
• DataCenterは US11

アイデンティティ・ドメイン 外部アプリケーションのア
イデンティティ・ドメイン
を入力します。

ノート:

これは、「インス
タンスの場所」
で使用されるの
と同じアイデン
ティティ・ドメ
インです。

IdentityDomainは
uscompany
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フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーション
への接続

ユーザー名 認可されたユーザー名を入
力します
ノート: ユーザーは、外部
アプリケーションのサービ
ス管理者である必要があり
ます。

tom.smith

ノート:

次のいずれかの
フィールドにア
イデンティテ
ィ・ドメインを
入力する必要が
あります: 「アイ
デンティティ・
ドメイン」また
は「ユーザー
名」。たとえば、
「アイデンティ
ティ・ドメイン」
に uscompany
または「ユーザ
ー名」に
uscompany.to
m.smithを入
力します。

パスワード パスワードを入力します。 xxxxxxxx

プライマリ接続 これを外部アプリケーショ
ンへのインポートまたはエ
クスポートのデフォルトに
する場合は、このチェッ
ク・ボックスを選択します。

4. アプリケーション要約情報を確認して、「作成」をクリックします。

ノート:

アプリケーションとデフォルト・ビューが作成され、ドラフト・モードに設定
されます。デフォルト・ビュー名は、上で指定したアプリケーション名と同じ
です。

5. 登録を続行します(Financial Consolidation and Closeのアプリケーション設定およびデ
ィメンションの登録を参照)。

Financial Consolidation and Closeのアプリケーション設定および
ディメンションの登録

次のステップを使用して、Financial Consolidation and Closeアプリケーションのアプリケー
ション設定およびディメンションを登録します。
アプリケーション設定を定義してディメンションを登録するには:
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1. Financial Consolidation and Closeアプリケーション設定を定義します:

フィールド 有効な値 例
複数通貨 アプリケーションで複数通

貨がサポートされる場合、
このチェック・ボックスを
設定します。

チェック・ボックスを選択

通貨 少なくとも 1つの通貨コ
ードを入力する必要があり
ます。最初に入力する通貨
がデフォルトで主要通貨と
して設定されます。

USD,CAD,INR

主要通貨 「通貨」フィールドに入力し
た通貨の 1つを選択しま
す。デフォルト値は、最初
に入力した通貨です。

USD

会社間有効 アプリケーションでエンテ
ィティ間の会社間トランザ
クションがサポートされる
場合、このチェック・ボッ
クスを設定します

チェック・ボックスを選択

複数 GAAP有効 アプリケーションで複数の
GAAP基準を使用するレポ
ートが必要な場合、このチ
ェック・ボックスを設定し
ます

チェック・ボックスを選択

ハイブリッド・モード アプリケーションでハイブ
リッド・モードがサポート
される場合は、このチェッ
ク・ボックスを設定します。

ノート:

プラン・タイプ
固有の「解決
順」プロパティ
をすべての BSO
および ASOキ
ューブに追加す
るには、このチ
ェック・ボック
スを選択しま
す。プラン・タ
イプ固有の「解
決順」プロパテ
ィを ASOキュ
ーブにのみ追加
するには、チェ
ック・ボックス
をクリアしま
す。

チェック・ボックスを選択
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フィールド 有効な値 例
拡張ディメンション・アプリケー
ション

これが拡張ディメンショ
ン・アプリケーションの場
合、このチェック・ボック
スを設定します。拡張ディ
メンション・アプリケーシ
ョンでは、外部アプリケー
ションに最大で 4つ(2つ
ではなく)のカスタム・ディ
メンションを持つことがで
きます。

チェック・ボックスを選択

別名表 ディメンション別名表を入
力します

デフォルトの英語スペイ
ン語

その他のスマート・リスト 1つ以上のスマート・リス
トの名前を入力します。入
力するスマート・リスト名
は、Smart Listプロパテ
ィで選択できるアイテムで
す。スマート・リスト値は、
外部アプリケーションでの
み管理できます。

ノート:

スマート・リス
ト・プロパティ
には、Financial
Consolidation
and Closeの許
容値リストにあ
る
Calculation
Statusが常に
含まれます。こ
のフィールド
に、任意の追加
スマート・リス
トを入力しま
す。

チャネル

2. ディメンションを登録します。
1つ以上のディメンションを登録するには、「追加」をクリックして、次の情報を入力し
ます。
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フィールド 有効な値 例
ディメンション名 ディメンション名を入力し

ます。

ノート:

ディメンション
名は Oracle
Enterprise
Data
Management
Cloudのみでの
表示名です。外
部ディメンショ
ン名は
Financial
Consolidation
and Closeにエ
クスポートされ
ます。

財務勘定科目
入力する値は、Oracle
Enterprise Data
Management Cloudのビ
ューポイント、ノード・セ
ット、階層セット、ノー
ド・タイプおよびディメン
ションの名前になります。

ディメンションの説明 オプションでディメンショ
ンの説明を入力します。

ディメンション・タイプ 「勘定科目」、「エンティテ
ィ」、「増減」または「カス
タム」から、ディメンショ
ン・タイプを選択します。

勘定科目

共有ノードを許可 インポートするディメンシ
ョンに共有ノードがある場
合に選択します。

チェック・ボックスを選択

外部ディメンション名
(「カスタム」ディメンション・タ
イプのみ)

ディメンション・タイプが
「カスタム」の場合は、外部
ディメンション名を入力し
ます。

ノート:

「勘定科目」、「エ
ンティティ」お
よび「増減」デ
ィメンションの
場合、外部名は
常に「勘定科
目」、「エンティ
ティ」または「増
減」になり、変
更できません。
「カスタム」ディ
メンションの場
合は、外部名を
入力する必要が
あります。

Product
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3. 「次」をクリックします。
4. ディメンション・タイプが「エンティティ」、「増減」または「カスタム」の場合は、オプ
ションで 1つ以上の属性を追加します。
• 簡易属性の場合:

– 簡易属性管理スタイルを選択します。
– 属性名を入力します。
– 属性に使用するすべての値を入力します。

ノート:

属性名は Attribute - nameプロパティに配置され、値はプルダウン・
リストに配置されます。

• 属性ディメンションの場合:

– ディメンション属性管理スタイルを選択します。
– 属性ディメンション名を入力します。
– 「属性タイプ」で、「テキスト」、「数値」または「日付」を選択します。

ノート:

属性ディメンション名は Attribute Dim - nameプロパティに配置さ
れ、属性ディメンションのビューポイントがアプリケーションのデフォ
ルト・ビューに追加されます。

属性の理解を参照してください。

ノート:

簡易属性および属性ディメンションの両方とも、属性名は事前定義済の勘定科
目名(「勘定科目」、「エンティティ」、「増減」)、または入力したカスタム・ディメ
ンション名と同じにはできません。また、名前は、事前定義済のいずれかの勘
定科目属性ディメンション名にはできません。
• CICTA勘定科目である
• CICTAリダイレクション勘定科目
• 会社間勘定
• 調整勘定である
• 調整勘定
• 会社間エンティティ

5. 要約を確認して、「適用」をクリックします。
ディメンションとそのデータ・チェーンが作成されます。データ・オブジェクトはディメ
ンションにバインドされ、アクティブ・ステータスが設定されます。これで、ディメンシ
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ョン・データをインポートできます(Financial Consolidation and Closeディメンシ
ョンのインポートを参照)。

Financial Consolidation and Closeアプリケーションの事前定義
済プロパティ

すべての Financial Consolidation and Closeアプリケーションに対して、次のプロパテ
ィが事前定義されています。

プロパティ データ
型

継承 レベル 説明

メンバー作成者
に付与されたア
クセス権

文字列 いいえ ノード 作成する動的メンバーに対してメ
ンバー作成者が持つ権限を判別し
ます

勘定科目タイプ 文字列 はい ノード 勘定科目のタイム・バランス(値が時
間をフローする状態)を定義し、メン
バー式で差異レポートへの勘定科
目のサイン動作を決定します

集約 文字列 はい 関係 親のメンバーに対する子のメンバ
ーの値をどのように集約させるか
判別します

別名 文字列 いいえ ノード ディメンション・メンバーの代替の
一意の説明

上位レベルのエ
ンティティ入力
の許可

ブール いいえ ノード 親エンティティの入力をこのメン
バーに対して許可するかどうかを
指定します。

基本通貨 文字列 はい ノード 標準の複数通貨アプリケーション
におけるエンティティ・ディメンシ
ョン・メンバーの基本通貨を指定し
ます
ノート: アプリケーションの登録時
に複数通貨が有効になっている場
合にのみ、基本通貨がエンティテ
ィ・ディメンションに追加されま
す。
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プロパティ データ
型

継承 レベル 説明

データ・ストレー
ジ

文字列 いいえ
ノート: 新し
いアプリケー
ションの連結
およびレー
ト・キューブ
の場合、キュ
ーブのデー
タ・ストレー
ジ・プロパテ
ィ(たとえば、
PLN.Data
Storage
(Consol))
は、アプリケ
ーションのデ
フォルトのデ
ータ・ストレ
ージ・プロパ
ティ

(PLN.Data
Storage)
から派生しま

す

関係 ディメンション・メンバーのデータ
が格納または計算されるかを指定
します

データ型 文字列 はい ノード ディメンション・メンバーのデータ
値のタイプを指定します

動的な子に対し
て使用可能

ブール いいえ ノード ユーザーが、動的な親メンバーを使
用するように構成されたビジネス・
ルールの実行時プロンプトでメン
バー名を入力することにより、この
メンバーの子を作成できるように
します

エンタープライ
ズの事前定義済
メンバー

ブール いいえ ノード ディメンション・メンバーをアプリ
ケーションによって事前定義済と
指定します。事前定義済メンバー
は、移動などの特定のタイプの変
更、またはその下の子やその最上位
ノードの追加のみに制限されます。
ノート: このプロパティは、
Financial Consolidation and
Closeアプリケーションから事前定
義済メンバーをインポートすると
きにインポート・プロセスによって
設定され、Oracle Enterprise Data
Management Cloudで手動で編集
することはできません。

為替レート・タイ
プ

文字列 はい ノード 値の計算に為替レートをどのよう
に使用するかを判別します

式 メモ いいえ ノード ディメンション・メンバーの値の計
算に使用されるメンバー式。

式の説明 文字列 いいえ ノード メンバー式の説明
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プロパティ データ
型

継承 レベル 説明

階層タイプ 文字列 いいえ ノード 集約ストレージ・キューブにバイン
ドされたディメンションに使用で
きます。集約ストレージ・ディメン
ションは、複数階層を自動的にサポ
ートできるようになります。複数
階層のディメンションの最初の階
層は保管階層である必要がありま
す。

使用可能な動的
な子の数

整数 いいえ ノード ディメンション・メンバーに作成で
きる動的な子の最大数。このオプ
ションは、「動的な子に対して使用
可能」が選択されている場合のみ使
用可能です。

プラン・タイプ ブール はい 関係 ディメンション・メンバーがプラ
ン・タイプに有効かどうかを指定し
ます。

プロセス管理を
使用可能

ブール ノード プロセス管理を使用可能にするか
どうかを決定します

値のスキップ 文字列 はい ノード タイム・バランスが「最初」、「残
高」または「平均」の場合、データ
ベース計算がゼロ値および欠落し
た値をどのように処理するかを決
定します。

スマート・リスト 文字列 いいえ ノード ディメンション・メンバーに関連付
けるスマート・リストを選択しま
す。

ソース・プラン・
タイプ

文字列 はい ノード ディメンション・メンバーのソー
ス・プラン・タイプ

タイム・バランス 文字列 はい ノード アプリケーションによる要約期間
の値の計算方法を指定します

2パス計算 ブール いいえ ノード 親メンバーまたは他のメンバーの
値に基づいてメンバーの値を再計
算します。「動的計算」の「データ・
ストレージ」または「動的計算およ
び保管」で、勘定科目とエンティテ
ィ・メンバーに使用できます。

UDA リスト いいえ ノード 計算またはレポート目的で使用さ
れるユーザー定義属性

差異レポート 文字列 いいえ ノード 差異レポートの作成時に勘定科目
を支出として扱うかどうかを決定
します

週次配分 ブール いいえ ノード 週次配分を設定します。アプリケ
ーションの作成時に、このオプショ
ンが選択済で基本期間が 12か月の
場合、最下位レベル勘定科目メンバ
ーに使用できます。

ディメンションおよびアプリケーション設定に応じて、次のプロパティが Financial
Consolidation and Closeアプリケーションに事前定義されている場合もあります。こ
れらのプロパティは継承されません。
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プロパティ 作成される条件 データ型 レベル 説明
CICTA勘定科目で
ある

勘定科目タイプ・デ
ィメンションが定
義されている

文字列 ノード 勘定科目が包括利
益累積換算調整
(CICTA)勘定科目
である
(CICTA_Acc_Yes)
か、そうでない
(Blank)かを指定
します。

CICTAリダイレク
ション勘定科目

勘定科目タイプ・デ
ィメンションが定
義されている

ノード ノード CICTAリダイレク
ション勘定科目を
指定します。
このプロパティは、
CICTA勘定科目で
あるプロパティが
CICTA_Acc_Yes
に設定されている
ノードに制限され
ます。

会社間勘定 勘定科目タイプ・デ
ィメンションが定
義され、「会社間」
が有効になってい
る

文字列 ノード 会社間消去に勘定
科目を使用するか
どうかを指定しま
す。

調整勘定である 勘定科目タイプ・デ
ィメンションが定
義され、「会社間」
が有効になってい
る

文字列 ノード 勘定科目が調整勘
定科目である
(Plug_Acc_Yes)
か、そうでない
(Blank)かを指定
します。

調整勘定 勘定科目タイプ・デ
ィメンションが定
義され、「会社間」
が有効になってい
る

ノード ノード 会社間調整勘定科
目を指定します。
このプロパティは、
調整勘定であるプ
ロパティが
Plug_ACC_YESに
設定されているノ
ードに制限されま
す。

会社間エンティテ
ィ

エンティティ・タイ
プ・ディメンション
が定義され、「会社
間」が有効になって
いる

文字列 ノード 会社間消去にエン
ティティを使用す
るかどうかを指定
します。
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プロパティ 作成される条件 データ型 レベル 説明
デフォルトの増減 勘定科目タイプ・デ

ィメンションが定
義されている

文字列 ノード
ノート: このプロ
パティは、最下位ノ
ードでのみ設定で
きます。

勘定科目ディメン
ションのメンバー
の増減を計算する
ために、増減ディメ
ンションのメンバ
ーを指定します。
ノート: デフォル
トの増減プロパテ
ィは、許可値リスト
を使用するように
設定され、最初は値
が特定されていま
せん。許容値リス
トには、デフォルト
の増減であるが
YESに設定される
ように指定した増
減ディメンション
からノードが移入
されます。

デフォルトの増減
である

増減タイプ・ディメ
ンションが定義さ
れている

文字列 ノード
ノート: このプロ
パティは、
FCCS_Mvmts_S
ubtotal祖先の
下にある最下位ノ
ードでのみ設定で
きます。

選択には、増減ディ
メンション・メンバ
ーを勘定科目ディ
メンション・メンバ
ーのデフォルトの
増減として指定で
きます。
ノート: 勘定科目
ディメンションの
デフォルトの増減
プロパティで使用
されるノードに対
して、このフィール
ドを YESに設定し
ます。
このフィールドを
Yesに設定した後、
勘定科目ディメン
ションのデフォル
トの増減プロパテ
ィの許容値にノー
ドを追加する必要
があります。

Financial Consolidation and Closeディメンションのイ
ンポート

Financial Consolidation and Closeディメンションの場合、Oracle Enterprise Data
Management Cloudは、カンマ区切り(CSV)ファイルからのインポート、および.zip
ファイルを使用した外部アプリケーション送信ボックスからのインポートをサポート
しています。
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事前定義されたメンバーには、インポート時に Enterprise Predefined Memberプロパティ
が Trueに設定され、編集することはできません。ただし、下に子を追加したり、上に最上位
ノードを追加することは可能です。Financial Consolidation and Closeの管理のシード済ディ
メンション・メンバーを参照してください。外部アプリケーションの事前定義済メンバーが
変更された場合は、ディメンションを再インポートして Oracle Enterprise Data Management
Cloudの事前定義済メンバーを更新する必要があります。
開始する前に:

• インポート・オプション、考慮事項およびインポート・モードの詳細は、ディメンション
のインポートを参照してください。

• 外部アプリケーションで、次のいずれかの形式を使用して、インポートするデータ・ファ
イルを作成します。
– ローカル・ファイルを使用する場合は、ディメンションごとに.csv(カンマ区切り)フ
ァイル。ローカルの.csvファイル名に、ファイル名の制限はありません。

– 外部アプリケーションの送信ボックスに接続する場合は、1つ以上のディメンション
の.csvファイルを含む.zipファイル。.csvファイル名には、先行するテキストの最
後にディメンション名または外部ディメンション名(登録で指定されている場合)が含
まれている必要があります。たとえば、acc1.csvは無効ですが、tom_smith_acc1.csv
は有効です(acc1はディメンション名)。

ノート:

Financial Consolidation and Closeから、Oracle Enterprise Data Management
Cloudにインポートするファイルを作成します。Financial Consolidation and
Closeの管理のメタデータのエクスポートを参照してください。

ディメンションをインポートするには:

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションまでスクロールして、 をクリックし、
「インポート」をクリックします。

2. データのインポート先のディメンションをクリックします。
3. 入力ソースで「ファイル」または「接続」を選択して、次のいずれかを行います。

• 「ファイル」を選択した場合、インポート・ファイル名を指定します。
• 「接続」を選択した場合、インポート元の接続を選択して、インポート・ファイル名
を指定します。

4. 「インポート・モード」で、「マージ」、「置換」または「リセット」を選択します。インポ
ート・モードの詳細は、ディメンションのインポートを参照してください。

5. オプション: 「サマリー」セクションでディメンション名をクリックして、ディメンショ
ンを検査し、インポート・オプションを表示します。インスペクタ・ダイアログを閉じて
インポート画面に戻ります。

6. 「インポート」をクリックします。
EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
importDimensionを参照)、REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud Serviceの
REST APIのディメンションのインポートを参照)、またはタスク・マネージャ(Financial
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Consolidation and Closeの管理の EPM Cloudの自動化統合を参照)を使用して、ディ
メンションをインポートすることもできます。

Financial Consolidation and Closeのインポートおよび
エクスポート・ファイル形式

Financial Consolidation and Closeディメンションのデータをインポートおよびエクス
ポートする場合は、カンマ区切り(.csv)ファイルを使用する必要があります。
次に、カンマ区切りファイルの形式と考慮事項をリストします。
• ファイルには、次の列が含まれる必要があります。

– 名前 登録で指定したディメンション名または外部ディメンション(入力した場
合)。

– 親: 親ノードの名前。親ノードがない場合、このフィールドは空にする必要が
あります。

• 別名: name。ここで、nameは登録した別名表の名前です。少なくとも 1つの別名
表が必要です。

• 一般的な列を次に示します。
– プラン・タイプ(cube name)、集約(cube name)、データ・ストレージ(cube

name)、式(cube name)、式の説明(cube name)。これらは一般に、登録したキ
ューブごとに定義されます。

– 解決順序(cube name)。これは、登録した ASOキューブごとに定義されます。

ヒント:

cube nameは、登録したキューブの名前です。
– スマート・リスト。スマート・リスト名は、オプションでノードに指定されま
す。

– 属性ディメンション名。登録中に入力された属性ディメンションの名前。

ノート:

外部アプリケーションから追加の列をインポートおよびエクスポー
トできます(簡易ディメンション・エディタでのディメンション・プ
ロパティの編集と簡易ディメンション・エディタでのメンバー・プロ
パティの編集を参照)。

• インポート・ファイルのデータは行の順序でインポートされます。親ノードの行は
子ノードの行よりも前にある必要があります。子ノードの行が親ノードの行より
も前にあると、ファイルのインポート時にエラーが発生します。

• ファイルの区切り文字、引用符または改行(CR/LF)文字を含む文字列、または ASCII
35以下の文字(Tab、!、#など)で開始する文字列は、引用符で囲まれます。(たとえ
ば、"# Children"、"Accumulated Depreciation, Equipment"。)
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• インポートでは、重複する行は無視されます。

ノート:

インポートには、Financial Consolidation and Closeの要件に基づいて共有ノード
(データ・ストレージ = 共有)を処理するロジックが含まれています。

登録された Financial Consolidation and Closeアプリケー
ションの変更

Financial Consolidation and Closeアプリケーションは、登録後に変更できます。たとえば、
追加のディメンションの登録、ディメンションの除去または複数通貨設定の変更が可能です。
アプリケーション、ディメンションおよびデータ・オブジェクトが変更内容に基づいて更新
されます。行った変更を反映して、ディメンション・バインド・ルールが更新されます。

ノート:

属性ディメンションまたは別名を除去した場合、対応するプロパティはディメンシ
ョンからバインドが解除され、インポートまたはエクスポートされなくなります。
たとえば、デフォルトの別名ディメンションを除去した場合、対応するプロパティ
Alias: Defaultはノード・タイプのためにインポートまたはエクスポートされなく
なります。プロパティは、除去するまでノード・タイプに残ります。
ディメンションを除去すると、対応するデータ・チェーン・オブジェクトはそのデ
ィメンションからバインド解除されますが、削除はされません。アプリケーション
の変更の理解を参照してください。

開始する前に:

アプリケーションを変更するには、アプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
Financial Consolidation and Closeアプリケーションの登録を変更するには:

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「登録の
変更」を選択します。

2. アプリケーション設定またはディメンションを変更または追加するには、Financial
Consolidation and Closeのアプリケーション設定およびディメンションの登録を参照し
てください。

3. 完了したら、「適用」をクリックします。
変更内容で、データ・チェーン・オブジェクトが更新されます。
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ノート:

「ドラフト」ステータスではないアプリケーションの登録に変更を加えた
が、適用しなかった場合、登録ウィザードを閉じるときに変更内容は保
存されません。
「ドラフト」ステータスのアプリケーションの登録に変更を加えたが、適
用しなかった場合、変更内容は保存され、後から更新および適用できる
場合があります。ただし、登録ウィザードの外部でバインドされたデー
タ・オブジェクトに変更を追加した場合は、バインドされたオブジェク
トと登録を同期する必要があるため、保存された変更がクリアされるこ
とがあります。

Financial Consolidation and Closeアプリケーションの
バインディング・ルール

バインディング・ルールが重要である理由は、バインディング・ルールによって Oracle
Enterprise Data Management Cloudアプリケーションが外部アプリケーションの要件
に自動的に準拠するようになるからです。
次の表に、Financial Consolidation and Closeのバインディング・ルールを示します。

オブジェクト ルール
ノード・タイ
プ

バインドされたノード・タイプから必要なバインディング・プロパティを除去
できません。

階層セット バインドされた階層セットの場合、保存時にプロパティが追加される可能性が
あることを確認できないかぎり、必要なディメンション・プロパティが欠落し
ているノード・タイプを選択できません。

ノード・セッ
ト

バインドされたノード・セットの場合、独自のバインディング・ルールおよび
任意のバインディング・ルールをデータ・チェーンの上位に渡す階層セットを
選択する必要があります。

ビューポイン
ト

バインドされたビューポイントの場合、独自のバインディング・ルールおよび
任意のバインディング・ルールをデータ・チェーンの上位に渡すノード・セッ
トを選択する必要があります。階層セットがチェックされてから、ノード・タ
イプがチェックされます。
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オブジェクト ルール
ディメンショ
ン

ディメンションにバインドされたビューポイントを編集する場合:
• ディメンションへのバインディングに対して別のビューポイントを選択
できます。新しいビューポイントはバインディング・ルールを満たしてい
るかどうかがチェックされますが、データ・チェーンの上位にあるすべて
のデータ・オブジェクトも同様です。

ノート:

アプリケーション登録から削除することによって、ディメンシ
ョンを除去することもできます。ディメンションは引き続きア
プリケーション・インスペクタに表示され、ディメンションを
使用してデータ・チェーン・オブジェクトが作成される可能性
がありますが、このディメンションはデータのインポートまた
はエクスポート用として使用できません。

• アプリケーションのインポート・セクションおよびエクスポート・セクシ
ョンで、独自のバインディング・ルールまたは任意のバインディング・ル
ールをデータ・チェーンの上位に渡すディメンションを選択する必要があ
ります。

詳細は、次を参照してください:

• バインディング・ルールの理解
• 全アプリケーション・タイプに対するバインディング・ルール

Financial Consolidation and Closeアプリケーションのデ
ィメンションへのビューポイントのバインド

Financial Consolidation and Closeアプリケーションは、単一の外部ディメンションへのビュ
ーポイントのバインドをサポートしています。外部ディメンションにバインドする代替ビュ
ーポイントをかわりに作成した場合、次のステップに従って代替ビューポイントをポイント
するバインディングを編集できます。
詳細は、次を参照してください:

• バインディングおよびバインドされたデータ・オブジェクトの理解
• ビューポイントの理解
1. 「アプリケーション」で、ビューポイントが含まれるアプリケーションを検索します。
2. アプリケーションの「アクション」列で、 をクリックし、「検査」を選択します
3. 「ディメンション」を選択し、ビューポイントをバインドしているディメンションの名前
をクリックします。
ディメンション・インスペクタが表示されます。

4. 「バインド」を選択し、代替ビューポイントに関連付けるバインディングをクリックしま
す。

5. 「編集」をクリックします。
「ビュー」および「ビューポイント」ドロップダウン・リストがアクティブになります。
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6. 「ビュー」で、ディメンションにバインドするビューポイントが含まれるビューを
選択します。

7. ビューポイントを選択します。
8. 「保存」をクリックします。

Financial Consolidation and Closeの検証
検証によってデータの整合性が確認されます。次の検証が、Financial Consolidation
and Closeアプリケーションに対して実行されます。

名前 次の場合、検証エラーになる レベル
名前の一意性 メンバー名が、アプリケーションで使用される

すべてのノードで一意でない
アプリケーション

メンバー名 メンバー名が、現在のアプリケーションに対し
て定義されているディメンション名、キューブ
または属性ディメンションと同じである

メンバー

最初の文字 名前と別名が、最初の文字として特定の文字を
使用している

メンバー

無効な文字 名前と別名に特定の無効な文字を使用してい
る

メンバー

最大長 名前と別名が最大長を超えている メンバー
先頭または末尾の
スペース

名前と別名の先頭と末尾にスペースを使用し
ている

メンバー

予約語 名前と別名が、アプリケーションに対して定義
されている予約語のリストのいずれかと同じ
である

メンバー

別名の一意性 別名が、兄弟ノードのグループ内で一意でない ディメンション
共有メンバー 共有メンバーが同じディメンションにない ディメンション
共有メンバーが基
本メンバーの前に
あり

階層内で基本メンバーの上に共有メンバーが
ある

ディメンション

所有権承認権限 ノードの所有権承認プロパティは、ビューポイ
ントに対して少なくとも「参加者(読取り)」ア
クセス権を持っていないユーザーを参照しま
す。所有権承認の理解を参照してください。
この検証はデフォルトで無効になっています。

ディメンション

プラン・タイプ プラン・タイプは Trueに設定されているが、
親に True値がない

ノート:

親が事前定義さ
れたメンバーで
ある場合、この検
証はスキップさ
れます。

ディメンション
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名前 次の場合、検証エラーになる レベル
データ・ストレー
ジ

デフォルトのデータ・ストレージは「共有」ま
たは「ラベルのみ」であるが、キューブのデー
タ・ストレージが「共有」または「ラベルの
み」でない

ノート:

メンバーがキュ
ーブに存在しな
い場合、これはチ
ェックされませ
ん。

プロパティ

為替レート・タイ
プ

為替レート・タイプが「なし」でなく、データ
型が「通貨」でない

プロパティ

許可される式 データ・ストレージが「動的計算」または「動
的計算および保管」でない

プロパティ

スマート・リスト
必須

データ型が「スマート・リスト」の場合に、メ
ンバーのスマート・リストがない

プロパティ

解決順 解決順が、プロパティの最小値と最大値の間に
ない

プロパティ

ソース・プラン・
タイプ

ソース・プラン・タイプがメンバーに対して有
効なプラン・タイプでない

プロパティ

差異レポート 勘定科目タイプが「費用」の場合に差異レポー
トが「費用」でないか、勘定科目タイプが「費
用」または「保存された仮定」以外の場合に差
異レポートが「費用外」である。

プロパティ

定義済メンバーの
編集

定義済メンバーに対して増減以外のアクショ
ンが実行されている

ノード

定義済メンバー・
プロパティ

定義済メンバー・プロパティが変更されている プロパティ

デフォルトの増減
レベル

デフォルトの増減プロパティが最下位ノード
以外のノードに定義されている

プロパティ

デフォルトの増減
レベルである

デフォルトの増減であるプロパティが最下位
ノード以外のノードに定義されている

プロパティ

デフォルトの増減
の祖先である

デフォルトの増減であるプロパティが
FCCS_Mvmts_Subtotalの子孫でないノ
ードに定義されている

プロパティ

数値属性名 数値属性ディメンションの最下位レベルのノ
ード名は数値フォーマットではありません

プロパティ

日付属性名 日付属性ディメンションの最下位レベルのノ
ード名は mm-dd-yyyyフォーマットではあり
ません

プロパティ
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ノート:

ほとんどのアプリケーション固有の検証は事前定義済メンバー(つまり
PLN.Enterprise Predefined Memberが Trueに設定されているノー
ド)に対しては実行されません。これは、これらのメンバーが外部アプリケー
ションからインポートされ、Oracle Enterprise Data Management Cloudでは
編集できないためです。
事前定義済メンバーに対して実行されるアプリケーション固有の検証は、定
義済メンバーの編集、定義済メンバー・プロパティおよび別名の一意性の検
証のみです。

Financial Consolidation and Closeディメンションのエ
クスポート

ディメンションにバインドされたビューポイントから Financial Consolidation and
Closeアプリケーションにエクスポートできます。
ベスト・プラクティス
エクスポートする前にディメンションにバインドされたビューポイントを検証し、デ
ータの整合性を確保することをお薦めします。検証および制約の理解を参照してくだ
さい。
ディメンションのエクスポート時にビューポイントを自動的に検証するには、「エクス
ポート前に検証」オプションを使用します。エクスポート・オプションの管理を参照
してください。
ノードは、ノード・セットの最上位ノードから始めてエクスポートされます。たとえ
ば、1つのディメンションに米国とすべての州を含めることができます。ノード・セッ
トの最上位ノードがテキサスである場合、テキサスとその下位のノードがエクスポー
トされます。
開始する前に:

• エクスポートするには、最低でもエクスポート元のアプリケーションまたはディメ
ンションに対するデータ・マネージャ権限が必要です。

• Financial Consolidation and Closeアプリケーションを登録すると、ノードと階層
関係はアプリケーションでのそれまでの順序でインポートされ、表示されます。ノ
ードと階層関係が、Oracle Enterprise Data Management Cloudに存在していたと
きの順序でエクスポートされます。ノードおよび階層関係を英数字順にエクスポ
ートする場合は、ディメンションの階層セットを開いて、「カスタム順序の使用」
をクリアします。

• ディメンションのバインド・キーを編集してエクスポート・ファイルのエクスポー
ト列の順序を変更したり、各列の方向を指定できます。バインド・キーの編集を参
照してください。

• nullまたは空白の値のかわりに、定義されたキーワードをエクスポートできます。
エクスポート・オプションの管理を参照してください。
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• ディメンションを CSV (カンマ区切り)ファイルにエクスポートします。ローカル・ファ
イルにエクスポートできます。または、登録中に外部アプリケーションへの接続を設定し
た場合は、Financial Consolidation and Closeアプリケーションの受信ボックスにエクス
ポートできます。

ヒント:

アプリケーションを検査することによって、アプリケーション接続設定を表示
およびテストできます。アプリケーションの検査を参照してください。

エクスポート後、データを外部アプリケーションのディメンションにインポートできま
す。Financial Consolidation and Closeの管理のメタデータのインポートを参照してくだ
さい。

ディメンションをエクスポートするには :

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「エクス
ポート」をクリックします。

2. エクスポートするディメンションを選択します。
3. オプション: インスペクタでディメンションのエクスポート・オプションを変更するには、
「サマリー」セクションで、ディメンション名をクリックします。ディメンションの検査
を参照してください。

4. 「エクスポート・ターゲット」で、「ファイル」または「接続」を選択し、次のいずれかを
実行します。
• 「接続」を選択した場合、エクスポート先の接続を選択し、エクスポート・ファイル
名を指定して「エクスポート」をクリックします。

• 「ファイル」を選択した場合、エクスポート・ファイル名が生成されます。デフォル
トのファイル名はアプリケーション名_ディメンション名_日付
(FCCS_Account_20200123.csvなど)で、エクスポートを実行する前に編集できます。
ブラウザ設定でダウンロード場所が定義されます。デフォルトのファイル名をその
まま使用するか編集し、「エクスポート」をクリックします。

5. オプション: エクスポートの完了後、エクスポートに検証エラーがある場合は、ビューポ
イント名をクリックしてビューポイントを開き、エラーを解決できます。検証の問題の解
決を参照してください。検証の問題が解決した後、ビューポイント・ウィンドウからエク
スポートに戻るをクリックしてエクスポート画面に戻ります。

EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
exportDimensionを参照)、REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud Serviceの
REST APIのディメンションのエクスポートを参照)、またはタスク・マネージャ(Financial
Consolidation and Closeの管理の EPM Cloudの自動化統合を参照)を使用して、ディメンシ
ョンをエクスポートすることもできます。
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30
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの操作

Enterprise Profitability and Cost Managementを使用して、製品、顧客、地域、支店などのビ
ジネス・セグメントの収益性を計算するために必要な、費用および収益の割当てを管理しま
す。

Note:

Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーション・アダプタは、
Enterprise Profitability and Cost Management外部アプリケーションにのみ使用し
てください。Profitability and Cost Management外部アプリケーションと統合する
場合は、汎用アプリケーション・アダプタを使用する必要があります。汎用アプリ
ケーションの操作を参照してください。

Enterprise Profitability and Cost Managementのデータの管理には、次のことが含まれます:

• Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの登録
• Enterprise Profitability and Cost Managementディメンションのインポート
• 登録済の Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの変更
• Enterprise Profitability and Cost Managementディメンションのエクスポート
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションを作成すると、次のオブジェ
クトが作成されます:

• アプリケーションは、別名表、複数通貨コード、オプションの接続設定などの設定で作成
されます。

• アプリケーションごとに 1つのデフォルト・ビューが作成されます。
• 登録したディメンションごとに 1つのディメンションが作成されます。
• 各ディメンションについて、次のオブジェクトが作成されてディメンションにバインドさ
れます。
– すべてのアプリケーション固有プロパティを持つ 1つのノード・タイプ。
– 親と子両方のノード・タイプを使用している 1つの階層セット。
– 階層セットを指す 1つのノード・セット。
– ノード・セットを指す 1つのビューポイント。
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Note:

バインド・ルールにより、登録したディメンションが外部アプリケーシ
ョン・ディメンション要件に準拠することが保証されます。バインディ
ング・ルールの理解を参照してください。

ディメンションの登録に加えて、属性も登録できます。属性の理解を参照してくださ
い。
アプリケーションの登録後、データをディメンションにインポートして、ノード、プ
ロパティおよび階層セットを移入できます。オプションで、登録を変更できます。作
業の実行後、ディメンションを外部アプリケーションにエクスポートできます。
Enterprise Profitability and Cost Managementの事前定義済メンバー
事前定義済メンバーは、外部アプリケーションからインポートする必要があり、これ
らは Oracle Enterprise Data Management Cloudでは編集できません。事前定義済メ
ンバーに対する変更は、外部アプリケーションで実行する必要があります。変更を加
えた後は、マージ・インポート(マージ・インポートの操作を参照)を実行して、Oracle
Enterprise Data Management Cloudで事前定義済メンバーを更新する必要がありま
す。

Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケー
ションの登録

Enterprise Profitability and Cost Management外部アプリケーションを Oracle
Enterprise Data Management Cloudに登録すると、外部アプリケーションを表すアプ
リケーションとデフォルト・ビューが作成されます。
開始する前に:

• アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールを持ってい
ることを確認します。登録後、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対す
る所有者権限が自動的に付与されます。

ノート:

サービス管理者はロールを割り当てます(アプリケーションのロールと権
限の理解を参照)。

• 登録するディメンションを決定します。各ディメンションに関連付けられている
すべてのキューブを登録する必要があります。エンティティおよびカスタムの 2
つのディメンション・タイプを登録できます。

• 新規または既存のアプリケーションにキューブを追加すると、キューブのデータ・
ストレージ・プロパティ(たとえば、PLN.Data Storage (PCM_CLC))は、アプ
リケーションのデフォルトのデータ・ストレージ・プロパティ(PLN.Data
Storage)から派生するように自動的に設定されます。派生プロパティを参照して
ください。
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ノート:

アプリケーションの登録を変更して既存のキューブを編集すると、アプリケー
ションのデフォルトから派生するキューブのデータ・ストレージ・プロパティ
は設定されません。キューブ・データ・ストレージ・プロパティの値をアプリ
ケーションのデフォルトから派生させる場合は、アプリケーション・オーバー
ライドを設定する必要があります。プロパティ・パラメータの編集を参照して
ください。

• サービス管理者が、企業の SSO (アイデンティティ・プロバイダ)資格証明を使用してサ
ブスクリプション間接続を構成することはできません。サブスクリプションが SSO用
に構成されている場合は、サブスクリプション間接続を構成するサービス管理者に、アイ
デンティティ・ドメイン資格証明が保持されている必要があります。アイデンティティ・
ドメイン資格証明によるサインインの有効化を参照してください。

詳細は、アプリケーションの登録の理解を参照してください。
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションを登録するには:

1. 「アプリケーション」から「登録」をクリックし、「Enterprise Profitability and Cost
Management」を選択します。

2. アプリケーション名と説明を入力します。

ノート:

アプリケーション・リストにアプリケーション・タイプ、名前および説明が表
示されます。

3. ディメンションにローカル csv(カンマ区切り)ファイルを使用する場合は、次のステップ
をスキップします。

4. 外部アプリケーションに接続している場合は、「追加」をクリックして接続設定を定義し
ます。複数のアプリケーション接続を追加できます。

フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーションへ
の接続

接続名 このアプリケーションに一意
の必須の接続名を入力しま
す。

US Enterprise Profitability
Cloud接続

接続の説明 オプションの説明を入力しま
す。

この接続を使用して、
Enterprise Profitability
and Cost Managementアプ
リケーションに接続します。

Chapter 30
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの登録

30-3

https://docs.oracle.com/en/cloud/get-started/subscriptions-cloud/csimg/enabling-sign-identity-domain-credentials.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/get-started/subscriptions-cloud/csimg/enabling-sign-identity-domain-credentials.html


フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーションへ
の接続

インスタンスの場所 外部アプリケーションへの接
続 URLを次の形式で入力し
ます。
https://ServiceName-
IdentityDomain-
ServiceType.DataCenter
.oraclecloud.com

https://epcmcs-
uscompany-
entplan.US11.oracleclo
ud.com
ここで
• ServiceNameは

epcmcs
• IdentityDomainは

uscompany
• ServiceTypeは

entplan
• DataCenterは US11

アイデンティティ・ドメイン 外部アプリケーションのアイ
デンティティ・ドメインを入
力します。

ノート:

これは、「インスタ
ンスの場所」で使
用されるのと同じ
アイデンティテ
ィ・ドメインです。

IdentityDomainは
uscompany

ユーザー名 認可されたユーザー名を入力
します
ノート: ユーザーは、外部アプ
リケーションのサービス管理
者である必要があります。

tom.smith

ノート:

次のいずれかのフ
ィールドにアイデ
ンティティ・ドメ
インを入力する必
要があります: 「ア
イデンティティ・
ドメイン」または
「ユーザー名」。た
とえば、「アイデン
ティティ・ドメイ
ン」に uscompany
または「ユーザー
名」に
uscompany.tom.
smithを入力しま
す。

パスワード パスワードを入力します。 xxxxxxxx
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フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーションへ
の接続

プライマリ接続 これを外部アプリケーション
へのインポートまたはエクス
ポートのデフォルトにする場
合は、このチェック・ボック
スを選択します。

5. アプリケーション要約情報を確認して、「作成」をクリックします。

ノート:

アプリケーションとデフォルト・ビューが作成され、ドラフト・モードに設定
されます。デフォルト・ビュー名は、上で指定したアプリケーション名と同じ
です。

6. 登録を続行します(Enterprise Profitability and Cost Managementのキューブ、アプリケー
ション設定およびディメンションの登録を参照)。

Enterprise Profitability and Cost Managementのキューブ、アプリケー
ション設定およびディメンションの登録

次のステップを使用して、Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの
キューブ、アプリケーション設定およびディメンションを登録します。
事前定義済のキューブとディメンション
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションを登録すると、次のキューブ
とディメンションが自動的に作成されます:

キューブ:

• PCM_CLC: Enterprise Profitability and Cost Managementでは、このキューブを使用して計
算を実行します。

• PCM_REP: Enterprise Profitability and Cost Managementでは、このキューブを使用してデ
ータを表示し、レポートを実行します。

ディメンション:

ディメンション名 ディメンション・タイプ 有効なキューブ
勘定科目 カスタム PCM_CLC、PCM_REP
エンティティ エンティティ PCM_CLC、PCM_REP

これらの事前定義済のキューブとディメンションを削除し、必要に応じて追加のキューブと
ディメンションを定義できます。
キューブ、アプリケーション設定を定義し、ディメンションを登録するには:

1. 「キューブ」画面で「追加」をクリックし、キューブ名を入力します。

Chapter 30
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの登録

30-5



ノート:

キューブ・タイプは自動的に「ASO」に設定され、変更できません。

登録するディメンションで使用されているすべてのキューブを追加します。
2. Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーション設定を定義しま
す:

フィールド 有効な値 例
別名表 ディメンション別名表を入

力します
デフォルトの英語スペイ
ン語

複数通貨 アプリケーションで複数通
貨がサポートされる場合、
このチェック・ボックスを
設定します。

チェック・ボックスを選択

通貨 少なくとも 1つの通貨コ
ードを入力する必要があり
ます。

USD,CAD,INR

3. ディメンションを登録します。
1つ以上のディメンションを登録するには、「追加」をクリックして、次の情報を
入力します。

フィールド 有効な値 例
ディメンション名 ディメンション名を入力し

ます。

ノート:

ディメンション
名は Oracle
Enterprise
Data
Management
Cloudのみでの
表示名です。外
部ディメンショ
ン名は、
Enterprise
Profitability
and Cost
Management
にエクスポート
されます。

Product
入力する値は、Oracle
Enterprise Data
Management Cloudのビ
ューポイント、ノード・セ
ット、階層セット、ノー
ド・タイプおよびディメン
ションの名前になります。

ノート:

PCM_Balance
または
PCM_Ruleをデ
ィメンション名
として使用する
ことはできませ
ん。

ディメンションの説明 オプションでディメンショ
ンの説明を入力します。
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フィールド 有効な値 例
ディメンション・タイプ ディメンション・タイプを

選択します: 「カスタム」
(デフォルト)または「エン
ティティ」。

ヒント:

Enterprise
Profitability
and Cost
Management
では、勘定科目
ディメンション
に「カスタム」
ディメンショ
ン・タイプが使
用されます。

カスタム

共有ノードを許可 インポートするディメンシ
ョンに共有ノードがある場
合に選択します。

チェック・ボックスを選択

このディメンションに有効なキ
ューブを選択します

ディメンションのすべての
キューブを選択します。必
要に応じて、戻るボタンを
使用して追加のキューブを
入力します。

PCM_CLC、PCM_REP

外部ディメンション名 外部ディメンション名を入
力します。

Product

4. 「次」をクリックします。
5. オプションで、1つ以上の属性を追加します:

• 簡易属性の場合:

– 簡易属性管理スタイルを選択します。
– 属性名を入力します。
– 属性に使用するすべての値を入力します。

ノート:

属性名は Attribute - nameプロパティに配置され、値はプルダウン・
リストに配置されます。

• 属性ディメンションの場合:

– ディメンション属性管理スタイルを選択します。
– 属性ディメンション名を入力します。
– 「属性タイプ」で、「テキスト」、「数値」または「日付」を選択します。
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ノート:

属性ディメンション名は Attribute Dim - nameプロパティに
配置され、属性ディメンションのビューポイントがアプリケーシ
ョンのデフォルト・ビューに追加されます。

属性の理解を参照してください。
6. 要約を確認して、「適用」をクリックします。
ディメンションとそのデータ・チェーンが作成されます。データ・オブジェクトは
ディメンションにバインドされ、アクティブ・ステータスが設定されます。これ
で、ディメンション・データをインポートできます(Enterprise Profitability and Cost
Managementディメンションのインポートを参照)。

Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーション
の事前定義済プロパティ

Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションでは、次のプロパティ
が事前定義されています。Enterprise Profitability and Cost Managementのすべてのプ
ロパティは PLNネームスペースを使用します。
詳細は、次を参照してください:

• プロパティの操作
• プロパティの継承

プロパティ データ型 継承 レベル 説明
メンバー作成者
に付与されたア
クセス権

文字列 いいえ ノード 作成する動的メンバーに対してメ
ンバー作成者が持つ権限を判別し
ます

集約 文字列 はい 関係 親のメンバーに対する子のメンバ
ーの値をどのように集約させるか
判別します

別名 文字列 いいえ ノード ディメンション・メンバーの代替の
一意の説明

属性ディメンシ
ョン名

文字列 いいえ ノード 属性ディメンションの名前を指定
します
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プロパティ データ型 継承 レベル 説明
基本通貨 文字列 はい ノード 標準の複数通貨アプリケーション

におけるエンティティ・ディメンシ
ョン・メンバーの基本通貨を指定し
ます。

ノー
ト:

この
プロ
パテ
ィは、
複数
通貨
が有
効に
なっ
てい
るア
プリ
ケー
ショ
ンの
エン
ティ
ティ・
ディ
メン
ショ
ンで
のみ
表示
され
ます。
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プロパティ データ型 継承 レベル 説明
データ・ストレー
ジ

文字列 いいえ
ノート: キュ
ーブを追加す
ると、キュー
ブのデータ・
ストレージ・
プロパティ
(たとえば、
PLN.Data
Storage
(PCM_CLC)
)は、アプリケ
ーションのデ
フォルトのデ
ータ・ストレ
ージ・プロパ
ティ

(PLN.Data
Storage)
から派生しま

す

関係 ディメンション・メンバーのデータ
が格納または計算されるかを指定
します

データ型 文字列 はい ノード ディメンション・メンバーのデータ
値のタイプを指定します

動的な子に対し
て使用可能

ブール いいえ ノード ユーザーが、動的な親メンバーを使
用するように構成されたビジネス・
ルールの実行時プロンプトでメン
バー名を入力することにより、この
メンバーの子を作成できるように
します

エンタープライ
ズの事前定義済
メンバー

ブール いいえ ノード ディメンション・メンバーをアプリ
ケーションによって事前定義済と
指定します。事前定義済メンバー
は、移動などの特定のタイプの変
更、またはその下の子やその最上位
ノードの追加のみに制限されます。
ノート: このプロパティは、
Enterprise Profitability and Cost
Managementアプリケーションか
ら事前定義済メンバーをインポー
トするときにインポート・プロセス
によって設定され、Oracle
Enterprise Data Management
Cloudで手動で編集することはで
きません。

式 メモ いいえ ノード ディメンション・メンバーの値の計
算に使用されるメンバー式。

式の説明 文字列 いいえ ノード メンバー式の説明
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プロパティ データ型 継承 レベル 説明
階層タイプ 文字列 いいえ ノード 集約ストレージ・キューブにバイン

ドされたディメンションに使用で
きます。集約ストレージ・ディメン
ションは、複数階層を自動的にサポ
ートできるようになります。複数
階層のディメンションの最初の階
層は保管階層である必要がありま
す。

使用可能な動的
な子の数

整数 いいえ ノード ディメンション・メンバーに作成で
きる動的な子の最大数。このオプ
ションは、「動的な子に対して使用
可能」が選択されている場合のみ使
用可能です。

プラン・タイプ ブール はい 関係 ディメンション・メンバーがプラ
ン・タイプに有効かどうかを指定し
ます。

プロセス管理を
使用可能

ブール ノード プロセス管理を使用可能にするか
どうかを決定します

スマート・リスト 文字列 いいえ ノード ディメンション・メンバーに関連付
けるスマート・リストを選択しま
す。

解決順 整数 いいえ ノード 式が評価される順序を指定します。
2パス計算 ブール いいえ ノード 親メンバーまたは他のメンバーの

値に基づいてメンバーの値を再計
算します。「動的計算」の「データ・
ストレージ」または「動的計算およ
び保管」で、勘定科目とエンティテ
ィ・メンバーに使用できます。

UDA リスト いいえ ノード 計算またはレポート目的で使用さ
れるユーザー定義属性

Enterprise Profitability and Cost Managementディメンショ
ンのインポート

Enterprise Profitability and Cost Managementディメンションの場合、Oracle Enterprise Data
Management Cloudは、カンマ区切り(CSV)ファイルからのインポート、および.zipファイ
ルを使用した外部アプリケーション送信ボックスからのインポートをサポートしています。
事前定義されたメンバーには、インポート時に Enterprise Predefined Memberプロパティ
が Trueに設定され、編集することはできません。ただし、下に子を追加したり、上に最上位
ノードを追加することは可能です。
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ノート:

事前定義済メンバーは、外部の Enterprise Profitability and Cost Management
アプリケーションでのみ更新できます。外部アプリケーションの事前定義済
メンバーが変更された場合は、ディメンションを再インポートして Oracle
Enterprise Data Management Cloudの事前定義済メンバーを更新する必要
があります。

ビデオ

目的 参照するビデオ
ディメンションのインポートおよびエクスポ
ートについて学習します。  アプリケーション・データのインポー

トおよびエクスポート
開始する前に:

• インポート・オプション、考慮事項およびインポート・モードの詳細は、ディメン
ションのインポートを参照してください。

• 外部アプリケーションで、次のいずれかの形式を使用して、インポートするデー
タ・ファイルを作成します。
– ローカル・ファイルを使用する場合は、ディメンションごとに.csv(カンマ区
切り)ファイル。ローカルの.csvファイル名に、ファイル名の制限はありませ
ん。

– 外部アプリケーションの送信ボックスに接続する場合は、1つ以上のディメン
ションの.csvファイルを含む.zipファイル。.csvファイル名には、先行する
テキストの最後にディメンション名または外部ディメンション名(登録で指定
されている場合)が含まれている必要があります。たとえば、acc1.csvは無効
ですが、tom_smith_acc1.csvは有効です(acc1はディメンション名)。

ノート:

Enterprise Profitability and Cost Managementから、Oracle Enterprise
Data Management Cloudにインポートするファイルを作成します。
Enterprise Profitability and Cost Managementの管理および操作のメタ
データのエクスポートを参照してください。

ディメンションをインポートするには:

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションまでスクロールして、 をクリ
ックし、「インポート」をクリックします。

2. データのインポート先のディメンションをクリックします。
3. 入力ソースで「ファイル」または「接続」を選択して、次のいずれかを行います。

• 「ファイル」を選択した場合、インポート・ファイル名を指定します。
• 「接続」を選択した場合、インポート元の接続を選択して、インポート・ファ
イル名を指定します。
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4. 「インポート・モード」で、「マージ」、「置換」または「リセット」を選択します。インポ
ート・モードの詳細は、ディメンションのインポートを参照してください。

5. オプション: 「サマリー」セクションでディメンション名をクリックして、ディメンショ
ンを検査し、インポート・オプションを表示します。インスペクタ・ダイアログを閉じて
インポート画面に戻ります。

6. 「インポート」をクリックします。
EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
importDimensionを参照)または REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud
Serviceの REST APIのディメンションのインポートを参照)を使用して、ディメンションを
インポートすることもできます。

Enterprise Profitability and Cost Managementのインポート
およびエクスポート・ファイル形式

Enterprise Profitability and Cost Managementディメンションのデータをインポートおよびエ
クスポートする場合、カンマ区切り(.csv)ファイルを使用する必要があります。
次に、カンマ区切りファイルの形式と考慮事項をリストします。
• ファイルには、次の列が含まれる必要があります。

– 名前 登録で指定したディメンション名または外部ディメンション(入力した場合)。
– 親: 親ノードの名前。親ノードがない場合、このフィールドは空にする必要がありま
す。

• 別名: name。ここで、nameは登録した別名表の名前です。少なくとも 1つの別名表が必
要です。

• 一般的な列を次に示します。
– プラン・タイプ(cube name)、集約(cube name)、データ・ストレージ(cube name)、
式(cube name)、式の説明(cube name)。これらは一般に、登録したキューブごとに定
義されます。

– 解決順序(cube name)。これは、登録した ASOキューブごとに定義されます。

ヒント:

cube nameは、登録したキューブの名前です。
– 属性ディメンション名。登録中に入力された属性ディメンションの名前。

ノート:

外部アプリケーションから追加の列をインポートおよびエクスポートでき
ます(ディメンション・プロパティとメンバー・プロパティを参照)。

• インポート・ファイルのデータは行の順序でインポートされます。親ノードの行は子ノー
ドの行よりも前にある必要があります。子ノードの行が親ノードの行よりも前にあると、
ファイルのインポート時にエラーが発生します。
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• インポートでは、重複する行は無視されます。
• ファイルの区切り文字、引用符または改行(CR/LF)文字を含む文字列、または ASCII

35以下の文字(Tab、!、#など)で開始する文字列は、引用符で囲まれます。(たとえ
ば、"# Children"、"Accumulated Depreciation, Equipment"。)

ノート:

インポートには、Enterprise Profitability and Cost Managementの要件に基づ
いて共有ノード(データ・ストレージ = 共有)を処理するロジックが含まれて
います。

登録済の Enterprise Profitability and Cost Management
アプリケーションの変更

Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションは、登録後に変更でき
ます。たとえば、追加のディメンションの登録、ディメンションの除去、複数通貨設
定の変更、またはキューブの追加を行うことができます。アプリケーション、ディメ
ンションおよびデータ・オブジェクトが変更内容に基づいて更新されます。行った変
更を反映して、ディメンション・バインド・ルールが更新されます。

ノート:

キューブ、属性ディメンションまたは別名を除去した場合、対応するプロパ
ティはディメンションからバインドが解除され、インポートまたはエクスポ
ートされなくなります。たとえば、デフォルトの別名ディメンションを除去
した場合、対応するプロパティ Alias: Defaultはノード・タイプのために
インポートまたはエクスポートされなくなります。プロパティは、除去する
までノード・タイプに残ります。
ディメンションを除去すると、対応するデータ・チェーン・オブジェクトは
そのディメンションからバインド解除されますが、削除はされません。アプ
リケーションの変更の理解を参照してください。

開始する前に:

アプリケーションを変更するには、アプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの登録を変更するに
は:

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、
「登録の変更」を選択します。

2. キューブ、アプリケーションの設定、ディメンションを変更または追加するには、
Enterprise Profitability and Cost Managementのキューブ、アプリケーション設定
およびディメンションの登録を参照してください。
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3. 完了したら、「適用」をクリックします。
変更内容で、データ・チェーン・オブジェクトが更新されます。

ノート:

「ドラフト」ステータスではないアプリケーションの登録に変更を加えたが、適
用しなかった場合、登録ウィザードを閉じるときに変更内容は保存されません。
「ドラフト」ステータスのアプリケーションの登録に変更を加えたが、適用しな
かった場合、変更内容は保存され、後から更新および適用できる場合がありま
す。ただし、登録ウィザードの外部でバインドされたデータ・オブジェクトに
変更を追加した場合は、バインドされたオブジェクトと登録を同期する必要が
あるため、保存された変更がクリアされることがあります。

ディメンションの除去
アプリケーションからディメンションを除去するには:

1. 「アプリケーション」でアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「登録の変更」を
選択します。

2. 「ディメンション」を選択して、 をクリックします。
 

 

Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーシ
ョンのバインディング・ルール

バインディング・ルールが重要である理由は、バインディング・ルールによって Oracle
Enterprise Data Management Cloudアプリケーションが外部アプリケーションの要件に自動
的に準拠するようになるからです。
次の表に、Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションのバインディン
グ・ルールを示します。
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オブジェクト ルール
ノード・タイ
プ

バインドされたノード・タイプから必要なバインディング・プロパティを除去
できません。

階層セット バインドされた階層セットの場合、保存時にプロパティが追加される可能性が
あることを確認できないかぎり、必要なディメンション・プロパティが欠落し
ているノード・タイプを選択できません。

ノード・セッ
ト

バインドされたノード・セットの場合、独自のバインディング・ルールおよび
任意のバインディング・ルールをデータ・チェーンの上位に渡す階層セットを
選択する必要があります。

ビューポイン
ト

バインドされたビューポイントの場合、独自のバインディング・ルールおよび
任意のバインディング・ルールをデータ・チェーンの上位に渡すノード・セッ
トを選択する必要があります。階層セットがチェックされてから、ノード・タ
イプがチェックされます。

ディメンショ
ン

ディメンションにバインドされたビューポイントを編集する場合:
• ディメンションへのバインディングに対して別のビューポイントを選択

できます。新しいビューポイントはバインディング・ルールを満たしてい
るかどうかがチェックされますが、データ・チェーンの上位にあるすべて
のデータ・オブジェクトも同様です。

ノート:

アプリケーション登録から削除することによって、ディメンシ
ョンを除去することもできます。ディメンションは引き続きア
プリケーション・インスペクタに表示され、ディメンションを
使用してデータ・チェーン・オブジェクトが作成される可能性
がありますが、このディメンションはデータのインポートまた
はエクスポート用として使用できません。

• アプリケーションのインポート・セクションおよびエクスポート・セクシ
ョンで、独自のバインディング・ルールまたは任意のバインディング・ル
ールをデータ・チェーンの上位に渡すディメンションを選択する必要があ
ります。

詳細は、次を参照してください:

• バインディング・ルールの理解
• 全アプリケーション・タイプに対するバインディング・ルール

Enterprise Profitability and Cost Managementの検証
検証によってデータの整合性が確認されます。次の検証が、Enterprise Profitability and
Cost Managementアプリケーションに対して実行されます。

名前 次の場合、検証エラーになる レベル
名前の一意性 メンバー名が、アプリケーションで使用される

すべてのノードで一意でない
アプリケーション

メンバー名 メンバー名が、現在のアプリケーションに対し
て定義されているディメンション名、キューブ
または属性ディメンションと同じである

メンバー
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名前 次の場合、検証エラーになる レベル
最初の文字 名前と別名が、最初の文字として特定の文字を

使用している
メンバー

無効な文字 名前と別名に特定の無効な文字を使用してい
る

メンバー

最大長 名前と別名が最大長を超えている メンバー
先頭または末尾の
スペース

名前と別名の先頭と末尾にスペースを使用し
ている

メンバー

予約語 名前と別名が、アプリケーションに対して定義
されている予約語のリストのいずれかと同じ
である

メンバー

別名の一意性 別名が、兄弟ノードのグループ内で一意でない ディメンション
共有メンバー 共有メンバーが同じディメンションにない ディメンション
共有メンバーが基
本メンバーの前に
あり

階層内で基本メンバーの上に共有メンバーが
ある

ディメンション

所有権承認権限 ノードの所有権承認プロパティは、ビューポイ
ントに対して少なくとも「参加者(読取り)」ア
クセス権を持っていないユーザーを参照しま
す。所有権承認の理解を参照してください。
この検証はデフォルトで無効になっています。

ディメンション

プラン・タイプ プラン・タイプは Trueに設定されているが、
親に True値がない

ノート:

親が事前定義さ
れたメンバーで
ある場合、この検
証はスキップさ
れます。

ディメンション

データ・ストレー
ジ

デフォルトのデータ・ストレージは「共有」ま
たは「ラベルのみ」であるが、キューブのデー
タ・ストレージが「共有」または「ラベルの
み」でない

ノート:

メンバーがキュ
ーブに存在しな
い場合、これはチ
ェックされませ
ん。

プロパティ

許可される式 データ・ストレージが「動的計算」または「動
的計算および保管」でない

プロパティ
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名前 次の場合、検証エラーになる レベル
定義済メンバーの
編集

定義済メンバーに対して増減以外のアクショ
ンが実行されている

ノード

定義済メンバー・
プロパティ

定義済メンバー・プロパティが変更されている プロパティ

解決順 解決順が、プロパティの最小値と最大値の間に
ない

プロパティ

数値属性名 数値属性ディメンションの最下位レベルのノ
ード名は数値フォーマットではありません

プロパティ

日付属性名 日付属性ディメンションの最下位レベルのノ
ード名は mm-dd-yyyyフォーマットではあり
ません

プロパティ

ノート:

ほとんどのアプリケーション固有の検証は事前定義済メンバー(つまり
PLN.Enterprise Predefined Memberが Trueに設定されているノー
ド)に対しては実行されません。これは、これらのメンバーが外部アプリケー
ションからインポートされ、Oracle Enterprise Data Management Cloudでは
編集できないためです。
事前定義済メンバーに対して実行されるアプリケーション固有の検証は、定
義済メンバーの編集、定義済メンバー・プロパティおよび別名の一意性の検
証のみです。

ノート:

「許可される式」および「プラン・タイプ」の検証は、共有ノード(データ・
ストレージ=共有)ではチェックされません。アプリケーション・レベルのイ
ンポートとエクスポートでは、これらの値が Enterprise Profitability and Cost
Managementで求められるとおりに変換されます。

Enterprise Profitability and Cost Managementディメンシ
ョンのエクスポート

ディメンションにバインドされたビューポイントから Enterprise Profitability and Cost
Managementアプリケーションにエクスポートできます。
ノードは、ノード・セットの最上位ノードから始めてエクスポートされます。たとえ
ば、1つのディメンションに米国とすべての州を含めることができます。ノード・セッ
トの最上位ノードがテキサスである場合、テキサスとその下位のノードがエクスポー
トされます。
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ビデオ

目的 参照するビデオ
ディメンションのエクスポートについて学習しま
す。  アプリケーション・データのインポートお

よびエクスポート

ベスト・プラクティス
エクスポートする前にディメンションにバインドされたビューポイントを検証し、データの
整合性を確保することをお薦めします。検証および制約の理解を参照してください。
ディメンションのエクスポート時にビューポイントを自動的に検証するには、「エクスポート
前に検証」オプションを使用します。エクスポート・オプションの管理を参照してください。
開始する前に:

• エクスポートするには、最低でもエクスポート元のアプリケーションまたはディメンショ
ンに対するデータ・マネージャ権限が必要です。

• Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションを登録すると、ノードと
階層関係はアプリケーションでのそれまでの順序でインポートされ、表示されます。ノー
ドと階層関係が、Oracle Enterprise Data Management Cloudに存在していたときの順序
でエクスポートされます。ノードおよび階層関係を英数字順にエクスポートする場合は、
ディメンションの階層セットを開いて、「カスタム順序の使用」をクリアします。

• ディメンションのバインド・キーを編集してエクスポート・ファイルのエクスポート列の
順序を変更したり、各列の方向を指定できます。バインド・キーの編集を参照してくださ
い。

• nullまたは空白の値のかわりに、定義されたキーワードをエクスポートできます。エクス
ポート・オプションの管理を参照してください。

• ディメンションを CSV (カンマ区切り)ファイルにエクスポートします。ローカル・ファ
イルにエクスポートできます。または、登録中に外部アプリケーションへの接続を設定し
た場合は、Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの受信ボック
スにエクスポートできます。

ヒント:

アプリケーションを検査することによって、アプリケーション接続設定を表示
およびテストできます。アプリケーションの検査を参照してください。

ディメンションをエクスポートするには :

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「エクス
ポート」をクリックします。

2. エクスポートするディメンションを選択します。
3. オプション: インスペクタでディメンションのエクスポート・オプションを変更するには、
「サマリー」セクションで、ディメンション名をクリックします。ディメンションの検査
を参照してください。
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4. 「エクスポート・ターゲット」で、「ファイル」または「接続」を選択し、次のいず
れかを実行します。
• 「接続」を選択した場合、エクスポート先の接続を選択し、エクスポート・フ
ァイル名を指定して「エクスポート」をクリックします。

• 「ファイル」を選択した場合、エクスポート・ファイル名が生成されます。デ
フォルトのファイル名はアプリケーション名_ディメンション名_日付
(Profitability_Account_20221223.csvなど)で、エクスポートを実行する前に編
集できます。ブラウザ設定でダウンロード場所が定義されます。デフォルト
のファイル名をそのまま使用するか編集し、「エクスポート」をクリックしま
す。

5. オプション: エクスポートの完了後、エクスポートに検証エラーがある場合は、ビ
ューポイント名をクリックしてビューポイントを開き、エラーを解決できます。検
証の問題の解決を参照してください。検証の問題が解決した後、ビューポイント・
ウィンドウからエクスポートに戻るをクリックしてエクスポート画面に戻ります。

EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』
の exportDimensionを参照)または REST API (Oracle Enterprise Data Management
Cloud Serviceの REST APIのディメンションのエクスポートを参照)を使用して、ディ
メンションをエクスポートすることもできます。
ディメンションをエクスポートした後で、データを外部アプリケーションのディメン
ションにインポートできます。Enterprise Profitability and Cost Managementの管理お
よび操作のメタデータのインポートを参照してください。

ノート:

アプリケーションのエクスポートでは、Enterprise Profitability and Cost
Managementの要件に従うために、共有ノードのノードレベル・プロパティ
を管理します。
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31
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの操作

Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用して、Oracle Financials Cloud一般会計の
値セットの勘定体系セグメント値を管理します。ユーザーは新しいセグメント値を作成して
そのプロパティを編集し、Oracle Enterprise Data Management Cloudでツリーを保守しま
す。この情報は、Oracle Financials Cloud一般会計にエクスポートでき、スケジュール済プロ
セスを使用してインポートできます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーシ
ョンの操作について学習します。  Oracle Financials Cloud一般会計の統合.

Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、次のタイプの一般会計データを管理できま
す:

• 勘定体系セグメント値
• セグメント値プロパティ

注意:

登録システムで作成された事前定義済プロパティを変更する場合は、プロパテ
ィ値を導出するためにプロパティ継承または位置指定ロジックを使用しないで
ください。Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの事前定義済プ
ロパティを参照してください。

• ツリーおよびツリー・バージョン
• ツリー・バージョンのセグメント値の階層関係
• グローバルおよびコンテキスト依存型付加フレックスフィールド
Oracle Financials Cloud一般会計の概念の詳細は、企業構造および一般会計の実装の財務構造
を参照してください。
Oracle Enterprise Data Management Cloudでの Oracle Financials Cloud一般会計のデータ
の管理には、次のような作業があります。
• Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの登録
• Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションのインポート
• 登録済の Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの変更
• データ管理の開始
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• Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションのエクスポート
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションは、ウィザードに従ってセグメント
値セット、ツリー・コードおよびバージョン名などの情報を入力して登録します。次
の図は、Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの情報モデルが Oracle
Enterprise Data Management Cloudの情報モデルにどのようにマップされるかを示し
ています。
 

 
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションを登録すると、Oracle Enterprise
Data Management Cloudでアプリケーションの次のデータ・チェーン・オブジェクト
が作成されます。
• デフォルト・ビュー—アプリケーションのすべてのデータ・チェーン・オブジェク
トを管理できます。ビューの理解を参照してください。

• アプリケーションのセグメント値セットごとに、次のデータ・チェーン・オブジェ
クトが作成されます。
– ディメンション—データ値を分類する方法を提供します。ディメンションの
理解を参照してください。

– ビューポイント—操作するノードのサブセットを提供します。ビューポイン
トはノード・セットを指します。ビューポイントについてを参照してくださ
い。
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– リストタイプのノード・セット—ビューポイントで使用可能なノードのグループを定
義します。セグメント値セットの場合、使用可能なすべてのノードを含むリスト・ノ
ード・セットが、階層データなしで作成されます。ノード・セットの操作を参照して
ください。

– ノード・タイプ—共通のビジネス目的を共有するアプリケーションのノードの集まり
を表示します。ノード・タイプには、アプリケーション固有のすべてのプロパティが
あります。ノード・タイプの操作を参照してください。

• アプリケーションのツリー・コードとバージョン名の組合せごとに、次のデータ・チェー
ン・オブジェクトが作成されます。
– ビューポイント—操作するノードのサブセットを提供します。ビューポイントはノ
ード・セットを指します。ビューポイントについてを参照してください。

– 階層タイプのノード・セット—ビューポイントで使用可能なノードのグループを定義
します。ツリー・コードとツリー・バージョン名の組合せごとに、階層内のそのツリ
ー・コードおよびバージョン名のノードを含む階層ノード・セットが作成されます。
ノード・セットは階層セットを指します。ノード・セットの操作を参照してくださ
い。

– 階層セット—ノードのグループの親子関係を定義します。階層セットは、親ノードと
子ノード両方のノード・タイプを使用します。階層セットの操作を参照してくださ
い。

ノート:

セグメントのツリーを登録する必要はありません。セグメントのツリーを登録しな
い場合、エクスポート・データ・ファイルに階層データは含まれません。Oracle
Financials Cloud一般会計ディメンションのエクスポートを参照してください。

アプリケーションの登録後、データをディメンションにインポートして、ノード、プロパテ
ィおよび階層セットを移入できます。オプションで、登録を変更できます。データ・セット
の作業の実行後、ディメンションを外部アプリケーションにエクスポートできます。

ノート:

Oracle Enterprise Data Management Cloudでディメンションとデータ・チェーン・
オブジェクトが作成されると、それらは Oracle Financials Cloud一般会計アプリケ
ーションのセグメント、値セット、ツリーにバインドされます。これらのバインド
により、登録されたデータ・チェーン・オブジェクトは外部アプリケーションの要
件に準拠するようになります。また、ユーザーがアプリケーションのデータのイン
ポートまたはエクスポートを阻止するような変更を行うのを防ぐことができます。
バインディング・ルールの理解を参照してください。
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Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの
登録

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションを Oracle Enterprise Data
Management Cloudに登録すると、外部アプリケーションを表すためにアプリケーシ
ョンとデフォルト・ビューが作成されます。セグメントとそれに関連する値セットを
表すためにディメンション、ノード・タイプおよびリスト・ノード・セットが作成さ
れます。ツリーとツリー・バージョンを表すためにビューポイント、階層ノード・セ
ットおよび階層セットが作成されます。
ビデオ

目的 参照するビデオ
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケー
ションを登録する方法の概要の取得  Oracle Financials Cloud一般会計アプ

リケーションの登録
Oracle Enterprise Data Management Cloud
を使用して、Oracle Financials Cloud一般会
計の値セットおよびツリーの勘定体系セグメ
ント値を管理する方法の学習。

 Oracle Financials Cloud一般会計の統
合

開始する前に:

• アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールを持ってい
ることを確認します。登録後、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対す
る所有者権限が自動的に付与されます。

ノート:

サービス管理者はロールを割り当てます(アプリケーションのロールと権
限の理解を参照)。

• 登録する勘定体系のセグメントおよび関連する値セットを決定します。セグメン
トと値セットを定義したら、登録プロセスで各セグメントにツリーを追加します。
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの操作を参照してください。

アプリケーションを登録するには:

1. 「アプリケーション」から「登録」をクリックします。
2. アプリケーション・タイプとして「Financials Cloud一般会計」を選択します。
3. アプリケーションの名前と、オプションで説明を入力します。

ノート:

アプリケーション・リストにアプリケーション・タイプ、名前および説
明が表示されます。
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4. 外部の Oracle Financials Cloud一般会計サーバーに接続する場合は、「追加」をクリック
して、接続設定を定義します。Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーシ
ョンからデータをカンマ区切りファイルにエクスポートするとき、外部アプリケーショ
ン・サーバーにエクスポートできます。そこで、後から Oracle Financials Cloud一般会
計アプリケーションにインポートできます。Oracle Financials Cloud一般会計ディメン
ションのエクスポートを参照してください。
複数のアプリケーション接続を追加できます。

フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーションへ
の接続

接続名 このアプリケーションに一意
の必須の接続名を入力しま
す。

ノート:

接続名にスペース
を含めることはで
きません。

US Financial Cloud GL接続

接続の説明 オプションの説明を入力しま
す。

この接続を使用して、Oracle
Financials Cloud一般会計
サーバーに接続します。

インスタンスの場所 Oracle Financials Cloud一
般会計サービスへの接続
URLを、次の形式で入力しま
す。
https://ServiceName-
IdentityDomain-
ServiceType.DataCenter
.oraclecloud.com

https://fincloudgl-
uscompany-
fcgl.US11.oraclecloud.
com
ここで
• ServiceNameは

fincloudgl
• IdentityDomainは

uscompany
• ServiceTypeは fcgl
• DataCenterは US11

アイデンティティ・ドメイン 外部アプリケーションのアイ
デンティティ・ドメインを入
力します。

ノート:

これは、「インスタ
ンスの場所」で使
用されるのと同じ
アイデンティテ
ィ・ドメインです。

IdentityDomainは
uscompany
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フィールド 有効な値 例: 外部アプリケーションへ
の接続

ユーザー名 認可されたユーザー名を入力
します

注意:

接続へのエクスポ
ートの場合、認可
されたユーザーに
は Oracle ERP
Cloudの
FUN_FSCM_REST_
SERVICE_ACCESS
_INTEGRATION_P
RIV権限が必要で
す。

tom.smith

ノート:

次のいずれかのフ
ィールドにアイデ
ンティティ・ドメ
インを入力する必
要があります: 「ア
イデンティティ・
ドメイン」または
「ユーザー名」。た
とえば、「アイデン
ティティ・ドメイ
ン」に uscompany
または「ユーザー
名」に
uscompany.tom.
smithを入力しま
す。

パスワード パスワードを入力します。 xxxxxxxx

プライマリ接続 これを外部アプリケーション
へのエクスポートのデフォル
トにする場合は、このチェッ
ク・ボックスを選択します。

5. 「作成」をクリックします。
6. 「アクティブ言語」で、Oracle Financials Cloudアプリケーションでアクティブ・
ステータスの言語を入力します。

ノート:

言語の名前を入力すると、テキスト入力と一致するサポートされる言語
のリストが表示されます。言語を選択して、「アクティブ言語」リストに
追加します。

7. アプリケーションの「ベース言語」を 1つ選択します。前のステップでアクティブ
言語として追加した任意の言語から選択できます。

8. オプション: アプリケーションに適用する各フィールドの横にあるチェック・ボッ
クスを選択します。
• 複数のルート・ノードを許可: 階層内で複数のルート・ノードを有効にします。
• 重複ノードを許可: 共有ノードを有効にします。共有ノードの理解を参照して
ください。
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ノート:

デフォルトでは、重複ノードは有効になっていません。これらは、Oracle
Financials Cloudで公開されないツリー、(つまり、「階層をキューブに公開」
エクスポート・オプションが有効になっていないツリーに対してのみ有効に
する必要があります。エクスポート・オプションの管理を参照。)。

9. 最大深さにツリー構造のデータの深さ限度を入力するか、ツリー構造に深さ限度がない場
合は「-1」を入力します。

10.「ツリー・ラベル」に、オプションでツリー・ラベルの許容値を 1つ以上追加します。入
力したラベルは、FCGL.Tree Labelプロパティの許容値として追加されます。
ツリー・ラベルは最大 50文字で、先頭または末尾にスペースを使用することはできませ
ん。

11. 登録を続行します。グローバル付加フレックスフィールドの追加を参照してください。

グローバル付加フレックスフィールドの追加
登録時に最大 50個の付加フレックスフィールドを定義し、それらを Oracle Financials Cloud
一般会計に対してインポートおよびエクスポートできます。
付加フレックスフィールドについて
付加フレックスフィールドはユーザー定義の属性で、セグメント値に関する追加属性を取得
できます。たとえば、「製品」セグメントには、色およびサイズの付加フレックスフィールド
を含めることができます。2タイプの付加フレックスフィールドがあります。
• グローバル付加フレックスフィールドは、アプリケーション内のすべてのセグメントに適
用され、フレックスフィールドとその関連プロパティは両方とも一意である必要がありま
す。グローバル付加フレックスフィールドの名前またはプロパティは、別のグローバル・
フレックスフィールドまたはコンテキスト依存型フレックスフィールドで再利用できま
せん。

• コンテキスト依存型付加フレックスフィールドは、特定のセグメントにのみ適用され、フ
レックスフィールドとその関連プロパティは両方とも他のセグメントで再利用できます。

グローバル付加フレックスフィールドとコンテキスト依存型付加フレックスフィールドの使
用方法を示すために、「勘定科目」、「エンティティ」および「製品」の 3つのセグメントがあ
るとします。3つすべてのセグメントに適用する属性がある場合は、グローバル付加フレック
スフィールドを作成し、すべてのセグメントに追加します。しかし、2つのセグメントのみに
適用する属性がある場合は、コンテキスト依存型付加フレックスフィールドを作成し、属性
を適用する 2つのセグメントのみに追加します。
付加フレックスフィールドの詳細は、Oracle Applications Cloud構成と拡張のフレックスフィ
ールドの概要を参照してください。
グローバル付加フレックスフィールドを追加するには:

1. 「グローバル付加フレックスフィールドの追加」で、「追加」をクリックします。
2. 「フレックスフィールド名」を入力し、フレックスフィールドが必要かどうかを指定しま
す。グローバル付加フレックスフィールドの場合、名前は一意である必要があります。
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3. 「列」で、ドロップダウン・メニューをクリックし、フレックスフィールドの属性
の場所(1-50)を選択します。このフィールドは、インポート・ファイルおよびエク
スポート・ファイル内でこのフレックスフィールドの値の場所を決定します。
グローバルまたはコンテキスト依存型付加フレックスフィールドのいずれかの属
性の場所を選択すると、その場所は別のフレックスフィールドで選択できなくなり
ます。たとえば、グローバル付加フレックスフィールドの Attribute 3の場所を
選択した場合、別のグローバルまたはコンテキスト依存型付加フレックスフィール
ドを追加するとき、ドロップダウン・メニューに Attribute 3は表示されません。

4. 「プロパティ」で、ドロップダウン・メニューをクリックし、アクションを実行し
ます。
• フレックスフィールドの新規プロパティを作成するには、「(新規プロパティの
追加)」を選択して「次」をクリックします。フレックスフィールドの新規プ
ロパティの追加に進みます。

• フレックスフィールドの既存のプロパティを選択して「次」をクリックし、付
加フレックスフィールドの追加に戻ります。選択するプロパティは、文字列デ
ータ型のノード・レベル・プロパティである必要があります。

ノート:

グローバル付加フレックスフィールドの既存のプロパティを選択す
ると、ドロップダウン・リストからそのプロパティは除去され、他の
グローバルまたはコンテキスト依存型付加フレックスフィールドに
対して選択できなくなります。

フレックスフィールドの新規プロパティの追加
1. デフォルトでは、プロパティ名は"DFF {Flexfield Name}"です。オプションで、名
前を変更したり、プロパティの説明を入力して、「次」をクリックします。

2. プロパティのパラメータを次のように指定します。

パラメータ 説明
文字列の大/小文字 プロパティが「大文字」か、「小文字」か、または「大/小文字混在」

かを指定します。
無効な文字 プロパティに対して無効な文字を指定します。「無効な文字」フィー

ルドをクリックし、表示されたリストから無効な文字を選択します。
最小長 プロパティの最小テキスト長を入力します。デフォルト値は 0で

す。
最大長 プロパティの最大テキスト長を入力します。デフォルト値は 240

で、最大値は 240を超えることができません。
許容値リストの使
用

プロパティ・フィールドへの入力は、「許容値」にリストされた値の
みに制限することを選択します。

空白エントリを含
む

このプロパティを空白のままにするのを許可することを選択しま
す。

許容値 このプロパティに対して表示する値を入力します。値を入力し、
[Tab]を押して次の値を入力します。ユーザー入力をこのフィール
ド内の値のみに制限するには、「許容値リストの使用」を選択しま
す。

デフォルト値 プロパティのデフォルト値を入力します。
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パラメータ 説明
継承 このプロパティに対して位置指定の継承を使用するかどうかを選択

します。プロパティの継承を参照してください。
3. 「次」をクリックして、「グローバル付加フレックスフィールドの追加」に戻ります。追加
したグローバル付加フレックスフィールドが、属性の場所のデフォルト名、および入力し
たフレックスフィールド名(たとえば、"Attribute 1 - Color")とともに表示されます。

4. 「追加」をクリックして別のフレックスフィールドを追加するか、または「次」をクリッ
クして登録を続行します。セグメントおよびツリーの登録を参照してください。

セグメントおよびツリーの登録
次のステップを使用して、Oracle Financials Cloudアプリケーションのセグメントおよびツリ
ーを登録します。
セグメントの登録
セグメントを登録するには:

1. 「セグメントの追加」で「追加」をクリックします。
2. セグメントの「値セット・コード」を入力し、オプションで「説明」を入力します。
3. このセグメントが勘定体系で標準勘定科目として使用される場合は、「標準勘定科目セグ
メント」の横にあるチェック・ボックスを選択します。

4. 「値のタイプ」で、値セットの値がテキストか数値かを指定します。
5. 値セットの値の最大文字長を入力して、「次」をクリックします。
6. ステップ 4で選択された値タイプに基づいてアクションを実行します。

• テキスト値タイプの場合:

a. 値セットの値の最小値と最大値を入力します。英数字または数値を入力できま
す。たとえば、最小フィールドに XXXXXおよび最大フィールドに 99999と入力
した場合、ユーザーは X、Yまたは Zで始まる値または 99999までの数値を入力
できます。

b. 値セットの値を大文字のみにする必要がある場合は、「大文字」を選択します。
c. 値の文字数を最大文字長と同じ文字数にする必要がある場合は、「ゼロ埋め」を選
択します。
たとえば、最大文字長が 5で、値 AAAを入力するとします。ゼロ埋めが有効にな
っている場合、5文字になるように値を変更する必要があることが示されます
(00AAAなど)。ゼロ埋めが有効になっていない場合、システムは入力された値を
受け入れます。

• 数値タイプの場合、値セットの値の最小値と最大値を入力します。
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ノート:

数値タイプの場合、ゼロ埋めが自動的に適用されます。最大文字長が
4で、値 222を入力した場合、4文字になるように値を変更する必要
があることが示されます(0222など)。
数値にゼロ埋めを適用しない場合は、値タイプをテキストに変更し、
数値の最小値と最大値を入力できます。これにより、ユーザーは数値
を入力することは強制されますが、値をゼロで埋めることは強制され
ません。

7. 「次」をクリックします。
コンテキスト依存型付加フレックスフィールドの追加
コンテキスト依存型付加フレックスフィールドを使用すると、特定のセグメントのみ
のセグメント値に関する追加属性を取得できます。コンテキスト依存型付加フレック
スフィールドをセグメントに追加する手順はグローバル付加フレックスフィールドの
追加と似ていますが、次の点が異なります。
• コンテキスト依存型付加フレックスフィールドは、複数のセグメントで再利用でき
ます。コンテキスト依存型付加フレックスフィールドを複数のセグメントに適用
する場合は、適用するセグメントごとに付加フレックスフィールドを追加する必要
があります。

• コンテキスト依存型フレックスフィールドに関連付けられたプロパティも再利用
できます。グローバル付加フレックスフィールドとは異なり、プロパティを選択し
てコンテキスト依存型フレックスフィールドに関連付けると、その値は「プロパテ
ィ」ドロップダウン・メニューから除去されず、異なるコンテキスト依存型フレッ
クスフィールドに対して再度選択できます。

グローバル付加フレックスフィールドの追加を参照してください。
ツリーの登録
次に、セグメントのツリーを定義します。ツリーは、ツリー・コードとツリー・バー
ジョン名で構成されます。各ツリー・コードには、複数のツリー・バージョンを設定
できます。

ノート:

セグメントのツリーを入力する必要はありません。セグメントのツリーを 1
つも入力しなかった場合、セグメントのエクスポート時に、階層データを含
む GLSegmentHierInterface.csvファイルは生成されません。Oracle
Financials Cloud一般会計ディメンションのエクスポートを参照してくださ
い。

セグメントのツリーを定義するには:

1. 「追加」をクリックします。
2. 「ツリー・コード」と「ツリー・バージョン名」を入力します。
3. バージョンの開始日と終了日を入力して、「次」をクリックします。
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ノート:

終了日は開始日以降にする必要があります。
4. オプション: 追加しているツリー内で共有ノードを許可するには、「重複ノードを許可」を
選択します。追加しているツリーの場合、このフィールドの値は、アプリケーション・レ
ベルの設定(Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの登録を参照)にデフォル
ト設定されますが、ツリー・レベルでオーバーライドできます。既存のツリーの場合、値
は階層セットの「共有ノードを許可」設定から取得されます。階層セットの検査を参照し
てください。

5. ツリー・コードとバージョン名の追加を続行するには、「追加」をクリックします。それ
以外の場合は、「次」をクリックして「セグメントの追加」に戻ります。

6. セグメントの追加を続行するには、「追加」をクリックします。それ以外の場合は、「次」
をクリックして登録を続行します。財務カテゴリの追加、変更または除去を参照してくだ
さい。

財務カテゴリの追加、変更または除去
財務カテゴリによって、Oracle Transactional Business Intelligenceでのレポート用の勘定科
目のグループが識別されます。デフォルトでは、Oracle Enterprise Data Management Cloud
での Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションには、デフォルトの Oracle
Financials Cloud一般会計アプリケーションと同じ財務カテゴリのセットがあります。これ
らの値は、Oracle Financials Cloudの FINANCIAL_CATEGORY参照表に格納されています。
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのこの参照表内のこれらの値を変更した
場合、Oracle Enterprise Data Management Cloudのそのアプリケーションのカテゴリに対し
て同じ変更を加える必要があります。
財務カテゴリを追加、変更または除去するには:

1. 次のいずれかのアクションを実行します。
• 財務カテゴリの追加:

a. 「追加」をクリックします。
b. 財務カテゴリのラベルと値を入力します。
c. 「次」をクリックして、カテゴリを追加します。

• 財務カテゴリの編集:

a. 財務カテゴリの名前をクリックします。
b. 財務カテゴリのラベルまたは値を編集します。
c. 「次」をクリックして、変更内容を保存します。

• 財務カテゴリの除去:

a. 除去する財務カテゴリを検索します。

b. をクリックします。
2. 財務カテゴリの編集が終了したら、「次」をクリックします。
「変更を適用する前に登録を確認します」ページが表示されます。登録変更の適用を続行
します。
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登録変更の適用
「変更を適用する前に登録を確認」ページで、データを確認します。データが正しい場
合は、「適用」をクリックします。

ノート:

データを変更する必要がある場合は、「戻る」をクリックして「財務カテゴ
リ」ページに移動するか、左のパネルから次のいずれかを選択して登録ステ
ップに移動します。
• 財務設定
• セグメント
• 財務カテゴリ

アプリケーションとその関連するデータ・チェーン要素が作成されます。
• 外部アプリケーションを表すための、アプリケーションとデフォルト・ビューが作
成されます。

• セグメントとそれに関連する値セットを表すためにディメンション、ノード・タイ
プおよびリスト・ノード・セットが作成されます。

• ツリーとツリー・バージョンを表すためにビューポイント、階層ノード・セットお
よび階層セットが作成されます。

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの事前定
義済プロパティ

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションでは、次のプロパティが事前定義さ
れています。Oracle Financials Cloud一般会計のすべてのプロパティは FCGLネーム
スペースを使用します。

注意:

セグメント値のプロパティで継承されたプロパティ値は使用しないでくださ
い。また、デフォルト値を導出する式を作成するときは、位置指定ロジック
(ancestors、parent、children、bottomなど)を回避してください。外部の
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションにデータをエクスポート
すると、セグメント値とそのプロパティはバインドされたリスト・ビューポ
イントからエクスポートされ、親子および深さの情報は階層ビューポイント
からエクスポートされます。したがって、位置指定ロジックを使用して継承
されたプロパティおよび派生式は、リスト・ビューポイントと階層ビューポ
イントでノードごとに異なるプロパティ値になります。

詳細は、 プロパティの操作を参照してください。
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プロパティ データ型 レベル 説明
勘定科目タイプ 文字列 ノード 勘定科目セグメント値の勘定科目タイプ
予算登録の許可 ブール ノード 指定のセグメント値に対して予算入力が許可さ

れているかどうかを指定します
転記の許可 ブール ノード 指定のセグメント値に対して転記が許可されて

いるかどうかを指定します
有効 ブール ノード セグメント値を使用可能にするかどうかを指定

します
終了日 日付 ノード セグメント値の終了日
財務カテゴリ 文字列 ノード 財務カテゴリを識別します
消込 ブール ノード 照合を使用可能にします
開始日 日付 ノード セグメント値の開始日
要約 ブール ノード 要約を示します
サードパーティ管理
勘定科目

文字列 ノード サードパーティ管理勘定科目を識別します

ツリー・ラベル 文字列 関係 サマリー・ノードのツリー・ラベルを識別しま
す

Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションのイン
ポート

Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、Oracle Financials Cloud一般会計アプリケ
ーションの(値セットとツリーを含む)セグメントのデータを含むフラット・ファイルからのイ
ンポートがサポートされています。Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションから
直接インポートすることはできません。
開始する前に:

• インポート・オプション、考慮事項およびインポート・モードの詳細は、ディメンション
のインポートを参照してください。

• インポートするデータ・ファイルは、2つのカンマ区切り(CSV)ファイルを含む ZIPファ
イルである必要があります。(Oracle Enterprise Data Management Cloudへのインポー
トでは、大文字と小文字が区別されません)。
– GlSegmentValuesInterface.csv - ディメンション内のすべてのノードに加え、
そのプロパティおよびセグメントに追加されたグローバルまたはコンテキスト依存
型付加フレックスフィールドが含まれています。

– GlSegmentHierInterface.csv — 個々のツリー(ツリー・コード/ツリー・バージ
ョン名の組合せ)の親/子構造およびツリー・ラベルが含まれています。

インポート ZIPファイルを作成する方法は 2通りあります:

– 一般会計セグメントの値および階層を既存の Oracle Financials Cloud一般会計アプ
リケーションからエクスポートするには、この記事の手順に従います: Fusion
General Ledgerセグメント(値セット)の値および階層データの FBDI形式でのエクス
ポート(ドキュメント ID 2889994.1)。
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– ZIPファイルを手動で生成するには: ファイル形式の詳細は、Oracle Financials
Cloudのファイルベース・データ・インポートのセグメント値および階層のイ
ンポートを参照してください。このリンクから
ChartofAccountsSegmentValuesandHierarchiesImportTemplate.
xlsmテンプレートをダウンロードできます。このテンプレートを使用して、
インポートするセグメント値および階層を入力して適切な形式で CSVファイ
ルを生成できます。

ヒント:

ChartofAccountsSegmentValuesandHierarchiesImportTe
mplate.xlsmテンプレートは、YYYY/MM/DD形式で日付を設定し
ます。この形式は、他のアプリケーション・タイプで使用される日付
形式とは異なる場合があります。たとえば、汎用アプリケーションの
日付形式は、インポートを実行するユーザーの地域設定にデフォルト
設定されます。

• Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションに登録されていない
インポート・ファイル内の値セット・コード、ツリー・コードおよびツリー・バー
ジョンは、インポート時に処理されません(レコードはスキップされます)。

• 「置換」または「マージ」モードを使用してインポートする場合、インポート階層
ファイルに含まれるツリーによって使用される階層セットのみが、インポートの実
行前にクリアされます。階層ファイルにないツリーは影響を受けません。

ノート:

「リセット」モードを使用してインポートする場合、インポートの一部と
してすべてのツリーがクリアされ、インポート・ファイル内のツリーの
みが作成されます。

• インポートの際にグローバルまたは状況依存の付加フレックスフィールドがある
と、次に関する警告が表示されます。
– インポート・ファイルには、グローバルまたはコンテキスト依存型付加フレッ
クスフィールドに指定された列の値が含まれていますが、アプリケーション登
録にはありません。

– アプリケーション登録には、グローバルまたはコンテキスト依存型付加フレッ
クスフィールドが含まれていますが、インポート・ファイルにはグローバルま
たはコンテキスト依存型付加フレックスフィールド用に指定された列の値は
ありません。

グローバルまたはコンテキスト依存型付加フレックスフィールド用に指定された
列(つまり、カンマ区切りファイルの必要数のカンマ)がインポート・ファイルに含
まれており、それらのフィールドに値がない場合、警告は表示されません。

ディメンションをインポートするには:

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションまでスクロールして、 をクリ
ックし、「インポート」をクリックします。

2. 左側の列で、データのインポート先のディメンションを選択します。
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3. 「ファイル名」で、インポート・ファイル名を指定します。インポート・ファイルは、
GlSegmentValuesInterface.csvおよび GlSegmentHierInterface.csvファイ
ルを含む ZIPファイルである必要があります。

4. 「インポート・モード」で、「マージ」、「置換」または「リセット」を選択します。インポ
ート・モードの詳細は、ディメンションのインポートを参照してください。

5. オプション: 「サマリー」セクションでディメンション名をクリックして、ディメンショ
ンを検査し、インポート・オプションを表示します。インスペクタ・ダイアログを閉じて
インポート画面に戻ります。

6. 「インポート」をクリックします。
EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
importDimensionを参照)または REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud
Serviceの REST APIのディメンションのインポートを参照)を使用して、ディメンションを
インポートすることもできます。

登録済みの Oracle Financials Cloud一般会計アプリケー
ションの変更

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションを登録した後で、登録を変更し、一部のア
プリケーション設定を変更できます。たとえば、セグメントやツリーの追加または除去、グ
ローバルまたはコンテキスト依存型の付加フレックスフィールドの追加または除去、財務カ
テゴリの変更が可能です。アプリケーション、ディメンションおよびデータ・オブジェクト
が変更内容に基づいて更新されます。行った変更を反映して、ディメンション・バインドが
更新されます。

ノート:

ツリーを除去すると、対応するビューポイント、ノード・セット、および階層セッ
トからバインド解除されますが、データ・チェーン・オブジェクトは削除されませ
ん。たとえば、企業勘定科目ツリーを勘定科目セグメントから除去すると、企業勘
定科目ビューポイント、ノード・セット、および階層セットはバインド解除されま
すが、削除はされず、再利用できます。企業勘定科目ツリーは、アプリケーション
からインポートまたはエクスポートされなくなります。
セグメントを除去すると、セグメントに対応するデータ・チェーン・オブジェクト
およびセグメントのすべてのツリーはセグメントからバインド解除されますが、削
除はされません。除去されたセグメントは、アプリケーションからインポートまた
はエクスポートされなくなります。アプリケーションの変更の理解を参照してくだ
さい。

開始する前に:

アプリケーションを変更するには、アプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの登録を変更するには:

1. アプリケーションの設定を変更するには、「アプリケーション」でお使いのアプリケーシ
ョンを見つけて、 をクリックし、「登録の変更」を選択します。
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• 財務設定の設定を変更する場合は(複数のアクティブ・ツリー・バージョンを
許可したり、最大深さを変更するなど)、Oracle Financials Cloud一般会計アプ
リケーションの登録を参照してください

• グローバル付加フレックスフィールドを追加または除去するには、グローバル
付加フレックスフィールドの追加を参照してください

• セグメントおよびツリーを変更または追加、あるいは状況依存付加フレックス
フィールドを追加または除去するには、セグメントおよびツリーの登録を参照
してください。

• 財務カテゴリを変更または追加する場合は、財務カテゴリの追加、変更または
除去を参照してください

2. 完了したら、「適用」をクリックします。
変更内容で、データ・チェーン・オブジェクトが更新されます。

ノート:

「ドラフト」ステータスではないアプリケーションの登録に変更を加えた
が、適用しなかった場合、登録ウィザードを閉じるときに変更内容は保
存されません。
「ドラフト」ステータスのアプリケーションの登録に変更を加えたが、適
用しなかった場合、変更内容は保存され、後から更新および適用できる
場合があります。ただし、登録ウィザードの外部でバインドされたデー
タ・オブジェクトに変更を追加した場合は、バインドされたオブジェク
トと登録を同期する必要があるため、保存された変更がクリアされるこ
とがあります。

セグメント、ツリーまたは財務カテゴリの除去
セグメント、ツリーまたは財務カテゴリをアプリケーションから除去するには:

1. 「アプリケーション」でアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「登録の変
更」を選択します。

2. 除去するセグメント、ツリーまたは財務カテゴリに移動して、 をクリックしま
す
ツリーに移動するには、そのツリーを含むセグメント名をクリックしてから、除去
するツリーを選択します。
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Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのバ
インディング・ルール

バインディング・ルールによって、Oracle Enterprise Data Management Cloudの Oracle
Financials Cloud一般会計アプリケーションは外部アプリケーションの要件に自動的に準拠
するようになります。次の表に、Oracle Financials Cloud一般会計のバインディング・ルール
を示します。

オブジェクト ルール
ノード・タイプ バインドされたノード・タイプから必要なバイン

ディング・プロパティを除去できません。
階層セット バインドされた階層セットでは、ノード・タイプ

を編集できません。
ノード・セット バインドされたノード・セットの場合:

• バインドされたノード・セットでは、ノード・
タイプを編集できません。

• 階層ノード・セット(ツリー)の場合、独自のバ
インディング・ルールおよび任意のバインデ
ィング・ルールをデータ・チェーンの上位に
渡す階層セットを選択する必要があります。

ビューポイント バインドされたビューポイントの場合、独自のバ
インディング・ルールおよび任意のバインディン
グ・ルールをデータ・チェーンの上位に渡すノー
ド・セットを選択する必要があります。
• リスト・ノード・セット(値セット)の場合、ノ
ード・タイプもチェックされます。

• 階層ノード・セット(ツリー)の場合、階層セッ
トがチェックされてから、ノード・タイプが
チェックされます。

ディメンション/セグメント(値セットおよびツリ
ー)

ディメンションにバインドされたビューポイント
を編集する場合、バインディングに対して異なる
ビューポイントを選択できます。新しいビューポ
イントとデータ・チェーン内の関連するすべての
データ・オブジェクトが、バインディング・ルー
ルに対してチェックされます。
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ノート:

アプリケーション登録から削除することによって、セグメント(ディメンショ
ン)を除去できます。ディメンションは値セットおよびツリーにバインドさ
れたすべてのビューポイントとともに引き続きアプリケーション・インスペ
クタに表示され、ディメンションを使用してデータ・チェーン・オブジェク
トを作成できますが、このディメンションはデータのインポートまたはエク
スポート用として使用できません。
アプリケーション登録から削除することによって、ツリーをセグメントから
除去できます。ツリーのビューポイントは削除されませんが、バインドが解
除され、データのインポートまたはエクスポートに使用できません。登録済
の Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの変更を参照してくだ
さい。

Oracle Financials Cloud一般会計の検証
検証によってデータの整合性が確保されます。次の検証が Oracle Financials Cloud一
般会計アプリケーションに対して実行されます。

検証名 次の場合、検証エラーになる レベル
必須勘定科目タ
イプ

標準勘定科目セグメントのノードに対して勘定科目タ
イプ・プロパティが空白です。

プロパティ
重複(共有ノー
ド)

ツリー・バージョンにリーフ・レベルで重複ノードが含
まれていますが、「重複ノードを許可」が選択されてい
ません。

ノート:

ロールアップ・レベルでの
重複ノードは Oracle
Financials Cloud一般会
計アプリケーションでは
許可されません。

ツリーまたは階層
セット
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検証名 次の場合、検証エラーになる レベル
同等のノード 要約フラグが Falseに設定されているノードが、必要な

すべての関連ビューポイントの少なくとも 1つの場所
にありません。関連ビューポイントの構成を参照して
ください。

ノート:

複数の関連する階層ビュ
ーポイントで構成された
リスト・ビューポイントが
ある場合、関連する階層ビ
ューポイントのいずれか
でノードが欠落していな
いか確認するために、リス
ト・ビューポイントに対し
てこの検証を実行する必
要があります。

ツリーまたはノー
ド・セット

最大深さチェッ
ク

ノードのレベルを「最大深さ」よりも大きくすることは
できません。最大深さが-1の場合、検証は実行されま
せん。

ツリーまたは階層
セット

最大長のノード
名テキスト/数値

ノード名が最大文字長を超えています 値またはノード
最小/最大のノー
ド名テキスト

ノード名がテキスト範囲内にありません。

ノート:

最小値または最大値(ある
いは両方)として数値が入
力されているかぎり、「値
のタイプ」がテキストの場
合に数値の名前が許可さ
れます。

値またはノード

最小/最大のノー
ド名数値

ノード名が数値範囲内にありません。

ノート:

「値のタイプ」が数値の場
合、テキスト名は許可され
ません。

値またはノード

複数のルート・ノ
ード

複数のルート・ノードが存在しますが、「複数のルート・
ノードを許可」が選択されていません。

ツリーまたはノー
ド・セット

値セット内で一
意のノード名

ノード名が値セット内で一意ではありません。 値セットまたはデ
ィメンション
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検証名 次の場合、検証エラーになる レベル
ノード名の無効
な文字

ノード名に特定の無効な文字が使用されています。完
全なリストは、Essbaseの命名規則を参照してください

値またはノード
ノード名の無効
なキーワード

ノード名に特定の無効なキーワードが使用されていま
す。完全なリストは、Essbaseの命名規則を参照してく
ださい

値またはノード

ノード開始日/終
了日

値セット内でノードの終了日プロパティは開始日プロ
パティよりも後です。

プロパティ
数値のノード名 • ノード名に 0-9および有効な 3桁ごとの区切り文

字および小数点以外の文字が含まれており、「値の
タイプ」が「数値」です。

• ノード名が名前の最大文字長までゼロで埋められ
ていません。ゼロ埋めは、セグメントの「値のタイ
プ」が数値の場合は自動的に適用されます。セグメ
ントおよびツリーの登録を参照してください。

値またはノード

所有権承認権限 ノードの所有権承認プロパティは、ビューポイントに対
して少なくとも「参加者(読取り)」アクセス権を持って
いないユーザーを参照します。所有権承認の理解を参
照してください。
この検証はデフォルトで無効になっています。

ディメンション

親の
「Summary」フ
ラグ

親ノードで子を許可するには、要約フラグを設定する必
要があります。

ツリーまたは階層
セット

要約フラグおよ
び転記を許可プ
ロパティ

要約プロパティと転記を許可プロパティの両方が有効
になっています。一度に 1つのみ有効にすることがで
きます。
ノードに子がある場合は、要約を有効にする必要があり
ます。
転記を許可が有効である場合、ノードは子を持つことが
できません。

プロパティ

子が欠落したサ
マリー・ノード

階層ビューポイントで、サマリー・ノードとしてマーク
されているノードに 1つ以上の子がありません。

ツリーまたは階層
セット

ツリー・ラベルは
サマリー・ノード
上のみ

ツリー・ラベルが、要約フラグが Trueに設定されてい
ないノード上に存在します。

プロパティ

テキスト大文字 名前には小文字が含まれており、「大文字」が選択され
ています。

値またはノード
ゼロ埋め 名前に最大文字長よりも少ない文字が含まれており、

「値のタイプ」が数値であるか、「ゼロ埋め」が選択され
ています。

値またはノード

ツリーまたはツリー・バージョンを作成するため
のバインディングのコピー

Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの場合のみ、既存のバインディング
をコピーして、既存のバージョンをスタート地点として使用する、バインドされた新
しいツリーまたはツリー・バージョンを作成できます。
Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションで新しいツリーまたはツリー・バー
ジョンを作成するには、2つの方法があります。
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• 空でバインドされていないツリーおよびツリー・バージョンで開始する場合は、アプリケ
ーション登録を変更し、新しいツリーまたはツリー・バージョンを追加できます。これに
よって、外部アプリケーションにバインドされていない新しい空のツリーまたはツリー・
バージョンが作成されます。

• 既存のツリーまたはツリー・バージョンの階層データを含む新しいバインドされたツリ
ー・バージョンを作成する場合は、その既存のツリーまたはツリー・バージョンのバイン
ディングをコピーできます。これによって、外部アプリケーションにバインドされた新し
いバインド済ツリーまたはツリー・バージョンが作成されます。

考慮事項
• 階層タイプのバインディングのみをコピーできます。ノード・タイプのバインディングは
コピーできません。

• バインディングをコピーすると、次のデータ・チェーン・オブジェクトもコピーされ、そ
のバインディングにバインドされます。
– 階層セット(元のノード・タイプを使用)

– ノード・セット(新規の階層セットを使用)

– ビューポイント(新規のノード・セットを使用)

• バインディングをコピーすると、アプリケーション登録で新しいツリー・バージョンを作
成する場合と同じ検証が実行されます。
– ツリー・コードとツリー・バージョン名の組合せは一意にする必要があります。
– バージョンの開始日はバージョンの終了日より前にする必要があります。
– バージョンの開始日と終了日は、同じツリー・コードの別のツリー・バージョンと重
複しないようにする必要があります。

• バインディングおよびそれに関連付けられているデータ・チェーン・オブジェクトをコピ
ーした後にアプリケーション登録を変更すると、新しい階層セットとノード・セットが、
バインドされたツリーおよびツリー・バージョンとして登録ウィザードに表示されます。

• バインディングをコピーすると、作成されたビューポイントが、バインディングのコピー
元のビューに追加されます。

バインディングのコピー
1. 「アプリケーション」から、コピーするバインディングのあるディメンションが含まれて
いるアプリケーションの名前をクリックします。この例では、1つのツリー・バージョン
V1の Corporate Accountディメンションが含まれた Oracle Financials Cloud一般会計ア
プリケーションを所有していると想定し、V1をスタート地点として使用するバインドさ
れた 2番目のツリー・バージョンを作成します。

2. アプリケーション・インスペクタで「ディメンション」をクリックします。
3. コピーするバインディングがあるディメンションの名前をクリックします。この例では、

Corporate Accountディメンションを選択します。
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4. ディメンション・インスペクタで「バインド」をクリックします。
5. 「編集」をクリックして、コピーするバインディングの「アクション」列で をク
リックし、「コピー」を選択します。この例では、ALL CORPORATE ACCOUNTS| V1
バインドをコピーします。
 

 

6. 「バインドのコピー」ダイアログ・ボックスで、ツリー・コード、ツリー・バージ
ョン名、および新しいバインディングのツリー開始日と終了日を入力します。
デフォルトでは、バインディングに対して作成される新しい階層セット、ノード・
セットおよびビューポイントの名前は、ツリー・コードおよびツリー・バージョン
名を使用して移入されます(この例では、ALL CORPORATE ACCOUNTS| V2)。
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7. オプション: 階層セット、ノード・セットまたはビューポイントのデフォルト名を変更し
ます。

8. 「コピー」をクリックします。
バインディングがコピーされ、バインドされた新しい階層セット、ノード・セットおよび
ビューポイントが作成されます。ビューポイントがバインディングのコピー元のビュー
に追加されます。

9. コピー操作が完了すると、バインディング・インスペクタに新しいバインディングが表示
されます。バインディング設定を確認し、「閉じる」をクリックします。
 

 

Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションのエク
スポート

外部の Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションのディメンションにバインドされ
た 1つ以上のビューポイントからエクスポートできます。カンマ区切りファイルにエクスポ
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ートします。接続情報を指定して、ファイルを自らの Oracle Financials Cloud一般会
計サーバーにアップロードできます。ノードは、ノード・セットの最上位ノードから
始めてエクスポートされます。たとえば、1つのディメンションに最上位ノードとして
の米国と、その下位にすべての州を含めることができます。ただし、ノード・セット
の最上位ノードがテキサスである場合、テキサスとその下位のノードのみがエクスポ
ートされます。ツリー・ビューポイントの場合、ノードのエクスポートは階層セット
の最上位ノードから開始されます。
ベスト・プラクティス
エクスポートを実行する前にディメンションにバインドされたビューポイントを検証
し、データの整合性を確保することをお薦めします。検証および制約の理解を参照し
てください。
ディメンションのエクスポート時にビューポイントを自動的に検証するには、「エクス
ポート前に検証」オプションを使用します。エクスポート・オプションの管理を参照
してください。
開始する前に:

• エクスポートするには、最低でもアプリケーションまたはディメンションに対するデータ・マネージャ権限が必要です。
• nullまたは空白の値のかわりに、定義されたキーワードをエクスポートできます。
エクスポート・オプションの管理を参照してください。

• ノードと階層関係が、Oracle Enterprise Data Management Cloudに存在していた
ときの順序でエクスポートされます。ノードおよび階層関係を英数字順にエクス
ポートする場合は、ディメンションの階層セットを開いて、「カスタム順序の使用」
をクリアします。

• Oracle Financials Cloud一般会計では、日付が YYYY/MM/DD形式でエクスポート
されます。この形式は、他のアプリケーション・タイプで使用される日付形式とは
異なる場合があります。

• ディメンションをエクスポートすると、次の CSV (カンマ区切り)ファイルが含ま
れた ZIPファイルが作成されます。(Oracle Financials Cloud一般会計へのインポ
ートでは、大文字と小文字が区別されます)。
– GlSegmentValuesInterface.csvファイルには、ディメンション内のすべ
てのノードに加え、そのプロパティおよびセグメントに追加されたグローバル
またはコンテキスト依存型付加フレックスフィールドが含まれています。

– GlSegmentHierInterface.csvファイルには、個々のツリー(ツリー・コー
ドとツリー・バージョン名の組合せ)の親子構造およびツリー・ラベルが含ま
れています。

ノート:

エクスポートするディメンションにリスト・タイプ・ノード・セット
があり、ツリーが登録されていない場合、
GlSegmentHierInterface.csvファイルは生成されません。

• ディメンションをエクスポートすると、生成された
GlSegmentValuesInterface.csvファイルのデータ・ソース列にキーワード
EDMCSが自動的に移入されます。これにより、Oracle Financials Cloud一般会計に
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インポートされている値セットのすべての付加フレックスフィールド属性列の値は、別の
値がそれらの列にまだ存在しない場合はクリアされます。

注意:

値セットによって使用されるすべての付加フレックスフィールドが、Oracle
Financials Cloud一般会計アプリケーションに対して登録されており、データを
意図せずにクリアすることを阻止するために、それらに対してデータ値が
Oracle Enterprise Data Management Cloudで定義されていることを確認して
ください。

詳細は、Enterprise Structures and General Ledgerの実装のセグメント値および階層のイ
ンポート・データの処理方法を参照してください。

• 登録時に Oracle Financials Cloud一般会計サーバーへの有効な接続情報を入力した場
合、ZIPファイルはそのサーバーにアップロードされます。ファイルを Oracle Financials
Cloud一般会計アプリケーションにインポートできます。Oracle Financials Cloud財務
およびプロジェクト・ポートフォリオ管理の共通機能の実装の Oracle Cloudの外部デー
タ統合サービスを参照してください。

• Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションの接続へのエクスポートの場合にのみ、
エクスポート・オプションを構成して、外部 Financials Cloud環境でインポートおよび公
開プロセスを開始し、セグメント値とツリーの同期を完了する追加のエクスポート後タス
クを組み込むことができます。Oracle Financials Cloud一般会計のエクスポート・オプシ
ョンを参照してください。

注意:

Oracle Enterprise Data Management Cloudからエクスポートした後、外部の Oracle
Financials Cloud一般会計アプリケーションにインポートするときは、次の制限に
注意してください:

• 標準勘定科目セグメントの勘定科目タイプに対する変更は、外部の一般会計ア
プリケーションに適用された後はインポートできません。

• すべてのセグメントの要約フラグの場合:

– Yから Nへの変更はインポートできますが、これにより、セグメント値に
子がある階層の再構築が必要になることがあります

– Nから Yへの変更はインポートできません。この変更は、外部の一般会計
アプリケーションで行う必要があります。
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ヒント:

REST APIを使用して、Oracle Financials Cloud一般会計ディメンションを
Oracle Enterprise Data Management Cloudからアプリケーション接続にエ
クスポートする際(Oracle Enterprise Data Management Cloud Service REST
APIのディメンションのエクスポートのユース・ケース を参照)、Oracle
Financials Cloudに転送される zipファイルのドキュメント IDが、Oracle
Enterprise Data Management Cloudエクスポート・ジョブの結果に返されま
す。
次に、このドキュメント IDを ERP統合サービス APIに渡して、zipファイ
ルを Financials Cloudのセグメント値および階層としてインポートできます
(Oracle Financials Cloud REST APIのインバウンドまたはアウトバウンドの
データ・セットの作成を参照)。これにより、EDMエクスポート・ファイル
のドキュメント IDを取得するための、Financials Cloud SOAP APIへの追加
のコールがなくなります。

ディメンションをエクスポートするには :

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、
「エクスポート」をクリックします。

2. 左側の列で、エクスポートするディメンションを選択します。
3. オプション: インスペクタでディメンションのエクスポート・オプションを変更す
るには、「サマリー」セクションで、ディメンション名をクリックします。ディメ
ンションの検査を参照してください。

4. 「エクスポート・ターゲット」で、「ファイル」または「接続」を選択し、次のいず
れかを実行します。
• 「接続」を選択した場合、エクスポート先の接続を選択し、エクスポート・フ
ァイル名を指定して「エクスポート」をクリックします。

• 「ファイル」を選択した場合、エクスポート・ファイル名が生成されます。デ
フォルトのファイル名はアプリケーション名_ディメンション名_日付
(FCGL_Account_20200123.csvなど)で、エクスポートを実行する前に編集で
きます。ブラウザ設定でダウンロード場所が定義されます。デフォルトのフ
ァイル名をそのまま使用するか編集し、「エクスポート」をクリックします。

ノート:

「エクスポート・ターゲット」の「接続」オプションは、アプリケーショ
ン登録時に Oracle Financials Cloud一般会計サーバーへの接続情報を入
力した場合にのみ使用できます。

5. オプション: エクスポートの完了後、エクスポートに検証エラーがある場合は、ビ
ューポイント名をクリックしてビューポイントを開き、エラーを解決できます。検
証の問題の解決を参照してください。検証の問題が解決した後、ビューポイント・
ウィンドウからエクスポートに戻るをクリックしてエクスポート画面に戻ります。
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EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』の
exportDimensionを参照)または REST API (Oracle Enterprise Data Management Cloud
Serviceの REST APIのディメンションのエクスポートを参照)を使用して、ディメンション
をエクスポートすることもできます。
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32
E-Business Suite一般会計アプリケーションの操作

Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用して、Oracle E-Business Suite一般会計の
値セットの勘定体系セグメント値を管理します。ユーザーは新しいセグメント値を作成して
そのプロパティを編集し、Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用して階層を保守
します。
この情報は次のことが可能です:

1. E-Business Suite一般会計からのエクスポート
Oracle Enterprise Data Management Cloudへのインポート

2. Oracle Enterprise Data Management Cloudでの管理
3. Oracle Enterprise Data Management Cloudからのエクスポート
4. E-Business Suite一般会計へのインポート
Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、次のタイプの一般会計データを管理できま
す:

• 勘定体系セグメント値
• セグメント値プロパティ

注意:

登録システムで作成された事前定義済プロパティを変更する場合は、プロパテ
ィ値を導出するためにプロパティ継承または位置指定ロジックを使用しないで
ください。E-Business Suite一般会計アプリケーションの事前定義済プロパテ
ィを参照してください。

• セグメント値の階層関係
• グローバルおよびコンテキスト依存型付加フレックスフィールド

ノート:

Oracle Enterprise Data Management Cloudと E-Business Suite一般会計の間のこ
の統合は、E-Business Suite一般会計リリース 12.1.3以上で使用可能です。

Oracle Enterprise Data Management Cloudでの E-Business Suite一般会計のデータの管理
には、次の処理が含まれます。
• E-Business Suite一般会計アプリケーションの登録

32-1



• E-Business Suite一般会計ディメンションのインポート
• 登録済の E-Business Suite一般会計アプリケーションの変更
• データ管理の開始
• E-Business Suite一般会計ディメンションのエクスポート
E-Business Suite一般会計アプリケーションは、ウィザードに従ってアクティブ言語や
セグメント情報などの情報を入力して登録します。
 

 
E-Business Suite一般会計アプリケーションを登録すると、Oracle Enterprise Data
Management Cloudでアプリケーションの次のデータ・チェーン・オブジェクトが作
成されます。
• デフォルト・ビュー—アプリケーションのすべてのデータ・チェーン・オブジェク
トを管理できます。ビューの理解を参照してください。

• アプリケーションのセグメント値セットごとに、次のデータ・チェーン・オブジェ
クトが作成されます。
– ディメンション—データ値を分類する方法を提供します。ディメンションの
理解を参照してください。

– ビューポイント—操作するノードのサブセットを提供します。ビューポイン
トはノード・セットを指します。ビューポイントについてを参照してくださ
い。

– リストタイプのノード・セット—ビューポイントで使用可能なノードのグルー
プを定義します。セグメント値セットの場合、使用可能なすべてのノードを含
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むリスト・ノード・セットが、階層データなしで作成されます。ノード・セットの操
作を参照してください。

– ノード・タイプ—共通のビジネス目的を共有するアプリケーションのノードの集まり
を表示します。ノード・タイプには、アプリケーション固有のすべてのプロパティが
あります。ノード・タイプの操作を参照してください。

アプリケーションの登録後、データをディメンションにインポートして、ノード、プロパテ
ィおよび階層セットを移入できます。オプションで、登録を変更できます。データ・セット
の作業の実行後、ディメンションを外部アプリケーションにエクスポートできます。

ノート:

Oracle Enterprise Data Management Cloudでディメンションとデータ・チェーン・
オブジェクトが作成されると、それらは E-Business Suite一般会計アプリケーショ
ンのセグメントおよび値セットにバインドされます。これらのバインドにより、登
録されたデータ・チェーン・オブジェクトは外部アプリケーションの要件に準拠す
るようになります。また、ユーザーがアプリケーションのデータのインポートまた
はエクスポートを阻止するような変更を行うのを防ぐことができます。バインディ
ング・ルールの理解を参照してください。

E-Business Suite一般会計アプリケーションの登録
Oracle E-Business Suite一般会計アプリケーションを Oracle Enterprise Data Management
Cloudに登録すると、外部アプリケーションを表すためにアプリケーションとデフォルト・ビ
ューが作成されます。セグメントとそれに関連する値セットを表すためにディメンション、
ノード・タイプおよびリスト・ノード・セットが作成されます。階層を表すためにビューポ
イント、階層ノード・セットおよび階層セットが作成されます。
開始する前に:

• アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールを持っていること
を確認します。登録後、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対する所有者権限
が自動的に付与されます。

ノート:

サービス管理者はロールを割り当てます(アプリケーションのロールと権限の理
解を参照)。

• 登録する勘定体系のセグメントおよび関連する値セットを決定します。E-Business
Suite一般会計アプリケーションの操作を参照してください。

アプリケーションを登録するには:

1. 「アプリケーション」から「登録」をクリックします。
2. アプリケーション・タイプとして「E-Business Suite一般会計」を選択します。
3. アプリケーションの名前と、オプションで説明を入力します。
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ノート:

アプリケーション・リストにアプリケーション・タイプ、名前および説
明が表示されます。

4. 「作成」をクリックします。
5. 「アクティブ言語」で、E-Business Suite一般会計アプリケーションでアクティブ・
ステータスの言語を入力し、「次」をクリックします。

ノート:

言語の名前を入力すると、テキスト入力と一致するサポートされる言語
のリストが表示されます。言語を選択して、「アクティブ言語」リストに
追加します。

6. 「セグメントの追加」で「追加」をクリックします。
7. セグメント・パラメータを構成し、「次」をクリックします。

• セグメントの「セグメント/値セット・コード」を入力します
• セグメント・ツリー・ラベルを入力します。このラベルは、階層のビューポイ
ント名およびノード・セット名の末尾に追加されます。

• セグメント値セットの説明を入力します
• このセグメントが勘定体系で標準勘定科目として使用される場合は、「標準勘
定科目セグメント」を選択します。

• セグメントで重複ノードを許可する場合は、「重複ノードを許可」を選択しま
す。

• 値セットの値の「最大長」を入力します。
• セグメントの「外部セグメント/値セット・コード」を入力します。

8. 「変更を適用する前に登録を確認」ページで、データを確認します。データが正し
い場合は、「適用」をクリックします。

アプリケーションとその関連するデータ・チェーン要素が作成されます。
• 外部アプリケーションを表すための、アプリケーションとデフォルト・ビューが作
成されます。

• セグメントとそれに関連する値セットを表すためにディメンション、ノード・タイ
プおよびリスト・ノード・セットが作成されます。

• ビューポイント、階層ノード・セットおよび階層セットが作成されます。
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グローバル付加フレックスフィールドの追加
登録時に最大 50個の付加フレックスフィールドを定義し、それらを Oracle E-Business Suite
一般会計に対してインポートおよびエクスポートできます。
付加フレックスフィールドについて
付加フレックスフィールドはユーザー定義の属性で、セグメント値に関する追加属性を取得
できます。たとえば、「製品」セグメントには、色およびサイズの付加フレックスフィールド
を含めることができます。2タイプの付加フレックスフィールドがあります。
• グローバル付加フレックスフィールドは、アプリケーション内のすべてのセグメントに適
用され、フレックスフィールドとその関連プロパティは両方とも一意である必要がありま
す。グローバル付加フレックスフィールドの名前またはプロパティは、別のグローバル・
フレックスフィールドまたはコンテキスト依存型フレックスフィールドで再利用できま
せん。

• コンテキスト依存型付加フレックスフィールドは、特定のセグメントにのみ適用され、フ
レックスフィールドとその関連プロパティは両方とも他のセグメントで再利用できます。

グローバル付加フレックスフィールドとコンテキスト依存型付加フレックスフィールドの使
用方法を示すために、「勘定科目」、「エンティティ」および「製品」の 3つのセグメントがあ
るとします。3つすべてのセグメントに適用する属性がある場合は、グローバル付加フレック
スフィールドを作成し、すべてのセグメントに追加します。しかし、2つのセグメントのみに
適用する属性がある場合は、コンテキスト依存型付加フレックスフィールドを作成し、属性
を適用する 2つのセグメントのみに追加します。
付加フレックスフィールドの詳細は、Oracle Applications Cloud構成と拡張のフレックスフィ
ールドの概要を参照してください。
グローバル付加フレックスフィールドを追加するには:

1. 「グローバル付加フレックスフィールドの追加」で、「追加」をクリックします。
2. 「フレックスフィールド名」を入力し、フレックスフィールドが必要かどうかを指定しま
す。グローバル付加フレックスフィールドの場合、名前は一意である必要があります。

3. 「列」で、ドロップダウン・メニューをクリックし、フレックスフィールドの属性の場所
(1-50)を選択します。このフィールドは、インポート・ファイルおよびエクスポート・フ
ァイル内でこのフレックスフィールドの値の場所を決定します。
グローバルまたはコンテキスト依存型付加フレックスフィールドのいずれかの属性の場
所を選択すると、その場所は別のフレックスフィールドで選択できなくなります。たとえ
ば、グローバル付加フレックスフィールドの Attribute 3の場所を選択した場合、別の
グローバルまたはコンテキスト依存型付加フレックスフィールドを追加するとき、ドロッ
プダウン・メニューに Attribute 3は表示されません。

4. 「プロパティ」で、ドロップダウン・メニューをクリックし、アクションを実行します。
• フレックスフィールドの新規プロパティを作成するには、「(新規プロパティの追加)」
を選択して「次」をクリックします。フレックスフィールドの新規プロパティの追加
に進みます。

• フレックスフィールドの既存のプロパティを選択して「次」をクリックし、付加フレ
ックスフィールドの追加に戻ります。グローバル付加フレックスフィールドの既存
のプロパティを選択すると、ドロップダウン・リストからそのプロパティは除去さ
れ、他のグローバルまたはコンテキスト依存型付加フレックスフィールドに対して選
択できなくなります。
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フレックスフィールドの新規プロパティの追加
1. デフォルトでは、プロパティ名は"DFF {Flexfield Name}"です。オプションで、名
前を変更したり、プロパティの説明を入力して、「次」をクリックします。

2. プロパティのパラメータを次のように指定します。

パラメータ 説明
文字列の大/小文字 プロパティが「大文字」か、「小文字」か、ま

たは「大/小文字混在」かを指定します。
無効な文字 プロパティに対して無効な文字を指定しま

す。「無効な文字」フィールドをクリックし、
表示されたリストから無効な文字を選択し
ます。

最小長 プロパティの最小テキスト長を入力します。
デフォルト値は 0です。

最大長 プロパティの最大テキスト長を入力します。
デフォルト値は 240で、最大値は 240を超
えることができません。

許容値リストの使用 プロパティ・フィールドへの入力は、「許容
値」にリストされた値のみに制限することを
選択します。

空白エントリを含む このプロパティを空白のままにするのを許
可することを選択します。

許容値 このプロパティに対して表示する値を入力
します。値を入力し、[Tab]を押して次の値
を入力します。ユーザー入力をこのフィー
ルド内の値のみに制限するには、「許容値リ
ストの使用」を選択します。

デフォルト値 プロパティのデフォルト値を入力します。
継承 このプロパティに対して位置指定の継承を

使用するかどうかを選択します。プロパテ
ィの継承を参照してください。

3. 「次」をクリックして、「グローバル付加フレックスフィールドの追加」に戻りま
す。追加したグローバル付加フレックスフィールドが、属性の場所のデフォルト
名、および入力したフレックスフィールド名(たとえば、"Attribute 1 - Color")とと
もに表示されます。

4. 「追加」をクリックして別のフレックスフィールドを追加するか、または「次」を
クリックして登録を続行します。

セグメントの登録
次のステップを使用して、Oracle E-Business Suite一般会計アプリケーションのセグ
メントを登録します。
セグメントを登録するには:

1. 「セグメントの追加」で「追加」をクリックします。
2. セグメントの「セグメント/値セット・コード」、「セグメント階層ラベル」を入力
し、オプションで「セグメント値セット・コードの説明」を入力します。
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3. このセグメントが勘定体系で標準勘定科目として使用される場合は、「標準勘定科目セグ
メント」の横にあるチェック・ボックスを選択します。

4. 共有ノードを許可する場合は、「重複ノードを許可」を選択します。
5. 値セットの値の最大文字長を入力します。
6. 「外部セグメント/値セット・コード」を入力し、「次」をクリックします。
7. 追加した各セグメントに対して、セグメントのコンテキスト依存型付加フレックスフィー
ルドを定義するオプションがあります。

コンテキスト依存型付加フレックスフィールドの追加
コンテキスト依存型付加フレックスフィールドを使用すると、特定のセグメントのみのセグ
メント値に関する追加属性を取得できます。コンテキスト依存型付加フレックスフィールド
をセグメントに追加する手順はグローバル付加フレックスフィールドの追加と似ています
が、次の点が異なります。
• コンテキスト依存型付加フレックスフィールドは、複数のセグメントで再利用できます。
コンテキスト依存型付加フレックスフィールドを複数のセグメントに適用する場合は、適
用するセグメントごとに付加フレックスフィールドを追加する必要があります。

• コンテキスト依存型フレックスフィールドに関連付けられたプロパティも再利用できま
す。グローバル付加フレックスフィールドとは異なり、プロパティを選択してコンテキス
ト依存型フレックスフィールドに関連付けると、その値は「プロパティ」ドロップダウ
ン・メニューから除去されず、異なるコンテキスト依存型フレックスフィールドに対して
再度選択できます。

グローバル付加フレックスフィールドの追加を参照してください

登録変更の適用
「変更を適用する前に登録を確認」ページで、データを確認します。データが正しい場合は、
「適用」をクリックします。

ノート:

データを変更する必要がある場合は、「戻る」をクリックして「セグメント」ページ
に移動するか、左のパネルから次のいずれかを選択して登録ステップに移動します。
• 財務設定
• グローバル付加フレックスフィールド
• セグメント

アプリケーションとその関連するデータ・チェーン要素が作成されます。
• 外部アプリケーションを表すための、アプリケーションとデフォルト・ビューが作成され
ます。

• セグメントとそれに関連する値セットを表すためにディメンション、ノード・タイプおよ
びリスト・ノード・セットが作成されます。

• セグメントを表すためにビューポイント、階層ノード・セットおよび階層セットが作成さ
れます。

第 32章
E-Business Suite一般会計アプリケーションの登録

32-7



E-Business Suite一般会計アプリケーションの事前定義済プ
ロパティ

Oracle E-Business Suite一般会計では、次のプロパティが事前定義されています。E-
Business Suite一般会計のすべてのプロパティは EBSGLネームスペースを使用しま
す。

注意:

セグメント値のプロパティで継承されたプロパティ値は使用しないでくださ
い。また、デフォルト値を導出する式を作成するときは、位置指定ロジック
(ancestors、parent、children、bottomなど)を回避してください。外部の
E-Business Suite一般会計アプリケーションにデータをエクスポートする
と、セグメント値とそのプロパティはバインドされたリスト・ビューポイン
トからエクスポートされ、親子および深さの情報は階層ビューポイントから
エクスポートされます。したがって、位置指定ロジックを使用して継承され
たプロパティおよび派生式は、リスト・ビューポイントと階層ビューポイン
トでノードごとに異なるプロパティ値になります。

詳細は、 プロパティの操作を参照してください。

プロパティ データ型 レベル 説明
勘定科目タイプ 文字列 ノード 勘定科目セグメント値

の勘定科目タイプ
予算登録の許可 ブール ノード 指定のセグメント値に

対して予算入力が許可
されているかどうかを
指定します

転記の許可 ブール ノード 指定のセグメント値に
対して転記が許可され
ているかどうかを指定
します

有効 ブール ノード セグメント値を使用可
能にするかどうかを指
定します

終了日 日付 ノード セグメント値の終了日
消込 ブール ノード 照合を使用可能にしま

す
ロールアップ・グルー
プ

文字列 ノード ロールアップ・グルー
プを識別します

開始日 日付 ノード セグメント値の開始日
要約 ブール ノード 要約を示します
サードパーティ管理勘
定科目

文字列 ノード サードパーティ管理勘
定科目を識別します
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E-Business Suite一般会計ディメンションのインポー
ト

Oracle Enterprise Data Management Cloudでは、Oracle E-Business Suite一般会計アプリケ
ーションの(値セットと階層を含む)セグメントのデータを含むフラット・ファイルからのイン
ポートがサポートされています。E-Business Suite一般会計アプリケーションから直接イン
ポートすることはできません。
開始する前に:

• インポート・オプション、考慮事項およびインポート・モードの詳細は、ディメンション
のインポートを参照してください。

• インポートするデータ・ファイルは、2つのカンマ区切り(CSV)ファイルを含む ZIPファ
イルである必要があります。(Oracle Enterprise Data Management Cloudへのインポー
トでは、大文字と小文字が区別されません)。階層ファイルはオプションです。
– GL_HIERARCHY_INTERFACE.CSV— 個々の階層の親子構造が含まれます。
– GL_SEGVALUES_INTERFACE.CSV — ディメンション内のすべてのノードとそれら
のプロパティが含まれます。

これらのファイルにはヘッダー・レコードが含まれます。これらのファイルを取得するに
は、アプリケーションを登録し、それをエクスポートしてヘッダー・レコードが含まれた
zipファイルを取得します。その後、そのファイルを更新し、正しい形式で CSVファイル
を保存できます。詳細は、ファイル形式のインポートおよびエクスポートを参照してくだ
さい。

• Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションに登録されていないインポ
ート・ファイル内の値セット・コードおよび階層は、インポート時に処理されません(レ
コードはスキップされます)。

ディメンションをインポートするには:

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションまでスクロールして、 をクリックし、
「インポート」をクリックします。

2. 左側の列で、データのインポート先のディメンションを選択します。
3. 「ファイル名」で、インポート・ファイル名を指定します。インポート・ファイルは、

GL_HIERARCHY_INTERFACE.CSVおよび GL_SEGVALUES_INTERFACE.CSVファイル
を含む ZIPファイルである必要があります。

ノート:

階層ファイルはオプションです。

4. 「インポート・モード」で、「マージ」、「置換」または「リセット」を選択します。インポ
ート・モードの詳細は、ディメンションのインポートを参照してください。

5. オプション: 「サマリー」セクションでディメンション名をクリックして、ディメンショ
ンを検査し、インポート・オプションを表示します。インスペクタ・ダイアログを閉じて
インポート画面に戻ります。
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6. 「インポート」をクリックします。
EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』
の importDimensionを参照)または REST API (Oracle Enterprise Data Management
Cloud Serviceの REST APIのディメンションのインポートを参照)を使用して、ディメ
ンションをインポートすることもできます。

ファイル形式のインポートおよびエクスポート
Oracle E-Business Suite一般会計ディメンションのデータをインポートおよびエクス
ポートするとき、カンマ区切り(.csv)ファイルを使用する必要があります。
考慮事項
• インポート・ファイルのデータは行の順序でインポートされます。親ノードの行は
子ノードの行よりも前にある必要があります。子ノードの行が親ノードの行より
も前にあると、ファイルのインポート時にエラーが発生します。

• インポートでは、重複する行は無視されます。
• ファイルの区切り文字、引用符または改行(CR/LF)文字を含む文字列、または ASCII

35以下の文字(Tab、!、#など)で開始する文字列は、引用符で囲まれます。(たとえ
ば、"# Children"、"Accumulated Depreciation, Equipment"。)

次の表に、E-Business Suite一般会計のステージング表に関連するカンマ区切りファイ
ルの形式を示します。

ステージング表の列 ファイル・ヘッダー ファイル・コンテンツ
VALUE_SET_CODE VALUE_SET_CODE 定数 - セグメント値セット・コ

ードに設定されます
VALUE VALUE Core.Name

STATUS N/A N/A
エクスポート・ファイルに含ま
れません

START_DATE_ACTIVE START_DATE_ACTIVE EBSGL.Start Date

END_DATE_ACTIVE END_DATE_ACTIVE EBSGL.End Date

SUMMARY_FLAG SUMMARY_FLAG EBSGL.Summary

SORT_ORDER SORT_ORDER CoreStats.Level

ENABLED_FLAG ENABLED_FLAG EBSGL.Enabled

ACCOUNT_TYPE ACCOUNT_TYPE EBSGL.Account Type

ALLOW_POSTING ALLOW_POSTING_FLAG EBSGL.Allow Posting

ALLOW_BUDGETING ALLOW_BUDGETING_FLAG EBSGL.Allow Budgeting

THIRD_PARTY_CTRL_ACCT THIRD_PARTY_CTRL_ACCO
UNT

EBSGL.Third Party Control
Account

RECONCILE RECONCILE_FLAG EBSGL.Reconcile

FINANCIAL_CATEGORY FINANCIAL_CATEGORY EBSGL.Roll Up Group
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ステージング表の列 ファイル・ヘッダー ファイル・コンテンツ
DESC_AR DESC_US EBSGL.Description USなどの

説明のプロパティまたは空白の
定数値のいずれか
アクティブ言語として使用され
る場合、プロパティは、そのプ
ロパティを使用しない場合はた
だの空白列になってしまう値を
保持するために使用されます。

DESC_CS DESC_AR

DESC_D DESC_CS

DESC_DK DESC_D

DESC_E DESC_DK

DESC_EL DESC_E

DESC_ESA DESC_EL

DESC_F DESC_ESA

DESC_FRC DESC_F

DESC_HR DESC_FRC

DESC_HU DESC_HR

DESC_I DESC_HU

DESC_IS DESC_I

DESC_IW DESC_IS

DESC_JA DESC_IW

DESC_KO DESC_JA

DESC_NL DESC_KO

DESC_LT DESC_NL

DESC_PL DESC_LT

DESC_PT DESC_PL

DESC_PTB DESC_PT

DESC_N DESC_PTB

DESC_RO DESC_N

DESC_RU DESC_RO

DESC_S DESC_RU

DESC_SF DESC_S

DESC_SK DESC_SF

DESC_SL DESC_SK

DESC_TH DESC_SL

DESC_TR DESC_TH

DESC_US DESC_TR

DESC_ZHS DESC_ZHS

DESC_ZHT DESC_ZHT
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登録済の E-Business Suite一般会計アプリケーショ
ンの変更

Oracle E-Business Suite一般会計アプリケーションを登録した後で、登録を変更し、
一部のアプリケーション設定を変更できます。たとえば、セグメントを追加または除
去したり、財務カテゴリを変更できます。アプリケーション、ディメンションおよび
データ・オブジェクトが変更内容に基づいて更新されます。行った変更を反映して、
ディメンション・バインドが更新されます。

ノート:

セグメントを除去すると、セグメントに対応するデータ・チェーン・オブジ
ェクトおよびセグメントのすべての階層はセグメントからバインド解除され
ますが、削除はされません。除去されたセグメントは、アプリケーションか
らインポートまたはエクスポートされなくなります。アプリケーションの変
更の理解を参照してください。

開始する前に:

アプリケーションを変更するには、アプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
E-Business Suite一般会計アプリケーションの登録を変更するには:

1. アプリケーションの設定を変更するには、「アプリケーション」でお使いのアプリ
ケーションを見つけて、 をクリックし、「登録の変更」を選択します。

2. セグメントを変更または追加する場合は、E-Business Suite一般会計アプリケーシ
ョンの登録を参照してください。

3. 完了したら、「適用」をクリックします。
変更内容で、データ・チェーン・オブジェクトが更新されます。

ノート:

「ドラフト」ステータスではないアプリケーションの登録に変更を加えた
が、適用しなかった場合、登録ウィザードを閉じるときに変更内容は保
存されません。
「ドラフト」ステータスのアプリケーションの登録に変更を加えたが、適
用しなかった場合、変更内容は保存され、後から更新および適用できる
場合があります。ただし、登録ウィザードの外部でバインドされたデー
タ・オブジェクトに変更を追加した場合は、バインドされたオブジェク
トと登録を同期する必要があるため、保存された変更がクリアされるこ
とがあります。
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セグメントの除去
アプリケーションからセグメントを除去するには:

1. 「アプリケーション」でアプリケーションを見つけて、 をクリックし、「登録の変更」を
選択します。

2. 除去するセグメントに移動して、 をクリックします。
 

 

E-Business Suite一般会計アプリケーションのバイン
ディング・ルール

バインディング・ルールによって、Oracle Enterprise Data Management Cloudの Oracle E-
Business Suite一般会計アプリケーションは外部アプリケーションの要件に準拠するように
なります。次の表に、E-Business Suite一般会計のバインディング・ルールを示します。

オブジェクト ルール
ノード・タイプ バインドされたノード・タイプから必要なバイン

ディング・プロパティを除去できません。
階層セット バインドされた階層セットでは、ノード・タイプ

を編集できません。
ノード・セット バインドされたノード・セットの場合:

• バインドされたノード・セットでは、ノード・
タイプを編集できません。

• 階層ノード・セット(階層)の場合、独自のバイ
ンディング・ルールおよび任意のバインディ
ング・ルールをデータ・チェーンの上位に渡
す階層セットを選択する必要があります。

第 32章
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オブジェクト ルール
ビューポイント バインドされたビューポイントの場合、独自のバ

インディング・ルールおよび任意のバインディン
グ・ルールをデータ・チェーンの上位に渡すノー
ド・セットを選択する必要があります。
• リスト・ノード・セット(値セット)の場合、ノ
ード・タイプもチェックされます。

• 階層ノード・セット(階層)の場合、階層セット
がチェックされてから、ノード・タイプがチ
ェックされます。

ディメンション/セグメント(値セット) ディメンションにバインドされたビューポイント
を編集する場合、バインディングに対して異なる
ビューポイントを選択できます。新しいビューポ
イントとデータ・チェーン内の関連するすべての
データ・オブジェクトが、バインディング・ルー
ルに対してチェックされます。

E-Business Suite一般会計の検証
検証によってデータの整合性が確保されます。次の検証が Oracle E-Business Suite一
般会計アプリケーションに対して実行されます。

検証名 次の場合、検証エラーになる レベル
必須勘定科目タイプ 標準勘定科目セグメント値に

対して勘定科目タイプ・プロパ
ティが定義されていません。

ノード・タイプおよびプロパテ
ィ

説明の最大長 E-Business Suite一般会計セ
グメント値の説明が 240文字
を超えています。

ノード・タイプおよびプロパテ
ィ

所有権承認権限 ノードの所有権承認プロパテ
ィは、ビューポイントに対して
少なくとも「参加者(読取り)」
アクセス権を持っていないユ
ーザーを参照します。所有権
承認の理解を参照してくださ
い。
この検証はデフォルトで無効
になっています。

ディメンション

親転記 親ノード(ノードに子あり)の
転記を許可プロパティが True
に設定されています。

アプリケーション

親の「Summary」フラグ 親ノードで子を許可するには、
要約フラグを設定する必要が
あります。

アプリケーション

セグメント値の最大長 セグメント値の名前の長さが
セグメントの最大より大きく
なっています。

アプリケーション

セグメント値大文字 セグメント値がすべて大文字
になっていません。

ノード・タイプおよびプロパテ
ィ

終了日前の開始日 開始日が終了日の前になって
います。

アプリケーション
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検証名 次の場合、検証エラーになる レベル
要約フラグ ノードに子があり、要約プロパ

ティが Falseに設定されてい
ます。

ツリーまたは階層セット

要約および転記を許可 要約プロパティと転記を許可
プロパティの両方が有効にな
っています。一度に 1つのみ
有効にすることができます。
ノードに子がある場合は、要約
を有効にする必要があります。
転記を許可が有効である場合、
ノードは子を持つことができ
ません。

アプリケーション

子が欠落したサマリー・ノード 階層ビューポイントで、サマリ
ー・ノードとしてマークされて
いるノードに 1つ以上の子が
ありません。

ツリーまたは階層セット

E-Business Suite一般会計ディメンションのエクスポ
ート

外部の Oracle E-Business Suite一般会計アプリケーションのディメンションにバインドされ
た 1つ以上のビューポイントからエクスポートできます。カンマ区切りファイルにエクスポ
ートします。ファイルは、E-Business Suite一般会計ステージング表にロードされるように設
計されています。これを行うには、独自のプロセスを作成する必要があります。
ベスト・プラクティス
エクスポートを実行する前にディメンションにバインドされたビューポイントを検証し、デ
ータの整合性を確保することをお薦めします。検証および制約の理解を参照してください。
ディメンションのエクスポート時にビューポイントを自動的に検証するには、「エクスポート
前に検証」オプションを使用します。エクスポート・オプションの管理を参照してください。
開始する前に:

• エクスポートするには、最低でもアプリケーションまたはディメンションに対するデータ・マネージャ権限が必要です。
• ノードと階層関係が、Oracle Enterprise Data Management Cloudに存在していたときの
順序でエクスポートされます。ノードおよび階層関係を英数字順にエクスポートする場
合は、ディメンションの階層セットを開いて、「カスタム順序の使用」をクリアします。

• ディメンションのバインド・キーを編集してエクスポート・ファイルのエクスポート列の
順序を変更したり、各列の方向を指定できます。バインド・キーの編集を参照してくださ
い。

• nullまたは空白の値のかわりに、定義されたキーワードをエクスポートできます。エクス
ポート・オプションの管理を参照してください。

• ディメンションをエクスポートすると、次の CSV (カンマ区切り)ファイルが含まれた ZIP
ファイルが作成されます。(E-Business Suite一般会計へのインポートでは、大文字と小
文字が区別されます)。
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– GL_HIERARCHY_INTERFACE.CSV — 個々の階層の親子構造が含まれます。
– GL_SEGVALUES_INTERFACE.CSV — ディメンション内のすべてのノードと
それらのプロパティが含まれます。

ディメンションをエクスポートするには :

1. 「アプリケーション」でお使いのアプリケーションを見つけて、 をクリックし、
「エクスポート」をクリックします。

2. 左側の列で、エクスポートするディメンションを選択します。
3. オプション: インスペクタでディメンションのエクスポート・オプションを変更す
るには、「サマリー」セクションで、ディメンション名をクリックします。ディメ
ンションの検査を参照してください。

4. 「エクスポート・ターゲット」から、「ファイル」を選択します。エクスポート・フ
ァイル名が生成されます。デフォルトのファイル名はアプリケーション名_ディメ
ンション名_日付(EBSGL_Account_20200123.csvなど)で、エクスポートを実行す
る前に編集できます。ブラウザ設定でダウンロード場所が定義されます。

5. 「エクスポート」をクリックします。
このファイルの出力は、E-Business Suite一般会計ステージング表にロードされる
必要があります。

6. オプション: エクスポートの完了後、エクスポートに検証エラーがある場合は、ビ
ューポイント名をクリックしてビューポイントを開き、エラーを解決できます。検
証の問題の解決を参照してください。検証の問題が解決した後、ビューポイント・
ウィンドウからエクスポートに戻るをクリックしてエクスポート画面に戻ります。

EPM自動化(『Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操作』
の exportDimensionを参照)または REST API (Oracle Enterprise Data Management
Cloud Serviceの REST APIのディメンションのエクスポートを参照)を使用して、ディ
メンションをエクスポートすることもできます。

第 32章
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33
汎用アプリケーションの操作

汎用アプリケーションを使用すると、Oracle Enterprise Data Management Cloudに対応する
アプリケーション・タイプがない外部アプリケーションのデータを管理できます。汎用アプ
リケーションを使用して、任意のビジネス・ニーズを満たす Oracle Enterprise Data
Management Cloudソリューションを構築できます。
汎用アプリケーションの場合、外部アプリケーションの要件との整合性が徹底されないため、
柔軟性が確保されます。汎用アプリケーションには、すべてのアプリケーション・タイプに
適用されるバインディング・ルールや検証以外のものが含まれません。また、追加または除
去できるプロパティに関する制限はありません。たとえば、汎用アプリケーションを使用し
て、人事管理外部アプリケーションのエンタープライズ・データを管理できます。
ベスト・プラクティス
外部アプリケーションと一致するアプリケーション・タイプを使用します。アプリケーショ
ン・タイプによって、外部アプリケーションとの整合性が確保され、構成も最小限で済みま
す。アプリケーション・タイプのリストアプリケーション・タイプの理解を参照してくださ
い。アプリケーション・タイプがこのリストにない場合、汎用アプリケーション・タイプを
使用します。
プロセス・フロー
汎用アプリケーションを作成する基本のフローをこの後で説明します:

タスク 参照
1. 新しい汎用アプリケーションを登録します。 汎用アプリケーションの登録
2. アプリケーションにディメンションを追加しま
す。

ユーザー定義ディメンションの追加、除去または
変更

3. ノード・タイプをディメンションに追加します。ユーザー定義ディメンション向けノード・タイプ
の追加または変更

4. ディメンションに追加した各ノード・タイプの
プロパティを追加するか作成します。

ユーザー定義ディメンション向けノード・タイプ
への既存のプロパティの追加
カスタム・プロパティの作成

5. ディメンションのインポートおよびエクスポー
ト設定を構成します。

ユーザー定義ディメンションのインポートおよび
エクスポート設定

6. アプリケーションに追加する必要があるディメ
ンションごとにステップ 2から 5を繰り返しま
す。

該当なし

詳細は、次を参照してください:

• ユーザー定義ディメンションのインポート
• 汎用アプリケーションに対するバインディング・ルール
• 汎用アプリケーションの検証
• 汎用アプリケーションの変更
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• ユーザー定義ディメンションのエクスポート

汎用アプリケーションの登録
汎用アプリケーションを登録する際、ディメンションを作成します。ディメンション
ごとに、ノード・タイプ、プロパティ、インポートおよびエクスポートの設定を指定
します。
ビデオ

目的 参照するビデオ
汎用アプリケーションの登録について学習し
ます。  汎用アプリケーションの登録

詳細は、次を参照してください:

• アプリケーションの登録の理解
• 汎用アプリケーションの操作
アプリケーションを登録するには、次のステップを実行します。
1. 「アプリケーション」をクリックします。
2. 「登録」をクリックします。
「アプリケーション・タイプを選択します」ページが表示されます。

3. 「汎用」をクリックします。
4. アプリケーションの「名前」と、オプションで「説明」を入力します
5. ドロップダウン・メニューを使用して「外部システム・タイプ」を指定します。外
部システムがリストに表示されない場合は、下にスクロールして「その他」を選択
し、「外部システム・タイプ・ラベル」を入力します。
「外部システム・タイプ」は、複数の汎用アプリケーションの区別に役立つように、
「アプリケーション・サマリー」ページに表示されます。

6. 「次」をクリックします。
「アプリケーション要約」ページが表示されます。

7. 「作成」をクリックします。
ディメンションの追加ページが表示されます。

8. 追加または変更するディメンションごとに、ユーザー定義ディメンションの追加、
除去または変更のステップを実行します。

9. ディメンションを除去するには、ディメンションを含む行の上にカーソルを置い
て、 をクリックします。

ノート:

ディメンションを除去すると、データ・オブジェクトとプロパティはバ
インドが解除されますが、削除はされません。これにより、データ・オ
ブジェクトとプロパティに含まれるデータは保持されます。
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10. ディメンションの追加が終了したら、「次」をクリックします。
「変更を適用する前に登録を確認します」ページが表示されます。

11. データを確認します。データが正しい場合は、「適用」をクリックします。

ノート:

データを変更する必要がある場合は、「戻る」をクリックし、変更するディメン
ションを選択して変更します。

「適用」ボタンをクリックすると、Oracle Enterprise Data Management Cloudでアプリケ
ーションのデフォルト・ビューが作成され、データ・チェーン・オプションがディメンシ
ョンにバインドされます。

ユーザー定義ディメンションの追加、除去または変更
汎用アプリケーション向けにディメンションを構成するときに、ノードがリストまたは階層
のどちらの形式を取るか、またはディメンションで共有ノードが許可されるかどうかなどの
設定を指定します。ノード・タイプの追加、ノード・タイプに対するプロパティの定義、デ
ータのインポートおよびエクスポートのための設定の指定も可能です。
ユーザー定義ディメンションの追加、除去または変更は、ディメンションの追加ページで実
行します。次のトピックで、このページへのアクセス方法を説明します。
• 汎用アプリケーションの登録は、汎用アプリケーションの登録を参照してください。
• 汎用アプリケーションの変更は、汎用アプリケーションの変更を参照してください。
ディメンションにバインドされたビューポイントを変更する場合は、汎用アプリケーション
のユーザー定義ディメンションにバインドされたビューポイントの変更を参照してくださ
い。
汎用アプリケーションでディメンションを追加、除去または変更するには、次のステップを
実行します:

1. ディメンションの追加ページで、次のステップのいずれかを実行します。
• 新しくディメンションを追加するには、「追加」をクリックします。
• 既存のディメンションを変更するには、リンクをクリックします。
• ディメンションを除去するには、 をクリックします。

 

第 33章
汎用アプリケーションの登録

33-3



 

追加または変更は「ディメンションの基本情報」ページで実行します。
2. 「ディメンション名」を指定し、オプションで「ディメンションの説明」も入力し
ます。

3. 「ディメンション・タイプ」には、ノードが階層とリストのどちらであるかを指定
します。

4. (オプション)「外部ディメンション名」には、外部アプリケーションがディメンシ
ョン、セグメント値セット、またはその他のデータ・ドメインに対して使用する名
前を入力します。

5. (オプション)ノードが 1つの階層内で複数の親ノードを持てる場合は「共有ノード
を許可」を選択します。共有ノードの理解を参照してください。

6. 「次」をクリックします。
ディメンションのノード・タイプ・ページが表示されます。

7. 追加または変更が必要な各ノード・タイプに対して、ユーザー定義ディメンション
向けノード・タイプの追加または変更で説明しているステップを実行します。

8. ノード・タイプを除去するには、そのノード・タイプを含む行にカーソルを置き、
をクリックします。

ノート:

ノード・タイプを除去すると、そのノード・タイプと関連するデータ・
オブジェクトのバインドが解除されますが、削除はされません。このた
め、ノード・タイプに含まれるデータは保持されます。

9. ノード・タイプをディメンションに追加後、「次」をクリックします。
ディメンションのインポートおよびエクスポート・ページが表示されます。

10. (オプション)ディメンションのインポートおよびエクスポート設定を構成しま
す。ユーザー定義ディメンションのインポートおよびエクスポート設定を参照し
てください。

11.「次」をクリックします。
ディメンションの追加ページが表示され、別のディメンションの追加または変更が
でき、またアプリケーション登録を終了できます。

ユーザー定義ディメンションのインポートおよびエクスポート
設定

ディメンションを追加または変更する場合、ディメンションをインポートおよびエク
スポートする方法を構成するよう求められます。次の表に、構成可能な設定を示しま
す。

設定 説明
デフォルトのノード・タ
イプ

インポート・ファイルにノード・タイプ用の列がない場合に、イン
ポート・プロセスによってノードに割り当てられるノード・タイプ。
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設定 説明
デフォルトの親ノード・
タイプ

インポート・ファイルに親ノード・タイプ用の列がない場合に、イ
ンポート・プロセスによって親ノードに割り当てられるノード・タ
イプ。

最上位ノード・インジケ
ータ

ノードが階層の最上位ノードであることを示す親列内の値。これは
通常、外部アプリケーションが最上位ノードを表すために使用する
値です。
空のフィールドが最上位ノードであることを示す場合、値を指定し
ないでください。

ノード・タイプ列の使用 インポート・ファイルとエクスポート・ファイルがノード・タイプ
用の列を持つことができることを指定します。

ノード・タイプ列ヘッダ
ー

最下位ノードのノード・タイプを指定する列の列ヘッダー。
列ヘッダーが使用されるのは、「ノード・タイプ列の使用」チェッ
ク・ボックスが選択されている場合のみです。

親ノード・タイプ列の使
用

インポート・ファイルとエクスポート・ファイルが親ノード・タイ
プ用の列を持つことができるように指定します。

親ノード・タイプ列ヘッ
ダー

親ノードのノード・タイプを指定する列の列ヘッダー。
列ヘッダーが使用されるのは、「親ノード・タイプ列の使用」チェッ
ク・ボックスが選択されている場合のみです。

例については、ユーザー定義ディメンションに対するファイル形式のインポートおよびエク
スポートを参照してください。

ユーザー定義ディメンション向けノード・タイプの追加または変更
汎用アプリケーションでノード・タイプを構成する場合は、一意性修飾子の有無などの設定
を指定します。既存のプロパティの追加およびカスタム・プロパティの作成もできます。
ユーザー定義ディメンションのノード・タイプの追加または変更は、ディメンションのノー
ド・タイプ・ページで実行します。次のリストで、このページへのアクセス方法を説明しま
す。
• ディメンションを追加または変更するには、ユーザー定義ディメンションの追加、除去ま
たは変更を参照してください。

• アプリケーションを変更するには、汎用アプリケーションの変更を参照してください。
ノード・タイプを追加する場合または既存のノード・タイプを変更する場合は、次のステッ
プを実行します。
1. ディメンションのノード・タイプ・ページで、次のステップのいずれかを実行します。

• 「追加」をクリックして、ノード・タイプを新しく追加します。
• 既存のノード・タイプを変更するには、リンクをクリックします。
ディメンションのノード・タイプ・ページが表示されます。

2. 「ノード・タイプ名」を指定し、必要に応じて「ノード・タイプの説明」も入力します。
3. (オプション)「ノード・タイプ修飾子」を入力し、「ノード・タイプ修飾子の位置」を選
択します。ノード・タイプ修飾子の使用を参照してください

4. 「次」をクリックします。
プロパティを追加するためのページが表示されます。
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5. ノード・タイプ・プロパティを追加または変更するには、次のトピックで説明され
ているステップを実行します。
• プロパティを新しく作成するには、カスタム・プロパティの作成を参照してく
ださい。

• 別のノード・タイプ向けに定義されたプロパティ、あるいは Coreまたは
CoreStatsネームスペースのプロパティを追加するには、ユーザー定義ディメ
ンション向けノード・タイプへの既存のプロパティの追加を参照してくださ
い。

• 既存のプロパティを変更するには、ユーザー定義ディメンションのノード・タ
イプのプロパティ変更を参照してください。

6. プロパティのエクスポート・ファイル列の順序を変更するには、ディメンションの
バインド・キーを編集する必要があります。バインド・キーの編集を参照してくだ
さい。

7. プロパティをインポートおよびエクスポートの対象から除外するには、プロパティ
を含む行にカーソルを移動し、 をクリックします。

ノート:

プロパティに含まれるデータはインポートおよびエクスポートされませ
んが、プロパティはノード・タイプから除去されません。これにより、
プロパティ・データが保持されます。

8. 「次」をクリックします。
ディメンションのノード・タイプ・ページが表示されます。このページでは、ノー
ド・タイプの追加または変更ができ、またディメンションの構成を終了できます。

ユーザー定義ディメンション向けノード・タイプへの既存のプロパティの
追加

既存のプロパティの追加は、ディメンション・ノード・タイプのプロパティ・ページ
で行う必要があります。次のタスクのいずれかを実行して、このページにアクセスし
ます。
• ノード・タイプを追加または変更するには、ユーザー定義ディメンション向けノー
ド・タイプの追加または変更を参照してください。

• 既存のプロパティを追加後、カスタム・プロパティを作成するか、プロパティを変
更します。

既存のプロパティは Core.Descriptionのようなシステム定義プロパティまたは登録
されるアプリケーションで定義されるプロパティのどちらかです。たとえば、汎用ア
プリケーションで Custom.Account Typeプロパティを定義すると、そのプロパティを
他のノード・タイプで使用できるようになります。

ヒント:

既存のプロパティのリストは「プロパティ」ページにあります。プロパティ
の操作を参照してください。

第 33章
汎用アプリケーションの登録

33-6



既存のプロパティをノード・タイプに追加するには、次のステップを実行します:

1. 「選択」をクリックします。
2. プロパティを選択して、「OK」をクリックします。
ディメンション・ノード・タイプのプロパティ・ページが表示されます。

3. ページに「プロパティ・アプリケーション・オーバーライド・パラメータ」セクションが
含まれる場合、プロパティに適用される任意の設定を構成します。設定はプロパティ・テ
ンプレートによって変わります。プロパティ・データ・タイプのパラメータの理解を参照
してください。
たとえば、Core.Descriptionシステム・プロパティでは、値の長さの下限と上限を構成
します。

4. 「列ヘッダー」で、プロパティに対するインポート・ファイル列およびエクスポート・フ
ァイル列の列ヘッダーを指定します。

ノート:

列ヘッダーは、アプリケーション内のプロパティごとに一意である必要があり
ます。
列ヘッダーとして使用できないラベルのリストは、予約された列名を参照して
ください。

5. ページに「同期方向」が含まれる場合は、ディメンションがインポートとエクスポートの
どちらで使用可能か、または両方で使用可能かどうかを指定する必要があります。

ノート:

CoreStatsネームスペースの統計プロパティはインポートおよびエクスポート
では考慮されません。

6. 「次」をクリックして、ディメンションのプロパティ・ページに戻ります。
このページでは、別の既存のプロパティの追加、新規プロパティの作成、プロパティの変
更、ノード・タイプの構成終了が可能です。

カスタム・プロパティの作成
カスタム・プロパティの追加は、ディメンション・ノード・タイプのプロパティ・ページで
実行します。次のタスクのいずれかを実行して、このページにアクセスします。
• ノード・タイプを追加または変更するには、ユーザー定義ディメンション向けノード・タ
イプの追加または変更を参照してください。

• 既存のプロパティを追加後、カスタム・プロパティを作成するか、プロパティを変更しま
す。

第 33章
汎用アプリケーションの登録

33-7



ヒント:

汎用アプリケーションの登録時に、戻ってディメンション・プロパティを追
加する必要があります:

1. 「戻る」をクリックして、「<app name>アプリケーションにディメンショ
ンを追加します」画面を表示します。

2. プロパティを追加するディメンションの名前をクリックします。
3. 「ディメンションの基本情報」画面で「次」をクリックします。
4. プロパティを追加するノード・タイプの名前をクリックします。
5. 「ディメンション(<dim name>)のノード・タイプ」画面で「次」をクリ
ックします。
「ディメンション(dim name)ノード・タイプ(node type)のプロパティ」
画面が表示されました。ここで変更またはプロパティの追加ができま
す。

6. 「作成」をクリックして新規プロパティを追加します。

カスタム・プロパティの作成時には、登録プロセスでプロパティを「プロパティ」ペ
ージに追加します。プロパティは Customネームスペースに割り当てられ、他のノー
ド・タイプでこのプロパティを選択できるようになります。たとえば、Account Type
プロパティを定義すると、勘定科目を表す他のノード・タイプでこのプロパティを選
択できます。プロパティの操作を参照してください。
カスタム・プロパティを登録済ノード・タイプに追加するには、次のステップを実行
します:

1. 「作成」をクリックします。
ディメンション・ノード・タイプの新規プロパティ・ページが表示されます。

2. プロパティが含むデータのタイプと一致する「プロパティ・テンプレート」を選択
します。
たとえば、プロパティの値が整数の場合は、Custom.Integer Templateを選択し
ます。

3. 「プロパティ名」およびオプションで「プロパティの説明」を入力し、「次」をクリ
ックします。
ディメンションのプロパティ・ページが表示されます。

4. 「プロパティ・レベル」では、プロパティ・テンプレートがカスタム・ネームスペ
ース(たとえば、Custom.String Template)にある場合に、プロパティをノードに適
用するか、ノード間の関係に適用するかを指定します。

ノート:

プロパティ・テンプレートが「カスタム」ネームスペース (たとえば
PLN.Alias)にない場合、「プロパティ・レベル」フィールドは読取り専
用です。
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5. ページに「プロパティ・アプリケーション・オーバーライド・パラメータ」セクションが
含まれる場合、プロパティの追加設定を指定できます。ページに表示されるパラメータは
プロパティ・テンプレートによって変わります。プロパティ・データ・タイプのパラメー
タの理解を参照してください。
たとえば、プロパティで Custom.Integerプロパティ・テンプレートを使用するとしま
す。このテンプレートを使用すると、プロパティの値の下限および上限を指定できます。

6. 該当する場合は、プロパティの許容値を入力します。プロパティの許容値または無効な値
の定義を参照してください。

7. 「列ヘッダー」で、プロパティに対するインポート・ファイル列およびエクスポート・フ
ァイル列の列ヘッダーを指定します。

注意:

列ヘッダーを入力する必要があります。
8. ページに「同期方向」が含まれる場合は、ディメンションがインポートとエクスポートの
どちらで使用可能か、または両方で使用可能かどうかを指定する必要があります。

ノート:

CoreStatsネームスペースの統計プロパティはインポートおよびエクスポート
では考慮されません。

9. デフォルト値に設定された「許容値モード」ドロップダウン・リストをそのままにしま
す。

• ノート:

現時点では使用しないため、このオプションを設定する必要はありません。

コード – (デフォルト値)入力値をプロパティのコード値にマップします。たとえば、
集約プロパティのコード値は"+"です。

• 表示 – 入力値をプロパティの表示値にマップします。たとえば、集約プロパティの表
示値は"Addition"です。

10.「次」をクリックして、ディメンションのプロパティ・ページに戻ります。
このページでは、別の既存のプロパティの追加、新規プロパティの作成、プロパティの変
更、ノード・タイプの構成終了が可能です。

ユーザー定義ディメンションのノード・タイプのプロパティ変更
カスタム・ノード・タイプのプロパティを変更するには、ディメンション・ノード・タイプ
のプロパティ・ページ上で作業する必要があります。次のタスクのいずれかを実行して、こ
のページにアクセスします。
• ノード・タイプを追加または変更するには、ユーザー定義ディメンション向けノード・タ
イプの追加または変更を参照してください。
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• 既存のプロパティを追加後、カスタム・プロパティを作成するか、プロパティを変
更します。

ヒント:

汎用アプリケーションの登録中の場合は、移動してディメンションのプロパ
ティを更新する必要があります:

1. 「戻る」をクリックして、「<app name>アプリケーションにディメンショ
ンを追加します」画面を表示します。

2. プロパティを更新するディメンションの名前をクリックします。
3. 「ディメンションの基本情報」画面で「次」をクリックします。
4. プロパティを更新するノード・タイプの名前をクリックします。
5. 「ディメンション(<dim name>)のノード・タイプ」画面で「次」をクリ
ックします。
「ディメンション(dim name)ノード・タイプ(node type)のプロパティ」
画面が表示されました。ここで変更またはプロパティの追加ができま
す。

6. プロパティの名前をクリックして編集するか、「作成」をクリックして新
しいプロパティを追加します。

プロパティを変更するには、プロパティの追加に慣れている必要があります(ユーザー
定義ディメンション向けノード・タイプへの既存のプロパティの追加とカスタム・プ
ロパティの作成を参照)。
1. ディメンション・ノード・タイプのプロパティ・ページで、プロパティのリンクを
クリックします。

2. ディメンション・ノード・タイプの新規プロパティ・ページが表示された場合、適
用可能な設定を変更して「次」を押します。

ノート:

プロパティの登録後は、名前、データ型またはプロパティ・レベルを変
更できません。

3. ディメンション・ノード・タイプのプロパティ・ページで、適用可能な設定を変更
して「次」をクリックします。変更できる設定は、プロパティのデータ型によって
異なります(プロパティ・データ・タイプのパラメータの理解を参照)。

4. 「次」をクリックして、ディメンションのプロパティ・ページに戻ります。
このページでは、別の既存のプロパティの追加、新規プロパティの作成、プロパテ
ィの変更、ノード・タイプの構成終了が可能です。

ユーザー定義ディメンションのノード・タイプからのプロパティ除去
ユーザー定義のディメンションのノード・タイプからプロパティを除去する必要があ
る場合は、次のアクションを両方とも実行する必要があります:
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• アプリケーションの登録を変更して、ディメンションからプロパティを削除します。
• ノード・タイプからプロパティを削除します。
アプリケーションの登録からプロパティを削除するには:

1. 「アプリケーション」で、アプリケーションの横にある をクリックし、「登録の変更」を
選択します。

2. ディメンションをクリックしてから、プロパティを含むノード・タイプをクリックしま
す。

3. 「次」をクリックします。
4. 削除するプロパティの右端にカーソルを置いて、 をクリックします。

 

 

5. 「はい」をクリックして削除を確認します。
ノード・タイプからプロパティを削除するには:

1. 「ノード・タイプ」で、ノード・タイプの横にある をクリックし、「検査」を選択しま
す。

2. 「プロパティ」、「編集」の順にクリックします。
3. 「管理」をクリックします。
4. 削除するプロパティのチェックマークをクリアして、「保存」をクリックします。

ユーザー定義ディメンションのインポート
汎用アプリケーションのディメンションのデータをインポートする場合、ノードとそのプロ
パティの値をインポートします。ディメンションが階層の場合、インポートではノード間の
親子関係も指定します。
開始する前に:

• インポート・オプション、考慮事項およびインポート・モードの詳細は、ディメンション
のインポートを参照してください。

• ブール値を使用するプロパティをインポートする場合は、次のルールが適用されます。
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– インポート・ファイルの値がブールの True値またはブールの False値のプロ
パティ定義パラメータと一致する場合は、その値が使用されます。

– それ以外で、インポート・ファイルの値が 1、T、True、Yまたは Yesの場合、
値には Trueが使用されます。

– それ以外の場合、値には Falseが使用されます。
• 「同期方向」が「インポート」または「両方」に設定されているプロパティにのみ、
データをインポートできます。プロパティをレビューまたは変更するには、ユーザ
ー定義ディメンションのノード・タイプのプロパティ変更を参照してください。

• 「マージ」または「置換」モードで既存のディメンションにインポートすると、次
のように、インポートしているノードのノード・タイプがチェックされます。
– ノード・タイプ列のないアプリケーションの場合:

* ノードが、バインドされたディメンション内にすでに存在する場合、イン
ポートの実行時にシステムによって既存のノードとノード・タイプが検出
されて使用されます。

* ノードが、バインドされたディメンション内に存在しない場合、デフォル
トのノード・タイプ(ノードに子がない場合)またはデフォルトの親ノード・
タイプ(ノードに子がある場合)を使用してノードがインポートされます。

– ノード・タイプ列があるアプリケーションの場合、次のように、その列がイン
ポート時にノードの作成に使用されます。
* インポート・ファイル内のノードのノード・タイプがこのビューポイント
に対して有効である場合、インポート・ファイル内のノード・タイプが使
用されます。ノード・タイプが階層セットまたはノード・セットで使用さ
れている場合、ビューポイントに対して有効です。

* インポート・ファイル内のノードのノード・タイプがこのビューポイント
に対して有効でない場合、レコードはスキップされます。

* インポート・ファイル内のノードのノード・タイプが空白の場合、デフォ
ルトのノード・タイプ(ノードに子がない場合)またはデフォルトの親ノー
ド・タイプ(ノードに子がある場合)を使用してノードがインポートされま
す。

ノート:

デフォルト・ノード・タイプがビューポイントに対して有効では
ない場合、ビューポイントにおいてアルファベット順で最初に有
効なノードを使用してノードがインポートされます。

– 親ノード・タイプ列を持つアプリケーションでは、ディメンションに名前は同
じであるがノード・タイプが異なる複数のノードがある場合、インポート時の
ノードの特定に次のように親のノード・タイプ列が使用されます。
* インポート・ファイル内のノードのノード・タイプがこのビューポイント
に対して有効である場合、これがノード・タイプ内のノードの特定に使用
されます。ノードが見つからない場合、レコードはスキップされます。

* インポート・ファイル内のノードのノード・タイプがこのビューポイント
に対して有効でない場合、レコードはスキップされます。

* インポート・ファイル内のノードのノード・タイプが空白の場合、デフォ
ルト・ノードおよびデフォルトの親ノードの前の箇条書き内のロジックが
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使用され、正しい親が特定されます。このロジックを使用して親を決定できない
場合、レコードはスキップされます。

1. インポート・ファイルを作成します(ユーザー定義ディメンションに対するファイル形式
のインポートおよびエクスポートを参照)。

2. 「アプリケーション」をクリックします。
3. アプリケーションの「アクション」列で をクリックして、「インポート」を選択します。
4. 「ディメンション」セクションで、データのインポート先のディメンションをクリックし
ます。

5. インポート・ファイルを指定します。
「ファイル名」テキスト・ボックスにインポート・ファイルの名前が表示されます。

6. 「インポート・モード」で、「マージ」、「置換」または「リセット」を選択します。インポ
ート・モードの詳細は、ディメンションのインポートを参照してください。

7. オプション: 「サマリー」セクションでディメンション名をクリックして、ディメンショ
ンを検査し、インポート・オプションを表示します。インスペクタ・ダイアログを閉じて
インポート画面に戻ります。

8. 「インポート」をクリックします。
データが正常にインポートされたことを示すメッセージが表示されます。

9. 「メッセージ」テキスト・ボックスで、インポートできなかった行があるかどうかを確認
します。その場合、問題を解決してからステップを繰り返します。

ユーザー定義ディメンションに対するファイル形式のインポ
ートおよびエクスポート

ユーザー定義ディメンションのデータをインポートおよびエクスポートする場合は、カンマ
区切り(.csv)ファイルを使用する必要があります。
次に、ファイルをインポートおよびエクスポートする形式およびその他の考慮事項を説明し
ます。
• ファイルには、次の列が含まれる必要があります。

– 名前: ノードの名前。
– 親。ディメンションが階層の場合、親ノードの名前。ノードに親ノードがない場合、
このフィールドは空にする必要があります。

ノート:

「名前」の列ヘッダーは、ノードにデフォルト設定されます。名前と親の列ヘッ
ダーは、登録時にカスタマイズできます。

• ディメンションにプロパティがある場合、ファイルには各プロパティの列が含まれます。
列ヘッダーは、プロパティの作成時に指定した値です(ユーザー定義ディメンション向け
ノード・タイプへの既存のプロパティの追加とカスタム・プロパティの作成を参照)。

• エクスポート・ファイルの定数列は作成、編集および削除ができます。バインド・キーの
編集の汎用アプリケーションの定数キーの管理を参照してください。
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• ディメンションの構成方法によって、ノード・タイプの列の有無、および最上位ノ
ードを示す方法が決定されます(ユーザー定義ディメンションのインポートおよび
エクスポート設定を参照)。

• データは行の順序でインポートされます。親ノードの行は子ノードの行よりも前
にある必要があります。子ノードの行が親ノードの行よりも前にあると、ファイル
のインポート時にエラーが発生します。

• インポート・ファイルでは、列を任意の順序で配置できます。
• 列ヘッダーが上述のものと一致しない場合、その列はインポートで無視されます。

ヒント:

つまり、インポート・ファイルにはインポートされない情報を含めるこ
とができます。たとえば、インポート・ファイルにはコメントの列を含
めることができます。

• インポートでは、重複する行は無視されます。
• ファイルの区切り文字、引用符または改行(CR/LF)文字を含む文字列、または ASCII

35以下の文字(Tab、!、#など)で開始する文字列は、引用符で囲まれます。(たとえ
ば、"# Children"、"Accumulated Depreciation, Equipment"。)

• サポートされるロケールの日付とタイムスタンプは、次の Java日付形式パターン
のいずれかである必要があります。
– Short

– Default

– Long

– Medium

ノート:

Java日時形式については、事前定義された形式の使用を参照してくださ
い。

例 33-1 ディメンションのインポート・ファイル
次のように定義された部門ディメンションがあるとします。
• 部門および部門ロールアップという 2つのノード・タイプがあります。
• 両方のノード・タイプは Descriptionプロパティを使用します。
• 部門ロールアップ・ノード・タイプには Companyというプロパティがあり、略称

COを列ヘッダーとして使用するように構成されています。
• このディメンションは、次のインポートおよびエクスポート設定で構成されていま
す。
– TOPNODEは最上位ノードを表します。
– ファイルはノード・タイプの列を持つことができます。列ヘッダーはノード・
タイプです。
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– ファイルは親ノード・タイプの列を持つことができます。列ヘッダーは親ノード・タ
イプです。

– インポート・ファイルにノード・タイプおよび親ノード・タイプ列が含まれない場
合、インポートでは部門ノード・タイプに最下位ノード、および部門ロールアップロ
ード・ノード・タイプに親ノードが割り当てられます。

 

 

次の表に、この例のディメンションのインポート・ファイルの最初の数行を示します。

名前 説明 ノード・タイプ 親 親ノード・タイプ CO

TD 部門合計 部門ロールアップ TOPNODE 1

100 リソース 部門 TD 部門ロールアップ
110 施設のリソース 部門 100 部門
111 西部地域のリソース 部門 100 部門

ノート:

親列の TOPNODE値は、TDがルート・ノードであることを示します。Companyプロ
パティの列ヘッダーは COです。

汎用アプリケーションに対するバインディング・ル
ール

バインディング・ルールによって、Oracle Enterprise Data Management Cloudの汎用アプリ
ケーションは外部のアプリケーションの要件に準拠するようになります。
すべてのアプリケーション・タイプに対して有効なバインディング・ルールが、汎用アプリ
ケーションに適用されます。全アプリケーション・タイプに対するバインディング・ルール
を参照してください。
詳細は、次を参照してください:

• 汎用アプリケーションの操作
• バインディング・ルールの理解
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汎用アプリケーションのユーザー定義ディメンシ
ョンにバインドされたビューポイントの変更

ユーザー定義ディメンションにバインドされたビューポイントを変更できます。ビュ
ーポイントをコピーしたが、現在、アプリケーションに対するインポートおよびエク
スポートのためにこのコピーを使用する場合、ディメンションにバインドされたビュ
ーポイントの変更が必要になる可能性があります。ビューポイントを変更すると、選
択したビューポイントで必要なノード・タイプ・プロパティが欠落している場合や、
追加のプロパティが含まれている場合は、その旨通知されます。
考慮事項
ディメンションのバインドされたビューポイントを変更する場合、選択したビューポ
イントを使用するために追加のアクションの実行が必要な場合があります。実行すべ
き追加のアクションがある場合、メッセージが表示されます。追加のアクションは次
のとおりです。
• バインド中のビューポイントが同じプロパティを使用している場合、追加のアクシ
ョンは必要ありません。

• バインド中のビューポイントでプロパティが異なる同じノード・タイプが使用され
ている場合、次のいずれかを実行します。
– ディメンションのノード・タイプにプロパティを追加します。
– アプリケーション登録を変更し、ディメンションのノード・タイプからプロパ
ティを除去します。

• バインド中のビューポイントが、追加のプロパティを含む異なるノード・タイプを
使用している場合、次のいずれかを実行します。
– アプリケーション登録を変更し、ディメンションのノード・タイプにプロパテ
ィを追加します。

– ノード・タイプから追加プロパティを除去します。
詳細については:

• アプリケーションの登録の変更については、汎用アプリケーションの変更を参照し
てください。

• ノード・タイプへのプロパティの追加については、ノード・タイプのプロパティの
追加、除去および構成を参照してください。

• ディメンションについては、ディメンションの理解を参照してください。
バインドされたビューポイントを変更するビジネス・シナリオは、バインドされたビ
ューポイントの変更による代替ビューポイントのエクスポートを参照してください。
ディメンションにバインドされたビューポイントを変更するには:

1. 「アプリケーション」で、ディメンションが含まれるアプリケーションを検索しま
す。

2. アプリケーションの「アクション」列で、 をクリックし、「検査」を選択します。
3. 「ディメンション」を選択し、バインドされたビューポイントを変更するディメン
ションの名前をクリックします。
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ディメンションのインスペクタが表示されます。
4. 「編集」をクリックします。
5. 「ビュー」で、ディメンションにバインドするビューポイントが含まれるビューを選択し、
ビューポイントを選択します。

ヒント:

選択するビューポイントが表示されない場合は、階層セットとアプリケーショ
ン登録の「共有ノードを許可」の設定が同じになっていることを確認してくだ
さい。

6. 「保存」をクリックします。

汎用アプリケーションの検証
検証により、汎用アプリケーション内のデータの整合性が保証されます。
次の検証は、汎用アプリケーションに対して実行されます:

検証名 次の場合、検証エラーになる レベル
所有権承認権限 ノードの所有権承認プロパティ

は、ビューポイントに対して少な
くとも「参加者(読取り)」アクセ
ス権を持っていないユーザーを
参照します。所有権承認の理解
を参照してください。
この検証はデフォルトで無効に
なっています。

ディメンション

汎用アプリケーションのその他の検証のみが、すべてのアプリケーションに適用される検証
です。システム検証を参照してください。
詳細は、次を参照してください:

• 汎用アプリケーションの操作
• 検証および制約の理解

汎用アプリケーションの変更
汎用アプリケーションのディメンションを追加、除去および再構成できます。
ディメンションを再構成する場合、次のアイテムを変更できます。
• ディメンションの各種設定。たとえば、インポートおよびエクスポート設定を変更できま
す。

ノート:

ディメンションの登録後は、ディメンション・タイプを変更できません。
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• ノード・タイプを追加または変更します。ノード・タイプをアプリケーションから
除去することはできません。別のノード・タイプを使用する場合、バインドされた
ビューポイントを、そのノード・タイプを持つ別のビューポイントに変更できま
す。

ノート:

インスペクタを介して、ノード・タイプをバインドされた階層セットま
たはノード・セットに追加した場合、アプリケーション登録でそのノー
ド・タイプを編集できます。階層セットの検査またはノード・セットの
検査を参照してください。

• ノード・タイプのプロパティを追加、除去または変更します。

ノート:

ノード・タイプ・インスペクタを使用して、バインドされたノード・タ
イプにプロパティを追加した場合は、アプリケーション登録でそのプロ
パティを編集できます。ノード・タイプの検査を参照してください。

• プロパティのエクスポート・ファイルの列の順序を変更します。

ノート:

ディメンションおよびプロパティを除去すると、データ・オブジェクトとプ
ロパティは未バインドになります。つまり、除去されたディメンションおよ
びプロパティのデータはインポートまたはエクスポートされません。ただ
し、データ・オブジェクトとプロパティは削除されません。これにより、必
要であればデータが保持されます。

詳細は、次を参照してください:

• アプリケーションの変更の理解
• 汎用アプリケーションの操作
ディメンションまたはそのノード・タイプまたはプロパティを変更するには、次のス
テップを実行します。
1. 「アプリケーション」をクリックします。
2. アプリケーションの「アクション」列で、 をクリックして「アプリケーションの
変更」を選択します。
アプリケーション登録ウィザードが表示されます。

3. 次のステップのいずれかを実行します:

• ディメンションを追加または変更するには、ユーザー定義ディメンションの追
加、除去または変更のステップを実行します。
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• ノード・タイプのプロパティを含め、ノード・タイプを変更するには、ディメンショ
ンのリンクをクリックし、「次」をクリックしてからユーザー定義ディメンション向
けノード・タイプの追加または変更のステップを実行します。

4. 「変更を適用する前に登録を確認します」ページで「適用」をクリックして、変更内容を
アプリケーションとそのデータ・オブジェクトに適用します。このページには、ディメン
ションの変更を終了したとき、または登録ウィザードのページに含まれる「要約」リンク
をクリックしてアクセスします。

ノート:

「ドラフト」ステータスではないアプリケーションの登録に変更を加えたが、適
用しなかった場合、登録ウィザードを閉じるときに変更内容は保存されません。
「ドラフト」ステータスのアプリケーションの登録に変更を加えたが、適用しな
かった場合、変更内容は保存され、後から更新および適用できる場合がありま
す。ただし、登録ウィザードの外部でバインドされたデータ・オブジェクトに
変更を追加した場合は、バインドされたオブジェクトと登録を同期する必要が
あるため、保存された変更がクリアされることがあります。

ユーザー定義ディメンションのエクスポート
汎用アプリケーション内のディメンションのデータをカンマ区切り(.csv)ファイルにエクス
ポートできます。
ベスト・プラクティス
エクスポートを実行する前にディメンションにバインドされたビューポイントを検証し、デ
ータの整合性を確保することをお薦めします。検証および制約の理解を参照してください。
ディメンションのエクスポート時にビューポイントを自動的に検証するには、「エクスポート
前に検証」オプションを使用します。エクスポート・オプションの管理を参照してください。
CSVファイル形式の場合、ユーザー定義ディメンションに対するファイル形式のインポート
およびエクスポートを参照してください。
ノードおよび階層関係は、デフォルトでは英数字順でエクスポートされます。エクスポート
されるノードの順序を変更するには、エクスポートする前に、階層セットを開き、「カスタム
順序の使用」を選択します。
ディメンションのバインド・キーを編集してエクスポート列の順序を変更できます。バイン
ド・キーの編集を参照してください。
nullまたは空白の値のかわりに、定義されたキーワードをエクスポートできます。エクスポー
ト・オプションの管理を参照してください。
データは、方向が「エクスポート」または「両方」に設定されているプロパティからのみエ
クスポートできます。この設定を確認または変更するには、次のアクションを実行します。
• アプリケーション登録でプロパティの「同期方向」を変更します。ユーザー定義ディメン
ションのノード・タイプのプロパティ変更を参照してください。

• ディメンションのバインド・キーのプロパティの「方向」を変更します。バインド・キー
の編集を参照してください
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ノート:

別のアプリケーションのノードにマッピングされたデータをエクスポートす
ることもできます。マッピング・データのエクスポートを参照してください。

詳細は、次を参照してください:

• 汎用アプリケーションの操作
• ディメンションのエクスポート
1. 「アプリケーション」をクリックします。
2. アプリケーションの「アクション」列で、 をクリックし、「エクスポート」を選
択します。

3. 「ディメンション」セクションで、エクスポートするディメンションを選択します。
エクスポート・ファイル名が生成されます。デフォルトのファイル名はアプリケーション名_ディメンション名_日付(Custom1_Account_20200123.csvなど)で、エク
スポートを実行する前に編集できます。ブラウザ設定でダウンロード場所が定義
されます。

4. オプション: インスペクタでディメンションのエクスポート・オプションを変更す
るには、「サマリー」セクションで、ディメンション名をクリックします。ディメ
ンションの検査を参照してください。

5. 「エクスポート」をクリックします。
6. オプション: エクスポートの完了後、エクスポートに検証エラーがある場合は、ビ
ューポイント名をクリックしてビューポイントを開き、エラーを解決できます。検
証の問題の解決を参照してください。検証の問題が解決した後、ビューポイント・
ウィンドウからエクスポートに戻るをクリックしてエクスポート画面に戻ります。
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34
ユーザー・アプリケーションの操作

ユーザー・アプリケーションを使用すると、Oracle Enterprise Data Management Cloudの他
のアプリケーションのノードに関連付けが可能な、共通の一連の企業ユーザーを管理できま
す。ユーザー・アプリケーションのノードはレコード数にはカウントされません。
ユーザー・アプリケーションで管理するユーザーは、次の方法で参照できます:

• 所有権承認方法を使用する承認ワークフローのノード所有者として。所有権承認の理解
を参照してください。

Tip:

「電子メール・アドレス」プロパティに Oracle Enterprise Data Management Cloud
の有効なユーザーの電子メール・アドレスが含まれている場合、そのユーザー
を所有権承認ポリシーのノード所有者として指定できます。ユーザー・アプリ
ケーションの事前定義済プロパティを参照してください。

• ノードの参照データとして。たとえば、Planningアプリケーションの「コスト・センタ
ー」ディメンションのノードは、「ユーザー」サブタイプを持つノード・データ型プロパ
ティを使用して、ユーザー・アプリケーション内のユーザーをコスト・センター・マネー
ジャとして参照できます。ノード・データ型のサブタイプを参照してください。

考慮事項
Oracle Enterprise Data Management Cloudの他のアプリケーション・タイプは外部アプリケ
ーションからエンタープライズ・データを管理するために一般的に使用されるのに対し、ユ
ーザー・アプリケーションはユーザーを管理するために内部的にのみ使用されるという点が
独特です。そのため、これらは次のいくつかの重要な点で他のアプリケーション・タイプと
は異なります:

• ユーザー・アプリケーションを登録するとき、登録ウィザードは使用しません。かわり
に、ユーザー・アプリケーションを登録する場合は、アプリケーションの名前を指定する
と、自動的にデータ・チェーン・オブジェクトが作成されます。ユーザー・アプリケーシ
ョンの登録を参照してください。

• 次の統合操作は使用できません:

– インポート
– エクスポート
– 抽出
– マッピング・エクスポート

• ユーザー・アプリケーションを登録した後は、アプリケーション・ワークリストから登録
を変更できません。アプリケーションを検査して、ビューポイントまたはデータ・チェー
ン・オブジェクトに変更を加えます。

• 次のタブは、アプリケーション・インスペクタでは使用できません:

– 登録
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– 接続

ユーザー・アプリケーションの登録
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。登
録後、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対する所有者権限が自動的に付
与されます。
ユーザー・アプリケーションを登録するには:

1. 「アプリケーション」で、「登録」をクリックし、「ユーザー」を選択します。
2. アプリケーション名および説明(オプション)を入力し、「次」をクリックします。
3. アプリケーション要約情報を確認して、「作成」をクリックします。
ユーザー・アプリケーションを作成すると、次のオブジェクトが作成されます。すべ
てのオブジェクトはバインドされていません。

オブジェクト 名前
アプリケーション (入力したアプリケーション名)
デフォルト・ビュー (入力したアプリケーション名)
ビューポイント • ユーザー・リスト(リスト・ビューポイン

ト)
• ユーザー階層(階層ビューポイント)

ディメンション ユーザー
ノード・タイプ • ユーザー

• ロールアップ
ノート: これらのノード・タイプでは、特殊ノ
ード・タイプ・クラス「ユーザー」および「ユ
ーザー・ロールアップ」を使用し、変更できな
い制限されたプロパティを使用して作成され
ます。特殊ノード・タイプ・クラスの操作を参
照してください。

階層セット ユーザー階層(「ユーザー」および「ユーザー・
ロールアップ」ノード・タイプを使用)

ノード・セット • ユーザー・リスト(「ユーザー」ノード・タ
イプを指す)

• ユーザー階層(「ユーザー階層」階層セット
を指す)。

ユーザー・アプリケーションの事前定義済プロパティ
ユーザー・アプリケーションでは、「ユーザー」および「ユーザー・ロールアップ」特
殊ノード・タイプが使用されます(特殊ノード・タイプ・クラスの操作を参照)。これら
のノート・タイプについては、次のプロパティが事前定義されています。
これらのノード・タイプに対してプロパティを追加または除去することはできません
が、プロパティ順序を並べ替えることや、「必須」フラグを設定することができます。
また、ビューポイントでそれらのラベルを変更したり、ビューポイントで使用してい
ないプロパティを非表示にすることもできます。ビューポイントでのプロパティの表
示方法の構成を参照してください。

Chapter 34
ユーザー・アプリケーションの登録

34-2



Table 34-1    「ユーザー」ノード・タイプの事前定義済プロパティ

プロパティ ネームスペース データ型 レベル 説明
名前 Core 文字列 ノード ノード名
説明 Core 文字列 ノード ノードの説明
ユーザー名 User 文字列 ノード ユーザーのユーザ

ー名。これは、
Oracle Enterprise
Data
Management
Cloudユーザー名
である必要はあり
ません。

電子メール・アドレ
ス

User 文字列(電子メー
ル・サブタイプ)

ノード ユーザーの電子メ
ール・アドレス。
ノート: これは、
EDMユーザー名
および EDMユー
ザー・プロパティの
値を導出するため
に使用されます。

タイトル User 文字列 ノード ユーザーのタイト
ル

名 User 文字列 ノード ユーザーの名
ミドル・ネーム User 文字列 ノード ユーザーのミド

ル・ネーム
姓 User 文字列 ノード ユーザーの姓
フル・ネーム User 文字列 ノード ユーザーのフル・ネ

ーム
ノート: デフォル
トでは、これは、ユ
ーザーの名、ミド
ル・ネームおよび姓
を連結することに
よって導出されま
す。

開始日 User 日付 ノード ユーザーの開始日
終了日 User 日付 ノード ユーザーの終了日
EDMユーザー名 CoreStats 文字列 ノード User.Email

Addressプロパテ
ィが有効なユーザ
ーと一致した場合、
Oracle Enterprise
Data
Management
Cloudユーザー名
を返します。

EDMユーザー CoreStats ブール ノード User.Email
Addressプロパテ
ィが有効なユーザ
ーと一致した場合、
Trueを返します。
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Table 34-1    (Cont.) 「ユーザー」ノード・タイプの事前定義済プロパティ

プロパティ ネームスペース データ型 レベル 説明
親 CoreStats ノード 関係 現在の位置にある

ノードの親ノード
名

レベル CoreStats 整数 関係 階層セット内のノ
ードのレベル

最下位ノード CoreStats ブール 関係 ノードに子がない
場合、Trueを返し
ます

Table 34-2    「ユーザー・ロールアップ」ノード・タイプの事前定義済プロパティ

プロパティ ネームスペース データ型 レベル 説明
名前 Core 文字列 ノード ノード名
説明 Core 文字列 ノード ノードの説明
親 CoreStats ノード 関係 現在の位置にあ

るノードの親ノ
ード名

レベル CoreStats 整数 関係 階層セット内の
ノードのレベル

最下位ノード CoreStats ブール 関係 ノードに子がな
い場合は True
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第 III部
ビジネス・シナリオ

次の各項では、ビジネス・シナリオおよび管理者やユーザーによって実行されるタスクにつ
いて説明します。
• Planningとの統合
• Oracle Financials Cloud一般会計との統合
• 汎用アプリケーションを使用した外部アプリケーションとの統合
• エンタープライズ・データのアプリケーション間での共有
• エンタープライズ・データのアプリケーション間での比較
• エンタープライズ・データのリスト形式での管理
• ソース・ディメンションのターゲット・ディメンションへのマッピング
• Data Relationship Managementから Oracle Enterprise Data Management Cloudへのエ
ンタープライズ・データの移行

• バインドされたビューポイントの変更による代替ビューポイントのエクスポート
• Oracle Enterprise Data Management Cloudのバックアップおよびリストア
• ガバナンス・ワークフローおよび承認の管理
• サブスクリプションおよびガバナンス・ワークフローを使用したアプリケーションの調整
これらのビジネス・シナリオの目的に合せて以下のようになります。
• 管理者は、ユーザーを設定する人物、または Oracle Enterprise Data Management Cloud
の機能を構成する人物です。

• ユーザーはデータを管理する人物です。



35
Planningとの統合

このシナリオでは、Planningウィザードを使用して Planningアプリケーションを管理する方
法を示します。Planningアプリケーションの登録とディメンションのインポート、エンター
プライズ・データの管理および変更内容のアプリケーションへのエクスポートのステップを
説明します。
次のステップでは、Oracle Enterprise Data Management Cloud内でエクスポートの登録プロ
セスを完了するために必要な管理タスクに重点を置きます。このシナリオではデータ管理タ
スクの一般的な概要のみを示します。

管理者のステップ
管理者の前提条件
Planningアプリケーションからのディメンション・エクスポートは、Planningウィザードを
使用しているときに必要です。Oracle Enterprise Data Management Cloudでインポートお
よび管理するすべてのディメンションを含むディメンション・エクスポートを準備する必要
があります。このエクスポートを作成し、ジョブを実行して、結果の.CSVファイルが生成さ
れて Planningの受信ボックス/送信ボックスに配置されるようにします。
Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションの操作を参照してください
管理者のプロセス

ノート:

アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。
アプリケーションを登録すると、アプリケーション・ビューおよびデフォルト・ビ
ューに対する所有者権限が自動的に割り当てられます。

1. Planningアプリケーションを登録します。Planningおよびフリーフォーム・アプリケー
ションの登録

2. 登録したディメンションをインポートします。Planningおよびフリーフォームの検証
3. ユーザーに、Planningアプリケーションのディメンションの管理に必要なデータ・チェ
ーン要素に対する適切なアクセス権を付与します。ロールと権限の操作

4. Planningアプリケーションにディメンションをエクスポートします。Planningおよびフ
リーフォーム・ディメンションのエクスポート

管理者の詳細ステップ
ステップ 1: Planningアプリケーションの登録
Planningアプリケーションを登録するには:
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1. 「アプリケーション」で、「登録」をクリックします。

2. 「Planning」を選択します。
 

 

3. 名前と説明を入力します。

4. Planningアプリケーションへの接続情報を入力します。

第 35章
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5. キューブを定義します。

6. アプリケーションの設定を構成します。

7. Planningアプリケーションからインポートするディメンションを定義します。
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8. 登録する基本ディメンションの属性ディメンションを定義します。

9. 他のディメンションとその属性ディメンションを登録に追加します。

10. すべての登録情報を確認し、「適用」をクリックして Planningアプリケーションを
登録します。
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ステップ 2: 登録したディメンションのインポート

ステップ 3: ユーザーによる変更の実装
このステップでは、ユーザーがエンタープライズ・データに変更を加えます。
ステップ 4: Planningアプリケーションへのディメンションのエクスポート
エクスポートする前に:

• ディメンションがバインドされていることを確認します。
– バインディング・ルールの理解
– Planningおよびフリーフォーム・アプリケーションのバインディング・ルール

• ビューポイントを検証します。
– ビューポイントの検証
– 検証の問題の解決
– Planningおよびフリーフォームの検証

「アプリケーション」カードから、Planningアプリケーションの接続を選択します。インポー
トするために、ユーザーは「エクスポート・ターゲット」、「接続」および「ファイル」を指
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定できます。Oracle Enterprise Data Management Cloudから Planningアプリケーシ
ョンにエクスポートするディメンションごとに、このステップを繰り返します。

ファイルがエクスポートされたら、これらの変更のインポートに関する Planningアプ
リケーションの手順に従います。

ユーザーのステップ
ユーザーの前提条件
管理者は、このシナリオのステップに従って、Planningアプリケーションを正常に登
録し、エンタープライズ・データ要素をインポートする必要があります。その後、セ
キュリティ権限に基づいてエンタープライズ・データを管理できます。
ユーザー・プロセス
実行できるタスクの概要を次に示します。
• メンテナンス・ビューとビューポイントを作成します。ビューポイントの操作を参
照してください

• 左右並びレイアウトを使用して比較し、ビュー内のビューポイント間でノードを合
理化します。ビューポイントの比較を参照してください

• ノードとプロパティを更新し、仮定分析用に代替階層を更新します。対話型での変
更を参照してください

• ある階層から別の階層にノードをマップします。マッピング・ビューポイントの作
成を参照してください

• 勘定科目などのエンタープライズ・データをロードします。ロード・ファイルを使
用する変更を参照してください

• 「要求」リストでドラフト要求と完了した要求を参照します。要求アクティビティ
の操作を参照してください

結果
Enterprise Data Management Cloudに Planning and Budgeting Cloudアプリケーショ
ンを登録したので、このアプリケーションおよび登録されている他のアプリケーショ
ン全体で変更をプロアクティブに管理できます。管理するディメンションをインポー
トし、Enterprise Data Management Cloudから Planning and Budgeting Cloudに変更
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を正常にエクスポートしました。いつどこで誰が変更を行ったかを知るための完全な要求ア
クティビティ監査情報を入手しました。
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36
Oracle Financials Cloud一般会計との統合

このシナリオでは、Oracle Financials Cloud一般会計の値セットを管理できるように、Oracle
Enterprise Data Management Cloudアプリケーションを構成する方法を説明します。
Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションを作成する方法、テンプレート
を使用して Oracle Financials Cloud一般会計から勘定科目情報をインポートしアプリケーシ
ョンにデータを移入する方法、データに変更を加える方法、データを Oracle Financials Cloud
一般会計にエクスポートして戻す方法、一般会計サービスに変更内容をロードする方法、勘
定科目階層を公開する方法をステップを追って説明します。
Oracle Enterprise Data Management Cloudと Oracle Financials Cloud一般会計は異なるデ
ータ・モデル上に構築されているため、違う用語もあります。次の表に、Oracle Enterprise
Data Management Cloudの用語と Oracle Financials Cloudの対応する表現を示しています。

Oracle Enterprise Data Management Cloudの
用語

Oracle Financials Cloud一般会計の対応する表
現

ノード 値
ディメンション セグメント
リスト・ビューポイント 値セットの値リスト
階層ビューポイント ツリー・コード内のツリー・バージョンの関係

Oracle Enterprise Data Management Cloud管理者のステッ
プ

Oracle Enterprise Data Management Cloud: 管理者の前提条件
勘定体系値セットを Oracle Financials Cloud一般会計に設定しておく必要があります。値セ
ットに階層が含まれる場合は、ツリー構造も設定する必要があります。
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。アプリケ
ーションを登録すると、アプリケーション・ビューおよびデフォルト・ビューに対する所有者権限が自動的に割り当てられます。Oracle Financials Cloudサービスでファイルを
Universal Content Management (UCM)モジュールにアップロードするための権限も必要です
(たとえば、財務アプリケーション管理者ジョブ・ロール)。
Oracle Enterprise Data Management Cloud: 管理者のプロセス
1. Oracle Enterprise Data Management Cloudへの Oracle Financials Cloud一般会計アプリ
ケーションの登録。Oracle Financials Cloud一般会計アプリケーションの登録を参照し
てください。

2. Oracle Financials Cloud一般会計の勘定体系値セットの Oracle Enterprise Data
Management Cloudへのインポート。Oracle Financials Cloud一般会計ディメンション
のインポートを参照してください。
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詳細なステップ
次も参照:

• ステップ 1: Oracle Enterprise Data Management Cloudへの Oracle Financials
Cloud一般会計アプリケーションの登録

• ステップ 2: Oracle Financials Cloud一般会計の値セットの Oracle Enterprise
Data Management Cloudへのインポート

ステップ 1: Oracle Enterprise Data Management Cloudへの Oracle
Financials Cloud一般会計アプリケーションの登録

1. 「アプリケーション」から、「登録」をクリックします。
 

 

2. 「Financials Cloud一般会計」アプリケーション・タイプを選択します。
 

 

3. 「追加」をクリックして、外部の Oracle Financials Cloud一般会計サービスに対す
る接続情報を指定します。
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4. 外部の Oracle Financials Cloud一般会計サービスの接続詳細を入力し、「次」をクリック
します。
 

 

5. 「次」をクリックします。
 

 

6. 「アプリケーション・サマリー」画面で「作成」をクリックします。
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7. 「財務設定」画面で次の情報を入力し、「次」をクリックします。
• アクティブ言語: Oracle Financials Cloudアプリケーションでステータスが
「アクティブ」になる言語。

• ベース言語: アクティブ言語の中からベース言語を 1つ選択します。
• 複数のアクティブ・ツリー・バージョンを許可: ツリー構造定義で複数のアク
ティブ・ツリー・バージョンを許可します。

• 複数のルート・ノードを許可: 階層内で複数のルート・ノードを有効にします。
• 重複ノードを許可: 共有ノードを有効にします。
• 最大深さ: ツリー構造のデータの深さ限度を入力するか、ツリー構造に深さ限
度がない場合は「-1」を入力します。

 

 

8. 「セグメント」ページで次のセグメント情報を入力し、「次」をクリックします。
• 値セット・コード: Oracle Financials Cloudアプリケーションの値セット・コ
ードを入力します。

• 値セットの説明: 値セットの説明を入力します。
• 標準勘定科目セグメント: このセグメントが勘定体系で標準勘定科目として使
用される場合に選択します。

• 値のタイプ: 値セットの値がテキストか数値かを指定します。
• 最大長: 値セットの値の最大文字長を入力します。
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9. 値タイプ定義ページで、最小値と最大値を入力し、テキストを大文字にしたり最大文字長
まで 0を埋め込んだりする必要があるかを指定し、「次」をクリックします。
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ノート:

前のステップでの「セグメント情報」および値タイプ定義のフィールド
の設定は、Oracle Financials Cloudの値セットの対応する設定と一致す
る必要があります。Oracle Financials Cloud一般会計のこれらの設定を
調べるには、値セットの管理タスクを使用します。
 

 

10. 次に、Corporate Accountセグメントのツリーを追加します。「追加」をクリックし
ます。
 

 

11.「ツリー・コード」、「ツリー・バージョン名」、「バージョン開始日」および「バー
ジョン終了日」を入力し、「次」をクリックします。
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ノート:

ツリー定義は、Oracle Financials Cloud勘定科目階層の対応するツリーと一致
する必要があります。Oracle Financials Cloud一般会計のこれらの設定を調べ
るには、勘定科目階層の管理タスクを使用します。
 

 

12.「次」をクリックして、「セグメントの追加」ページに戻ります。
 

 

13.「追加」をクリックしてセグメントとツリーの追加を続行し、終了したら「次」をクリッ
クします。このシナリオでは、Corporate Company、Corporate Cost Center、Corporate
LoBおよび Corporate Productのセグメントを追加しました。
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14.「財務カテゴリ」ページで「次」をクリックします。

ノート:

「財務カテゴリ」ページに、Oracle Financials Cloud一般会計のデフォル
トの財務カテゴリがリスト表示されます。Oracle Financials Cloud一般
会計サービスの財務カテゴリを編集した場合は、変更済の値と一致する
ようにここで設定を変更できます。

 

 

15. 登録のサマリーを確認して、「適用」をクリックします。
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ステップ 2: Oracle Financials Cloud一般会計の値セットの Oracle Enterprise
Data Management Cloudへのインポート

次に、Oracle Enterprise Data Management Cloudで管理しようとする値セットのデータをイ
ンポートします。Oracle Financials Cloud一般会計からデータをインポートする方法はいく
つかあります。このシナリオでは、
ChartofAccountsSegmentValuesandHierarchiesImportTemplate.xlsmテンプレ
ートを使用したデータのインポートについて説明します。テンプレートの使用方法の詳細
は、Oracle Financials Cloudのファイルベース・データ・インポートのセグメント値および階
層のインポートを参照してください
テンプレートを使用してインポート・ファイルを生成するには:

1. ChartofAccountsSegmentValuesandHierarchiesImportTemplate.xlsmテン
プレートで、Oracle Financials Cloud一般会計値セットのセグメント値とセグメント値階
層によって「GL_SEGMENT_VALUES_INTERFACE」タブと
「GL_SEGMENT_HIER_INTERFACE」タブを更新します。
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ノート:

各タブの検証ボタンを使用してデータに検証の問題がないことを確認し
てから、インポート・ファイルを生成します。

2. 手順および CSV生成のタブで CSVの生成をクリックします。
 

 

3. テンプレートによって 2つの CSVファイルを含む
glsegmentvaluesandhierarchy.zipが作成されたことを確認します。
• GlSegmentValuesInterface.csv
• GlSegmentHierInterface.csv
 

 

生成されたファイルをインポートするには:

1. 「アプリケーション」で「Financials Cloud」までスクロールし、 をクリックして
から「インポート」を選択します。
 

第 36章
Oracle Enterprise Data Management Cloud管理者のステップ

36-10



 

2. 左側の列で、データのインポート先のディメンションを選択します。
 

 

3. 「ファイル名」に、テンプレートから作成した glsegmentvaluesandhierarchy.zip
ファイルを指定し、「インポート」をクリックします。
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データが正常にインポートされたことを確認するには:

1. 「ビュー」で、アプリケーションの作成時に作成された Financials Cloudデフォル
ト・ビューを選択します。
 

 

2. Corporate Accountビューポイントにリスト形式でノードが含まれていることを確
認します。
 

 

第 36章
Oracle Enterprise Data Management Cloud管理者のステップ

36-12



3. ALL CORPORATE ACCOUNTSビューポイントにノード階層が含まれることを確認しま
す。
 

 

データをインポートして確認したら、ユーザーに権限を割り当てる必要があります。このシ
ナリオでは、ユーザーのステップとして、ノードの追加とデータの Oracle Financials Cloud
一般会計へのエクスポートを行います。ユーザーがディメンションからデータをエクスポー
トするには、そのディメンションに対するデータ・マネージャ権限を保有する必要がありま
す。権限の操作を参照してください。

Oracle Enterprise Data Management Cloud: ユーザーのステ
ップ

Oracle Enterprise Data Management Cloud: ユーザーの前提条件
Corporate Accountディメンションからデータをエクスポートするにはそのディメンション
に対するデータ・マネージャ権限が必要です。
Oracle Enterprise Data Management Cloud: ユーザーのプロセス
Financials Cloudアプリケーションには次の勘定科目が含まれています。
• 11101: USBNK Checking Account
• 11102: USBNK Treasury Account
• 11103: USBNK2 Checking Account
このシナリオでは、勘定科目として 11104: USBNK2 Treasury Accountを追加し、変更
内容を Oracle Financials Cloud一般会計にエクスポートして戻します。
手順は次のとおりです。
1. Oracle Enterprise Data Management Cloudでの新しい勘定科目の追加。ノードの階層へ
の追加を参照してください。

2. 変更した勘定体系データの Oracle Financials Cloud一般会計へのエクスポート。Oracle
Financials Cloud一般会計ディメンションのエクスポートを参照してください。
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Oracle Enterprise Data Management Cloud: ユーザーの詳細なステップ
ノードを追加するには:

1. 「ビュー」で、Financials Cloudデフォルト・ビューをクリックします。
 

 

2. 「新規要求」をクリックします。
 

 

3. ALL CORPORATE ACCOUNTSビューポイントで、ノード 11103に移動し、
をクリックして「兄弟の追加」を選択します。
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4. プロパティ・パネルで次のプロパティを入力し、「送信」をクリックします。
• 名前: 11104

• 説明(US): USBNK2 Treasury Account

ノート:

表示される列にベース言語の説明プロパティ(説明(US)など)を追加すると、
この手順の画像に示すように説明が表示されます。

• 勘定科目タイプ: 資産
• 財務カテゴリ: 現金
 

 

5. ノードがビューポイントに追加されたことを確認します。
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ディメンションをエクスポートするには :

1. 「アプリケーション」で「Financials Cloud」までスクロールし、 をクリックして
から「エクスポート」を選択します。
 

 

2. エクスポート画面で、次のアクションを行います。
a. 「Corporate Account」ディメンションを選択します
b. 「エクスポート・ターゲット」で「接続」を選択します。
c. 「Financials Cloud」接続を選択します。
d. ファイル名(EDMCS_Corporate_Account_Export_031819.zipなど)を入
力します。

e. 「エクスポート」をクリックします。
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Oracle Financials Cloud一般会計: ユーザーのステップ
Oracle Financials Cloud一般会計: ユーザーの前提条件
インタフェース・ファイルのインポートとロード、セグメント値と階層の更新、および勘定
科目階層の公開には、財務アプリケーション管理者のジョブ・ロールが必要です。
Oracle Financials Cloud一般会計: ユーザー・プロセス
1. Oracle Financials Cloud一般会計への変更済の勘定体系データのインポートとロード。

Oracle Financials Cloud Financialsの共通機能の実装の Oracle Cloudの外部データ統合
サービスを参照してください。

2. Oracle Financials Cloud一般会計での変更済の勘定体系データの確認。Enterprise
Structures and General Ledgerの実装のツリーおよびツリー・バージョンの管理を参照し
てください

3. Oracle Financials Cloud一般会計での変更済の勘定体系データの公開。Enterprise
Structures and General Ledgerの実装の勘定科目階層の公開: 例を参照してください。

詳細なステップ
次も参照:

• ステップ 1: Oracle Financials Cloudでの勘定体系データのインポートとロード
• ステップ 2: Oracle Financials Cloud一般会計でのエクスポート・データの検証
• ステップ 3: Oracle Financials Cloud一般会計の更新済階層の公開

ステップ 1: Oracle Financials Cloudでの勘定体系データのインポートと
ロード

1. Oracle Financials Cloudで、 をクリックし、「ツール」の下のファイルのインポート
とエクスポートを選択します。
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2. 「勘定科目」ドロップダウン・メニューで fin/generalLedger/importを選択し、「検
索」をクリックします。
 

 

3. Oracle Enterprise Data Management Cloudでエクスポート・ファイルの名前をク
リックし、CSVファイルをダウンロードします。
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4. 各 CSVファイルを開いて内容を確認し、正しいデータがロードされるようにします。
 

 

5. Oracle Financials Cloudで、 をクリックし、「ツール」の下のスケジュール済プロセ
スを選択します。
 

 

6. 新しいプロセスのスケジュールをクリックします。
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7. 「名前」フィールドの右側の下向き矢印をクリックし、「検索」をクリックします。
 

 

8. 「名前」フィールドに loadと入力して「検索」をクリックし、インポートのため
のインタフェース・ファイルのロードを選択して「OK」をクリックします。
 

 

9. 「OK」をクリックします。
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10.「プロセスの詳細」で、インポート・プロセスの横の下向き矢印をクリックし、「検索」を
クリックします。
 

 

11. インポート・プロセスに Import Segmentと入力し、「検索」をクリックします。
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12. セグメントの値と階層のインポートを選択し、「OK」をクリックします。
 

 

13.「データ・ファイル」の横の下向き矢印をクリックし、
EDMCS_Corporate_Account_Export_031819.zipを選択します。
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14.「送信」をクリックします。
 

 

15. 確認ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。
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16.「概要」画面で をクリックして、スケジュール済のプロセスをリフレッシュし
ます。
 

 

17. インポートのためにスケジュールしたすべてのプロセスが正常に完了したことを
確認します。全部で 6個のプロセスがあります。
• インポートのためのインタフェース・ファイルのロード
• ファイルの転送
• インタフェースへのファイルのロード
• インタフェースへのファイルのロード
• 一般会計のセグメント値および階層のインポート・プロセス・ランチャ
• セグメント値および階層のインポート
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ステップ 2: Oracle Financials Cloud一般会計でのエクスポート・データの
検証

次は、Oracle Financials Cloud一般会計の階層を参照して、Oracle Enterprise Data
Management Cloudに追加されたノードが正しくロードされたことを確認します。

1. Oracle Financials Cloudで、 をクリックし、「その他」の下の設定およびメンテナン
スを選択します。
 

 

2. をクリックし、「検索」をクリックします。
 

 

3. 勘定科目階層の管理を検索して選択します。
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4. 検索結果で、All Corporate Accountsを展開し V1の行をハイライト表示します。
V1をクリックするとツリー・バージョンがドラフト・モードになるため、クリッ
クしないでください。
 

 

5. 「アクション」とツリー・バージョンの表示を順に選択します。
 

 

6. 階層を展開して、ノード 11104が追加されたことを確認し、「完了」をクリックし
ます。
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ステップ 3: Oracle Financials Cloud一般会計の更新済階層の公開
データがロードされ確認されたところで、最後のステップとして、更新された階層を公開し
ます。
勘定科目階層を公開するには:

1. 「タスクの検索」で publishを検索し、勘定科目階層の公開をクリックします。
 

 

2. 次の検索条件を入力し、「検索」をクリックします。
• 値セット: Corporate Account

• 勘定体系: US Chart of Accounts

• セグメント: Account

• 階層: All Corporate Accounts

• 階層バージョン: V1

• 公開: Yes
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3. V1行をハイライト表示し、「公開」をクリックします。
 

 

4. 確認ダイアログ・ボックスを確認し、「OK」をクリックします。
 

 

5. をクリックし、「ツール」の下のスケジュール済プロセスを選択します。
 

 

6. 「概要」画面で をクリックして、スケジュール済のプロセスをリフレッシュし
ます。
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7. 公開アクションのためにスケジュールしたすべてのプロセスが正常に完了したことを確
認します。
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37
汎用アプリケーションを使用した外部アプリケーションとの統合

このシナリオでは、汎用アプリケーションを使用して外部アプリケーションからディメンシ
ョンを管理する方法を示します。汎用アプリケーションの登録とディメンションのインポー
ト、エンタープライズ・データの管理および変更内容のアプリケーションへのエクスポート
のステップを説明します。
次のステップでは、Oracle Enterprise Data Management Cloud内でエクスポートの登録プロ
セスを完了するために必要な管理タスクに重点を置きます。このシナリオではデータ管理タ
スクの一般的な概要のみを示します。

管理者のステップ
管理者の前提条件
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。アプリケ
ーションを登録すると、アプリケーション・ビューおよびデフォルト・ビューに対する所有
者権限が自動的に割り当てられます。
外部アプリケーションからのディメンション・エクスポートは、汎用アプリケーション・ウ
ィザードを使用している場合に必要です。Oracle Enterprise Data Management Cloudでイ
ンポートおよび管理するディメンションのデータを含むディメンション・エクスポートを準
備する必要があります。
1. 外部アプリケーションからディメンション・データをエクスポートします。
2. Oracle Enterprise Data Management Cloudで汎用アプリケーションにインポートするた
めにデータを.CSVファイル形式で準備します。ユーザー定義ディメンションに対するフ
ァイル形式のインポートおよびエクスポートを参照してください。

管理者のプロセス
1. 汎用アプリケーションを登録します。汎用アプリケーションの登録を参照してください。
2. ディメンションをインポートします。ユーザー定義ディメンションのインポートを参照
してください。

3. ユーザーに、汎用アプリケーションのディメンションの管理に必要なデータ・チェーン要
素に対する適切なアクセス権を付与します。ロールと権限の操作を参照してください。

4. 外部アプリケーションにインポートできるファイルにディメンションをエクスポートし
ます。ユーザー定義ディメンションのエクスポートを参照してください。

管理者の詳細ステップ
ステップ 1: 汎用アプリケーションの登録
汎用アプリケーションを登録するには:

1. 「アプリケーション」で、「登録」をクリックします。
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2. 「汎用」アプリケーション・タイプを選択します。
 

 

3. アプリケーションの名前と説明を入力し、「次」をクリックします。

4. アプリケーション要約を確認し、「作成」をクリックします。

5. 「追加」をクリックしてアプリケーションのディメンションを定義します。ユーザ
ー定義ディメンションの追加、除去または変更を参照してください。
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6. ディメンション・タイプが階層かリストかなどのディメンション情報を入力し、「次」を
クリックします。

7. 「追加」をクリックしてディメンションのノード・タイプを定義します。ユーザー定義デ
ィメンション向けノード・タイプの追加または変更を参照してください。

8. ノード・タイプ情報を入力し、「次」をクリックします。

9. 「作成」をクリックして新規プロパティを定義するか、「選択」をクリックしてノード・タ
イプの既存のプロパティを選択します。ノード・タイプのすべてのプロパティを構成した
ら、「次」をクリックします。ユーザー定義ディメンション向けノード・タイプへの既存
のプロパティの追加およびカスタム・プロパティの作成を参照してください。
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10. ディメンションの他のノード・タイプを定義するか、「次」をクリックして先に進
みます。

11. オプションで、構成されているノード・タイプとインポートおよびエクスポート・
ファイルに必要なコンテンツに基づいてディメンションのインポートおよびエク
スポート設定を定義します。「次」をクリックして続行します。

12. ステップ 5から 10を繰り返してアプリケーションにディメンションをさらに追
加し、「次」をクリックします。

13. 入力したすべての登録情報を確認し、「適用」をクリックして汎用アプリケーショ
ンの登録を完了します。
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ステップ 2: 登録したディメンションのデータのインポート

1. 「アプリケーション」で、登録したアプリケーションを検索し、 をクリックして「イン
ポート」を選択します。

2. 前に作成したファイルを参照して選択し、「インポート」をクリックします。

3. インポート後に、インポートしたレコード数を表示できます。
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ステップ 3: エンタープライズ・データに対する変更
このステップでは、ユーザーがインポートされたエンタープライズ・データに変更を
加えます。登録時に汎用アプリケーションに対して作成されたデフォルト・ビューの
名前をユーザーに提供します。

ステップ 4: 外部アプリケーションへのディメンションのエクスポート
ユーザーが変更を行った後で、エンタープライズ・データをファイルにエクスポート
でき、そのファイルを外部アプリケーションにインポートできます。

1. 「アプリケーション」ワークリストで、アプリケーションを検索し、 をクリック
して「エクスポート」を選択します。
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2. エクスポートするディメンションを選択し、「エクスポート」をクリックします。

エクスポート・ファイルがダウンロードされ、ローカル・ファイル・システムに保存され
ます。エクスポート後に、エクスポートしたレコード数を表示できます。
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ユーザーのステップ
ユーザーの前提条件
管理者は、このシナリオのステップに従って、汎用アプリケーションを正常に登録し、
エンタープライズ・データ要素をインポートする必要があります。その後、セキュリ
ティ権限に基づいてエンタープライズ・データを管理できます。
ユーザー・プロセス
実行できるタスクの概要を次に示します。
• メンテナンス・ビューとビューポイントを作成します。ビューポイントの操作を参
照してください

• 左右並びレイアウトを使用して比較し、ビュー内のビューポイント間でノードを合
理化します。ビューポイントの比較を参照してください

• ノードとプロパティを更新し、仮定分析用に代替階層を更新します。対話型での変
更を参照してください

• ある階層から別の階層にノードをマップします。マッピング・ビューポイントの作
成を参照してください

• 勘定科目などのエンタープライズ・データをロードします。ロード・ファイルを使
用する変更を参照してください

• 「要求」リストでドラフト要求と完了した要求を参照します。要求アクティビティ
の操作を参照してください

結果
汎用アプリケーションを登録した後は、このアプリケーション全体で変更をプロアク
ティブに管理できます。管理するディメンションをインポートし、Oracle Enterprise
Data Management Cloudから外部システムにロードできるファイルに更新データを正
常にエクスポートしました。変更されたデータ、これらの変更を行ったユーザーおよ
び変更が行われた日時を知るための完全な要求アクティビティ監査情報を入手しまし
た。
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38
エンタープライズ・データのアプリケーション間での共有

このシナリオでは、階層を変更し、複数の外部アプリケーション間で階層の同期を維持する
方法を示します。単一ディメンション階層に新規ノードを追加し、別のアプリケーションで
変更をメンテナンスするステップを示します。追加のディメンション階層についてステップ
を繰り返すことができます。他の階層およびプロパティの変更にも同様のステップを使用で
きます。
一般会計アプリケーションが会社セグメントに会社を格納し、Planningアプリケーションが
エンティティ・ディメンションに会社を格納するとします。両方のアプリケーションに新し
い会社を追加するには、管理者が両方のアプリケーションでメンテナンス・ビューを作成す
る必要があり、ユーザーは両方のアプリケーションにノードを追加できます。

管理者のステップ
管理者の前提条件
管理者は、2つのアプリケーションを登録し、ディメンションをインポートし、ノード・タイ
プ・コンバータを作成するために「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。メンテナン
ス・ビューを作成するには、「ビュー - 作成」ロールが必要です。
管理者のプロセス
1. 一般会計アプリケーションと Planningアプリケーションを登録およびインポートしま
す。

2. ノード・タイプ・コンバータを作成して、一般会計の会社ノード・タイプを Planningの
エンティティ・ノード・タイプに変換します。

管理者の詳細ステップ
1. 一般会計アプリケーションを登録およびインポートし、会社セグメントを含めます。
次の図は、データ・チェーンを示します。
 

 

次の図は、会社ビューポイント・ノードを示します。
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2. Planningアプリケーションとエンティティ・ディメンションを登録およびインポ
ートします。
次の図は、インポートされたエンティティ・データ・チェーンを示します。
 

 
次の図は、エンティティ・ビューポイント・ノードを示します。
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3. 次に示すように、ノード・タイプ・コンバータを作成して、一般会計の会社ノード・タイ
プを Planningのエンティティ・ノード・タイプに変換します。

4. メンテナンス・ビューを作成し、2つのビューポイントを作成します。
• エンティティ・ノード・セットを使用してエンティティ・ビューポイントを作成しま
す。

• 会社ノード・セットを使用して会社ビューポイントを作成します。
5. ユーザーにメンテナンス・ビューの名前と両方のアプリケーションに対する参加者(書込
み)権限を付与します。

関連トピック:

• アプリケーションの操作
• ノード・タイプ・コンバータの操作
• セキュリティの例
• ディメンションのエクスポート

ユーザーのステップ
ユーザーの前提条件
管理者から、2つのアプリケーションまたはディメンションに対する参加者(書込み)以上の権
限とともにメンテナンス・ビューを付与される必要があります。これにより、両方のアプリ
ケーションまたはディメンションでノードを更新できます。
ユーザー・プロセス
左右並びのレイアウトを使用して、新しいノードを作成し、両方のアプリケーションに配置
します。
ユーザーの詳細なステップ

1. メンテナンス・ビューを開き、左右並びボタン  (またはテーマに応じて )をクリッ
クし、一般会計ビューポイントおよび Planningビューポイントを表示します。

2. 要求を作成するか開きます。
3. 「Infusion Mexico」ノードを一般会計リストに追加します。
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4. 「Infusion Mexico」ノードを Planningビューポイントにドラッグ・アンド・ドロッ
プします。これはノード・タイプ・コンバータを使用してエンティティ・ノード・
タイプに変換されます。「Infusion Mexico」ノードは、左の一般会計ビューポイン
トでは会社ノード・タイプで、右の Planningビューポイントではエンティティ・
ノード・タイプです。

5. 要求を送信します。
6. ノードの追加を続行し、両方のアプリケーションを更新できます。

結果
1つのメンテナンス・ビューで異なる外部アプリケーションのすべての階層を管理でき
るプロセスができました。ある階層と別の階層の違いを迅速に特定し、階層がビジネ
ス・ニーズを満たすように修正処理を実行できます。
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39
エンタープライズ・データのアプリケーション間での比較

Oracle Enterprise Data Management Cloudを使用して、別の階層に含まれるすべてのリー
フ・ノードが階層に含まれることを確認できます。これを行うには、管理者がノード・タイ
プ・コンバータを設定し、ユーザーが比較および要求機能を使用します。

ノート:

すべてのリーフ・ノードが含まれる階層は、「ソース階層」と呼ばれます。欠落して
いるリーフ・ノードについてチェックしている階層は、「ターゲット階層」と呼ばれ
ます。

このシナリオには、ノード・タイプ修飾子のロールも示されます。ターゲット階層内のノー
ドはすべて、先頭に「cc_」が付けられます。たとえば、100という名前のノードがソース階
層に含まれる場合、ターゲット階層内の対応するノードは cc_100という名前になります。ノ
ード・タイプ修飾子は、ユーザーがソース階層からターゲット階層にノードをコピーすると
きにリーフ・ノードに適用されます。詳細は、 ノード・タイプ修飾子の使用を参照してくだ
さい。

管理者のステップ
管理者の前提条件
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。アプリケ
ーションを登録すると、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対する所有者権限が
割り当てられます。ユーザーには、ビューを作成するには「ビュー - 作成」ロール、データを
変更するにはアプリケーションに対する「参加者(書込み)」権限が必要です。
管理者のプロセス
管理者は:

1. 2つの汎用アプリケーションを登録します。
2. データをインポートします。
3. ノード・タイプ・コンバータを作成します。ノード・タイプ・コンバータの操作を参照し
てください。

管理者の詳細ステップ
これらのステップを実行するには、汎用アプリケーションの登録に精通している必要があり
ます。
1. Source Hierarchyという名前の汎用アプリケーションを作成し、次のステップでディメン
ションを追加します:
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a. コスト・センターを「ディメンション名」に入力し、「次」をクリックします。
b. 「追加」をクリックします。
c. コスト・センターを「ノード・タイプ名」に入力し、「次」をクリックします。
d. 「選択」をクリックします。
e. Core.Descriptionプロパティを選択して、「OK」をクリックします。
f. 説明を「列ヘッダー」に入力し、「次」を複数回クリックして、ディメンショ
ンのインポートおよびエクスポート・ページを表示します。

g. 次のステップを実行します:

• 「ノード・タイプ列の使用」を選択します。
• ノード・タイプを「ノード・タイプ列ヘッダー」に入力します。
• 「親ノード・タイプ列の使用」を選択します。
• 親ノード・タイプを「親ノード・タイプ列ヘッダー」に入力します。

h. Source Hierarchyアプリケーションの登録を終了します。
2. Target Hierarchyという名前の汎用アプリケーションを作成し、次のステップでデ
ィメンションを追加します:

a. コスト・センターを「ディメンション名」に入力し、「次」をクリックします。
b. 「追加」をクリックします。
c. コスト・センターを「ノード・タイプ名」に入力します。
d. 次の例に示すように、cc_を「ノード・タイプ修飾子」に指定します。

 

 

e. 「次」をクリックします。
f. 「選択」をクリックします。
g. Core.Descriptionプロパティを選択して、「OK」をクリックします。
h. 説明を「列ヘッダー」に入力し、「次」を複数回クリックして、ディメンショ
ンのインポートおよびエクスポート・ページを表示します。

i. 次のステップを実行します:

• 「ノード・タイプ列の使用」を選択します。
• ノード・タイプを「ノード・タイプ列ヘッダー」に入力します。
• 「親ノード・タイプ列の使用」を選択します。
• 親ノード・タイプを「親ノード・タイプ列ヘッダー」に入力します。
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j. Target Hierarchyアプリケーションの登録を終了します。
3. 次のフィールドを含むカンマ区切りファイル(.csv)を、Source Hierarchyアプリケーショ
ンにインポートします。
Name,Description,Node Type,Parent,Parent Node Type
1000,Total Cost Centers,Cost Center, , 
100,Research and Development,Cost Center,1000,Cost Center
110,R and D US,Cost Center,1000,Cost Center
111,R and D Growth,Cost Center,1000,Cost Center
112,R and D Mfg,Cost Center,1000,Cost Center
120,R and D Canada,Cost Center,1000,Cost Center

4. 次のフィールドを含むカンマ区切りファイル(.csv)を、Target Hierarchyアプリケーショ
ンにインポートします。
Name,Description,Node Type,Parent,Parent Node Type
cc_1000,Cost Centers,Cost Center, , 
cc_100,Research and Development,Cost Center,cc_1000,Cost Center
cc_110,R and D US,Cost Center,cc_1000,Cost Center
cc_111,R and D Growth,Cost Center,cc_1000,Cost Center

次のステップでノード・タイプ・コンバータを作成します。
5. 「ノード・タイプ」をクリックします。
6. Target Hierarchyアプリケーションの「コスト・センター」リンクをクリックします。
7. 「コンバータ」をクリックします。
8. 「編集」をクリックして、「追加」をクリックします。
9. Source Hierarchyアプリケーションに対する「コスト・センター」ノード・タイプを選択
し、「OK」をクリックします。
ノード・タイプ・コンバータの例:
 

 

10.「保存」をクリックし、「閉じる」をクリックします。
11. 両方のアプリケーションのデフォルト・ビューをチェックし、ノードが正しくインポート
されていることを確認します。
ソース階層の例:
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ターゲット階層の例:

 

 

ユーザーのステップ
ユーザーの前提条件
ビューを作成するには「ビュー - 作成」ロール、アプリケーション・データを変更する
にはアプリケーションに対する「参加者(書込み)」権限が必要です。
ユーザー・プロセス
ソース階層とターゲット階層間の差異を解決するには、ユーザーは:

1. ソース階層とターゲット階層の両方に対してビューポイントが含まれるビューを
作成します。新しいビューポイントでは、デフォルト・ビュー内のビューポイント
によって使用されるノード・セットと同じものが使用される必要があります。

2. ビューを開き、2つのビューポイントを比較します。ビューポイントの比較の実行
を参照してください。

3. ターゲット階層には含まれないノードがソース階層に含まれることが比較によっ
て示される場合、要求を作成します。要求を使用する変更を参照してください。

4. 比較結果を使用して欠落ノードをソース階層からターゲット階層にドラッグ・アン
ド・ドロップします。比較結果を使用するノード差異の修正を参照してください。

5. 要求を送信します。
ユーザーの詳細なステップ
この手順を実行するには、管理者が管理者のステップの手順を実行している必要があ
ります。
1. ビューを作成し、次のステップを実行して両方の階層のビューポイントを追加しま
す。
a. 「定義」をクリックします。
b. 「作成」をクリックします。
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c. 「アプリケーション・ディメンション」から、ソース階層アプリケーションの「コス
ト・センター」ディメンションを選択します。

d. 「ソース階層」と入力し、「作成」をクリックします。
e. 「編集」をクリックします。
f. 「ノード・セット」から「コスト・センター」を選択します。
g. 「保存」をクリックします。
h. ページの下部で、ビューの名前を含むタブをクリックします。
i. 「定義」をクリックします。
j. 「作成」をクリックします。
k. 「アプリケーション・ディメンション」から、ターゲット階層アプリケーションの「コ
スト・センター」ディメンションを選択します。

l. 「ターゲット階層」と入力し、「作成」をクリックします。
m.「編集」をクリックします。
n. 「ノード・セット」から「コスト・センター」を選択します。
o. 「保存」をクリックし、「閉じる」をクリックします

2. ビューを開きます。

3. 左ペインから左右並びボタン  (またはテーマに応じて )を選択します。
2つのビューポイントが横並びで表示されます。「ソース階層」ビューポイントは左にあ
ります。

4. 「ビューポイントの比較」セクションで次のステップを実行します。
a. 最初のドロップダウン・リストから「左から右」を選択します。
b. 2番目のドロップダウン・リストから「最下位ノード」を選択します。

5. をクリックして比較を実行します。
次の例に示すように、「ノードがありません」セクションに 112および 120という名前の
ノードがリストされます。
 

 

6. 次のステップを実行して、不足しているノードをターゲット階層に追加します。
a. 「新規要求」をクリックします。
b. 「ノードがありません」セクションで、112という名前のノードを選択します。
ノードがソース階層でハイライト表示されます。

c. 112ノードをソース階層からターゲット階層の最上位ノードにドラッグ・アンド・ド
ロップします。
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d. 「ノードがありません」セクションで、120という名前のノードを選択します。
ノードがソース階層でハイライト表示されます。

e. 120ノードをソース階層からターゲット階層の最上位ノードにドラッグ・アン
ド・ドロップします。
次の例に示すように、2つの階層が同じリーフ・ノードを持つようになりま
す。

ノート:

接頭辞 cc_がターゲット階層のノードに自動的に追加されました。
これは、ターゲット階層アプリケーションのノード・タイプにノー
ド・タイプ修飾子 cc_があるためです。

7. をクリックすると、すべてのソース階層リーフ・ノードがターゲット階層ビュ
ーポイントにあることを検証する比較が再実行されます。
「ノードがありません」セクションに、「表示する差異はありません」というメッセ
ージが表示されます。

8. 「送信」をクリックします。

結果
ノード・タイプ・コンバータを作成し、2つのビューポイントのノードを比較して差異
を見つけ、欠落しているノードを追加する要求を作成して送信しました。

第 39章
結果

39-6



40
エンタープライズ・データのリスト形式での管理

このシナリオでは、トランザクション・システムからの一般会計勘定科目、コスト・センタ
ー、部門などのセグメント値を同期する方法を説明します。
参照データ・リストや従業員のようなエンタープライズ・データなど、階層を必要とせず、
ドメインの最下位レベルを使用するシステムにも使用できます。

管理者のステップ
管理者の前提条件
Oracle Enterprise Data Management Cloudでインポートおよび管理するすべてのセグメン
ト値または参照データを含むシステムからの抽出を行う必要があります。ユーザー定義ディ
メンションに対するファイル形式のインポートおよびエクスポートを参照してください。
管理者のプロセス
1. 外部アプリケーションから、セグメント値または参照データをファイルに抽出します。
2. 汎用アプリケーション・ウィザードを使用して外部アプリケーションを登録します。汎用
アプリケーションの操作を参照してください。

3. インポート・ウィザードまたはビューポイントへのロード要求を使用してファイルをイン
ポートします。

4. ユーザーに、Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションに対するデー
タ・マネージャ権限を付与します。

管理者の詳細ステップ
1. ディメンションを登録し、ディメンション・タイプとして「フラット」を選択します。

 

 

2. デフォルト・ビューの作成後、次のいずれかを行います。
• ディメンションに対して現在データが存在しない場合はインポート・ウィザードを使
用します。ディメンションのインポートを参照してください
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• 既存のディメンションにデータを追加する場合は、デフォルト・ビューでビュ
ーポイントを開き、要求を作成して、ビューポイントにファイルをロードしま
す。ロード・ファイルを使用する変更を参照してください

3. ユーザーに、デフォルト・ビューの名前とアプリケーションに対するデータ・マネージャ権限を付与します。ユーザーのステップを参照してください

ユーザーのステップ
ユーザーの前提条件
アプリケーションに対するデータ・マネージャ権限が必要です。
ユーザー・プロセス
ユーザーは、データを管理し、外部アプリケーションにデータをエクスポートします。
1. 必要に応じてノードとプロパティを更新します。対話型での変更を参照してくだ
さい。

2. 最下位レベル・ノードをエクスポートします。ディメンションのエクスポートを参
照してください。

3. 最下位レベル・ノードを外部アプリケーションにインポートします。
ユーザーの詳細なステップ
1. 要求を使用して Oracle Enterprise Data Management Cloudのデータを更新しま
す。

2. エクスポートする前に:

• ディメンションがバインドされていることを確認します。バインディング・ル
ールの理解を参照してください。

• ビューポイントを検証します。ビューポイントの検証、検証の問題の解決およ
び検証および制約の理解を参照してください。

3. 一般会計アプリケーションなどのターゲット・アプリケーションで使用するために
情報をファイルにエクスポートします。
これを行うには、「アプリケーション」画面でアプリケーションの横の「アクショ
ン」メニューをクリックし、「エクスポート」をクリックします。
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4. 「エクスポート・ターゲット」で、「ファイル」を選択します。
 

 

5. ファイルがエクスポートされたら、外部アプリケーションにインポートできます。

結果
これで、Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションからの基本レベル・ノ
ードのエクスポートを入手しました。このエクスポートをターゲット・アプリケーションに
インポートして、参照データの管理や一般会計のセグメント値などのフラット・リストの管
理のユース・ケースを処理できます。
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41
ソース・ディメンションのターゲット・ディメンションへのマッピング

一般会計を使用している会社を買収し、一般会計勘定科目を Planning勘定科目にマッピング
するとします。メンテナンス・ビューを作成すると、マッピングされたデータを定義して、
データ管理を使用して再度これを Planningにインポートできます。このシナリオでは、ソー
スである一般会計用、ターゲットである Planning用、一般会計勘定科目の Planning勘定科目
へのマッピング用の 3つのビューポイントを使用します。

ノート:

最下位レベルのソース・ノードは最下位レベルのターゲット・ノードにのみマッピ
ングできます。

ソースは買収された側の GLアプリケーションおよび次に示す勘定科目ディメンションです。
 

 

ターゲットは Planningアプリケーションおよび次に示す勘定科目ディメンションです。
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マッピング・ビューポイントまたは階層内で、Planning勘定科目であるターゲット・
ノードを追加します。次に、一般会計勘定科目であるソース・ノードを次に示すよう
に追加します。
 

 

プロセス
• 次のステップは管理者が実行します。

– ソース・アプリケーションおよびターゲット・アプリケーションを登録しま
す。

ノート:

アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロー
ルが必要です。
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– ソース・ディメンションおよびターゲット・ディメンションをインポートします。
– ソース・ディメンションとターゲット・ディメンションをマップするマップ・バイン
ドを作成します。マップ・バインドを作成すると、新しい階層セット、ノード・セッ
トおよびマッピング・ビューポイントが作成されます。

– マッピング・キーを定義します。
– マップ・バインドの作成時に作成されたソース・ディメンション、ターゲット・ディ
メンションおよびマッピング・ビューポイントが含まれるメンテナンス・ビューを作
成します。

ノート:

ビューを作成するには、「ビュー - 作成」ロールが必要です。
– ユーザーに対して

* ユーザーがマッピング・ビューポイントを更新できるように、ターゲット・アプ
リケーションに対するデータ・マネージャ権限をユーザーに付与します。

* ユーザーにマッピング・キーの場所名を伝えます。
• 次のステップはユーザーが実行します。

– マッピング・ビューポイントを更新するには、ターゲット・アプリケーションに対す
るデータ・マネージャ権限が必要です。

– 管理者が設定したメンテナンス・ビューを使用します。
– マッピング・ビューポイントを使用してノードをマッピングします。ターゲット・ア
プリケーションから親ノードを、ソース・アプリケーションから子ノードを追加しま
す。

– マッピング・キーの場所名を使用して、マッピング・データをエクスポートします。
– Planningを開き、データ管理モジュールを使用してマッピング・データをインポート
します。マッピング・キーに対して管理者が定義した場所名を使用します。

管理者のステップ
ユーザーがデータをマッピングして作業するため、管理者はソース、ターゲット、およびマ
ッピングのビューポイントを持つビューを設定します。
管理者の前提条件
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。アプリケ
ーションを登録すると、アプリケーションおよびデフォルト・ビューに対する所有者権限が
割り当てられます。メンテナンス・ビューとビューポイントを作成するには、「ビュー - 作成」
ロールが必要です。
管理者のプロセス
1. ソース・アプリケーションおよびターゲット・アプリケーションを登録し、インポートし
ます。

2. マップ・バインドを作成します。これにより、階層セット、ノード・セットおよびマッピ
ング・ビューポイントも作成されます。
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3. ソース・ディメンション、ターゲット・ディメンションおよびマッピング・ビュー
ポイントが含まれるビューポイントを備えたメンテナンス・ビューを作成します。

4. マッピング・キーを定義します。
5. ターゲット・アプリケーションにデータ・マネージャ権限を付与し、マッピング・
キーの場所名をユーザーに伝えます。

管理者の詳細ステップ
アプリケーションおよびディメンションの登録とインポート
アプリケーションおよびディメンションを登録およびインポートするには:

1. 一般会計アプリケーションを登録して、ソース・ディメンションである一般会計勘
定科目ディメンションをインポートします(汎用アプリケーションの操作を参照)。

ノート:

デフォルトのビュー、ビューポイント、ノード・セット、階層セット、
ノード・タイプが GL勘定科目という名前で作成されます。GL勘定科目
ビューポイント、ノード・セット、階層セット、ノード・タイプが GL勘
定科目ディメンションにバインドされます。

2. Planningアプリケーションを登録して、ターゲット・ディメンションである
Planning勘定科目ディメンションをインポートします(Planningおよびフリーフ
ォーム・アプリケーションの操作を参照)。

ノート:

デフォルトのビュー、ビューポイント、ノード・セット、階層セット、
ノード・タイプが Planning勘定科目という名前で作成されます。
Planning勘定科目ビューポイント、ノード・セット、階層セット、ノー
ド・タイプが Planning勘定科目ディメンションにバインドされます。

マップ・バインドのソース・ノードタイプを作成します。

ノート:

ソース・アプリケーションのソース・ノード・タイプは使用できないため、
新しいソース・ノード・タイプを作成する必要があります。ノード・タイプ
はディメンションとアプリケーションに対して固有です。

1. ターゲット・ディメンションを使用して、ソース・ノードを保持するためのノー
ド・タイプをマッピング・ビューポイントに作成します。ノード・タイプの作成を
参照してください。

2. ノード・タイプ・コンバータを作成し、各ソース・アプリケーションのノード・タ
イプを前述のステップ 1で作成したノード・タイプに変換します。ノード・タイ
プ・コンバータの操作を参照してください。
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3. アプリケーション間で数値データを転送するときに符号の変更が必要となるノードをマ
ッピングする場合(たとえば、資産を負債にマッピングする場合)は、必要に応じて、ソー
ス・ノード・タイプに Core.Change.Signプロパティを追加します。

マップ・バインドの作成
ソース・ノードをターゲット・ノードにバインドするマップ・バインドを作成します。マッ
プ・バインドの作成を参照してください。
ノード・タイプをマップ・バインドに追加する場合は、マップ先のすべてのターゲット・ノ
ード・タイプと、マッピング・ビューポイント用に作成したソース・ノード・タイプを追加
します。
メンテナンス・ビューの設定
ソース・ビューポイントおよびターゲット・ビューポイントが含まれるメンテナンス・ビュ
ーを設定します。
1. メンテナンス・ビューを作成します(ビューの作成を参照)。
2. GL勘定科目ノード・セットを使用して、ソース・ビューポイントを追加します。
3. Planning勘定科目ノード・セットを使用して、ターゲット・ビューポイントを追加しま
す。

ノート:

ビューポイントの作成を参照してください
4. マップ・バインドの作成時に作成されたマッピング・ビューポイントを追加します。
5. ターゲット・ノード・タイプを使用して、マッピング・ビューポイントの最上位ノードを
作成します。
これにより、最上位ノードの数が最小限に抑えられます。たとえば、勘定科目マッピング
という名前を付けて、その下にターゲット勘定科目をドラッグ・アンド・ドロップできま
す。
この図は、最上位ノードの勘定科目マッピングを含むマッピング・ビューポイントを示し
ます。
 

 

ターゲット・ディメンションへのターゲット・ビューポイントのバインド
メンテナンス・ビューを使用してマッピング・キーを作成し、マッピング・データをエクス
ポートする前に、マッピング・ビューポイントとターゲット・ディメンションにバインドさ
れたビューポイントの両方を含める必要があります。メンテナンス・ビューでは、ターゲッ
ト・ビューポイントはアプリケーション登録の外部で作成され、デフォルトではターゲット・
ディメンションにバインドされていません。ターゲット・ビューポイントをバインドするに
は、ターゲット・ディメンションの既存のバインドを編集し、ターゲット・ビューポイント
を指すように変更します。ディメンションにバインドされたオブジェクトの特定を参照して
ください。
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マッピング・キーの作成
マッピング・キーはソース・ノード・タイプのターゲット・ノード・タイプへのマッ
ピングを定義します。マッピング・キーを定義するには:

1. マッピング・キーを作成し、ノード・タイプの相互マッピングを定義します。マッ
ピング・ビューポイントで、ソース・ノード・タイプに取得 GL勘定科目、および
ターゲット・ノード・タイプに Planning勘定科目を指定します(マッピング・キー
の定義を参照)。

2. 「場所名」を MapGLtoPlanningに設定します。
ユーザーへの情報提供
次の情報をユーザーに提供します。
• 操作するメンテナンス・ビューの名前。
• ターゲット・アプリケーションに対する参加者(書込み)権限(アプリケーション権限
の割当てを参照)。

• エクスポート時に使用するマッピング・キーの場所名、MapGLtoPlanning。

ノート:

ユーザーのステップは、ユーザーのステップを参照してください。

ユーザーのステップ
ユーザーはマッピング・ビューポイントでターゲット・ノードを追加し、ソース・ノ
ードを追加したターゲット・ノードにマッピングします。次に、マッピングしたビュ
ーポイントを、データ管理を使用して Planningにマッピングできます。
ユーザーの前提条件
管理者はアプリケーションを登録してインポートし、ソース勘定科目、ターゲット勘
定科目およびマッピング・ビューポイントの 3つのビューポイントを持つメンテナン
ス・ビューを作成し、マッピング・キーを定義します。マッピング・データをエクス
ポートするには、管理者がマッピング・キーの場所名、MapGLtoPlanningを提供する
必要があります。その後、Planningからマッピング・データをインポートできます。
マッピング・データをエクスポートするには、ターゲット・アプリケーションに対す
るデータ・マネージャ権限が必要です。
ユーザー・プロセス
1. ターゲット・アプリケーションの親とソース・アプリケーションの子を使用して、
マッピング・ビューポイントを更新します。

2. マッピング・データをエクスポートします。
3. Planningにマッピング・データをインポートします。
ユーザーの詳細なステップ
最下位ノードのマップ
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最下位ノードをマップするには:

1. Planning勘定科目ノードにマッピングするソース取得一般会計勘定科目ノードを確認し
て決定します。

2. Planning勘定科目が左、マッピング・ビューポイントが右の左右並びレイアウトを使用
します。

3. Planningノードを親としてマッピング・ビューポイントにドラッグ・アンド・ドロップ
します。
 

 

4. 取得 GL勘定科目が左、マッピング・ビューポイントが右の左右並びレイアウトを使用し
ます。

5. 取得一般会計ノードを子としてマッピング・ビューポイントにドラッグ・アンド・ドロッ
プします。
 

 

6. 必要な数だけノードをマップします。
 

第 41章
ユーザーのステップ

41-7



 

マッピング・データをエクスポートします
マッピング・データをエクスポートするには:

1. マッピング・ビューポイントを検証します(ビューポイントの検証を参照)。
2. マッピング・データをローカル・ファイルまたはデータ管理受信ボックスにエクス
ポートします(マッピング・データのエクスポートを参照)。

ノート:

エクスポート時には、管理者がマッピング・キーに定義した場所名、
MapGLtoPlanningを使用します。

データ管理受信ボックスを使用したマッピング・データのインポート
Planning内でデータ管理モジュールを開き、受信ボックスに移動します(Oracle
Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理のメンバー・マッピング
のインポートを参照)

インポート中、選択したマッピング・キー(データ管理内の場所)のターゲット・ノード
内の値に負数の符号が適用されます
.
マッピング・データをインポートするには:

1. 外部アプリケーションを開き、データ管理受信ボックスに移動します。
2. データ・ロード・マッピングをクリックします。
3. 画面下部で、DelimitedLocationをクリックします。
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4. 「場所」フィールドに、管理者が Oracle Enterprise Data Management Cloudでマッピン
グ・キーに設定した場所名、MapGLtoPlanningを入力します。

5. 「インポート」→現在のディメンションをクリックします。
6. エクスポートしたマッピング・データ・ファイルを選択します。

第 41章
ユーザーのステップ

41-9



42
Data Relationship Managementから Oracle
Enterprise Data Management Cloudへのエンタープライズ・データの移行

このシナリオでは、汎用アプリケーション・ウィザードを使用して Oracle Data Relationship
Managementアプリケーションから Oracle Enterprise Data Management Cloudにエンター
プライズ・データを移行する方法を示します。Data Relationship Managementアプリケーシ
ョンを汎用アプリケーションとして登録し、ディメンション構造をアプリケーションにイン
ポートするステップを説明します。
データ・マネージャのロールはエンタープライズ・データ・アセットを管理する際に重要な
部分ですが、このシナリオのステップでは、Oracle Enterprise Data Management Cloud内で
エクスポートの登録プロセスを完了するために必要な管理タスクに重点を置きます。

ノート:

このシナリオは Data Relationship Managementアプリケーション用に記述された
ものですが、同じステップで汎用アプリケーション・ウィザードを使用して他のタ
イプのアプリケーションに接続することもできます。
Data Relationship Management 11.1.2.4.330以上が、オンプレミスからクラウドへ
の移行でサポートされています。

管理者のステップ
管理者の前提条件
Oracle Data Relationship Managementアプリケーションからのディメンション・エクスポー
トは、汎用アプリケーション・ウィザードを使用しているときに必要です。Oracle Enterprise
Data Management Cloudでインポートおよび管理するすべてのディメンションを含む Data
Relationship Managementディメンション・エクスポートを準備する必要があります。このエ
クスポートを作成し、ジョブを実行して、結果の.CSVファイルが生成されて Oracle
Enterprise Data Management Cloudで接続できる場所に配置されるようにします。このファ
イルを Oracle Enterprise Data Management Cloudにインポートします。
アプリケーションを登録するには、「アプリケーション - 作成」ロールが必要です。アプリケ
ーションを登録すると、アプリケーション・ビューおよびデフォルト・ビューに対する所有
者権限が自動的に割り当てられます。
管理者のプロセス
1. Data Relationship Managementアプリケーションを登録します。汎用アプリケーション
の操作を参照してください。
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2. Data Relationship Managementにエクスポートを作成します。
3. 登録したディメンションをインポートします。検証および制約の理解を参照して
ください。

4. ユーザーに、Data Relationship Managementアプリケーションからディメンショ
ンを管理するために必要なデータ・チェーン要素に対する適切なアクセス権を付与
します。ロールと権限の操作を参照してください。

5. ユーザーによって変更が行われた後でディメンションをエクスポートします。ユ
ーザー定義ディメンションのエクスポートを参照してください。

詳細なステップ
次も参照:

• ステップ 1: Data Relationship Managementアプリケーションの登録
• ステップ 2: Data Relationship Managementでのエクスポート・ファイルの作成
• ステップ 3: ディメンションのインポート

ステップ 1: Data Relationship Managementアプリケーションの登録
1. 「アプリケーション」から、「登録」をクリックします。

 

 

2. 「汎用」アプリケーション・タイプを選択します。
 

 

3. アプリケーションの名前と説明を指定します。
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4. Oracle Data Relationship Managementアプリケーションを作成します。
 

 

5. 「追加」をクリックして、Data Relationship Managementアプリケーションからインポー
トするディメンションを定義します。
 

 

6. ディメンション情報を入力します。各ディメンションについて、階層とフラット・リスト
のどちらであるかを決定し、Data Relationship Managementでの外部ディメンション名
を記録し、共有ノードを許可するかどうかを指定します。
 

 

7. 各ディメンションについて、「追加」をクリックしてノード・タイプ・リストを定義しま
す。
 

 

8. 必要に応じて各ノード・タイプの名前および修飾子を入力します。
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9. 各ディメンションについて、各ノード・タイプのプロパティを作成します。
 

 

10. そのノード・タイプのノードで使用可能にする必要のあるプロパティを定義しま
す。新規プロパティを作成するか既存のプロパティを選択します。「次」をクリッ

クします。
11. プロパティ情報を更新し、「次」をクリックします。

ノート:

列ヘッダーは必須です。
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12. プロパティ名、説明、有効値およびプロパティがノード・レベルと関係レベルのどちらで
あるかを定義します。「次」をクリックします。

13. プロパティ・オーバーライド・パラメータとプロパティ使用情報を定義します。

14. ディメンションのプロパティの要約を確認します。

15. 各ディメンションの最上位ノードと、インポートおよびエクスポート・ファイル内の「ノ
ード・タイプ」フィールドの列ヘッダーを含めます。

16. ステップ 5から 15を繰り返して他のディメンションを登録に追加し、「次」をクリック
します。

17. すべての登録情報を確認し、「適用」をクリックして Data Relationship Managementアプ
リケーションを登録します。
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ステップ 2: Data Relationship Managementでのエクスポート・ファイ
ルの作成

ノート:

このステップは Oracle Data Relationship Managementで実行します。

前提条件
必要に応じて、Oracle Enterprise Data Management Cloudノード・タイプなどの新規
プロパティを Data Relationship Managementで作成します。
 

 

1. Data Relationship Managementで、新規エクスポートを作成します。
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2. (汎用アプリケーション・ウィザードでこのディメンションに対して設定した内容に基づ
いて)必要な列とフィールドを選択します。

3. これらの選択内容で Oracle Enterprise Data Management Cloudにインポートする場合
は、列見出しとともにカンマ区切りでエクスポートします。

ステップ 3: ディメンションのインポート
ノート:

このステップは Oracle Enterprise Data Management Cloudで実行します。

1. 「アプリケーション」で新規アプリケーションを特定し、「アクション」メニューから「イ
ンポート」を選択します。

2. 「インポート・ソース」から「ファイル」を選択し、Oracle Data Relationship Management
からエクスポートしたファイルを参照して選択します。
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インポートに成功すると、インポートしたレコード数が表示されます。

3. インポート・ウィザードを閉じ、「アプリケーション」に移動し、アプリケーショ
ンのデフォルト・ビューを選択します。

4. 階層を展開してインポートしたノードに移動し、プロパティ値を表示します。ユー
ザーがメンテナンス・アクションを開始できるようにビュー名を付与します。ユー
ザーのステップを参照してください。
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結果
Oracle Data Relationship Managementアプリケーションを Oracle Enterprise Data
Management Cloudに登録したので、Oracle Enterprise Data Management Cloud内で管理す
るために Data Relationship Managementからディメンションを移行できます。管理するデ
ィメンションをインポートしました。Data Relationship Managementアプリケーションまた
はその他のアプリケーション用に Oracle Enterprise Data Management Cloudから変更をエ
クスポートすることもできます。いつどこで誰が変更を行ったかを知るための完全な要求ア
クティビティ監査情報を入手しました。

ユーザーのステップ
ユーザーの前提条件
管理者は、このシナリオのステップに従って、Oracle Data Relationship Managementアプリ
ケーションを正常に登録し、目的のエンタープライズ・データ要素をインポートする必要が
あります。これが完了すると、セキュリティ権限に従ってエンタープライズ・データをプロ
アクティブに管理できます。
ユーザー・プロセス
実行できるタスクの概要を次に示します。
• メンテナンス・ビューとビューポイントを作成します。ビューポイントの操作を参照して
ください。

• 横並びのレイアウトを使用して比較し、アプリケーション間でノードを合理化します。ビ
ューポイントの比較を参照してください。

• ノードとプロパティを更新し、"仮定"分析用に代替階層を更新します。対話型での変更を
参照してください。

• ある階層から別の階層にノードをマップします。マッピング・ビューポイントの作成を参
照してください。

• データをロードして勘定科目などの新規ディメンションを追加します。ロード・ファイル
を使用する変更を参照してください。

• 「要求」リストでドラフト要求と完了した要求を参照します。要求アクティビティの操作
を参照してください。

結果
これで、Data Relationship Managementからフィードし、Data Relationship Managementア
プリケーションおよび必要に応じてその他の外部アプリケーションに戻す可能性のあるエン
タープライズ・データの一元的な変更管理ポイントが作成されました。

第 42章
ユーザーのステップ

42-9



43
バインドされたビューポイントの変更による代替ビューポイントのエクスポート

このユースケースでは、代替ビューポイントをエクスポートできるように、ディメンション
にバインドされたビューポイントを変更する方法について説明します。
各ディメンションには、バインドされた 1つのビューポイントがあります。ディメンション
をインポートすると、ビューポイントのバインドされたデータ・チェーンのオブジェクトが
更新されます。ディメンションにエクスポートすると、バインドされたビューポイントのオ
ブジェクトがエクスポートされます。
詳細は、次を参照してください:

• バインディングおよびバインドされたデータ・オブジェクトの理解
• 代替ビューおよびビューポイントの定義
• ビューポイントのコピー
• 汎用アプリケーションのユーザー定義ディメンションにバインドされたビューポイント
の変更

シナリオ
• 当社は、来年ドイツでの事業を追加します。その変更のために、プランニングを開始する
必要があります。

• 当社には、既存の部門ビューポイントがあります。このビューポイントは、部門ディメン
ションにバインドされています。

• Depts Next Yearビューポイントのスタート地点として使用するために、部門ビューポイ
ントのコピーを作成します。

• Depts Next Yearビューポイントに変更を加え、新しい親「ドイツ」とその子を追加しま
す。

• Depts Next Yearビューポイントをアプリケーションに追加する準備が整ったら、部門デ
ィメンションにバインドされたビューポイントを変更して、ディメンションをエクスポー
トします。

次の図は、バインドされたビューポイントのデータ・オブジェクト、および既存のビューポ
イントをコピーして、および関係のみをコピーして作成される新しいオブジェクトを示して
います。コピーされたビューポイントで使用されているノード・タイプと同じノード・タイ
プを再利用します。
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前提条件
このユースケースでは、次のことを想定しています。
• アプリケーションは登録されています。
• 部門ディメンションはインポートされています。
• 部門という名前のビューポイントが、部門ディメンションにバインドされていま
す。

ユーザーのステップ
ユーザーの前提条件
ビューのビューポイントをコピーするためには、アプリケーションとビュー両方の所有者権限が必要です。
ユーザー・プロセス
1. 既存のビューポイントをコピーして、新しいビューポイントを作成します。
2. 要求を使用して、新しいビューポイントに変更を加えます。
3. 新しいビューポイントをディメンションにバインドします。
4. ディメンションを外部アプリケーションにエクスポートします。

第 43章
ユーザーのステップ

43-2



詳細なステップ
1. 既存のビューポイントをコピーして、新しいビューポイントを作成します。

a. 部門ビューを開いて、部門を選択します。
b. をクリックして、「コピー」を選択します。

 

 

c. 新しいビューポイントの名前(Depts Next Year)を入力し、「ノードのコピー」をクリ
アし、「関係のコピー」が選択されていることを確認して、「コピー」をクリックしま
す。
 

 
新しいビューポイントがただちに使用可能になります。
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新しいビューポイントを作成したビューを調べると、Depts Next Yearビュー
ポイントが作成され、部門ディメンションにバインドされていないことがわか
ります。
 

 

2. 新しいビューポイントを開き、新しい要求を作成して、ビューポイントに変更を加
えます。
ここでは、ドイツを EMAの子として追加します。次に、部門 330と 340を追加し
ます。
 

 
すべての変更を完了したら、要求を送信して変更をコミットします。
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3. Depts Next Yearビューポイントを部門ディメンションにバインドします。新しいビュー
ポイントをディメンションにバインドするときには、バインド・ルールが適用されます。
a. 「アプリケーション」から、Planningをクリックします。
b. 「ディメンション」をクリックしてから「部門」ディメンションをクリックします。

 

 

c. 「編集」をクリックします。
d. 「ビューポイント」から Depts Next Yearを選択して、「保存」をクリックします。

 

 

4. 部門ディメンションを外部アプリケーションにエクスポートします。
a. 「アプリケーション」から Planningを選択し、 をクリックしてから「エクスポー
ト」を選択します。
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b. 「部門」ディメンション、「エクスポート」の順にクリックします。
 

 

c. ファイルを保存するか、開くかを選択します。
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44
Oracle Enterprise Data Management Cloudのバックアップおよびリストア

Oracle Enterprise Data Management Cloud環境のバックアップにはスナップショットが使
用されます。
メンテナンス・スナップショットは、選択した時刻に毎日自動作成されます。このスナップ
ショットはアーティファクト・スナップショットと呼ばれ、Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境のすべてのアーティファクトを含みます。
• EDMCリポジトリとデータ権限
• ユーザー、グループおよび割り当てられたロール
新しいメンテナンス・スナップショットによって、以前のスナップショットが毎日置き換え
られます。環境をバックアップするためにスナップショットをローカル・コンピュータにダ
ウンロードすることをお薦めします。
障害発生時にサービスを以前の状態にロールバックしたり、サービスをリストアする際に使
用できるように、アーティファクトをエクスポートしてスナップショットを作成することも
できます。エクスポートするアーティファクトを選択します。サービスのすべてのアーティ
ファクトまたはアーティファクトのサブセットをエクスポートできます。アーティファクト
をエクスポートして作成されるスナップショットはサーバーに 60日保管され、またアーカイ
ブを目的としてローカル・コンピュータにダウンロードできます。
このシナリオでは、エクスポートしたアーティファクトの独自のスナップショットを作成し
て Oracle Enterprise Data Management Cloud環境をバックアップする詳細なステップを提
示します。
EPM自動化によるバックアップの詳細は、アプリケーション・スナップショットのコンピュ
ータへのバックアップを参照してください。

Oracle Enterprise Data Management Cloudのバックアップ
のための管理者のステップ

管理者の前提条件
移行機能にアクセスするには、サービス管理者である必要があります。
管理者のプロセス
1. スナップショットにアーティファクトをエクスポートします。
2. スナップショットをローカル・コンピュータにダウンロードします。
管理者の詳細ステップ
1. 「移行」をクリックします。

 

44-1



 

2. 「カテゴリ」で、「バックアップ」をクリックし、Oracle Enterprise Data Management
Cloud環境のすべてのアーティファクトが含まれるスナップショットを作成しま
す。
 

 

3. スナップショットの名前を入力し、「OK」をクリックします。
 

 

4. 「リフレッシュ」をクリックし、スナップショットが完了するまでの移行ステータ
ス・レポートを更新します。
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ノート:

なんらかの理由でエクスポートが失敗した場合、レポートにはステータスとし
て「失敗」が表示されます。「失敗」をクリックし、エクスポートが失敗した理
由と修正処理を示す「移行詳細」画面が開きます。エクスポートが失敗した原
因であるエラーを修正した後、エクスポート操作を再試行できます。

5. 「閉じる」をクリックして、移行ステータス・レポートを閉じます。
エクスポートされたアーティファクトを含むフォルダが、「スナップショット」にリスト
されます。
 

 

6. スナップショット・ファイルをローカル・コンピュータにダウンロードするには、「スナ
ップショット」でスナップショットの横の をクリックしてから、「ダウンロード」
を選択します。
 

 

7. 圧縮ファイルをローカル・コンピュータに保存します。
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Oracle Enterprise Data Management Cloud環境のリスト
アについて

以前のスナップショットからアーティファクトをリストアできます。たとえば、ロー
カル・マシンにバックアップしたスナップショットからリストアすることで、アーテ
ィファクトおよびデータを数日前の状態にリストアできます。このようなケースで
は、アーティファクトをリストアする前にスナップショットを Oracle Enterprise Data
Management Cloudにアップロードする必要があります。
作成またはサービスにアップロードされたスナップショットは、60日間サーバーに保
存された後に自動的に削除されます。

Oracle Enterprise Data Management Cloudを復元するた
めの管理者のステップ

管理者の前提条件
移行機能にアクセスするには、サービス管理者である必要があります。
管理者のプロセス
1. 復元するスナップショットをアップロードします。
2. スナップショットをインポートします。
管理者の詳細ステップ
1. 「移行」をクリックします。

 

 

2. 「スナップショット」から「アップロード」をクリックします。
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3. 「ファイルの選択」をクリックし、アップロードするスナップショット・ファイルを見つ
けて、「アップロード」をクリックします。
 

 

4. 「スナップショット」でアップロードしたスナップショットを選択し、 をクリック
してから「インポート」を選択します。
 

第 44章
Oracle Enterprise Data Management Cloudを復元するための管理者のステップ

44-5



 

5. 「OK」をクリックしてインポートを確認します。
6. 「リフレッシュ」をクリックして、インポートが完了するまで移行ステータス・レ
ポートを更新します。
 

 

7. 「閉じる」をクリックして、移行ステータス・レポートを閉じます。
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45
ガバナンス・ワークフローおよび承認の管理

要求ワークフローは、送信および承認ステージを通じて要求を移動します。送信者は、提案
された変更の要求を作成し、承認ために送信します。承認ポリシーは、どのユーザーを要求
の承認に招待するか、および要求の承認方法を決定します。
このシナリオは、次の方法を示しています。
• 要求の送信を可能にするためのユーザーへの権限の割当て
• 承認ポリシーの有効化および構成
• 要求の送信
• 要求の承認

管理者のステップ
アプリケーション所有者は、要求を通じて変更を送信できる参加者(書込み)権限をユーザーに
割り当てます。権限を割り当てた後、アプリケーション所有者は、送信された要求を他のユ
ーザーが確認および承認できるように、1つ以上の承認ポリシーを構成します。
管理者の前提条件
ユーザーに参加者(書込み)権限を付与したり、承認ポリシーを構成するには、アプリケーショ
ンに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限が必要です。
管理者のプロセス
1. ディメンションに対する参加者(書込み)権限をユーザーに割り当てます。権限の操作を
参照してください

2. ディメンションの承認ポリシーを有効化し構成します。ポリシーの構成を参照してくだ
さい。

管理者の詳細ステップ
ステップ 1: ユーザーへの参加者(書込み)権限の割当て
特定のディメンションに対する参加者(書込み)権限をユーザーに割り当てると、そのディメン
ション内のデータに対する権限がそのユーザーに付与されます。ディメンションに対する参加者(書込み)権限をユーザーに割り当てるには:

1. ディメンション・インスペクタを開きます。
2. 「権限」タブで、「編集」をクリックします。
3. 「ユーザーの追加」または「グループの追加」ドロップダウン・リストで、権限を付与す
るユーザーまたはグループを選択します。
デフォルトでは、ユーザーには、データの読取りアクセス権を持つ参加者権限が付与され
ます。
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4. 参加者(書込み)を付与するには、「データ・アクセス」列で「読取り」をクリック
し、「許可されたアクション」には「すべて」、「プロパティ」には「すべて編集」
を選択します。
 

 

5. 「保存」をクリックします。
ステップ 2: ディメンションの承認ポリシーの有効化および構成
特定のディメンションへの変更を管理するには、ディメンションの承認ポリシーを設
定します。
1. ディメンション・インスペクタを開きます。
2. 「ポリシー」タブで、承認ポリシーの名前をクリックします。
3. オプション: 「全般」タブで、「編集」をクリックし、ポリシー名または説明を変更
します。

4. 「定義」タブで、「編集」をクリックし、ポリシー設定を定義します。詳細は、承認
ポリシーの作成および有効化を参照してください
 

 

5. 「保存」をクリックします。

ユーザーのステップ
送信者は、ドラフト要求を作成し、要求アイテムをこれに追加して、承認のために要
求を送信します。
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承認者は、要求内の提案された変更を確認し、要求を承認(あるいはプッシュバックまたは却
下)します。
ユーザーの前提条件
要求の下書きや作業を行うユーザーには、そのディメンションの参加者(書込み)権限が設定さ
れている必要があります。
ユーザー・プロセス
送信者:

1. 要求を作成し、要求アイテムを追加します。
2. オプション l: コメントまたは添付を要求に追加します。
3. 承認のために要求を送信します。
承認者:

1. 招待電子メールまたは要求の To Doリストから要求を開きます。
2. 要求内の変更を確認します。
3. オプション l: コメントまたは添付を要求に追加します。
4. 要求を承認、プッシュバックまたは却下します。
ユーザーの詳細なステップ
送信者:

1. ビューを開き、ドラフト要求を作成します。
2. 要求アイテムを追加します。

 

 

3. オプションとして:

• 要求コメントを追加します。
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• アイテム・レベルのコメントを追加します
 

 

• 添付を追加します。
 

 

4. 「送信」をクリックします。要求ステータスは、「ドラフト」から「処理中」に変更
されます。要求ステージは、「送信」から「承認」に移動します。

承認者:

1. 要求を承認するよう招待されたユーザーは、電子メール内のリンクをクリックする
か、Oracle Enterprise Data Management Cloudをログインし、To Doリストから
「承認する要求」リンクをクリックします。
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2. 「要求アクティビティ」リストから、承認する要求をクリックします。
 

 

3. コメントを表示または追加し、添付をダウンロードして、添付を確認または追加します。
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4. 「承認」をクリックします。または、要求が承認されなかった場合、要求の「プッ
シュバック」または「却下」を選択します。要求をプッシュバックすると、変更お
よび再送信できる送信者に戻されます。却下すると要求は「クローズ済」に移動さ
れます。
 

 

結果
管理者は、ユーザーが要求を送信したり、承認ポリシーを構成したりできるように権
限を割り当てることができます。ワークフローの承認は、承認ポリシーによって管理
されるデータに対する要求をユーザーが送信したときに開始します。要求は、ポリシ
ーに指定されたユーザーによってレビューされ承認されます。
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46
サブスクリプションおよびガバナンス・ワークフローを使用したアプリケーションの調整

このシナリオは、サブスクリプションを使用してディメンションの変更を同期し、ガバナン
ス・ワークフローを使用してデータ品質を確保することで、企業アプリケーション全体を調
整する方法を示しています。手順では、メンテナンス・ビューの作成およびサブスクリプシ
ョンの設定について説明し、その後は、ユーザーがソース・ビューポイントで要求を送信し
て、ターゲット・ビューポイントに対するサブスクリプション要求が生成され、それらのタ
ーゲット要求が承認を受けるためにデータ・ガバナンス・ワークフローを通過する、典型的
なユーザー・ワークフローに従います。
Corporate Planning、Corporate GLおよび Financial Closeのアプリケーションがあり、GLア
プリケーションの製品ディメンションに加えた変更を、他の 2つのアプリケーションの製品
ディメンションと同期化するとします。3つの各アプリケーションの製品ディメンションの
ビューポイントを含むメンテナンス・ビューを作成し、サブスクリプションを作成すると、
Corporate GLビューポイントの製品ディメンションに加えた変更によってサブスクリプショ
ン要求が生成され、Corporate Planningと Financial Closeのビューポイントの製品ディメン
ションに同じ変更が加えられます。
ソース要求および生成されたサブスクリプション要求は、データ品質を維持するためにレビ
ューと承認が必要なデータ・ガバナンス・ワークフローに含まれます。
シナリオでは次のユーザーがいます。
表 46-1 ビジネス・シナリオのユーザーとタスク

名前 ロール タスク
管理者 管理者 1. Corporate GL、Corporate Planningおよび

Financial Closeアプリケーションの製品ディメ
ンションのビューポイントを含むメンテナンス・
ビューを作成します

2. Corporate GLコスト・センターのビューポイン
トから Corporate Planningおよび Financial
Closeのビューポイントへのサブスクリプション
を作成します。

Betty Anderson Corporate GLデータ担当 新規製品を Corporate GLに追加する要求を送信しま
す。
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表 46-1 (続き) ビジネス・シナリオのユーザーとタスク

名前 ロール タスク
Alex Smith Corporate GLおよび

Financial Closeのデー
タ・マネージャ。
企業会計グループのメン
バー

新規製品を Corporate GLに追加する要求をレビュー
して承認します。

ノート:

Alexが要求を承認する
と、サービスによって
Corporate Planningお
よび Financial Closeア
プリケーション用の 2
つのサブスクリプショ
ン要求が生成されます。
サブスクリプションは
自動的に送信されるよ
うに設定されますが、
Corporate Planning用
のサブスクリプション
要求は検証エラーのた
めに送信に失敗します。

Martin Conway Corporate Planningデー
タ・マネージャ
企業プランニング・グルー
プのメンバー

サブスクリプションの自動送信失敗をレビューして
訂正し、承認のために送信します。

Kerry Lane 企業データ・マネージャ Corporate Planningおよび Financial Closeアプリ
ケーション用のサブスクリプション要求を承認しま
す。

管理者のステップ
管理者はメンテナンス・ビューを作成し、Corporate GL製品ディメンション、Corporate
Planningおよび Financial Close製品ディメンション間の変更を同期し、それらの変更
を有効にするサブスクリプションを設定します。
管理者の前提条件
ビューを作成するには、「ビュー - 作成」ロールが必要です。また、アプリケーション
内のすべてのデータ・オブジェクトに対する権限を他のユーザーやグループに割り当
てるには、そのアプリケーションに対する所有者またはメタデータ・マネージャ権限
が必要です。
管理者のステップ
1. Corporate GL、Corporate Planningおよび Financial Closeアプリケーションの製
品ディメンションのビューポイントを含むメンテナンス・ビューを作成します。ビ
ューの作成を参照してください。
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2. Corporate GLのビューポイントから Corporate Planningおよび Financial Closeのビュ
ーポイントへのサブスクリプションを作成します。ビューポイントのサブスクライブを
参照してください。

詳細なステップ
次も参照:

• ステップ 1: メンテナンス・ビューの作成
• ステップ 2: サブスクリプションの作成

ステップ 1: メンテナンス・ビューの作成
1. 「ビュー」で、「作成」をクリックします。

 

 

2. メンテナンス・ビューの名前と説明を入力し、「作成」をクリックします。
 

 
メンテナンス・ビューがビュー・インスペクタに表示されます。

3. ビュー・インスペクタの「定義」タブで「作成」をクリックして、メンテナンス・ビュー
のビューポイントを定義します。
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4. 「アプリケーション・ディメンション」で、ドロップダウン・リストを使用して、
ビューポイントを作成するディメンションを選択します。このシナリオでは、
Financials Cloudアプリケーションの Corporate Productディメンションを選択
します。
 

 

5. ビューポイントの名前、およびオプションで説明を入力し、「作成」をクリックし
ます。
 

 
ビューポイントが「ドラフト」モードでビューポイント・インスペクタに表示され
ます。

6. ビューポイント・インスペクタから、「編集」をクリックします。
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7. 「ノード・セット」で、ドロップダウン・メニューを選択し、ビューポイントのノード・
セットを選択します。このシナリオでは、「ALL CORPORATE PRODUCTS | V1」を選択
します。
 

 
ノード・セットを選択すると、階層セットが自動的に移入されます。

8. 「保存」をクリックします。
 

 
「バインド・ステータス」フィールドが更新され「ノード・セットのバインド済」と表示
されます(これは、ビューポイントに、Productsディメンションにバインドされたノード・
セットが含まれることを示します)。バインディング・ルールの理解を参照してください。

9. ビュー・インスペクタから、ステップ 3から 8を繰り返して、次のディメンションのビ
ューポイントを作成します。

ビューポイント名 ビューポイントの
説明

アプリケーション ディメンション ノード・セット

Plan Plan Corporate
Planning

Product Product

Close Close Financial
Consolidation
and Close

Product Product
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ステップ 2: サブスクリプションの作成
Corporate GL、Corporate Planningおよび Financial Closeのビューポイントを含むメ
ンテナンス・ビューを作成した後に、Corporate Planningおよび Financial Closeビュ
ーポイントのサブスクリプションを作成すると、Corporate GLビューポイントで変更
が行われた際に、サブスクリプション要求が自動的に生成され、同じ変更が他の 2つ
のビューポイントでも行われます。
1. 「ビュー」から「Product Maintenance」をクリックします。

 

 

2. 「Plan」タブで をクリックし、「検査」を選択します。
 

 

3. 「サブスクリプション」タブで、「作成」をクリックします。
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4. 「サブスクリプション」ウィザードで、「ソース・ビューポイント」ドロップダウン・メニ
ューをクリックし、「製品のメンテナンス」ビューの「Corporate GL」ビューポイントを
選択します。ソース・ビューポイントを選択すると、ソース・ビューおよびビューポイン
トとともにサブスクリプション名が自動的に移入されます。オプションで説明を入力し、
「作成」をクリックします。
 

 
サブスクリプションがサブスクリプション・インスペクタに表示されます。

5. 次に、要求の担当者を指定します。「編集」をクリックします。
 

 

6. サブスクリプション・インスペクタで、次のアクションを行います。
a. 「要求担当者」ドロップダウン・メニューをクリックし、サブスクリプション要求を
割り当てる個人を選択します。このシナリオでは、Corporate Planningデータ・マネ
ージャの Martin Conwayを選択しています。

b. 「自動送信」チェック・ボックスを選択します。
c. 「保存」をクリックし、「閉じる」をクリックします
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7. 「Close」タブで、ステップ 2から 6を繰り返し、次のように設定された別のサブ
スクリプションを作成します。
• 「ソース」ビュー: Product Maintenance

• 「ソース」ビューポイント: Corporate GL

• 要求担当者: Alex Smith (Financial Closeデータ・マネージャ)

• 「自動送信」: True

 

 

ユーザーのステップ
管理者がメンテナンス・ビューおよびサブスクリプションを設定して、Corporate GL、
Corporate Planningおよび Financial Closeアプリケーションの製品ディメンションを
配置した後、このシナリオでは、アプリケーション間の企業データの同期化をデモン
ストレーションするためにユーザー・フローを示します。
ユーザー・フローは次の順序に従います。
1. Betty Anderson (Corporate GLデータ担当)は、製品を Corporate GLに追加する要
求を入力します。

2. Alex Smith (Corporate GLと Financial Closeの両方のデータ・マネージャ)は要求
を承認します。
Corporate Planningおよび Financial Closeアプリケーションに同じ製品を追加す
るためのサブスクリプション要求が生成されます。サブスクリプション要求は自
動送信するように設定されているため、Financial Close用の要求が送信されます。
ただし、Corporate Planning用の要求は検証に失敗したため、送信する前にレビュ
ーする必要があります。

3. Martin Anderson (Corporate Planningのデータ・マネージャ)は Planning用のサブ
スクリプション要求をレビューし、検証エラーを修正して要求を送信します。
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4. Kerry Lane (企業データ・マネージャ)は、Corporate Planningおよび Financial Closeの両
方の要求を承認します。

Corporate GLデータ担当のステップ
1. Betty Andersonとしてサービスにログインし、「ビュー」をクリックします。

 

 

2. 「Product Maintenance」ビューをクリックします。
 

 
「Product Maintenance」ビューが表示されます。Bettyは Corporate Planningまたは
Financial Closeアプリケーションに対する権限がないため、Corporate GLビューポイン
トのみを参照できます。

3. 「新規要求」をクリックします。
 

 

4. 左パネルで要求名をクリックし、「- スマート・ウォッチ」を追加します。
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5. 製品階層を展開してノード 220を選択し、 をクリックして「子の追加」を選択
します。
 

 

6. プロパティ・パネルで、次のプロパティを設定します。
a. 名前: 224

b. 説明: スマート・ウォッチ
c. 説明(US): Smart Watch
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7. 要求パネルで、Corporate GLの横にある をクリックし、「コメントの追加」を選択し
ます。
 

 

8. コメントを入力し、「保存」をクリックします。このシナリオでは、「コンシューマ・デバ
イス・チームとのミーティングごとのスマート・ウォッチ」と入力します。
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9. 「添付」アイコンをクリックし、 をクリックします。
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10. 添付するファイルを選択し、「添付」をクリックします。このシナリオでは、新規コンシ
ューマ製品.docxを添付します。
 

 

11.「送信」をクリックします。
 

 
要求が送信されると、ワークフロー・ポリシーによって、Corporate GLデータ・マネー
ジャの Alexに、変更要求が承認待ちであることが警告されます。

Corporate GLデータ・マネージャのステップ
1. 要求承認の電子メール通知で、リンクをクリックして要求にナビゲートします。
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2. 「アクティビティ」リストで、「承認する要求」をクリックします。
 

 

3. 「要求アクティビティ」で、スマート・ウォッチ要求の「要求 ID」をクリックしま
す。
 

 
要求がメンテナンス・ビューに表示されます。Alexは Financial Closeデータ・マ
ネージャでもあるため、Alexのデータ権限によって、GLビューポイントと同様に
Closeビューポイントも参照できます。

4. 要求パネルで、「コメント」をクリックして Bettyのコメントを表示し、「返答」を
クリックします。
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5. 返答を入力し、「保存」をクリックします。
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6. 次のアクションを行います。
a. 「承認」をクリックします。
b. (オプション):コメントを入力します。
c. 「OK」をクリックします。
 

 
要求を承認すると、Financial Closeおよび Corporate Planningアプリケーション
用にサブスクリプション要求が生成されます。
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7. 生成されたサブスクリプション要求をレビューします。「要求に戻る」をクリックします。
 

 

8. 「すべてのフィルタのリセット」ボタンをクリックします。
 

 

9. 次の要求のステータスをレビューします。
• 要求 1750は「完了」です。これは、Bettyが Corporate GLアプリケーション用に入
力した要求です。

• 要求 1751は「ドラフト」です。これは、Corporate Planningアプリケーション用に
生成されたサブスクリプション要求ですが、検証エラーが発生したために送信されて
いません。Corporate Planningデータ・マネージャの Martinは、検証エラーを修正す
る必要があります。

• 要求 1752は「処理中」です。これは、Financial Close用に生成されたサブスクリプ
ション要求です。データ・マネージャの Kerryによる承認を待っています。

 

 

Corporate Planningデータ・マネージャのステップ
1. 要求検証の問題の電子メール通知に、検証の問題が発生したために要求が送信されなかっ
たという文が表示されています。リンクをクリックして、要求にナビゲートします。
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2. 「アクティビティ」リストで、「ドラフト要求」をクリックします。
 

 

3. 「要求アクティビティ」で、「要求 1751」をクリックし、メンテナンス・ビューに
開きます。
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4. 「要求の問題」をクリックし、要求の問題を展開して検証エラーを表示します。このシナ
リオでは、要求に必須プロパティ「別名: デフォルト」が欠落しています。
 

 

5. プロパティ・パネルで、「別名: デフォルト」に対して「スマート・ウォッチ」と入力し
ます。オプションで、要求をさらにエンリッチできます。このシナリオでは、「階層タイ
プ」で「保管済」を選択します。完了したら、「送信」をクリックします。
 

 
検証の問題が修正されたため、要求は承認のために企業データ・マネージャの Kerryに送
信されます。

エンタープライズ・データ・マネージャのステップ
1. 企業データ・マネージャは、両方のサブスクリプション要求を承認するために、電子メー
ル要求を受信します。いずれかの電子メール通知で、リンクをクリックして要求にナビゲ
ートします。
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2. 「承認する要求」をクリックします。
 

 

3. 「要求アクティビティ」で、「要求 1751」をクリックして承認します。
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4. 要求詳細をレビューして、「承認」をクリックします。
 

 

5. オプションでコメントを入力し、「OK」をクリックします。
 

 

6. 「要求に戻る」をクリックします。
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7. 「要求アクティビティ」で、「要求 1752」を選択して承認します。
 

 

8. 要求詳細をレビューして、「承認」をクリックします。
 

 

9. オプションでコメントを入力し、「OK」をクリックします。
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10. 要求ステータスをレビューします。「要求に戻る」をクリックします。
 

 

11.「要求アクティビティ」で、「すべてのフィルタのクリア」ボタンをクリックします。
 

 

12. 3つすべての要求が「クローズ済」ステータスであることを検証します。
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47
環境間でのアプリケーションの転送

このシナリオでは、Corporate Planning - UKという新しい Planningアプリケーションを本
番環境に追加します。新しいアプリケーションを構築できる既存のテスト環境があります
が、そこに構築する前に、そのテスト環境を本番環境のスナップショットでリフレッシュし
ます。これにより、テスト環境が確実に本番と揃った状態になります。
このシナリオの一般的なステップは次のとおりです:

1. 新しいアプリケーションの開発に備えて、移行を使用して本番環境をクローニングしま
す。

2. テスト環境で新しいアプリケーションを構築します。
3. テンプレートを使用して、新しいアプリケーションをテスト環境から本番環境に転送しま
す。

管理者のステップ
管理者の前提条件
移行にアクセスするには、サービス管理者である必要があります。サービス管理者ロールが
あると、このシナリオのすべてのステップを実行できるようになります。
管理者のプロセス
1. 本番環境のスナップショットを取ってローカル・コンピュータにダウンロードします。移
行の使用を参照してください。

2. テスト環境でサービスを再作成し、クリーンな環境で開始します。サービスの再作成を参
照してください。

3. 本番環境のスナップショットでテスト環境をリフレッシュします。移行の使用を参照し
てください。

4. テスト環境で新しいアプリケーションを構築します。アプリケーションの登録の理解を
参照してください。

5. テスト環境で、新しいアプリケーションをテンプレートにエクスポートします。テンプレ
ートの操作を参照してください

6. 本番環境で、テンプレート・インポートをアップロードしてプレビューし、エラーがあれ
ば修正します。テンプレート・インポートのプレビューとインポート結果の確認を参照し
てください。

7. テンプレートからアプリケーションをインポートすることによって転送を完了します。
テンプレートの操作を参照してください。

47-1



ステップ 1: アプリケーション開発用のテスト環境のリフ
レッシュおよび準備

Caution:

このシナリオには本番環境とテスト環境の両方で実行するステップが含まれ
ています。作業を進める前に、そのステップを正しい環境で実行しようとし
ていることを確認してください。各ステップで、そのステップの正しい環境
を判断しやすいように、環境の名前が強調されています。

1. 本番環境のスナップショットでテスト環境をリフレッシュする前に、既存のテス
ト・データを保持するためにバックアップ・スナップショットを取っておくことが
ベスト・プラクティスです。
"テスト"環境をバックアップするには:

a. 「ツール」、「移行」の順にクリックします。
 

 

b. 「カテゴリ」から「バックアップ」をクリックして、現在のテスト環境のバッ
クアップ・スナップショットを作成します。
 

 

c. バックアップの名前を入力し、「OK」をクリックします。
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d. 「リフレッシュ」をクリックしてバックアップのステータスを更新した後、バックア
ップが完了したら、「閉じる」をクリックしてウィンドウを閉じます。
 

 

2. "本番"環境の移行スナップショットを取ります。
a. 「ツール」、「移行」の順にクリックします。

 

 

b. 「カテゴリ」から「バックアップ」をクリックして、現在の本番環境の移行スナップ
ショットを作成します。
 

 

c. スナップショットの名前を入力し、「OK」をクリックします。
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d. 「リフレッシュ」をクリックしてバックアップのステータスを更新した後、バ
ックアップが完了したら、「閉じる」をクリックしてウィンドウを閉じます。
 

 

e. 「スナップショット」からバックアップを探し、「アクション」列で をク
リックして「ダウンロード」をクリックします。
 

 
移行スナップショットがローカル・マシンにダウンロードされます。

3. "テスト"環境でサービスを再作成します。これはオプションのステップですが、環
境を再作成することでベースラインのスタート地点が確立され、テスト環境に対し
て Identity Cloud Service (IDCS)の最新のユーザーおよびグループ割当てが再同期
されます。

Caution:

サービスを再作成すると、テスト環境の既存のすべてのアプリケーショ
ンと、テスト・ユーザーやグループを含むアーティファクトが削除され
ます。テスト・データを保持する必要がある場合は、必ず、ステップ 1
の手順に従って既存のテスト環境を事前にバックアップしてください。
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a. "テスト"環境から、自分のユーザー名の横のドロップ・ダウン・メニューをクリック
し、次に「サービスの再作成」を選択します。
 

 

b. 確認画面で、サービスの再作成の結果を理解したことを示すチェック・ボックスを選
択し、「サービスの再作成」をクリックします。
 

 
再作成のプロセスが完了するまでに約 15分かかります。

4. 再作成のプロセスが完了したら、ローカル・ファイル・システムから移行スナップショッ
トをアップロードします。
a. 「移行」オプションを選択するか、ホーム・ページから「ツール」、「移行」の順にク
リックします。
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b. 「スナップショット」から「アップロード」をクリックします。
 

 

c. バックアップ・ファイルを選択して「アップロード」をクリックします。
 

 

d. ファイルのアップロードが完了したら、「OK」をクリックします。
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5. 「スナップショット」タブでアップロードされたスナップショットを探し、「アクション」
列で をクリックして「インポート」をクリックします。
 

 

6. 確認のメッセージで「OK」をクリックします。
 

Chapter 47
管理者のステップ

47-7



 

7. 「移行ステータス」画面で、インポートが完了するまで「リフレッシュ」をクリッ
クした後、「閉じる」をクリックします。
 

 

8. "テスト"環境に"本番"環境からのアプリケーションが含まれていることを確認しま
す。
 

 

ステップ 2: アプリケーションの構築
このシナリオでは、テスト環境に Planningアプリケーションを登録して構築します。
Planningアプリケーションを登録するための個別のステップは、Planningとの統合ビ
ジネス・シナリオに記載されています。今回の Planningアプリケーションの詳細は次
のとおりです:

• 名前: Corporate Planning - UK

• キューブ: Plan1

• 別名: デフォルト、EPMO

• ディメンション:

– 勘定科目
– エンティティ
– コスト・センター
– 製品

また、Approvers - UKという新しいグループを作成して、このグループに新しいアプ
リケーションに対するデータ・マネージャ権限も付与しました。
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新しいアプリケーションのコスト・センターのビューポイントから Corporate Planningアプ
リケーションのコスト・センターのビューポイントへのサブスクリプションを作成しました。
前に作成した新しいグループを代替担当者として割り当てました。
 

 
最後に、Corporate Planningアプリケーションに Cost Center Rollupというノード・タイプ
を、そして新しいアプリケーションに Cost Center - UKロールアップというノード・タイプ
を作成した後、これらの間にノード・タイプ・コンバータを作成しました。
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ステップ 3: テンプレートへの新規アプリケーションのエ
クスポート

1. "テスト"環境で、「ツール」、「テンプレート」の順にクリックします。
 

 

2. 「エクスポート」タブで:

a. 「アプリケーション」を展開します。
b. 新しいアプリケーションの横にあるチェック・ボックスを選択します。
c. 「テンプレート・ファイル」にファイル名を入力します。
d. 「エクスポート」をクリックします。
 

 

アプリケーションが.jsonファイルにエクスポートされ、ローカル・システムにダウン
ロードされます。

Chapter 47
管理者のステップ

47-10



ステップ 4: テンプレートからのアプリケーションのインポー
トのプレビュー

アプリケーションまたはディメンションをテンプレートからインポートする前に、まずイン
ポートをプレビューすることが重要です。インポートをプレビューすることで、テンプレー
ト・インポートによってターゲット環境で作成される変更をビジュアル化でき、さらに重要
なこととして、インポート自体を実行する前に、インポートの潜在的なエラーや警告を見つ
けて修正できます。
テンプレート・インポートをプレビューするには:

1. "本番"環境で、「ツール」、「テンプレート」の順にクリックします。
 

 

2. 「インポート」タブで:

a. 「ファイルの選択」をクリックします。
b. ローカル・システムにダウンロードされたエクスポート・ファイルにナビゲートしま
す。

c. 「プレビュー」をクリックします。
 

 

プレビューには、インポートの結果としての新規、変更済および変更なしのアーティファク
トの数が表示されます。
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プレビューの警告の確認
次に、新規、変更済、変更なしのアーティファクトを展開して、警告メッセージがあ
ればすべて確認します。このシナリオでは次の警告が見つかりました:

アプリケーション権限がインポートされない:

 

 
ビューポイント・サブスクリプションがインポートされない:

 

 
ノード・タイプ・コンバータがインポートされない:

 

 
次に、ステップ 5: プレビューのインポートの警告の修正で、これらの警告を修正する
方法の詳細を参照します。
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ステップ 5: プレビューのインポートの警告の修正
グループがないという警告の修正
アプリケーション権限とビューポイント・サブスクリプションの警告では、Approvers - UK
グループがターゲット環境に存在しないため、権限およびサブスクリプションをインポート
できないことがメッセージに示されています。これは、このグループをテスト環境でのみ作
成したためです。
これを修正するには、移行を使用して、このグループをテスト環境からエクスポートして本
番環境にインポートします。
1. "テスト"環境で、「ツール」、「移行」の順にクリックします。

 

 

2. 「カテゴリ」タブで、「グループとメンバーシップ」をクリックします。
 

 

3. 「ネイティブ・ディレクトリ」を展開して、「グループ」を選択した後、「エクスポート」
をクリックします。
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4. ファイル名を入力して「OK」をクリックします。
 

 

5. エクスポートが完了したら、「OK」をクリックします。
 

 

6. 「スナップショット」からグループのエクスポート・ファイルを探し、「アクショ
ン」列で をクリックして「ダウンロード」をクリックします。
 

 
グループのスナップショットがローカル・マシンにダウンロードされます。

7. "本番"環境で、「ツール」、「移行」の順にクリックします。
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8. 「スナップショット」タブで、「アップロード」をクリックします。
 

 

9. 「ファイルの選択」をクリックし、グループを含むファイルを選択した後、「アップロー
ド」をクリックします。
 

 

10. ファイルのアップロードが完了したら、「OK」をクリックします。
 

 

11.「スナップショット」タブでグループを含むファイルを探し、「アクション」列で を
クリックして「インポート」を選択します。
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12. ダイアログの「OK」をクリックしてインポートを確認します。
 

 

13. インポートが完了したら、「閉じる」をクリックします。
 

 

テンプレート・プレビューに戻り、アプリケーション権限とビューポイント・サブス
クリプションの警告が表示されなくなったことを確認します。
アプリケーション権限:

 

 
ビューポイント・サブスクリプション:
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ノード・タイプがないという警告の修正
ノード・タイプに関する警告では、ソース・ノード・タイプがターゲット環境に存在しない
ため、Cost Center - UK Rollupノード・タイプ・コンバータをインポートできないことがメ
ッセージに示されています。これは、Corporate Planningアプリケーションの Cost Center
Rollupノード・タイプを本番環境ではなくテスト環境で作成したためです。
これを修正するには、Corporate Planningアプリケーションをテスト環境(このソース・ノー
ド・タイプを作成した)から本番環境に取り込む必要があります。このことはテンプレートを
使用して 2通りの方法で実現できます:

• Corporate Planningアプリケーションをテスト環境の別個のテンプレート・ファイルにエ
クスポートし、それを先にインポートしてから Corporate Planning - UKアプリケーショ
ンをインポートします。

• Corporate Planningと Corporate Planning - UKの両方を同じテンプレート・ファイルに
エクスポートして、両方が取り込まれるようにします。このシナリオではこのアプローチ
を採用します。

1. "テスト"環境で、「ツール」、「テンプレート」の順にクリックします。
 

 

2. 「エクスポート」タブで:

a. 「アプリケーション」を展開します。
b. Corporate Planningおよび Corporate Planning - UKアプリケーションの横の両方
のチェック・ボックスを選択します。

c. 「テンプレート・ファイル」にファイル名を入力します。
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d. 「エクスポート」をクリックします。
 

 
アプリケーションが.jsonファイルにエクスポートされ、ローカル・システムにダ
ウンロードされます。

3. "本番"環境で、「ツール」、「テンプレート」の順にクリックします。
 

 

4. 「インポート」タブで:

a. 「ファイルの選択」をクリックします。
b. ローカル・システムにダウンロードされたエクスポート・ファイルにナビゲー
トします。

c. 「プレビュー」をクリックします。
 

 

5. ノード・タイプ・コンバータの警告が表示されなくなったことを確認します。
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ステップ 6: テンプレートからのアプリケーションのインポー
ト

確認と、テンプレート・インポートのプレビュー・プロセスからの警告の修正を終了すると、
テンプレート・ファイルから両方のアプリケーションをインポートする作業に進むことがで
きるようになります。
1. テンプレートからアプリケーションを転送する前に、本番環境のバックアップ・スナップ
ショットを取っておくことがベスト・プラクティスです:

a. "本番"環境で、「ツール」、「移行」の順にクリックします。
 

 

b. 「カテゴリ」から「バックアップ」をクリックして、現在の本番環境のバックアップ・
スナップショットを作成します。
 

 

c. スナップショットの名前を入力し、「OK」をクリックします。
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d. 「リフレッシュ」をクリックしてバックアップのステータスを更新した後、バ
ックアップが完了したら、「閉じる」をクリックしてウィンドウを閉じます。
 

 

2. 次に、作成したテンプレート・ファイルを使用してアプリケーションをインポート
します。"本番"環境で、「ツール」、「テンプレート」の順にクリックします。
 

 

3. 「インポート」タブで:

a. 「ファイルの選択」をクリックします。
b. ローカル・システムにダウンロードされたエクスポート・ファイルにナビゲー
トします。

c. 「インポート」をクリックします。
 

 

Chapter 47
管理者のステップ

47-20



4. 確認メッセージを確認し、「はい」をクリックします。
 

 

5. テンプレートが正常にインポートされたことを確認します。
 

 

6. インポートの警告やエラーを見つけるには、「警告」および「エラー」フィルタを使用し
ます。
 

 

7. 新しいアプリケーション、新しいデフォルトおよびメンテナンス・ビュー、新しいデー
タ・チェーン・オブジェクトが本番環境に存在することを確認します。
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A
ベスト・プラクティス

ベスト・プラクティスでは、機能を効果的に使用する方法について説明します。次の表には、
このガイドで説明したベスト・プラクティスへのリンクが用意されています。

カテゴリ ベスト・プラクティスの対象 この項を参照
アプリケーションの構成 新規ノード・タイプの作成 ノード・タイプの作成

新規階層セットの作成 階層セットの作成
新規ノード・セットの作成 ノード・セットの作成
権限のカスケードの割当て 権限カスケード
アプリケーション固有のウィザ
ードを使用したアプリケーショ
ンの登録

汎用アプリケーションの操作

ビューの使用 代替ビューポイントの作成 ベスト・プラクティス
新規バージョンを作成するため
のビューポイントのコピー

バージョン管理のベスト・プラク
ティス

データの管理 サブスクリプションでのノー
ド・タイプ・コンバータの使用

サブスクリプションの作成、編集
および検証

要求ロード・ファイルを使用した
一括変更

対話型での変更

統合 エクスポート前のビューポイン
トの検証

ディメンションのエクスポート
Planningおよびフリーフォー
ム・ディメンションのエクスポー
ト
Oracle Financials Cloud一般会
計ディメンションのエクスポー
ト
Financial Consolidation and
Closeディメンションのエクス
ポート
E-Business Suite一般会計ディ
メンションのエクスポート

テンプレートを使用したアプリ
ケーションの転送

テンプレートの操作
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B
用語集

アプリケーション
Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションは、特定の操作、分析またはレ
ポート要件を満たすために使用される、関連するディメンション、セグメントまたは値セッ
トです。
アプリケーション・アダプタ
アプリケーション・アダプタは、Oracle Enterprise Data Management Cloudでの特定のアプ
リケーション・タイプの登録、バインド、検証、インポートおよびエクスポートをカバーし
ます。
アプリケーション・タイプ
アプリケーション・タイプは外部アプリケーションによって示される製品を定義します。た
とえば、「Planning」および「汎用」はアプリケーション・タイプの例です。
承認グループ
承認グループは、承認者としてポリシーに割り当てられているユーザーまたはグループで構
成されます。ポリシーを構成しているユーザーが、ユーザーおよびグループが要求を同時に
承認できるかどうか、または特定の順序で承認する必要があるかどうかを決定します。
承認方法
承認方法により、承認の処理がシリアルか並列かが決定されます。シリアルの場合、一度に
1人の承認者が指定の順序で承認します。並列の場合、すべての承認者は、任意の順序で同時
に承認できます。
承認ポリシー
承認ポリシーは、アプリケーション、ディメンション、階層セットまたはノード・タイプへ
の変更を承認するために構成された設定およびグループで構成されます。ポリシー・レベル
(アプリケーション、ディメンション、階層セットまたはノード・タイプ)への所有者権限を持
つユーザーは、承認ポリシーを構成できます。
担当者
担当者は、現在自身に割り当てられている要求があるユーザーです。1人のユーザーのみを一
度に割り当てできます。
バインディング
バインディングは、バインドされたデータ・オブジェクトが外部アプリケーションの要件に
準拠するようにするために、Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーションで
ディメンションとビューポイントの間に作成されます。
バインド・キー
バインド・キーは、ディメンションのバインディングのバインディング・ルールやインポー
トおよびエクスポートの制約条件を制御するためにアプリケーション登録時に作成されま
す。
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バインド・タイプ
バインドがノード・タイプまたは階層タイプのどちらのバインドであるかを指定しま
す。ノード・タイプ・バインドは、リスト・ノード・セットを使用するノードのフラ
ット・リストを持つビューポイントを表します。階層タイプ・バインドは、階層ノー
ド・セットを使用するノードの構造化セットを持つビューポイントを表します。
バインド済データ・オブジェクト
バインド済データ・オブジェクトは、外部アプリケーションによって使用されるオブ
ジェクトです。ディメンションのエクスポート時に、バインド済オブジェクトに加え
られた変更は外部アプリケーションに影響を及ぼします。既存のディメンションにイ
ンポートする際に、ディメンションのバインド済データ・チェーンのデータが影響を
受けます。
コミット・ポリシー
コミット・ポリシーは、要求の最後のレビュー・ステージを提供します。このステー
ジでは、職務分掌を適用するために、コミット・ポリシーで指定されたユーザーがす
べての要求アイテムをレビューしてコミットします。
接続(アプリケーション固有)

特定の 1つの外部アプリケーションに対して Oracle Enterprise Data Management
Cloudの特定の 1つのアプリケーションのデータを共有できるようにします。アプリ
ケーション固有の接続は、他のアプリケーションで再利用できません。
接続(グローバル)

グローバル接続により、抽出を使用して外部アプリケーションとデータを共有できま
す。複数の抽出にグローバル接続を使用できますが、各抽出で使用できるグローバル
接続は 1つのみです。
制約
制約を使用すると、アプリケーションのノード・タイプとディメンション全体に特定
のデータ・ルール(名前の一意性など)を適用できます。
コントリビュータ
コントリビュータは、送信、再割当て、承認、あるいは要求への添付またはコメント
の追加を行ったユーザーまたはグループです。
データ
データは、特定の詳細情報を示す必要がない場合に、オブジェクトまたは情報を参照
するために使用される一般的な用語です。たとえば、アプリケーションをインポート
する場合、データがインポートされます。
データ・アクセス
データ・アクセスは、参加者権限を持つユーザーが実行できるアクションと、ユーザ
ーが表示および更新できるプロパティを決定します。
データ・チェーン
データ・チェーンはディメンションの移入に使用されるオブジェクトから構成されま
す。データ・チェーンは、1つ以上のノード・タイプ、1つの階層セット(関連ノード
を操作する場合)、1つのノード・セットおよび 1つのビューポイントを含むことがで
きます。

付録 B
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データ・マネージャ(ロール)

データ・マネージャは、データ・スチュワードまたはアナリストです。データをロードし、
データの品質を管理します。たとえば、ディメンションのインポート、比較、検証、データ
の問題の解決を実行できます。
デフォルト・ビュー
デフォルト・ビューは登録時に作成され、外部アプリケーションに関連付けられます。
ディメンション
ディメンションはビジネス情報を編成します。通常、ディメンションは関連ノードの階層を
含み、異なるノード・タイプのノードを含むことができます。たとえば、年ディメンション
を含むアプリケーションは、多くの場合四半期、月などの期間の各単位のノードが含まれま
す。

ノート:

財務アプリケーションでは、ディメンションは値セット、勘定体系または勘定体系
セグメントと呼ばれることがあります。

ディメンション・タイプ
ディメンション・タイプは、アプリケーション・タイプに固有であり、外部アプリケーショ
ン・タイプに基づいてディメンション特性を定義します。たとえば、Financial Consolidation
and Closeアプリケーションの場合、ディメンション・タイプは、勘定科目、エンティティ、
増減およびカスタムです。ディメンション・タイプは、プロパティ、検証、およびバインド・
タイプ(階層またはノード・タイプ)などの他の特性を制御します。
エンタープライズ・データ
エンタープライズ・データは Oracle Enterprise Data Management Cloudで編成および管理さ
れます。マスター・データ、ドメイン、ディメンション、階層、参照データ、アプリケーシ
ョン設定、メトリック、メジャー、ビジネス分類およびビジネス・タクソノミを含むことが
できます。
エクスポート
エクスポートは、Oracle Enterprise Data Management Cloudから外部のターゲット・システ
ムにデータを移動する、アプリケーション・タイプ固有のメカニズムです。エクスポートは、
アプリケーションの登録、バインディングおよびバインド・キーにより制御されます。
マッピングのエクスポート
1つ以上のマッピング・キーのデータをエクスポートします。
式
式は、文と呼ばれる 1行以上のロジックで構成され、カスタム・ビジネス・ロジックの定義
に使用できます。
式の項
式の項には、値に評価されるオブジェクトと演算子が含まれます。
外部アプリケーション
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外部アプリケーションは Planningなどのアプリケーションであり、Oracle Enterprise
Data Management Cloudの外部に存在します。
抽出
抽出により、ディメンション内のビューポイントからフォーマットされたファイルま
たはグローバル接続にデータを取得できます。抽出はユーザーが構成でき、バインド
されたデータおよびバインドされていないデータを使用できます。
階層
階層はノード間の関係を定義します。階層構造は、親、子、兄弟、子孫および祖先な
どのノード間の家族関係を設定します。
階層セット
階層セットは、1つ以上の最上位ノードを持つことができる階層構造を持つ関連ノード
のグループです。
暗黙共有ノード
子孫を持つノードが階層内の複数の位置にある場合、ノードの最初の出現以降の階層
内でのそのノードのすべての出現は、暗黙共有ノードと見なされます。
インポート
インポートは、管理者がデータを外部アプリケーションからインポートして、ディメ
ンションのノード、プロパティおよび階層関係に移入するプロセスです。
継承
値が定義されている最も近い祖先から値を取得することで、階層構造内でのノードの
位置に基づいてプロパティのデフォルト値を定義する方法を提供します。
招待者
招待者は、現在要求を承認するよう招待されているユーザーまたはグループです。
リスト
リストは、階層構造のないノードのグループです。リストは、1つ以上のタイプのノー
ドを含むことができます。たとえば、リストを使用して、一般会計内の勘定科目セグ
メントの値セット、連絡先のリストまたはフロント・オフィス・アプリケーション内
の勘定科目を表す際に使用できます。
リテラル
リテラルは、式に手動で入力する定数値です。
場所
場所は、階層内のノードの完全な位置です。ノードが階層内の複数の場所にある場合
は、それぞれのノードに固有の場所があります。場所は、完全な祖先チェーンと組み
合されたノードです。
コミット時にロック
新規に追加されたノードに対してのみプロパティを更新できることを指定するプロパ
ティ・パラメータです。このプロパティが有効になっている場合は、ノードを追加す
る要求がコミットされるとプロパティの値がロックされ、更新できなくなります。
参照セット
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参照セットはキー-値のペアのセットであり、これを使用すると、プロパティの値のセットを
別の値のセットに変換できます。
マップ・バインド
マップ・バインドでは、複数の異なるソース・アプリケーションのディメンションからター
ゲット・アプリケーションのディメンションにノード・タイプをマップできます。
マッピング・キー
ターゲット・ノード・タイプにマッピングされるソース・ノード・タイプを指定し、マッピ
ング・データをエクスポートする場所名を定義します。
マスター・データ
マスター・データは、複数のアプリケーション間で使用される共通ビジネス・データの単一
ソースです。
ノード
ノードは、実際のビジネス・エンティティのインスタンスです。ノードを使用して、勘定科
目、コスト・センター、法的エンティティ、製品などを表すことができます。リストまたは
階層でノードを表示できます。
ノード・セット
ノード・セットは、特定のビジネス用のノードのグループです。ノード・セットは階層セッ
トを使用して、ノードまたはノード・タイプの階層を管理し、ノードのリストを管理します。
ノード・セット・タイプ
ノード・セットがリスト・タイプまたは階層タイプのどちらのノード・セットであるかを判
断します。リスト・タイプのノード・セットは、1つ以上のノード・タイプを参照します。階
層タイプのノード・セットは、ノード・セットのノード・タイプを定義する階層セットを参
照します。
ノード・タイプ
ノード・タイプは、共通のビジネス特性に基づいてノードを分類および管理します。ノード・
タイプはディメンションに関連付けられており、各ノードをノード・タイプに割り当てます。
ノードは一意の名前と説明で識別されます。たとえば、ノード名「1000」、ノードの説明「現
金の勘定科目」です。
ノード・タイプ・コンバータ
ノード・タイプ・コンバータでは、異なる 2つのビューポイントで、異なるノード・タイプ
のノードを比較、特定、整列およびドラッグ・アンド・ドロップできます。
通知ポリシー
通知ポリシーを使用すると、アプリケーションまたはディメンションの所有者は、特定のユ
ーザーに他のユーザーが送信した完了した要求を通知できます。
オブジェクト
オブジェクトは式の要素で、値を表します。
演算子
演算子は、式で論理比較を実行します。
所有者(ロール)
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所有者は、組織内のビジネス・アプリケーションまたはサブジェクト領域を担当し、
Oracle Enterprise Data Management Cloudのいくつかの機能領域を管理します。
権限
権限により、アプリケーション、ディメンション、データ・チェーン・オブジェクト
およびデータが保護されます。所有者、データ・マネージャおよび参加者の 3つの権
限レベルがあります。参加者権限では、データ・アクセスを割り当てることもできま
す。データ・アクセスを参照してください。
ポリシー・レベル
ポリシー・レベルは、承認ポリシーが設定されているデータ・オブジェクトです。承
認ポリシーは、アプリケーション、ディメンション、階層セットまたはノード・タイ
プ・レベルで設定できます。
位置指定ロジック
祖先、親、子、最下位など、ノードの階層位置を記述するロジックです。
プロパティ
プロパティはオブジェクトの特性のことです。ノードには、名前や説明など、識別す
るプロパティがあります。階層内のノードには、ノードと関係のプロパティが含まれ
ていることがあります。ノードのプロパティではノード自体に関する特性を記述し、
関係のプロパティではコンテキスト内の関係の属性を記述します。
プロパティのデータ型
プロパティの値のデータ・ストレージ形式(たとえば、ブール、日付、文字列、タイム
スタンプ)です。
プロパティのデフォルト
プロパティは、デフォルトなし、指定されたデフォルトまたは導出されたデフォルト
を持つように設定できます。これはプロパティ・インスペクタで管理され、アプリケ
ーション・タイプ、ディメンション・タイプおよびプロパティに基づいてアプリケー
ションの登録時に設定されます。
プロパティ・レベル
プロパティ値がどこで定義されるかを決定します。ノード・レベルのプロパティの場
合、定義されたプロパティ値は、すべての場所およびビューポイントにわたってその
ノードに適用されます。関係レベルのプロパティの場合、定義されたプロパティ値は、
階層セット内の特定の親子関係に対して一意です。
プロパティ・パラメータ
基本プロパティ・パラメータは、アプリケーション登録プロセスからのプロパティの
初期構成です。特定のアプリケーションまたはノード・タイプの基本パラメータの値
は、アプリケーションまたはノード・タイプのレベルでそのパラメータにオーバーラ
イドを追加することで変更できます。
合理化
合理化では、複数のアプリケーション間でのデータ表示の一貫性が確保されます。
参照データ
参照データは、郵便番号や州の略称など、頻繁に再使用される許容値です。
登録
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登録は、管理者が外部アプリケーションから使用するディメンションおよびプロパティを指
定して、Oracle Enterprise Data Management Cloudアプリケーション、デフォルト・ビュー
およびデータ・チェーンを作成するプロセスです。アプリケーション登録では、アプリケー
ション・タイプで必要な他の設定も構成します。たとえば、Oracle Planning and Budgeting
Cloudアプリケーションの登録ではアプリケーションで使用されるプラン・タイプを指定しま
す。
関係
階層セット内のノードの親子の編成に使用される、Oracle Enterprise Data Management
Cloudの 2つのノード間のつながりです。
要求
要求は、データを更新するためのメカニズムです。データへの変更は、要求アイテムに編成
されます。
要求アイテム
要求アイテムは、特定のノードの変更アクションのグループです。要求アイテムは 1つ以上
の変更アクションを含むことができます。
要求アイテム・アクション
要求内のアイテムに対して実行される操作(追加、挿入、更新、移動、除去、削除など)です。
サブスクリプションまたは要求アイテム・アクションのポリシーにフィルタを作成して、た
とえば、特定のアクションのみでサブスクリプション要求が生成されるようにできます。
要求ステージ
要求ステージとは、承認ワークフロー内の要求の位置を示します。要求のステージは、送信、
承認またはクローズ済のいずれかになります。
要求ステータス
要求ステータスとは、ドラフト、処理中、プッシュバック済、撤回済、完了または却下済な
ど、要求のステータスです。
サービス管理者(ロール)

サービス管理者は技術リーダーです。Enterprise Data Managementのサービス・コンポーネ
ントを作成して管理します。たとえば、ユーザー・セキュリティの管理、アプリケーション
の作成および移行、メンテナンスとバックアップの設定を実行します。
共有ノード
階層セットまたはビューポイント内の異なる位置の下に存在するノードです。
文
式の文は、式のロジックを制御する個別の情報です。3つのタイプの文があります: If文、
Return文およびコメント。
サブスクリプション
サブスクリプションを使用すると、ターゲット・ビューポイントをソース・ビューポイント
にサブスクライブすることで、ビューポイント間でデータを共有できます。ソース・ビュー
ポイントで更新が行われると、ターゲット・ビューポイントで同じ変更を行うための要求が
自動的に生成されます。
送信者
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送信者は、要求を送信したユーザーです。要求には 1人の送信者がいます。このユー
ザーには、要求内のすべてのオブジェクトに対する送信者権限が少なくとも必要です。
テンプレート
テンプレートにより、アプリケーション構成を他の Oracle Enterprise Data
Management Cloud環境で使用するためにオフライン・ファイルに格納できます。
非バインド・データ・オブジェクト
非バインド・データ・オブジェクトは、外部アプリケーションでは使用されませんが、
ディメンションへの潜在的な変更のモデル化および評価に使用可能なオブジェクトで
す。非バインド・オブジェクトは、インポート・プロセスでは更新されません。これ
らは、データ・チェーン内の他のオブジェクトへの変更によって間接的に影響を受け
ます。
ユーザー(ロール)

ユーザーは、ビジネス・ユーザーまたは監査者です。データを表示または変更し、要
求を承認したり、他のユーザーによる変更を監査できます。たとえば、ビューを介し
てデータを参照したり、要求を使用して変更を送信および承認できます。
検証
検証により、データ整合性が保たれ、Oracle Enterprise Data Management Cloudのビ
ジネス・ロジックが適用されます。
検証レベル
検証レベルは、カスタム検証で検証が適用されるデータ・オブジェクトです。検証レ
ベルはノード・タイプまたは階層セットのいずれかにできます。
ビュー
ビューを使用すると、エンティティ・メンテナンスなどの特定のコンテキストやアク
ティビティに対して複数のリストまたは階層(あるいはその両方)を示すことができま
す。ビューは、データを更新できる 1つ以上のビューポイントで構成されています。
アプリケーションを登録すると、デフォルト・ビューが作成されます。メンテナンス・
ビューは、特定のビジネス・ニーズにあわせて作成されます。
ビューポイント
ビューポイントでは、ユーザーが操作するノードのサブセットを提供します。たとえ
ば、ビューポイントは、財務アプリケーションやプランニング・アプリケーションな
どのアプリケーションでメンテナンスを必要とする様々なコスト・センターを提示で
きます。
ビューポイント・タイプ
ビューポイントがリスト・タイプまたは階層タイプのどちらのビューポイントである
かを判断します。ビューポイント・タイプは、ビューポイントが参照するノード・セ
ットによって決まります。
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